
(57)【要約】

【課題】安定して確実に欠陥情報及び欠陥管理情報を管

理することができ、製品の信頼性を装置及び記憶媒体の

両面で向上することができる。

【解決手段】データ領域の欠陥に備えて確保されるデー

タ代替え領域と、前記データ代替え領域を用いた交替処

理の欠陥管理情報を記録する現欠ＤＭＡセット、及び現

ＤＭＡセットを代替えするための複数の未使用ＤＭＡセ

ット領域と、前記複数の未使用ＤＭＡセット領域を用い

た代替え処理の管理を行う現ＤＭＡマネージャセットの

ための現ＤＭＡマネージャセット領域、この現ＤＭＡマ

ネージャセット領域を代替えするための複数の未使用Ｄ

ＭＡマネージャセット領域とを有する。未使用ＤＭＡマ

ネージャセットの中では未使用を示すＦＦｈを記述した

マネージャデータ領域と、有効マネージャセットを示す

ために００１０ｈを記述した識別子領域とを具備してい

る。

【選択図】　　　　　図１６２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、
　 前 記 デ ー タ 領 域 に 発 生 す る 欠 陥 に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、
　 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 利 用 し た 交 替 処 理 が 行 わ れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す
る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ Ｍ Ａ ） セ ッ ト 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を
代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 と 、
　 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 利 用 し た 代 替 え 処 理 が 行 な わ れ た こ と を 示 す 現 Ｄ
Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 、 及 び 欠 陥 発 生 に
備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ セ ッ ト 領 域 と 、
　 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 未 使 用 を 示 す た め に 第 １ の 特 定 情 報
を 記 述 し た マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域 と 、
　 前 記 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す た め に 第 ２ の 特 定 情
報 を 記 述 し た 識 別 子 領 域 と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 情 報 記 録 媒 体 は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 領 域 に 発 生 す る 欠
陥 に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 利 用 し た 交 替 処 理 が
行 わ れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ Ｍ Ａ ） セ ッ ト 、 及
び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領
域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 利 用 し た 代 替 え 処 理 が 行 な わ れ た こ と を 示 す
現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 、 及 び 欠 陥 発
生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ
ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 未 使 用 を 示 す
た め に 第 １ の 特 定 情 報 を 記 述 し た マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域 と 、 前 記 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す た め に 第 ２ の 特 定 情 報 を 記 述 し た 識 別 子 領 域 と を 有
し 、
　 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を チ ェ ッ ク し 、 少 な く と も ２ つ の
Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 或 い は Ｄ Ｍ Ａ が 含 ま れ て い る と き は 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現
Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 有 効 と し て 維 持 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 憶 媒 体 の 情 報 記 録 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 情 報 記 録 媒 体 は 、 情 報 記 録 媒 体 は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、 前 記 デ ー タ
領 域 に 発 生 す る 欠 陥 に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 利
用 し た 交 替 処 理 が 行 わ れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ
Ｍ Ａ ） セ ッ ト 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使
用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 利 用 し た 代 替 え 処 理 が 行 な
わ れ た こ と を 示 す 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
領 域 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数
の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中
で 、 未 使 用 を 示 す た め に 第 １ の 特 定 情 報 を 記 述 し た マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域 と 、 前 記 Ｄ Ｍ Ａ
マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す た め に 第 ２ の 特 定 情 報 を 記 述 し た
識 別 子 領 域 と を 有 し 、
　 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を チ ェ ッ ク す る 手 段 と 、
　 こ の チ ェ ッ ク 結 果 で 、 少 な く と も ２ つ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 或 い は Ｄ Ｍ Ａ が 含 ま れ て い る
と き は 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 有 効 と し て 処 理 す る 手 段 と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 憶 媒 体 の 情 報 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 情 報 記 録 媒 体 は 、 情 報 記 録 媒 体 は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、 前 記 デ ー タ
領 域 に 発 生 す る 欠 陥 に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 利
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用 し た 交 替 処 理 が 行 わ れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ
Ｍ Ａ ） セ ッ ト 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使
用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 利 用 し た 代 替 え 処 理 が 行 な
わ れ た こ と を 示 す 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
領 域 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数
の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中
で 、 未 使 用 を 示 す た め に 第 １ の 特 定 情 報 を 記 述 し た マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域 と 、 前 記 Ｄ Ｍ Ａ
マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す た め に 第 ２ の 特 定 情 報 を 記 述 し た
識 別 子 領 域 と を 有 し 、
　 前 記 情 報 記 憶 媒 体 の 記 録 情 報 を 再 生 す る と き 、
　 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 読 み 出 し チ ェ ッ ク し 、
　 こ の チ ェ ッ ク 結 果 で 、 少 な く と も ２ つ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 或 い は Ｄ Ｍ Ａ が 含 ま れ て い る
と き は 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 有 効 と し て 処 理 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 憶 媒 体 の 情 報 再 生 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 情 報 記 録 媒 体 は 、 情 報 記 録 媒 体 は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、 前 記 デ ー タ
領 域 に 発 生 す る 欠 陥 に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 利
用 し た 交 替 処 理 が 行 わ れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ
Ｍ Ａ ） セ ッ ト 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使
用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 利 用 し た 代 替 え 処 理 が 行 な
わ れ た こ と を 示 す 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
領 域 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数
の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中
で 、 未 使 用 を 示 す た め に 第 １ の 特 定 情 報 を 記 述 し た マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域 と 、 前 記 Ｄ Ｍ Ａ
マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す た め に 第 ２ の 特 定 情 報 を 記 述 し た
識 別 子 領 域 と を 有 し 、
　 前 記 情 報 記 憶 媒 体 の 記 録 情 報 を 再 生 す る と き 、
　 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 読 み 出 し チ ェ ッ ク す る 手 段 と 、
　 こ の チ ェ ッ ク 結 果 で 、 少 な く と も ２ つ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 或 い は Ｄ Ｍ Ａ が 含 ま れ て い る
と き は 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 或 い は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 有 効 と し て 処 理 す る 手 段 と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 憶 媒 体 の 情 報 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、
　 前 記 デ ー タ 領 域 に 発 生 す る 欠 陥 に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、
　 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 利 用 し た 交 替 処 理 が 行 わ れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す
る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ Ｍ Ａ ） セ ッ ト 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を
代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 と 、
　 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 利 用 し た 代 替 え 処 理 が 行 な わ れ た こ と を 示 す 現 Ｄ
Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 、 及 び 欠 陥 発 生 に
備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ セ ッ ト 領 域 と 、
　 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 未 使 用 を 示 す マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域
と 、
　 前 記 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す 識 別 子 領 域 と
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 情 報 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 情 報 記 憶 媒 体 （ 若 し く は 情 報 記 録 媒 体 ） と 、 該 媒 体 を 用 い た 情 報 記 録 方 法 及 び
装 置 、 情 報 再 生 方 法 及 び 装 置 に 関 し 、 欠 陥 管 理 に 関 し て 有 効 な 技 術 を 提 供 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 情 報 記 憶 媒 体 と し て は Ｄ Ｖ Ｄ (digital versatile disk)と 呼 ば れ る 光 デ ィ ス
ク が あ る 。 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ の 規 格 と し て は 、 読 み 出 し 専 用 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 規 格 、 追 記 型 の
Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 規 格 、 書 換 え （ １ ０ ０ ０ 回 程 度 ） 型 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 、 書 換 え （ １ ０ ０ ０ ０ 回 以
上 ） 型 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 規 格 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は １ 個 の 積 符 号 構 造 に な っ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 こ の よ う な 光 デ ィ ス ク に 高 密 度 化 の 種 々 の 提 案 が あ る が 、 高 密 度 化 に 伴 い 、 線 密
度 も 詰 ま る の で 、 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ 規 格 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 を そ の ま ま 利 用 す る と 、 許 容 さ
れ る エ ラ ー の バ ー ス ト 長 が 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ よ り も 短 く な り 、 ゴ ミ 、 傷 に 弱 く な る と い う 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 記 録 可 能 な Ｄ Ｖ Ｄ 規 格 で は 、 リ ー ド イ ン 領 域 の 内 側 に 記 録 中 断 時 の 中 間 情 報 （ 記 録 位 置
管 理 情 報 ） を 記 録 す る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 記 録 中 断 が 発 生 す る 毎 に 対 応 し て 必 ず １ 回 ず
つ 中 間 情 報 を 追 記 す る 必 要 が あ る 。 高 密 度 に な り 、 記 録 す る デ ー タ が 大 容 量 化 す る に 伴 い
、 記 録 中 断 の 回 数 も 増 え る た め 、 中 間 情 報 の デ ー タ 量 も 増 え る 。 記 録 デ ー タ の 編 集 の 利 便
性 を 考 慮 し て 、 記 録 デ ー タ と 中 間 情 報 は そ れ ぞ れ 専 用 の 別 の 領 域 に 記 録 さ れ る の で 、 記 録
デ ー タ の 記 録 領 域 に 空 き が あ っ て も 、 記 録 中 断 の 発 生 頻 度 が 増 加 す る と 、 リ ー ド イ ン 領 域
よ り も 内 側 に 指 定 さ れ た 中 間 情 報 の 記 録 場 所 が 飽 和 し 、 中 間 情 報 の 記 録 場 所 が 消 滅 し 、 記
録 が 不 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 現 行 の 規 格 で は 、 １ 枚 の 光 デ ィ ス ク （ 情 報 記 憶 媒 体 ） 当 た
り に 許 容 さ れ る 記 録 中 断 の 上 限 回 数 が 限 定 さ れ 、 ユ ー ザ の 利 便 性 を 損 な う と 言 う 問 題 が 発
生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 光 デ ィ ス ク な ど の 情 報 記 憶 媒 体 は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 格 納 す る た め の ユ ー ザ エ リ ア を
備 え て お り 、 こ の ユ ー ザ エ リ ア 中 に 発 生 す る 欠 陥 を 補 償 す る た め の 仕 組 み を 持 っ て い る 。
こ の よ う な 仕 組 み は 、 交 替 処 理 と 呼 ば れ て い る 。 こ の 交 替 処 理 に 関 す る 情 報 、 即 ち 欠 陥 管
理 情 報 を 管 理 す る エ リ ア は 、 Ｄ Ｍ Ａ (Defect Management Area)と 呼 ば れ て い る 。 情 報 記 録
媒 体 の う ち Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ は 、 １ ０ 万 回 以 上 の オ ー バ ー ラ イ ト が 可 能 で あ る 。 こ の よ う な
オ ー バ ー ラ イ ト に 対 す る 耐 久 性 が 極 め て 高 い 媒 体 が 有 す る Ｄ Ｍ Ａ に 対 し て 数 万 回 オ ー バ ー
ラ イ ト が 実 行 さ れ て も 、 Ｄ Ｍ Ａ の 信 頼 性 は 揺 る が な い 。 例 え ば 、 光 デ ィ ス ク 上 に Ｄ Ｍ Ａ を
複 数 配 置 す る こ と に よ り 、 Ｄ Ｍ Ａ の 信 頼 性 の 向 上 を 図 る 技 術 が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ０ ７ １ ８ ２ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ２ ６ ２ １ ４ ５ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － ２ １ ３ ０ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 Ｕ Ｓ Ｐ ６ ， ４ ９ ６ ， ４ ５ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 従 来 の 情 報 記 憶 媒 体 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は １ 個 の 積 符 号 構 造 に な っ て い る の で
、 高 密 度 化 す る と 、 許 容 さ れ る エ ラ ー の バ ー ス ト 長 が 短 く な り 、 ゴ ミ 、 傷 に 弱 く な る と い
う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 記 録 可 能 な 情 報 記 憶 媒 体 に お い て は 、 記 録 中 断 回 数 の 上 限 が 限 定 さ れ 、 利 便 性 が
損 な わ れ る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 情 報 記 録 媒 体 の う ち オ ー バ ー ラ イ ト 許 容 回 数 が 比 較 的 少 な い （ 数 十 か ら 数 千 ） 媒
体 の 場 合 、 こ の よ う な 媒 体 が 有 す る Ｄ Ｍ Ａ に 対 す る オ ー バ ー ラ イ ト が 問 題 と な る 。 つ ま り
、 オ ー バ ー ラ イ ト に 伴 い こ の よ う な 媒 体 が 有 す る Ｄ Ｍ Ａ は ダ メ ー ジ を 受 け 易 い 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 問 題 は 、 Ｄ Ｍ Ａ が 複 数 配 置 さ れ て い て も 、 夫 々 の Ｄ Ｍ Ａ は 一 括 し て オ ー バ ー ラ イ ト
を 受 け る た め 、 一 つ の Ｄ Ｍ Ａ が オ ー バ ー ラ イ ト に よ り ダ メ ー ジ を 受 け る 場 合 、 他 の Ｄ Ｍ Ａ
も 同 様 に ダ メ ー ジ を 受 け て し ま う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｄ Ｍ Ａ に は 上 記 し た よ う に 欠 陥 管 理 情 報 が 格 納 さ れ て お り 、 Ｄ Ｍ Ａ が ダ メ ー ジ を 受 け る
と 、 Ｄ Ｍ Ａ か ら 欠 陥 管 理 情 報 が 読 み 出 せ な く な っ て し ま う 。 結 果 的 に 、 媒 体 自 体 が 使 え な
く な っ て し ま う 。 こ の た め 、 Ｄ Ｍ Ａ の オ ー バ ー ラ イ ト に 対 す る 耐 久 性 を 高 め る 工 夫 が 望 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 下 記 の 情 報 記 憶 媒 体 、 情 報 記 録 再 生 装 置 、 情 報 再 生 装 置 、 情 報 記 録 方 法
、 情 報 再 生 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ａ ） ゴ ミ 、 傷 に 強 い 情 報 記 憶 媒 体 、 及 び そ れ を 用 い た 情 報 記 録 再 生 装 置 、 情 報 再 生 装
置 、 情 報 記 録 方 法 、 情 報 再 生 方 法 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ｂ ） 記 録 中 断 回 数 が 実 質 的 に 無 制 限 で あ る 情 報 記 憶 媒 体 、 及 び そ れ を 用 い た 情 報 記 録
再 生 装 置 、 情 報 再 生 装 置 、 情 報 記 録 方 法 、 情 報 再 生 方 法 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ｃ ） こ の 発 明 に 係 る 情 報 記 録 媒 体 に 関 す る 技 術 で は 、 オ ー バ ー ラ イ ト に 対 す る 耐 久 性
が 比 較 的 低 い 媒 体 で あ っ て も 、 信 頼 性 の 高 い 欠 陥 管 理 が 可 能 な 情 報 記 憶 媒 体 を 提 供 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 信 頼 性 の 高 い 欠 陥 管 理 情 報 に 基 づ き 情 報 を 再 生 す る こ と が 可 能 な 情 報
再 生 装 置 及 び 情 報 再 生 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 信 頼 性 の 高 い 欠 陥 管 理 情 報
を 記 録 す る こ と が 可 能 な 情 報 記 録 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ｄ ） 安 定 し て 確 実 に 欠 陥 管 理 情 報 を 管 理 す る こ と が で き 、 製 品 の 信 頼 性 を 装 置 及 び 記
憶 媒 体 の 両 面 で 向 上 す る こ と が で き る 情 報 記 憶 媒 体 及 び 記 録 方 法 及 び 再 生 装 置 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 基 本 と な る 記 録 媒 体 は 、 以 下 に
示 す 構 成 で あ る 。 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 領 域 に 発 生 す る 欠 陥
に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 用 い た 交 替 処 理 が 行 わ
れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ Ｍ Ａ ） セ ッ ト 、 及 び 欠
陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 と
、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 用 い た 代 替 え 処 理 が 行 な わ れ た こ と を 示 す 現 Ｄ Ｍ
Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備
え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ
ャ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 未 使 用 を 示 す た め に
第 １ の 特 定 情 報 （ 例 え ば Ｆ Ｆ ｈ ） を 記 述 し た マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域 と 、 前 記 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す た め に 第 ２ の 特 定 情 報 （ 例 え ば 0010h）
を 記 述 し た 識 別 子 領 域 と を 具 備 し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に よ る と 、 安 定 し て 確 実 に 欠 陥 情 報 及 び 欠 陥 管 理 情 報 を 管 理 す る こ と が で き
、 製 品 の 信 頼 性 を 装 置 及 び 記 憶 媒 体 の 両 面 で 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 に よ る 情 報 記 憶 媒 体 、 及 び そ れ を 用 い た 情 報 記 録 再 生 装 置
、 情 報 再 生 装 置 、 情 報 記 録 方 法 、 情 報 再 生 方 法 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 情 報 記 録 再 生 装 置 の 実 施 形 態 に お け る 構 造 説 明 図 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に お い て 制 御 部 １
４ ３ よ り 上 側 の 部 分 が 主 に 情 報 記 憶 媒 体 へ の 情 報 記 録 制 御 系 を 表 す 。 情 報 再 生 装 置 の 実 施
形 態 は 図 １ に お け る 上 記 情 報 記 録 制 御 系 を 除 い た 部 分 が 該 当 す る 。 図 １ に 於 い て 太 い 実 線
矢 印 が 再 生 信 号 、 ま た は 記 録 信 号 を 意 味 す る メ イ ン 情 報 の 流 れ を 示 し 、 細 い 実 線 矢 印 が 情
報 の 流 れ 、 一 点 鎖 線 矢 印 が 基 準 ク ロ ッ ク ラ イ ン 、 細 い 破 線 矢 印 が コ マ ン ド 指 示 方 向 を 意 味
す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 し た 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ の 中 に 光 学 ヘ ッ ド （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ て い る 。
本 実 施 形 態 で は 情 報 再 生 に Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ （ Partial Response Maximum Likelihood） 法 を 用 い
、 情 報 記 憶 媒 体 の 高 密 度 化 を 図 っ て い る （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ａ 〕 ） 。 種 々 の 実 験 の 結
果 、 使 用 す る Ｐ Ｒ ク ラ ス と し て は Ｐ Ｒ （ １ ， ２ ， ２ ， ２ ， １ ） を 採 用 す る と 線 密 度 が 高 く
で き る と と も に 、 再 生 信 号 の 信 頼 性 （ 例 え ば 焦 点 ぼ け や ト ラ ッ ク ず れ な ど サ ー ボ 補 正 誤 差
が 発 生 し た 時 の 復 調 信 頼 性 ） を 高 く で き る こ と が 判 っ た の で 、 本 実 施 形 態 で は Ｐ Ｒ （ １ ，
２ ， ２ ， ２ ， １ ） を 採 用 し て い る （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト （ Ａ １ ） ） 。 本 実 施 形 態 で は （ ｄ
， ｋ ； ｍ ， ｎ ） 変 調 規 則 （ 前 述 し た 記 載 方 法 で は ｍ ／ ｎ 変 調 の Ｒ Ｌ Ｌ （ ｄ ， ｋ ） を 意 味 し
て い る ） に 従 っ て 変 調 後 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 を 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 し て い る 。 具 体 的 に は
変 調 方 式 と し て は ８ ビ ッ ト デ ー タ を １ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト に 変 換 （ ｍ ＝ ８ 、 ｎ ＝ １ ２ ） す る
Ｅ Ｔ Ｍ （ Eight to Twelve Modulation） を 採 用 し 、 変 調 後 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 の 中 で “ ０
” が 続 く 長 さ に 制 限 を 掛 け る ラ ン レ ン グ ス リ ミ テ ッ ド （ Ｒ Ｌ Ｌ ） 制 約 と し て “ ０ ” が 連 続
す る 最 小 値 を ｄ ＝ １ と し 、 最 大 値 を ｋ ＝ １ ０ と し た Ｒ Ｌ Ｌ （ １ ， １ ０ ） の 条 件 を 課 し て い
る 。 本 実 施 形 態 で は 情 報 記 憶 媒 体 の 高 密 度 化 を 目 指 し て 極 限 近 く ま で チ ャ ネ ル ビ ッ ト 間 隔
を 短 く し て い る 。 そ の 結 果 、 例 え ば ｄ ＝ １ の パ タ ー ン の 繰 り 返 し で あ る “ １ ０ １ ０ １ ０ １
０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ” の パ タ ー ン を 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 し 、 そ の デ ー タ
を 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で 再 生 し た 場 合 に は 、 再 生 光 学 系 の Ｍ Ｔ Ｆ 特 性 の 遮 断 周 波 数 に 近
付 い て い る た め 、 再 生 生 信 号 の 信 号 振 幅 は ほ と ん ど ノ イ ズ に 埋 も れ た 形 に 成 る 。 し た が っ
て 、 そ の よ う に Ｍ Ｔ Ｆ 特 性 の 限 界 （ 遮 断 周 波 数 ） 近 く ま で 密 度 を 詰 め た 記 録 マ ー ク 、 ま た
は ピ ッ ト を 再 生 す る 方 法 と し て Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ （ Partial Response Maximum Likelihood） 法 の
技 術 を 使 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 す な わ ち 、 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で 再 生 さ れ た 信 号 は Ｐ Ｒ 等 化 回 路 １ ３ ０ に よ り 再 生 波
形 補 正 を 受 け る 。 Ａ Ｄ 変 換 器 １ ６ ９ で 基 準 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 １ ６ ０ か ら 送 ら れ て く る 基 準
ク ロ ッ ク １ ９ ８ の タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て Ｐ Ｒ 等 化 回 路 １ ３ ０ 通 過 後 の 信 号 を サ ン プ リ ン グ
し て デ ジ タ ル 量 に 変 換 し 、 ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ 内 で ビ タ ビ 復 号 処 理 を 受 け る 。 ビ タ ビ 復 号
処 理 後 の デ ー タ は 従 来 の ス ラ イ ス レ ベ ル で ２ 値 化 さ れ た デ ー タ と 全 く 同 様 な デ ー タ と し て
処 理 さ れ る 。 Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 法 の 技 術 を 採 用 し た 場 合 、 Ａ Ｄ 変 換 器 １ ６ ９ で の サ ン プ リ ン グ タ イ
ミ ン グ が ず れ る と 、 ビ タ ビ 復 号 後 の デ ー タ の エ ラ ー 率 は 増 加 す る 。 し た が っ て 、 サ ン プ リ
ン グ タ イ ミ ン グ の 精 度 を 上 げ る た め 、 本 実 施 形 態 の 情 報 再 生 装 置 、 ま た は 情 報 記 録 再 生 装
置 で は 、 特 に サ ン プ リ ン グ タ イ ミ ン グ 抽 出 用 回 路 （ シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ２ 値 回 路 １ ５ ５ と Ｐ
Ｌ Ｌ 回 路 １ ７ ４ の 組 み 合 わ せ ） を 別 に 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ２ 値 化 回 路 １ ５ ５ は ２ 値 化 す る た め の ス ラ イ ス 基 準 レ ベ ル に 特 定 の 幅
（ 実 際 に は ダ イ オ ー ド の 順 方 向 電 圧 値 ） を 持 た せ 、 そ の 特 定 幅 を 越 え た 時 の み ２ 値 化 さ れ
る 特 性 を 持 っ て い る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、 上 述 し た よ う に “ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０
１ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ” の パ タ ー ン が 入 力 さ れ た 場 合 に は 、 信 号 振 幅 が 非 常 に 小 さ い
の で ２ 値 化 の 切 り 替 わ り が 起 こ ら ず 、 そ れ よ り も 疎 の パ タ ー ン で あ る 、 例 え ば “ １ ０ ０ １
０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ” な ど が 入 力 さ れ た 場 合 に 、 再 生 生 信 号 の 振 幅 が
大 き く な る の で 、 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ２ 値 化 回 路 １ ５ ５ で “ １ ” の タ イ ミ ン グ に 合 わ せ て ２
値 化 信 号 の 極 性 切 り 替 え が 起 き る 。 本 実 施 形 態 で は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ （ Non Return to Zero Inver
t） 法 を 採 用 し て お り 、 上 記 パ タ ー ン の “ １ ” の 位 置 と 記 録 マ ー ク ま た は ピ ッ ト の エ ッ ジ

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-18563 A 2007.1.25



部 （ 境 界 部 ） が 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ７ ４ で は シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ２ 値 化 回 路 １ ５ ５ の 出 力 で あ る ２ 値 化 信 号 と 基
準 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 １ ６ ０ か ら 送 ら れ る 基 準 ク ロ ッ ク １ ９ ８ 信 号 と の 間 の 周 波 数 と 位 相 の
ず れ を 検 出 し て 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ７ ４ の 出 力 ク ロ ッ ク の 周 波 数 と 位 相 を 変 化 さ せ て い る 。 基
準 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 １ ６ ０ で は Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ７ ４ の 出 力 信 号 と ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ の 復 号
特 性 情 報 （ 具 体 的 に は 図 示 し て な い が ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ 内 の パ ス メ ト リ ッ ク メ モ リ 内 の
収 束 長 （ 収 束 ま で の 距 離 ） の 情 報 ） を 用 い て ビ タ ビ 復 号 後 の エ ラ ー レ ー ト が 低 く な る よ う
に 基 準 ク ロ ッ ク １ ９ ８ （ の 周 波 数 と 位 相 ） に フ ィ ー ド バ ッ ク を 掛 け る 。 基 準 ク ロ ッ ク 発 生
回 路 １ ６ ０ で 発 生 さ れ る 基 準 ク ロ ッ ク １ ９ ８ は 再 生 信 号 処 理 時 の 基 準 タ イ ミ ン グ と し て 利
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 同 期 コ ー ド 位 置 抽 出 部 １ ４ ５ は ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ の 出 力 デ ー タ 列 の 中 に 混 在 し て い る
同 期 コ ー ド （ シ ン ク コ ー ド ） の 存 在 位 置 を 検 出 し 、 上 記 出 力 デ ー タ の 開 始 位 置 の 抽 出 役 目
を 担 っ て い る 。 こ の 開 始 位 置 を 基 準 と し て シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 １ ７ ０ に 一 時 保 存 さ れ た デ
ー タ に 対 し て 復 調 回 路 １ ５ ２ で 復 調 処 理 を 行 う 。 本 実 施 形 態 で は １ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト 毎 に
復 調 用 変 換 テ ー ブ ル 記 録 部 １ ５ ４ 内 に 記 録 さ れ た 変 換 テ ー ブ ル を 参 照 し て 元 の ビ ッ ト 列 に
戻 す 。 そ の 後 は Ｅ Ｃ Ｃ デ コ ー デ ィ ン グ 回 路 １ ６ ２ に よ り エ ラ ー 訂 正 処 理 が 施 さ れ 、 デ ス ク
ラ ン ブ ル 回 路 １ ５ ９ に よ り デ ス ク ラ ン ブ ル さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 記 録 形 （ 書 替 え 形 、 ま た
は 追 記 形 ） 情 報 記 憶 媒 体 で は ウ ォ ブ ル 変 調 に よ り ア ド レ ス 情 報 が 事 前 に 記 録 さ れ て い る 。
ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ で 、 こ の ア ド レ ス 情 報 を 再 生 し （ す な わ ち 、 ウ ォ ブ ル 信 号 の 内
容 を 判 別 し ） 、 希 望 場 所 へ の ア ク セ ス に 必 要 な 情 報 を 制 御 部 １ ４ ３ に 対 し て 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 制 御 部 １ ４ ３ よ り 上 側 に あ る 情 報 記 録 制 御 系 に つ い て 説 明 す る 。 情 報 記 憶 媒 体 上 の 記 録
位 置 に 合 わ せ て デ ー タ Ｉ Ｄ 発 生 部 １ ６ ５ か ら デ ー タ Ｉ Ｄ 情 報 が 生 成 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｒ ＿ Ｍ Ａ Ｉ
デ ー タ 発 生 部 １ ６ ７ で コ ピ ー 制 御 情 報 が 発 生 さ れ る と デ ー タ Ｉ Ｄ ， Ｉ Ｅ Ｄ ， Ｃ Ｐ Ｒ ＿ Ｍ Ａ
Ｉ ， Ｅ Ｄ Ｃ 付 加 部 １ ６ ８ に よ り 記 録 す べ き 情 報 に デ ー タ Ｉ Ｄ ， Ｉ Ｅ Ｄ ， Ｃ Ｐ Ｒ ＿ Ｍ Ａ Ｉ ，
Ｅ Ｄ Ｃ の 各 種 情 報 が 付 加 さ れ る 。 そ の 後 、 デ ス ク ラ ン ブ ル 回 路 １ ５ ７ で デ ス ク ラ ン ブ ル さ
れ た 後 、 Ｅ Ｃ Ｃ エ ン コ ー デ ィ ン グ 回 路 １ ６ １ で Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 構 成 さ れ 、 変 調 回 路 １ ５
１ で チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 に 変 換 さ れ た 後 、 同 期 コ ー ド 生 成 ・ 付 加 部 １ ４ ６ で 同 期 コ ー ド を 付
加 さ れ て 、 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で 情 報 記 憶 媒 体 に デ ー タ が 記 録 さ れ る 。 ま た 、 変 調 時 に
は Ｄ Ｓ Ｖ （ Digital Sum Value） 値 計 算 部 １ ４ ８ で 変 調 後 の Ｄ Ｓ Ｖ 値 が 逐 次 計 算 さ れ 、 変
調 時 の コ ー ド 変 換 に フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ０ ９ 、 図 １ １ ０ は 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３
５ （ 図 １ ） 内 の 詳 細 構 造 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ウ ォ ブ ル 信 号 が バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ３ ５ ２ に 入 力 さ れ 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ３ ５ ２ の 出
力 が Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ５ ４ に 入 力 さ れ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ５ ４ か ら デ ジ タ ル の ウ ォ ブ ル 信 号 （
図 １ １ ０ の （ ａ ） ） が 位 相 ロ ッ ク ル ー プ 回 路 ３ ５ ６ 、 位 相 検 出 器 ３ ５ ８ に 入 力 さ れ る 。 位
相 ロ ッ ク ル ー プ 回 路 ３ ５ ６ は 入 力 信 号 を 位 相 ロ ッ ク し 、 再 生 搬 送 波 信 号 （ 図 １ １ ０ の （ ｂ
） ） を 抽 出 し 、 位 相 検 出 器 ３ ５ ８ に 供 給 す る 。 位 相 検 出 器 ３ ５ ８ は 再 生 搬 送 波 信 号 に 基 づ
い て ウ ォ ブ ル 信 号 の 位 相 を 検 出 し 、 位 相 検 波 信 号 （ 図 １ １ ０ の （ ｃ ） ） を ロ ー パ ス フ ィ ル
タ ３ ６ ２ に 供 給 す る 。 位 相 ロ ッ ク ル ー プ 回 路 ３ ５ ６ は 入 力 信 号 を 位 相 ロ ッ ク し 、 ウ ォ ブ ル
信 号 （ 図 １ １ ０ の （ ｅ ） ） を 抽 出 し 、 シ ン ボ ル ク ロ ッ ク 発 生 器 ３ ６ ０ に 供 給 す る 。 シ ン ボ
ル ク ロ ッ ク 発 生 器 ３ ６ ０ に は ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ ６ ２ か ら の 変 調 極 性 信 号 （ 図 １ １ ０ の （
ｄ ） ） も 供 給 さ れ 、 シ ン ボ ル ク ロ ッ ク （ 図 １ １ ０ の （ ｆ ） ） を 発 生 し 、 ア ド レ ス 検 出 器 ３
６ ４ へ 供 給 す る 。 ア ド レ ス 検 出 器 ３ ６ ４ は ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ ６ ２ か ら 出 力 さ れ る 変 調 極
性 信 号 （ 図 １ １ ０ の （ ｄ ） ） と シ ン ボ ル ク ロ ッ ク 発 生 器 ３ ６ ０ で 発 生 さ れ た シ ン ボ ル ク ロ
ッ ク （ 図 １ １ ０ の （ ｆ ） ） に 基 づ い て ア ド レ ス を 検 出 す る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-18563 A 2007.1.25



【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ １ １ は 図 １ ０ ９ に 示 し た 位 相 ロ ッ ク ル ー プ 回 路 ３ ５ ６ の 動 作 原 理 を 説 明 す る た め の
図 で あ る 。 本 実 施 形 態 は ウ ォ ブ ル 信 号 （ Ｎ Ｐ Ｗ ） の 位 相 同 期 処 理 を 実 施 す る ウ ォ ブ ル Ｐ Ｌ
Ｌ 方 式 を 採 用 し て い る 。 た だ し 、 入 力 ウ ォ ブ ル 信 号 は 図 １ １ １ の （ ａ ） に 示 す よ う に ノ ー
マ ル 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｎ Ｐ Ｗ ） と 反 転 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｉ Ｐ Ｗ ） を 含 み 位 相 変 調 さ れ て い る た
め 、 変 調 成 分 の 除 去 が 必 要 で あ る 。 変 調 成 分 の 除 去 は 次 の ３ 通 り が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ ） ウ ォ ブ ル ２ 逓 倍 方 式 ： 図 １ １ １ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ウ ォ ブ ル を 自 乗 す る こ と に
よ り 、 変 調 成 分 を 除 去 す る こ と が で き る 。 ２ 逓 倍 ウ ォ ブ ル に Ｐ Ｌ Ｌ は 同 期 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ ） 再 変 調 方 式 ： 図 １ １ １ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ウ ォ ブ ル の 変 調 領 域 を 逆 位 相 に 再 変
調 す る こ と に よ り 、 変 調 成 分 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ２ ） マ ス キ ン グ 方 式 ： 図 １ １ １ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ウ ォ ブ ル の 変 調 領 域 で は 位 相 制
御 を 停 止 （ 位 相 誤 差 を 零 に 固 定 ） す る こ と に よ り 、 変 調 成 分 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ １ ２ は 図 １ ０ ９ に 示 し た 位 相 検 出 器 ３ ５ ８ に 含 ま れ る ビ ー ト キ ャ ン セ ラ （ 図 示 せ ず
） の 動 作 原 理 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 位 相 検 出 器 ３ ５ ８ で 検 出 さ れ た 位 相 検 波 信 号 が
ノ ー マ ル 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｎ Ｐ Ｗ ） 検 出 器 ３ ７ ０ と 反 転 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｉ Ｐ Ｗ ） 検 出 器 ３ ７
２ に 供 給 さ れ 、 ノ ー マ ル 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｎ Ｐ Ｗ ） 、 反 転 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｉ Ｐ Ｗ ） の 検 波 振
幅 を 検 出 す る 。 ノ ー マ ル 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｎ Ｐ Ｗ ） 検 出 器 ３ ７ ０ 、 反 転 位 相 ウ ォ ブ ル （ Ｉ Ｐ
Ｗ ） 検 出 器 ３ ７ ２ の 出 力 が ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ ７ ４ 、 ３ ７ ６ を 介 し て 加 算 器 ３ ７ ８ に 供 給
さ れ 、 オ フ セ ッ ト 成 分 が 検 出 さ れ る 。 位 相 検 波 信 号 と 、 加 算 器 ３ ７ ８ の 出 力 が 減 算 器 ３ ８
０ に 供 給 さ れ 、 位 相 検 波 信 号 か ら ウ ォ ブ ル ビ ー ト 成 分 が キ ャ ン セ ル さ れ 、 減 算 器 ３ ８ ０ の
出 力 が 位 相 検 波 信 号 と し て 図 １ ０ ９ の ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ ６ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に 示 し た 同 期 コ ー ド 位 置 抽 出 部 １ ４ ５ を 含 む 周 辺 部 の 詳 細 構 造 を 図 ２ に 示 す 。 同 期
コ ー ド は 固 定 パ タ ー ン を 持 っ た 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 と 可 変 コ ー ド 部 か ら 構 成 さ れ て い
る 。 ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ か ら 出 力 さ れ た チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 の 中 か ら 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド
検 出 部 １ ８ ２ に よ り 上 記 固 定 パ タ ー ン を 持 っ た 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 の 位 置 を 検 出 し 、
そ の 前 後 に 存 在 す る 可 変 コ ー ド の デ ー タ を 可 変 コ ー ド 転 送 部 １ ８ ３ 、 １ ８ ４ が 抽 出 し て 、
シ ン ク フ レ ー ム 位 置 識 別 用 コ ー ド 内 容 の 識 別 部 １ ８ ５ に よ り 検 出 さ れ た 同 期 コ ー ド が 後 述
す る セ ク タ 内 の ど の シ ン ク フ レ ー ム に 位 置 す る か を 判 定 す る 。 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ
た ユ ー ザ 情 報 は シ フ ト レ ジ ス タ 回 路 １ ７ ０ 、 復 調 回 路 １ ５ ２ 内 の 復 調 処 理 部 １ ８ ８ 、 Ｅ Ｃ
Ｃ デ コ ー デ ィ ン グ 回 路 １ ６ ２ の 順 に 順 次 転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ａ 〕 に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域 、 デ ー タ リ ー ド イ
ン 領 域 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 で は 再 生 に Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 法 を 使 う こ と に よ り 、 情 報 記 憶 媒 体
の 高 密 度 化 （ 特 に 線 密 度 が 向 上 す る ） を 達 成 す る と 共 に 、 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ｂ 〕 に 示
す よ う に 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 、 シ ス テ ム リ ー ド ア ウ ト 領 域 で は 再 生 に ス ラ イ ス レ ベ
ル 検 出 方 式 を 使 う こ と に よ り 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ と の 互 換 性 を 確 保 す る と と も に 再 生 の 安 定 化 を
確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 、 シ ス テ ム リ ー ド ア ウ ト 領 域 で の 再 生 時 に 使 用 さ れ る ス
ラ イ ス レ ベ ル 検 出 方 式 を 用 い た 信 号 処 理 回 路 の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 ３ に お け る ４ 分 割 光 検
出 器 ３ ０ ２ は 図 １ に お け る 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ 内 に 存 在 す る 光 学 ヘ ッ ド 内 に 固 定 さ れ て
い る 。 ４ 分 割 光 検 出 器 ３ ０ ２ の 各 光 検 出 セ ル か ら 得 ら れ る 検 出 信 号 の 総 和 を 取 っ た 信 号 を
こ こ で は リ ー ド チ ャ ン ネ ル １ 信 号 と 呼 ぶ 。 図 ３ の プ リ ア ン プ ３ ０ ４ か ら ス ラ イ サ ３ １ ０ ま
で が 図 １ の ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 回 路 １ ３ ２ 内 の 詳 細 構 造 を 示 し 、 情 報 記 憶 媒 体 か ら 得 ら れ
た 再 生 信 号 は 再 生 信 号 周 波 数 帯 よ り も 低 い 周 波 数 成 分 を 遮 断 す る ハ イ パ ス フ ィ ル タ ３ ０ ６

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-18563 A 2007.1.25



を 通 過 後 に プ リ イ コ ラ イ ザ ３ ０ ８ に よ り 波 形 等 化 処 理 が 行 わ れ る 。 実 験 に よ る と プ リ イ コ
ラ イ ザ ３ ０ ８ は ７ タ ッ プ の イ コ ラ イ ザ を 用 い る と 最 も 回 路 規 模 が 少 な く 、 か つ 精 度 良 く 再
生 信 号 の 検 出 が 出 来 る 事 が 分 か っ た の で 、 本 実 施 形 態 で も ７ タ ッ プ の イ コ ラ イ ザ を 使 用 し
て い る 。 図 ３ の Ｖ Ｆ Ｏ 回 路 ・ Ｐ Ｌ Ｌ 部 分 ３ １ ２ が 図 １ の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 １ ７ ４ に 対 応 し 、 図 ３
の 復 調 回 路 ・ Ｅ Ｃ Ｃ デ コ ー デ ィ ン グ 回 路 ３ １ ４ が 図 １ の 復 調 回 路 １ ５ ２ と Ｅ Ｃ Ｃ デ コ ー デ
ィ ン グ 回 路 １ ６ ２ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ の ス ラ イ サ ３ １ ０ 内 の 詳 細 構 造 を 図 ４ に 示 す 。 ス ラ イ サ ３ １ ０ は 比 較 器 ３ １ ６ を 用
い て リ ー ド チ ャ ン ネ ル １ 信 号 を ス ラ イ ス し て ２ 値 化 信 号 （ バ イ ナ リ デ ー タ ） を 発 生 す る 。
本 実 施 形 態 で は デ ュ ー テ ィ フ ィ ー ド バ ッ ク 法 を 用 い 、 ２ 値 化 後 の バ イ ナ リ デ ー タ の 反 転 信
号 に 対 し て ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ １ ８ 、 ３ ２ ０ の 出 力 信 号 を ２ 値 化 時 の ス ラ イ ス レ ベ ル に 設
定 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ １ ８ 、 ３ ２ ０ の 遮 断 周 波 数 を ５ ｋ Ｈ ｚ に
設 定 し て い る 。 こ の 遮 断 周 波 数 が 高 い と ス ラ イ ス レ ベ ル 変 動 が 早 い た め に ノ イ ズ の 影 響 を
受 け 易 く 、 逆 に 遮 断 周 波 数 が 低 い と ス ラ イ ス レ ベ ル の 応 答 が 遅 い の で 情 報 記 憶 媒 体 上 の ゴ
ミ や 傷 の 影 響 を 受 け や す い 。 前 述 し た Ｒ Ｌ Ｌ （ １ ， １ ０ ） と チ ャ ネ ル ビ ッ ト の 基 準 周 波 数
の 関 係 も 考 慮 し て ５ ｋ Ｈ ｚ に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 デ ー タ 領 域 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 で 信 号 再 生 に Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 検
出 法 を 用 い た 信 号 処 理 回 路 を 図 ５ に 示 す 。 図 ５ に お け る ４ 分 割 光 検 出 器 ３ ０ ２ は 図 １ に お
け る 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ 内 に 存 在 す る 光 学 ヘ ッ ド 内 に 固 定 さ れ て い る 。 ４ 分 割 光 検 出 器
３ ０ ２ の 各 光 検 出 セ ル か ら 得 ら れ る 検 出 信 号 の 総 和 を 取 っ た 信 号 を こ こ で は リ ー ド チ ャ ン
ネ ル １ 信 号 と 呼 ぶ 。 図 １ に お け る Ｐ Ｒ 等 化 回 路 １ ３ ０ 内 の 詳 細 な 構 造 が 図 ５ の プ リ ア ン プ
回 路 ３ ０ ４ か ら タ ッ プ 制 御 器 ３ ３ ２ 、 イ コ ラ イ ザ ３ ３ ０ 、 オ フ セ ッ ト キ ャ ン セ ラ ３ ３ ６ ま
で の 各 回 路 で 構 成 さ れ て い る 。 図 ５ 内 の Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ３ ３ ４ は 図 １ の Ｐ Ｒ 等 化 回 路 １ ３ ０ 内
の 一 部 で あ り 、 図 １ の シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ２ 値 化 回 路 １ ５ ５ と は 別 の 物 を 意 味 す る 。 図 ５ に
お け る ハ イ パ ス フ ィ ル タ 回 路 ３ ０ ６ の １ 次 の 遮 断 周 波 数 は １ ｋ Ｈ ｚ に 設 定 し て あ る 。 プ リ
イ コ ラ イ ザ 回 路 は 図 ３ と 同 様 ７ タ ッ プ の イ コ ラ イ ザ を 用 い て い る （ ７ タ ッ プ を 使 用 す る と
最 も 回 路 規 模 が 少 な く 、 か つ 精 度 良 く 再 生 信 号 の 検 出 が 出 来 る た め で あ る ） 。 Ａ ／ Ｄ コ ン
バ ー タ 回 路 ３ ２ ４ の サ ン プ ル ク ロ ッ ク 周 波 数 は ７ ２ Ｍ Ｈ ｚ 、 デ ジ タ ル は ８ ビ ッ ト 出 力 に な
っ て い る 。 Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 検 出 法 で は 再 生 信 号 全 体 の レ ベ ル 変 動 （ Ｄ Ｃ オ フ セ ッ ト ） の 影 響 を 受
け る と ビ タ ビ 復 調 時 に 誤 差 が 発 生 し 易 く な る 。 そ の 影 響 を 除 去 す る た め に イ コ ラ イ ザ ３ ３
０ の 出 力 か ら 得 た 信 号 を 用 い て オ フ セ ッ ト キ ャ ン セ ラ ３ ３ ６ に よ り オ フ セ ッ ト を 補 正 す る
構 造 に な っ て い る 。 図 ５ に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 図 １ の Ｐ Ｒ 等 化 回 路 １ ３ ０ 内 で 適 応 等 化
処 理 が な さ れ て い る 。 そ の た め 、 ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ の 出 力 信 号 を 利 用 し て イ コ ラ イ ザ 内
の 各 タ ッ プ 係 数 を 自 動 修 正 す る た め の タ ッ プ 制 御 器 ３ ３ ２ が 利 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ 、 ま た は 図 ５ に 示 し た ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ 内 の 構 造 を 図 ６ に 示 す 。 入 力 信 号 に 対 し
て 予 想 し 得 る 全 て の ブ ラ ン チ に 対 す る ブ ラ ン チ メ ト リ ッ ク を ブ ラ ン チ メ ト リ ッ ク 計 算 部 ３
４ ０ で 計 算 し 、 そ の 値 を Ａ Ｃ Ｓ ３ ４ ２ へ 送 る 。 Ａ Ｃ Ｓ ３ ４ ２ は Add Compare Selectの 略 称
で 、 Ａ Ｃ Ｓ ３ ４ ２ の 中 で 予 想 し 得 る 各 パ ス に 対 応 し て ブ ラ ン チ メ ト リ ッ ク を 加 算 し て 得 ら
れ る パ ス メ ト リ ッ ク を 計 算 す る と 共 に そ の 計 算 結 果 を パ ス メ ト リ ッ ク メ モ リ ３ ５ ０ へ 転 送
す る 。 こ の 時 、 Ａ Ｃ Ｓ ３ ４ ２ 内 で は パ ス メ ト リ ッ ク メ モ リ ３ ５ ０ 内 の 情 報 も 参 照 し て 計 算
処 理 を 行 う 。 パ ス メ モ リ ３ ４ ６ 内 で は 予 想 し 得 る 各 パ ス （ 遷 移 ） 状 況 と そ の 各 パ ス に 対 応
し Ａ Ｃ Ｓ ３ ４ ２ で 計 算 し た パ ス メ ト リ ッ ク の 値 を 一 時 保 存 す る 。 出 力 切 替 え 部 ３ ４ ８ で 各
パ ス に 対 応 し た パ ス メ ト リ ッ ク を 比 較 し 、 パ ス メ ト リ ッ ク 値 が 最 小 と な る パ ス を 選 択 す る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ に 本 実 施 形 態 に お け る Ｐ Ｒ （ １ ， ２ ， ２ ， ２ ， １ ） ク ラ ス に お け る 状 態 遷 移 を 示 す
。 Ｐ Ｒ （ １ ， ２ ， ２ ， ２ ， １ ） ク ラ ス に お け る 取 り 得 る 状 態 （ ス テ ー ト ） の 遷 移 は 図 ７ に
示 す 遷 移 の み が 可 能 な の で 、 図 ７ の 遷 移 図 を 元 に ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ 内 で は 復 号 時 の 存 在
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し 得 る （ 予 想 し 得 る ） パ ス を 割 り 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ９ に 本 実 施 形 態 に お け る 情 報 記 憶 媒 体 の 構 造 及 び 寸 法 を 示 す 。 実 施 形 態 と し て は
　 　 ・ 再 生 専 用 で 記 録 が 不 可 能 な “ 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 ”
　 　 ・ １ 回 の み の 追 記 記 録 が 可 能 な “ 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 ”
　 　 ・ 何 回 で も 書 き 替 え 記 録 が 可 能 な “ 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 ”
の ３ 種 類 の 情 報 記 憶 媒 体 の 実 施 形 態 を 明 示 す る 。 図 ９ に 示 す よ う に 上 記 ３ 種 類 の 情 報 記 憶
媒 体 で は 大 部 分 の 構 造 と 寸 法 が 共 通 化 さ れ て い る 。 ３ 種 類 の 情 報 記 憶 媒 体 い ず れ も 内 周 側
か ら バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 、 コ ネ ク シ ョ
ン 領 域 Ｃ Ｎ Ａ 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ が 配 置 さ れ た 構 造 に
な っ て い る 。 Ｏ Ｐ Ｔ 形 再 生 専 用 媒 体 以 外 は 全 て 外 周 部 に デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ
Ｏ が 配 置 さ れ て い る 。 後 述 す る よ う に Ｏ Ｐ Ｔ 形 再 生 専 用 媒 体 で は 外 周 部 に ミ ド ル 領 域 Ｍ Ｄ
Ａ が 配 置 さ れ る 。 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ で は エ ン ボ ス （ プ リ ピ ッ ト ） の 形 で
情 報 が 記 録 さ れ て お り 、 追 記 形 お よ び 書 替 え 形 の い ず れ も こ の 領 域 内 は 再 生 専 用 （ 追 記 不
可 能 ） と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 で は デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 も エ ン ボ ス （ プ リ ピ ッ
ト ） の 形 で 情 報 が 記 録 さ れ て い る の に 対 し 、 追 記 形 お よ び 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は デ ー
タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 は 記 録 マ ー ク 形 成 に よ る 新 規 情 報 の 追 記 （ 書 替 え 形 で は 書
替 え ） が 可 能 な 領 域 と な っ て い る 。 後 述 す る よ う に 追 記 形 お よ び 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で
は デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 は 新 規 情 報 の 追 記 （ 書 替 え 形 で は 書 替 え ） が 可 能
な 領 域 と エ ン ボ ス （ プ リ ピ ッ ト ） の 形 で 情 報 が 記 録 さ れ て い る 再 生 専 用 領 域 の 混 在 に な っ
て い る 。 前 述 し た よ う に 図 ９ に 示 す デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ
、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 、 ミ ド ル 領 域 Ｍ Ｄ Ａ で は そ こ に 記 録 さ れ て い る 信 号
の 再 生 に Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 法 を 使 う こ と に よ り 、 情 報 記 憶 媒 体 の 高 密 度 化 （ 特 に 線 密 度 が 向 上 す る
） を 達 成 す る （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ａ 〕 ） と 共 に 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ
、 シ ス テ ム リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ で は そ こ に 記 録 さ れ て い る 信 号 の 再 生 に ス ラ イ ス
レ ベ ル 検 出 方 式 を 使 う こ と に よ り 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ と の 互 換 性 を 確 保 す る と と も に 再 生 の 安 定
化 を 確 保 し て い る （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ｂ 〕 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ 規 格 と は 異 な り 、 図 ９ に 示 す 実 施 形 態 で は バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ
と シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ と が 重 な ら ず に 位 置 的 に 分 離 さ れ て い る （ 図 １ ２ ５
の ポ イ ン ト の （ Ｂ ２ ） ） 。 両 者 を 物 理 的 に 分 離 す る こ と に よ り 、 情 報 再 生 時 の シ ス テ ム リ
ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 に 記 録 さ れ た 情 報 と バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 記 録
さ れ た 情 報 と の 間 の 干 渉 を 防 止 し 、 精 度 の 高 い 情 報 再 生 が 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト の （ Ｂ ２ ） に 示 し た 実 施 形 態 に 対 す る 他 の 実 施 形 態 と し て 、 図 １ ２
５ の ポ イ ン ト の （ Ｂ ３ ） に 示 す よ う に “ Ｌ → Ｈ ” 形 の 記 録 膜 を 使 っ た 場 合 に バ ー ス ト カ ッ
テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ の 配 置 場 所 に 予 め 微 細 な 凹 凸 形 状 を 形 成 す る 方 法 も あ る 。 後 で 図 ２ ３
に お け る １ ９ ２ バ イ ト 目 に 存 在 す る 記 録 マ ー ク の 極 性 （ “ Ｈ → Ｌ ” か “ Ｌ → Ｈ ” か の 識 別
） 情 報 に 関 す る 説 明 を 行 う 部 分 で 、 本 実 施 形 態 で は 従 来 の “ Ｈ → Ｌ ” 形 だ け で 無 く “ Ｌ →
Ｈ ” 形 記 録 膜 も 規 格 内 に 組 み 込 み 、 記 録 膜 の 選 択 範 囲 を 広 げ 、 高 速 記 録 可 能 や 低 価 格 媒 体
を 供 給 可 能 と す る （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト （ Ｇ ２ ） ） と 言 う 説 明 を 行 う 。 後 述 す る よ う に 本
実 施 形 態 で は “ Ｌ → Ｈ ” 形 の 記 録 膜 を 使 う 場 合 も 考 慮 す る 。 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ
Ｃ Ａ 内 に 記 録 す る デ ー タ （ バ ー コ ー ド デ ー タ ） は 記 録 膜 に 対 し て 局 所 的 に レ ー ザ 露 光 す る
こ と に よ り 形 成 す る 。 図 １ ６ に 示 す よ う に シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ は エ ン ボ ス
ピ ッ ト 領 域 ２ １ １ で 形 成 す る た め 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ か ら の 再 生 信 号 は
鏡 面 ２ １ ０ か ら の 光 反 射 レ ベ ル と 比 べ て 光 反 射 量 が 減 る 方 向 に 現 れ る 。 も し 、 バ ー ス ト カ
ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ を 鏡 面 ２ １ ０ 状 態 に し 、 “ Ｌ → Ｈ ” 形 記 録 膜 を 用 い た 場 合 に は バ ー
ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 記 録 さ れ た デ ー タ か ら の 再 生 信 号 は （ 未 記 録 状 態 の ） 鏡
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面 ２ １ ０ か ら の 光 反 射 レ ベ ル よ り も 光 反 射 量 が 増 加 す る 方 向 に 現 れ る 。 そ の 結 果 、 バ ー ス
ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 形 成 さ れ た デ ー タ か ら の 再 生 信 号 の 最 大 レ ベ ル と 最 小 レ ベ
ル の 位 置 （ 振 幅 レ ベ ル ） と シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ か ら の 再 生 信 号 の 最 大 レ ベ
ル と 最 小 レ ベ ル の 位 置 （ 振 幅 レ ベ ル ） と の 間 に 大 き く 段 差 が 生 じ て し ま う 。 図 １ ６ の （ 及
び 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト （ Ｂ ４ ） ） の 説 明 の 所 で 後 述 す る よ う に 情 報 再 生 装 置 ま た は 情 報 記
録 再 生 装 置 は 、
　 （ １ ） バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 の 情 報 の 再 生
　 → （ ２ ） シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ 内 の 情 報 の 再
生
　 → （ ３ ） デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 情 報 の 再 生 （ 追 記 形 ま た は 書 替 え 形 の 場
合 ）
　 → （ ４ ） 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン Ｒ Ｃ Ｚ 内 で の 再 生 回 路 定 数 の 再 調 整 （ 最 適 化 ）
　 → （ ５ ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 記 録 さ れ た 情 報 の 再 生 も し く は 新 た な 情 報 の 記 録
の 順 で 処 理 を 行 う た め 、 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 形 成 さ れ た デ ー タ か ら の 再
生 信 号 振 幅 レ ベ ル と シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ か ら の 再 生 信 号 振 幅 レ ベ ル に 大 き
な 段 差 が あ る と 情 報 再 生 の 信 頼 性 が 低 下 す る と 言 う 問 題 が 生 じ る 。 そ の 問 題 を 解 決 す る た
め 、 こ の 実 施 形 態 と し て は 記 録 膜 に “ Ｌ → Ｈ ” 形 の 記 録 膜 を 使 用 す る 場 合 に は バ ー ス ト カ
ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ に 予 め 微 細 な 凹 凸 形 状 を 形 成 し て お く 所 に 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ５ の
ポ イ ン ト （ Ｂ ３ ） ） 。 予 め 微 細 な 凹 凸 形 状 を 形 成 し て お く と 局 所 的 な レ ー ザ 露 光 に よ り デ
ー タ （ バ ー コ ー ド デ ー タ ） を 記 録 す る 前 の 段 階 で 、 光 の 干 渉 効 果 に よ り 光 反 射 レ ベ ル が 鏡
面 ２ １ ０ か ら の 光 反 射 レ ベ ル よ り も 低 く な り 、 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 形 成
さ れ た デ ー タ か ら の 再 生 信 号 振 幅 レ ベ ル （ 検 出 レ ベ ル ） と シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ
Ｄ Ｉ か ら の 再 生 信 号 振 幅 レ ベ ル （ 検 出 レ ベ ル ） の 段 差 が 大 き く 減 り 、 情 報 再 生 の 信 頼 性 が
向 上 し 、 上 記 の （ １ ） か ら （ ２ ） へ 移 行 す る 際 の 処 理 が 容 易 に な る と 言 う 効 果 が 生 ま れ る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 “ Ｌ → Ｈ ” 形 の 記 録 膜 を 使 用 す る 場 合 に は 、 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ に 予 め 形
成 す る 微 細 な 凹 凸 形 状 の 具 体 的 内 容 と し て シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 と 同 様 に
エ ン ボ ス ピ ッ ト 領 域 ２ １ １ と す る 方 法 が あ る が 、 他 の 実 施 形 態 と し て デ ー タ リ ー ド イ ン 領
域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ や デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ と 同 様 に グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ４ あ る い は ラ ン ド 領 域 及 び グ
ル ー ブ 領 域 ２ １ ３ に す る 方 法 も あ る 。 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ と バ ー ス ト カ ッ
テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ を 分 離 配 置 さ せ る 実 施 形 態 （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト （ Ｂ ２ ） ） の 説 明 の
所 で 説 明 し た よ う に 、 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 と エ ン ボ ス ピ ッ ト 領 域 ２ １ １ が
重 な る と 、 不 要 な 干 渉 に よ る バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 形 成 さ れ た デ ー タ か ら
の 再 生 信 号 へ の ノ イ ズ 成 分 が 増 加 す る 事 を 既 に 説 明 し た 。 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ
Ａ 内 の 微 細 な 凹 凸 形 状 の 実 施 形 態 と し て エ ン ボ ス ピ ッ ト 領 域 ２ １ １ に せ ず に グ ル ー ブ 領 域
２ １ ４ あ る い は ラ ン ド 領 域 及 び グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ３ に す る と 、 不 要 な 干 渉 に よ る バ ー ス ト
カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 形 成 さ れ た デ ー タ か ら の 再 生 信 号 へ の ノ イ ズ 成 分 が 減 少 し て
再 生 信 号 の 品 質 が 向 上 す る と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 に 形 成 す る グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ４ あ る い は ラ ン ド 領 域
及 び グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ３ の ト ラ ッ ク ピ ッ チ を シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ の ト ラ ッ
ク ピ ッ チ に 合 わ せ る と 、 情 報 記 憶 媒 体 の 製 造 性 が 向 上 す る 効 果 が あ る 。 す な わ ち 、 情 報 記
憶 媒 体 の 原 盤 製 造 時 に 原 盤 記 録 装 置 の 露 光 部 の 送 り モ ー タ 速 度 を 一 定 に し て シ ス テ ム リ ー
ド イ ン 領 域 内 の エ ン ボ ス ピ ッ ト を 作 成 し て い る 。 こ の 時 、 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ
Ａ 内 に 形 成 す る グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ４ あ る い は ラ ン ド 領 域 及 び グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ３ の ト ラ ッ
ク ピ ッ チ を シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の エ ン ボ ス ピ ッ ト の ト ラ ッ ク ピ ッ チ に 合
わ せ る こ と に よ り 、 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ と シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ
Ｉ と で 引 き 続 き 送 り モ ー タ 速 度 を 一 定 に 保 持 で き る た め 、 途 中 で 送 り モ ー タ の 速 度 を 変 え
る 必 要 が 無 い の で ピ ッ チ ム ラ が 生 じ 難 く 情 報 記 憶 媒 体 の 製 造 性 が 向 上 す る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 ３ 種 類 の 情 報 記 憶 媒 体 は い ず れ も 情 報 記 憶 媒 体 へ 記 録 す る 情 報 の 最 小 管 理 単 位 を ２
０ ４ ８ バ イ ト の セ ク タ 単 位 と し て い る 。 上 記 ２ ０ ４ ８ バ イ ト の セ ク タ 単 位 の 物 理 的 な ア ド
レ ス を 物 理 セ ク タ 番 号 と 定 義 す る 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と １ 層 構 造 を 有 す る 再 生 専 用 形 情
報 記 憶 媒 体 に お け る 物 理 セ ク タ 番 号 の 設 定 方 法 を 図 １ ０ に 示 す 。 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領
域 Ｂ Ｃ Ａ と コ ネ ク シ ョ ン 領 域 Ｃ Ｎ Ａ 内 に は 物 理 セ ク タ 番 号 は 付 与 せ ず 、 シ ス テ ム リ ー ド イ
ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に 内 周 か ら 昇
順 で 物 理 セ ク タ 番 号 を 設 定 し て い る 。 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ の 最 後 の 物 理 セ
ク タ 番 号 は “ ０ ２ ６ Ａ Ｆ Ｆ ｈ ” に な る よ う に 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 開 始 位 置 で の 物 理 セ ク
タ 番 号 が “ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ｈ ” に な る よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ２ 層 構 造 を 持 っ た 再 生 専 用 情 報 記 憶 媒 体 の 物 理 セ ク タ 番 号 設 定 方 法 は 図 １ １ に 示 す よ う
に ２ 種 類 存 在 す る 。 一 つ は 図 １ １ （ ａ ） に 示 す パ ラ レ ル 配 置 （ Parallel Track Path） Ｐ
Ｔ Ｐ で 、 図 １ ０ に 示 し た 物 理 番 号 設 定 方 法 を ２ 層 と も に 適 応 し た 構 造 と な っ て い る 。 他 の
方 式 は 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す オ ポ ジ ト 配 置 （ Opposite Track Path） Ｏ Ｐ Ｔ で 、 手 前 の 層 （ L
ayer０ ） で は 内 周 か ら 外 周 へ 向 け て 昇 順 に 物 理 セ ク タ 番 号 が 設 定 さ れ 、 奥 側 の 層 （ Layer
１ ） で は 逆 に 外 周 か ら 内 周 へ 向 け て 昇 順 に 物 理 セ ク タ 番 号 が 設 定 さ れ る 。 Ｏ Ｐ Ｔ の 配 置 の
場 合 に は ミ ド ル 領 域 Ｍ Ｄ Ａ 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 、 シ ス テ ム リ ー ド ア ウ ト
領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 物 理 セ ク タ 番 号 設 定 方 法 を 図 １ ２ に 示 す 。 書 替 え 形 情 報
記 憶 媒 体 で は ラ ン ド 領 域 と グ ル ー ブ 領 域 そ れ ぞ れ に 物 理 セ ク タ 番 号 が 設 定 さ れ 、 デ ー タ 領
域 Ｄ Ｔ Ａ が １ ９ ゾ ー ン に 分 割 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ３ に 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 本 実 施 形 態 の 各 パ ラ メ ー タ 値 を 、 図 １ ４ に 追
記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 本 実 施 形 態 の 各 パ ラ メ ー タ 値 、 図 １ ５ に 書 替 え 専 用 形 情 報 記 憶
媒 体 に お け る 本 実 施 形 態 の 各 パ ラ メ ー タ 値 を 示 す 。 図 １ ３ 、 ま た は 図 １ ４ と 図 １ ５ を 比 較
（ 特 に （ Ｂ ） の 部 分 を 比 較 ） す る と 分 か る よ う に 、 再 生 専 用 形 ま た は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体
に 対 し て 書 替 え 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 の 方 が ト ラ ッ ク ピ ッ チ 及 び 線 密 度 （ デ ー タ ビ ッ ト 長 ）
を 詰 め る 事 に よ り 記 録 容 量 を 高 く し て い る 。 後 述 す る よ う に 、 書 替 え 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体
で は ラ ン ド ／ グ ル ー ブ 記 録 を 採 用 す る こ と に よ り 、 隣 接 ト ラ ッ ク の ク ロ ス ト ー ク の 影 響 を
低 減 さ せ て ト ラ ッ ク ピ ッ チ を 詰 め て い る 。 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体
、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の い ず れ に お い て も 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ
Ｉ ／ Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ の デ ー タ ビ ッ ト 長 と ト ラ ッ ク ピ ッ チ （ 記 録 密 度 に 対 応 ） を デ ー タ リ ー ド イ
ン ／ ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ ／ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ よ り も 大 き く （ 記 録 密 度 を 低 く ） し て い る 所 に 特
徴 が あ る （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト （ Ｂ １ ） ） 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 シ ス テ ム リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ ／ Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ の デ ー タ ビ ッ ト 長 と ト ラ ッ ク
ピ ッ チ を 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ の リ ー ド イ ン 領 域 の 値 に 近 付 け る こ と で 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ と の 互 換 性 を 確
保 し て い る 。 本 実 施 形 態 で も 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ と 同 様 に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の シ ス テ ム リ
ー ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ ／ Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ で の エ ン ボ ス の 段 差 を 浅 く 設 定 し て い る 。
こ れ に よ り 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の プ リ グ ル ー ブ の 深 さ を 浅 く し 、 プ リ グ ル ー ブ 上 に 追 記 に
よ り 形 成 す る 記 録 マ ー ク か ら の 再 生 信 号 の 変 調 度 を 高 く す る 効 果 が あ る 。 逆 に 、 そ の 反 作
用 と し て シ ス テ ム リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ ／ Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ か ら の 再 生 信 号 の 変 調
度 が 小 さ く な る と 言 う 問 題 が 生 じ る 。 こ れ に 対 し て シ ス テ ム リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ
Ｌ Ｄ Ｉ ／ Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ の デ ー タ ビ ッ ト 長 （ と ト ラ ッ ク ピ ッ チ ） を 粗 く す る こ と に よ り 、 最 も
詰 ま っ た 位 置 で の ピ ッ ト と ス ペ ー ス の 繰 り 返 し 周 波 数 を 再 生 用 対 物 レ ン ズ の Ｍ Ｔ Ｆ （ Modu
lation Transfer Function） の 光 学 的 遮 断 周 波 数 か ら 離 す （ 大 幅 に 小 さ く す る ） こ と に よ
り 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ ／ Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ か ら の 再 生 信 号 振 幅 を 引 き
上 げ 、 再 生 の 安 定 化 を 図 る 事 が 出 来 る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 各 種 情 報 記 憶 媒 体 に お け る シ ス テ ム リ ー ド イ ン Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー タ リ ー ド イ ン Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ
Ｉ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 比 較 を 図 １ ６ に 示 す 。 図 １ ６ の （ ａ ） は 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体
の デ ー タ 構 造 、 図 １ ６ の （ ｂ ） は 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ 構 造 を 示 し 、 図 １ ６ の （
ｃ ） は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ 構 造 を 示 す 。 図 示 し て い な い が 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン
領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ の 内 側 に は バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 領 域 が あ る 。 シ ス テ ム リ ー ド
イ ン 領 域 は エ ン ボ ス で 記 録 さ れ て い る 。 コ ネ ク シ ョ ン 領 域 は ミ ラ ー 部 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ６ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 コ ネ ク シ ョ ン ゾ ー ン Ｃ Ｎ Ｚ の み 鏡 面 ２ １ ０ と な っ て い る
以 外 は 、 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 で は シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 、 デ ー タ リ ー ド
イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 は 全 て エ ン ボ ス ピ ッ ト が 形 成 さ れ た エ ン ボ ス ピ
ッ ト 領 域 ２ １ １ と な っ て い る 。 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 は エ ン ボ ス ピ ッ ト 領
域 ２ １ １ と な っ て お り 、 コ ネ ク シ ョ ン ゾ ー ン Ｃ Ｎ Ｚ が 鏡 面 ２ １ ０ に な っ て い る 部 分 は 共 通
し て い る が 、 図 １ ６ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は デ ー タ リ ー ド イ ン
領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 は ラ ン ド 領 域 及 び グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ３ が 形 成 さ れ て
お り 、 図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ
Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 は グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ラ ン ド 領 域 及 び グ
ル ー ブ 領 域 ２ １ ３ ま た は グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ４ 内 に 記 録 マ ー ク を 形 成 す る こ と に よ り 情 報 を
記 録 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 イ ニ シ ャ ル ゾ ー ン Ｉ Ｎ Ｚ は シ ス テ ム リ ー ド イ ン Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ の 開 始 位 置 を 示 し て い る 。 イ
ニ シ ャ ル ゾ ー ン Ｉ Ｎ Ｚ 内 に 記 録 さ れ て い る 意 味 を 持 っ た 情 報 と し て は 前 述 し た 物 理 セ ク タ
番 号 ま た は 論 理 セ ク タ 番 号 の 情 報 を 含 む デ ー タ Ｉ Ｄ （ Identification Data） 情 報 が 離 散
的 に 配 置 さ れ て い る 。 １ 個 の 物 理 セ ク タ 内 に は 後 述 す る よ う に デ ー タ Ｉ Ｄ 、 Ｉ Ｅ Ｄ （ ID E
rror Detection code） 、 ユ ー ザ 情 報 を 記 録 す る メ イ ン デ ー タ 、 Ｅ Ｄ Ｃ （ Error Detection
 Code） か ら 構 成 さ れ る デ ー タ フ レ ー ム 構 造 の 情 報 が 記 録 さ れ る が 、 イ ニ シ ャ ル ゾ ー ン Ｉ
Ｎ Ｚ 内 に も 上 記 の デ ー タ フ レ ー ム 構 造 の 情 報 が 記 録 さ れ る 。 し か し 、 イ ニ シ ャ ル ゾ ー ン Ｉ
Ｎ Ｚ 内 で は ユ ー ザ 情 報 を 記 録 す る メ イ ン デ ー タ の 情 報 を 全 て “ ０ ０ ｈ ” に 設 定 す る た め 、
イ ニ シ ャ ル ゾ ー ン Ｉ Ｎ Ｚ 内 で の 意 味 の あ る 情 報 は 前 述 し た デ ー タ Ｉ Ｄ 情 報 の み と な る 。 こ
の 中 に 記 録 さ れ て い る 物 理 セ ク タ 番 号 、 ま た は 論 理 セ ク タ 番 号 の 情 報 か ら 現 在 位 置 を 知 る
事 が で き る 。 す な わ ち 、 図 １ の 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で 情 報 記 憶 媒 体 か ら の 情 報 再 生 を 開
始 す る 時 に イ ニ シ ャ ル ゾ ー ン Ｉ Ｎ Ｚ 内 の 情 報 か ら 再 生 開 始 し た 場 合 に は 、 ま ず デ ー タ Ｉ Ｄ
情 報 の 中 に 記 録 さ れ て い る 物 理 セ ク タ 番 号 ま た は 論 理 セ ク タ 番 号 の 情 報 を 抽 出 し て 情 報 記
憶 媒 体 内 の 現 在 位 置 を 確 認 し つ つ 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ へ 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ 、 第 ２ バ ッ フ ァ ゾ ー ン Ｂ Ｆ Ｚ １ 、 Ｂ Ｆ Ｚ ２ は そ れ ぞ れ ３ ２ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク か ら 構 成
さ れ て い る 。 図 １ ３ ～ 図 １ ５ に 示 す よ う に １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は そ れ ぞ れ ３ ２ 物 理 セ ク タ か
ら 構 成 さ れ て い る の で 、 ３ ２ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は １ ０ ２ ４ 物 理 セ ク タ 分 に 相 当 す る 。 第 １ 、
第 ２ バ ッ フ ァ ゾ ー ン Ｂ Ｆ Ｚ １ 、 Ｂ Ｆ Ｚ ２ 内 も イ ニ シ ャ ル ゾ ー ン Ｉ Ｎ Ｚ と 同 様 に メ イ ン デ ー
タ の 情 報 を 全 て “ ０ ０ ｈ ” に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 コ ネ ク シ ョ ン 領 域 （ Connection Area） Ｃ Ｎ Ａ 内 に 存 在 す る コ ネ ク シ ョ ン ゾ ー ン Ｃ Ｎ Ｚ
は シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ を 物 理 的 に 分 離
す る た め の 領 域 で 、 こ の 領 域 は い か な る エ ン ボ ス ピ ッ ト や プ リ ブ ル ー ブ も 存 在 し な い ミ ラ
ー 面 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン （ Reference co
de zone） Ｒ Ｃ Ｚ は 再 生 装 置 の 再 生 回 路 調 整 用 （ 例 え ば 図 ５ の タ ッ プ 制 御 器 ３ ３ ２ 内 で 行
わ れ る 適 応 等 化 時 の 各 タ ッ プ 係 数 値 の 自 動 調 整 用 ） に 用 い ら れ る 領 域 で 、 前 述 し た デ ー タ
フ レ ー ム 構 造 の 情 報 が 記 録 さ れ て い る 。 参 照 コ ー ド の 長 さ は １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク （ ＝ ３ ２ セ
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ク タ ） に な っ て い る 。 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ
ー ン （ Reference code zone） Ｒ Ｃ Ｚ を デ ー タ 領 域 （ Data Area） Ｄ Ｔ Ａ の 隣 り に 配 置 す る
所 に 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト （ Ａ ２ ） ） 。 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｏ Ｍ デ ィ
ス ク 及 び 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ デ ィ ス ク の い ず れ の 構 造 に お い て も 、 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン （ Ref
erence code zone） と デ ー タ 領 域 （ Data Area） と の 間 に 制 御 デ ー タ ゾ ー ン が 配 置 さ れ て
お り 、 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン と デ ー タ 領 域 と の 間 が 離 れ て い る 。 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン と
デ ー タ 領 域 と の 間 が 離 れ て い る と 、 情 報 記 憶 媒 体 の 傾 き 量 や 光 反 射 率 あ る い は （ 追 記 形 情
報 記 憶 媒 体 の 場 合 に は ） 記 録 膜 の 記 録 感 度 が 若 干 変 化 し 、 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン の 所 で 再
生 装 置 の 回 路 定 数 を 調 整 し て も デ ー タ 領 域 で の 最 適 な 回 路 定 数 が ず れ て し ま う と 言 う 問 題
が 発 生 す る 。 上 記 問 題 を 解 決 す る た め に 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン （ Reference code zone）
Ｒ Ｃ Ｚ を デ ー タ 領 域 （ Data Area） Ｄ Ｔ Ａ に 隣 接 配 置 す る と 、 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン （ Ref
erence code zone） Ｒ Ｃ Ｚ 内 で 情 報 再 生 装 置 の 回 路 定 数 を 最 適 化 し た 場 合 に 、 隣 接 す る デ
ー タ 領 域 （ Data Area） Ｄ Ｔ Ａ 内 で も 同 じ 回 路 定 数 で 最 適 化 状 態 が 保 持 さ れ る 。 デ ー タ 領
域 （ Data Area） Ｄ Ｔ Ａ 内 の 任 意 の 場 所 で 精 度 良 く 信 号 再 生 し た い 場 合 に は
　 （ １ ） 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン （ Reference code zone） Ｒ Ｃ Ｚ 内 で 情 報 再 生 装 置 の 回 路
定 数 を 最 適 化 す る
　 　 → （ ２ ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン Ｒ Ｃ Ｚ に 最 も 近 い 部 分 を 再 生 し
な が ら 情 報 再 生 装 置 の 回 路 定 数 を 再 度 最 適 化 す る
　 　 → （ ３ ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の 目 的 位 置 と 、 （ ２ ） で 最 適 化 し た 位 置 と の 中 間 位 置 で
情 報 再 生 し な が ら 回 路 定 数 を 再 々 度 最 適 化 す る
　 　 → （ ４ ） 目 的 位 置 に 移 動 し て 信 号 再 生 す る
の ス テ ッ プ を 経 る こ と に よ り 、 非 常 に 精 度 良 く 目 的 位 置 で の 信 号 再 生 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 内 に 存 在 す る 第 １ 、 第 ２ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ
ー ン （ Guard track zone） Ｇ Ｔ Ｚ １ 、 Ｇ Ｔ Ｚ ２ は デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ の 開 始
境 界 位 置 と デ ィ ス ク テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｋ Ｔ Ｚ 、 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 境 界 位 置 を
規 定 す る た め の 領 域 で 、 こ の 領 域 に は 記 録 マ ー ク 形 成 に よ る 記 録 を し て は い け な い 領 域 と
し て 規 定 さ れ る 。 第 １ 、 第 ２ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ １ 、 Ｇ Ｔ Ｚ ２ は デ ー タ リ ー ド イ
ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 に 存 在 す る た め 、 こ の 領 域 内 に は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は プ リ グ ル ー
ブ 領 域 は 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は グ ル ー ブ 領 域 と ラ ン ド 領 域 は 事 前 に 形 成 さ れ て い る
。 プ リ グ ル ー ブ 領 域 、 あ る い は グ ル ー ブ 領 域 、 ラ ン ド 領 域 内 は 図 １ ３ ～ 図 １ ５ に 示 す よ う
に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス が 予 め 記 録 さ れ て い る の で 、 こ の ウ ォ ブ ル ア ド レ ス を 用 い て 情 報 記 憶
媒 体 内 の 現 在 位 置 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 デ ィ ス ク テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｋ Ｔ Ｚ は 情 報 記 憶 媒 体 の 製 造 メ ー カ が 品 質 テ ス ト （ 評 価 ） を 行
う た め に 設 け ら れ た 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ は 情 報 記 録 再 生 装 置 が 情 報 記 憶 媒 体 へ の 情 報 を 記 録 す る
前 に 試 し 書 き す る た め の 領 域 と し て 確 保 さ れ て い る 。 情 報 記 録 再 生 装 置 は 予 め こ の 領 域 内
で 試 し 書 き を 行 い 、 最 適 な 記 録 条 件 （ ラ イ ト ス ト ラ テ ジ ） を 割 り 出 し た 後 、 そ の 最 適 記 録
条 件 で デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 情 報 を 記 録 す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ６ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 内 に あ る デ ィ ス ク 識 別 ゾ ー ン Ｄ Ｉ
Ｚ 内 の 情 報 は オ プ シ ョ ナ ル 情 報 記 録 領 域 で 、 記 録 再 生 装 置 の 製 造 メ ー カ 名 情 報 と そ れ に 関
す る 付 加 情 報 、 及 び そ の 製 造 メ ー カ が 独 自 に 記 録 可 能 な 領 域 か ら 構 成 さ れ る ド ラ イ ブ 記 述
子 （ Drive description） を １ 組 み と し て １ 組 み 毎 に 追 記 可 能 な 領 域 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ６ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 内 に あ る 第 １ 、 第 ２ 欠 陥 管 理 領 域
Ｄ Ｍ Ａ １ ， Ｄ Ｍ Ａ ２ は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の 欠 陥 管 理 情 報 が 記 録 さ れ る 場 所 で 、 例 え ば 欠
陥 個 所 が 発 生 し た 時 の 代 替 え 箇 所 情 報 な ど が 記 録 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー
ン Ｒ Ｄ Ｚ と 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 、 Ｒ 物 理 情 報 ゾ ー ン Ｒ -Ｐ Ｆ Ｉ Ｚ が 独 自 に 存 在 す る
。 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 に は デ ー タ の 追 記 処 理 に よ り 更 新 さ れ る デ ー タ の 記 録 位 置
に 関 す る 管 理 情 報 で あ る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ （ Recording Management Data） が 記
録 さ れ る （ 詳 細 は 後 述 す る ） 。 後 ほ ど 図 ８ ５ の 所 で 説 明 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 各 ボ
ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 毎 に そ れ ぞ れ 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 設 定 し 、 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 領 域 の 拡 張 を 可 能 と し て い る 。 そ の 結 果 、 追 記 頻 度 が 増 加 し て 必 要 と す る 記
録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 領 域 が 増 加 し て も 、 逐 次 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 拡 張 す る
こ と に よ り 対 応 可 能 な た め 、 追 記 回 数 を 大 幅 に 増 や せ る と 言 う 効 果 が 生 ま れ る 。 こ の 場 合
、 本 実 施 形 態 で は 各 ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ に 対 応 し た （ 各 ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 直
前 に 配 置 さ れ た ） ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 に 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 配 置 す る 。 本 実
施 形 態 で は 、 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ に 対 応 し た ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ と デ ー
タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ と を 兼 用 化 し 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 で の 最 初 の ボ ー ダ ー イ ン
Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ の 形 成 を 省 略 し て 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 有 効 活 用 を 行 っ て い る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ
ン ト （ Ｃ ２ ） ） 。 す な わ ち 、 図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 し た デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内
の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ は 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ に 対 応 し た 記 録 位 置 管
理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 場 所 と し て 利 用 さ れ て い る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ２ ） ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ は 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 下 記 の 条 件 を
満 足 す る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 情 報 を 記 録 す る 場 所 で 、 本 実 施 形 態 の よ う に 記 録 位
置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 重 複 し て 持 つ こ と に よ り 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 信 頼 性 を 高
め て い る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ３ ） ） 。 す な わ ち 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 表 面 に 付 い
た ゴ ミ や 傷 の 影 響 で 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 読 み 取 り
不 可 能 に な っ た 場 合 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に 記 録 さ れ た 記 録 位 置 管
理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 再 生 し 、 更 に 残 り の 必 要 な 情 報 を ト レ ー シ ン グ に よ り 収 集 す る こ と に よ
り 、 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 情 報 を 復 元 で き る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ３ β
） ） 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に は ボ ー ダ ー （ 複 数 の ボ ー ダ ー も 含 む ） を ク
ロ ー ズ す る 時 点 で の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 記 録 さ れ る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ３
α ） ） 。 後 述 す る よ う に １ 個 の ボ ー ダ ー を ク ロ ー ズ し 、 次 の 新 た な ボ ー ダ ー 内 領 域 を 設 定
す る 毎 に 新 た な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 定 義 す る の で 、 新 た な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ を 作 成 す る 毎 に 、 そ の 前 の ボ ー ダ ー 内 領 域 に 関 係 し た 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ
Ｄ を Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に 記 録 す る と 言 っ て も 良 い 。 追 記 形 情 報 記
憶 媒 体 上 に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 追 記 す る 毎 に 同 じ 情 報 を Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ
ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ に 記 録 す る と 、 比 較 的 少 な い 追 記 回 数 で Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン
Ｒ Ｄ Ｚ が 一 杯 に な っ て し ま う た め 追 記 回 数 の 上 限 値 が 小 さ く な っ て し ま う 。 そ れ に 比 べ て
本 実 施 形 態 の よ う に ボ ー ダ ー を ク ロ ー ズ し た 時 や 、 ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 の 記 録 位 置 管
理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 が 一 杯 に な り Ｒ ゾ ー ン を 用 い て 新 た な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 形 成
す る 時 な ど の 新 た に 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 作 る 場 合 に 、 今 ま で の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー
ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の み を Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ
Ｄ Ｚ 内 に 記 録 す る こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 を 有 効 活 用 し て
追 記 可 能 回 数 を 向 上 で き る 効 果 が あ る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ３ ） 、 （ Ｃ ３ β ） ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 例 え ば 、 追 記 途 中 の （ ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ す る 前 の ） ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ に 対 応 し た
記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 表 面 に
付 い た ゴ ミ や 傷 の 影 響 で 再 生 不 可 能 に な っ た 場 合 に は 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン
Ｒ Ｄ Ｚ 内 の 最 後 に 記 録 さ れ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 読 み 取 る こ と に よ り 、 既 に ク ロ
ー ズ さ れ た ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 場 所 が 分 か る 。 し た が っ て 、 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ
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領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の そ れ 以 外 の 場 所 を ト レ ー ス す る こ と に よ り 、 追 記 途 中 の （ ボ ー ダ ー ク ロ ー
ズ す る 前 の ） ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 場 所 と そ こ に 記 録 さ れ た 情 報 内 容 を 収 集 で き 、 最
新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 情 報 を 復 元 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ６ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 共 通 し て 存 在 す る 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ 内 の 物 理 フ ォ ー マ
ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ （ 図 ２ ２ を 用 い て 後 で 詳 細 に 説 明 す る ） に 類 似 し た 情 報 が Ｒ 物 理 情 報 ゾ ー
ン Ｒ -Ｐ Ｆ Ｉ Ｚ 内 に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 （ 図 １ ６ の （ ｃ ） ） 内 に あ る Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ
Ｚ と 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の デ ー タ 構 造 を 図 １ ７ に 示 す 。 図 １ ７ の （ ａ ） は 図 １ ６
の （ ｃ ） と 同 じ も の を 示 し 、 図 １ ６ の （ ｃ ） 内 の Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ
と 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 拡 大 図 が 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 さ れ て い る 。 上 述 し た よ う に
、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に は 最 初 の ボ ー ダ ー 内
領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 に 対 応 し た 記 録 位 置 管 理 に 関 す る デ ー タ が １ 個 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ （ Re
cording Management Data） Ｒ Ｍ Ｄ の 中 に そ れ ぞ れ ま と め て 記 録 さ れ 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒
体 へ の 追 記 処 理 が 行 わ れ た 時 に 発 生 す る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 中 身 が 更 新 さ れ る 毎
に 新 た な 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ と し て 順 次 後 ろ 側 に 追 記 さ れ る 。 す な わ ち 、 記 録 位 置
管 理 デ ー タ （ Recording Management Data） Ｒ Ｍ Ｄ は １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク （ 物 理 セ
グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に つ い て は 後 述 す る ） の サ イ ズ 単 位 で 記 録 さ れ 、 デ ー タ 内 容 が 更 新 さ れ
る 毎 に 新 た な 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ と し て 順 次 後 ろ に 追 記 さ れ て 行 く 。 図 １ ７ の （ ｂ
） の 例 で は 事 前 に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ １ 、 Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ２ が 記 録 さ れ て い た 所 、 管 理
デ ー タ に 変 更 が 生 じ た の で 変 更 後 （ ア ッ プ デ ー ト 後 ） の デ ー タ を 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ
Ｄ ＃ ３ と し て 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ２ の 直 後 に 記 録 し た 例 を 示 し て い る 。 し た が っ
て 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 で は 更 に 追 記 可 能 な よ う に 予 約 領 域 ２ ７ ３ が 存 在 し て い
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ７ の （ ｂ ） は デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 中 に 存 在 す る 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ 内 の 構 造 を 示 し て い る が 、 そ れ に 限 ら ず 後 述 す る ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 ま た は ボ ー
ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 に あ る 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ （ ま た は 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン
： 拡 張 Ｒ Ｍ Ｚ と 呼 ぶ ） 内 の 構 造 も 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 し た 構 造 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 形 態 で は 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ を ク ロ ー ズ す る か 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ
Ａ の 終 了 処 理 （ フ ァ イ ナ ラ イ ズ ） を す る 場 合 に は 、 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ で 図
１ ７ の （ ｂ ） に 示 し た 予 約 領 域 ２ ７ ３ を 全 て 埋 め る 処 理 を 行 う （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ
２ ） ） 。 こ れ に よ り
　 （ １ ） “ 未 記 録 状 態 ” の 予 約 領 域 ２ ７ ３ が 無 く な り 、 Ｄ Ｐ Ｄ （ Differencial Phase Det
ection） 検 出 法 に よ る ト ラ ッ キ ン グ 補 正 の 安 定 化 を 保 証 す る 、
　 （ ２ ） か つ て の 予 約 領 域 ２ ７ ３ に 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 多 重 書 き す る 事 に
な り 、 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ に 関 す る 再 生 時 の 信 頼 性 が 大 幅 に 向 上 す る 、
　 （ ３ ） 誤 っ て 未 記 録 状 態 の 予 約 領 域 ２ ７ ３ に 異 な っ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 記 録
す る 事 件 を 防 止 で き る 、
　 と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 処 理 方 法 は デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に 限 ら
ず 、 本 実 施 形 態 で は 後 述 す る ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 ま た は ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 に
あ る 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ （ ま た は 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン ： 拡 張 Ｒ Ｍ Ｚ と 呼 ぶ ） に
対 し て も 、 対 応 す る ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ を ク ロ ー ズ す る か デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 終 了 処
理 （ フ ァ イ ナ ラ イ ズ ） を す る 場 合 に は 、 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ で 予 約 領 域 ２ ７
３ を 全 て 埋 め る 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 は Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ と 対 応 Ｒ Ｍ Ｚ
最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 領 域 ２ ７ １ に 分 か れ て い る 。 Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ
Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ の 中 は 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ サ イ ズ が ４ ８ Ｋ Ｂ の シ ス テ ム 予 約 領
域 Ｓ Ｒ Ｓ Ｆ と デ ー タ サ イ ズ が １ ６ Ｋ Ｂ の ユ ニ ー ク Ｉ Ｄ 領 域 Ｕ Ｉ Ｄ Ｆ か ら 構 成 さ れ る 。 シ ス
テ ム 予 約 領 域 Ｓ Ｒ Ｓ Ｆ 内 は 全 て “ ０ ０ ｈ ” に セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 追 記 可 能 な デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 に Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ
Ｚ Ｌ Ｉ を 記 録 す る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ４ ） ） 所 に 特 徴 が あ る 。 本 実 施 形 態 の 追 記 形
情 報 記 憶 媒 体 で は 製 造 直 後 は Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ は 未 記 録 の 状 態 で 出 荷 さ れ る 。
ユ ー ザ サ イ ド の 情 報 記 録 再 生 装 置 内 で こ の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 を 使 う 段 階 で 初 め て Ｒ Ｄ Ｚ
リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ の 情 報 を 記 録 す る 。 し た が っ て 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 を 情 報 記 録 再
生 装 置 に 装 着 直 後 に Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ に 情 報 が 記 録 さ れ て い る か 否 か を 判 定 す
る こ と に よ り 、 対 象 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 が 製 造 ・ 出 荷 直 後 の 状 態 か 、 少 な く と も 一 回 で
も 使 用 し た か を 容 易 に 知 る 事 が 出 来 る 。 さ ら に 、 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ
ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ が 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ に 対 応 し た 記 録 位 置 管 理
ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ よ り 内 周 側 に 配 置 さ れ 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に Ｒ Ｄ Ｚ
リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ が 配 置 さ れ る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ４ α ） ） 所 に 本 実 施 形 態 の
次 の 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 が 製 造 ・ 出 荷 直 後 の 状 態 か 、 少 な く と も 一 回 で も 使 用 し た か の 情 報
（ Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ ） を 共 通 な 利 用 目 的 （ 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 信 頼 性
向 上 ） に 使 わ れ る Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に 配 置 す る こ と に よ り 、 情 報
収 集 の 利 用 効 率 が 向 上 す る 。 Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ を 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ よ
り 内 周 側 に 配 置 す る こ と に よ り 、 必 要 情 報 収 集 に 必 要 な 時 間 の 短 縮 化 が 図 れ る 。 情 報 記 憶
媒 体 を 情 報 記 録 再 生 装 置 に 装 着 す る と 、 情 報 記 録 再 生 装 置 は 図 ９ に 示 す よ う に 最 内 周 側 に
配 置 さ れ た バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ か ら 再 生 を 開 始 し 、 順 次 外 側 に 再 生 位 置 を 移
動 さ せ な が ら 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｓ Ｉ 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ へ
と 再 生 場 所 を 変 え て 行 く 。 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 の Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン
Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ に 情 報 が 記 録 さ れ て い る か 否 か を 判 別 す る 。 出 荷 直 後 で 一 度 も 記 録 さ れ て 無 い
追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 に は 一 切 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ
Ｄ が 記 録 さ れ て 無 い の で 、 Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ に 情 報 が 記 録 さ れ て 無 い 場 合 に は
“ 出 荷 直 後 で 未 使 用 ” と 判 定 し 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 再 生 を 省 く 事 が 出 来 、 情 報
収 集 に 必 要 な 時 間 の 短 縮 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ユ ニ ー ク Ｉ Ｄ 領 域 Ｕ Ｉ Ｄ Ｆ 内 は 図 １ ７ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 出 荷 直 後 の 追 記 形 情 報 記
憶 媒 体 を 初 め て 使 用 し た （ 記 録 を 開 始 し た ） 情 報 記 録 再 生 装 置 に 関 す る 情 報 が 記 録 さ れ る
。 す な わ ち 、 情 報 記 録 再 生 装 置 の ド ラ イ ブ メ ー カ Ｉ Ｄ ２ ８ １ や 情 報 記 録 再 生 装 置 の シ リ ア
ル 番 号 ２ ８ ３ 、 モ デ ル 番 号 ２ ８ ４ が 記 録 さ れ る 。 ユ ニ ー ク Ｉ Ｄ 領 域 Ｕ Ｉ Ｄ Ｆ 内 は 図 １ ７ の
（ ｃ ） に 示 し た ２ Ｋ Ｂ （ 厳 密 に は ２ ０ ４ ８ バ イ ト ） の 同 じ 情 報 が ８ 回 繰 り 返 し 記 録 さ れ て
い る 。 ユ ニ ー ク デ ィ ス ク Ｉ Ｄ ２ ８ ７ 内 に は 図 １ ７ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 初 め て 使 用 （ 記
録 を 開 始 ） し た 時 の 年 情 報 ２ ９ ３ 、 月 情 報 ２ ９ ４ 、 日 情 報 ２ ９ ５ 、 時 間 情 報 ２ ９ ６ 、 分 情
報 ２ ９ ７ 、 秒 情 報 ２ ９ ８ が 記 録 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 情 報 の デ ー タ タ イ プ は 図 １ ７ の （ ｄ ）
に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 Ｈ Ｅ Ｘ 、 Ｂ Ｉ Ｎ 、 Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ で 記 載 さ れ 、 使 用 バ イ ト 数 も ２ バ
イ ト 、 も し く は ４ バ イ ト 使 わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ の 領 域 の サ イ ズ と 上 記 １ 個 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の
サ イ ズ が ６ ４ Ｋ Ｂ す な わ ち 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の ユ ー ザ デ ー タ サ イ ズ の 整 数 倍 に な
っ て い る 所 に 本 実 施 形 態 の 特 徴 （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ５ ） ） が あ る 。 追 記 形 情 報 記 憶
媒 体 の 場 合 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の デ ー タ の 一 部 を 変 更 後 に 情 報 記 憶 媒 体 に 変 更 後 の
Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の デ ー タ を 書 き 替 え る と 言 う 処 理 が 出 来 な い 。 し た が っ て 、 特 に 追 記 形 情

10

20

30

40

50

(17) JP 2007-18563 A 2007.1.25



報 記 憶 媒 体 の 場 合 に は 、 図 ７ ９ に 示 す よ う に １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 含 む デ ー タ セ グ メ ン
ト の 整 数 倍 で 構 成 さ れ る レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ （ ｂ ） 単 位 で 記 録 さ れ る 。 し た が っ て 、
Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ の 領 域 の サ イ ズ と 上 記 １ 個 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の サ
イ ズ が Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の ユ ー ザ デ ー タ サ イ ズ と 異 な る と 、 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 単 位
に 合 わ せ る た め の パ デ ィ ン グ 領 域 ま た は ス タ ッ フ ィ ン グ 領 域 が 必 要 と な り 、 実 質 的 な 記 録
効 率 が 低 下 す る 。 本 実 施 形 態 の よ う に Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ の 領 域 の サ イ ズ と 上 記
１ 個 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の サ イ ズ が ６ ４ Ｋ Ｂ の 整 数 倍 に 設 定 す る こ と に よ り 、 記
録 効 率 の 低 下 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ ７ の （ ｂ ） に お け る 対 応 Ｒ Ｍ Ｚ 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 記 録 領 域 ２ ７ １ に
つ い て の 説 明 を 行 う 。 既 に 説 明 し た よ う に 、 従 来 技 術 と し て 登 録 ２ ６ ２ １ ４ ５ ９ 号 に 記 載
さ れ て い る よ う に リ ー ド イ ン 領 域 の 内 側 に 記 録 中 断 時 の 中 間 情 報 を 記 録 す る 方 法 が あ る 。
こ の 場 合 に は 記 録 を 中 断 す る 毎 あ る い は 追 記 処 理 を 行 う 毎 に 、 こ の 領 域 に 中 間 情 報 （ 本 実
施 形 態 で は 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ） を 逐 次 追 記 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 頻 繁 に 記
録 中 断 ま た は 追 記 処 理 が 繰 り 返 さ れ る と 、 こ の 領 域 が 直 ぐ に 満 杯 と な り 更 な る 追 加 処 理 が
不 可 能 に な る と 言 う 問 題 が 発 生 す る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 実 施 形 態 で は 特 定 の
条 件 を 満 た す 時 に の み 、 更 新 さ れ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 記 録 で き る 領 域 と し て Ｒ
Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ を 設 定 し 、 特 定 条 件 の 下 で 間 引 か れ た 記 録 位 置 管 理
デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 記 録 す る 事 を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ
Ｄ Ｚ 内 に 追 記 さ れ る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 頻 度 を 低 下 さ せ る こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ
ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 が 満 杯 に な る の を 防 ぎ 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 対 す る 追
記 可 能 な 回 数 を 大 幅 に 向 上 で き る と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ れ と 並 行 し て 、 追 記 処 理 毎 に 更 新 さ れ る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ は 図 ８ ６ に 示 す ボ
ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 （ 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ に 関 し て は 図 １ ７ の （ ａ ） に
示 す よ う に デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 ） の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 、 あ る い は
図 ９ ９ に 示 す Ｒ ゾ ー ン を 利 用 し た 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 に 逐 次 追 記 さ れ る 。 そ し て
、 次 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ を 作 成 （ 新 た な ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ を 設 定 ） し た り 、 Ｒ
ゾ ー ン 内 に 新 た な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 設 定 す る 等 、 新 た な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ を 作 る 時 に 、 最 後 の （ 新 た な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 作 る 直 前 の 状 態 で の 最 新 の
） 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ （ の 中 の 対 応 Ｒ Ｍ
Ｚ 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 記 録 領 域 ２ ７ １ ） 内 に 記 録 す る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト
（ Ｃ ４ ） ） 。 こ れ に よ り 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 へ の 追 記 可 能 回 数 が 大 幅 に 増 大 す る だ け で
な く 、 こ の 領 域 を 利 用 す る こ と に よ り 、 最 新 の Ｒ Ｍ Ｄ 位 置 検 索 が 容 易 に な る と 言 う 効 果 が
生 ま れ る 。 こ の 領 域 を 利 用 し て 最 新 の Ｒ Ｍ Ｄ 位 置 検 索 を 行 う 方 法 に つ い て は 後 程 、 図 １ ０
８ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ７ に 示 し た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の デ ー タ 構 造 を 図 ８ ５ に 示 す 。 図 ８ ５ の （
ａ ） 、 （ ｂ ） は 図 １ ７ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） と 同 じ 内 容 に な っ て い る 。 前 述 し た よ う に 、 本 実
施 形 態 で は 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ に 対 す る ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ を デ ー タ リ
ー ド イ ン Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ と 一 部 兼 用 し て い る た め 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 記 録
位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に は 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 に 対 応 す る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃
１ ～ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ３ が 記 録 さ れ て い る 。 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 全 く デ ー タ が 記 録 さ れ て 無 い 場
合 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 は 全 て デ ー タ が 未 記 録 状 態 で あ る 予 約 領 域 ２ ７ ３ に な る
。 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に デ ー タ が 追 記 さ れ る 毎 に 、 更 新 さ れ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ
が 予 約 領 域 ２ ７ ３ 内 の 最 初 の 場 所 に 記 録 さ れ 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 最 初 の ボ ー
ダ ー 内 領 域 に 対 応 し た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 順 次 追 記 さ れ て 行 く 。 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 に 一 回 毎 に 追 記 さ れ る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の サ イ ズ は ６ ４ Ｋ バ イ ト に
し て い る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ５ ） ） 。 図 ３ ６ 、 ま た は 図 ８ ４ に 示 し た よ う に 、 本 実
施 形 態 で は ６ ４ Ｋ Ｂ の デ ー タ で １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る た め 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ
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Ｍ Ｄ の デ ー タ サ イ ズ を １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク サ イ ズ に 合 わ せ る こ と に よ り 、 追 記 処 理 の 簡 素 化
を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ６ ３ や 図 ６ ９ 、 図 ８ ０ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク デ ー タ ４ １ ２
の 前 後 に ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ 、 ４ ４ ３ の 一 部 を 付 加 し て １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト ４ ９ ０ を 構
成 し 、 １ 個 以 上 （ ｎ 個 ） の デ ー タ セ グ メ ン ト に 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ２ ５ ８ 、 ２ ５ ９ を 付
加 し て 追 記 も し く は 書 き 換 え 単 位 の レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、 ５ ４ ２ を 構 成 す る 。
記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 記 録 す る 場 合 に は １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト （ １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク ） の み を 含 む レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、 ５ ４ ２ と し て 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ 内 に 順 次 追 記 す る 。 図 ６ ９ に 示 す よ う に １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ を 記 録 す る 場
所 の 長 さ は ７ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ ～ ５ ５ ６ か ら 構 成 さ れ る １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ
ロ ッ ク の 長 さ に 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 １ 個 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ １ 内 の デ ー タ 構 造 を 図 ８ ５ （ ｃ ） に 示 す 。 図 ８ ５ （
ｃ ） で は デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ １ 内 の デ ー タ
構 造 を 示 し て い る が 、 そ れ に 限 ら ず 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に 記 録 す
る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ Ａ 、 Ｒ Ｍ Ｄ ＃ Ｂ （ 図 １ ７ の （ ｂ ） ） や 後 述 す る ボ ー ダ ー イ
ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 に 記 録 さ れ る （ 拡 張 ） 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ （ 図 ８ ６ の （ ｄ ） ） や Ｒ ゾ
ー ン 内 に 記 録 さ れ る （ 拡 張 ） 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ （ 図 １ ０ ３ ） 内 の デ ー タ 構 造 、 お
よ び ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 内 に 記 録 す る Ｒ Ｍ Ｄ の コ ピ ー Ｃ Ｒ Ｍ Ｄ （ 図 ８ ６ の （ ｄ ） ） も
同 じ 構 造 を 取 る 。 図 ８ ５ の （ ｃ ） に 示 す よ う に １ 個 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 は リ ザ
ー ブ 領 域 と “ ０ ” か ら “ ２ １ ” ま で の Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド か ら 構 成 さ れ て い る 。 後 ほ ど 、 図
３ １ を 用 い て 説 明 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 で は ６ ４ Ｋ Ｂ の ユ ー ザ デ ー タ か ら 構 成 さ れ る １
個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に ３ ２ 個 の 物 理 セ ク タ が 含 ま れ て お り 、 １ 個 の 物 理 セ ク タ 内 に は ２
Ｋ Ｂ （ 厳 密 に は ２ ０ ４ ８ バ イ ト ） の ユ ー ザ デ ー タ が そ れ ぞ れ 記 録 さ れ て い る 。 １ 個 の 物 理
セ ク タ 内 に 記 録 さ れ る ユ ー ザ デ ー タ サ イ ズ に 合 わ せ て 各 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド は そ れ ぞ れ ２ ０
４ ８ バ イ ト 毎 に 割 り 振 ら れ 、 相 対 的 な 物 理 セ ク タ 番 号 が 設 定 さ れ て い る 。 こ の 相 対 的 な 物
理 セ ク タ 番 号 順 に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド が 記 録 さ れ る 。 各 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ
ー ル ド 内 に 記 録 さ れ る デ ー タ 内 容 の 概 要 は
　 ・ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ … デ ィ ス ク 状 態 に 関 す る 情 報 と デ ー タ エ リ ア ア ロ ケ ー シ ョ ン （ デ
ー タ 領 域 内 の 各 種 デ ー タ の 配 置 場 所 に 関 す る 情 報 ）
　 ・ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ … 使 用 し た テ ス ト ゾ ー ン に 関 す る 情 報 と 推 奨 の 記 録 波 形 に 関 す る
情 報
　 ・ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ２ … ユ ー ザ が 使 用 で き る エ リ ア
　 ・ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ３ … ボ ー ダ ー エ リ ア の 開 始 位 置 情 報 と 拡 張 Ｒ Ｍ Ｚ 位 置 に 関 す る 情 報
　 ・ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ ～ ２ １ … Ｒ ゾ ー ン の 位 置 に 関 す る 情 報
と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 具 体 的 な 情 報 内 容 に つ い て 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ を 用 い て 後 述
す る 。 ま た 図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 し た Ｒ 物 理 情 報 ゾ ー ン Ｒ Ｉ Ｚ の 情 報 内 容 に つ い て も 図 ２ ２
～ 図 ２ ４ の 説 明 の 所 で 後 ほ ど 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 １ ６ の （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 再 生 専 用 形 、 追 記 形 、 書 替 え 形 い ず れ の 情 報 記
憶 媒 体 に お い て シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 が デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 を 挟 ん で デ ー タ 領 域 の 反
対 側 に 配 置 さ れ （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト （ Ｂ ４ ） ） 、 更 に 図 ９ に 示 す よ う に 、 シ ス テ ム リ ー
ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ を 挟 ん で バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ と デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域
Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ が 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 所 に 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。 情 報 記 憶 媒 体
を 図 １ に 示 し た 情 報 再 生 装 置 ま た は 情 報 記 録 再 生 装 置 に 挿 入 す る と 、 情 報 再 生 装 置 ま た は
情 報 記 録 再 生 装 置 は
　 （ １ ） バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 内 の 情 報 の 再 生
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　 → （ ２ ） シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ 内 の 情 報 の 再
生
　 → （ ３ ） デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 情 報 の 再 生 （ 追 記 形 ま た は 書 替 え 形 の 場
合 ）
　 → （ ４ ） 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン Ｒ Ｃ Ｚ 内 で の 再 生 回 路 定 数 の 再 調 整 （ 最 適 化 ）
　 → （ ５ ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 記 録 さ れ た 情 報 の 再 生 も し く は 新 た な 情 報 の 記 録
の 順 で 処 理 を 行 う 。 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 上 記 処 理 の 順 に 沿 っ て 情 報 が 内 周 側 か ら 順 に 配
置 さ れ て い る た め 、 不 要 な 内 周 へ の ア ク セ ス 処 理 が 不 要 と な り 、 ア ク セ ス 回 数 を 少 な く し
て デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ へ 到 達 で き る た め 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 記 録 さ れ た 情 報 の 再 生 も し
く は 新 た な 情 報 の 記 録 の 開 始 時 間 を 早 め る 効 果 が あ る 。 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ
Ｉ で の 信 号 再 生 に ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 方 式 を 利 用 し （ 図 １ ２ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ｂ 〕 ） 、 デ ー
タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ で は 信 号 再 生 に Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 法 を 用 い る （ 図
１ ２ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ａ 〕 ） の で 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ を
隣 接 さ せ る と 、 内 周 側 か ら 順 に 再 生 し た 場 合 、 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー
タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ の 間 で １ 回 だ け ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 回 路 か ら Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 検 出 回
路 に 切 り 替 え る だ け で 連 続 し て 安 定 に 信 号 再 生 が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 再 生 手 順 に 沿 っ
た 再 生 回 路 切 り 替 え 回 数 が 少 な い の で 、 処 理 制 御 が 簡 単 に な り デ ー タ 領 域 内 再 生 開 始 時 間
が 早 く な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 各 種 情 報 記 憶 媒 体 に お け る デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ と デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 の
デ ー タ 構 造 の 比 較 を 図 １ ８ に 示 す 。 図 １ ８ の （ ａ ） が 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ 構
造 を 表 し 、 図 １ ８ の （ ｂ ） と （ ｃ ） が 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ 構 造 、 図 １ ８ の （ ｄ
） ～ （ ｆ ） が 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ 構 造 を 示 し て い る 。 特 に 、 図 １ ８ の （ ｂ ） と （
ｄ ） が 初 期 時 （ 記 録 前 ） の 構 造 を 示 し 、 図 １ ８ の （ ｃ ） 、 （ ｅ ） 、 （ ｆ ） は 記 録 （ 追 記 ま
た は 書 替 え ） が あ る 程 度 進 ん だ 状 態 で の デ ー タ 構 造 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 １ ８ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領
域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ と シ ス テ ム リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ 内 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ は 図 １ ６
の 第 １ 、 第 ２ バ ッ フ ァ ゾ ー ン Ｂ Ｆ Ｚ １ 、 Ｂ Ｆ Ｚ ２ と 同 様 に デ ー タ フ レ ー ム 構 造 （ デ ー タ フ
レ ー ム 構 造 に つ い て は 後 述 ） を 持 ち 、 そ の 中 の メ イ ン デ ー タ の 値 を 全 て “ ０ ０ ｈ ” に 設 定
し て あ る 。 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 で は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の 全 領 域 に 亘 り ユ ー ザ デ ー タ
の 事 前 記 録 領 域 ２ ０ １ と し て 使 用 で き る が 、 後 述 す る よ う に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え
形 情 報 記 憶 媒 体 の い ず れ の 実 施 形 態 で も ユ ー ザ デ ー タ の 書 替 え ／ 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ２ ～ ２
０ ５ が デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ よ り も 狭 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 あ る い は 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 最 内 周 部 に
代 替 え 領 域 （ Spare Area） Ｓ Ｐ Ａ が 設 け て あ る 。 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 欠 陥 場 所 が 発 生 し
た 場 合 に 、 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ を 使 っ て 代 替 え 処 理 を 行 い 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の 場 合 に
は 、 そ の 代 替 え 履 歴 情 報 （ 欠 陥 管 理 情 報 ） を 図 １ ６ の （ ｂ ） の 第 １ 、 第 ２ 欠 陥 管 理 領 域 Ｄ
Ｍ Ａ １ ， Ｄ Ｍ Ａ ２ 、 及 び 図 １ ８ の （ ｂ ） 、 （ ｃ ） の 第 ３ 、 第 ４ 欠 陥 管 理 領 域 Ｄ Ｍ Ａ ３ 、 Ｄ
Ｍ Ａ ４ に 記 録 す る 。 図 １ ８ の （ ｂ ） 、 （ ｃ ） の 第 ３ 、 第 ４ 欠 陥 管 理 領 域 Ｄ Ｍ Ａ ３ 、 Ｄ Ｍ Ａ
４ に 記 録 さ れ る 欠 陥 管 理 情 報 は 図 １ ６ の （ ｂ ） の 第 １ 、 第 ２ 欠 陥 管 理 領 域 Ｄ Ｍ Ａ １ ， Ｄ Ｍ
Ａ ２ に 記 録 さ れ る 情 報 と 同 じ 内 容 が 記 録 さ れ る 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 場 合 に は 、 代 替 え
処 理 を 行 っ た 場 合 の 代 替 え 履 歴 情 報 （ 欠 陥 管 理 情 報 ） は 図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 し た デ ー タ リ
ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 、 及 び 後 述 す る ボ ー ダ ー ゾ ー ン 内 に 存 在 す る 記 録 位 置 管 理 ゾ ー
ン へ の 記 録 内 容 の コ ピ ー 情 報 Ｃ _Ｒ Ｍ Ｚ 内 に 記 録 さ れ る 。 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ デ ィ ス ク で は 欠
陥 管 理 を 行 わ な か っ た が 、 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ デ ィ ス ク の 製 造 枚 数 の 増 加 に つ れ て 一 部 に 欠 陥 場 所
を 持 つ Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ デ ィ ス ク が 出 廻 る よ う に な り 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 情 報 の 信
頼 性 向 上 を 望 む 声 が 大 き く な っ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 図 １ ８ の （ ｄ ） ～ （ ｆ ） に 示 す よ
う に 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 対 し て も 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ を 設 定 し 、 代 替 え 処 理 に よ る 欠 陥
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管 理 を 可 能 と し て い る 。 し た が っ て 、 一 部 に 欠 陥 場 所 を 持 つ 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 対 し て
も 、 欠 陥 管 理 処 理 を 行 う こ と に よ り 記 録 す る 情 報 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る 事 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 、 あ る い は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 、 欠 陥 が 多 く 発 生 し た 場 合 に
、 ユ ー ザ サ イ ド で 情 報 記 録 再 生 装 置 が 判 断 し て 図 １ ８ の （ ｂ ） 、 （ ｄ ） に 示 す ユ ー ザ へ の
販 売 直 後 の 状 態 に 対 し て 、 図 １ ８ の （ ｃ ） 、 （ ｅ ） 、 （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 自 動 的 に 拡 張
代 替 え 領 域 （ Extended Spare Area） Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 、 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 、 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ を 設 定 し 、 代 替
え 場 所 を 広 げ ら れ る よ う に し て あ る 。 こ の よ う に 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 、 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 、
Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ を 設 定 可 能 に す る こ と に よ り 、 製 造 上 の 都 合 で 欠 陥 の 多 い 媒 体 も 販 売 可 能 と な
り 、 そ の 結 果 、 媒 体 の 製 造 歩 留 ま り が 向 上 し て 媒 体 の 低 価 格 化 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ８ の （ ｃ ） や （ ｅ ） 、 （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 拡 張 代 替 え 領 域
Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 、 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 、 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ を 増 設 す る と 、 ユ ー ザ デ ー タ の 書 替 え あ る い は 追 記 可
能 範 囲 ２ ０ ３ 、 ２ ０ ５ が 減 少 す る の で 、 そ の 位 置 情 報 を 管 理 す る 必 要 が あ る 。 書 替 え 形 情
報 記 憶 媒 体 で は そ の 情 報 は 第 １ ～ 第 ４ 欠 陥 管 理 領 域 Ｄ Ｍ Ａ １ ～ Ｄ Ｍ Ａ ４ に 記 録 さ れ る と と
も に 、 後 述 す る よ う に 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ 内 に も 記 録 さ れ る 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の
場 合 に は 、 後 述 す る よ う に デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 及 び ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ
Ｏ 内 に 存 在 す る 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 に 記 録 さ れ る 。 後 述 す る よ う に 記 録 位 置 管 理
ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ （ Recording Management Data） Ｒ Ｍ Ｄ に 記 録 さ れ
る 。 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ は 管 理 デ ー タ 内 容 が 更 新 さ れ る 毎 に 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ 内 で ア ッ プ デ ー ト 的 に 追 記 さ れ る の で 、 拡 張 代 替 え 領 域 を 何 度 設 定 し 直 し て も （ 図 １
８ の （ ｅ ） の 実 施 形 態 で は 最 初 に 拡 張 代 替 え 領 域 １ Ｅ Ａ Ｐ Ａ １ を 設 定 し 、 そ の 拡 張 代 替 え
領 域 １ Ｅ Ａ Ｐ Ａ １ を 全 て 使 い 果 た し た 後 で も 、 欠 陥 が 多 く て 更 な る 代 替 え 領 域 設 定 が 必 要
に な っ た の で 、 後 日 更 に 拡 張 代 替 え 領 域 ２ Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ を 設 定 し た 状 態 を 示 し て い る ） タ イ
ム リ ー に ア ッ プ デ ー ト し て 管 理 す る 事 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ ８ の （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す 第 ３ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ ３ は 第 ４ 欠 陥 管 理 領 域
Ｄ Ｍ Ａ ４ と ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 間 の 分 離 の た め に 配 置 さ れ 、 ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ
ー ン Ｇ Ｔ Ｚ ４ は デ ィ ス ク テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｋ Ｔ Ｚ と サ ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 （ Servo 
Calibration Zone） Ｓ Ｃ Ｚ と の 間 の 分 離 の た め に 配 置 さ れ て い る 。 第 ３ 、 第 ４ ガ ー ド ト ラ
ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ ３ 、 Ｇ Ｔ Ｚ ４ は 図 １ ６ に 示 し た 第 １ 、 第 ２ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ
１ 、 Ｇ Ｔ Ｚ ２ と 同 様 、 こ の 領 域 に は 記 録 マ ー ク 形 成 に よ る 記 録 を し て は い け な い 領 域 と し
て 規 定 さ れ る 。 第 ３ 、 第 ４ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ ３ 、 Ｇ Ｔ Ｚ ４ は デ ー タ リ ー ド ア ウ
ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 に 存 在 す る た め 、 こ の 領 域 内 に は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は プ リ グ ル ー
ブ 領 域 、 ま た 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は グ ル ー ブ 領 域 と ラ ン ド 領 域 は 事 前 に 形 成 さ れ て い
る 。 プ リ グ ル ー ブ 領 域 、 あ る い は グ ル ー ブ 領 域 と ラ ン ド 領 域 内 は 図 １ ３ ～ 図 １ ５ に 示 す よ
う に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス が 予 め 記 録 さ れ て い る の で 、 こ の ウ ォ ブ ル ア ド レ ス を 用 い て 情 報 記
憶 媒 体 内 の 現 在 位 置 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ は 図 １ ６ と 同 様 、 情 報 記 録 再 生 装 置 が 情 報 記 憶 媒 体 へ の
情 報 を 記 録 す る 前 に 試 し 書 き す る た め の 領 域 と し て 確 保 さ れ て い る 。 情 報 記 録 再 生 装 置 は
予 め こ の 領 域 内 で 試 し 書 き を 行 い 、 最 適 な 記 録 条 件 （ ラ イ ト ス ト ラ テ ジ ） を 割 り 出 し た 後
、 そ の 最 適 記 録 条 件 で デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 情 報 を 記 録 す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 デ ィ ス ク テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｋ Ｔ Ｚ は 図 １ ６ と 同 様 、 情 報 記 憶 媒 体 の 製 造 メ ー カ が 品 質 テ ス
ト （ 評 価 ） を 行 う た め に 設 け ら れ た 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 サ ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 （ Servo Calibration Zone） Ｓ Ｃ Ｚ 以 外 の デ ー タ リ ー ド
ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 の 全 領 域 に は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は プ リ グ ル ー ブ 領 域 、 ま た 書
替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は グ ル ー ブ 領 域 と ラ ン ド 領 域 は 事 前 に 形 成 さ れ 、 記 録 マ ー ク の 記 録
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（ 追 記 ま た は 書 替 え ） が 可 能 に な っ て い る 。 図 １ ８ の （ ｃ ） と （ ｅ ） に 示 し た よ う に 、 サ
ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 （ Servo Calibration Zone） Ｓ Ｃ Ｚ 内 は プ リ グ ル ー ブ 領 域 ２
１ ４ 、 ま た は ラ ン ド 領 域 及 び グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ３ の 代 わ り に シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ
Ｌ Ｄ Ｉ と 同 じ よ う に エ ン ボ ス ピ ッ ト 領 域 ２ １ １ と な っ て い る 。 こ の 領 域 は デ ー タ リ ー ド ア
ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の 他 の 領 域 に 続 い て エ ン ボ ス ピ ッ ト に よ る 連 続 し た ト ラ ッ ク を 形 成 し
、 こ の ト ラ ッ ク は ス パ イ ラ ル 状 に 連 続 し て つ な が り 情 報 記 憶 媒 体 の 円 周 に 沿 っ て ３ ６ ０ 度
に 亘 り エ ン ボ ス ピ ッ ト を 形 成 し て い る 。 こ の 領 域 は Ｄ Ｐ Ｄ （ Deferential Phase Detect）
法 を 用 い て 情 報 記 憶 媒 体 の 傾 き 量 を 検 出 す る た め に 設 け て あ る 。 情 報 記 憶 媒 体 が 傾 く と Ｄ
Ｐ Ｄ 法 を 用 い た ト ラ ッ ク ず れ 検 出 信 号 振 幅 に オ フ セ ッ ト が 生 じ 、 オ フ セ ッ ト 量 で 傾 き 量 が
、 オ フ セ ッ ト 方 向 で 傾 き 方 向 が 精 度 良 く 検 出 す る 事 が 可 能 と な る 。 こ の 原 理 を 利 用 し 、 情
報 記 憶 媒 体 の 最 外 周 部 （ デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 の 外 周 部 ） に Ｄ Ｐ Ｄ 検 出 が
出 来 る エ ン ボ ス ピ ッ ト を 事 前 に 形 成 し て お く こ と に よ り 、 図 １ の 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ 内
に 存 在 す る 光 学 ヘ ッ ド に （ 傾 き 検 出 用 の ） 特 別 な 部 品 を 付 加 す る 事 無 く 安 価 に 精 度 の 良 い
傾 き 検 出 が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 こ の 外 周 部 の 傾 き 量 を 検 出 す る こ と に よ り 、 デ ー タ 領 域
Ｄ Ｔ Ａ 内 で も （ 傾 き 量 補 正 に よ る ） サ ー ボ の 安 定 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は サ ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 の ト ラ ッ ク ピ ッ チ を デ ー タ リ ー
ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 の 他 の 領 域 に 合 わ せ 、 情 報 記 憶 媒 体 の 製 造 性 を 向 上 さ せ 、 歩 留
ま り 向 上 に よ る 媒 体 の 低 価 格 化 を 可 能 に す る 。 す な わ ち 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て デ
ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 の 他 の 領 域 に は プ リ グ ル ー ブ が 形 成 さ れ て い る が 、 追
記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 原 盤 製 造 時 に 原 盤 記 録 装 置 の 露 光 部 の 送 り モ ー タ 速 度 を 一 定 に し て プ
リ グ ル ー ブ を 作 成 し て い る 。 こ の 時 、 サ ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 の ト ラ ッ ク
ピ ッ チ を デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 の 他 の 領 域 に 合 わ せ る こ と に よ り 、 サ ー ボ
キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 も 引 き 続 き 送 り モ ー タ 速 度 を 一 定 に 保 持 で き る た め 、 ピ
ッ チ ム ラ が 生 じ 辛 く 情 報 記 憶 媒 体 の 製 造 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 他 の 実 施 形 態 と し て は サ ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 の ト ラ ッ ク ピ ッ チ ま た は
デ ー タ ビ ッ ト 長 の 少 な く と も い ず れ か を シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ の ト ラ ッ ク ピ
ッ チ ま た は デ ー タ ビ ッ ト 長 に 合 わ せ る 方 法 も あ る 。 Ｄ Ｐ Ｄ 法 を 用 い て サ ー ボ キ ャ リ ブ レ ー
シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 の 傾 き 量 と そ の 傾 き 方 向 を 測 定 し 、 そ の 結 果 を デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 で
も 利 用 し て デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 で の サ ー ボ 安 定 化 を 図 る 事 を 前 述 し た が 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ
Ａ 内 の 傾 き 量 を 予 想 す る 方 法 と し て シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 傾 き 量 と そ の
方 向 を 同 じ く Ｄ Ｐ Ｄ 法 に よ り 予 め 測 定 し 、 サ ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 の 測 定
結 果 と の 関 係 を 利 用 し て 予 測 す る 事 が で き る 。 Ｄ Ｐ Ｄ 法 を 用 い た 場 合 、 情 報 記 憶 媒 体 の 傾
き に 対 す る 検 出 信 号 振 幅 の オ フ セ ッ ト 量 と オ フ セ ッ ト が 出 る 方 向 が エ ン ボ ス ピ ッ ト の ト ラ
ッ ク ピ ッ チ と デ ー タ ビ ッ ト 長 に 依 存 し て 変 化 す る 特 徴 が あ る 。 し た が っ て 、 サ ー ボ キ ャ リ
ブ レ ー シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 の ト ラ ッ ク ピ ッ チ ま た は デ ー タ ビ ッ ト 長 の 少 な く と も い ず れ か
を シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ の ト ラ ッ ク ピ ッ チ ま た は デ ー タ ビ ッ ト 長 に 合 わ せ る
こ と に よ り 、 検 出 信 号 振 幅 の オ フ セ ッ ト 量 と オ フ セ ッ ト が 出 る 方 向 に 関 す る 検 出 特 性 を サ
ー ボ キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 領 域 Ｓ Ｃ Ｚ 内 と シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 と で 一 致 さ
せ 、 両 者 の 相 関 を 取 り 易 く し て デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の 傾 き 量 と 方 向 の 予 測 を 容 易 に す る と
言 う 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 １ ６ の （ ｃ ） と 図 １ ８ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 内 周 側 と 外 周
側 の ２ 箇 所 に ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 設 け て あ る 。 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ
Ｚ に 行 う 試 し 書 き の 回 数 が 多 い 程 、 細 か く パ ラ メ ー タ を 振 っ て 最 適 な 記 録 条 件 を 詳 細 に 探
す こ と が で き 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ へ の 記 録 精 度 が 向 上 す る 。 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 重
ね 書 き に よ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 の 再 利 用 が 可 能 と な る が 、 追 記 形 情 報 記 憶
媒 体 で は 試 し 書 き の 回 数 を 多 く し て 記 録 精 度 を 上 げ よ う と す る と 、 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン
Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 を す ぐ に 使 い 切 っ て し ま う と 言 う 問 題 が 発 生 す る 。 そ の 問 題 を 解 決 す る た め に
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本 実 施 形 態 で は 外 周 部 か ら 内 周 方 向 に 沿 っ て 逐 次 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン （ Extended D
rive Test Zone） Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 設 定 を 可 能 と し 、 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン の 拡 張 を 可 能 と す
る 所 に 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ２ ） ） 。 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン の 設 定 方
法 と そ の 設 定 さ れ た 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン 内 で の 試 し 書 き 方 法 に 関 す る 特 徴 と し て 本
実 施 形 態 で は
　 （ １ ） 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 設 定 （ 枠 取 り ） は 外 周 方 向 （ デ ー タ リ ー
ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に 近 い 方 ） か ら 内 周 側 に む け て 順 次 ま と め て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 … 図 １ ８ の （ ｅ ） に 示 す よ う に デ ー タ 領 域 内 の 最 も 外 周 に 近 い 場 所 （ デ ー タ リ ー ド ア ウ
ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に 最 も 近 い 場 所 ） か ら ま と ま っ た 領 域 と し て 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン
１ Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ １ を 設 定 し 、 そ の 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン １ Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ １ を 使 い 切 っ た 後
で 、 そ れ よ り 内 周 側 に 存 在 す る 纏 ま っ た 領 域 と し て 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン ２ Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ
Ｚ ２ を 次 に 設 定 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 （ ２ ） 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 中 で は 内 周 側 か ら 順 次 試 し 書 き を 行 う （
図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ３ ） ）
　 … 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 中 で 試 し 書 き を 行 う 場 合 に は 内 周 側 か ら 外 周
側 に 沿 っ て ス パ イ ラ ル 状 に 配 置 さ れ た グ ル ー ブ 領 域 ２ １ ４ に 沿 っ て 行 い 、 前 回 試 し 書 き を
し た （ 既 に 記 録 さ れ た ） 場 所 の す ぐ 後 ろ の 未 記 録 場 所 に 今 回 の 試 し 書 き を 行 う 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 デ ー タ 領 域 内 は 内 周 側 か ら 外 周 側 に 沿 っ て ス パ イ ラ ル 状 に 配 置 さ れ た グ ル ー ブ 領 域 ２ １
４ に 沿 っ て 追 記 さ れ る 構 造 と な っ て お り 、 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン 内 で の 試 し 書 き が 直
前 に 行 わ れ た 試 し 書 き 場 所 の 後 ろ に 順 次 追 記 す る 方 法 で 行 う 事 に よ り “ 直 前 に 行 わ れ た 試
し 書 き 場 所 の 確 認 ” → “ 今 回 の 試 し 書 き の 実 施 ” の 処 理 が シ リ ア ル に 行 え る た め 、 試 し 書
き 処 理 が 容 易 と な る ば か り で な く 、 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で の 既 に 試 し
書 き さ れ た 場 所 の 管 理 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 （ ３ ） 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ も 含 め た 形 で デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ
Ｌ Ｄ Ｏ の 再 設 定 可 能 （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ４ ） ）
　 … 図 １ ８ の （ ｅ ） に デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に ２ 箇 所 の 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 、 Ｅ Ｓ Ｐ
Ａ ２ を 設 定 し 、 ２ 箇 所 の 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ １ 、 Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ ２ を 設 定 し
た 例 を 示 す 。 こ の 場 合 に 本 実 施 形 態 で は 図 １ ８ の （ ｆ ） に 示 す よ う に 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト
ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ ２ ま で を 含 め た 領 域 に 対 し て デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｏ と し て 再
設 定 出 来 る 所 に 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ４ ） ） 。 こ れ に 連 動 し て 、 範 囲 を 狭
め た 形 で デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 範 囲 の 再 設 定 を 行 う こ と に な り 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 存 在
す る ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ の 管 理 が 容 易 に な る 。 図 １ ８ の （ ｆ ） の よ う に 再
設 定 し た 場 合 に は 図 １ ８ の （ ｅ ） に 示 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ の 設 定 場 所 を “ 既 に
使 い 切 っ た 拡 張 代 替 え 領 域 ” と 見 な し 、 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 の 拡 張 代
替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ 内 の み に 未 記 録 領 域 （ 追 記 の 試 し 書 き が 可 能 な 領 域 ） が 存 在 す る と 管
理 す る 。 こ の 場 合 、 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 内 に 記 録 さ れ 、 代 替 え に 使 わ れ た 非 欠 陥 の
情 報 は そ っ く り そ の ま ま 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ 内 の 未 代 替 え 領 域 の 場 所 に 移 さ れ 、 欠
陥 管 理 情 報 が 書 き 替 え ら れ る 。 こ の 時 再 設 定 さ れ た デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の
開 始 位 置 情 報 は 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ に 示 す よ う に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー
ル ド ０ の 最 新 の （ 更 新 さ れ た ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 位 置 情 報 内 に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 １ ０ ６ 、 図 １ ０ ７ を 参 照 し て 、 テ ス ト ゾ ー ン の 拡 張 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 テ ス ト ゾ ー ン は 記 録 波 形 を 最 適 化 す る た め の 領 域 で あ る 。 内 周 テ ス ト ゾ ー ン と 外 周 テ ス
ト ゾ ー ン が 存 在 す る 。 図 １ ０ ６ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 で は デ ー タ 領 域 の 外 側 に
ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン 、 外 周 テ ス ト ゾ ー ン 、 ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン が あ る 。 デ ー タ 領 域 と
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ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン の 境 界 が デ ー タ 記 録 領 域 の 外 周 側 の 限 界 で あ る 。 ブ ラ ン ク サ ー チ は
内 周 か ら 外 周 側 に 向 か っ て 行 わ れ 、 テ ス ト は 外 周 か ら 内 周 側 に 向 か っ て 行 わ れ る 。 最 適 化
の た め の 記 録 は テ ス ト ゾ ー ン の 外 側 か ら 順 に 使 用 し 、 使 用 し た 最 後 の ア ド レ ス を Ｒ Ｍ Ｄ に
保 存 す る 。 図 １ ０ ６ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 外 周 テ ス ト ゾ ー ン は 一 度 だ け 拡 張 す る こ と が
可 能 で あ る 。 拡 張 テ ス ト ゾ ー ン は 以 前 の ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン に 設 定 さ れ 、 そ の 分 だ け ガ
ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン が 内 周 側 に シ フ ト し 、 デ ー タ 領 域 が 少 な く な る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 １ ０ ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域 が 満 杯 に な る 前 に テ ス ト ゾ ー ン が 満 杯 に な
っ た と す る と 、 図 １ ０ ７ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域 の 外 周 部 に ガ ー ド ト ラ ッ ク を
新 規 に 設 定 し 、 以 前 の ガ ー ド ト ラ ッ ク を 拡 張 テ ス ト ゾ ー ン と す る 。 と と も に 、 デ ー タ リ ー
ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に 更 新 し た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ
Ｄ を 追 記 記 録 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 上 記 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン に 試 し 書 き を 行 う 記 録 パ ル ス の 波 形 （ ラ イ ト ス ト ラ テ ジ ） を
図 １ ９ に 示 し 、 記 録 パ ル ス 形 状 の 定 義 を 図 ２ ０ に 示 す 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 マ ー ク と ス ペ ー ス は ピ ー ク パ ワ ー 、 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ３ バ
イ ア ス パ ワ ー の パ ル ス を 照 射 す る こ と に よ り デ ィ ス ク に 上 書 き さ れ る 。 マ ー ク は ピ ー ク パ
ワ ー と 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー と の 間 で 変 調 さ れ る パ ル ス を 照 射 す る こ と に よ り デ ィ ス ク に 上
書 き さ れ る 。 ス ペ ー ス は 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー の パ ル ス を 照 射 す る こ と に よ り デ ィ ス ク に 上
書 き さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 Ｓ ｂ Ｅ Ｒ は ラ ン ダ ム エ ラ ー を 評 価 す る た め の 手 段 で あ り 、 ラ ン ダ ム エ ラ ー に よ り 引 き 起
こ さ れ る ビ ッ ト エ ラ ー レ ー ト に 相 当 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 Ｐ Ｒ Ｓ Ｎ Ｒ と Ｓ ｂ Ｅ Ｒ の 測 定 前 に イ コ ラ イ ザ の 係 数 は 最 小 自 乗 誤 差 （ Ｍ Ｓ Ｅ ） ア ル ゴ リ
ズ ム に よ り 計 算 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 記 録 パ ル ス は 図 １ ９ に 示 す よ う に 光 パ ル ス の 列 か ら な る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ２ Ｔ マ ー ク の 記 録 パ ル ス は モ ノ パ ル ス と 、 後 続 す る 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の パ ル ス か ら な
る 。 ３ Ｔ マ ー ク の 記 録 パ ル ス は 第 １ パ ル ス と 、 ラ ス ト パ ル ス と 、 後 続 す る 第 ２ バ イ ア ス パ
ワ ー の パ ル ス か ら な る 。 ３ Ｔ マ ー ク 以 上 の マ ー ク の 記 録 パ ル ス は 第 １ パ ル ス と 、 マ ル チ パ
ル ス 列 と 、 ラ ス ト パ ル ス と 、 後 続 す る 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の パ ル ス か ら な る 。 Ｔ は チ ャ ン
ネ ル ク ロ ッ ク 期 間 で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ２ Ｔ マ ー ク の た め の 記 録 パ ル ス 構 造
　 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の 立 上 が り エ ッ ジ か ら Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ 後 に モ ノ パ ル ス の 発 生 が 開 始 し 、 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ
信 号 の 立 下 が り エ ッ ジ か ら １ Ｔ － Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ 前 に 発 生 が 終 了 す る 。 モ ノ パ ル ス の 期 間 は １ Ｔ
－ Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ ＋ Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ で あ る 。 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ は 制 御 デ ー タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。 モ
ノ パ ル ス に 後 続 す る 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の 期 間 は Ｔ Ｌ Ｃ で あ る 。 Ｔ Ｌ Ｃ は 制 御 デ ー タ ゾ ー
ン に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ２ Ｔ マ ー ク 以 上 の マ ー ク の た め の 記 録 パ ル ス 構 造
　 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の 立 上 が り エ ッ ジ か ら Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ 後 に 第 １ パ ル ス の 発 生 が 開 始 し 、 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ
信 号 の 立 下 が り エ ッ ジ か ら Ｔ Ｅ Ｆ Ｐ 後 に 発 生 が 終 了 す る 。 Ｔ Ｅ Ｆ Ｐ 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ は 制 御 デ ー
タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。 ４ Ｔ か ら １ ３ Ｔ に 相 当 す る 記 録 パ ル ス は マ ル チ パ ル ス 列 で あ る 。
マ ル チ パ ス ル 列 は パ ル ス 幅 Ｔ Ｍ Ｐ の 期 間 Ｔ の パ ル ス の 繰 返 し か ら な る 。 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の 立
上 が り エ ッ ジ か ら ２ Ｔ 後 に マ ル チ パ ル ス の 発 生 が 開 始 し 、 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の 立 下 が り エ ッ ジ
か ら ２ Ｔ 前 に マ ル チ パ ル ス 列 の 最 後 の パ ル ス の 発 生 が 終 了 す る 。 Ｔ Ｍ Ｐ は 制 御 デ ー タ ゾ ー
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ン に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の 立 上 が り エ ッ ジ か ら １ Ｔ － Ｔ Ｓ Ｌ Ｐ 前 に ラ ス ト パ ル ス の 発 生 が 開 始 し 、
Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の 立 下 が り エ ッ ジ か ら １ Ｔ － Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ 前 に ラ ス ト パ ル ス の 発 生 が 終 了 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ 、 Ｔ Ｓ Ｌ Ｐ は 制 御 デ ー タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ラ ス ト パ ル ス に 後 続 す る 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の パ ル ス 幅 は Ｔ Ｌ Ｃ で あ る 。 Ｔ Ｌ Ｃ は 制 御
デ ー タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 Ｔ Ｅ Ｆ Ｐ － Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ 、 Ｔ Ｍ Ｐ 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ － Ｔ Ｓ Ｌ Ｐ 、 Ｔ Ｌ Ｃ は 全 幅 、 半 分 の 最 大 期 間 で
あ る 。 各 光 パ ル ス の 全 幅 、 半 分 の 最 大 期 間 は 図 ２ ０ に 定 義 さ れ る 。 立 上 が り 期 間 Ｔ ｒ と 立
下 り 期 間 Ｔ ｆ は １ ． ５ ｎ ｓ 以 下 で あ る 。 立 上 が り 期 間 Ｔ ｒ と 立 下 り 期 間 Ｔ ｆ の 差 は ０ ． ５
ｎ ｓ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ 、 Ｔ Ｅ Ｆ Ｐ 、 Ｔ Ｓ Ｌ Ｐ 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ 、 Ｔ Ｍ Ｐ 、 Ｔ Ｌ Ｃ は （ １ ／ ３ ２ ） Ｔ の 単 位 で
制 御 デ ー タ ゾ ー ン 内 に 記 録 さ れ 、 次 の 値 を と る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ は ０ ． ２ ５ Ｔ 以 上 、 １ ． ５ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ は ０ ． ０ ０ Ｔ 以 上 、 １ ． ０ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 Ｔ Ｅ Ｆ Ｐ は １ ． ０ ０ Ｔ 以 上 、 １ ． ７ ５ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 Ｔ Ｓ Ｌ Ｐ は － ０ ． １ ０ Ｔ 以 上 、 １ ． ０ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 Ｔ Ｌ Ｃ は ０ ． ０ ０ Ｔ 以 上 、 １ ． ０ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 Ｔ Ｍ Ｐ は ０ ． １ ５ Ｔ 以 上 、 ０ ． ７ ５ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ア ダ プ テ ィ ブ 制 御 パ ラ メ ー タ Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ 、 Ｔ Ｌ Ｃ は 以 下 の 制 約 が あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ の 最 大 値 と 最 小 値 と の 差 は ０ ． ５ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ の 最 大 値 と 最 小 値 と の 差 は ０ ． ５ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 Ｔ Ｌ Ｃ の 最 大 値 と 最 小 値 と の 差 は １ ． ０ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 モ ノ パ ル ス の 幅 １ Ｔ － Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ ＋ Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ は ０ ． ２ ５ Ｔ 以 上 、 １ ． ５ ０ Ｔ 以 下 で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ れ ら の パ ラ メ ー タ は ± ０ ． ２ ｎ ｓ の 精 度 で 制 御 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 も し 、 第 １ パ ル ス と マ ル チ パ ル ス 列 の ピ ー ク パ ワ ー 期 間 が 重 複 し て い る 場 合 は 、 複 合 ピ
ー ク パ ワ ー 期 間 は こ れ ら の ピ ー ク パ ワ ー 期 間 の 連 続 し た 合 計 和 に な る 。 も し 、 第 １ パ ル ス
と ラ ス ト パ ル ス の ピ ー ク パ ワ ー 期 間 が 重 複 し て い る 場 合 は 、 複 合 ピ ー ク パ ワ ー 期 間 は こ れ
ら の ピ ー ク パ ワ ー 期 間 の 連 続 し た 合 計 和 に な る 。 も し 、 マ ル チ パ ル ス 列 の 最 後 の パ ル ス と
ラ ス ト パ ル ス の ピ ー ク パ ワ ー 期 間 が 重 複 し て い る 場 合 は 、 複 合 ピ ー ク パ ワ ー 期 間 は こ れ ら
の ピ ー ク パ ワ ー 期 間 の 連 続 し た 合 計 和 に な る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 記 録 パ ワ ー は ピ ー ク パ ワ ー 、 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ３ バ イ ア ス
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パ ワ ー の ４ レ ベ ル を 持 つ 。 こ れ ら は 、 デ ィ ス ク の 読 み 取 り 面 に 入 射 さ れ 、 マ ー ク 、 ス ペ ー
ス を 記 録 す る た め に 使 わ れ る 光 パ ワ ー で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ピ ー ク パ ワ ー 、 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー は 制 御
デ ー タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。 ピ ー ク パ ワ ー の 最 大 値 は 例 え ば １ ０ ． ０ ｍ Ｗ を 越 え な い 。 第
１ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー の 最 大 値 は 例 え ば ４ ． ０ ｍ
Ｗ を 越 え な い 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 モ ノ パ ル ス 、 第 １ パ ル ス 、 ラ ス ト パ ル ス の 平 均 ピ ー ク パ ワ ー は 次 の 要 件 を 満 た す 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ｜ （ 平 均 ピ ー ク パ ワ ー ） － （ ピ ー ク パ ワ ー ） ｜ ≦ ピ ー ク パ ワ ー の ５ ％
　 平 均 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー 、 平 均 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー は 次 の 要 件 を 満 た す 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ｜ （ 平 均 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー ） － （ 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー の ５
％
　 ｜ （ 平 均 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー ） － （ 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の ５
％
　 マ ル チ パ ル ス 列 の 平 均 パ ワ ー は 測 定 期 間 内 の パ ワ ー の 瞬 時 値 の 平 均 パ ワ ー で あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 測 定 期 間 は マ ル チ パ ル ス 列 の 全 て を 含 み 、 Ｔ の 倍 数 で あ る 。 マ ル チ パ ル ス 列 の 平 均 パ ワ
ー は 以 下 の 要 件 を 満 た す 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ｜ （ マ ル チ パ ル ス 列 の 平 均 パ ワ ー ） － （ ピ ー ク パ ワ ー ＋ 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー ） ／ ２ ｜ ≦
（ ピ ー ク パ ワ ー ＋ 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー ） ／ ２ の ５ ％
　 パ ワ ー の 瞬 時 値 は 実 際 の パ ワ ー の 瞬 時 値 で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 平 均 パ ワ ー は 所 定 の パ ワ ー レ ン ジ 内 の パ ワ ー の 瞬 時 値 の 平 均 値 で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 パ ワ ー の 平 均 値 の パ ワ ー 範 囲 は 以 下 の 要 件 を 満 た す 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ピ ー ク パ ワ ー の 平 均 値 ： ｜ （ 実 際 の パ ワ ー ） － （ ピ ー ク パ ワ ー ） ｜ ≦ ピ ー ク パ ワ ー の １
０ ％
　 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー の 平 均 値 ： ｜ （ 実 際 の パ ワ ー ） － （ 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 １
バ イ ア ス パ ワ ー の １ ０ ％
　 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の 平 均 値 ： ｜ （ 実 際 の パ ワ ー ） － （ 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 ２
バ イ ア ス パ ワ ー の １ ０ ％
　 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー の 平 均 値 ： ｜ （ 実 際 の パ ワ ー ） － （ 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 ３
バ イ ア ス パ ワ ー の １ ０ ％
　 平 均 パ ワ ー を 測 定 す る 期 間 は 各 パ ル ス の パ ル ス 幅 期 間 を 越 え な い 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 瞬 時 値 パ ワ ー は 次 の 要 件 を 満 た す 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ｜ （ 瞬 時 値 ピ ー ク パ ワ ー ） － （ ピ ー ク パ ワ ー ） ｜ ≦ ピ ー ク パ ワ ー の １ ０ ％
　 ｜ （ 瞬 時 値 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー ） － （ 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー の
１ ０ ％
　 ｜ （ 瞬 時 値 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー ） － （ 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の
１ ０ ％
　 ｜ （ 瞬 時 値 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー ） － （ 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー ） ｜ ≦ 第 ３ バ イ ア ス パ ワ ー の
１ ０ ％
　 マ ー ク エ ッ ジ 位 置 を 正 確 に 制 御 す る た め に 、 第 １ パ ル ス 、 ラ ス ト パ ル ス 、 モ ノ パ ル ス の

10

20

30

40

50

(26) JP 2007-18563 A 2007.1.25



タ イ ミ ン グ は 変 調 さ れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の マ ー ク 長 は Ｍ ２ 、 Ｍ ３ 、 Ｍ ４ に 分 類 さ れ る 。 マ ー ク 長 Ｍ ２ 、 Ｍ ３ 、 Ｍ ４ は ２
Ｔ 、 ３ Ｔ 、 ３ Ｔ 以 上 を 示 す 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 マ ー ク 直 前 の Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の ス ペ ー ス 長 は Ｌ Ｓ ２ 、 Ｌ Ｓ ３ 、 Ｌ Ｓ ４ に 分 類 さ れ る 。 ス ペ ー ス
長 Ｌ Ｓ ２ 、 Ｌ Ｓ ３ 、 Ｌ Ｓ ４ は ２ Ｔ 、 ３ Ｔ 、 ３ Ｔ 以 上 を 示 す 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 マ ー ク 直 後 の Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の ス ペ ー ス 長 は Ｔ Ｓ ２ 、 Ｔ Ｓ ３ 、 Ｔ Ｓ ４ に 分 類 さ れ る 。 ス ペ ー ス
長 Ｔ Ｓ ２ 、 Ｔ Ｓ ３ 、 Ｔ Ｓ ４ は ２ Ｔ 、 ３ Ｔ 、 ３ Ｔ 以 上 を 示 す 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 Ｔ Ｌ Ｃ は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の マ ー ク 長 の カ テ ゴ リ の 関 数 と し て 変 調 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｔ Ｌ Ｃ

は 次 の ３ つ の 値 を 有 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 Ｔ Ｌ Ｃ （ Ｍ ２ ） 、 Ｔ Ｌ Ｃ （ Ｍ ３ ） 、 Ｔ Ｌ Ｃ （ Ｍ ４ ）
　 Ｔ Ｌ Ｃ （ Ｍ ） は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の マ ー ク 長 の カ テ ゴ リ が Ｍ の 時 の Ｔ Ｌ Ｃ の 値 を 示 す 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 こ れ ら の ３ つ の Ｔ Ｌ Ｃ の 値 は 制 御 デ ー タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の マ ー ク 長 の カ テ ゴ リ と マ ー ク 直 前 の Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の ス ペ ー ス 長 の カ テ
ゴ リ の 関 数 と し て 変 調 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ は 次 の ９ つ の 値 を 有 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ２ ， Ｌ Ｓ ２ ） 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ３ ， Ｌ Ｓ ２ ） 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ４ ， Ｌ Ｓ ２ ）
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ２ ， Ｌ Ｓ ３ ） 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ３ ， Ｌ Ｓ ３ ） 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ４ ， Ｌ Ｓ ３ ）
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ２ ， Ｌ Ｓ ４ ） 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ３ ， Ｌ Ｓ ４ ） 、 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ ４ ， Ｌ Ｓ ４ ）
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ （ Ｍ 、 Ｌ Ｓ ） は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の マ ー ク 長 の カ テ ゴ リ が Ｍ で あ り 、 マ ー ク 直 前 の
Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の ス ペ ー ス 長 の カ テ ゴ リ が Ｌ Ｓ の 時 の 値 を 示 す 。 こ れ ら ９ つ の Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ の 値 は 制
御 デ ー タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の マ ー ク 長 の カ テ ゴ リ と マ ー ク 直 後 の Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の ス ペ ー ス 長 の カ テ
ゴ リ の 関 数 と し て 変 調 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ は 次 の ９ つ の 値 を 有 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ２ ， Ｔ Ｓ ２ ） 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ３ ， Ｔ Ｓ ２ ） 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ４ ， Ｔ Ｓ ２ ）
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ２ ， Ｔ Ｓ ３ ） 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ３ ， Ｔ Ｓ ３ ） 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ４ ， Ｔ Ｓ ３ ）
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ２ ， Ｔ Ｓ ４ ） 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ３ ， Ｔ Ｓ ４ ） 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ ４ ， Ｔ Ｓ ４ ）
　 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ （ Ｍ 、 Ｔ Ｓ ） は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 信 号 の マ ー ク 長 の カ テ ゴ リ が Ｍ で あ り 、 マ ー ク 直 前 の
Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ の ス ペ ー ス 長 の カ テ ゴ リ が Ｔ Ｓ の 時 の 値 を 示 す 。 こ れ ら ９ つ の Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ の 値 は 制
御 デ ー タ ゾ ー ン に 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｐ の 値 は マ ー ク 長 と 先 行 ス ペ ー ス 長 の 関 数 と し て ａ か ら ｉ で 表 さ れ （ 図 １ １ ３ の
（ ａ ） ） 、 Ｔ Ｅ Ｌ Ｐ の 値 は マ ー ク 長 と 後 続 ス ペ ー ス 長 の 関 数 と し て ｊ か ら ｒ で 表 さ れ る （
図 １ １ ３ の （ ｂ ） ） 、 Ｔ Ｌ Ｃ の 値 は マ ー ク 長 の 関 数 と し て ｓ か ら ｕ で 表 さ れ る （ 図 １ １ ３
の （ ｃ ） ） 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 図 ２ １ で 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ボ ー ダ ー 領 域 の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 追 記 形 情
報 記 憶 媒 体 に 初 め て １ 個 の ボ ー ダ ー 領 域 を 設 定 し た 時 は 、 図 ２ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 内
周 側 （ デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ に 最 も 近 い 側 ） に ボ ー ダ ー 内 領 域 （ Bordered Are
a） Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ を 設 定 後 、 そ の 後 ろ に ボ ー ダ ー ア ウ ト （ Border-out） Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ を 形 成 す
る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
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　 更 に そ の 次 の ボ ー ダ ー 内 領 域 （ Bordered Area） Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ２ を 設 定 し た い 場 合 に は 、
図 ２ １ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 の （ ＃ １ の ） ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 後 ろ に 次 の （ ＃
１ の ） ボ ー ダ ー イ ン （ Border-in） Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ を 形 成 し た 後 に 、 次 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ
Ａ ＃ ２ を 設 定 す る 。 次 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ２ を ク ロ ー ズ し た い 場 合 に は 、 そ の 直
後 に （ ＃ ２ ） の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ を 形 成 す る 。 本 実 施 形 態 で は こ の 前 の （ ＃ １ の ）
ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 後 ろ に 次 の （ ＃ １ の ） ボ ー ダ ー イ ン （ Border-in） Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ を
形 成 し て 組 み に し た 状 態 を ボ ー ダ ー ゾ ー ン （ Border Zone） Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ と 呼 ん で い る 。 ボ ー
ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ は 情 報 再 生 装 置 （ Ｄ Ｐ Ｄ 検 出 法 を 前 提 ） で 再 生 し た 時 の 各 ボ ー ダ ー 内
領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 間 で 光 学 ヘ ッ ド が オ ー バ ー ラ ン す る の を 防 止 す る た め に 設 定 し て あ る 。 し た
が っ て 、 情 報 が 記 録 さ れ た 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 を 再 生 専 用 装 置 で 再 生 す る 場 合 に は ボ ー ダ
ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ と ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ が 既 に 記 録 さ れ る と 共 に 最 後 の ボ ー ダ ー 内 領 域
Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 後 ろ に ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ が 記 録 さ れ る ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 処 理 が な さ れ る
事 が 前 提 と な る 。 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ は ４ ０ ８ ０ 個 以 上 の 物 理 セ グ メ ン ト
ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 の 半 径 方 向 で 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ
＃ １ が １ .０ ｍ ｍ 以 上 の 幅 を 持 っ て い る 必 要 が あ る 。 図 ２ １ の （ ｂ ） で は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ
Ａ 内 に 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 設 定 し た 例 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 を フ ァ イ ナ ラ イ ズ （ Finalization） し た 後 の 状 態 を 図 ２ １ の （ ｃ ）
に 示 す 。 図 ２ １ の （ ｃ ） の 例 で は 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を デ ー タ リ ー ド ア
ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 に 組 み 込 み 、 更 に 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ も 設 定 済 み の 例 を 示 し て
あ る 。 こ の 場 合 に は 、 ユ ー ザ デ ー タ の 追 加 可 能 範 囲 ２ ０ ５ を 残 さ な い よ う に 最 後 の ボ ー ダ
ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ で 埋 め る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 上 記 で 説 明 し た ボ ー ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 図 ２ １ の （ ｄ ） に 示 す
。 各 情 報 は 後 述 す る １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク （ フ ィ ジ カ ル セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ： Physic
al Segment Block） の サ イ ズ 単 位 で 記 録 さ れ る 。 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 内 の 最 初 に は 記
録 位 置 管 理 ゾ ー ン へ 記 録 さ れ た 内 容 の コ ピ ー 情 報 Ｃ _Ｒ Ｍ Ｚ が 記 録 さ れ 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト
Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ で あ る 事 を 示 す ボ ー ダ ー 終 了 用 目 印 （ Stop Block） Ｓ Ｔ Ｂ が 記 録 さ れ る 。 さ ら に
次 の ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ が あ る 場 合 に は 、 ボ ー ダ ー 終 了 用 目 印 （ Stop Block） Ｓ Ｔ Ｂ が
記 録 さ れ た 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク か ら 数 え て “ Ｎ １ 番 目 ” の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に
続 い て ボ ー ダ ー 領 域 が あ る 事 を 示 す 最 初 の 目 印 （ Next Border Marker） Ｎ Ｂ Ｍ が 、 そ し て
“ Ｎ ２ 番 目 ” の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に 続 い て ボ ー ダ ー 領 域 が 来 る 事 を 示 す ２ 番 目 の 目
印 Ｎ Ｂ Ｍ 、 “ Ｎ ３ 番 目 ” の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に 続 い て ボ ー ダ ー 領 域 が 来 る 事 を 示 す
３ 番 目 の 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ が 、 そ れ ぞ れ １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の サ イ ズ 毎 に 離 散 的 に 合 計 ３
箇 所 に 記 録 さ れ る 。 次 の ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 に は ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物 理 フ ォ ー マ ッ
ト 情 報 （ Updated Physical Format Information） Ｕ _Ｐ Ｆ Ｉ が 記 録 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 、 ま た は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ デ ィ ス ク で は 次 の ボ ー ダ ー 領 域 が な い 場 合 に は
（ 最 後 の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 内 で は ） 、 図 ２ １ の （ ｄ ） に 示 し た “ 次 の ボ ー ダ ー を 示
す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” を 記 録 す べ き 場 所 （ １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ の 場 所 ） は “ 全 く デ
ー タ を 記 録 し な い 場 所 ” の ま ま 保 持 さ れ る 。 こ の 状 態 で ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ さ れ る と 、 追 記
形 情 報 記 憶 媒 体 （ 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ デ ィ ス ク ） は 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｏ
Ｍ ド ラ イ ブ ま た は 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ で の 再 生 が 可 能 な 状 態 と な る 。 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ
Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ ま た は 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ で は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 （ 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ ま
た は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ デ ィ ス ク ） 上 に 記 録 さ れ た 記 録 マ ー ク を 利 用 し て Ｄ Ｐ Ｄ （ Differential
 Phase Detect） 法 を 用 い た ト ラ ッ ク ず れ 検 出 を 行 う 。 し か し 上 記 の “ 全 く デ ー タ を 記 録
し な い 場 所 ” で は １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ に も 亘 っ て 記 録 マ ー ク が 存 在 し な い の
で 、 Ｄ Ｐ Ｄ （ Differential Phase Detect） 法 を 用 い た ト ラ ッ ク ず れ 検 出 が 行 え な い の で
安 定 に ト ラ ッ ク サ ー ボ が 掛 か ら な い と 言 う 問 題 が あ る 。 上 記 の 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ ま た は Ｄ
Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ デ ィ ス ク の 問 題 点 の 対 策 と し て 本 実 施 形 態 で は
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　 （ １ ） 次 の ボ ー ダ ー 領 域 が な い 場 合 に は 、 “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ を 記 録 す べ
き 場 所 ” に は 予 め 特 定 パ タ ー ン の デ ー タ を 記 録 し て お く 、
　 （ ２ ） 次 の ボ ー ダ ー 領 域 が あ る 場 合 に は 、 上 記 予 め 特 定 パ タ ー ン の デ ー タ が 記 録 さ れ て
い る “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” の 場 所 に は 部 分 的 か つ 離 散 的 に 特 定 の 記 録 パ タ ー
ン で 『 重 ね 書 き 処 理 』 を 行 う こ と に よ り 、 “ 次 の ボ ー ダ ー 領 域 が あ る 事 ” を 示 す 識 別 情 報
と し て 利 用 す る 、
　 と 言 う 方 法 を 新 規 に 採 用 し て い る 。 こ の よ う に 重 ね 書 き に よ り 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印
を 設 定 す る こ と に よ り 、 （ １ ） に 示 す よ う に 次 の ボ ー ダ ー 領 域 が 来 な い 場 合 で も 、 “ 次 の
ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ を 記 録 す べ き 場 所 ” に は 予 め 特 定 パ タ ー ン の 記 録 マ ー ク が 形 成
で き 、 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 後 に 再 生 専 用 の 情 報 再 生 装 置 で Ｄ Ｐ Ｄ 法 に よ り ト ラ ッ ク ず れ 検 出
を 行 っ て も 安 定 に ト ラ ッ ク サ ー ボ が 掛 か る と 言 う 効 果 が 生 ま れ る 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に
お い て 既 に 記 録 マ ー ク が 形 成 さ れ て い る 部 分 に 対 し て 部 分 的 に で も そ の 上 に 新 た な 記 録 マ
ー ク を 重 ね 書 き す る と 、 情 報 記 録 再 生 装 置 ま た は 情 報 再 生 装 置 に お い て 図 １ に 示 し た Ｐ Ｌ
Ｌ 回 路 の 安 定 化 が 損 な わ れ る 危 惧 が あ る 。 そ の 危 惧 対 策 と し て 本 実 施 形 態 で は 更 に
　 （ ３ ） １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ の “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” の 位 置 に
重 ね 書 き す る 時 に 同 一 デ ー タ セ グ メ ン ト 内 の 場 所 に よ り 重 ね 書 き 状 況 を 変 化 さ せ る 方 法 と
、
　 （ ４ ） シ ン ク デ ー タ ４ ３ ２ 内 に 部 分 的 に 重 ね 書 き を 行 い 、 シ ン ク コ ー ド ４ ３ １ 上 で の 重
ね 書 き を 禁 止 す る 、
　 （ ５ ） デ ー タ Ｉ Ｄ と Ｉ Ｅ Ｄ を 除 い た 場 所 に 重 ね 書 き す る 、
　 と 言 う 方 法 を 更 に 新 規 に 採 用 し て い る 。 図 ６ ２ 、 図 ６ ３ を 用 い て 後 で 詳 細 に 説 明 す る よ
う に 、 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ フ ィ ー ル ド ４ １ １ ～ ４ １ ８ と ガ ー ド 領 域 ４ ４ １ ～ ４
４ ８ が 交 互 に 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 。 デ ー タ フ ィ ー ル ド ４ １ １ ～ ４ １ ８ と ガ ー ド 領
域 ４ ４ １ ～ ４ ４ ８ を 組 み 合 わ せ た 組 を デ ー タ セ グ メ ン ト ４ ９ ０ と 呼 び 、 １ 個 の デ ー タ セ グ
メ ン ト 長 は １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 長 に 一 致 す る 。 図 １ に 示 し た Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 は 図 ６
３ に 示 し た Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ 内 で 特 に Ｐ Ｌ Ｌ の 引 き 込 み が し 易 く な っ て い る 。 し
た が っ て 、 Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ の 直 前 な ら ば 、 Ｐ Ｌ Ｌ が 外 れ て も Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １
、 ４ ７ ２ を 用 い て Ｐ Ｌ Ｌ の 再 引 き 込 み が 容 易 に 行 わ れ る の で 、 情 報 記 録 再 生 装 置 ま た は 情
報 再 生 装 置 内 で の シ ス テ ム 全 体 と し て の 影 響 は 軽 減 さ れ る 。 こ の 状 況 を 利 用 し て 上 記 （ ３
） に 示 し た よ う に 、 デ ー タ セ グ メ ン ト 内 の 場 所 に よ り 重 ね 書 き 状 況 を 変 化 さ せ 、 同 一 デ ー
タ セ グ メ ン ト 内 の Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ に 近 い 後 ろ の 部 分 で 特 定 パ タ ー ン の 重 ね 書 き
量 を 増 や す こ と に よ り 、 “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 ” の 判 別 を 容 易 に す る と 共 に 、 再 生 時
の 信 号 Ｐ Ｌ Ｌ の 精 度 劣 化 を 防 止 で き る と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 図 ６ ３ と 図 ３ ７ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 １ 個 の 物 理 セ ク タ 内 は シ ン ク コ ー ド ４
３ ３ （ Ｓ Ｙ ０ ～ Ｓ Ｙ ３ ） が 配 置 さ れ て い る 場 所 と 、 そ の シ ン ク コ ー ド ４ ３ ３ の 間 に 配 置 さ
れ た シ ン ク デ ー タ ４ ３ ４ の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ て い る 。 情 報 記 録 再 生 装 置 あ る い は 情 報
再 生 装 置 は 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ て い る チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 の 中 か ら シ ン ク コ ー ド ４ ３
３ （ Ｓ Ｙ ０ ～ Ｓ Ｙ ３ ） を 抽 出 し 、 チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 の 切 れ 目 を 検 出 し て い る 。 後 述 す る よ
う に 、 図 ３ ２ 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ の 情 報 か ら 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ の 位 置 情
報 （ 物 理 セ ク タ 番 号 ま た は 論 理 セ ク タ 番 号 ） を 抽 出 し て い る 。 デ ー タ Ｉ Ｄ の 直 後 に 配 置 さ
れ た Ｉ Ｅ Ｄ を 用 い て デ ー タ Ｉ Ｄ の エ ラ ー を 検 知 し て い る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は （
５ ） デ ー タ Ｉ Ｄ と Ｉ Ｅ Ｄ 上 で の 重 ね 書 き を 禁 止 す る と と も に 、 （ ４ ） シ ン ク コ ー ド ４ ３ １
を 除 い た シ ン ク デ ー タ ４ ３ ２ 内 に 部 分 的 に 重 ね 書 き を 行 う こ と に よ り 、 “ 次 の ボ ー ダ ー を
示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” 内 で も シ ン ク コ ー ド ４ ３ １ を 用 い た デ ー タ Ｉ Ｄ 位 置 の 検 出 と デ ー タ Ｉ Ｄ
に 記 録 さ れ た 情 報 の 再 生 （ 内 容 判 読 ） を 可 能 に し て い る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 上 記 内 容 を 具 体 的 に 説 明 す る た め に “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” の 場 所 に 重 ね 書
き を 行 う 時 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 図 ８ に 示 す 。 図 １ に 示 し た 情 報 記 録 再 生 装 置 の 制 御 部 １ ４
３ が イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 １ ４ ２ を 介 し て 新 た な ボ ー ダ ー の 設 定 指 示 を 受 け る （ Ｓ Ｔ １ ） と
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、 制 御 部 １ ４ ３ は 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ を 制 御 し て 既 存 の 最 後 に 配 置 さ れ た ボ ー ダ ー 内 領
域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 の 再 生 を 開 始 （ Ｓ Ｔ ２ ） す る 。 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ は ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ
Ｄ Ｏ 内 の ボ ー ダ ー 終 了 用 目 印 Ｓ Ｔ Ｂ を 検 出 す る ま で （ Ｓ Ｔ ３ ） ト ラ ッ キ ン グ し な が ら 、 ボ
ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 を プ リ グ ル ー ブ に 沿 っ て ト レ ー ス し 続 け る 。 図 ２ １ の （ ｄ ） に 示
す よ う に 、 ボ ー ダ ー 終 了 用 目 印 Ｓ Ｔ Ｂ の 後 、 Ｎ １ 番 目 と Ｎ ２ 番 目 と Ｎ ３ 番 目 の 物 理 セ グ メ
ン ト ブ ロ ッ ク に 既 に 特 定 の パ タ ー ン で 記 録 さ れ た 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ が 配 置 さ
れ て い る 。 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ は ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 内 の 再 生 を 継 続 し な が ら （ Ｓ
Ｔ ４ ） 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 数 を 数 え な が ら 、 “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” の
位 置 を 探 す （ Ｓ Ｔ ５ ） 。 上 述 し た よ う に “ （ ３ ） 同 一 デ ー タ セ グ メ ン ト 内 の 場 所 に よ り 重
ね 書 き 状 況 を 変 化 さ せ る ” 方 法 の 具 体 的 な 一 例 と し て 、 同 一 デ ー タ セ グ メ ン ト 内 の 少 な く
と も 最 後 の 物 理 セ ク タ 内 で は 重 ね 書 き 領 域 を 広 く 取 る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 デ ー タ セ グ メ ン ト 内 の 最 後 の 物 理 セ ク タ を 検 出 （ Ｓ Ｔ ６ ） し た ら 、 デ ー タ Ｉ Ｄ と Ｉ Ｅ Ｄ
を 残 し て （ デ ー タ Ｉ Ｄ と Ｉ Ｅ Ｄ の 所 は 重 ね 書 き せ ず に ） デ ー タ Ｉ Ｄ と Ｉ Ｅ Ｄ 直 後 か ら 最 後
の 物 理 セ ク タ の 終 わ り ま で 重 ね 書 き を 行 う （ Ｓ Ｔ ９ ） 。 同 一 デ ー タ セ グ メ ン ト 内 の 少 な く
と も 最 後 の 物 理 セ ク タ 以 外 で は 、 後 述 す る 図 ３ ７ ま た は 図 ６ ０ に 示 す シ ン ク コ ー ド ４ ３ １
（ Ｓ Ｙ ０ ～ Ｓ Ｙ ３ ） の 領 域 は 避 け て シ ン ク デ ー タ ４ ３ ２ 内 に 部 分 的 に 特 定 パ タ ー ン で 重 ね
書 き す る （ Ｓ Ｔ ７ ） 。 上 記 の プ ロ セ ス を “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” 毎 に 行 い 、 ３
番 目 の “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” へ の 重 ね 書 き 処 理 が 終 わ っ た ら （ Ｓ Ｔ ９ ） 、 新
た な ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ を 記 録 後 、 ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 に ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す
る （ Ｓ Ｔ １ ０ ） 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ボ ー ダ ー 領 域 の 構 造 に 関 す る 図 ２ １ と は 異 な る 他 の 実 施 形
態 を 図 ８ ６ に 示 す 。 図 ８ ６ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 図 ２ １ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） と 同 じ 内 容 を 示 し
て い る 。 図 ８ ６ で は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 を フ ァ イ ナ ラ イ ズ （ Finalization） し た 後 の 状 態
が 図 ２ １ （ ｃ ） と は 異 な る 。 例 え ば 図 ８ ６ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ
Ａ ＃ ３ 内 の 情 報 記 録 を 終 了 さ せ た の ち に フ ァ イ ナ ラ イ ズ （ Finalization） し た い 場 合 に は
、 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 処 理 と し て ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ３ の 直 後 に ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ
Ｄ Ｏ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ３ 直 後 の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の
後 ろ に タ ー ミ ネ イ タ ー （ Terminator） 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ を 形 成 し （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ）
） 、 フ ァ イ ナ ラ イ ズ に 必 要 な 時 間 の 短 縮 を 図 っ て い る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 図 ２ １ の （ ｃ ） の 実 施 形 態 で は 、 最 後 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ３ か ら 拡 張 代 替 え 領
域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 直 前 ま で ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ で 埋 め る 必 要 が あ り 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ
Ｄ Ｏ 形 成 の た め に 長 時 間 必 要 と な り フ ァ イ ナ ラ イ ズ 時 間 が 掛 か る 問 題 が 生 じ る 。 こ れ に 対
し て 、 図 ８ ６ の （ ｃ ） で は 、 比 較 的 長 さ の 短 い タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ を 設 定 し 、 タ ー
ミ ネ ー タ ー Ｔ Ｒ Ｍ よ り 外 側 全 て を 新 た な デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ と 再 定 義 し
、 タ ー ミ ネ ー タ ー Ｔ Ｒ Ｍ よ り 外 側 に あ る 未 記 録 部 分 を 使 用 禁 止 領 域 ９ １ １ に 設 定 す る 。 使
用 禁 止 領 域 ９ １ １ に は デ ー タ を 埋 め る 必 要 は 無 く 、 未 記 録 の ま ま で も よ い の で 、 フ ァ イ ナ
ラ イ ズ の 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 す な わ ち 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ が フ ァ イ ナ ラ イ ズ さ れ る 時 に は
、 記 録 デ ー タ の 最 後 （ ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 直 後 ： 図 ２ １ の （ ｃ ） と は 異 な り 、 デ ー
タ 領 域 の 最 後 ま で ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ を 設 定 す る 必 要 は な く 、 比 較 的 短 い 幅 で よ い ）
に 比 較 的 短 い タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ を 形 成 す る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 こ の 領 域 内 の メ イ ン デ ー タ （ 図 ３ ２ で 後 述 す る よ う に デ ー タ フ レ ー ム 内 の メ イ ン デ ー タ
） の 情 報 を 全 て “ ０ ０ ｈ ” に 設 定 す る 。 こ の 領 域 の 属 性 （ タ イ プ 情 報 ） を デ ー タ リ ー ド ア
ウ ト Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の タ イ プ 情 報 と 同 じ に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 図 ８ ６ の （ ｃ ） に 示 す よ
う に 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ を 新 た な デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ と し て 再
定 義 さ れ る 。 こ の 領 域 の タ イ プ 情 報 は 図 １ １ ８ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の 領
域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ に 記 録 さ れ る 。 す な わ ち 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ 内 で の デ ー タ Ｉ
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Ｄ 内 の 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ を 図 １ １ ８ の （ ｄ ） に 示 す よ う に “ １ ０ ｂ ” に 設 定 す る こ と
に よ り 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ は デ ー タ リ ー ド ア ウ ト Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 に あ る 事 を 示 す 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ に よ り デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 位 置 の
領 域 タ イ プ の 識 別 情 報 を 設 定 す る （ 図 １ ３ ５ の ポ イ ン ト 〔 Ｎ 〕 ） 所 に 特 徴 が あ る 。 図 １ に
示 し た 情 報 記 録 再 生 装 置 ま た は 情 報 再 生 装 置 に お い て 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ が 追 記 形 情 報
記 憶 媒 体 上 の 特 定 目 標 位 置 に 粗 ア ク セ ス し た 場 合 を 考 え る 。 粗 ア ク セ ス 直 後 は 情 報 記 録 再
生 部 １ ４ １ は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 の 何 処 に 到 達 し た か 知 る た め に 必 ず デ ー タ Ｉ Ｄ を 再 生
し 、 図 １ １ ８ の （ ｃ ） に 示 す デ ー タ フ レ ー ム 番 号 ９ ２ ２ を 解 読 す る 必 要 が あ る 。 デ ー タ Ｉ
Ｄ 内 に は デ ー タ フ レ ー ム 番 号 ９ ２ ２ の 近 く に 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ が あ る た め 、 同 時 に こ
の 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ を 解 読 す る だ け で 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ が デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領
域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 に 居 る か 否 か が 即 座 に 分 か る た め 、 ア ク セ ス 制 御 の 簡 素 化 と 高 速 化 を 図 る
こ と が 出 来 る 。 ま た 、 上 述 し た よ う に タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の 設 定 に
よ り デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の 識 別 情 報 を 持 た せ る （ 図 １ ３ ５ の ポ イ ン ト （ Ｎ
１ ） ） こ と に よ り 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の 検 出 が 容 易 と な る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ま た 、 特 例 と し て 、 最 後 の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ が デ ー タ リ ー ド ア ウ ト Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ
の 属 性 と し て 設 定 さ れ た 場 合 （ す な わ ち 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 領 域 内 の デ ー タ フ レ ー
ム の デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ を “ １ ０ ｂ ” ： デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 に 設 定
し た 場 合 ） に は 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の 設 定 は 行 わ な い 。 こ の 場 合 は 、 ボ ー ダ ー ア
ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ よ り 外 側 が 使 用 禁 止 と さ れ る 。 し た が っ て 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ
Ｏ の 属 性 を 持 っ た タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ が 記 録 さ れ る と 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ
が デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の 一 部 と 見 な さ れ る た め 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ へ の
記 録 が 不 可 能 と な り 、 図 ８ ６ の （ ｃ ） の よ う に 使 用 禁 止 領 域 ９ １ １ と し て 残 る 場 合 が あ る
。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の サ イ ズ を 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 の 位 置 に よ
り 変 え る こ と に よ り 、 フ ァ イ ナ ラ イ ズ 時 間 の 短 縮 化 と 処 理 の 効 率 化 を 図 っ て い る （ 図 １ ３
２ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ α ） ） 。 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ は 記 録 デ ー タ の 最 後 位 置 を 示 す だ
け で な く 、 Ｄ Ｐ Ｄ 方 式 で ト ラ ッ ク ず れ 検 出 を 行 う 再 生 専 用 装 置 に 使 用 し た 場 合 で も 、 ト ラ
ッ ク ず れ に よ る オ ー バ ー ラ ン を 防 止 す る た め に も 利 用 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 タ ー ミ ネ
ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 で の 半 径 方 向 の 幅 （ タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ
で 埋 め ら れ た 部 分 の 幅 ） と し て は 、 再 生 専 用 装 置 の 検 出 特 性 の 関 係 か ら 最 低 で も ０ .０ ５
ｍ ｍ 以 上 の 長 さ が 必 要 と な る 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 で の １ 周 の 長 さ は 半 径 位 置 に よ り 異
な る た め 、 １ 周 内 に 含 ま れ る 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 が 半 径 位 置 で 異 な る 。 そ の た め 、
図 １ １ ７ に 示 す よ う に 、 半 径 位 置 す な わ ち 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ 内 で 最 初 に 位 置 す
る 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 に よ り タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の サ イ ズ が 異 な り 、 外 周
側 に 行 く に 従 っ て タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の サ イ ズ が 大 き く な っ て い る （ 図 １ ３ ２ の ポ
イ ン ト （ Ｌ １ β ） ） 。 図 １ １ ７ の 値 は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 を 単 位 と し て 表 示 し て い
る 。 許 容 さ れ る タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の 物 理 セ ク タ 番 号 の 最 小 値 は “ ０ ４ Ｆ Ｅ ０ ０ ｈ
” よ り 大 き い 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 前 述 し た よ う に 、 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １
は ４ ０ ８ ０ 個 以 上 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 の 半 径 方
向 で 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ が １ .０ ｍ ｍ 以 上 の 幅 を 持 っ て い る 必 要 が あ る た
め の 制 約 条 件 か ら 来 る 。 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 境 界 位 置
か ら 開 始 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 図 ８ ６ の （ ｄ ） で は 前 述 し た の と 同 じ 理 由 か ら 各 情 報 が 記 録 さ れ る 場 所 が １ 物 理 セ グ メ
ン ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ 毎 に 設 定 さ れ 、 各 １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 内 に ３ ２ 個 の 物 理 セ
ク タ 内 に 分 散 記 録 さ れ た 合 計 ６ ４ Ｋ Ｂ の ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の 情 報 に 対
し て 図 ８ ６ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 相 対 的 な 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 番 号 が 設 定 さ れ て お り
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、 相 対 的 な 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 番 号 の 若 い 順 に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 各 情 報 が 順 次 、
記 録 さ れ る 形 に な っ て い る 。 図 ８ ６ に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 図 ２ １ の （ ｄ ） の 記 録 位 置 管
理 ゾ ー ン へ の 記 録 内 容 の コ ピ ー 情 報 記 録 領 域 Ｃ _Ｒ Ｍ Ｚ 内 に 同 一 内 容 で あ る Ｒ Ｍ Ｄ の コ ピ
ー 情 報 Ｃ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ０ ～ Ｃ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ４ が ５ 回 多 重 書 き さ れ て い る （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ
６ ） ） 。 こ の よ う に 多 重 書 き す る こ と に よ り 、 再 生 時 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ 、 追 記 形 情 報 記
憶 媒 体 上 に ゴ ミ や 傷 が 付 い て も 安 定 し て 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン へ の 記 録 内 容 の コ ピ ー 情 報 Ｃ
Ｒ Ｍ Ｄ を 再 生 で き る 。 図 ８ ６ の （ ｄ ） に お け る ボ ー ダ ー 終 了 目 印 Ｓ Ｔ Ｂ は 、 図 ２ １ の （ ｄ
） の ボ ー ダ ー 終 了 用 目 印 Ｓ Ｔ Ｂ と 対 応 し て い る が 、 図 ８ ６ の （ ｄ ） の 実 施 形 態 で は 図 ２ １
の （ ｄ ） の 実 施 形 態 に 示 す よ う な “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 ” Ｎ Ｂ Ｍ を 持 た な い 。 リ ザ ー
ブ 領 域 ９ ０ １ 、 ９ ０ ２ 内 で の メ イ ン デ ー タ （ 図 ３ ２ 参 照 ） の 情 報 は 全 て “ ０ ０ ｈ ” に 設 定
す る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 図 ８ ６ の （ ｄ ） で は 、 ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ の 最 初 に は ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物 理 フ ォ ー
マ ッ ト 情 報 Ｕ _Ｐ Ｆ Ｉ と し て 、 全 く 同 じ 情 報 が 相 対 的 な 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 番 号 と し
て Ｎ ＋ １ か ら Ｎ ＋ ６ ま で ６ 回 多 重 書 き さ れ （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ７ ） ） 、 図 ２ １ の （
ｄ ） に 示 し た よ う な ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｕ _Ｐ Ｆ Ｉ を 構 成 し て い る
。 こ の よ う に ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｕ _Ｐ Ｆ Ｉ を 多 重 書 き す る こ と に
よ り 、 情 報 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ て い る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 図 ８ ６ の （ ｄ ） で は ボ ー ダ ー ゾ ー ン 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ
Ｄ Ｉ 内 に 持 た せ た 所 （ 図 １ ２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ １ ） ） に 特 徴 が あ る 。 図 １ ７ に 示 す よ う に
、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の サ イ ズ が 比 較 的 小 さ
く 、 新 た な ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 設 定 を 頻 繁 に 繰 り 返 す と 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ
Ｚ 内 に 記 録 さ れ る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 飽 和 し 、 途 中 で 新 た な ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ
Ｄ Ａ の 設 定 が 不 可 能 に な っ て し ま う 。 図 ８ ６ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ
Ｉ 内 に そ の 後 に 続 く ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ３ 内 に 関 す る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を
記 録 す る 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 設 け た こ と に よ り 、 新 た な ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ
の 設 定 を 多 数 回 行 え る と 共 に ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 で の 追 記 回 数 を 大 幅 に 増 や せ る と
言 う 効 果 が 生 ま れ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ボ ー ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ が 含 ま れ る ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ
Ｉ に 続 く ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ３ が ク ロ ー ズ さ れ る 、 あ る い は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ が フ
ァ イ ナ ラ イ ズ さ れ る 場 合 に は 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 未 記 録 状 態 に あ る 予 約 領 域
２ ７ ３ （ 図 ８ ５ の （ ｂ ） ） 内 全 て に 対 し て 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 繰 り 返 し 記
録 し て 、 予 約 領 域 を 全 て 埋 め る （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ２ ） ） 必 要 が あ る 。 こ れ に よ り
、 未 記 録 状 態 の 予 約 領 域 ２ ７ ３ を 無 く し 、 再 生 専 用 装 置 で の 再 生 時 の （ Ｄ Ｐ Ｄ 法 に よ る ）
ト ラ ッ ク 外 れ を 防 止 す る と 共 に 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 多 重 記 録 に よ り 記 録 位 置 管
理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 再 生 信 頼 性 を 向 上 さ せ る 事 が で き る 。 ま た 、 リ ザ ー ブ 領 域 ９ ０ ３ の 全 て
の デ ー タ （ 特 に 図 ３ ２ に 示 す メ イ ン デ ー タ の 値 ） を “ ０ ０ ｈ ” に 設 定 し て い る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る ボ ー ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ の サ イ ズ を 図 １ １ ６ に 示 す 。 図 １ １ ６ の 値
は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 を 単 位 と し て 表 示 し て い る 。 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ サ イ ズ
は 外 周 に 行 く に 従 っ て 大 き く な り （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ３ ） ） 、 そ の 値 は 図 １ １ ７ に
示 す よ う に タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の サ イ ズ に 一 致 し て い る 。 ボ ー ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ
の サ イ ズ は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 半 径 方 向 で の 位 置 に よ り 変 化 す る 。 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ
Ｄ Ｏ サ イ ズ の 根 拠 は 前 述 し た タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ サ イ ズ の 根 拠 と 一 致 し 、 ボ ー ダ ー
ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ の 半 径 方 向 の 幅 は ０ .０ ５ ｍ ｍ 以 上 取 る 必 要 が あ る 。 ま た ボ ー ダ ー ア ウ ト
Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 境 界 位 置 か ら 開 始 す る 必 要 が あ る 。 ま た ボ ー ダ ー ア
ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 最 小 物 理 セ ク タ 番 号 は “ ０ ４ Ｆ Ｅ ０ ０ ｈ ” を 越 え る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ７ １ 】
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　 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ は Ｄ Ｐ Ｄ を 前 提 と し た 再 生 専 用 装 置 で の ト ラ ッ ク 外 れ に よ る オ
ー バ ー ラ ン 防 止 の 役 割 が あ る が 、 ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 は ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物 理 フ ォ
ー マ ッ ト 情 報 Ｕ _Ｐ Ｆ Ｉ と ボ ー ダ ー ゾ ー ン 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 情 報 を 持 つ 以
外 は 特 に 大 き な サ イ ズ を 持 つ 必 要 が 無 い 。 し た が っ て 、 新 た な ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 設
定 時 の （ ボ ー ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ 記 録 に 必 要 な ） 時 間 短 縮 の 意 味 か ら な る べ く サ イ ズ を 小
さ く し た い 。 図 ８ ６ の （ ａ ） に 対 し て ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ に よ る ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 形
成 前 の 時 に は ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ は 充 分 広 く 、 追 記 回 数 も 多 く 行 わ れ る 可
能 性 が 高 い の で ボ ー ダ ー ゾ ー ン 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に は 多 数 回 記 録 位 置 管 理 デ
ー タ が 記 録 で き る よ う に 、 図 ８ ６ （ ｄ ） の “ Ｍ ” の 値 を 大 き く 取 っ て お く 必 要 が あ る 。 そ
れ に 比 べ て 、 図 ８ ６ （ ｂ ） に 対 し て ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ２ を ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ す る
前 で ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ を 記 録 す る 前 の 状 態 で は ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５
が 狭 ま っ て い る の で ボ ー ダ ー ゾ ー ン 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 に 追 記 さ れ る 記 録 位
置 管 理 デ ー タ の 追 記 回 数 も そ れ 程 多 く は な ら な い と 考 え ら れ る 。 し た が っ て 、 ボ ー ダ ー 内
領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ ２ の 直 前 に あ る ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 設
定 サ イ ズ “ Ｍ ” は 相 対 的 に 小 さ く 取 れ る 。 す な わ ち 、 ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ が 配 置 さ れ る
場 所 が 内 周 側 の 方 が 記 録 位 置 管 理 デ ー タ の 追 記 予 想 回 数 が 多 く 、 外 周 に 行 く に 従 っ て 記 録
位 置 管 理 デ ー タ の 追 記 予 想 回 数 が 少 な く な る の で 、 ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ サ イ ズ が 外 周 側
で 小 さ く す る （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ４ ） ） と 言 う 特 徴 を 持 た せ て い る 。 そ の 結 果 、 新
ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 設 定 時 間 の 短 縮 化 と 処 理 効 率 化 が 図 れ る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る フ ァ イ ナ ラ イ ズ 処 理 後 の 各 種 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 設 定 方 法 を 図
１ １ ９ 、 図 １ ２ ０ に 示 す 。 既 に 図 １ ８ に 示 し た 元 の デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の
範 囲 を 図 １ １ ９ の （ ａ ） に 示 す 。 各 ゾ ー ン 内 で の 先 頭 位 置 で の 物 理 セ ク タ 番 号 と 物 理 セ グ
メ ン ト 番 号 は 第 ３ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ ３ で は ヘ キ サ ゴ ナ ル （ １ ６ 進 法 ） 表 示 で ７
３ ５ ４ ４ ０ ｈ 、 ３ ９ Ａ Ａ ２ ｈ 、 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ で は ７ ３ ９ ０ ４ ０ ｈ 、 ３ ９
Ｃ ８ ２ ｈ 、 デ ィ ス ク テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｋ Ｔ Ｚ で は ７ ３ Ｃ Ａ ４ ０ ｈ 、 ３ ９ Ｅ ５ ２ ｈ 、 第 ４ ガ ー
ド ト ラ ッ ク Ｇ Ｔ Ｚ ４ で は ７ ３ Ｃ Ｃ ４ ０ ｈ 、 ３ ９ Ｅ ６ ２ ｈ に 予 め 設 定 す る 。 図 １ ８ の （ ｆ ）
の 説 明 時 に 本 実 施 形 態 で は 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ は フ ァ イ ナ ラ イ ズ 処 理 後
に は デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に 設 定 す る こ と を 説 明 し た 。 他 の 実 施 形 態 と し て
図 １ １ ９ の （ ｂ ） に 示 す 方 法 で は 、 第 ３ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン の サ イ ズ 分 だ け 拡 張 ド ラ イ
ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 設 定 を 行 い （ 図 １ ３ ５ の ポ イ ン ト （ Ｎ ２ ） ） 、 第 ３ ガ ー ド ト
ラ ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ ３ を 平 行 移 動 さ せ て い る 。 す な わ ち 、 元 の デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ
Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の 第 ３ ガ ー ド ト ラ ッ ク ゾ ー ン Ｇ Ｔ Ｚ ３ の 開 始 位 置 （ 物 理 セ ク タ 番 号 ま た は 物 理 セ
グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 番 号 ） と 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 開 始 位 置 を 一 致 さ せ る
。 こ れ に よ り 、 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 設 定 処 理 の 簡 素 化 が 図 れ る と 言 う 効
果 が あ る 。 図 ８ ６ の （ ｃ ） に 示 し た タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ 内 で の デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の 領 域
タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ （ 図 １ １ ８ の （ ｄ ） ） を “ １ ０ ｂ ” に 設 定 す る こ と に よ り 、 タ ー ミ ネ ー
タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ 以 降 を 新 た な デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に 設 定 す る 方 法 （ 図 １
３ ５ の ポ イ ン ト （ Ｎ １ ） ） を 図 １ ２ ０ の （ ｄ ） に 示 し た 。 こ の 方 法 を 用 い た 具 体 的 な フ ァ
イ ナ ラ イ ズ 処 理 方 法 に つ い て は 後 程 、 図 ９ ６ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 に は 、 タ ー ミ ネ
ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ 直 前 に あ る ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 内 で の 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ （ 図 １
１ ８ の （ ｄ ） ） は “ ０ ０ ｂ ” に 設 定 さ れ 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ に
含 ま れ て い る 。 本 実 施 形 態 の 他 の 方 法 と し て 、 図 １ ２ ０ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ボ ー ダ ー ア
ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 内 に 於 い て デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ （ 図 １ １ ８ の （ ｄ ） ） を “
１ ０ ｂ ” に 設 定 し て 新 た な デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 に 設 定 す る （ 図 １ ３ ５
の ポ イ ン ト （ Ｎ ３ ） ） 事 も 出 来 る 。 こ の 方 法 を 用 い る と デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 の 検 索 処
理 が 容 易 に な る と 共 に 、 タ ー ミ ネ ー タ ー 領 域 Ｔ Ｒ Ｍ の 設 定 が 不 要 と な る こ と に よ り 、 フ ァ
イ ナ ラ イ ズ 時 間 の 短 縮 化 が 図 れ る 。 こ の 方 法 を 用 い た 具 体 的 な フ ァ イ ナ ラ イ ズ 処 理 法 法 に
つ い て は 後 程 、 図 １ ０ ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
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　 図 ２ １ の （ ｃ ） に 示 す ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 に 記 録 す る 情 報 の 論 理 的 な 記 録 単 位 を
Ｒ ゾ ー ン （ R Zone） と 呼 ぶ 。 し た が っ て 、 １ 個 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ 内 に は 少 な く と
も １ 個 以 上 の Ｒ ゾ ー ン か ら 構 成 さ れ て い る 。 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｏ Ｍ で は フ ァ イ ル シ ス テ ム
に Ｕ Ｄ Ｆ （ Universal Disc Format） に 準 拠 し た フ ァ イ ル 管 理 情 報 と 、 Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ に
準 拠 し た フ ァ イ ル 管 理 情 報 と の 両 方 が 同 時 に １ 枚 の 情 報 記 憶 媒 体 内 に 記 録 さ れ る “ Ｕ Ｄ Ｆ
ブ リ ッ ジ ” と い う フ ァ イ ル シ ス テ ム を 採 用 し て い る 。 Ｉ Ｓ Ｏ ９ ６ ６ ０ に 準 拠 し た フ ァ イ ル
管 理 方 法 で は 、 １ 個 の フ ァ イ ル が 情 報 記 憶 媒 体 内 に 必 ず 連 続 し て 記 録 さ れ な け れ ば な ら な
い 決 ま り が あ る 。 す な わ ち 、 １ 個 の フ ァ イ ル 内 の 情 報 が 情 報 記 憶 媒 体 上 に 離 散 的 な 位 置 に
分 割 配 置 す る 事 を 禁 止 し て い る 。 し た が っ て 、 例 え ば 上 記 Ｕ Ｄ Ｆ ブ リ ッ ジ に 準 拠 し て 情 報
が 記 録 さ れ た 場 合 、 １ 個 の フ ァ イ ル を 構 成 す る 全 情 報 が 連 続 的 に 記 録 さ れ る の で 、 １ 個 の
フ ァ イ ル が 連 続 し て 記 録 さ れ る 領 域 が １ 個 の Ｒ ゾ ー ン を 構 成 す る よ う に 適 応 さ せ る 事 も で
き る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 今 ま で の 説 明 で は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 情 報 の デ ー タ 構 造 を 中 心 に 説 明 し
て き た が 、 以 下 に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 、 拡 張 可 能 な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ や Ｒ
ゾ ー ン 、 ボ ー ダ ー ゾ ー ン 、 各 種 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 な ど に 関 す る 基 本 的 概 念 や 基 本 的 考
え 方 に つ い て の 説 明 と 、 そ れ ら を 用 い た ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 、 フ ァ イ ナ ラ イ ズ な ど の 具 体 的
な 各 種 処 理 方 法 に つ い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 図 ８ ７ に 本 実 施 形 態 と 現 状 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ と の 比 較 を 示 す （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト 〔 Ｌ 〕 ）
。 本 実 施 形 態 は ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ の 時 間 を 短 く し た い の で 、 最 小 記 録 容 量 （ ボ ー ダ ー ク ロ
ー ズ 時 ） の 記 録 幅 を 現 状 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ に 比 べ て 短 く （ １ ． ６ ５ ｍ ｍ か ら １ ． ０ ｍ ｍ ） し て
い る 。 こ れ に よ り 、 無 駄 な 記 録 情 報 を 少 な く し て 、 フ ァ イ ナ ラ イ ズ 時 間 を 短 縮 し た 。 本 実
施 形 態 は 記 録 容 量 が 現 状 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ に 比 べ て 大 幅 に 増 え て い る （ ４ ． ７ Ｇ Ｂ か ら １ ５ Ｇ
Ｂ ） の で 、 Ｒ ゾ ー ン の 最 大 数 を ほ ぼ ２ 倍 （ ２ ３ ０ ２ か ら ４ ６ ０ ６ ） と し て い る 。 記 録 単 位
は 現 状 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ で は １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク で あ る が 、 本 実 施 形 態 で は １ 物 理 セ グ メ ン ト （
図 ６ ９ 参 照 ） で あ る 。 図 ６ ９ の （ ｂ ） は デ ィ ス ク 上 の 物 理 的 な 長 さ で あ り 、 同 図 の （ ａ ）
は 記 録 す る デ ー タ の 長 さ で あ る 。 １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク は １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 前 後 に
Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 、 プ リ シ ン ク 領 域 、 ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 、 エ キ ス ト ラ 領 域 、 バ ッ フ ァ 領 域 の 余
分 な 領 域 を つ け て 一 つ の デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ と す る 。 こ の デ ー タ セ グ メ ン ト の 組 合 せ
で デ ー タ 記 録 の 単 位 で あ る 物 理 セ グ メ ン ト が 作 ら れ る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 図 ６ １ に 示 す よ う に 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 前 後 に 余 分 な 領 域 （ ガ ー ド 領 域 ） を つ け て い
る の で 、 追 記 の 時 に Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 最 後 か ら 連 続 し て 記 録 で き な い 。 こ れ は 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク の 最 後 か ら 追 記 し よ う と し て も 、 デ ィ ス ク の 回 転 む ら 等 で 記 録 位 置 が 多 少 ず れ る こ
と が あ る か ら で あ る 。 記 録 位 置 が 前 に ず れ る 分 に は 、 上 書 き に よ り 既 記 録 デ ー タ の 最 後 部
分 が 消 え て し ま う が 、 消 え た デ ー タ は エ ラ ー 訂 正 に よ り 復 元 で き る の で 、 問 題 は あ ま り な
い が 、 後 ろ に ず れ る と 、 デ ィ ス ク 上 に 未 記 録 部 分 が 生 じ る の で 、 プ レ ー ヤ で は 再 生 で き な
く な り 、 大 問 題 に な る 。 そ の た め 、 現 状 で は 追 記 す る 際 は 、 記 録 位 置 を 多 少 前 に ず ら し て
既 記 録 デ ー タ の 最 後 部 分 に 上 書 き し 、 最 後 の デ ー タ を 壊 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク の 前 後 に ガ ー ド 領 域 を 持 っ て い る の で 、 ガ ー ド 領 域 内 で 重 ね 書 き し 、 ユ ー ザ デ
ー タ は 安 定 し て 壊 す こ と な く 追 記 で き る 。 こ の た め 、 本 願 の デ ー タ 構 造 は 記 録 デ ー タ の 信
頼 性 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 図 ８ ８ は 本 実 施 形 態 に お け る 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 の 説 明 を す る た め の 図 で あ る 。 物 理
フ ォ ー マ ッ ト 情 報 （ physical format information） に は デ ィ ス ク の 管 理 情 報 が 保 存 さ れ
て い る 。 こ の 情 報 は 、 Ｒ Ｏ Ｍ プ レ ー ヤ で も 読 み 取 り 可 能 で あ る 。 記 録 位 置 に よ り ３ 種 類 の
物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 が 存 在 す る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 （ １ ） 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ （ シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 の 制 御 デ ー タ ゾ ー ン 内 ）
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： Ｈ Ｄ 　 Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー の 共 通 情 報 ／ デ ー タ エ リ ア の 最 終 ア ド レ ス ／ ス ト ラ テ ジ 情 報 等
が 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 （ ２ ） Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ － Ｐ Ｆ Ｉ （ デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 内 ） ： Ｈ Ｄ 　 Ｄ Ｖ Ｄ
フ ァ ミ リ ー の 共 通 情 報 の コ ピ ー ／ 第 １ ボ ー ダ ー の 最 外 周 ア ド レ ス が 記 録 さ れ て い る 。 最 初
の ボ ー ダ ー 内 領 域 は ボ ー ダ ー イ ン を デ ー タ リ ー ド イ ン と 兼 用 （ 本 来 ボ ー ダ ー イ ン に 記 録 さ
れ る べ き 情 報 が デ ー タ リ ー ド イ ン に 記 録 ） さ れ て い る 。 そ の た め 、 最 初 の ボ ー ダ ー に つ い
て の ボ ー ダ ー イ ン は 存 在 し な い 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 （ ３ ） ア ッ プ デ ー ト 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｕ － Ｐ Ｆ Ｉ （ ボ ー ダ ー イ ン 領 域 内 ） ： Ｈ Ｄ 　
Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー の 共 通 情 報 の コ ピ ー ／ 自 己 ボ ー ダ ー の 最 外 周 ア ド レ ス が 記 録 さ れ て い る
。
【 ０ １ ８ １ 】
　 図 ８ ９ は 本 実 施 形 態 に お け る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ （ recording management data
） の 基 本 概 念 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 こ こ に は 、 追 記 形 デ ィ ス ク の 記 録 状 態 を 管 理 す
る た め の デ ー タ が 保 存 さ れ て い る 。 １ つ の Ｒ Ｍ Ｄ は １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク か ら な り 、
２ ２ 個 の フ ィ ー ル ド が 定 義 さ れ て い る 。 フ ィ ー ル ド ０ は デ ィ ス ク の 状 態 、 更 新 さ れ た デ ー
タ エ リ ア ア ロ ケ ー シ ョ ン を 、 フ ィ ー ル ド １ は 使 用 し た テ ス ト ゾ ー ン 、 記 録 波 形 情 報 を 、 フ
ィ ー ル ド ３ は ボ ー ダ ー エ リ ア の 開 始 位 置 、 拡 張 Ｒ Ｍ Ｚ の 位 置 を 、 フ ィ ー ル ド ４ は 使 用 中 の
Ｒ ゾ ー ン 番 号 、 Ｒ ゾ ー ン の 開 始 位 置 と Ｌ Ｒ Ａ （ 最 後 の 記 録 位 置 ： last recorded address
） を 、 フ ィ ー ル ド ５ ～ フ ィ ー ル ド ２ １ は Ｒ ゾ ー ン の 開 始 位 置 と Ｌ Ｒ Ａ を 格 納 す る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ の 更 新 タ イ ミ ン グ は 下 記 の よ う に 定 義 さ れ て い る （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ７ ）
） 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 デ ィ ス ク が 初 期 化 さ れ た 時
　 Ｒ ゾ ー ン の 予 約 、 ク ロ ー ズ 等 の 動 作 が 行 わ れ た 時
　 ボ ー ダ ー が ク ロ ー ズ さ れ 、 Ｒ Ｍ Ｚ が 拡 張 さ れ た 時
　 一 定 量 の ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ 、 記 録 が 中 断 し た 時
　 図 ９ ０ は 本 実 施 形 態 の 情 報 再 生 装 置 も し く は 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る 情 報 記 憶 媒 体 装
着 直 後 の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト 〔 Ｌ 〕 ） 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 デ ィ ス ク が 装 置 に 装 着 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ で バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ
が 再 生 さ れ る 。 本 実 施 形 態 は Ｈ Ｄ 　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ デ ィ ス ク を サ ポ ー ト し 、 デ ィ ス ク の 媒 体 極
性 は “ Ｌ － Ｈ ” と “ Ｈ － Ｌ ” の 両 方 を サ ポ ー ト す る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ４ で シ ス テ ム リ ー ド
イ ン 領 域 を 再 生 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ６ で Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ を 再 生
す る 。 ブ ラ ン ク で は な い デ ィ ス ク は Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ に 記 録 位 置 管
理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 記 録 さ れ て い る 。 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 の 有 無 に 応 じ て 、 ス
テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ８ で ブ ラ ン ク デ ィ ス ク か 否 か を 判 断 す る 。 ブ ラ ン ク デ ィ ス ク の 場 合 は 本 処 理
は 終 了 す る 。 ブ ラ ン ク デ ィ ス ク で な い 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ０ で 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー
タ Ｒ Ｍ Ｄ を 検 索 し 、 現 在 使 用 し て い る 追 記 可 能 な Ｒ ゾ ー ン の 番 号 、 Ｒ ゾ ー ン の 開 始 物 理 セ
グ メ ン ト 番 号 、 最 後 の 記 録 位 置 Ｌ Ｒ Ａ を 求 め る 。 な お 、 追 記 可 能 な Ｒ ゾ ー ン ３ つ ま で 設 定
可 能 で あ る 。 ブ ラ ン ク で は な い デ ィ ス ク を 排 出 す る 時 は 、 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 、 あ る い は フ
ァ イ ナ ラ イ ズ を 実 行 す る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 図 ９ １ は 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 へ の 情 報 の 追 記 方
法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ホ ス ト か ら 記 録 指 示 （ write(10)） が 与 え ら
れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ２ で 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 記 録 す る 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ の 残 量 が 十 分 で あ る か 否 か を 判 断 す る 。 残 量 が 十 分 で な い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ４
で ホ ス ト へ “ Ｒ Ｍ Ｚ の 残 量 小 ” を 報 告 す る 。 こ の 場 合 は 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 拡
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張 が 想 定 さ れ る （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ８ ） ） 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 残 量 が 十 分 で あ る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ６ で Ｏ Ｐ Ｃ （ ど こ ま で 試 し 書 き し た か を 記 録
す る 処 理 ） が 必 要 で あ る か 否 か を 判 断 す る 。 必 要 で あ る 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ３ ８ で Ｏ Ｐ
Ｃ を 実 行 し 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ０ で 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 更 新 が 必 要 か 否 か 判 断 す る
。 更 新 が 必 要 な 場 合 と は 、 Ｒ ゾ ー ン 予 約 直 後 の 記 録 指 示 の 場 合 と 、 最 新 Ｒ Ｍ Ｄ 中 の 最 終 記
録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ と 実 際 の 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ と の 差 が １ ６ Ｍ Ｂ 以 上 で あ る 場 合 で あ る 。 ス テ
ッ プ Ｓ Ｔ ４ ２ で 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 更 新 が 行 わ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ４ で デ ー タ が
記 録 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ４ ６ で ホ ス ト に 記 録 終 了 が 報 告 さ れ 、 動 作 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 図 ９ ２ は 本 実 施 形 態 に お け る 拡 張 可 能 な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 設 定 方 法 の 概 念 を
説 明 す る た め の 図 で あ る 。 当 初 は デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 保
存 す る た め の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ が 設 定 さ れ て い る 。 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を
使 い 切 る と 、 デ ー タ 領 域 が 空 い て い て も 、 デ ィ ス ク へ の デ ー タ の 記 録 が 不 可 能 と な る の で
、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 残 量 が 少 な く な る と 、 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ
Ｚ を 設 定 す る （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト 〔 Ｃ 〕 ） 。 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ は ユ
ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ る ボ ー ダ ー 内 領 域 に 設 定 し て も よ い し 、 ボ ー ダ ー ゾ ー ン （ 隣 接 す る
ボ ー ダ ー ア ウ ト と ボ ー ダ ー イ ン か ら な る ） に 設 定 し て も よ い 。 す な わ ち 、 ボ ー ダ ー 内 領 域
内 の 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ と ボ ー ダ ー イ ン 内 の 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ
Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ と は デ ィ ス ク 内 で 混 在 可 能 で あ る 。 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ が 設
定 さ れ る と 、 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク と し て Ｒ Ｍ Ｄ
デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ に コ ピ ー さ れ る 。 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ
Ｚ は 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ の 位 置 を 管 理 す る た め に 使 用 さ れ る （ 図 １ ３ ２
の ポ イ ン ト （ Ｌ ６ α ） ） 。 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ は １ ２ ８ 物 理 セ グ メ ン
ト ブ ロ ッ ク か ら な る の で 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ は デ ィ ス ク 内 で １ ２ ７ 回 拡 張 可 能 で
あ り 、 デ ィ ス ク 内 の ボ ー ダ ー ゾ ー ン の 数 は 最 大 １ ２ ８ 個 で あ る （ 図 １ ３ ３ の ポ イ ン ト （ Ｌ
９ ） 、 （ Ｌ ９ α ） ） 。 ボ ー ダ ー 内 領 域 の １ ２ ７ 個 の 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ
を 使 っ て 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ は １ ６ ３ ４ ８ 回 ま で 拡 張 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 図 ９ ３ は 図 ９ ２ を 詳 細 に 示 す 図 で あ る 。 す な わ ち 、 ボ ー ダ ー 内 領 域 の 拡 張 記 録 位 置 管 理
ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ は 隣 接 す る Ｒ ゾ ー ン の 間 に 設 定 さ れ る 。 ボ ー ダ ー ゾ ー ン に 拡 張 さ れ る
場 合 は 、 通 常 は ボ ー ダ ー イ ン の 末 尾 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 図 ９ ４ は 本 実 施 形 態 に お け る ボ ー ダ ー ゾ ー ン に つ い て の 説 明 図 で あ る 。 Ｄ Ｐ Ｄ 方 式 で ト
ラ ッ ク を 検 出 す る Ｒ Ｏ Ｍ プ レ ー ヤ で の 再 生 を 可 能 に す る た め に ボ ー ダ ー ゾ ー ン が 記 録 さ れ
る 。 ボ ー ダ ー ゾ ー ン は ボ ー ダ ー イ ン と ボ ー ダ ー ア ウ ト で 構 成 さ れ て い る 。 プ レ ー ヤ は グ ル
ー ブ へ の ト ラ ッ キ ン グ が で き な い た め 、 デ ィ ス ク に 未 記 録 領 域 が あ る と 、 記 録 位 置 管 理 デ
ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 、 記 録 デ ー タ の 端 に ア ク セ ス が で き な い 。 Ｒ Ｏ Ｍ プ レ ー ヤ の ト ラ ッ ク 検 出 方 法
は Ｄ Ｐ Ｄ 方 式 な の で 、 前 提 条 件 と し て プ リ ピ ッ ト が あ る こ と が 必 要 で あ る 。 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ デ
ィ ス ク の 記 録 膜 は 記 録 マ ー ク 箇 所 で 位 相 ず れ が 生 じ る よ う に 膜 設 計 が さ れ て い て 、 あ た か
も 、 位 相 ず れ が プ リ ピ ッ ト と 見 な さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｒ Ｏ Ｍ プ レ ー ヤ が 読 め る 管 理 情 報
と 記 録 デ ー タ の 再 生 の た め の オ ー バ ー ラ ン 領 域 の 記 録 が 必 要 に な る 。 前 者 は ボ ー ダ ー イ ン
、 後 者 は ボ ー ダ ー ア ウ ト と し て 記 録 さ れ る 。 ボ ー ダ ー ゾ ー ン は ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 動 作 に よ
っ て 記 録 さ れ る 。 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 時 に は 、 （ １ ） 現 在 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ と ユ
ー ザ ー デ ー タ の 不 連 続 領 域 が パ デ ィ ン グ さ れ （ 図 １ ３ ３ の ポ イ ン ト 〔 Ｌ １ ０ 〕 ） 、 （ ２ ）
Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ － Ｐ Ｆ Ｉ が 記 録 さ れ 、 （ ３ ） ボ ー ダ ー ア ウ ト が 記 録 さ れ る 。 な
お 、 ボ ー ダ ー イ ン に は ア ッ プ デ ー ト 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｕ － Ｐ Ｆ Ｉ と 、 拡 張 Ｒ Ｍ Ｚ が 記
録 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 図 ９ ５ は 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る ２ 番 目 以 降 の ボ ー ダ ー 内 領 域 の ク ロ ー

10

20

30

40

50

(36) JP 2007-18563 A 2007.1.25



ズ 処 理 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン
に ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ て い て 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ ３ が ボ ー ダ ー イ ン に 記 録 さ
れ て い る 状 態 で 、 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ す る 場 合 を 説 明 す る 。 追 記 可 能 な Ｒ ゾ ー ン の 最 終 記 録
位 置 Ｎ Ｍ Ｗ が ボ ー ダ ー イ ン に 設 定 さ れ る ア ッ プ デ ー ト 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｕ － Ｐ Ｆ Ｉ に
記 録 さ れ る と と も に 、 ボ ー ダ ー イ ン の 残 り の 部 分 （ 現 在 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 未
記 録 部 分 ） に 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ４ が 繰 返 し 記 録 さ れ る 。 最 新 の 記 録 位 置 管
理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ４ は Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ に コ ピ ー さ れ る （ 図 １ ３ ２ の
ポ イ ン ト （ Ｌ １ ０ α ） ） 。 ユ ー ザ デ ー タ の 外 側 に ボ ー ダ ー ア ウ ト が 記 録 さ れ る 。 ボ ー ダ ー
ア ウ ト の 領 域 タ イ プ 情 報 は ０ ０ ｂ ： デ ー タ 領 域 で あ る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 図 ９ ６ は 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 に お い て ボ ー ダ ー 内 領 域 を 一 旦 ク ロ ー ズ し た 後
に 終 了 処 理 （ フ ァ イ ナ ラ イ ズ ） す る 場 合 の 処 理 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ９ ６ の （ ａ ）
に 示 す よ う に 、 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ さ れ る と 、 Ｒ ゾ ー ン が コ ン プ リ ー ト さ れ る 。 図 ９ ６ の （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域 の 末 尾 の ボ ー ダ ー ア ウ ト の 外 側 に タ ー ミ ネ ー タ を 記 録 す る
（ 図 １ ３ ５ の ポ イ ン ト （ Ｎ １ α ） ） 。 タ ー ミ ネ ー タ の 領 域 タ イ プ 情 報 は １ ０ ｂ ： デ ー タ リ
ー ド ア ウ ト 領 域 で あ る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 図 ９ ７ は 本 実 施 形 態 に お け る ボ ー ダ ー イ ン 内 に 記 録 す る 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ．
Ｒ Ｍ Ｚ の 原 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ９ ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ３ つ の Ｒ ゾ ー ン が 設 定
さ れ て い る 状 態 で ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ す る 場 合 を 説 明 す る 。 Ｒ ゾ ー ン と は 、 追 記 形 記 録 媒 体
で 物 理 的 に 連 続 な 状 態 を 維 持 す る た め に フ ァ イ ル シ ス テ ム と は 別 に ユ ー ザ デ ー タ の 記 録 位
置 を ド ラ イ ブ が 管 理 す る た め に 使 わ れ る 。 デ ー タ 記 録 可 能 領 域 で ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る
た め に 予 約 さ れ て い る 部 分 が Ｒ ゾ ー ン と 呼 ば れ る 。 Ｒ ゾ ー ン は 記 録 状 態 に 応 じ て ２ つ の タ
イ プ に 分 類 さ れ る 。 オ ー プ ン （ 開 放 型 ） Ｒ ゾ ー ン は 付 加 的 な デ ー タ が 追 加 可 能 で あ る 。 コ
ン プ リ ー ト （ 完 結 型 ） Ｒ ゾ ー ン は こ れ 以 上 付 加 的 な デ ー タ が 追 加 不 可 能 で あ る 。 オ ー プ ン
Ｒ ゾ ー ン は ２ つ ま で 設 定 可 能 で あ る 。 デ ー タ 記 録 可 能 領 域 で ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る た め
に 予 約 さ れ て い る 部 分 は イ ン ビ ジ ブ ル （ 未 指 定 状 態 ） Ｒ ゾ ー ン と 呼 ば れ る 。 後 続 す る Ｒ ゾ
ー ン は イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン 内 で 予 約 さ れ る 。 こ れ 以 上 デ ー タ が 追 加 さ れ な い 場 合 は 、 イ
ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン は 存 在 し な い 。 す な わ ち 、 一 度 に ３ つ ま で の Ｒ ゾ ー ン が 設 定 可 能 で あ
り 、 オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン は ゾ ー ン の 開 始 ア ド レ ス 、 最 終 ア ド レ ス が と も に 設 定 さ れ て い る が
、 イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン は 開 始 ア ド レ ス は 設 定 さ れ て い る が 、 最 終 ア ド レ ス は 設 定 さ れ て
い な い 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ す る 際 に は 、 図 ９ ７ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 、 第 ２ Ｒ ゾ ー ン （ オ
ー プ ン Ｒ ゾ ー ン ） （ 内 周 側 か ら 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ ゾ ー ン と 呼 ば れ る ） の 未 記 録 部 分 が “ ０
０ ｈ ” で 埋 め ら れ 、 第 ３ Ｒ ゾ ー ン （ イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン ） の 記 録 デ ー タ の 外 側 に ボ
ー ダ ー ア ウ ト が 記 録 さ れ る （ 図 １ ３ ３ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ０ β ） ） 。 ボ ー ダ ー ア ウ ト の 外 側
に ボ ー ダ ー イ ン が 記 録 さ れ 、 そ の 中 に 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ が 記 録 さ れ る
。 図 ８ ７ に 示 す よ う に 、 記 録 管 理 位 置 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ は ボ ー ダ ー イ ン の 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ を 使 用 し て ３ ９ ２ 回 以 上 （ １ ６ ３ ８ ４ 回 ） 更 新 可 能 で あ る （ 図 １ ３ ２ の
ポ イ ン ト （ Ｌ ４ β ） ） 。 し か し 、 ボ ー ダ ー イ ン の 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ を
使 用 す る 前 に 、 ボ ー ダ ー は ク ロ ー ズ し な け れ ば な ら ず 、 時 間 が か か る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 図 ９ ８ は 本 実 施 形 態 に お け る Ｒ ゾ ー ン に つ い て の 説 明 図 で あ る 。 追 記 形 媒 体 の 再 生 の た
め に は 物 理 連 続 な 状 態 を 維 持 す る た め に フ ァ イ ル シ ス テ ム と は 別 に ユ ー ザ デ ー タ の 記 録 位
置 を ド ラ イ ブ が 管 理 し て い る 。 ド ラ イ ブ は 記 録 の 位 置 を Ｒ ゾ ー ン 単 位 で 管 理 し て お り 、 デ
ィ ス ク に は 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ と し て 逐 次 下 記 の 情 報 が 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 ・ 現 在 使 用 し て い る 追 記 可 能 な Ｒ ゾ ー ン の 番 号
　 ・ Ｒ ゾ ー ン の 開 始 物 理 セ グ メ ン ト 番 号
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　 ・ 最 後 の 記 録 位 置 Ｌ Ｒ Ａ （ last recorded address）
　 追 記 可 能 な Ｒ ゾ ー ン は 常 に ３ つ ま で で あ る 。 図 ９ ８ の 例 で は 、 Ｒ ゾ ー ン ＃ ３ 、 Ｒ ゾ ー ン
＃ ４ 、 Ｒ ゾ ー ン ＃ ５ の ３ つ が 追 記 可 能 な Ｒ ゾ ー ン で あ る 。 追 記 は 追 記 可 能 な Ｒ ゾ ー ン の 最
終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ （ next writable address） か ら 行 う （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ５ α ）
） 。 追 記 が 完 了 す る と 、 最 後 の 記 録 位 置 Ｌ Ｒ Ａ ＝ 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ と な る 。 Ｒ ゾ ー ン ＃
１ 、 Ｒ ゾ ー ン ＃ ２ は 未 記 録 領 域 が 無 い の で 、 こ れ 以 上 の 付 加 的 な デ ー タ の 追 加 が 不 可 能 で
あ り 、 コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン で あ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 図 ９ ９ は Ｒ ゾ ー ン を 用 い た 複 数 箇 所 同 時 追 記 可 能 方 式 に つ い て の 本 実 施 形 態 に お け る 概
念 説 明 図 で あ る 。 図 ９ ９ の （ ａ ） は 基 本 的 な 記 録 方 法 で あ り 、 Ｒ ゾ ー ン は 予 約 さ れ て お ら
ず 、 デ ー タ は イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン 、 あ る い は イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の １ つ の ア ド レ
ス Ｎ Ｗ Ａ か ら 順 に 記 録 さ れ る 。 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン は 最 終 ア ド レ ス が 設 定 さ れ て い
な い と い う 点 で イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン で あ る が 、 イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン は デ ー タ が 全 く 記
録 さ れ て お ら ず 、 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ が 開 始 ア ド レ ス で あ る の に 対 し 、 イ ン コ ン プ リ ー ト
Ｒ ゾ ー ン は 途 中 ま で デ ー タ が 記 録 さ れ て お り 、 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ が 開 始 ア ド レ ス か ら ず
れ て い る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 図 ９ ９ の （ ｂ ） は 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ と 同 様 に 、 複 数 の ア ド レ ス か ら の 記 録 を サ ポ ー ト し
て い る 例 で あ る 。 ド ラ イ ブ は １ つ の イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン と ２ つ の オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン を 同
時 に 設 定 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 Ｒ ゾ ー ン の 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ は ３ つ あ る 。 例 え
ば 、 オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン に フ ァ イ ル 管 理 情 報 、 イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン に 映 像 デ ー タ を 記 録 す
る こ と が で き る 。 映 像 デ ー タ が 記 録 さ れ る と 、 イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン の 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ
Ａ は 開 始 ア ド レ ス か ら ず れ て 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン に な る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 図 １ ０ ０ は 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る Ｒ ゾ ー ン の 設 定 方 法 と 記 録 位 置 管 理
デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ と の 関 係 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ ０ ０ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域
に は オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン が 設 定 さ れ て お ら ず 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の み が 存 在 す る と
す る 。 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ １ が 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｄ に 記 録 さ れ て い る 。 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン に 映 像 デ ー タ を 記 録 し 、 次 に 、 別 の ゾ
ー ン に 管 理 情 報 を 記 録 す る 場 合 を 説 明 す る 。 先 ず 、 図 １ ０ ０ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｒ ゾ
ー ン を ク ロ ー ズ す る た め に 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン を コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン と す る 。
す な わ ち 、 ユ ー ザ デ ー タ の 最 終 ア ド レ ス を Ｒ ゾ ー ン の 最 終 ア ド レ ス と す る 。 コ ン プ リ ー ト
Ｒ ゾ ー ン の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ２ （ Ｒ Ｍ Ｄ の フ ィ ー ル ド ４ ～ ２ １ を 更 新 ） を 記 録 位
置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に 追 加 的 に 記 録 す る 。 図 １ ０ ０ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 コ ン プ リ ー ト
Ｒ ゾ ー ン の 外 側 に 所 定 の サ イ ズ の オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン を 設 定 （ 予 約 ） し 、 オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン
の 外 側 を イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン と す る 。 オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン と イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン の 記 録
位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ３ を 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に 追 加 的 に 記 録 す る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 な お 、 後 述 す る が 、 オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン の 予 約 は 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 拡 張 の 場 合
も 行 わ れ る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 図 １ ０ １ は 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 を ク ロ ー ズ し た 時 の Ｒ ゾ ー ン と 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ
Ｍ Ｄ と の 関 連 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 １ ０ １ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域 に
オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン と イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン が 設 定 さ れ て い る と す る 。 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に は 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ １ が 記 録 さ れ て い る 。 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ す る 際
は 、 図 １ ０ １ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン の 未 記 録 領 域 に “ ０ ０ ｈ ” を 埋 め
て コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン と し 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン を コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン と し 、
コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の 外 側 に ボ ー ダ ー ア ウ ト を 設 定 す る 。 コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン 、 ボ ー
ダ ー ア ウ ト の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ２ （ Ｒ Ｍ Ｄ の フ ィ ー ル ド ３ 、 ４ ～ ２ １ を 更 新 ） を
記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に 追 加 的 に 記 録 す る と と も に 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー
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ン Ｒ Ｄ Ｚ に 最 新 の Ｒ Ｍ Ｄ ２ を コ ピ ー す る 。 ボ ー ダ ー ア ウ ト の 領 域 タ イ プ は ０ ０ ｂ ： デ ー タ
領 域 で あ る 。 ボ ー ダ ー ア ウ ト の 開 始 ア ド レ ス を ア ッ プ デ ー ト 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ － Ｐ
Ｆ Ｉ に 記 録 す る 。 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ は 追 記 形 記 憶 媒 体 を プ レ ー ヤ で 再 生 可 能 と す る た め に
、 未 記 録 部 分 を 記 録 デ ー タ で 埋 め る も の で あ る 。 そ の た め 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の
未 記 録 領 域 を 最 新 の Ｒ Ｍ Ｄ ２ で 埋 め る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 図 １ ０ ２ は 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る 終 了 処 理 （ フ ァ イ ナ ラ イ ズ ） 手 順 の
説 明 図 で あ る 。 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ と フ ァ イ ナ ラ イ ズ の 違 い は ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ し て も 再 度
ボ ー ダ ー 内 領 域 を 設 定 可 能 （ 追 記 可 能 ） で あ る の に 対 し て 、 フ ァ イ ナ ラ イ ズ 後 は 決 し て 追
記 で き な い こ と で あ る 。 本 実 施 形 態 の フ ァ イ ナ ラ イ ズ 処 理 は ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 処 理 の 一 部
変 更 で 実 現 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り フ ァ イ ナ ラ イ ズ 時 間 が 短 縮 で き る 。 図 １ ０ ２ の フ ァ イ
ナ ラ イ ズ が 図 １ ０ １ の ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ と 違 う の は 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト の 領 域 タ イ プ を １ ０
ｂ ： デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 と し 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ２ の フ ィ ー ル ド ０ の デ ィ ス
ク ス テ ー タ ス を ０ ２ ｈ ： 「 デ ィ ス ク が フ ァ イ ナ ラ イ ズ さ れ る こ と を 示 す 」 と す る 点 で あ る
（ 図 １ ３ ３ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ １ ） ） 。 す な わ ち 、 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ の 場 合 は 再 度 ボ ー ダ ー
イ ン を 設 定 で き る よ う に 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト を デ ー タ 領 域 内 と し て お く の に 対 し て 、 フ ァ イ
ナ ラ イ ズ の 場 合 は デ ー タ 領 域 を ク ロ ー ズ す る た め に 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト を デ ー タ リ ー ド ア ウ
ト 領 域 と す る 。 と と も に 、 デ ィ ス ク の フ ァ イ ナ ラ イ ズ を 示 す た め に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ
Ｍ Ｄ ２ の フ ィ ー ル ド ０ の デ ィ ス ク ス テ ー タ ス を ０ ２ ｈ と す る 。 こ の よ う に デ ー タ の 未 記 録
領 域 を デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 に 変 更 す る こ と に よ り 、 フ ァ イ ナ ラ イ ズ す る た め に デ ー タ
領 域 の 未 記 録 領 域 に デ ー タ を 埋 め る 必 要 は 無 く 、 フ ァ イ ナ ラ イ ズ の 時 間 が 短 縮 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 図 １ ０ ３ は 本 実 施 形 態 に お け る Ｒ ゾ ー ン を 利 用 し た 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ
Ｚ の 設 定 に つ い て の 原 理 説 明 図 で あ る 。 図 １ ０ ３ の （ ａ ） は 図 ９ ７ の （ ａ ） と 同 じ で あ る
。 ボ ー ダ ー を ク ロ ー ズ す る こ と な く 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 拡 張 し た い 要 求 が あ る
。 そ の 場 合 、 図 １ ０ ３ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン を コ ン プ リ ー ト
Ｒ ゾ ー ン に 変 更 し 、 コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の 外 側 に ボ ー ダ ー 内 領 域 （ １ ２ ８ 物 理 セ グ メ ン
ト ブ ロ ッ ク ） を 設 定 し 、 そ の 中 に 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ を 設 定 す る （ 図 １
２ ６ の ポ イ ン ト （ Ｃ ８ ） 、 図 １ ３ ４ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ２ ） 、 （ Ｌ １ ２ α ） ） 。 ボ ー ダ ー 内
領 域 の 外 側 は イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン で あ る 。 こ の 場 合 、 オ ー プ ン Ｒ ゾ ー ン の 未 記 録 領 域 に
デ ー タ “ ０ ０ ｈ ” を 埋 め る と 、 コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン に 隣 接 し て ボ ー ダ ー ア ウ ト を 設 定 す
る 必 要 は な い 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 図 １ ０ ４ は 本 実 施 形 態 に お け る Ｒ ゾ ー ン を 利 用 し た 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ
Ｚ の 新 規 設 定 と 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ と の 関 係 説 明 図 で あ る 。 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ の 残 り 容 量 が あ る 値 以 下 に な っ た ら 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 拡 張 が 実 行 可 能 で
あ る 。 図 １ ０ ４ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ 領 域 に イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン が 設 定 さ
れ 、 ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ て い る 。 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ に は ユ ー ザ デ ー タ の 記 録
位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ １ が 記 録 さ れ て い る 。 Ｒ ゾ ー ン ク ロ ー ズ 時 は 、 図 １ ０ ４ の （ ｂ ） に
示 す よ う に 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン を コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン と す る 。 す な わ ち 、 ユ ー
ザ デ ー タ の 最 終 ア ド レ ス を Ｒ ゾ ー ン の 最 終 ア ド レ ス と す る 。 コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の 記 録
位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ２ （ Ｒ Ｍ Ｄ の フ ィ ー ル ド ４ ～ ２ １ を 更 新 ） を 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ に 追 加 的 に 記 録 す る 。 図 １ ０ ４ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の 外 側
に 所 定 の サ イ ズ （ １ ２ ８ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ） の オ ー プ ン 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ
を 予 約 （ 設 定 ） し 、 オ ー プ ン 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 外 側 を イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン と
す る 。 オ ー プ ン 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ と イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ
Ｒ Ｍ Ｄ ３ （ Ｒ Ｍ Ｄ の フ ィ ー ル ド ３ 、 ４ ～ ２ １ を 更 新 ） を 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 未 記
録 領 域 に 追 加 的 に 記 録 す る と と も に 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ に Ｒ Ｍ Ｄ ３
を コ ピ ー す る （ 図 １ ３ ４ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ２ β ） ） 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
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　 図 １ ０ ５ は 同 一 ボ ー ダ ー 内 領 域 に お い て 既 存 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ が 満 杯 に な っ
た 時 の 処 理 方 法 の 概 念 説 明 図 で あ る 。 図 １ ０ ５ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ リ ー ド イ ン
領 域 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ が ほ と ん ど 満 杯 に な る と 、 図 １ ０ ５ の （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 図 １ ０ ３ の （ ｂ ） と 同 様 に 、 イ ン コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン を コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン に 変
更 し 、 コ ン プ リ ー ト Ｒ ゾ ー ン の 外 側 に ボ ー ダ ー 内 領 域 （ １ ２ ８ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ）
を 設 定 し 、 そ の 中 に 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ を 設 定 す る 。 ボ ー ダ ー 内 領 域 の
外 側 は イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン で あ る 。 こ の 後 、 図 １ ０ ５ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 記 録 位 置
管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 未 記 録 領 域 を 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ で 埋 め 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ
リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ に 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を コ ピ ー す る （ 図 １ ３ ４ の
ポ イ ン ト （ Ｌ １ ２ γ ） ） 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 図 １ ０ ８ は 本 実 施 形 態 の 情 報 再 生 装 置 ま た は 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ
ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ を 用 い た 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 位 置 検 索 方 法 の
説 明 図 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 図 １ ０ ８ の （ ａ ） は レ コ ー ダ が 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ７ を 検 索 す る 場 合 を 示
す 。 シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 内 の 制 御 デ ー タ ゾ ー ン の デ ー タ か ら デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 の
記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ を 見 つ け 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を ト レ ー ス す る 。 こ の 中
に 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 開 始 物 理 セ ク タ 番 号 が 記 録 さ れ て い る の で 、 第 ３ ボ ー
ダ ー 内 の 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ７ を 見 つ け る
こ と が で き る （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ６ ） ） 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 図 １ ０ ８ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ は 未 記 録 領 域 へ の ア ク セ ス は 不 可 で あ
り 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 解 釈 が 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 図 ２ ２ に 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ と Ｒ 物 理 情 報 ゾ ー ン Ｒ Ｉ Ｚ 内 の デ ー タ 構 造 を 示 す 。 図
２ ２ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ 内 に は 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 （ Phys
ical Format Information） Ｐ Ｆ Ｉ と 媒 体 製 造 関 連 情 報 （ Disc Manufacturing Informatio
n） Ｄ Ｍ Ｉ が 存 在 し 、 Ｒ 物 理 情 報 ゾ ー ン Ｒ Ｉ Ｚ 内 に は 同 じ く 媒 体 製 造 関 連 情 報 （ Disc Manu
facturing Information） Ｄ Ｍ Ｉ と Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 （ R-Physical Format Informa
tion） Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ が 存 在 す る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 媒 体 製 造 関 連 情 報 Ｄ Ｍ Ｉ 内 は 媒 体 製 造 国 名 に 関 す る 情 報 ２ ５ １ と 媒 体 メ ー カ 所 属 国 情 報
２ ５ ２ が 記 録 さ れ て い る （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト 〔 Ｆ 〕 ） 。 販 売 さ れ た 情 報 記 憶 媒 体 が 特 許
侵 害 し て い る 時 に 製 造 場 所 が あ る 国 内 、 ま た は 情 報 記 憶 媒 体 を 消 費 し て い る （ 使 っ て い る
） 国 内 に 対 し て 侵 害 警 告 を 掛 け る 場 合 が 多 い 。 情 報 記 憶 媒 体 内 に 前 記 の 情 報 の 記 録 を 義 務
付 け る こ と に よ り 、 製 造 場 所 （ 国 名 ） が 判 明 し 、 特 許 侵 害 警 告 が 掛 け 易 く す る こ と に よ り
、 知 的 財 産 が 保 証 さ れ 技 術 の 進 歩 が 促 進 さ れ る 。 更 に 、 媒 体 製 造 関 連 情 報 Ｄ Ｍ Ｉ 内 は そ の
他 媒 体 製 造 関 連 情 報 ２ ５ ３ も 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ ま た は Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ 内 に は 記 録 場 所
（ 先 頭 か ら の 相 対 的 な バ イ ト 位 置 ） に よ り 記 録 さ れ る 情 報 の 種 類 が 規 定 さ れ て い る 所 に 本
実 施 形 態 の 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト 〔 Ｇ 〕 ） 。 す な わ ち 、 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報
Ｐ Ｆ Ｉ 、 ま た は Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ 内 の 記 録 場 所 と し て ０ バ イ ト 目 か ら ３
１ バ イ ト 目 ま で の ３ ２ バ イ ト の 領 域 に は Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー 内 の 共 通 情 報 ２ ６ １ が 記 録 さ れ
、 ３ ２ バ イ ト 目 か ら １ ２ ７ バ イ ト 目 ま で の ９ ６ バ イ ト が 本 実 施 形 態 の 対 象 と な っ て い る Ｈ
Ｄ _Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー 内 の 共 通 な 情 報 ２ ６ ２ が 記 録 さ れ 、 １ ２ ８ バ イ ト 目 か ら ５ １ １ バ イ
ト 目 ま で の ３ ８ ４ バ イ ト が 各 規 格 書 タ イ プ や パ ー ト バ ー ジ ョ ン に 関 す る そ れ ぞ れ 独 自 な 情
報 （ 固 有 情 報 ） ２ ６ ３ が 記 録 さ れ 、 ５ １ ２ バ イ ト 目 か ら ２ ０ ４ ７ バ イ ト 目 ま で の １ ５ ３ ６
バ イ ト が 各 リ ビ ジ ョ ン に 対 応 し た 情 報 が 記 録 さ れ る 。 こ の よ う に 情 報 内 容 に よ り 物 理 フ ォ
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ー マ ッ ト 情 報 内 の 情 報 配 置 位 置 を 共 通 化 す る こ と に よ り 、 媒 体 の 種 類 に 依 ら ず 記 録 さ れ て
い る 情 報 の 場 所 が 共 通 化 さ れ る の で 、 情 報 再 生 装 置 あ る い は 情 報 記 録 再 生 装 置 の 再 生 処 理
の 共 通 化 と 簡 素 化 が 図 れ る 。 ０ バ イ ト 目 か ら ３ １ バ イ ト 目 ま で に 記 録 さ れ て い る Ｄ Ｖ Ｄ フ
ァ ミ リ ー 内 の 共 通 情 報 ２ ６ １ は 、 図 ２ ２ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ０ バ イ ト 目 か ら １ ６ バ イ
ト 目 ま で に 記 録 さ れ て い る 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 、 追 記 形 情 報
記 憶 媒 体 の 全 て に 共 通 に 記 録 し て あ る 情 報 ２ ６ ７ と 、 １ ７ バ イ ト 目 か ら ３ １ バ イ ト 目 ま で
に 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に は 共 通 に 記 録 さ れ 再 生 専 用 形 で は 記 録 さ
れ て い な い 情 報 ２ ６ ８ に 分 か れ る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 図 ２ ２ に 示 し た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ 、 ま た は Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ
Ｉ 内 の 具 体 的 な 情 報 内 容 と 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ 内 情 報 の 媒 体 種 類 （ 再 生 専 用 形 か
書 替 え 形 か 追 記 形 か ） に よ る 比 較 を 図 ２ ３ に 示 す 。 Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー 内 の 共 通 情 報 ２ ６ １
内 の 再 生 専 用 形 、 書 替 え 形 、 追 記 形 の 全 て に 共 通 に 記 録 し て あ る 情 報 ２ ６ ７ と し て は 、 バ
イ ト 位 置 ０ か ら １ ６ ま で に 順 次 に 規 格 書 の タ イ プ （ 再 生 専 用 ／ 書 替 え ／ 追 記 ） 情 報 と バ ー
ジ ョ ン 番 号 情 報 、 媒 体 サ イ ズ （ 直 径 ） と 最 大 可 能 デ ー タ 転 送 レ ー ト 情 報 、 媒 体 構 造 （ 単 層
か ２ 層 か 、 エ ン ボ ス ピ ッ ト ／ 追 記 領 域 ／ 書 き 替 え 領 域 の 有 無 ） 、 記 録 密 度 （ 線 密 度 と ト ラ
ッ ク 密 度 ） 情 報 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 場 所 情 報 、 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ の
有 無 情 報 （ 本 実 施 形 態 は 全 て 有 り ） が 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー 内 の 共 通 情 報 ２ ６ １ で あ り 、 書 替 え 形 と 追 記 形 に 共 通 に 記 録 し て あ る
情 報 ２ ６ ８ と し て 、 ２ ８ バ イ ト 目 か ら ３ １ バ イ ト 目 ま で 順 次 、 最 大 記 録 ス ピ ー ド を 規 定 し
た リ ビ ジ ョ ン 番 号 情 報 、 最 大 記 録 ス ピ ー ド を 規 定 し た リ ビ ジ ョ ン 番 号 情 報 、 リ ビ ジ ョ ン 番
号 テ ー ブ ル （ 応 用 リ ビ ジ ョ ン 番 号 ） 、 ク ラ ス 状 態 情 報 、 拡 張 さ れ た （ パ ー ト ） バ ー ジ ョ ン
情 報 が 記 録 さ れ て い る 。 ２ ８ バ イ ト 目 か ら ３ １ バ イ ト 目 ま で の 情 報 を 持 た せ た こ と は 、 物
理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ 、 ま た は Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ の 記 録 領 域 内 に 記
録 速 度 に 応 じ た リ ビ ジ ョ ン 情 報 を 持 た せ る と 言 う 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ８ の ポ
イ ン ト （ Ｇ １ ） ） 。 従 来 ２ 倍 速 や ４ 倍 速 な ど 媒 体 へ の 記 録 速 度 が 上 が る 媒 体 が 開 発 さ れ る
と 、 そ れ に 応 じ て そ の 都 度 新 た に 規 格 書 を 作 り 直 す と い う 非 常 に 面 倒 な 手 間 が 掛 か っ て い
た 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 大 き く 内 容 が 変 更 に な っ た 時 に バ ー ジ ョ ン を 変 更 さ せ
る 規 格 書 （ バ ー ジ ョ ン ブ ッ ク ） と 記 録 速 度 な ど 小 変 更 に 対 応 し て リ ビ ジ ョ ン を 変 更 し て 発
行 す る リ ビ ジ ョ ン ブ ッ ク に 分 け 、 記 録 速 度 が 向 上 す る 毎 に リ ビ ジ ョ ン の み を 更 新 し た リ ビ
ジ ョ ン ブ ッ ク の み を 発 行 す る 。 こ れ に よ り 、 将 来 の 高 速 記 録 対 応 の 媒 体 へ の 拡 張 機 能 を 保
証 し 、 リ ビ ジ ョ ン と 言 う 簡 単 な 方 法 で 規 格 を 対 応 で き る の で 新 た な 高 速 記 録 対 応 媒 体 が 開
発 さ れ た 場 合 に 高 速 で 対 応 が 可 能 に な る と 言 う 効 果 が あ る 。 特 に 、 １ ７ バ イ ト 目 の 最 高 記
録 速 度 を 規 定 し た リ ビ ジ ョ ン 番 号 情 報 の 欄 と １ ８ バ イ ト 目 の 最 低 記 録 速 度 を 規 定 し た リ ビ
ジ ョ ン 番 号 情 報 の 欄 を 別 々 に 設 け る こ と に よ り 、 記 録 速 度 の 最 高 値 と 最 低 値 で リ ビ ジ ョ ン
番 号 を 別 に 設 定 可 能 と す る 所 に 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト （ Ｇ １ α ）
） 。 例 え ば 、 非 常 に 高 速 に 記 録 可 能 な 記 録 膜 を 開 発 し た 場 合 、 そ の 記 録 膜 は 非 常 に 高 速 で
の 記 録 は 可 能 で あ る が 、 記 録 速 度 を 落 と す と 急 に 記 録 で き な く な っ た り 、 あ る い は 記 録 可
能 な 最 低 速 度 を 低 く 出 来 る よ う な 記 録 膜 は 非 常 に 高 価 に な っ た り す る 場 合 が 多 い 。 こ れ に
対 し て 、 本 実 施 形 態 の よ う に 記 録 速 度 の 最 高 値 と 最 低 値 で リ ビ ジ ョ ン 番 号 を 別 に 設 定 可 能
と す る こ と に よ り 、 開 発 可 能 記 録 膜 の 選 択 範 囲 を 広 げ 、 そ の 結 果 、 よ り 高 速 記 録 が 可 能 な
媒 体 や よ り 低 価 格 な 媒 体 が 供 給 可 能 に な る と 言 う 効 果 が 生 じ る 。 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再
生 装 置 で は 各 リ ビ ジ ョ ン 毎 の 可 能 最 高 記 録 速 度 と 可 能 な 最 低 記 録 速 度 の 情 報 を 事 前 に 持 っ
て い る 。 情 報 記 憶 媒 体 を こ の 情 報 記 録 再 生 装 置 に 掛 け る と 、 最 初 に 図 １ に 示 し た 情 報 記 録
再 生 部 １ ４ １ で 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ 、 ま た は Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ
内 の 情 報 を 読 み 取 り 、 得 ら れ た リ ビ ジ ョ ン 番 号 情 報 を 元 に 制 御 部 １ ４ ３ 内 で メ モ リ 部 １ ７
５ 内 に 事 前 に 記 録 さ れ て い る 各 リ ビ ジ ョ ン 毎 の 可 能 最 高 記 録 速 度 と 可 能 な 最 低 記 録 速 度 の
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情 報 を 参 照 し て 装 着 さ れ た 情 報 記 憶 媒 体 の 可 能 最 高 記 録 速 度 と 可 能 な 最 低 記 録 速 度 を 割 り
出 し 、 そ の 結 果 に 基 付 い て 最 適 な 記 録 速 度 で 記 録 を 行 う 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ ２ の （ ｃ ） に 示 し た １ ２ ８ バ イ ト 目 か ら ５ １ １ バ イ ト 目 ま で の 各 規 格 書 の タ
イ プ と バ ー ジ ョ ン の 固 有 情 報 ２ ６ ３ の 意 味 と ５ １ ２ バ イ ト 目 か ら ２ ０ ４ ７ バ イ ト 目 ま で の
各 リ ビ ジ ョ ン 毎 に 固 有 に 設 定 で き る 情 報 内 容 ２ ６ ４ の 意 味 に つ い て 説 明 す る 。 す な わ ち 、
１ ２ ８ バ イ ト 目 か ら ５ １ １ バ イ ト 目 ま で の 各 規 格 書 の タ イ プ と バ ー ジ ョ ン の 固 有 情 報 ２ ６
３ 内 で は 、 各 バ イ ト 位 置 で の 記 録 情 報 内 容 の 意 味 が タ イ プ が 異 な る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体
と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 依 ら ず 一 致 し 、 ５ １ ２ バ イ ト 目 か ら ２ ０ ４ ７ バ イ ト 目 ま で の 各 リ
ビ ジ ョ ン 毎 に 固 有 に 設 定 で き る 情 報 内 容 ２ ６ ４ と し て は タ イ プ が 異 な る 書 替 え 形 情 報 記 憶
媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と の 違 い の み な ら ず 、 同 じ 種 類 の 媒 体 に お い て も 、 リ ビ ジ ョ ン
が 異 な る と 各 バ イ ト 位 置 で の 記 録 情 報 内 容 の 意 味 が 異 な る 事 を 許 容 す る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 図 ２ ３ に 示 す よ う に タ イ プ が 異 な る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で 各 バ
イ ト 位 置 で の 記 録 情 報 内 容 の 意 味 が 一 致 す る 各 規 格 書 の タ イ プ と バ ー ジ ョ ン の 固 有 情 報 ２
６ ３ の 中 の 情 報 と し て は 順 次 、 媒 体 製 造 メ ー カ 名 情 報 、 媒 体 製 造 メ ー カ か ら の 付 加 情 報 、
記 録 マ ー ク の 極 性 （ “ Ｈ → Ｌ ” か “ Ｌ → Ｈ ” か の 識 別 ） 情 報 、 記 録 時 も し く は 再 生 時 の 線
速 度 情 報 、 円 周 方 向 に 沿 っ た 光 学 系 の リ ム イ ン テ ン シ テ ィ 値 、 半 径 方 向 に 沿 っ た 光 学 系 の
リ ム イ ン テ ン シ テ ィ 値 、 再 生 時 の 推 奨 レ ー ザ パ ワ ー （ 記 録 面 上 の 光 量 値 ） が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 特 に 、 １ ９ ２ バ イ ト 目 に 記 録 マ ー ク の 極 性 （ “ Ｈ → Ｌ ” か “ Ｌ → Ｈ ” か の 識 別 ） 情 報 Ｍ
Ｐ Ｄ （ Mark Polarity Descriptor） を 持 た せ た 所 に 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。 従 来 の 書 替
え 形 あ る い は 追 記 形 Ｄ Ｖ Ｄ デ ィ ス ク で は 未 記 録 状 態 （ 反 射 レ ベ ル が 相 対 的 に 高 い ： High）
に 対 し て 記 録 マ ー ク 内 の 光 反 射 量 が 低 下 （ Low） す る “ Ｈ → Ｌ ” （ High to Low） 形 の 記 録
膜 し か 認 め て い な か っ た 。 こ れ に 対 し て “ 高 速 記 録 対 応 ” や “ 低 価 格 化 ” あ る い は 物 理 的
な 性 能 と し て “ ク ロ ス イ レ ー ズ の 減 少 ” や “ 書 き 替 え 回 数 上 限 値 の 増 加 ” な ど の 要 求 が 媒
体 に 対 し て 出 さ れ る と 、 従 来 の “ Ｈ → Ｌ ” 形 の 記 録 膜 だ け で は 対 応 し 切 れ な い と 言 う 問 題
が 生 じ る 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 で は “ Ｈ → Ｌ ” 形 の 記 録 膜 だ け で 無 く 、 記 録 マ ー ク
内 で 光 反 射 量 が 増 加 す る “ Ｌ → Ｈ ” 形 の 記 録 膜 の 使 用 ま で 許 容 す る た め 、 従 来 の “ Ｈ → Ｌ
” 形 だ け で 無 く “ Ｌ → Ｈ ” 形 記 録 膜 も 規 格 内 に 組 み 込 み 、 記 録 膜 の 選 択 範 囲 を 広 げ る こ と
で 高 速 記 録 可 能 や 低 価 格 媒 体 を 供 給 で き る と 言 う 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 具 体 的 な 情 報 記 録 再 生 装 置 の 実 施 方 法 を 以 下 に 説 明 す る 。 規 格 書 （ バ ー ジ ョ ン ブ ッ ク ）
あ る い は リ ビ ジ ョ ン ブ ッ ク で “ Ｈ → Ｌ ” 形 の 記 録 膜 か ら の 再 生 信 号 特 性 と “ Ｌ → Ｈ ” 形 の
記 録 膜 か ら の 再 生 信 号 特 性 の 両 方 を 併 記 し 、 そ れ に 対 応 し て 図 １ の Ｐ Ｒ 等 化 回 路 １ ３ ０ と
ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ 内 に ２ 通 り ず つ の 対 応 回 路 を 用 意 し て お く 。 情 報 再 生 部 １ ４ １ 内 に 情
報 記 憶 媒 体 を 装 着 す る と 、 ま ず 始 め に シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 情 報 を 読 む
た め の ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 回 路 １ ３ ２ を 起 動 さ せ る 。 ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 回 路 １ ３ ２ で 、
１ ９ ２ バ イ ト 目 に 記 録 さ れ た 記 録 マ ー ク の 極 性 （ “ Ｈ → Ｌ ” か “ Ｌ → Ｈ ” か の 識 別 ） 情 報
を 読 み 取 っ た 後 “ Ｈ → Ｌ ” 形 か “ Ｌ → Ｈ ” 形 か の 判 別 を 行 い 、 そ れ に 合 わ せ て Ｐ Ｒ 等 化 回
路 １ ３ ０ と ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ 内 の 回 路 を 切 り 替 え た 後 に デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ
Ｉ ま た は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 に 記 録 さ れ て い る 情 報 を 再 生 す る 。 上 記 の 方 法 に よ り 比 較 的
早 く 、 し か も 精 度 良 く デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ ま た は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の 情 報
を 読 む 事 が 出 来 る 。 １ ７ バ イ ト 目 に 最 高 記 録 速 度 を 規 定 し た リ ビ ジ ョ ン 番 号 情 報 と １ ８ バ
イ ト 目 に 最 低 記 録 速 度 を 規 定 し た リ ビ ジ ョ ン 番 号 情 報 が 記 載 さ れ て い る が 、 前 記 の 情 報 は
最 高 と 最 低 を 規 定 し た 範 囲 情 報 で し か な い 。 最 も 安 定 に 記 録 す る た め に は 記 録 時 に 最 適 な
線 速 情 報 が 必 要 と な る の で 、 そ の 情 報 が １ ９ ３ バ イ ト 目 に 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 各 リ ビ ジ ョ ン 毎 に 固 有 に 設 定 で き る 情 報 内 容 ２ ６ ４ 内 に 含 ま れ る 各 種 の 記 録 条 件 （ ラ イ
ト ス ト ラ テ ジ ） 情 報 に 先 立 つ 位 置 に 光 学 系 条 件 情 報 と し て １ ９ ４ バ イ ト 目 の 円 周 方 向 に 沿
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っ た 光 学 系 の リ ム イ ン テ ン シ テ ィ 値 と 、 １ ９ ５ バ イ ト 目 の 半 径 方 向 に 沿 っ た 光 学 系 の リ ム
イ ン テ ン シ テ ィ 値 の 情 報 が 配 置 さ れ て い る 所 に 本 実 施 形 態 の 次 の 特 徴 が あ る 。 こ れ ら の 情
報 は 後 ろ 側 に 配 置 さ れ る 記 録 条 件 を 割 り 出 す 時 に 使 用 し た 光 学 ヘ ッ ド の 光 学 系 の 条 件 情 報
を 意 味 し て い る 。 リ ム イ ン テ ン シ テ ィ と は 情 報 記 憶 媒 体 の 記 録 面 上 に 集 光 す る 前 に 対 物 レ
ン ズ に 入 射 す る 入 射 光 の 分 布 状 況 を 意 味 し 、 『 入 射 光 強 度 分 布 の 中 心 強 度 を “ １ ” と し た
時 の 対 物 レ ン ズ 周 辺 位 置 （ 瞳 面 外 周 位 置 ） で の 強 度 値 』 で 定 義 さ れ る 。 対 物 レ ン ズ へ の 入
射 光 強 度 分 布 は 点 対 称 で は な く 、 楕 円 分 布 を し 、 情 報 記 憶 媒 体 の 半 径 方 向 と 円 周 方 向 で リ
ム イ ン テ ン シ テ ィ 値 が 異 な る の で ２ 通 り の 値 が 記 録 さ れ る 。 リ ム イ ン テ ン シ テ ィ 値 が 大 き
い ほ ど 情 報 記 憶 媒 体 の 記 録 面 上 で の 集 光 ス ポ ッ ト サ イ ズ が 小 さ く な る の で 、 リ ム イ ン テ ン
シ テ ィ 値 に よ り 最 適 な 記 録 パ ワ ー 条 件 が 大 き く 変 わ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 情 報 記 録 再 生 装 置 は 自 分 が 持 っ て い る 光 学 ヘ ッ ド の リ ム イ ン テ ン シ テ ィ 値 情 報 を 事 前 に
知 っ て い る の で 、 先 ず 、 情 報 記 憶 媒 体 内 に 記 録 さ れ て い る 円 周 方 向 と 半 径 方 向 に 沿 っ た 光
学 系 の リ ム イ ン テ ン シ テ ィ 値 を 読 み 取 り 、 自 分 が 持 っ て い る 光 学 ヘ ッ ド の 値 と 比 較 す る 。
比 較 し た 結 果 に 大 き な 違 い が 無 け れ ば 後 ろ 側 に 記 録 さ れ て い る 記 録 条 件 を 適 用 で き る が 、
比 較 し た 結 果 で 大 き な 食 い 違 い が 有 れ ば 後 ろ 側 に 記 録 さ れ て い る 記 録 条 件 を 無 視 し 、 図 １
６ 、 ま た は 図 １ ８ に 記 載 さ れ て い る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 利 用 し て 記 録 再 生 装
置 自 ら 試 し 書 き を し な が ら 最 適 な 記 録 条 件 の 割 り 出 し を 始 め る 必 要 が あ る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 後 ろ 側 に 記 録 さ れ て い る 記 録 条 件 を 利 用 す る か 、 そ の 情 報 を 無 視 し て 自 ら 試
し 書 き を し な が ら 最 適 な 記 録 条 件 の 割 り 出 し を 始 め る か の 判 断 を 早 急 に 行 う 必 要 が あ る 。
図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 推 奨 さ れ る 記 録 条 件 が 記 録 さ れ て い る 位 置 に 対 す る 先 行 位 置 に そ の
条 件 を 割 り 出 し た 光 学 系 の 条 件 情 報 を 配 置 す る こ と に よ り 、 ま ず 始 め に そ の リ ム イ ン テ ン
シ テ ィ 情 報 を 読 み 取 る 事 が 出 来 、 後 に 配 置 さ れ る 記 録 条 件 の 適 合 可 否 を 高 速 に 判 定 出 来 る
と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 上 述 し た よ う に 本 実 施 形 態 で は 大 き く 内 容 が 変 更 に な っ た 時 に バ ー ジ ョ ン を 変 更 さ せ る
規 格 書 （ バ ー ジ ョ ン ブ ッ ク ） と 記 録 速 度 な ど 小 変 更 に 対 応 し て リ ビ ジ ョ ン を 変 更 し て 発 行
す る リ ビ ジ ョ ン ブ ッ ク に 分 け 、 記 録 速 度 が 向 上 す る 毎 に リ ビ ジ ョ ン の み を 更 新 し た リ ビ ジ
ョ ン ブ ッ ク の み を 発 行 で き る よ う に し て い る 。 し た が っ て 、 リ ビ ジ ョ ン 番 号 が 異 な る と リ
ビ ジ ョ ン ブ ッ ク 内 の 記 録 条 件 が 変 化 す る の で 、 記 録 条 件 （ ラ イ ト ス ト ラ テ ジ ） に 関 す る 情
報 が 主 に ５ １ ２ バ イ ト 目 か ら ２ ０ ４ ７ バ イ ト 目 ま で の 各 リ ビ ジ ョ ン 毎 に 固 有 に 設 定 で き る
情 報 内 容 ２ ６ ４ の 中 に 記 録 さ れ る 。 図 ２ ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 ５ １ ２ バ イ ト 目 か ら ２ ０
４ ７ バ イ ト 目 ま で の 各 リ ビ ジ ョ ン 毎 に 固 有 に 設 定 で き る 情 報 内 容 ２ ６ ４ と し て は 、 タ イ プ
が 異 な る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と の 違 い の み な ら ず 同 じ 種 類 の 媒 体
に お い て も リ ビ ジ ョ ン が 異 な る と 各 バ イ ト 位 置 で の 記 録 情 報 内 容 の 意 味 が 異 な る 事 を 許 容
す る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 図 ２ ３ に お け る ピ ー ク パ ワ ー 、 第 １ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー 、 第 ３ バ イ ア
ス パ ワ ー の 定 義 は 図 １ ９ で 定 義 さ れ て い る パ ワ ー 値 に 一 致 し て い る 。 図 ２ ３ に お け る フ ァ
ー ス ト パ ル ス の 終 了 時 間 と は 図 １ ９ で 定 義 し た Ｔ Ｅ Ｆ Ｐ の 事 を 意 味 し 、 マ ル チ パ ル ス 間 隔
と は 図 １ ９ で 定 義 し た Ｔ Ｍ Ｐ の 事 を 意 味 し 、 ラ ス ト パ ル ス の 開 始 時 間 と は 図 １ ９ で 定 義 し
た Ｔ Ｓ Ｌ Ｐ の 事 を 意 味 し 、 ２ Ｔ マ ー ク の 第 ２ バ イ ア ス パ ワ ー の 期 間 と は 図 １ ９ で 定 義 し た
Ｔ Ｌ Ｃ の 事 を 意 味 す る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 図 ２ ３ で ４ バ イ ト 目 か ら １ ５ バ イ ト 目 に 記 録 さ れ て い る デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 場 所 情
報 内 に 記 録 さ れ る 詳 細 な 情 報 の 内 容 比 較 を 図 ２ ４ に 示 す 。 媒 体 の 種 別 と 物 理 フ ォ ー マ ッ ト
情 報 Ｐ Ｆ Ｉ と Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ の 区 別 無 く デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 開 始 位 置
情 報 が 共 通 に 記 録 さ れ て い る 。 終 了 位 置 を 示 す 情 報 と し て 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 の 中 で
は デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 終 了 位 置 情 報 が 記 録 さ れ て い る 。
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【 ０ ２ ２ ４ 】
　 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 図 １ ２ に 示 す よ う に 最 も 物 理 セ ク タ 番 号 の 値 が 大 き い 場 所 は
グ ル ー ブ 領 域 内 に あ る が 、 ラ ン ド 領 域 内 で の デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 終 了 位 置 情 報 が 記 録 さ れ
て い る 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ 内 で は ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲
の 最 後 の 位 置 情 報 が 記 録 さ れ て い る が 、 こ の 位 置 情 報 は 例 え ば 図 １ ８ の （ ｅ ） に 示 し た 例
で は ζ 点 の 直 前 位 置 を 意 味 し て い る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ 内 で は 、 該 当 す
る ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 中 で の 既 記 録 デ ー タ の 最 後 の 位 置 情 報 が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 更 に 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 内 で は 再 生 側 光 学 系 か ら 見 た 手 前 の 層 で あ る “ ０ 層 ” 内 で
の 最 後 の ア ド レ ス 情 報 が 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 内 で は ラ ン ド 領 域 と グ ル ー ブ 領 域 間 の 各
開 始 位 置 情 報 の 差 分 値 の 情 報 も 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 図 １ ６ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 中 に 記 録 位 置 管 理 ゾ ー
ン Ｒ Ｍ Ｚ が 存 在 す る 。 そ し て 図 ２ １ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 そ の コ ピ ー 情 報 が 記 録 位 置 管
理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ へ の 記 録 内 容 の コ ピ ー 情 報 Ｃ _Ｒ Ｍ Ｚ と し て ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ 内 に
も 存 在 し て い る 。 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 中 は 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 す よ う に １ 物 理 セ
グ メ ン ト ブ ロ ッ ク サ イ ズ と 同 じ デ ー タ サ イ ズ を 持 っ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ （ Recording Ma
nagement Data） Ｒ Ｍ Ｄ が 記 録 さ れ 、 そ の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 内 容 が 更 新 さ れ る
毎 に 、 更 新 さ れ た 新 た な 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ と し て 順 次 後 ろ に 追 記 可 能 に な っ て い
る 。 こ の １ 個 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ に 示 す
。 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 は 更 に １ 個 が ２ ０ ４ ８ バ イ ト サ イ ズ の 細 か な Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー
ル ド 情 報 Ｒ Ｍ Ｄ Ｆ に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 最 初 の ２ ０ ４ ８ バ イ ト は リ ザ ー ブ 領 域 に な っ て い る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 次 の ２ ０ ４ ８ バ イ ト サ イ ズ の Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ に は 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ フ ォ ー マ ッ
ト コ ー ド 情 報 、 対 象 の 媒 体 が (1)未 記 録 状 態 か 、 (2)フ ァ イ ナ ラ イ ズ 前 の 記 録 途 中 か 、 (3)
フ ァ イ ナ ラ イ ズ 後 か の い ず れ か で あ る か を 示 す 媒 体 状 態 情 報 、 ユ ニ ー ク デ ィ ス ク Ｉ Ｄ （ デ
ィ ス ク 識 別 情 報 ） 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 位 置 情 報 と 最 新 の （ 更 新 さ れ た ） デ ー タ 領 域
Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 位 置 情 報 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 配 置 位 置 情 報 が 順 次 配 置 さ れ て い る
。 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 位 置 情 報 の 中 に は 初 期 状 態 で の ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２
０ ４ （ 図 １ ８ の （ ｄ ） ） を 示 す 情 報 と し て デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 開 始 位 置 情 報 と 初 期 時 に お
け る ユ ー ザ デ ー タ の 記 録 可 能 範 囲 ２ ０ ４ の 最 終 位 置 情 報 （ 図 １ ８ の （ ｄ ） の 実 施 形 態 で は
こ の 情 報 は β 点 の 直 前 位 置 を 示 す 事 に な る ） が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 図 １ ８ の （ ｅ ） と （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２
０ ４ 内 に 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ と 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 追 加 設 定 が 可
能 に な っ て い る 所 に 特 徴 が あ る が （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ２ ） ） 、 こ の よ う に 拡 張 す る
と ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ が 狭 く な る 。 誤 っ て 拡 張 領 域 Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ と Ｅ Ｓ Ｐ Ａ
に ユ ー ザ デ ー タ を 追 記 し な い よ う に “ 最 新 の （ 更 新 さ れ た ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 位 置
情 報 ” 内 に 関 連 情 報 が 記 録 さ れ て い る 所 に 本 実 施 形 態 の 次 の 特 徴 が あ る 。 す な わ ち 、 拡 張
ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 有 無 識 別 情 報 に よ り 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ
Ｔ Ｚ が 増 設 さ れ た か ど う か が 分 か り 、 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 有 無 識 別 情 報 に よ り 拡 張
代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ が 増 設 さ れ た か 否 か が 分 か る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 更 に 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 で 管 理 す る ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ に 関
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す る 記 録 可 能 範 囲 情 報 （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト 〔 Ｅ 〕 ） と し て 、 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ に 示 す よ う
に Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ 内 の 最 新 の （ 更 新 さ れ た ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 位 置 情 報 内 に 記
録 さ れ て い る 最 新 の ユ ー ザ デ ー タ の 記 録 可 能 範 囲 ２ ０ ５ の 最 終 位 置 が あ る こ と で 図 １ ８ の
（ ｆ ） に 示 し た ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ が 即 座 に 分 か り 、 今 後 記 録 可 能 な 未 記
録 領 域 の サ イ ズ （ 未 記 録 の 残 量 ） の 高 速 検 出 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば ユ ー ザ が
指 定 し た 録 画 予 約 時 間 に 合 わ せ て 最 適 な 記 録 時 の 転 送 レ ー ト を 設 定 す る こ と に よ り 、 実 現
可 能 な 最 も 高 画 質 で 、 し か も ユ ー ザ が 指 定 し た 録 画 予 約 時 間 が 漏 れ な く 媒 体 内 に 録 画 で き
る と 言 う 効 果 が 生 じ る 。 な お 、 図 １ ８ の （ ｄ ） の 実 施 形 態 を 例 に 取 る と 、 前 記 の “ 最 新 の
ユ ー ザ デ ー タ の 記 録 可 能 範 囲 ２ ０ ５ の 最 終 位 置 ” は ζ 点 の 直 前 位 置 を 意 味 す る 。 こ れ ら の
位 置 情 報 は 物 理 セ ク タ 番 号 で 記 述 す る 代 わ り に 、 他 の 実 施 形 態 と し て Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド
レ ス 番 号 で 記 述 す る （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ １ ） ） 事 も 可 能 で あ る 。 後 述 す る よ う に 、
本 実 施 形 態 で は ３ ２ セ ク タ で １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 。 し た が っ て 、 特 定 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク 内 の 先 頭 に 配 置 さ れ た セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 の 下 位 ５ ビ ッ ト は 隣 接 す る Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク 内 の 先 頭 位 置 に 配 置 さ れ た セ ク タ の セ ク タ 番 号 と 一 致 す る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の 先 頭 に 配 置 さ れ た セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 の 下 位 ５ ビ ッ ト が “ ０ ０
０ ０ ０ ” に な る よ う に 物 理 セ ク タ 番 号 を 設 定 し た 場 合 に は 、 同 一 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 存 在
す る 全 て の セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 の 下 位 ６ ビ ッ ト 目 以 上 の 値 が 一 致 す る 。 し た が っ て 、
上 記 同 一 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 存 在 す る セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 の 下 位 ５ ビ ッ ト デ ー タ を 除
去 し 、 下 位 ６ ビ ッ ト 目 以 上 の デ ー タ の み を 抽 出 し た ア ド レ ス 情 報 を Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ
ス 情 報 （ ま た は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 ） と 定 義 す る 。 後 述 す る よ う に 、 ウ ォ ブ ル 変
調 に よ り 予 め 記 録 さ れ た デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス 情 報 （ ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク
番 号 情 報 ） は 上 記 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス と 一 致 す る の で 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内
の 位 置 情 報 を Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 で 記 述 す る と 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 （ １ ） 特 に 未 記 録 領 域 へ の ア ク セ ス が 高 速 化 す る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 　 … 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 位 置 情 報 単 位 と ウ ォ ブ ル 変 調 に よ り 予 め 記 録 さ れ た
デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス の 情 報 単 位 が 一 致 す る た め 差 分 の 計 算 処 理 が 容 易 と な る た め 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 （ ２ ） 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 管 理 デ ー タ サ イ ズ を 小 さ く で き る 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 　 … ア ド レ ス 情 報 記 述 に 必 要 な ビ ッ ト 数 が １ ア ド レ ス 当 た り ５ ビ ッ ト 節 約 で き る た め 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 後 述 す る よ う に 、 １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 長 は １ デ ー タ セ グ メ ン ト 長 に 一 致 し 、 １ デ
ー タ セ グ メ ン ト 内 に １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 分 の ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ る 。 し た が っ て 、 ア ド
レ ス の 表 現 と し て “ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 ” と か “ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス ” あ る
い は “ デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス ” 、 “ デ ー タ セ グ メ ン ト 番 号 ” 、 “ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ
ッ ク 番 号 ” な ど の 表 現 を 行 う が 、 こ れ ら は 全 て 同 義 語 の 意 味 を 持 つ 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ が 示 す よ う に 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ 内 に あ る 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ
の 配 置 位 置 情 報 に は 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 内 部 に 順 次 追 記 で き る 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 設 定 さ れ た サ イ ズ 情 報 が Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 単 位 ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク
単 位 で 記 録 さ れ て い る 。 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 １ 個 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ
Ｄ が １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 毎 に 記 録 さ れ て い る の で 、 こ の 情 報 で 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 中 に 何 回 更 新 （ ア ッ プ デ ー ト ） さ れ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 追 記 で き
る か が 分 か る 。 そ の 次 に 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 で の 現 在 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ 番
号 が 記 録 さ れ る 。 こ れ は 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 で 既 に 記 録 さ れ た 記 録 位 置 管 理 デ ー
タ Ｒ Ｍ Ｄ の 数 情 報 を 意 味 し て い る 。 例 え ば 、 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 す 例 と し て 、 こ の 情 報 が
記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ２ 内 の 情 報 だ と 仮 定 す る と 、 こ の 情 報 は 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン
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Ｒ Ｍ Ｚ 内 で ２ 番 目 に 記 録 さ れ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ な の で 、 “ ２ ” の 値 が こ の 欄 の
中 に 記 録 さ れ る 。 そ の 次 に 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 で の 残 量 情 報 が 記 録 さ れ る 。 こ
の 情 報 は 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 で の 更 に 追 加 可 能 な 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 数 の
情 報 を 意 味 し 、 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 単 位 （ ＝ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 単 位 ＝ デ ー タ セ グ メ ン ト
単 位 ） で 記 述 さ れ る 。 上 記 ３ 情 報 の 間 に は
　 ［ Ｒ Ｍ Ｚ の 設 定 さ れ た サ イ ズ 情 報 ］
＝ ［ 現 在 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ 番 号 ］ ＋ ［ Ｒ Ｍ Ｚ 内 で の 残 量 ］
の 関 係 が 成 立 す る 。 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 既 使 用 量
、 ま た は 残 量 情 報 を 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 領 域 内 に 記 録 す る 所 に 本 実 施 形 態 の
特 徴 （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ７ ） ） が あ る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 例 え ば 、 １ 枚 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に １ 回 で 全 て の 情 報 を 記 録 す る 場 合 に は 、 記 録 位 置
管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ は １ 回 だ け 記 録 す れ ば 良 い が 、 １ 枚 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 非 常 に 細 か
く ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 （ 図 １ ８ の （ ｆ ） で の ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 へ の ユ
ー ザ デ ー タ の 追 記 ） を 繰 り 返 し て 記 録 し た い 場 合 に は 、 追 記 毎 に 更 新 さ れ た 記 録 位 置 管 理
デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ も 追 記 す る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 頻 繁 に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 追 記
す る と 、 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 す 未 記 録 領 域 ２ ０ ６ が 無 く な っ て し ま い 、 情 報 記 録 再 生 装 置
と し て は そ れ に 対 す る 善 処 が 必 要 と な る 。 し た が っ て 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 記
録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 既 使 用 量 、 ま た は 残 量 情 報 を 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録
領 域 内 に 記 録 す る こ と に よ り 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 領 域 内 の 追 記 不 可 能 な 状 態 が 事
前 に 分 か り 情 報 記 録 再 生 装 置 の 早 め の 対 処 が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 図 １ ７ の （ ｅ ） か ら （ ｆ ） へ の 移 行 で 示 し た よ う に 、 拡 張 ド ラ イ
ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 内 部 に 含 め た 形 で デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ を 設 定
す る 事 が 出 来 る 所 に 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ４ ） ） 。 こ の 時 に は デ ー タ リ ー
ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 が 図 １ ７ の （ ｅ ） の β 点 か ら ε 点 へ 変 化 す る 。 こ の 状
況 を 管 理 す る た め 、 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ に 示 す よ う に 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の 最 新 の （ 更 新 さ
れ た ） デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 位 置 情 報 内 に デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の 開 始 位
置 情 報 を 記 録 す る 欄 が 設 け ら れ て い る 。 前 述 し た よ う に ド ラ イ ブ テ ス ト （ 試 し 書 き ） は 基
本 的 に デ ー タ セ グ メ ン ト （ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ） 単 位 で 拡 張 可 能 な ク ラ ス タ 単 位 で 記 録 さ れ る
。 し た が っ て 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 情 報 は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド
レ ス 番 号 で 記 述 さ れ る が 、 他 の 実 施 形 態 と し て こ の 最 初 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の 最 初 に 配 置
さ れ る 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 、 ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 番 号 、 デ ー タ セ グ メ
ン ト ア ド レ ス 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス で 記 述 す る 事 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ に は 対 応 媒 体 の 記 録 を 行 っ た 情 報 記 録 再 生 装 置 の 履 歴 情 報 が 記 録 さ
れ 、 そ れ ぞ れ の 情 報 記 録 再 生 装 置 毎 に 製 造 メ ー カ 識 別 情 報 、 Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ コ ー ド に て 記 述 さ
れ た シ リ ア ル 番 号 と モ デ ル 番 号 、 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン を 用 い た 記 録 パ ワ ー 調 整 を 行 っ た
日 時 情 報 お よ び 追 記 時 に 行 っ た 記 録 条 件 情 報 が 各 リ ビ ジ ョ ン 毎 に 固 有 に 設 定 で き る 情 報 ２
６ ４ （ 図 ２ ３ ） 内 の 全 記 録 条 件 情 報 の フ ォ ー マ ッ ト に 従 っ て 記 述 さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ２ は ユ ー ザ 使 用 領 域 で 例 え ば 記 録 し た （ 記 録 し た い ） コ ン テ ン ツ の 情
報 な ど を ユ ー ザ が こ こ に 記 録 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ３ 内 に は 各 ボ ー ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ の 開 始 位 置 情 報 が 記 録 さ れ る 。 す
な わ ち 、 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ に 示 す よ う に 最 初 か ら ５ ０ 番 目 ま で の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の
開 始 位 置 情 報 が 物 理 セ ク タ 番 号 で 記 載 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ２ １ の （ ｃ ） に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 最 初 の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 開 始
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位 置 は η 点 の 位 置 を 表 し 、 ２ 番 目 の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 は θ 点 の 位 置 を 示
し て い る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ 内 で は 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン の 位 置 情 報 が 記 録 さ れ る 。 最 初 に
図 １ ６ の （ ｃ ） に 記 載 さ れ た デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ に あ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー
ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で 既 に 試 し 書 き に 使 用 し た 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 と 、 図 １ ８ の （ ｄ ） ～ （ ｆ
） に 記 載 さ れ た デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に あ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ
内 で 既 に 試 し 書 き に 使 用 し た 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 が 記 録 さ れ る 。 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン
Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で は 内 周 側 （ 物 理 セ ク タ 番 号 の 小 さ い 方 ） か ら 外 周 方 向 （ 物 理 セ ク タ 番 号 が 大
き く な る 方 向 ） へ 向 か っ て 順 次 試 し 書 き に 使 用 さ れ る 。 試 し 書 き に 使 用 さ れ る 場 所 単 位 は
、 後 述 す る よ う に 追 記 単 位 で あ る ク ラ ス タ 単 位 で 行 わ れ る の で 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 単 位 と な
る 。 し た が っ て 、 既 に 試 し 書 き に 使 用 し た 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 と し て Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア
ド レ ス 番 号 で 記 載 さ れ る か 、 ま た は 物 理 セ ク タ 番 号 で 記 載 さ れ る 場 合 に は 、 試 し 書 き に 用
い ら れ た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 最 後 に 配 置 さ れ た 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 を 記 載 す る こ と
に な る 。 １ 度 試 し 書 き に 使 用 さ れ た 場 所 は 既 に 記 録 さ れ て い る の で 、 次 に 試 し 書 き を 行 う
場 合 に は 、 既 に 試 し 書 き に 使 用 さ れ た 最 後 の 位 置 の 次 か ら 試 し 書 き を 行 う こ と に な る 。 し
た が っ て 、 上 記 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で 既 に 試 し 書 き に 使 用 し た 場 所 の 最 後 の
位 置 情 報 （ ＝ ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 の 既 使 用 量 ） を 利 用 し て （ 図 １ ２ ７ の ポ イ
ン ト （ Ｅ ５ ） ） 、 情 報 記 録 再 生 装 置 は 次 に 何 処 か ら 試 し 書 き を 開 始 す れ ば よ い か が 瞬 時 に
分 か る だ け で な く 、 そ の 情 報 か ら ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 に 次 に 試 し 書 き が 可 能
な 空 き ス ペ ー ス が あ る か 否 か を 判 定 で き る 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ に あ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で 、 更 に 追 加
試 し 書 き 出 来 る 領 域 サ イ ズ 情 報 あ る い は ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 使 い 切 っ て し ま
っ た か 否 か を 示 す フ ラ グ 情 報 と 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に あ る ド ラ イ ブ テ ス
ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で 更 に 追 加 試 し 書 き 出 来 る 領 域 サ イ ズ 情 報 、 あ る い は ド ラ イ ブ テ ス ト
ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 使 い 切 っ て し ま っ た か 否 か を 示 す フ ラ グ 情 報 が 記 録 さ れ る 。 デ ー タ リ ー
ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ に あ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の サ イ ズ と デ ー タ リ ー ド ア ウ
ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に あ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の サ イ ズ は あ ら か じ め 分 か っ て い
る の で 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ に あ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 あ る い
は デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に あ る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ で 既 に 試 し 書
き に 使 用 し た 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 だ け で ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で 更 に 追 加 の
試 し 書 き が 出 来 る 領 域 の サ イ ズ （ 残 量 ） は 割 り 出 す 事 は 可 能 で あ る が 、 こ の 情 報 を 記 録 位
置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 に 持 つ こ と に よ り （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ５ ） ） 、 即 座 に ド ラ イ
ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 の 残 量 が 分 か り 、 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 新 規
設 定 有 無 判 断 ま で の 時 間 を 短 縮 化 で き る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 他 の 実 施 形 態 と し て こ の 欄 に は ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で 更 に 追 加 試 し 書 き 出
来 る 領 域 サ イ ズ （ 残 量 ） 情 報 の 代 わ り に ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 使 い 切 っ て し ま
っ た か 否 か を 示 す フ ラ グ 情 報 を 記 録 す る こ と も 出 来 る 。 既 に 使 い 切 っ て し ま っ た 事 が 瞬 時
に 分 か る フ ラ グ が 設 定 さ れ て い れ ば 、 誤 っ て こ の 領 域 に 試 し 書 き を 試 行 す る 危 険 性 を 排 除
で き る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ 内 で は 次 に 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 追 加 設 定 回 数 情
報 が 記 録 さ れ る 。 図 １ ８ の （ ｅ ） に 示 し た 実 施 形 態 で は 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン １ Ｅ Ｄ
Ｒ Ｔ Ｚ １ と 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン ２ Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ ２ の ２ 箇 所 に 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー
ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 設 定 し て あ る の で 、 “ 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 追 加 設 定 回
数 ＝ ２ ” と な る 。 更 に 、 フ ィ ー ル ド ４ 内 で は 各 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 毎 の
範 囲 情 報 と 、 既 に 試 し 書 き に 使 用 さ れ た 範 囲 情 報 が 記 録 さ れ る 。 こ の よ う に 拡 張 ド ラ イ ブ
テ ス ト ゾ ー ン の 位 置 情 報 を 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 で 管 理 で き る よ う に す る こ と に よ
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り （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ６ ） ） 、 複 数 回 の 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 拡
張 設 定 を 可 能 に す る と 共 に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 更 新
追 記 と 言 う 形 で 逐 次 拡 張 さ れ た 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 位 置 情 報 を 正 確 に
管 理 で き 、 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ４ （ 図 １ ７ の （ ｄ ） ） と 誤 っ て 判 断 し て 拡 張
ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 上 に ユ ー ザ デ ー タ を 重 ね 書 き す る 危 険 性 を 排 除 で き る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 試 し 書 き の 単 位 も ク ラ ス タ 単 位 （ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 単 位 ） で 記 録 さ れ る の
で 、 各 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 毎 の 範 囲 は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 単 位 で 指
定 さ れ る 。 図 １ ８ の （ ｅ ） に 示 し た 実 施 形 態 で は 最 初 に 設 定 し た 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー
ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 開 始 位 置 情 報 は 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン １ Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ １ を 最 初 に 設 定 し
た の で γ 点 を 示 し 、 最 初 に 設 定 し た 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 終 了 位 置 情 報
は β 点 の 直 前 位 置 が 対 応 す る 。 位 置 情 報 の 単 位 は 同 じ く Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 ま た
は 物 理 セ ク タ 番 号 で 記 述 さ れ る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ の 実 施 形 態 で は 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 終 了 位 置 情 報 を
示 し た が 、 そ れ に 限 ら ず 代 わ り に 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の サ イ ズ 情 報 を 記
載 し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 最 初 に 設 定 し た 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン １ Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ １ の
サ イ ズ は “ β － γ ” と な る 。 ま た 、 最 初 に 設 定 し た 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ
内 で 既 に 試 し 書 き に 使 用 し た 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 も Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 ま た は
物 理 セ ク タ 番 号 で 記 述 さ れ る 。 そ の 次 に 、 最 初 に 設 定 し た 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ
Ｒ Ｔ Ｚ 内 で 更 に 追 加 試 し 書 き 出 来 る 領 域 サ イ ズ （ 残 量 ） 情 報 が 記 録 さ れ る 。 既 に 拡 張 ド ラ
イ ブ テ ス ト ゾ ー ン １ Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ １ の サ イ ズ と そ の 中 で 既 に 使 用 さ れ て い る 領 域 の サ イ ズ が
上 記 の 情 報 か ら 分 か っ て い る の で 、 自 動 的 に 更 に 追 加 試 し 書 き 出 来 る 領 域 サ イ ズ （ 残 量 ）
が 求 め ら れ る が 、 こ の 欄 を 設 け る （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｅ ５ ） ） こ と に よ り 、 新 た な ド
ラ イ ブ テ ス ト （ 試 し 書 き ） を す る 時 に 現 在 の ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン で 足 り る か 否 か が 直 ぐ
に 分 か り 、 更 な る 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 追 加 設 定 を 決 断 す る ま で の 判 断
時 間 を 短 縮 化 で き る 。 こ の 欄 は 更 に 追 加 試 し 書 き 出 来 る 領 域 サ イ ズ （ 残 量 ） 情 報 が 記 録 で
き る よ う に な っ て い る が 、 他 の 実 施 形 態 と し て 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 使
い 切 っ て し ま っ た か 否 か を 示 す フ ラ グ 情 報 を こ の 欄 に 設 定 す る 事 も 可 能 で あ る 。 既 に 使 い
切 っ て し ま っ た 事 が 瞬 時 に 分 か る フ ラ グ が 設 定 さ れ て い れ ば 誤 っ て こ の 領 域 に 試 し 書 き を
試 行 す る 危 険 性 を 排 除 で き る 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 図 １ に 示 し た 情 報 記 録 再 生 装 置 で 新 た に 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ を 設 定 し
、 そ こ に 試 し 書 き を 行 う 処 理 方 法 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 （ １ ） 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 を 情 報 記 録 再 生 装 置 に 装 着 す る 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 （ ２ ） 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ に 形 成 さ れ た デ ー タ を
再 生 し 、 制 御 部 １ ４ ３ へ 送 る → 制 御 部 １ ４ ３ 内 で 転 送 さ れ た 情 報 を 解 読 し 、 次 の ス テ ッ プ
へ 進 め る か 判 定 す る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 （ ３ ） 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 制 御 デ ー タ ゾ ー
ン Ｃ Ｄ Ｚ に 記 録 さ れ て い る 情 報 を 再 生 し 、 制 御 部 １ ４ ３ へ 転 送 す る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 （ ４ ） 制 御 部 １ ４ ３ 内 で 推 奨 記 録 条 件 を 割 り 出 し た 時 の リ ム イ ン テ ン シ テ ィ の 値 （ 図 ２
３ の １ ９ ４ 、 １ ９ ５ バ イ ト 目 ） と 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で 使 わ れ て い る 光 学 ヘ ッ ド の リ ム
イ ン テ ン シ テ ィ の 値 を 比 較 し 、 試 し 書 き に 必 要 な 領 域 サ イ ズ を 割 り 出 す 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 （ ５ ） 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で 記 録 位 置 管 理 デ ー タ 内 の 情 報 を 再 生 し 、 制 御 部 １ ４ ３ へ
送 る 。 制 御 部 で は Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ 内 の 情 報 を 解 読 し 、 （ ４ ） で 割 り 出 し た 試 し 書 き に

10

20

30

40

50

(48) JP 2007-18563 A 2007.1.25



必 要 な 領 域 サ イ ズ の 余 裕 の 有 無 を 判 定 し 、 余 裕 が あ る 場 合 に は （ ６ ） へ 進 み 、 余 裕 が 無 い
場 合 に は （ ９ ） へ 進 む 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 （ ６ ） Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ 内 か ら 試 し 書 き に 使 用 す る ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ ま
た は 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 の 既 に 試 し 書 き に 使 用 し た 場 所 の 最 後 の 位 置
情 報 か ら 今 回 試 し 書 き を 開 始 す る 場 所 を 割 り 出 す 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 （ ７ ） 　 （ ６ ） で 割 り 出 し た 場 所 か ら （ ４ ） で 割 り 出 し た サ イ ズ 分 試 し 書 き を 実 行 す る
。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 （ ８ ） 　 （ ７ ） の 処 理 に よ り 試 し 書 き に 使 用 し た 場 所 が 増 え た の で 、 既 に 試 し 書 き に 使
用 し た 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 を 書 き 替 え た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を メ モ リ 部 １ ７ ５ に
一 時 保 存 し 、 （ １ ２ ） へ 進 む 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 （ ９ ） Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ に 記 録 さ れ て あ る “ 最 新 の ユ ー ザ デ ー タ の 記 録 可 能 範 囲 ２ ０
５ の 最 終 位 置 ” の 情 報 ま た は 図 ２ ４ に 示 し た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト Ｐ Ｆ Ｉ 内 の デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ
Ａ の 配 置 場 所 情 報 内 に 記 録 さ れ て い る “ ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 の 最 後 の 位 置 情 報 ”
を 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ で 読 み 取 り 、 制 御 部 １ ４ ３ 内 で 更 に 新 た に 設 定 す る 拡 張 ド ラ イ ブ
テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 範 囲 を 設 定 す る 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 （ １ ０ ） 　 （ ９ ） の 結 果 に 基 づ き 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ に 記 録 さ れ て あ る “ 最 新 の ユ ー
ザ デ ー タ の 記 録 可 能 範 囲 ２ ０ ５ の 最 終 位 置 ” の 情 報 を 更 新 す る と 共 に Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４
内 の 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 追 加 設 定 回 数 情 報 を １ だ け イ ン ク リ メ ン ト （
回 数 を １ だ け 加 算 ） し 、 さ ら に 新 た に 設 定 す る 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ の 開
始 ／ 終 了 位 置 情 報 を 付 け 加 え た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を メ モ リ 部 １ ７ ５ に 一 時 保 存 す
る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 （ １ １ ） 　 （ ７ ） → （ １ ２ ） へ 移 動 す る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
　 （ １ ２ ） 　 （ ７ ） で 行 っ た 試 し 書 き の 結 果 得 ら れ た 最 適 な 記 録 条 件 で ユ ー ザ デ ー タ の 追
記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 に 必 要 な ユ ー ザ 情 報 を 追 記 す る 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 （ １ ３ ） 　 （ １ ２ ） に 対 応 し て 新 た に 発 生 し た Ｒ ゾ ー ン 内 の 開 始 ／ 終 了 位 置 情 報 （ 図 ２
７ ） を 追 記 し て 更 新 さ れ た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を メ モ リ 部 １ ７ ５ に 一 時 保 存 す る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 （ １ ４ ） 制 御 部 １ ４ ３ が 制 御 し て 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ が メ モ リ 部 １ ７ ５ に 一 時 保 存 さ
れ て い る 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 未 記 録 領 域 ２
０ ６ （ 例 え ば 図 １ ７ の （ ｂ ） ） 内 に 追 加 記 録 す る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 図 ２ ７ に 示 す よ う に Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ５ 内 は 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 位 置 情 報 が 記 録
さ れ る 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て 代 替 え 領 域 が 拡 張 可 能 と な っ て お り 、 そ の 代 替 え 領
域 の 位 置 情 報 が 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ で 管 理 さ れ る 。 図 １ ８ の （ ｅ ） に 示 す 実 施 形 態 で は
拡 張 代 替 え 領 域 １ Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ と 拡 張 代 替 え 領 域 ２ Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ の ２ 箇 所 に 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ
Ｓ Ｐ Ａ を 設 定 し て い る の で Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ５ 内 の 最 初 に 記 載 さ れ て い る “ 拡 張 代 替 え 領
域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 追 加 設 定 回 数 ” は “ ２ ” と な る 。 最 初 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の
開 始 位 置 情 報 は δ 点 位 置 、 最 初 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 終 了 位 置 情 報 は γ 点
の 直 前 の 位 置 、 ２ 番 目 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 開 始 位 置 情 報 は ζ 点 の 位 置 、
２ 番 目 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 終 了 位 置 情 報 は ε 点 の 直 前 位 置 に 対 応 す る 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 図 ２ ７ の Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ５ 内 は 欠 陥 管 理 に 関 す る 情 報 が 記 録 さ れ る 。 図 ２ ７ の Ｒ Ｍ Ｄ
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フ ィ ー ル ド ５ 内 の 最 初 の 欄 で デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ に 隣 接 し た 代 替 え 領 域 内 で
既 に 代 替 え に 使 用 し た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 数 情 報 、 ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 情 報 が
記 録 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ４ 内 で 発 見 さ れ た 欠 陥 領 域
に 対 し て は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 単 位 で 代 替 え 処 理 が な さ れ る 。 後 述 す る よ う に 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ
ッ ク を 構 成 す る １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト が １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 領 域 に 記 録 さ れ
る の で 、 既 に 行 わ れ た 代 替 え 回 数 は 既 に 代 替 え に 使 用 し た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 数 （ ま た は 物
理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 、 デ ー タ セ グ メ ン ト 数 ） に 等 し く な る 。 し た が っ て 、 こ の 欄 で の
記 載 情 報 の 単 位 は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 単 位 、 ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 単 位 、 デ ー タ セ グ
メ ン ト 単 位 と な る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ 、 あ る い は 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 内 で は 、
交 替 処 理 と し て 使 用 さ れ る 場 所 は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 の 若 い 内 周 側 か ら 順 次 使 用
さ れ る 場 合 が 多 い 。 し た が っ て 、 こ の 欄 の 情 報 と し て 他 の 実 施 形 態 で は 、 代 替 え へ の 使 用
済 み 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 と し て Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 を 記 載 す る 事 も 可 能 で あ る
。 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 最 初 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 １ Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ と ２ 番 目 に 設 定 し た
拡 張 代 替 え 領 域 ２ Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ に 対 し て も 同 様 な 情 報 （ “ 最 初 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ
Ｓ Ｐ Ａ 内 の 既 に 代 替 え に 使 用 し た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 数 情 報 ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク
数 情 報 あ る い は 代 替 え へ の 使 用 済 み 場 所 の 最 後 の 位 置 情 報 （ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号
） ” と 、 “ ２ 番 目 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 内 の 既 に 代 替 え に 使 用 し た Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク の 数 情 報 ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 情 報 あ る い は 代 替 え へ の 使 用 済 み 場 所 の
最 後 の 位 置 情 報 （ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 ） ” ） を 記 録 す る 欄 が 存 在 す る 。 こ れ ら の
情 報 を 利 用 し て 、 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 （ １ ） 次 に 代 替 え 処 理 す る 時 に ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 で 見 つ か っ た 欠 陥
領 域 に 対 す る 新 た に 設 定 す べ き 代 替 え 場 所 が 即 座 に 分 か る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 　 … 代 替 え へ の 使 用 済 み 場 所 の 最 後 の 位 置 の 直 後 に 新 た な 代 替 え を 行 う 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 （ ２ ） 計 算 に よ り 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ ま た は 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 内 の 残 量 が 求 め ら れ
、 （ 残 量 が 足 り な い 場 合 に は ） 新 た な 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 設 定 の 必 要 性 有 無 が 分 か
る 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 ま た 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ に 隣 接 し た 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ の サ イ ズ は 事 前 に
知 ら れ て い る の で 、 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ 内 で 既 に 代 替 え に 使 用 し た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 数 に 関
す る 情 報 が 有 れ ば 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ 内 で の 残 量 を 計 算 で き る が 、 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ 内 で の
残 量 情 報 で あ る 今 後 代 替 え に 使 用 可 能 な 未 使 用 場 所 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 数 情 報 ま た は 物 理
セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 情 報 の 記 録 枠 を 設 け る こ と に よ り 、 即 座 に 残 量 が 分 か り 、 更 な る 拡
張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ に 関 す る 設 定 必 要 性 の 有 無 判 定 に 必 要 な 時 間 の 短 縮 化 が 図 れ る 。 同
様 な 理 由 か ら 、 “ 最 初 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 内 で の 残 量 情 報 ” と 、 “ ２ 番 目
に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 内 で の 残 量 情 報 ” も 記 録 で き る 枠 が 設 け ら れ て い る 。
本 実 施 形 態 で は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ を 拡 張 可 能 と し 、 そ の 位 置
情 報 を 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 で 管 理 す る 形 と な っ て い る 。 図 １ ７ の （ ｅ ） に 示 す よ
う に 、 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ４ 内 に 必 要 に 応 じ て 任 意 の 開 始 位 置 、 任 意 の サ イ
ズ で 第 １ 、 第 ２ 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 、 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ な ど が 拡 張 設 定 で き る 。 し た が っ
て 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ５ 内 に 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 追 加 設 定 回 数 情 報 が 記 録 さ れ 、 最
初 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 開 始 位 置 情 報 や ２ 番 目 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域
Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 開 始 位 置 情 報 が 設 定 可 能 と な っ て い る 。 こ れ ら の 開 始 位 置 情 報 は 物 理 セ ク タ 番
号 ま た は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 （ あ る い は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 番 号 、 デ ー タ セ
グ メ ン ト ア ド レ ス ） で 記 述 さ れ る 。 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ の 実 施 形 態 で は 、 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ
Ｐ Ａ の 範 囲 を 規 定 す る 情 報 と し て “ 最 初 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 終 了 位 置 情
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報 ” や 、 “ ２ 番 目 に 設 定 し た 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ の 終 了 位 置 情 報 ” が 記 録 さ れ る 形 に
な っ て い る が 、 他 の 実 施 形 態 と し て そ れ ら 終 了 位 置 情 報 の 代 わ り に 、 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ
Ｐ Ａ の サ イ ズ 情 報 が Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 数 ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 数 、 デ ー タ セ グ メ ン
ト 数 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 数 あ る い は 物 理 セ ク タ 数 で 記 録 さ れ る 事 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ に は 欠 陥 管 理 情 報 が 記 録 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 欠 陥 処 理 に 関 す る
情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 情 報 の 信 頼 性 を 向 上 す る 方 法 と し て
　 （ １ ） 欠 陥 場 所 に 記 録 を 予 定 し て い た 情 報 を 代 替 え 場 所 に 記 録 す る 従 来 の “ 交 替 モ ー ド
” と 、
　 （ ２ ） 同 じ 内 容 の 情 報 を 情 報 記 憶 媒 体 上 の 異 な る 場 所 に ２ 回 記 録 し て 信 頼 性 を 上 げ る “
多 重 化 モ ー ド ” の ２ 種 類 の 方 法 が 対 応 で き る よ う に し 、 ど ち ら の モ ー ド で 処 理 す る か の 情
報 を 、 図 ２ ９ に 示 す よ う に 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の ２ 次 欠 陥 リ ス ト エ ン ト リ ー 情
報 内 の “ 欠 陥 管 理 処 理 の 種 別 情 報 ” 内 に 記 録 さ れ る 。 ２ 次 欠 陥 リ ス ト エ ン ト リ ー 情 報 内 の
内 容 は
　 “ （ １ ） 交 替 モ ー ド ” の 場 合 に は
　 ・ 欠 陥 管 理 処 理 の 種 別 情 報 を “ ０ １ ” に 設 定 （ 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ と 同 様 ） し 、
・ “ 交 替 元 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” と は ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ の 中 で 欠
陥 場 所 と し て 発 見 さ れ た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 を 意 味 し 、 本 来 こ こ へ 記 録 予 定 の 情 報
が 記 録 さ れ ず 代 替 え 領 域 内 な ど に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
・ “ 交 替 先 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” と は 図 １ ８ の （ ｅ ） の 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ ま た は 第
１ 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 、 第 ２ 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ の 中 に 設 定 さ れ る 交 替 先 の
場 所 の 位 置 情 報 を 示 し 、 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 で 発 見 さ れ た 欠 陥 場 所 に 記
録 予 定 の 情 報 が こ こ に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
　 が 対 応 し 、
　 “ （ ２ ） 多 重 化 モ ー ド の 場 合 ” に は
　 ・ 欠 陥 管 理 処 理 の 種 別 情 報 を “ １ ０ ” に 設 定 し 、
　 ・ “ 交 替 元 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” と は 非 欠 陥 の 場 所 で あ り 、 記 録 予 定 の 情 報 が 記
録 さ れ る と 共 に 、 こ こ に 記 録 さ れ た 情 報 は 正 確 に 再 生 で き る 場 所 の 位 置 情 報 を 表 す 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
　 ・ “ 交 替 先 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” と は 図 １ ８ の （ ｅ ） の 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ ま た は
第 １ 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ １ 、 第 ２ 拡 張 代 替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ ２ の 中 に 設 定 さ れ る 多 重 化
の た め に 上 記 “ 交 替 元 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” に 記 録 さ れ た 情 報 と 全 く 同 じ 内 容 が 記
録 さ れ る 場 所 の 位 置 情 報 を 表 す 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
　 が 対 応 す る 。
【 ０ ２ ７ ９ 】
　 上 記 “ （ １ ） 交 替 モ ー ド ” で 記 録 し た 場 合 に は 、 記 録 直 後 の 段 階 で は 情 報 記 憶 媒 体 へ 記
録 さ れ た 情 報 が 正 確 に 読 み 出 せ る 事 は 確 認 さ れ る 。 し か し 、 そ の 後 に ユ ー ザ の 不 手 際 な ど
で 情 報 記 憶 媒 体 に 傷 や ゴ ミ が 付 着 し て 上 記 記 録 が 再 生 で き な く な る 危 険 性 が あ る 。 こ れ に
対 し て 上 記 “ （ ２ ） 多 重 化 モ ー ド ” で 記 録 し た 場 合 に は 、 ユ ー ザ の 不 手 際 な ど で 情 報 記 憶
媒 体 に 傷 や ゴ ミ が 付 着 し て 部 分 的 に 情 報 が 読 め な く な っ た と し て も 、 他 の 部 分 に 同 じ 情 報
が バ ッ ク ア ッ プ さ れ て い る の で 情 報 再 生 の 信 頼 性 が 格 段 に 向 上 す る 。 こ の 時 に 読 め な か っ
た 情 報 に 対 し て 上 記 バ ッ ク ア ッ プ さ れ た 情 報 を 利 用 し て “ （ １ ） 交 替 モ ー ド ” の 交 替 処 理
を 行 え ば 更 に 信 頼 性 が 向 上 す る 。 し た が っ て 、 上 記 “ （ ２ ） 多 重 化 モ ー ド ” の 処 理 、 あ る
い は “ （ １ ） 交 替 モ ー ド ” の 処 理 と “ （ ２ ） 多 重 化 モ ー ド ” の 処 理 を 組 み 合 わ せ る こ と に
よ り 、 傷 や ゴ ミ の 対 策 も 考 慮 に 入 れ た 記 録 後 の 高 い 情 報 再 生 信 頼 性 を 確 保 出 来 る と 言 う 効
果 が あ る 。
【 ０ ２ ８ ０ 】
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　 ま た 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 を 記 述 す る 方 法 と し て 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 先
頭 位 置 に あ る 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 を 記 述 す る 方 法 以 外 に 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ
ス ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス あ る い は デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス を 記 載 す る
方 法 も あ る 。 後 述 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 で は １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク サ イ ズ の デ ー タ が 入 る デ
ー タ 上 の 領 域 を デ ー タ セ グ メ ン ト と 呼 ぶ 。 ま た 、 デ ー タ を 記 録 す る 場 所 の 情 報 記 憶 媒 体 上
の 物 理 的 な 単 位 と し て 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク が 定 義 さ れ て お り 、 １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト
ブ ロ ッ ク サ イ ズ と １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト を 記 録 す る 領 域 の サ イ ズ が 一 致 し て い る 。
【 ０ ２ ８ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 交 替 処 理 前 に 事 前 に 検 出 さ れ た 欠 陥 位 置 情 報 も 記 録 で き る 仕 組 み も 持 っ
て い る 。 こ れ に よ り 、 情 報 記 憶 媒 体 の 製 造 メ ー カ が 出 荷 直 前 に ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範
囲 ２ ０ ４ 内 の 欠 陥 状 態 を 検 査 し 、 発 見 さ れ た 欠 陥 場 所 を （ 交 替 処 理 前 に ） 事 前 に 記 録 し た
り 、 ユ ー ザ の 所 で 情 報 記 録 再 生 装 置 が イ ニ シ ャ ラ イ ズ 処 理 を 行 っ た 時 に ユ ー ザ デ ー タ の 追
記 可 能 範 囲 ２ ０ ４ 内 の 欠 陥 状 態 を 検 査 し 、 発 見 さ れ た 欠 陥 場 所 を （ 交 替 処 理 前 に ） 事 前 に
記 録 で き る よ う に し て あ る 。 こ の よ う に 交 替 処 理 前 に 事 前 に 検 出 さ れ た 欠 陥 位 置 を 示 す 情
報 が 図 ２ ９ に 示 す ２ 次 欠 陥 リ ス ト エ ン ト リ ー 情 報 内 の “ 欠 陥 ブ ロ ッ ク の 代 替 え ブ ロ ッ ク へ
の 交 替 処 理 有 無 情 報 ” （ Ｓ Ｌ Ｒ ： Status of Linear Replacement） で あ り 、
　 ◎ 欠 陥 ブ ロ ッ ク の 代 替 え ブ ロ ッ ク へ の 交 替 処 理 有 無 情 報 Ｓ Ｌ Ｒ が “ ０ ” の 時 に は
　 　 … “ 交 替 元 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” で 指 定 さ れ た 欠 陥 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 対 し て 交
替 処 理 が な さ れ 、
　 　 　 “ 交 替 先 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” で 指 定 さ れ た 場 所 に 再 生 可 能 な 情 報 が 記 録 さ
れ て い る 。
【 ０ ２ ８ ２ 】
　 ◎ 欠 陥 ブ ロ ッ ク の 代 替 え ブ ロ ッ ク へ の 交 替 処 理 有 無 情 報 Ｓ Ｌ Ｒ が “ １ ” の 時 に は
　 　 … “ 交 替 元 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” で 指 定 さ れ た 欠 陥 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 交 替 処 理
前 の 段 階 で 事 前 に 検 出 さ れ た 欠 陥 ブ ロ ッ ク を 意 味 し 、
　 　 　 “ 交 替 先 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 ” の 欄 は ブ ラ ン ク （ 何 も 情 報 が 記 録 さ れ て 無 い
） と な っ て い る 。
【 ０ ２ ８ ３ 】
　 こ の よ う に 欠 陥 場 所 が 事 前 に 分 か っ て い る と 、 情 報 記 録 再 生 装 置 が ユ ー ザ デ ー タ を 追 記
形 情 報 記 憶 媒 体 に 追 記 す る 段 階 で 高 速 に （ か つ リ ア ル タ イ ム で ） 最 適 な 交 替 処 理 を 行 え る
と 言 う 効 果 が あ る 。 特 に 映 像 情 報 な ど を 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 場 合 に は 記 録 時 の 連 続 性
を 保 証 す る 必 要 が 有 り 、 上 記 情 報 に 基 付 く 高 速 な 交 替 処 理 が 重 要 と な る 。
【 ０ ２ ８ ４ 】
　 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 に 欠 陥 が あ る と 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ あ る い は 拡 張 代
替 え 領 域 Ｅ Ｓ Ｐ Ａ 内 の 所 定 場 所 で 交 替 処 理 が 行 わ れ る が 、 そ の １ 回 の 交 替 処 理 毎 に １ 個 の
２ 次 欠 陥 リ ス ト エ ン ト リ ー （ Secondary Defect List Entry） 情 報 が 付 加 さ れ 、 欠 陥 Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 と 代 替 え に 利 用 さ れ た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 の 組 情 報 が Ｒ Ｍ Ｄ
フ ィ ー ル ド ６ 内 に 記 録 さ れ る 。 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 に 新 た に ユ ー ザ デ ー
タ の 追 記 を 繰 り 返 す 時 に 新 た な 欠 陥 場 所 が 発 見 さ れ る と 交 替 処 理 を 行 い 、 ２ 次 欠 陥 リ ス ト
エ ン ト リ ー 情 報 の 数 が 増 え る 。 こ の ２ 次 欠 陥 リ ス ト エ ン ト リ ー 情 報 の 数 が 増 え た 記 録 位 置
管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 、 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 未 記
録 領 域 ２ ０ ６ 内 に 追 記 す る こ と に よ り 、 欠 陥 管 理 の 管 理 情 報 領 域 （ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ ）
が 拡 張 で き る 。 こ の 方 法 を 行 う こ と に よ り 、 下 記 の 理 由 か ら 欠 陥 管 理 情 報 自 体 の 信 頼 性 を
向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ２ ８ ５ 】
　 （ １ ） 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 欠 陥 場 所 を 回 避 し て 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を
記 録 で き る
　 　 … 図 １ ７ の （ ｂ ） に 示 す 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 で も 欠 陥 場 所 が 発 生 す る 場 合 が
あ る 。 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 で 新 た に 追 記 し た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 内 容 を
追 記 直 後 に 確 認 （ ベ リ フ ァ イ ） す る こ と に よ り 、 欠 陥 に よ る 記 録 不 可 能 な 状 態 を 検 知 で き
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、 そ の 場 合 に は そ の 隣 に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 書 き 直 す こ と に よ り 、 記 録 位 置 管 理
デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 高 い 信 頼 性 を 保 証 し た 形 で 記 録 す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ２ ８ ６ 】
　 （ ２ ） 情 報 記 憶 媒 体 表 面 に 付 い た 傷 な ど に よ り 過 去 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 再 生
が 不 可 能 に な っ て も あ る 程 度 の バ ッ ク ア ッ プ が 可 能 と な る 。
【 ０ ２ ８ ７ 】
　 　 … 例 え ば 図 １ ７ の （ ｂ ） の 例 を 取 っ た 場 合 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ２ を 記 録 し
た 後 で ユ ー ザ の ミ ス 等 で 情 報 記 憶 媒 体 表 面 に 傷 が 付 き 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ ＃ ２ の
再 生 が 不 可 能 に な っ た 状 態 を 例 と し て 想 定 す る 。 こ の 場 合 、 代 わ り に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ
Ｒ Ｍ Ｄ ＃ １ の 情 報 を 再 生 す る こ と に よ り 、 あ る 程 度 過 去 の 欠 陥 管 理 情 報 （ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル
ド ６ 内 の 情 報 ） を 修 復 で き る 。
【 ０ ２ ８ ８ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ の 最 初 に は Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ の サ イ ズ 情 報 が 記 録 さ れ て お り 、 こ
の フ ィ ー ル ド サ イ ズ を 可 変 に し て 欠 陥 管 理 の 管 理 情 報 領 域 （ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ ） を 拡 張
可 能 と し て い る 。 各 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド は ２ ０ ４ ８ サ イ ズ （ １ 物 理 セ ク タ サ イ ズ 分 ） に 設 定
し て い る と 既 に 説 明 し た が 、 情 報 記 憶 媒 体 の 欠 陥 が 多 く 、 交 替 処 理 回 数 が 多 く な る と ２ 次
欠 陥 リ ス ト 情 報 （ Secondary Defect List） の サ イ ズ が 増 大 し 、 ２ ０ ４ ８ バ イ ト サ イ ズ （
１ 物 理 セ ク タ サ イ ズ 分 ） で は 収 ま ら な く な る 。 そ の 状 況 を 考 慮 し て Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ は
２ ０ ４ ８ サ イ ズ の 複 数 倍 （ 複 数 の セ ク タ に 跨 っ て 記 録 可 能 ） に 出 来 る 形 と な っ て い る 。 す
な わ ち 、 “ Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ の サ イ ズ ” が ２ ０ ４ ８ バ イ ト を 越 え た 場 合 に は 、 複 数 物 理
セ ク タ 分 の 領 域 を Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ６ に 割 り 当 て る 事 に な る 。
【 ０ ２ ８ ９ 】
　 ２ 次 欠 陥 リ ス ト 情 報 Ｓ Ｄ Ｌ 内 に は 上 記 説 明 し た ２ 次 欠 陥 リ ス ト エ ン ト リ ー 情 報 の 他 に 、
２ 次 欠 陥 リ ス ト 情 報 Ｓ Ｄ Ｌ の 開 始 位 置 を 示 す “ ２ 次 欠 陥 リ ス ト 識 別 情 報 ” 、 ２ 次 欠 陥 リ ス
ト 情 報 Ｓ Ｄ Ｌ を 何 回 書 き 替 え た か の 回 数 情 報 を 示 す “ ２ 次 欠 陥 リ ス ト の ア ッ プ デ ー ト カ ウ
ン タ （ ア ッ プ デ ー ト 回 数 情 報 ） ” が 記 録 さ れ る 。 ま た “ ２ 次 欠 陥 リ ス ト エ ン ト リ ー の 数 情
報 ” に よ り ２ 次 欠 陥 リ ス ト 情 報 Ｓ Ｄ Ｌ 全 体 の デ ー タ サ イ ズ が 分 か る 。
【 ０ ２ ９ ０ 】
　 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 に は 論 理 的 に Ｒ ゾ ー ン 単 位 で ユ ー ザ デ ー タ の 記 録
を 行 う 事 を 既 に 説 明 し た 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る た め に 予 約 さ れ る ユ ー ザ デ
ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 の 一 部 を Ｒ ゾ ー ン と 呼 ぶ 。 記 録 条 件 に 応 じ こ の Ｒ ゾ ー ン は ２
種 類 の Ｒ ゾ ー ン に 分 け ら れ る 。 そ の 中 に 追 加 ユ ー ザ デ ー タ が 更 に 記 録 で き る タ イ プ を オ ー
プ ン （ 開 放 ） 形 Ｒ ゾ ー ン と 呼 び 、 そ の 中 に 更 な る ユ ー ザ デ ー タ が 追 加 で き な い タ イ プ を コ
ン プ リ ー ト （ 完 結 ） 形 Ｒ ゾ ー ン と 呼 ぶ 。 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 で は ３ 個 以
上 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン を 持 つ 事 が 出 来 な い 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２
０ ５ 内 で は オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン は ２ 箇 所 ま で し か 設 定 で き な い 。 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能
範 囲 ２ ０ ５ 内 で 上 記 ２ 種 類 い ず れ か の Ｒ ゾ ー ン を 設 定 し て い な い 場 所 、 す な わ ち 、 ユ ー ザ
デ ー タ を 記 録 す る た め に （ 上 記 ２ 種 類 の Ｒ ゾ ー ン の い ず れ か と し て ） 予 約 さ れ て い な い 場
所 を イ ン ビ ジ ブ ル （ 未 指 定 状 態 の ） Ｒ ゾ ー ン と 呼 ぶ 。 ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５
内 に 全 て ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ 、 追 加 で き な い 場 合 に は 、 こ の イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン は
存 在 し な い 。
【 ０ ２ ９ １ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ７ 内 は ２ ５ ４ 番 目 ま で の Ｒ ゾ ー ン の 位 置 情 報 が 記 録 さ れ る 。 Ｒ Ｍ Ｄ フ
ィ ー ル ド ７ 内 の 最 初 に 記 録 さ れ る “ 全 体 の Ｒ ゾ ー ン の 数 情 報 ” は ユ ー ザ デ ー タ の 追 記 可 能
範 囲 ２ ０ ５ 内 に 論 理 的 に 設 定 さ れ る イ ン ビ ジ ブ ル Ｒ ゾ ー ン の 数 と オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン の 数
と コ ン プ リ ー ト 形 Ｒ ゾ ー ン の 数 の 合 計 数 を 表 し て い る 。 次 に 、 最 初 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン
の 数 情 報 と ２ 番 目 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン の 数 情 報 が 記 録 さ れ る が 、 前 述 し た よ う に ユ ー ザ
デ ー タ の 追 記 可 能 範 囲 ２ ０ ５ 内 で は ３ 個 以 上 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン を 持 つ 事 が 出 来 な い の
で 、 こ こ は “ １ ” ま た は “ ０ ” （ 最 初 ま た は ２ 番 目 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン が 存 在 し な い 場
合 ） が 記 録 さ れ る 。 次 に は 、 最 初 の コ ン プ リ ー ト 形 Ｒ ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 と 終 了 位 置 情
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報 が 物 理 セ ク タ 番 号 で 記 載 さ れ る 。 そ の 次 に は 、 ２ 番 目 か ら ２ ５ ４ 番 目 ま で の コ ン プ リ ー
ト 形 Ｒ ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 と 終 了 位 置 情 報 が 順 次 物 理 セ ク タ 番 号 で 記 載 さ れ る 。
【 ０ ２ ９ ２ 】
　 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ８ 以 降 は ２ ５ ５ 番 目 以 降 の コ ン プ リ ー ト 形 Ｒ ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 と
終 了 位 置 情 報 が 順 次 物 理 セ ク タ 番 号 で 記 載 さ れ 、 コ ン プ リ ー ト 形 Ｒ ゾ ー ン の の 数 に 応 じ て
最 大 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ ５ ま で （ 最 大 ２ ０ ４ ７ 個 の コ ン プ リ ー ト 形 Ｒ ゾ ー ン ま で ） 記 載 可
能 に な っ て い る 。
【 ０ ２ ９ ３ 】
　 図 ２ ９ 、 図 ３ ０ に 示 し た 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の デ ー タ 構 造 に 対 す る 他 の 実 施 形
態 を 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ に 示 す 。
【 ０ ２ ９ ４ 】
　 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 で は １ 枚 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に １ ２ ８ 個 ま で の ボ ー
ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ が 設 定 可 能 に な っ て い る 。 し た が っ て 、 最 初 か ら １ ２ ８ 個 ま で の ボ ー
ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 情 報 が Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ３ 内 に 記 録 さ れ て い る 。 も し 途 中
ま で （ １ ２ ８ 個 以 下 ） し か ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ が 設 定 さ れ て い な い 場 合 に は 、 そ れ 以
降 の ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 情 報 と し て “ ０ ０ ｈ ” を 設 定 す る 。 こ れ に よ り 、
Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ３ 内 で ど こ ま で ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 情 報 が 記 録 さ れ て い
る か を 調 べ る だ け で 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 何 個 ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ が 設 定 さ れ て
い る か が 分 か る 。
【 ０ ２ ９ ５ 】
　 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 で は １ 枚 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に １ ２ ８ 個 ま で の 拡 張
記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ を 設 定 可 能 に な っ て い る 。 上 述 し た よ う に 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン Ｒ Ｍ Ｚ と し て
　 （ １ ） ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 に 設 定 さ れ た 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ と
　 （ ２ ） Ｒ ゾ ー ン を 利 用 し て 設 定 さ れ た 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ
の ２ 種 類 が 存 在 す る が 、 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ に 示 し た 実 施 形 態 で は 、 そ の ２ 種 類 を 区 別 す
る こ と な く 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 開 始 位 置 情 報 （ 物 理 セ ク タ 番 号 で 表 示 ） と サ
イ ズ 情 報 （ 占 有 す る 物 理 セ ク タ の 数 情 報 ） の 組 を Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ３ 内 に 記 録 す る こ と で
管 理 し て い る 。 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 で は 、 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 開
始 位 置 情 報 （ 物 理 セ ク タ 番 号 で 表 示 ） と サ イ ズ 情 報 （ 占 有 す る 物 理 セ ク タ の 数 情 報 ） の 組
の 情 報 が 記 録 さ れ て い る が 、 そ れ に 限 ら ず 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 開 始 位 置 情 報
（ 物 理 セ ク タ 番 号 で 表 示 ） と 終 了 位 置 情 報 （ 物 理 セ ク タ 番 号 で 表 示 ） の 組 で 記 録 さ れ て も
良 い 。 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 で は 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 設 定 さ れ た 順 番 に 拡
張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 番 号 が 付 け ら れ て い る が 、 そ れ に 限 ら ず 開 始 位 置 と し て 物
理 セ ク タ 番 号 の 若 い 順 に 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 番 号 を 付 け る 事 も 出 来 る 。
【 ０ ２ ９ ６ 】
　 そ し て 、 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 記 録 さ れ 、 現 在 使 用 中 の （ オ ー プ ン に な っ
て Ｒ Ｍ Ｄ の 追 記 が 可 能 な ） 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン の 指 定 を 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の
番 号 で 指 定 し て い る （ 図 １ ３ ４ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ３ ） ） 。 し た が っ て 、 情 報 記 録 再 生 装 置
ま た は 情 報 再 生 装 置 は こ れ ら の 情 報 か ら 現 在 使 用 中 の （ オ ー プ ン に な っ て い る ） 記 録 位 置
管 理 ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 を 知 り 、 そ こ か ら ど れ が 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ で あ
る か の 識 別 を 行 う （ 図 １ ３ ４ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ３ α ） ） 。 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン を 追 記
形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 分 散 配 置 し て も 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ に 示 し た デ ー タ 構 造 を 取 る こ と に
よ り 、 情 報 記 録 再 生 装 置 ま た は 情 報 再 生 装 置 は ど れ が 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ で
あ る か の 識 別 を 容 易 に 行 う 事 が 出 来 る 。 こ れ ら の 情 報 か ら 現 在 使 用 中 の （ オ ー プ ン に な っ
て い る ） 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 が 分 か り 、 そ の 場 所 に ア ク セ ス し て 何 処 ま で
既 に 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ が 記 録 さ れ て い る か を 知 る （ 図 １ ３ ４ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ３
β ） ） こ と に よ り 、 情 報 記 録 再 生 装 置 ま た は 情 報 再 生 装 置 は 何 処 に 更 新 さ れ た 最 新 の 記 録
位 置 管 理 デ ー タ を 記 録 す れ ば 良 い か か 容 易 に 分 か る 。 ま た 、 上 記 の
　 （ ２ ） Ｒ ゾ ー ン を 利 用 し て 設 定 さ れ た 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ
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の 設 定 を し た 場 合 に は 、 １ 個 の Ｒ ゾ ー ン 全 体 が そ の ま ま １ 個 の 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ
Ｍ Ｚ に 対 応 す る の で 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ３ 内 に 記 載 し た 対 応 す る 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン
Ｒ Ｍ Ｚ の 開 始 位 置 を 表 す 物 理 セ ク タ 番 号 が Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ ～ ２ １ 内 に 記 載 さ れ る 対 応
し た Ｒ ゾ ー ン の 開 始 位 置 を 表 す 物 理 セ ク タ 番 号 に 一 致 す る 。
【 ０ ２ ９ ７ 】
　 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 で は １ 枚 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に は ４ ６ ０ ６ 個 （ ４ ３ ５
１ ＋ ２ ５ ５ ） ま で Ｒ ゾ ー ン の 設 定 が 可 能 に な っ て い る 。 こ の 設 定 さ れ た Ｒ ゾ ー ン の 位 置 情
報 が Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ ～ ２ １ 内 に 記 録 さ れ る 。 各 Ｒ ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 が 物 理 セ ク タ
番 号 の 情 報 で 表 示 さ れ る と 共 に 、 各 Ｒ ゾ ー ン 内 で の 最 後 の 記 録 位 置 を 表 す 物 理 セ ク タ 番 号
Ｌ Ｒ Ａ （ Last recorded Address） が 対 に な っ て 記 録 さ れ る 。 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ
内 に 記 載 さ れ る Ｒ ゾ ー ン の 順 番 は 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 で は Ｒ ゾ ー ン の 設 定 順 に
な っ て い る が 、 そ れ に 限 ら ず 開 始 位 置 情 報 を 表 す 物 理 セ ク タ 番 号 の 若 い 順 に 順 番 を 設 定 す
る こ と も で き る 。 対 応 番 号 の Ｒ ゾ ー ン 設 定 を 行 っ て い な い 場 合 に は 、 こ の 欄 に は “ ０ ０ ｈ
” を 記 録 す る 。 １ 枚 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 内 に 設 定 さ れ た Ｒ ゾ ー ン の 総 数 が Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー
ル ド ４ 内 に 記 載 さ れ て い る が 、 こ の 総 数 情 報 は イ ン コ ン プ リ ー ト の Ｒ ゾ ー ン （ デ ー タ 領 域
Ｄ Ｔ Ａ 内 で デ ー タ 記 録 の た め の 領 域 予 約 を 行 っ て 無 い 領 域 ） 数 と オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン （ 後
か ら 追 記 で き る 未 記 録 領 域 を 持 っ て い る Ｒ ゾ ー ン ） 数 と コ ン プ リ ー ト 形 Ｒ ゾ ー ン （ 既 に 完
結 し て お り 、 後 か ら 追 記 で き る 未 記 録 領 域 を 持 っ て い な い Ｒ ゾ ー ン ） 数 の 合 計 値 で 示 さ れ
る 。 な お 、 こ の 総 数 情 報 は イ ン コ ン プ リ ー ト の Ｒ ゾ ー ン の 序 数 と 等 し い 。
【 ０ ２ ９ ８ 】
　 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 で は 、 追 記 が 可 能 な オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン の 設 定 は ２ 個 ま
で 設 定 可 能 （ 図 １ ３ ２ の ポ イ ン ト （ Ｌ ５ ） ） に な っ て い る 。 こ の よ う に ２ 個 ま で オ ー プ ン
Ｒ 形 ゾ ー ン の 設 定 を 行 え る こ と に よ り 、 １ 個 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン 内 に 連 続 記 録 や 連 続 再
生 が 保 証 さ れ る 必 要 の あ る 映 像 情 報 や 音 声 情 報 を 記 録 し 、 残 り の １ 個 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー
ン 内 に そ の 映 像 情 報 や 音 声 情 報 に 対 す る 管 理 情 報 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー な ど で 使 用
さ れ る 一 般 情 報 あ る い は フ ァ イ ル シ ス テ ム の 管 理 情 報 を 記 録 す る な ど の 記 録 す べ き ユ ー ザ
デ ー タ の 種 類 に よ り 別 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン 内 に そ れ ぞ れ 分 け て 記 録 す る 事 が 出 来 、 Ａ Ｖ
情 報 （ 映 像 情 報 や 音 声 情 報 ） の 記 録 や 再 生 な ど に 利 便 性 が 向 上 す る 。 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２
の 実 施 形 態 で は 、 ど の Ｒ ゾ ー ン が オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン で あ る か を Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ ～ ２
１ 内 に 配 列 さ れ た Ｒ ゾ ー ン の 配 置 番 号 で 指 定 す る 。 す な わ ち 、 最 初 と ２ 番 目 の オ ー プ ン Ｒ
形 ゾ ー ン に 対 応 す る Ｒ ゾ ー ン の 番 号 で 指 定 す る （ 図 １ ３ ４ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ４ ） ） 。 こ の
よ う な デ ー タ 構 造 を 取 る こ と に よ り 、 オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン の 検 索 が 容 易 と な る 。 オ ー プ ン
Ｒ 形 ゾ ー ン が 存 在 し な い 場 合 に は 、 こ の 欄 に は “ ０ ０ ｈ ” が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ ９ ９ 】
　 図 ９ ８ で 既 に 説 明 し た よ う に 、 完 結 形 Ｒ ゾ ー ン 内 で は Ｒ ゾ ー ン の 終 了 位 置 が 最 後 の 記 録
位 置 Ｌ Ｒ Ａ と 一 致 し て い る が 、 オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン 内 で は Ｒ ゾ ー ン の 終 了 位 置 と Ｒ ゾ ー ン
内 の 最 後 の 記 録 位 置 Ｌ Ｒ Ａ と が 異 な っ て い る 。 オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン 内 に ユ ー ザ 情 報 を 追 記
し て い る 途 中 （ そ の 結 果 、 更 新 さ れ る べ き 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 追 記 処 理 が 完 了 す
る 前 の 段 階 ） で は 、 図 ９ ８ の Ｒ ゾ ー ン ＃ ３ 内 の よ う に 最 後 の 記 録 位 置 Ｌ Ｒ Ａ と 更 に 追 記 可
能 な 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ （ Next writable address） が 一 致 し な い 。 し か し 、 ユ ー ザ 情 報
の 追 記 処 理 が 完 了 し 、 更 新 さ れ る べ き 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 追 記 処 理 が 完 了
し た 後 に は 、 図 ９ ８ の Ｒ ゾ ー ン ＃ ４ や ＃ ５ の よ う に 、 最 後 の 記 録 位 置 Ｌ Ｒ Ａ と 更 に 追 記 可
能 な 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ が 一 致 す る 。 し た が っ て 、 更 新 さ れ る べ き 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ
ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 追 記 処 理 が 完 了 し た 後 に 、 新 た な ユ ー ザ 情 報 の 追 記 を 行 う 場 合 に は 図 １ に 示
し た 情 報 記 録 再 生 装 置 内 の 制 御 部 １ ４ ３ 内 で は 、
　 （ １ ） Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ 内 に 記 載 さ れ て い る オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン に 対 応 す る Ｒ ゾ ー ン
の 番 号 を 調 べ 、
　 （ ２ ） Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ ～ ２ １ 内 に 記 載 さ れ て い る オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン 内 で の 最 後 の
記 録 位 置 を 表 す 物 理 セ ク タ 番 号 Ｌ Ｒ Ａ を 調 べ て 追 記 可 能 な 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ を 割 り 出 し
、
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　 （ ３ ） 上 記 割 り 出 し た 追 記 可 能 な 最 終 記 録 位 置 Ｎ Ｗ Ａ か ら 追 記 を 開 始 す る 、
と 言 う 手 順 で 処 理 を 行 う 。 こ の よ う に Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ 内 の オ ー プ ン Ｒ 形 ゾ ー ン 情 報 を
利 用 し て 新 た な 追 記 開 始 位 置 を 割 り 出 す （ 図 １ ３ ４ の ポ イ ン ト （ Ｌ １ ４ α ） ） こ と に よ り
、 簡 単 か つ 高 速 に 新 た な 追 記 開 始 位 置 の 抽 出 が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ０ ０ 】
　 図 １ ２ １ 、 図 １ ２ ２ の 実 施 形 態 に お け る Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ 内 の デ ー タ 構 造 を 図 １ ２ ３
に 示 す 。 図 ２ ５ ～ 図 ３ ０ に 示 し た 実 施 形 態 に 比 べ て 内 側 の （ デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ
Ｄ Ｉ に 属 す る ） ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で の 記 録 条 件 調 整 を 行 っ た 場 所 の ア ド レ
ス 情 報 と 、 外 側 の （ デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ に 属 す る ） ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン
Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 で の 記 録 条 件 調 整 を 行 っ た 場 所 の ア ド レ ス 情 報 が 追 加 さ れ て い る 。 こ れ ら の 情
報 は い ず れ も 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 で 記 載 す る 。 さ ら に 、 図 １ ２ ３ の 実 施
形 態 で は 、 記 録 条 件 自 動 調 整 方 法 （ ラ ン ニ ン グ Ｏ Ｐ Ｃ ） に 関 す る 情 報 と 記 録 終 了 時 の 最 後
の Ｄ Ｓ Ｖ （ Digital Sum Value） 値 が 付 加 さ れ て い る 。
【 ０ ３ ０ １ 】
　 ２ ０ ４ ８ バ イ ト 単 位 の ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 し た デ ー タ フ レ ー ム 構 造 か ら Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク
を 構 成 し 、 同 期 コ ー ド を 付 加 し た 後 、 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 物 理 セ ク タ 構 造 を 形 成 す る
ま で の 変 換 手 順 の 概 略 に つ い て 図 ３ １ に 示 す 。 こ の 変 換 手 順 は 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 、
追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 い ず れ も 共 通 に 採 用 さ れ る 。 各 変 換 段 階 に 応
じ て 、 デ ー タ フ レ ー ム （ Data Frame） 、 ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム （ scrambled frame）
、 レ コ ー デ ィ ン グ フ レ ー ム （ Recording Frame） ま た は 記 録 デ ー タ フ ィ ー ル ド （ Recorded 
Data Field） と 呼 ぶ 。 デ ー タ フ レ ー ム は ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ れ る 場 所 で あ り 、 ２ ０ ４ ８
バ イ ト か ら な る メ イ ン デ ー タ 、 ４ バ イ ト の デ ー タ Ｉ Ｄ 、 ２ バ イ ト の Ｉ Ｄ エ ラ ー 検 出 コ ー ド
（ Ｉ Ｅ Ｄ ） 、 ６ バ イ ト の 予 約 バ イ ト （ Reserved Bytes） Ｒ Ｓ Ｖ 、 ４ バ イ ト の エ ラ ー 検 出 コ
ー ド （ Ｅ Ｄ Ｃ ） か ら 構 成 さ れ る 。 始 め に 後 述 す る デ ー タ Ｉ Ｄ に Ｉ Ｅ Ｄ （ Ｉ Ｄ エ ラ ー 検 出 コ
ー ド ） が 付 加 さ れ た 後 、 ６ バ イ ト の 予 約 バ イ ト と デ ー タ フ レ ー ム は ユ ー ザ デ ー タ が 記 録 さ
れ る 場 所 で あ り 、 ２ ０ ４ ８ バ イ ト か ら な る メ イ ン デ ー タ を 付 加 し 、 更 に エ ラ ー 検 出 コ ー ド
（ Ｅ Ｄ Ｃ ） を 付 加 し た 後 、 メ イ ン デ ー タ に 対 す る ス ク ラ ン ブ ル が 実 行 さ れ る 。 こ こ で 、 ス
ク ラ ン ブ ル さ れ た ３ ２ 個 の デ ー タ フ レ ー ム （ ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム ） に 対 し て 、 ク ロ ス
リ ー ド ソ ロ モ ン エ ラ ー コ レ ク シ ョ ン コ ー ド （ Cross Reed-Solomon Error Correction Code
） が 適 用 さ れ て 、 Ｅ Ｃ Ｃ エ ン コ ー ド 処 理 が 実 行 さ れ る 。 こ れ に よ り レ コ ー デ ィ ン グ フ レ ー
ム が 構 成 さ れ る 。 こ の レ コ ー デ ィ ン グ フ レ ー ム は 、 ア ウ タ ー パ リ テ ィ コ ー ド （ Parity of 
Outer-code） Ｐ Ｏ 、 イ ン ナ ー パ リ テ ィ コ ー ド （ Parity of Inner-code） Ｐ Ｉ を 含 む 。 パ リ
テ ィ コ ー ド Ｐ Ｏ 、 Ｐ Ｉ は 、 そ れ ぞ れ ３ ２ 個 の ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム に よ り な る 各 Ｅ Ｃ Ｃ
ブ ロ ッ ク に 対 し て 作 成 さ れ た エ ラ ー 訂 正 コ ー ド で あ る 。 記 録 フ レ ー ム は 、 前 述 し た よ う に
８ デ ー タ ビ ッ ト を １ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト に 変 換 す る Ｅ Ｔ Ｍ （ Eight to Twelve Modulation）
変 調 さ れ る 。 そ し て 、 ９ １ バ イ ト 毎 に 先 頭 に 同 期 コ ー ド （ シ ン ク コ ー ド ： Sync Code） Ｓ
Ｙ Ｎ Ｃ が 付 加 さ れ 、 ３ ２ 個 の 物 理 セ ク タ が 形 成 さ れ る 。 図 ３ １ の 右 下 の 枠 内 に 記 載 さ れ て
い る よ う に ３ ２ セ ク タ で 一 つ の エ ラ ー 訂 正 単 位 （ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ） を 構 成 す る 所 に 本 実 施
形 態 の 特 徴 が あ る （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト （ Ｈ ２ ） ） 。 後 述 す る よ う に 、 図 ３ ５ ま た は 図 ３
６ で の 各 枠 内 の “ ０ ” か ら “ ３ １ ” ま で の 番 号 は 各 物 理 セ ク タ の 番 号 を 示 し 、 “ ０ ” か ら
“ ３ １ ” ま で の 合 計 ３ ２ 個 の 物 理 セ ク タ で １ 個 の 大 き な Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 構 造 に
な っ て い る 。
【 ０ ３ ０ ２ 】
　 次 世 代 Ｄ Ｖ Ｄ に お い て は 、 現 世 代 Ｄ Ｖ Ｄ と 同 じ 程 度 の 長 さ の 傷 が 情 報 記 憶 媒 体 表 面 に 付
い た 場 合 で も 、 エ ラ ー 訂 正 処 理 で 正 確 な 情 報 が 再 生 で き る 事 を 要 求 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で
は 大 容 量 化 を 目 指 し て 記 録 密 度 を 高 め た 。 そ の 結 果 、 従 来 の １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ＝ １ ６ セ ク
タ の 場 合 に は 、 エ ラ ー 訂 正 で 補 正 可 能 な 物 理 的 傷 の 長 さ が 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ に 比 べ て 短 く な る
。 本 実 施 形 態 の よ う に １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を ３ ２ セ ク タ で 構 成 す る 構 造 に す る こ と に よ り 、
エ ラ ー 訂 正 可 能 な 情 報 記 憶 媒 体 表 面 傷 の 許 容 長 さ を 長 く で き る と 共 に 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ の Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 の 互 換 性 ・ フ ォ ー マ ッ ト 継 続 性 を 確 保 で き る と 言 う 効 果 が あ る 。
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【 ０ ３ ０ ３ 】
　 図 ３ ２ に デ ー タ フ レ ー ム 内 の 構 造 を 示 す 。 １ 個 の デ ー タ フ レ ー ム は 、 １ ７ ２ バ イ ト × ２
× ６ 行 か ら な る ２ ０ ６ ４ バ イ ト で あ り 、 そ の な か に ２ ０ ４ ８ バ イ ト の メ イ ン デ ー タ を 含 む
。 Ｉ Ｅ Ｄ と は ID Error Detection Codeの 略 で デ ー タ Ｉ Ｄ 情 報 に 対 す る 再 生 時 の エ ラ ー 検
出 用 付 加 コ ー ド を 意 味 し て い る 。 Ｒ Ｅ Ｖ は Reserveの 略 で 将 来 情 報 を 設 定 で き る た め の 予
約 領 域 を 意 味 し て い る 。 Ｅ Ｄ Ｃ と は Error Detection Codeの 略 で デ ー タ フ レ ー ム 全 体 の エ
ラ ー 検 出 用 付 加 コ ー ド を 意 味 し て い る 。
【 ０ ３ ０ ４ 】
　 図 １ １ ８ に 図 ３ ２ に 示 さ れ た デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の デ ー タ 構 造 を 示 す 。 デ ー タ Ｉ Ｄ は デ ー タ フ
レ ー ム 情 報 ９ ２ １ と デ ー タ フ レ ー ム 番 号 ９ ２ ２ の 情 報 か ら 構 成 さ れ 、 デ ー タ フ レ ー ム 番 号
は 対 応 す る デ ー タ フ レ ー ム の 物 理 セ ク タ 番 号 ９ ２ ２ を 表 示 し て い る 。
【 ０ ３ ０ ５ 】
　 デ ー タ フ レ ー ム 情 報 ９ ２ １ 内 は 下 記 の 情 報 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ３ ０ ６ 】
　 ・ フ ォ ー マ ッ ト タ イ プ ９ ３ １ … ０ ｂ ： Ｃ Ｌ Ｖ を 表 し 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ ： ゾ ー ン 構 成 を 表 す
　 ・ ト ラ ッ キ ン グ 方 法 ９ ３ ２ … ０ ｂ ： ピ ッ ト 対 応 で 、 本 実 施 形 態 で は Ｄ Ｐ Ｄ （ Differenti
al Phase Detect） 法 を 使 用 す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ ： プ リ グ ル ー ブ 対 応 で 、 Push-Pull 法  ま た は Ｄ Ｐ Ｐ
（ Differential Push-Pull） 法 を 使 用 す る
　 ・ 記 録 膜 の 反 射 率 ９ ３ ３ … ０ ｂ ： ４ ０ ％ 以 上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ ： ４ ０ ％ 以 下
　 ・ レ コ ー デ ィ ン グ タ イ プ 情 報 ９ ３ ４ … ０ ｂ ： 一 般 デ ー タ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ ： リ ア ル タ イ ム デ ー タ （ Audio Video デ ー タ
）
　 ・ 領 域 タ イ プ 情 報 ９ ３ ５ … ０ ０ ｂ ： デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ １ ｂ ： シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ ｂ ： デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ス テ ム リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｏ
　 ・ デ ー タ タ イ プ 情 報 ９ ３ ６ … ０ ｂ ： 再 生 専 用 デ ー タ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ ： 書 き 替 え 可 能 デ ー タ
　 ・ レ イ ヤ ー 番 号 ９ ３ ７ … ０ ｂ ： レ イ ヤ ー ０
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ ： レ イ ヤ ー １
　 図 ３ ３ の （ ａ ） は 、 ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム を 作 成 す る と き に 、 フ ィ ー ド バ ッ ク シ フ
ト レ ジ ス タ に 与 え る 初 期 値 の 例 を 示 し 、 図 ３ ３ の （ ｂ ） は 、 ス ク ラ ン ブ ル バ イ ト を 作 成 す
る た め の フ ィ ー ド バ ッ ク シ フ ト レ ジ ス タ の 回 路 構 成 を 示 し て い る 。 ｒ ７ （ Ｍ Ｓ Ｂ ） か ら ｒ
０ （ Ｌ Ｓ Ｂ ） が 、 ８ ビ ッ ト ず つ シ フ ト し 、 ス ク ラ ン ブ ル バ イ ト と し て 用 い ら れ る 。 図 ３ ３
の （ ａ ） に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 で は １ ６ 種 類 の プ リ セ ッ ト 値 が 用 意 さ れ て い る 。 図 ３ ３
の （ ａ ） の 初 期 プ リ セ ッ ト 番 号 は 、 デ ー タ Ｉ Ｄ の ４ ビ ッ ト （ ｂ ７ （ Ｍ Ｓ Ｂ ） ～ ｂ ４ （ Ｌ Ｓ
Ｂ ） ） に 等 し い 。 デ ー タ フ レ ー ム の ス ク ラ ン ブ ル の 開 始 時 に は 、 ｒ １ ４ ～ ｒ ０ の 初 期 値 は
、 図 ３ ３ の （ ａ ） の テ ー ブ ル の 初 期 プ リ セ ッ ト 値 に セ ッ ト し な け れ ば な ら な い 。 １ ６ 個 の
連 続 す る デ ー タ フ レ ー ム に 対 し て 、 同 じ 初 期 プ リ セ ッ ト 値 が 用 い ら れ る 。 次 に は 、 初 期 プ
リ セ ッ ト 値 が 切 り 換 え ら れ 、 １ ６ 個 の 連 続 す る デ ー タ フ レ ー ム に 対 し て は 、 切 り 換 わ っ た
同 じ プ リ セ ッ ト 値 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ３ ０ ７ 】
　 ｒ ７ ～ ｒ ０ の 初 期 値 の 下 位 ８ ビ ッ ト は 、 ス ク ラ ン ブ ル バ イ ト Ｓ ０ と し て 取 り 出 さ れ る 。
そ の 後 、 ８ ビ ッ ト の シ フ ト が 行 な わ れ 、 次 に ス ク ラ ン ブ ル バ イ ト が 取 り 出 さ れ 、 ２ ０ ４ ７
回 こ の よ う な 動 作 が 繰 り 替 え さ れ る 。
【 ０ ３ ０ ８ 】
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　 図 ３ ４ に 本 実 施 形 態 に お け る Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 を 示 す 。 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 、 連 続 す る
３ ２ 個 の ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム か ら 形 成 さ れ て い る 。 縦 方 向 に １ ９ ２ 行 ＋ １ ６ 行 、 横 方
向 に （ １ ７ ２ ＋ １ ０ ） × ２ 列 が 配 置 さ れ て い る 。 Ｂ ０ ， ０ 、 Ｂ １ ， ０ 、 … は そ れ ぞ れ １ バ
イ ト で あ る 。 Ｐ Ｏ 、 Ｐ Ｉ は 、 エ ラ ー 訂 正 コ ー ド で あ り 、 ア ウ タ ー パ リ テ ィ 、 イ ン ナ ー パ リ
テ ィ で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 積 符 号 を 用 い た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 を 構 成 し て い る 。 す な
わ ち 、 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る デ ー タ を ２ 次 元 状 に 配 置 し 、 エ ラ ー 訂 正 用 付 加 ビ ッ ト と し
て “ 行 ” 方 向 に 対 し て は Ｐ Ｉ （ Parity in） 、 “ 列 ” 方 向 に 対 し て は Ｐ Ｏ （ Parity out）
を 付 加 し た 構 造 に な っ て い る 。 こ の よ う に 積 符 号 を 用 い た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 を 構 成 す る
こ と に よ り 、 イ レ イ ジ ャ ー 訂 正 お よ び 縦 と 横 の 繰 り 返 し 訂 正 処 理 に よ る 高 い エ ラ ー 訂 正 能
力 を 保 証 で き る 。
【 ０ ３ ０ ９ 】
　 図 ３ ４ に 示 す Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 は 従 来 の Ｄ Ｖ Ｄ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 と は 異 な り 、 同
一 “ 行 ” 内 で ２ 箇 所 Ｐ Ｉ を 設 定 し て い る 所 に 特 徴 が あ る 。 す な わ ち 、 図 ３ ４ に お い て 中 央
に 記 載 さ れ た １ ０ バ イ ト サ イ ズ の Ｐ Ｉ は 、 そ の 左 側 に 配 置 さ れ て い る １ ７ ２ バ イ ト に 対 し
て 付 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 例 え ば Ｂ ０ ， ０ か ら Ｂ ０ ， １ ７ １ の １ ７ ２ バ イ ト の デ ー タ に 対
し て Ｐ Ｉ と し て Ｂ ０ ， １ ７ ２ か ら Ｂ ０ ， １ ８ １ の １ ０ バ イ ト の Ｐ Ｉ を 付 加 し 、 Ｂ １ ， ０ か
ら Ｂ １ ， １ ７ １ の １ ７ ２ バ イ ト の デ ー タ に 対 し て Ｐ Ｉ と し て Ｂ １ ， １ ７ ２ か ら Ｂ １ ， １ ８

１ の １ ０ バ イ ト の Ｐ Ｉ を 付 加 す る 。
【 ０ ３ １ ０ 】
　 図 ３ ４ の 右 端 に 記 載 さ れ た １ ０ バ イ ト サ イ ズ の Ｐ Ｉ は 、 そ の 左 側 で 中 央 に 配 置 さ れ て い
る １ ７ ２ バ イ ト に 対 し て 付 加 さ れ る 。 す な わ ち 、 例 え ば Ｂ ０ ， １ ８ ２ か ら Ｂ ０ ， ３ ５ ３ の
１ ７ ２ バ イ ト の デ ー タ に 対 し て Ｐ Ｉ と し て Ｂ ０ ， ３ ５ ４ か ら Ｂ ０ ， ３ ６ ３ の １ ０ バ イ ト の
Ｐ Ｉ を 付 加 す る 。
【 ０ ３ １ １ 】
　 図 ３ ５ に ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム 配 列 説 明 図 を 示 す 。 （ ６ 行 × １ ７ ２ バ イ ト ） 単 位 が
１ ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム と し て 扱 わ れ る 。 す な わ ち 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 連 続 す る ３
２ 個 の ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム か ら な る 。 さ ら に 、 こ の シ ス テ ム で は （ ブ ロ ッ ク １ ８ ２
バ イ ト × ２ ０ ７ バ イ ト ） を ペ ア と し て 扱 う 。 左 側 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 各 ス ク ラ ン ブ ル 後 の
フ レ ー ム の 番 号 に Ｌ を 付 け 、 右 側 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 各 ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム の 番 号
に Ｒ を 付 け る と 、 ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム は 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に 配 置 さ れ て い る 。 す
な わ ち 、 左 側 の ブ ロ ッ ク に 左 と 右 の ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム が 交 互 に 存 在 し 、 右 側 の ブ
ロ ッ ク に ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム が 交 互 に 存 在 す る 。
【 ０ ３ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 、 ３ ２ 個 の 連 続 ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム か ら 形 成 さ れ る
。 奇 数 セ ク タ の 左 半 分 の 各 行 は 、 右 半 分 の 行 と 交 換 さ れ て い る 。 １ ７ ２ × ２ バ イ ト × １ ９
２ 行 は １ ７ ２ バ イ ト × １ ２ 行 × ３ ２ ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム に 等 し く 、 デ ー タ 領 域 と な る
。 １ ６ バ イ ト の Ｐ Ｏ が 、 各 １ ７ ２ × ２ 列 に Ｒ Ｓ （ ２ ０ ８ ， １ ９ ２ ， １ ７ ） の ア ウ タ ー コ ー
ド を 形 成 す る た め に 付 加 さ れ る 。 ま た １ ０ バ イ ト の Ｐ Ｉ （ Ｒ Ｓ （ １ ８ ２ ， １ ７ ２ ， １ １ ）
） が 、 左 右 の ブ ロ ッ ク の 各 ２ ０ ８ × ２ 行 に 付 加 さ れ る 。 Ｐ Ｉ は 、 Ｐ Ｏ の 行 に も 付 加 さ れ る
。 フ レ ー ム 内 の 数 字 は 、 ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム 番 号 を 示 し 、 サ フ ィ ッ ク ス の Ｒ ， Ｌ は 、
ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム の 右 側 半 分 と 、 左 側 半 分 を 意 味 す る 。
【 ０ ３ １ ３ 】
　 同 一 の デ ー タ フ レ ー ム 内 を 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 分 散 配 置 す る 所 （ 図 １ ２ ８ の ポ イ
ン ト 〔 Ｈ 〕 ） に 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。 具 体 的 に は 本 実 施 形 態 で は ２ 個 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ
ッ ク で 大 き な １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 し 、 同 一 の デ ー タ フ レ ー ム 内 を こ の ２ 個 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ
ブ ロ ッ ク 内 に 交 互 に 分 散 配 置 （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト （ Ｈ １ ） ） す る 。 図 ３ ４ の 説 明 の 所 で
中 央 に 記 載 さ れ た １ ０ バ イ ト サ イ ズ の Ｐ Ｉ は 、 そ の 左 側 に 配 置 さ れ て い る １ ７ ２ バ イ ト に
対 し て 付 加 さ れ 、 右 端 に 記 載 さ れ た １ ０ バ イ ト サ イ ズ の Ｐ Ｉ は 、 そ の 左 側 で 中 央 に 配 置 さ
れ て い る １ ７ ２ バ イ ト に 対 し て 付 加 さ れ る 事 を 既 に 説 明 し た 。 つ ま り 図 ３ ４ の 左 端 か ら １
７ ２ バ イ ト と 連 続 す る １ ０ バ イ ト の Ｐ Ｉ で 左 側 （ Left 側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 し
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、 中 央 の １ ７ ２ バ イ ト か ら 右 端 の １ ０ バ イ ト の Ｐ Ｉ で 右 側 （ Right 側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ
ク を 構 成 し て い る 。 そ れ に 対 応 し て 図 ３ ５ の 各 枠 内 の 記 号 が 設 定 さ れ て い る 。 例 え ば 図 ３
５ 内 の “ ２ － Ｒ ” な ど の 意 味 は デ ー タ フ レ ー ム 番 号 と 左 右 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の ど ち ら に
属 す る か （ 例 え ば ２ 番 目 の デ ー タ フ レ ー ム 内 で  Right 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 属 す る ）
を 表 し て い る 。 ま た 後 述 す る よ う に 最 終 的 に 構 成 さ れ る 各 物 理 セ ク タ 毎 に 同 一 物 理 セ ク タ
内 の デ ー タ も 交 互 に 左 右 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 分 散 配 置 さ れ る （ 図 １ ８ に お け る 左 半 分
の 列 は 左 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク （ 図 ８ ４ に 示 し た 左 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ａ ） 内 に 含 ま れ
、 右 半 分 の 列 は 右 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク （ 図 ８ ４ に 示 し た 右 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ｂ ） 内
に 含 ま れ る 。
【 ０ ３ １ ４ 】
　 こ の よ う に 同 一 の デ ー タ フ レ ー ム 内 を 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 分 散 配 置 す る （ 図 １ ２
８ の ポ イ ン ト 〔 Ｈ 〕 ） と 、 物 理 セ ク タ （ 図 １ ８ ） 内 デ ー タ の エ ラ ー 訂 正 能 力 を 向 上 さ せ る
事 に よ る 記 録 デ ー タ の 信 頼 性 向 上 が 図 れ る 。 例 え ば 、 記 録 時 に ト ラ ッ ク が 外 れ て 既 記 録 デ
ー タ 上 を オ ー バ ー ラ イ ト し て し ま い 、 １ 物 理 セ ク タ 分 の デ ー タ が 破 壊 さ れ た 場 合 を 考 え る
。 本 実 施 形 態 で は １ セ ク タ 内 の 破 壊 デ ー タ を ２ 個 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 用 い て エ ラ ー 訂 正
を 行 う た め 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 で の エ ラ ー 訂 正 の 負 担 が 軽 減 さ れ 、 よ り 性 能 の 良 い
エ ラ ー 訂 正 が 保 証 さ れ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 形 成 後 で も 各 セ ク タ の 先
頭 位 置 に デ ー タ Ｉ Ｄ が 配 置 さ れ る 構 造 に な っ て い る た め 、 ア ク セ ス 時 の デ ー タ 位 置 確 認 が
高 速 で 行 え る 。
【 ０ ３ １ ５ 】
　 図 ３ ６ に Ｐ Ｏ の イ ン タ ー リ ー ブ 方 法 の 説 明 図 を 示 す 。 図 ３ ６ に 示 す 様 に 、 １ ６ の パ リ テ
ィ 行 は 、 １ 行 ず つ 分 散 さ れ る 。 す な わ ち 、 １ ６ の パ リ テ ィ 行 は 、 ２ つ の レ コ ー デ ィ ン グ フ
レ ー ム 置 き に 対 し て 、 １ 行 ず つ 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 １ ２ 行 か ら な る レ コ ー デ ィ ン グ
フ レ ー ム は １ ２ 行 ＋ １ 行 と な る 。 こ の 行 イ ン タ ー リ ー ブ が 行 な わ れ た 後 、 １ ３ 行 × １ ８ ２
バ イ ト は レ コ ー デ ィ ン グ フ レ ー ム と し て 参 照 さ れ る 。 し た が っ て 、 行 イ ン タ ー リ ー ブ が 行
な わ れ た 後 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は ３ ２ 個 の レ コ ー デ ィ ン グ フ レ ー ム か ら な る 。 １ つ の レ コ ー
デ ィ ン グ 内 に は 、 図 ３ ５ で 説 明 し た よ う に 、 右 側 と 左 側 の ブ ロ ッ ク の 行 が ６ 行 ず つ 存 在 す
る 。 ま た 、 Ｐ Ｏ は 左 の ブ ロ ッ ク （ １ ８ ２ × ２ ０ ８ バ イ ト ） と 右 の ブ ロ ッ ク （ １ ８ ２ × ２ ０
８ バ イ ト ） 間 で は 、 異 な る 行 に 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 図 １ ８ で は 、 １ つ の 完 結
形 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク と し て 示 し て い る 。 し か し 、 実 際 の デ ー タ 再 生 時 に は 、 こ の よ う な Ｅ
Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 連 続 し て エ ラ ー 訂 正 処 理 部 に 到 来 す る 。 こ の よ う な エ ラ ー 訂 正 処 理 の 訂 正
能 力 を 向 上 す る た め に 、 図 ３ ６ に 示 す よ う な イ ン タ ー リ ー ブ 方 式 が 採 用 さ れ た 。
【 ０ ３ １ ６ 】
　 図 ３ ２ に 示 し た １ 個 の デ ー タ フ レ ー ム 内 の 構 造 か ら 図 ３ ６ に 示 し た Ｐ Ｏ の イ ン タ ー リ ー
ブ 方 法 ま で の 関 係 に つ い て 図 ８ ４ を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ８ ４ で は 図 ３ ６ に 示 し た Ｐ
Ｏ イ ン タ ー リ ー ブ 後 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 図 の 上 側 部 分 を 拡 大 し 、 そ の 中 に 図 ３ ２ に 示 し
た デ ー タ Ｉ Ｄ 、 Ｉ Ｅ Ｄ 、 Ｒ Ｓ Ｖ 、 Ｅ Ｄ Ｃ の 配 置 場 所 を 明 示 す る こ と に よ り 、 図 ３ ２ か ら 図
３ ６ ま で の 変 換 の つ な が り が 一 目 で 見 れ る よ う に し た 。 図 ８ ４ の “ ０ － Ｌ ” 、 “ ０ － Ｒ ”
、 “ １ － Ｒ ” 、 “ １ － Ｌ ” は 図 ３ ５ の 各 “ ０ － Ｌ ” 、 “ ０ － Ｒ ” 、 “ １ － Ｒ ” 、 “ １ － Ｌ
” に 対 応 す る 。 “ ０ － Ｌ ” や “ １ － Ｌ ” は 図 ３ ２ の 左 半 分 す な わ ち 、 中 央 線 か ら 左 側 の １
７ ２ バ イ ト と ６ 行 で 構 成 さ れ る ま と ま り に 対 し て メ イ ン デ ー タ の み に ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け
た 後 の デ ー タ を 意 味 す る 。 同 様 に 、 “ ０ － Ｒ ” や “ １ － Ｒ ” は 図 ３ ２ の 右 半 分 す な わ ち 、
中 央 線 か ら 右 側 の １ ７ ２ バ イ ト と ６ 行 で 構 成 さ れ る ま と ま り に 対 し て メ イ ン デ ー タ の み に
ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け た 後 の デ ー タ を 意 味 す る 。 し た が っ て 、 図 ３ ２ か ら 明 ら か な よ う に 、
“ ０ － Ｌ ” や “ １ － Ｌ ” の 最 初 の 行 （ ０ 行 目 ） の 最 初 か ら １ ２ バ イ ト 目 ま で に デ ー タ Ｉ Ｄ
、 Ｉ Ｅ Ｄ 、 Ｒ Ｓ Ｖ が 順 番 に 並 ん で い る 。
【 ０ ３ １ ７ 】
　 図 ８ ４ に お い て 中 心 線 か ら 左 側 が 左 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ａ を 構 成 し 、 中 心 線 か ら 右 側
が 右 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ｂ を 構 成 し て い る 。 し た が っ て 、 図 ８ ４ か ら 分 か る よ う に “ ０
－ Ｌ ” や “ ２ － Ｌ ” 内 に 含 ま れ る デ ー タ Ｉ Ｄ ＃ １ 、 デ ー タ Ｉ Ｄ ＃ ２ 、 Ｉ Ｅ Ｄ ＃ ０ 、 Ｉ Ｅ Ｄ
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＃ ２ 、 Ｒ Ｓ Ｖ ＃ ０ 、 Ｒ Ｓ Ｖ ＃ ２ は 左 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ａ の 中 に 含 ま れ る 。 図 ３ ５ に お
い て 、 左 側 に “ ０ － Ｌ ” や “ ２ － Ｌ ” が 配 置 さ れ 、 右 側 に “ ０ － Ｒ ” や “ ２ － Ｒ ” が 配 置
さ れ て い る の に 対 し て 、 “ １ － Ｒ ” と “ １ － Ｌ ” の 配 置 は 左 右 逆 転 し 、 右 側 に “ １ － Ｌ ”
が 、 左 側 に “ １ － Ｒ ” が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ る 。 “ １ － Ｌ ” の 中 の 最 初 の 行 の 最 初 か ら １ ２
バ イ ト 目 ま で に デ ー タ Ｉ Ｄ ＃ １ 、 Ｉ Ｅ Ｄ ＃ １ 、 Ｒ Ｓ Ｖ ＃ １ が 配 置 さ れ て い る の で 、 左 右 の
配 置 が 逆 転 し た 結 果 、 図 ８ ４ か ら 分 か る よ う に 、 “ １ － Ｌ ” 内 に 含 ま れ る デ ー タ Ｉ Ｄ ＃ １
、 Ｉ Ｅ Ｄ ＃ １ 、 Ｒ Ｓ Ｖ ＃ １ が 右 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ｂ の 中 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ３ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 図 ８ ４ に お け る “ ０ － Ｌ ” と “ ０ － Ｒ ” の 組 み 合 わ せ を “ ０ 番 目 の レ コ
ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム ” 、 “ １ － Ｌ ” と “ １ － Ｒ ” の 組 み 合 わ せ を “ １ 番 目 の レ コ ー デ ィ
ン グ ・ フ レ ー ム ” と 呼 ぶ 。 各 レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 間 の 境 界 は 図 ８ ４ の 太 線 で 示 し て
あ る 。 図 ８ ４ か ら 分 か る よ う に 、 各 レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム の 先 頭 に は デ ー タ Ｉ Ｄ 、 各
レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム の 最 後 に は Ｐ Ｏ と Ｐ Ｉ -Ｌ が 配 置 さ れ る 。 図 ８ ４ に 示 す よ う に
、 レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム の 奇 数 と 偶 数 番 目 で デ ー タ Ｉ Ｄ が 含 ま れ る 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク
が 異 な り 、 レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム の 連 続 に 従 っ て デ ー タ Ｉ Ｄ 、 Ｉ Ｅ Ｄ 、 Ｒ Ｓ Ｖ が 左 側
と 右 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ａ と Ｂ に 交 互 に 配 置 さ れ る （ 図 １ ２ ７ の ポ イ ン ト （ Ｈ ５ ） ） 所
に 特 徴 が あ る 。 １ 個 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 で の エ ラ ー 訂 正 能 力 に は 限 界 が 有 り 、 特 定 数 を
越 え た ラ ン ダ ム エ ラ ー や 特 定 長 を 越 え た バ ー ス ト エ ラ ー に 対 し て は エ ラ ー 訂 正 が 不 可 能 と
な る 。 上 記 の よ う に デ ー タ Ｉ Ｄ 、 Ｉ Ｅ Ｄ 、 Ｒ Ｓ Ｖ を 左 側 と 右 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ａ と Ｂ
に 交 互 に 配 置 す る こ と に よ り 、 デ ー タ Ｉ Ｄ の 再 生 信 頼 性 を 向 上 さ せ る 事 が 出 来 る 。 す な わ
ち 、 情 報 記 憶 媒 体 上 の 欠 陥 が 多 発 し て ど ち ら か の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の エ ラ ー 訂 正 が 不 可 能
と な り 、 そ ち ら に 属 す る デ ー タ Ｉ Ｄ の 解 読 が 不 可 能 と な っ て も 、 デ ー タ Ｉ Ｄ 、 Ｉ Ｅ Ｄ 、 Ｒ
Ｓ Ｖ が 左 側 と 右 側 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク Ａ と Ｂ に 交 互 に 配 置 さ れ る た め に 、 他 方 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ
ブ ロ ッ ク で は エ ラ ー 訂 正 が 可 能 で あ り 、 残 り の デ ー タ Ｉ Ｄ の 解 読 が 可 能 と な る 。 デ ー タ Ｉ
Ｄ 内 の ア ド レ ス 情 報 に 連 続 性 が あ る た め 、 解 読 可 能 な デ ー タ Ｉ Ｄ の 情 報 を 用 い て 解 読 が 不
可 能 だ っ た デ ー タ Ｉ Ｄ の 情 報 に 対 し て 補 間 が 可 能 で あ る 。 そ の 結 果 、 図 ８ ４ に 示 し た 実 施
形 態 に よ り ア ク セ ス の 信 頼 性 を 高 め る 事 が 出 来 る 。 図 ８ ４ の 左 側 の 括 弧 で 囲 っ た 番 号 は Ｐ
Ｏ イ ン タ ー リ ー ブ 後 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の 行 番 号 を 示 し て い る 。 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 さ れ
る 場 合 に は 、 行 番 号 順 に 左 か ら 右 に 沿 っ て 順 次 記 録 さ れ る 。 図 ８ ４ に お い て 各 レ コ ー デ ィ
ン グ ・ フ レ ー ム 内 に 含 ま れ る デ ー タ Ｉ Ｄ 間 隔 は 常 に 一 定 間 隔 で 配 置 さ れ て い る （ 図 １ ２ ８
の ポ イ ン ト （ Ｈ ６ ） ） た め 、 デ ー タ Ｉ Ｄ 位 置 検 索 性 が 向 上 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ３ １ ９ 】
　 物 理 セ ク タ 構 造 を 図 ３ ７ に 示 す 。 図 ３ ７ の （ ａ ） が 偶 数 番 目 の 物 理 セ ク タ 構 造 を 示 し 、
図 ３ ７ の （ ｂ ） が 奇 数 番 目 の デ ー タ 構 造 を 示 す 。 図 ３ ７ に お い て 偶 数 記 録 デ ー タ 領 域 （ Ev
en Recorded data field） 及 び 奇 数 記 録 デ ー タ 領 域 （ Odd Recorded data field） の い ず
れ も 最 後 の ２ シ ン ク フ レ ー ム （ す な わ ち 、 最 後 の シ ン ク コ ー ド が Ｓ Ｙ ３ の 部 分 と そ の 直 後
の シ ン ク デ ー タ 及 び シ ン ク コ ー ド が Ｓ Ｙ １ の 部 分 と そ の 直 後 の シ ン ク デ ー タ が 並 ん だ 部 分
） 内 の シ ン ク デ ー タ 領 域 に 図 ３ ６ で 示 し た ア ウ タ ー パ リ テ ィ Ｐ Ｏ の 情 報 が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ３ ２ ０ 】
　 偶 数 記 録 デ ー タ 領 域 内 の 最 後 の ２ シ ン ク フ レ ー ム 箇 所 に は 図 ３ ５ に 示 し た 左 側 の Ｐ Ｏ の
一 部 が 挿 入 さ れ 、 奇 数 記 録 デ ー タ 領 域 内 の 最 後 の ２ シ ン ク フ レ ー ム 箇 所 に は 図 ３ ５ に 示 し
た 右 側 の Ｐ Ｏ の 一 部 が 挿 入 さ れ る 。 図 ３ ５ に 示 す よ う に １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は そ れ ぞ れ
左 右 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク か ら 構 成 さ れ 、 セ ク タ 毎 に 交 互 に 異 な る Ｐ Ｏ グ ル ー プ （ 左 の 小 Ｅ
Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 属 す る Ｐ Ｏ か 、 右 の 左 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 属 す る Ｐ Ｏ か ） の デ ー タ が 挿
入 さ れ る 。 図 ３ ７ の （ ａ ） に 示 し た 偶 数 番 目 の 物 理 セ ク タ 構 造 と 、 図 ３ ７ の （ ｂ ） に 示 し
た 奇 数 番 目 の デ ー タ 構 造 の い ず れ も 中 心 線 で ２ 分 割 さ れ 、 左 側 の “ ２ ４ ＋ １ ０ ９ ２ ＋ ２ ４
＋ １ ０ ９ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト ” が 図 ３ ４ 、 ま た は 図 ３ ５ に 示 し た 左 側 （ Left側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ
ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま れ 、 右 側 の “ ２ ４ ＋ １ ０ ９ ２ ＋ ２ ４ ＋ １ ０ ９ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト ” が 図 ３
４ ま た は 図 ３ ５ に 示 し た 右 側 （ Right側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま れ る 。
【 ０ ３ ２ １ 】
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　 図 ３ ７ に 示 し た 物 理 セ ク タ 構 造 が 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 さ れ る 場 合 に は 、 各 １ 列 毎 に シ リ
ア ル に 記 録 さ れ る 。 し た が っ て 、 例 え ば 図 ３ ７ の （ ａ ） に 示 し た 偶 数 番 目 の 物 理 セ ク タ 構
造 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ を 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 場 合 に は 、 最 初 に 記 録 す る ２ ２ ３ ２
チ ェ ネ ル ビ ッ ト の デ ー タ が 左 側 （ Left側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま れ 、 次 に 記 録 す る
２ ２ ３ ２ チ ェ ネ ル ビ ッ ト の デ ー タ が 右 側 （ Right側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま る 。 更
に 次 に 記 録 す る ２ ２ ３ ２ チ ェ ネ ル ビ ッ ト の デ ー タ は 左 側 （ Left側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内
に 含 ま れ る 。 こ れ に 対 し て 図 ３ ７ の （ ｂ ） に 示 し た 奇 数 番 目 の デ ー タ 構 造 の チ ャ ネ ル ビ ッ
ト デ ー タ を 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 場 合 に は 、 最 初 に 記 録 す る ２ ２ ３ ２ チ ェ ネ ル ビ ッ ト の
デ ー タ が 右 側 （ Right側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま れ 、 次 に 記 録 す る ２ ２ ３ ２ チ ェ ネ
ル ビ ッ ト の デ ー タ が 左 側 （ Left側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま る 。 更 に 次 に 記 録 す る ２
２ ３ ２ チ ェ ネ ル ビ ッ ト の デ ー タ は 右 側 （ Right側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま れ る 。
【 ０ ３ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 同 一 の 物 理 セ ク タ 内 を ２ 個 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に ２ ２ ３
２ チ ェ ネ ル ビ ッ ト 毎 に 交 互 に 所 属 さ せ る （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト （ Ｈ １ ） ） 所 に 特 徴 が あ る
。 こ れ を 別 の 形 で 表 現 す る と 、 右 側 （ Right側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま れ デ ー タ と
左 側 （ Left側 ） の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 含 ま れ る デ ー タ を ２ ２ ３ ２ チ ェ ネ ル ビ ッ ト 毎 に 交
互 に 分 散 配 置 し た 形 で 物 理 セ ク タ を 形 成 し て 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 事 に な る 。 そ の 結 果
、 バ ー ス ト エ ラ ー に 強 い 構 造 を 提 供 で き る と 言 う 効 果 が 生 じ る 。 例 え ば 、 情 報 記 憶 媒 体 の
円 周 方 向 に 長 い 傷 が 付 き 、 １ ７ ２ バ イ ト を 越 え る デ ー タ の 判 読 が 不 可 能 に な っ た バ ー ス ト
エ ラ ー の 状 態 を 考 え る 。 こ の 場 合 の １ ７ ２ バ イ ト を 越 え る バ ー ス ト エ ラ ー は ２ つ の 小 さ い
Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 分 散 配 置 さ れ る の で 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 で の エ ラ ー 訂 正 の 負 担
が 軽 減 さ れ 、 よ り 性 能 の 良 い エ ラ ー 訂 正 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ３ ２ ３ 】
　 図 ３ ７ に 示 す よ う に １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 が 偶
数 番 号 か 奇 数 番 号 か で 物 理 セ ク タ 内 の デ ー タ 構 造 が 異 な る （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト （ Ｈ ３ ）
） 所 に 特 徴 が あ る 。 つ ま り
　 （ １ ） 物 理 セ ク タ の 最 初 の ２ ２ ３ ２ チ ェ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ が 属 す る 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク （
右 側 か 左 側 か ） が 異 な る 。
【 ０ ３ ２ ４ 】
　 （ ２ ） セ ク タ 毎 に 交 互 に 異 な る Ｐ Ｏ グ ル ー プ の デ ー タ が 挿 入 さ れ る 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ３ ２ ５ 】
　 そ の 結 果 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 し た 後 で も 全 て の 物 理 セ ク タ の 先 頭 位 置 に デ ー タ Ｉ Ｄ
が 配 置 さ れ る 構 造 を 保 証 す る た め 、 ア ク セ ス 時 の デ ー タ 位 置 確 認 が 高 速 で 行 え る 。 ま た 、
同 一 物 理 セ ク タ 内 に 異 な る 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 属 す る Ｐ Ｏ を 混 在 挿 入 す る こ と に よ り 、 図
３ ６ の よ う な Ｐ Ｏ 挿 入 方 法 を 採 る 方 法 が 構 造 が 簡 単 に な り 、 情 報 再 生 装 置 内 で の エ ラ ー 訂
正 処 理 後 の 各 セ ク タ 毎 の 情 報 抽 出 が 容 易 に な る と 共 に 、 情 報 記 録 再 生 装 置 内 で の Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク デ ー タ の 組 立 て 処 理 の 簡 素 化 が 図 れ る 。
【 ０ ３ ２ ６ 】
　 上 記 内 容 を 具 体 的 に 実 現 す る 方 法 と し て 、 Ｐ Ｏ の イ ン タ ー リ ー ブ ・ 挿 入 位 置 が 左 右 で 異
な る 構 造 （ 図 １ ２ ８ の ポ イ ン ト （ Ｈ ４ ） ） と し て い る 。 図 ３ ６ の 狭 い ２ 重 線 で 示 さ れ た 部
分 、 あ る い は 狭 い ２ 重 線 と 斜 線 で 示 さ れ た 部 分 が Ｐ Ｏ の イ ン タ ー リ ー ブ ・ 挿 入 位 置 を 示 し
、 偶 数 番 目 の 物 理 セ ク タ 番 号 で は 左 側 の 最 後 に 、 奇 数 番 目 の 物 理 セ ク タ 番 号 で は 右 側 の 最
後 に そ れ ぞ れ Ｐ Ｏ が 挿 入 さ れ る 。 こ の 構 造 を 採 用 す る こ と に よ り 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成
し た 後 で も 物 理 セ ク タ の 先 頭 位 置 に デ ー タ Ｉ Ｄ 配 置 さ れ る 構 造 に な っ て い る た め 、 ア ク セ
ス 時 の デ ー タ 位 置 確 認 が 高 速 で 行 え る
　 図 ３ ７ に 示 し た 同 期 コ ー ド （ シ ン ク コ ー ド ） “ Ｓ Ｙ ０ ” か ら “ Ｓ Ｙ ３ ” ま で の 具 体 的 な
パ タ ー ン 内 容 の 実 施 形 態 を 図 ３ ８ に 示 す 。 本 実 施 形 態 の 変 調 規 則 （ 詳 細 説 明 は 後 述 ） に 対
応 し て State０ か ら State２ ま で の ３ 状 態 （ State） を 有 す る 。 Ｓ Ｙ ０ か ら Ｓ Ｙ ３ ま で の そ
れ ぞ れ ４ 種 類 の シ ン ク コ ー ド が 設 定 さ れ 、 各 状 態 に 応 じ て 図 ３ ８ の 左 右 の グ ル ー プ か ら 選
択 さ れ る 。 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ 規 格 で は 変 調 方 式 と し て ８ ／ １ ６ 変 調 （ ８ ビ ッ ト を １ ６ チ ャ ネ ル ビ
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ッ ト に 変 換 ） の Ｒ Ｌ Ｌ （ ２ ， １ ０ ） （ Run Length Limited： ｄ ＝ ２ 、 ｋ ＝ １ ０ ： “ ０ ” が
連 続 し て 続 く 範 囲 の 最 小 値 が ２ 、 最 大 値 が １ ０ ） を 採 用 し て お り 、 変 調 に State１ か ら Sta
te４ ま で の ４ 状 態 、 Ｓ Ｙ ０ か ら Ｓ Ｙ ７ ま で の ８ 種 類 の シ ン ク コ ー ド が 設 定 さ れ て い る 。 そ
れ に 比 べ る と 、 本 実 施 形 態 は 同 期 コ ー ド （ シ ン ク コ ー ド ） の 種 類 が 減 少 し て い る 。 情 報 記
録 再 生 装 置 ま た は 情 報 再 生 装 置 で は 、 情 報 記 憶 媒 体 か ら の 情 報 再 生 時 に パ タ ー ン マ ッ チ ン
グ 法 に よ り シ ン ク コ ー ド の 種 別 を 識 別 す る 。 本 実 施 形 態 の よ う に シ ン ク コ ー ド の 種 類 を 大
幅 に 減 ら す こ と に よ り 、 マ ッ チ ン グ に 必 要 な 対 象 パ タ ー ン を 減 ら し 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ
に 必 要 な 処 理 を 簡 素 化 し て 処 理 効 率 を 向 上 さ せ る ば か り で 無 く 、 認 識 速 度 を 向 上 さ せ る こ
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ２ ７ 】
　 図 ３ ８ に お い て “ ＃ ” で 示 し た ビ ッ ト （ チ ャ ネ ル ビ ッ ト ） は Ｄ Ｓ Ｖ （ Digital Sum Valu
e） 制 御 ビ ッ ト を 表 し て い る 。 上 記 Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト は 後 述 す る よ う に Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 器 （ Ｄ
Ｓ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ ） に よ り Ｄ Ｃ 成 分 を 抑 圧 す る （ Ｄ Ｓ Ｖ の 値 が “ ０ ” に 近 付 く ） よ う に 決
定 さ れ る 。 同 期 コ ー ド 内 に 極 性 反 転 チ ャ ネ ル ビ ッ ト “ ＃ ” を 含 む （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト 〔
Ｉ 〕 ） 所 も 本 実 施 形 態 の 特 徴 と な っ て い る 。 上 記 同 期 コ ー ド （ シ ン ク コ ー ド ） を 挟 ん だ 両
側 の フ レ ー ム デ ー タ 領 域 （ 図 ３ ７ の １ ０ ９ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト の 領 域 ） を 含 め 、 巨 視 的 に 見
て Ｄ Ｓ Ｖ 値 が “ ０ ” に 近 付 く よ う に 、 “ ＃ ” の 値 を “ １ ” か “ ０ ” に 選 択 で き 、 巨 視 的 な
視 野 に 立 っ た Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 が 可 能 に な る と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ３ ２ ８ 】
　 図 ３ ８ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 に お け る シ ン ク コ ー ド は 下 記 の 部 分 か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ３ ２ ９ 】
　 （ １ ） 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部
　 全 て の シ ン ク コ ー ド で 共 通 な パ タ ー ン を 持 ち 、 固 定 コ ー ド 領 域 を 形 成 す る 。 こ の コ ー ド
を 検 出 す る こ と で シ ン ク コ ー ド の 配 置 位 置 を 検 出 出 来 る 。 具 体 的 に は 図 ３ ８ の 各 シ ン ク コ
ー ド に お け る 最 後 の １ ８ チ ャ ネ ル ビ ッ ト “ ０ １ ０ ０ ０ ０ 　 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 　 ０ ０ １ ０ ０ １ ”
の 所 を 意 味 し て い る 。
【 ０ ３ ３ ０ 】
　 （ ２ ） 変 調 時 の 変 換 テ ー ブ ル 選 択 コ ー ド 部
　 可 変 コ ー ド 領 域 の 一 部 を 形 成 し 、 変 調 時 の State番 号 に 対 応 し て 変 化 す る コ ー ド で あ る
。 図 ３ ８ の 最 初 の １ チ ャ ネ ル ビ ッ ト の と こ ろ が 該 当 す る 。 す な わ ち 、 State１ 、 State２ の
い ず れ か を 選 択 す る 場 合 に は Ｓ Ｙ ０ か ら Ｓ Ｙ ３ ま で の い ず れ の コ ー ド で も 最 初 の １ チ ャ ネ
ル ビ ッ ト が “ ０ ” と な り 、 State０ 選 択 時 に は シ ン ク コ ー ド の 最 初 の １ チ ャ ネ ル ビ ッ ト が
“ １ ” と な っ て い る 。 但 し 、 例 外 と し て State０ で の Ｓ Ｙ ３ の 最 初 の １ チ ャ ネ ル ビ ッ ト は
“ ０ ” と な る 。
【 ０ ３ ３ １ 】
　 （ ３ ） シ ン ク フ レ ー ム 位 置 識 別 用 コ ー ド 部
　 シ ン ク コ ー ド 内 で の Ｓ Ｙ ０ か ら Ｓ Ｙ ３ ま で の 各 種 類 を 識 別 す る コ ー ド で 、 可 変 コ ー ド 領
域 の 一 部 を 構 成 す る 。 図 ３ ８ の 各 シ ン ク コ ー ド に お け る 最 初 か ら １ 番 目 か ら ６ 番 目 ま で の
チ ャ ネ ル ビ ッ ト 部 が こ れ に 相 当 す る 。 後 述 す る よ う に 連 続 し て 検 出 さ れ る ３ 個 ず つ の シ ン
ク コ ー ド の つ な が り パ タ ー ン か ら 同 一 セ ク タ 内 の 相 対 的 な 位 置 を 検 出 で き る 。
【 ０ ３ ３ ２ 】
　 （ ４ ） Ｄ Ｃ 抑 圧 用 極 性 反 転 コ ー ド 部
　 図 ３ ８ に お け る “ ＃ ” 位 置 で の チ ャ ネ ル ビ ッ ト が 該 当 し 、 上 述 し た よ う に こ こ の ビ ッ ト
が 反 転 も し く は 非 反 転 す る こ と で 前 後 の フ レ ー ム デ ー タ を 含 め た チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 の Ｄ Ｓ
Ｖ 値 が “ ０ ” に 近 付 く よ う に 働 く 。
【 ０ ３ ３ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 変 調 方 法 に ８ ／ １ ２ 変 調 （ Ｅ Ｔ Ｍ ： Eight to Twelve Modulation） 、 Ｒ
Ｌ Ｌ （ １ ， １ ０ ） を 採 用 し て い る 。 す な わ ち 、 変 調 時 に ８ ビ ッ ト を １ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト に
変 換 し 、 変 換 後 の “ ０ ” が 連 続 し て 続 く 範 囲 は 最 小 値 （ ｄ 値 ） が １ 、 最 大 値 （ ｋ 値 ） が １
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０ に な る よ う に 設 定 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は ｄ ＝ １ と す る こ と で 従 来 よ り 高 密 度 化 を 達
成 で き る が 、 最 密 マ ー ク の と こ ろ で は 充 分 に 大 き な 再 生 信 号 振 幅 を 得 難 い 。
【 ０ ３ ３ ４ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め に 、 図 １ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 で は 、 Ｐ Ｒ 等
化 回 路 １ ３ ０ と ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ を 持 ち 、 Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ （ Partial Response Maximum Likel
ihood） の 技 術 を 用 い て 非 常 に 安 定 な 信 号 再 生 を 可 能 と し て い る 。 ま た 、 ｋ ＝ １ ０ と 設 定
し て い る の で 、 変 調 さ れ た 一 般 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ 内 に は “ ０ ” が 連 続 し て １ １ 個 以
上 続 く こ と が 無 い 。 こ の 変 調 ル ー ル を 利 用 し 、 上 記 の 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 で は 変 調 さ
れ た 一 般 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ 内 に は 現 れ 無 い パ タ ー ン を 持 た せ て い る 。 す な わ ち 、 図
３ ８ に 示 す よ う に 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 で は “ ０ ” を 連 続 的 に １ ２ （ ＝ ｋ ＋ ２ ） 個 続 け
て い る 。 情 報 記 録 再 生 装 置 ま た は 情 報 再 生 装 置 で は こ の 部 分 を 見 付 け て 同 期 位 置 検 出 用 コ
ー ド 部 の 位 置 を 検 出 す る 。 ま た 、 余 り に 長 く “ ０ ” が 連 続 的 に 続 く と ビ ッ ト シ フ ト エ ラ ー
が 起 き 易 い の で 、 そ の 弊 害 を 緩 和 す る た め 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 内 で は そ の 直 後 に “ ０
” の 連 続 個 数 が 少 な い パ タ ー ン を 配 置 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は ｄ ＝ １ な の で 、 対 応 パ タ
ー ン と し て は “ １ ０ １ ” の 設 定 は 可 能 で あ る が 、 上 述 し た よ う に “ １ ０ １ ” の と こ ろ （ 最
密 パ タ ー ン の と こ ろ ） で は 充 分 に 大 き な 再 生 信 号 振 幅 が 得 難 い の で 、 そ の 代 わ り に “ １ ０
０ １ ” を 配 置 し 、 図 ３ ８ に 示 す よ う な 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 の パ タ ー ン に し て い る 。
【 ０ ３ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 図 ３ ８ に 示 す よ う に シ ン ク コ ー ド 内 の 後 ろ 側 の １ ８ チ ャ ネ ル ビ ッ
ト を 独 立 し て （ １ ） 同 期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 と し 、 前 側 の ６ チ ャ ネ ル ビ ッ ト で （ ２ ） 変 調
時 の 変 換 テ ー ブ ル 選 択 コ ー ド 部 、 （ ３ ） シ ン ク フ レ ー ム 位 置 識 別 用 コ ー ド 部 、 （ ４ ） Ｄ Ｃ
抑 圧 用 極 性 反 転 コ ー ド 部 を 兼 用 し て い る と こ ろ に 特 徴 が あ る 。 シ ン ク コ ー ド 内 で （ １ ） 同
期 位 置 検 出 用 コ ー ド 部 を 独 立 さ せ る こ と に よ り 、 単 独 検 出 を 容 易 に し て 同 期 位 置 検 出 精 度
を 高 め 、 ６ チ ャ ネ ル ビ ッ ト 内 に （ ２ ） ～ （ ４ ） の コ ー ド 部 を 兼 用 化 す る こ と で シ ン ク コ ー
ド 全 体 の デ ー タ サ イ ズ （ チ ャ ネ ル ビ ッ ト サ イ ズ ） を 小 さ く し 、 シ ン ク デ ー タ の 占 有 率 を 高
め る こ と で 実 質 的 な デ ー タ 効 率 を 向 上 さ せ る 効 果 が あ る 。
【 ０ ３ ３ ６ 】
　 図 ３ ８ に 示 す ４ 種 類 の シ ン ク コ ー ド の 内 、 Ｓ Ｙ ０ の み を 図 ３ ７ に 示 す よ う に セ ク タ 内 の
最 初 の シ ン ク フ レ ー ム 位 置 に 配 置 し た と こ ろ に 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。 そ の 効 果 と し て
、 Ｓ Ｙ ０ を 検 出 す る だ け で 即 座 に セ ク タ 内 の 先 頭 位 置 が 割 り 出 せ 、 セ ク タ 内 の 先 頭 位 置 抽
出 処 理 が 非 常 に 簡 素 化 さ れ る 。
【 ０ ３ ３ ７ 】
　 ま た 、 連 続 す る ３ 個 の シ ン ク コ ー ド の 組 み 合 わ せ パ タ ー ン は 同 一 セ ク タ 内 で 全 て 異 な る
と 言 う 特 徴 も あ る 。
【 ０ ３ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 再 生 専 用 形 ／ 追 記 形 ／ 書 替 え 形 の い ず れ の 情 報 記 憶 媒 体 に 対 し て も
下 記 に 説 明 す る 共 通 の 変 調 方 式 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ３ ３ ９ 】
　 デ ー タ フ ィ ー ル ド の ８ ビ ッ ト の デ ー タ ワ ー ド は ８ ／ １ ２ 変 調 （ Ｅ Ｔ Ｍ ： Eight to Twelv
e Modulation） 法 に よ り デ ィ ス ク 上 の チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト に 変 換 さ れ る 。 Ｅ Ｔ Ｍ 法 に よ り 変
換 さ れ た チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト 列 は チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト １ ｂ が 少 な く と も １ 、 最 大 で は １ ０ チ ャ
ン ネ ル ビ ッ ト 離 れ て い る と い う Ｒ Ｌ Ｌ （ １ ， １ ０ ） と い う ラ ン レ ン グ ス の 制 約 を 満 足 す る
。
【 ０ ３ ４ ０ 】
　 変 調 は 図 ４ ３ ～ 図 ４ ８ に 示 す コ ー ド 変 換 テ ー ブ ル を 用 い て 行 わ れ る 。 変 換 テ ー ブ ル は 、
各 デ ー タ ワ ー ド “ ０ ０ ｈ ” ～ “ Ｆ Ｆ ｈ ” と 各 State０ ～ ２ 毎 に 対 応 す る コ ー ド ワ ー ド の １
２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト と 次 の デ ー タ ワ ー ド の Stateを 示 す 。
【 ０ ３ ４ １ 】
　 変 調 ブ ロ ッ ク の 構 成 を 図 ３ ９ に 示 す 。
【 ０ ３ ４ ２ 】
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　 コ ー ド テ ー ブ ル ３ ５ ２ は デ ー タ ワ ー ド Ｂ （ ｔ ） と ス テ ー ト Ｓ （ ｔ ） と か ら コ ー ド ワ ー ド
Ｘ （ ｔ ） と 、 ネ ク ス ト ス テ ー ト Ｓ （ ｔ ＋ １ ） を 次 の よ う に 求 め る 。
【 ０ ３ ４ ３ 】
　 Ｘ （ ｔ ） ＝ Ｈ ｛ Ｂ （ ｔ ） ， Ｓ （ ｔ ） ｝
　 Ｓ （ ｔ ＋ １ ） ＝ Ｇ ｛ Ｂ （ ｔ ） ， Ｓ （ ｔ ） ｝
　 Ｈ は コ ー ド ワ ー ド 出 力 機 能 、 Ｇ は 次 の State出 力 機 能 で あ る 。
【 ０ ３ ４ ４ 】
　 ス テ ー ト レ ジ ス タ ３ ５ ８ は コ ー ド テ ー ブ ル ３ ５ ２ か ら ネ ク ス ト ス テ ー ト Ｓ （ ｔ ＋ １ ） を
入 力 し て コ ー ド テ ー ブ ル ３ ５ ２ へ （ カ レ ン ト ） ス テ ー ト Ｓ （ ｔ ） を 出 力 す る 。
【 ０ ３ ４ ５ 】
　 コ ー ド 変 換 テ ー ブ ル 内 の 幾 つ か の １ ２ チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト は “ ０ ｂ ” 、 “ １ ｂ ” と と も に
ア ス タ リ ス ク ビ ッ ト “ ＊ ” と シ ャ ー プ ビ ッ ト “ ＃ ” と を 含 む 。
【 ０ ３ ４ ６ 】
　 コ ー ド 変 換 テ ー ブ ル 内 の ア ス タ リ ス ク ビ ッ ト “ ＊ ” は ビ ッ ト が マ ー ジ ン グ ビ ッ ト で あ る
こ と を 示 す 。 変 換 テ ー ブ ル 内 の 幾 つ か の コ ー ド ワ ー ド は Ｌ Ｓ Ｂ に マ ー ジ ン グ ビ ッ ト を 有 す
る 。 マ ー ジ ン グ ビ ッ ト は 自 身 に 後 続 す る チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト に 応 じ て コ ー ド コ ネ ク タ ３ ５ ４
に よ り “ ０ ｂ ” 、 “ １ ｂ ” の 何 れ か に 設 定 さ れ る 。 後 続 チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト が “ ０ ｂ ” で あ
れ ば 、 マ ー ジ ン グ ビ ッ ト は “ １ ｂ ” に 設 定 さ れ る 。 後 続 チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト が “ １ ｂ ” で あ
れ ば 、 マ ー ジ ン グ ビ ッ ト は “ ０ ｂ ” に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ３ ４ ７ 】
　 変 換 テ ー ブ ル 内 の シ ャ ー プ ビ ッ ト “ ＃ ” は ビ ッ ト が Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト で あ る こ と を 示 す
。 Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト は Ｄ Ｓ Ｖ コ ン ト ロ ー ラ ５ ３ ６ に よ り Ｄ Ｃ 成 分 抑 圧 制 御 を 行 う こ と に よ
り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ３ ４ ８ 】
　 図 ４ ０ に 示 す コ ー ド ワ ー ド の た め の 連 結 ル ー ル は コ ー ド テ ー ブ ル か ら 得 ら れ た コ ー ド ワ
ー ド を 連 結 す る た め に 使 用 さ れ る 。 隣 接 す る ２ つ の コ ー ド ワ ー ド が テ ー ブ ル 内 の 前 コ ー ド
ワ ー ド と 現 コ ー ド ワ ー ド と し て 示 さ れ る パ タ ー ン と 一 致 す る と 、 こ れ ら の コ ー ド ワ ー ド は
テ ー ブ ル に 示 さ れ る 連 結 コ ー ド ワ ー ド に 置 き 換 え ら れ る 。 “ ？ ” ビ ッ ト は “ ０ ｂ ” 、 “ １
ｂ ” 、 “ ＃ ” の 何 れ か で あ る 。 連 結 コ ー ド ワ ー ド 内 の “ ？ ” ビ ッ ト は 置 き 換 え る こ と な く
前 コ ー ド ワ ー ド と 現 コ ー ド ワ ー ド と し て 割 当 て ら れ る 。
【 ０ ３ ４ ９ 】
　 コ ー ド ワ ー ド の 連 結 は 前 連 結 ポ イ ン ト で 先 ず 適 用 さ れ る 。 テ ー ブ ル 内 の 連 結 ル ー ル は 各
連 結 ポ イ ン ト で イ ン デ ッ ク ス の 順 番 に 適 用 さ れ る 。 い く つ か の コ ー ド ワ ー ド は 前 コ ー ド ワ
ー ド と 後 コ ー ド ワ ー ド と 接 続 す る た め に ２ 回 置 き 換 え ら れ る 。 前 コ ー ド ワ ー ド の マ ー ジ ン
グ ビ ッ ト は 連 結 の た め の パ タ ー ン マ ッ チ ン グ の 前 に 決 定 さ れ る 。 前 コ ー ド ワ ー ド 、 あ る い
は 現 コ ー ド ワ ー ド の Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト “ ＃ ” は コ ー ド 接 続 の 前 後 の 特 別 ビ ッ ト と し て 扱 わ
れ る 。 Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト は “ ０ ｂ ” で も “ １ ｂ ” で も な く 、 “ ？ ” で あ る 。 コ ー ド ワ ー ド
の 連 結 ル ー ル は コ ー ド ワ ー ド を シ ン ク コ ー ド に 接 続 す る た め に は 使 わ れ な い 。 コ ー ド ワ ー
ド と ン ク コ ー ド と の 接 続 の た め に は 図 ４ １ に 示 す 連 結 ル ー ル が 使 わ れ る 。
【 ０ ３ ５ ０ 】
　 レ コ ー デ ィ ン グ フ レ ー ム (recording frame)の 変 調 時 に は 、 シ ン ク コ ー ド は ９ １ バ イ ト
の デ ー タ ワ ー ド の 各 変 調 コ ー ド ワ ー ド の 先 頭 に 挿 入 さ れ る 。 変 調 は シ ン ク コ ー ド の 後 の St
ate２ か ら 始 ま り 、 変 調 コ ー ド ワ ー ド が 各 変 換 コ ー ド ワ ー ド の 先 頭 に Ｍ Ｓ Ｂ と し て 順 次 出
力 さ れ 、 デ ィ ス ク に 記 録 さ れ る 前 に Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 変 換 さ れ る 。
【 ０ ３ ５ １ 】
　 シ ン ク コ ー ド は Ｄ Ｃ 成 分 抑 圧 制 御 を 行 う こ と に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ３ ５ ２ 】
　 Ｄ Ｃ 成 分 抑 圧 制 御 （ Ｄ Ｃ Ｃ ：  DC component suppression control） は Ｎ Ｒ Ｚ Ｉ 変 換 変
調 チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム に お け る 累 積 Ｄ Ｓ Ｖ (digital sum value： “ １ ｂ ” を ＋ １
と し 、 “ ０ ｂ ” を － １ と し て 加 算 す る )の 絶 対 値 を 最 小 化 す る 。 Ｄ Ｃ Ｃ ア ル ゴ リ ズ ム は Ｄ
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Ｓ Ｖ の 絶 対 値 が 最 小 化 す る よ う に 以 下 の （ ａ ） と （ ｂ ） の ケ ー ス 毎 に コ ー ド ワ ー ド と シ ン
ク コ ー ド の 選 択 を 制 御 す る 。
【 ０ ３ ５ ３ 】
　 （ ａ ） シ ン ク コ ー ド の 選 択 （ 図 ３ ８ 参 照 ）
　 （ ｂ ） 連 結 コ ー ド ワ ー ド の Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト “ ＃ ” の 選 択
　 選 択 は 連 結 コ ー ド ワ ー ド と シ ン ク コ ー ド と の 各 Ｄ Ｓ Ｖ ビ ッ ト の 位 置 に お け る 累 積 Ｄ Ｓ Ｖ
の 値 に よ り 決 定 さ れ る 。
【 ０ ３ ５ ４ 】
　 計 算 の 基 と な る Ｄ Ｓ Ｖ は 、 変 調 の 開 始 時 に は ０ の 初 期 値 と 加 算 さ れ 、 変 調 が 終 了 す る ま
で 以 下 順 次 加 算 が 続 き 、 ０ に は リ セ ッ ト さ れ な い 。 Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト の 選 択 は 、 開 始 点 は
Ｄ Ｖ Ｓ 制 御 ビ ッ ト で あ り 、 次 の Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト の 直 前 で Ｄ Ｓ Ｖ の 絶 対 値 を 最 小 化 す る た
め の チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 選 択 を 意 味 す る 。 ２ つ の チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト ス ト リ ー ム
の う ち Ｄ Ｓ Ｖ の 絶 対 値 の 小 さ い 方 が 選 択 さ れ る 。 も し も 、 ２ つ の チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト ス ト リ
ー ム の Ｄ Ｓ Ｖ の 絶 対 値 が 同 じ 場 合 は 、 Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 ビ ッ ト “ ＃ ” は “ ０ ｂ ” と さ れ る 。
【 ０ ３ ５ ５ 】
　 論 理 的 に 可 能 性 の あ る シ ナ リ オ の 計 算 に お け る 最 大 の Ｄ Ｓ Ｖ を 考 慮 す る と 、 Ｄ Ｖ Ｓ 計 算
の 範 囲 は 少 な く と も ± ２ ０ ４ ７ 必 要 で あ る 。
【 ０ ３ ５ ６ 】
　 以 下 に 復 調 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 復 調 器 は １ ２ チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト の コ ー ド ワ ー ド を ８
ビ ッ ト の デ ー タ ワ ー ド に 変 換 す る 。 コ ー ド ワ ー ド は 読 み 出 し ビ ッ ト ス ト リ ー ム か ら 図 ４ ２
に 示 す 分 離 規 則 を 用 い て 再 生 さ れ る 。 隣 接 す る ２ つ の コ ー ド ワ ー ド が 分 離 規 則 の パ タ ー ン
と 一 致 す る と 、 こ れ ら の コ ー ド ワ ー ド は テ ー ブ ル に 示 さ れ る 現 コ ー ド ワ ー ド と 次 コ ー ド ワ
ー ド に 置 き 換 え ら れ る 。 “ ？ ” ビ ッ ト は “ ０ ｂ ” 、 “ １ ｂ ” 、 “ ＃ ” の 何 れ か で あ る 。 現
コ ー ド ワ ー ド と 次 コ ー ド ワ ー ド の “ ？ ” ビ ッ ト は 読 み 出 し コ ー ド ワ ー ド に お い て は 置 き 換
わ る こ と な く そ の ま ま 割 当 て ら れ る 。
【 ０ ３ ５ ７ 】
　 シ ン ク コ ー ド と コ ー ド ワ ー ド の 境 界 は 置 き 換 え な く 分 離 さ れ る 。
【 ０ ３ ５ ８ 】
　 コ ー ド ワ ー ド か ら デ ー タ ワ ー ド へ の 変 換 は 、 図 ４ ９ ～ 図 ５ ８ に 示 す 復 調 用 テ ー ブ ル に 従
っ て 実 行 さ れ る 。 可 能 性 の あ る 全 て の コ ー ド ワ ー ド が 復 調 用 テ ー ブ ル に 記 載 さ れ て い る 。
“ ｚ ” は “ ０ ０ ｈ ” ～ “ Ｆ Ｆ ｈ ” ま で の い ず れ の デ ー タ ワ ー ド で も よ い 。 分 離 さ れ た 現 コ
ー ド ワ ー ド は 次 の コ ー ド ワ ー ド の ４ チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト 、 あ る い は 次 の シ ン ク コ ー ド の パ タ
ー ン を 観 察 す る こ と に よ り デ コ ー ド さ れ る 。
【 ０ ３ ５ ９ 】
　 ケ ー ス １ ： 次 の コ ー ド ワ ー ド は “ １ ｂ ” で 始 ま る 、 あ る い は 次 の シ ン ク コ ー ド は State
０ の Ｓ Ｙ ０ ～ Ｓ Ｙ ２ で あ る 。
【 ０ ３ ６ ０ 】
　 ケ ー ス ２ ： 次 の コ ー ド ワ ー ド は “ ０ ０ ０ ０ ｂ ” で 始 ま る 、 あ る い は 次 の シ ン ク コ ー ド は
State０ の Ｓ Ｙ ３ で あ る 。
【 ０ ３ ６ １ 】
　 ケ ー ス ３ ： 次 の コ ー ド ワ ー ド は “ ０ １ ｂ ” 、 “ ０ ０ １ ｂ ” 、 “ ０ ０ ０ １ ｂ ” で 始 ま る 、
あ る い は 次 の シ ン ク コ ー ド は State１ 、 ２ の Ｓ Ｙ ０ ～ Ｓ Ｙ ３ で あ る 。
【 ０ ３ ６ ２ 】
　 図 １ ６ に 示 し た 参 照 コ ー ド 記 録 ゾ ー ン Ｒ Ｃ Ｚ に 記 録 さ れ る 参 照 コ ー ド の パ タ ー ン 内 容 に
つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ で は 変 調 方 式 と し て ８ ビ ッ ト デ ー タ を １ ６ チ ャ ネ ル ビ
ッ ト に 変 換 す る “ ８ ／ １ ６ 変 調 ” 方 式 を 採 用 し 、 変 調 後 の 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 さ れ る チ ャ
ネ ル ビ ッ ト 列 と し て の 参 照 コ ー ド の パ タ ー ン は “ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０
１ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ” の 繰 り 返 し パ タ ー ン が 用 い ら れ て い る 。 そ れ に 比 べ て 、
本 実 施 形 態 で は 図 １ ３ ～ 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 ８ ビ ッ ト デ ー タ を １ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト に 変
調 す る Ｅ Ｔ Ｍ 変 調 を 用 い 、 Ｒ Ｌ Ｌ （ １ ， １ ０ ） の ラ ン レ ン グ ス 制 約 を 行 う と 共 に 、 デ ー タ
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リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 、 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 及 び
ミ ド ル 領 域 Ｍ Ｄ Ａ か ら の 信 号 再 生 に Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 法 を 採 用 し て い る 。 し た が っ て 、 上 記 変 調 規
則 と Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 検 出 に 最 適 な 参 照 コ ー ド の パ タ ー ン を 設 定 す る 必 要 が あ る 。 Ｒ Ｌ Ｌ （ １ ， １
０ ） の ラ ン レ ン グ ス 制 約 に 従 え ば 、 “ ０ ” が 連 続 す る 最 小 値 は “ ｄ ＝ １ ” で “ １ ０ １ ０ １
０ １ ０ ” の 繰 り 返 し パ タ ー ン と な る 。 “ １ ” ま た は “ ０ ” の コ ー ド か ら 次 の 隣 接 コ ー ド ま
で の 距 離 を “ Ｔ ” と す る と 、 上 記 パ タ ー ン で の 隣 接 す る “ １ ” 間 の 距 離 は “ ２ Ｔ ” と な る
。
【 ０ ３ ６ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 情 報 記 憶 媒 体 の 高 密 度 化 の た め 、 前 述 し た よ う に 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録
し た “ ２ Ｔ ” の 繰 り 返 し パ タ ー ン （ “ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ” ） か ら の 再 生 信 号 は 光 学 ヘ ッ ド
内 の 対 物 レ ン ズ （ 図 １ の 情 報 記 録 再 生 部 １ ４ １ 内 に 存 在 す る ） の Ｍ Ｔ Ｆ （ Modulation Tra
nsfer Fuction） 特 性 の 遮 断 周 波 数 近 傍 に あ る た め 、 ほ と ん ど 変 調 度 （ 信 号 振 幅 ） が 得 ら
れ 無 い 。 し た が っ て 、 情 報 再 生 装 置 あ る い は 情 報 記 録 再 生 装 置 の 回 路 調 整 （ 例 え ば 図 ５ の
タ ッ プ 制 御 器 ３ ３ ２ 内 で 行 う 各 タ ッ プ 係 数 の 初 期 最 適 化 ） に 使 用 す る 再 生 信 号 と し て “ ２
Ｔ ” の 繰 り 返 し パ タ ー ン （ “ １ ０ １ ０ １ ０ １ ０ ” ） か ら の 再 生 信 号 を 用 い た 場 合 に は 、 ノ
イ ズ の 影 響 が 大 き く 安 定 化 に 乏 し い 。 し た が っ て 、 Ｒ Ｌ Ｌ （ １ ， １ ０ ） の ラ ン レ ン グ ス 制
約 に 従 っ て 行 う 変 調 後 の 信 号 に 対 し て は 次 に 密 度 の 高 い “ ３ Ｔ ” の パ タ ー ン を 使 っ て 回 路
調 整 を 行 う の が 望 ま し い 。
【 ０ ３ ６ ４ 】
　 再 生 信 号 の Ｄ Ｓ Ｖ （ Digital Sum Value） 値 を 考 え た 場 合 に は 、 “ １ ” の 直 後 に 来 る 次
の “ １ ” ま で の 間 の “ ０ ” が 連 続 す る 回 数 に 比 例 し て Ｄ Ｃ （ 直 流 ） 値 の 絶 対 値 が 増 加 し て
直 前 の Ｄ Ｓ Ｖ 値 に 加 算 さ れ る 。 こ の 加 算 さ れ る Ｄ Ｃ 値 の 極 性 は “ １ ” が 来 る 毎 に 反 転 す る
。 し た が っ て 、 参 照 コ ー ド が 連 続 す る チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 が 続 い た 所 で Ｄ Ｓ Ｖ 値 を “ ０ ” に
す る 方 法 と し て 、 Ｅ Ｔ Ｍ 変 調 後 の １ ２ 個 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 内 で Ｄ Ｓ Ｖ 値 が “ ０ ” に な る
よ う に 設 定 す る よ り 、 Ｅ Ｔ Ｍ 変 調 後 の １ ２ 個 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 に 出 現 す る “ １ ” の 発 生
数 を 奇 数 個 に し て １ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト か ら な る １ 組 の 参 照 コ ー ド セ ル で 発 生 す る Ｄ Ｃ 成 分
を 次 の 組 か ら な る １ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト の 参 照 コ ー ド セ ル で 発 生 す る Ｄ Ｃ 成 分 で 相 殺 さ せ る
方 が 参 照 コ ー ド パ タ ー ン 設 計 の 自 由 度 が 増 す 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は Ｅ Ｔ Ｍ 変 調 後
の １ ２ 個 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 か ら な る 参 照 コ ー ド セ ル 内 で 出 現 す る “ １ ” の 数 を 奇 数 個 に
設 定 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 高 密 度 化 の た め に “ １ ” の 所 が 記 録 マ ー ク も し く は エ ン ボ
ス ピ ッ ト の 境 界 位 置 に 一 致 す る マ ー ク エ ッ ジ 記 録 法 を 採 用 し て い る 。 例 え ば “ ３ Ｔ ” の 繰
り 返 し パ タ ー ン （ “ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ” ） が 続 い た 場 合 に 、
記 録 条 件 あ る い は 原 盤 作 成 条 件 に よ り 記 録 マ ー ク も し く は エ ン ボ ス ピ ッ ト の 長 さ と そ の 間
に あ る ス ペ ー ス の 長 さ が 若 干 異 な る 場 合 が 生 じ る 。 Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 検 出 法 を 用 い た 場 合 に は 、 再
生 信 号 の レ ベ ル 値 が 非 常 に 重 要 と な り 、 前 記 の よ う に 記 録 マ ー ク も し く は エ ン ボ ス ピ ッ ト
の 長 さ と そ の 間 に あ る ス ペ ー ス の 長 さ が 若 干 異 な っ た 場 合 で も 、 安 定 か つ 精 度 良 く 信 号 検
出 で き る よ う に そ の 若 干 の 異 な り 分 を 回 路 的 に 補 正 す る 必 要 が 生 じ る 。 し た が っ て 、 回 路
定 数 を 調 整 す る た め の 参 照 コ ー ド と し て は “ ３ Ｔ ” の 長 さ の 記 録 マ ー ク も し く は エ ン ボ ス
ピ ッ ト と 同 じ く “ ３ Ｔ ” の 長 さ の ス ペ ー ス が 有 っ た 方 が 回 路 定 数 の 調 整 の 精 度 が 向 上 す る
。 そ の た め 、 本 実 施 形 態 の 参 照 コ ー ド パ タ ー ン と し て “ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ” の パ タ ー ン が 内
部 に 含 ま れ る と 、 必 ず “ ３ Ｔ ” の 長 さ の 記 録 マ ー ク も し く は エ ン ボ ス ピ ッ ト と ス ペ ー ス が
配 置 さ れ る 事 に な る 。
【 ０ ３ ６ ５ 】
　 回 路 調 整 に は 密 度 の 詰 ま っ た パ タ ー ン （ “ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ” ） だ け で 無 く 、 密 度 が 疎 の
状 態 の パ タ ー ン も 必 要 と な る 。 し た が っ て 、 Ｅ Ｔ Ｍ 変 調 後 の １ ２ 個 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 の
中 で “ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ” の パ タ ー ン を 除 い た 部 分 で 密 度 が 疎 の 状 態 （ “ ０ ” が 連 続 し て 多
く 発 生 す る パ タ ー ン ） を 発 生 さ せ 、 か つ “ １ ” の 出 現 数 を 奇 数 個 に 設 定 す る 事 を 考 慮 す る
と 参 照 コ ー ド パ タ ー ン は 図 ５ ９ に 示 す よ う に “ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ” の 繰 り 返 し が
最 適 条 件 と な る 。 変 調 後 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト パ タ ー ン が 前 記 パ タ ー ン に な る た め に は 、 前 述
し た 変 調 テ ー ブ ル を 利 用 す る と 、 変 調 前 の デ ー タ ワ ー ド は 図 ４ ６ か ら “ Ａ ４ ｈ ” に 設 定 す
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る 必 要 が あ る こ と が わ か る 。 こ の “ Ａ ４ ｈ ” （ １ ６ 進 法 表 現 ） の デ ー タ は デ ー タ シ ン ボ ル
“ １ ６ ４ ” （ １ ０ 進 法 表 現 ） に 対 応 す る 。
【 ０ ３ ６ ６ 】
　 前 記 の デ ー タ 変 換 規 則 に 従 っ た 具 体 的 な デ ー タ の 作 り 方 を 以 下 に 説 明 す る 。 前 述 し た デ
ー タ フ レ ー ム 構 造 内 で メ イ ン デ ー タ “ Ｄ ０ ～ Ｄ ２ ０ ４ ７ ” に デ ー タ シ ン ボ ル “ １ ６ ４ ” （
＝ “ ０ Ａ ４ ｈ ” ） を ま ず 設 定 す る 。 次 に 、 デ ー タ フ レ ー ム １ か ら デ ー タ フ レ ー ム １ ５ に 対
し て イ ニ シ ャ ル プ リ セ ッ ト 番 号 “ ０ Ｅ ｈ ” で 予 め プ リ ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け て お き 、 デ ー タ
フ レ ー ム １ ６ か ら デ ー タ フ レ ー ム ３ １ に 対 し て は イ ニ シ ャ ル プ リ セ ッ ト 番 号 “ ０ Ｆ ｈ ” で
予 め プ リ ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け て お く 。 予 め プ リ ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け て お く と 、 前 記 し た デ
ー タ 変 換 規 則 に 従 っ て ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け た 時 に ２ 重 で ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け た 事 に な り 、
（ ２ 重 で ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け る と 元 の パ タ ー ン に 戻 る ） デ ー タ シ ン ボ ル “ １ ６ ４ ” （ ＝ “
０ Ａ ４ ｈ ” ） が そ の ま ま 現 れ る 。 ３ ２ 物 理 セ ク タ か ら な る 参 照 コ ー ド 全 て に プ リ ス ク ラ ン
ブ ル を 掛 け る と Ｄ Ｓ Ｖ 制 御 が 出 来 な く な る の で 、 デ ー タ フ レ ー ム ０ だ け は 事 前 の プ リ ス ク
ラ ン ブ ル は 掛 け な い 。 前 記 し た ス ク ラ ン ブ ル を 掛 け た 後 、 変 調 す る と 図 ５ ９ に 示 し た パ タ
ー ン が 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ３ ６ ７ 】
　 図 ３ ７ に 示 し た １ 個 の 物 理 セ ク タ 内 の 構 造 を 有 し た チ ャ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ を 連 続 し て 情
報 記 憶 媒 体 ２ ２ １ に 記 録 す る 様 子 を 図 ６ ０ に 示 す 。 本 実 施 形 態 で は 情 報 記 憶 媒 体 ２ ２ １ の
種 類 （ 再 生 専 用 形 ／ 追 記 形 ／ 書 替 え 形 ） に 依 ら ず 、 情 報 記 憶 媒 体 ２ ２ １ 上 に 記 録 さ れ る チ
ャ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ は 図 ６ ０ に 示 す よ う な 記 録 デ ー タ の 階 層 構 造 を 持 っ て い る 。 す な わ ち
、 デ ー タ の エ ラ ー 検 出 も し く は エ ラ ー 訂 正 が 可 能 と な る 最 も 大 き な デ ー タ 単 位 で あ る 一 個
の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ４ ０ １ 内 は ３ ２ 個 の 物 理 セ ク タ ２ ３ ０ ～ ２ ４ １ か ら 構 成 さ れ て い る 。 図
３ ７ で 既 に 説 明 し 、 再 度 図 ６ ０ に 示 す よ う に 、 “ Ｓ Ｙ ０ ” か ら “ Ｓ Ｙ ３ ” ま で の い ず れ か
の 同 期 コ ー ド （ シ ン ク コ ー ド ４ ３ １ ） を 形 成 す る ２ ４ チ ャ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ と 各 同 期 コ ー
ド 間 に 配 置 さ れ た １ ０ ９ ２ チ ャ ネ ル ビ ッ ト デ ー タ サ イ ズ を 有 す る シ ン ク デ ー タ ４ ３ ２ か ら
シ ン ク フ レ ー ム ＃ ０  ４ ２ ０ ～ ＃ ２ ５  ４ ２ ９ が 構 成 さ れ る 。 各 物 理 セ ク タ ＃ ０  ２ ３ ０ ～
＃ ３ １  ２ ４ １ 内 は そ れ ぞ れ ２ ６ 個 ず つ の シ ン ク フ レ ー ム ＃ ０  ４ ２ ０ ～ ＃ ２ ５  ４ ２ ９ か
ら 構 成 さ れ る 。 上 述 し た よ う に 、 １ 個 の シ ン ク フ レ ー ム 内 は 図 ３ ７ に 示 す よ う に １ １ １ ６
チ ャ ネ ル ビ ッ ト （ ２ ４ ＋ １ ０ ９ ２ ） の デ ー タ が 含 ま れ 、 こ の １ 個 の シ ン ク フ レ ー ム が 記 録
さ れ る 情 報 記 憶 媒 体 ２ ２ １ 上 の 物 理 的 距 離 で あ る シ ン ク フ レ ー ム 長 ４ ３ ３ は 至 る 所 ほ ぼ 一
定 （ ゾ ー ン 内 同 期 の た め の 物 理 的 距 離 の 変 化 分 を 除 い た 場 合 ） に な っ て い る 。
【 ０ ３ ６ ８ 】
　 図 ６ １ を 用 い て 本 実 施 形 態 に お け る 各 種 情 報 記 憶 媒 体 毎 の デ ー タ 記 録 形 式 （ フ ォ ー マ ッ
ト ） の 比 較 を 説 明 す る 。 図 ６ １ の （ ａ ） は 従 来 の 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｏ Ｍ
と 従 来 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ 及 び 従 来 の 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｗ に お
け る デ ー タ 記 録 形 式 を 示 し 、 図 ６ １ の （ ｂ ） は 本 実 施 形 態 に お け る 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒
体 の デ ー タ 記 録 形 式 、 図 ６ １ の （ ｃ ） は 本 実 施 形 態 に お け る 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ
記 録 形 式 、 図 ６ １ の （ ｄ ） は 本 実 施 形 態 に お け る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ 記 録 形 式
を 示 し て い る 。 比 較 の た め に 各 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ４ １ １ ～ ４ １ ８ の 大 き さ を 同 じ に 合 わ せ て
い る が 、 図 ６ １ の （ ａ ） に 示 し た 従 来 の 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｏ Ｍ と 従 来 の
追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ 及 び 従 来 の 書 替 え 型 情 報 記 憶 媒 体 に お け る Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｗ で は
、 １ ６ 物 理 セ ク タ で １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 し て い る の に 対 し 、 図 ６ １ の （ ｂ ） ～ （
ｄ ） に 示 し た 本 実 施 形 態 で は ３ ２ 物 理 セ ク タ で １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 し て い る 所 が
異 な る 。 本 実 施 形 態 で は 図 ６ １ の （ ｂ ） ～ （ ｄ ） に 示 す よ う に 各 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク  ＃ １  ４
１ １ ～ ＃ ８  ４ １ ８ の 間 に シ ン ク フ レ ー ム 長 ４ ３ ３ と 同 じ 長 さ の ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ４
８ を 設 け て い る 所 に 特 徴 （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト 〔 Ｋ 〕 ） が あ る 。
【 ０ ３ ６ ９ 】
　 従 来 の 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｏ Ｍ で は 図 ６ １ の （ ａ ） に 示 す よ う に 各 Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク  ＃ １  ４ １ １ ～ ＃ ８  ４ １ ８ が 連 続 に 記 録 さ れ て い る 。 従 来 の 追 記 形 情 報 記 憶
媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ や 従 来 の 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｗ で 従 来 の 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒
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体 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ｏ Ｍ と デ ー タ 記 録 形 式 （ フ ォ ー マ ッ ト ） の 互 換 性 を 確 保 す る た め に 、 制 限 付
き オ ー バ ー ラ イ ト （ Restricted Overwrite） と 呼 ば れ る 追 記 又 は 書 き 替 え 処 理 を 行 う と 、
書 き 重 ね に よ り Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の 一 部 を 破 壊 し 、 再 生 時 の デ ー タ 信 頼 性 を 大 き く 損 な う
と 言 う 問 題 が 有 っ た 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の よ う に デ ー タ フ ィ ー ル ド （ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ
ッ ク ） 間 に ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ４ ８ を 配 置 す る と 、 書 き 重 ね 場 所 を ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～
４ ４ ８ 内 に 制 限 し て 、 デ ー タ フ ィ ー ル ド （ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ） の デ ー タ 破 壊 を 防 止 で き る 効
果 が あ る 。
【 ０ ３ ７ ０ 】
　 上 記 ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ４ ８ の 長 さ を 図 ６ １ に 示 す よ う に １ シ ン ク フ レ ー ム サ イ ズ で
あ る シ ン ク フ レ ー ム 長 ４ ３ ３ に 合 わ せ た 所 に 本 実 施 形 態 の 次 の 特 徴 （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト
（ Ｋ １ ） ） が あ る 。 図 ３ ７ な い し は 図 ６ ０ に 示 す よ う に １ １ １ ６ チ ャ ネ ル ビ ッ ト と 言 う 一
定 の シ ン ク フ レ ー ム 長 ４ ３ ３ 間 隔 で 同 期 コ ー ド （ シ ン ク コ ー ド ） が 配 置 さ れ て お り 、 図 １
に 示 す 同 期 コ ー ド 位 置 抽 出 部 １ ４ ５ 内 で は こ の 一 定 周 期 間 隔 を 利 用 し て 同 期 コ ー ド 位 置 の
抽 出 を 行 っ て い る 。 本 実 施 形 態 で ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ４ ８ の 長 さ シ ン ク フ レ ー ム 長 ４ ３
３ に 合 わ せ る こ と に よ り 、 再 生 時 に ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ４ ８ を 跨 っ て も 、 こ の シ ン ク フ
レ ー ム 間 隔 が 不 変 に 保 た れ る の で 、 再 生 時 の 同 期 コ ー ド 位 置 検 出 を 容 易 に す る と 言 う 効 果
が あ る 。
【 ０ ３ ７ １ 】
　 更 に
　 （ １ ） ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ４ ８ を 跨 っ た 場 所 で も 同 期 コ ー ド の 出 現 頻 度 を 一 致 さ せ て
同 期 コ ー ド 位 置 検 出 の 検 出 精 度 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ３ ７ ２ 】
　 （ ２ ） ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ４ ８ も 含 め た 物 理 セ ク タ 内 の 位 置 の 判 別 を 容 易 に す る 。
【 ０ ３ ７ ３ 】
　 を 目 的 と し て 本 実 施 形 態 で は ガ ー ド 領 域 内 に 同 期 コ ー ド （ シ ン ク デ ー タ ） を 配 置 （ 図 １
３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ２ ） ） す る 。 具 体 的 に は 、 図 ６ ３ に 示 す よ う に 、 各 ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２
～ ４ ６ ８ の 開 始 位 置 に は ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 （ Postamble field） ４ ８ １ が 形 成 さ れ 、 そ
の ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ４ ８ １ に は 図 ３ ８ に 示 し た シ ン ク コ ー ド 番 号 “ １ ” の 同 期 コ ー ド “
Ｓ Ｙ １ ” が 配 置 さ れ て い る 。 図 ３ ７ か ら 分 か る よ う に 、 物 理 セ ク タ 内 の ３ 個 の 連 続 す る 同
期 コ ー ド の シ ン ク コ ー ド 番 号 の 組 み 合 わ せ は 全 て の 場 所 で 異 な っ て い る 。 更 に 、 ガ ー ド 領
域 ４ ４ ２ ～ ４ ４ ８ 内 の シ ン ク コ ー ド 番 号 “ １ ” ま で 加 味 し た ３ 個 の 連 続 す る 同 期 コ ー ド の
シ ン ク コ ー ド 番 号 の 組 み 合 わ せ も 全 て の 場 所 で 異 な っ て い る 。 し た が っ て 、 任 意 の 領 域 内
で の 連 続 す る ３ 個 の 同 期 コ ー ド の シ ン ク コ ー ド 番 号 の 組 み 合 わ せ に よ り 物 理 セ ク タ 内 の 位
置 情 報 の み な ら ず 、 ガ ー ド 領 域 の 場 所 も 含 め た 物 理 セ ク タ 内 の 位 置 の 判 別 が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ７ ４ 】
　 図 ６ １ に 示 し た ガ ー ド 領 域 ４ ４ １ ～ ４ ４ ８ 内 の 詳 細 な 構 造 を 図 ６ ３ に 示 す 。 物 理 セ ク タ
内 の 構 造 は シ ン ク コ ー ド ４ ３ １ と シ ン ク デ ー タ ４ ３ ２ の 組 み 合 わ せ か ら 構 成 さ れ る こ と を
図 ６ ０ に 示 し た が 、 ガ ー ド 領 域 ４ ４ １ ～ ４ ４ ８ 内 も 同 様 に シ ン ク コ ー ド ４ ３ ３ と シ ン ク デ
ー タ ４ ３ ４ の 組 み 合 わ せ か ら 構 成 さ れ 、 ガ ー ド 領 域  ＃ ３  ４ ４ ３ 内 の シ ン ク デ ー タ ４ ３ ４
領 域 内 も セ ク タ 内 の シ ン ク デ ー タ ４ ３ ２ と 同 じ 変 調 規 則 に 従 っ て 変 調 さ れ た デ ー タ が 配 置
さ れ る 所 に 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。
【 ０ ３ ７ ５ 】
　 図 ３ ４ に 示 す ３ ２ 個 の 物 理 セ ク タ か ら 構 成 さ れ る １ 個 分 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク  ＃ ２  ４ １ ２
内 の 領 域 を 本 発 明 で は デ ー タ フ ィ ー ル ド ４ ７ ０ と 呼 ぶ 。
【 ０ ３ ７ ６ 】
　 図 ６ ３ に お け る Ｖ Ｆ Ｏ （ Variable Frequency Oscillator） 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ は デ ー
タ 領 域 ４ ７ ０ を 再 生 す る 時 の 情 報 再 生 装 置 ま た は 情 報 記 録 再 生 装 置 の 基 準 ク ロ ッ ク の 同 期
合 わ せ に 利 用 す る 。 Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ 内 に 記 録 さ れ る デ ー タ 内 容 と し て 、 後 述 す
る 共 通 の 変 調 規 則 に お け る 変 調 前 の デ ー タ は “ ７ Ｅ ｈ ” の 連 続 繰 り 返 し と な り 、 変 調 後 の
実 際 に 記 録 さ れ る チ ャ ネ ル ビ ッ ト パ タ ー ン は “ ０ １ ０ ０ ０ １ 　 ０ ０ ０ １ ０ ０ ” の 繰 り 返 し
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パ タ ー ン （ “ ０ ” が 連 続 ３ 個 ず つ 繰 り 返 す パ タ ー ン ） と な る 。 な お 、 こ の パ タ ー ン が 得 ら
れ る た め に は Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ の 先 頭 バ イ ト は 変 調 に お け る State２ の 状 態 に 設
定 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ３ ７ ７ 】
　 プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７ 、 ４ ７ ８ は Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ と デ ー タ 領 域 ４ ７ ０ 間 の 境
目 位 置 を 表 し 、 変 調 後 の 記 録 チ ャ ネ ル ビ ッ ト パ タ ー ン は “ １ ０ ０ ０ ０ ０ 　 １ ０ ０ ０ ０ ０ ”
（ “ ０ ” が 連 続 ５ 個 ず つ 繰 り 返 す パ タ ー ン ） の 繰 り 返 し に な っ て い る 。 情 報 再 生 装 置 ま た
は 情 報 記 録 再 生 装 置 で は Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ 内 の “ ０ １ ０ ０ ０ １ 　 ０ ０ ０ １ ０ ０ ”
の 繰 り 返 し パ タ ー ン か ら 、 プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７ 、 ４ ７ ８ 内 の “ １ ０ ０ ０ ０ ０ 　 １ ０ ０ ０
０ ０ ” の 繰 り 返 し パ タ ー ン の パ タ ー ン 変 化 位 置 を 検 出 し 、 デ ー タ 領 域 ４ ７ ０ が 近 付 く こ と
を 認 識 す る 。
【 ０ ３ ７ ８ 】
　 ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ４ ８ １ は デ ー タ 領 域 ４ ７ ０ の 終 了 位 置 を 示 す と 共 に ガ ー ド 領 域 ４ ４
３ の 開 始 位 置 を 表 し て い る 。 ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ４ ８ １ 内 の パ タ ー ン は 上 述 し た よ う に 図
３ ８ に 示 す 同 期 コ ー ド （ SYNC Code） の 内 “ Ｓ Ｙ １ ” の パ タ ー ン と 一 致 し て い る 。
【 ０ ３ ７ ９ 】
　 エ キ ス ト ラ 領 域 ４ ８ ２ は コ ピ ー 制 御 や 不 正 コ ピ ー 防 止 用 に 使 わ れ る 領 域 で あ る 。 特 に コ
ピ ー 制 御 や 不 正 コ ピ ー 防 止 用 に 使 わ れ 無 い 場 合 に は チ ャ ネ ル ビ ッ ト で 全 て “ ０ ” に 設 定 す
る 。
【 ０ ３ ８ ０ 】
　 バ ッ フ ァ 領 域 は Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ と 同 じ 変 調 前 の デ ー タ は “ ７ Ｅ ｈ ” の 連 続 繰
り 返 し と な り 、 変 調 後 の 実 際 に 記 録 さ れ る チ ャ ネ ル ビ ッ ト パ タ ー ン は “ ０ １ ０ ０ ０ １ 　 ０
０ ０ １ ０ ０ ” の 繰 り 返 し パ タ ー ン （ “ ０ ” が 連 続 ３ 個 ず つ 繰 り 返 す パ タ ー ン ） と な る 。 な
お 、 こ の パ タ ー ン が 得 ら れ る た め に は Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ の 先 頭 バ イ ト は 変 調 に お
け る State２ の 状 態 に 設 定 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ３ ８ １ 】
　 図 ６ ３ に 示 す よ う に “ Ｓ Ｙ １ ” の パ タ ー ン が 記 録 さ れ て い る ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ４ ８ １
が シ ン ク コ ー ド 領 域 ４ ３ ３ に 該 当 し 、 そ の 直 後 の エ キ ス ト ラ 領 域 ４ ８ ２ か ら プ リ シ ン ク 領
域 ４ ７ ８ ま で の 領 域 が シ ン ク デ ー タ 領 域 ４ ３ ４ に 対 応 す る 。 Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ か ら バ ッ フ
ァ 領 域 ４ ７ ５ に 至 る 領 域 （ つ ま り デ ー タ 領 域 ４ ７ ０ と そ の 前 後 の ガ ー ド 領 域 の 一 部 を 含 む
領 域 ） を デ ー タ セ グ メ ン ト ４ ９ ０ と 呼 び 、 後 述 す る “ 物 理 セ グ メ ン ト ” と は 異 な る 内 容 を
示 し て い る 。 図 ６ ３ に 示 し た 各 デ ー タ の デ ー タ サ イ ズ は 変 調 前 の デ ー タ の バ イ ト 数 で 表 現
し て い る 。
【 ０ ３ ８ ２ 】
　 本 実 施 形 態 は 図 ６ ３ に 示 し た 構 造 に 限 ら ず 、 他 の 実 施 形 態 と し て 下 記 の 方 法 を 採 用 す る
こ と も で き る 。 す な わ ち 、 Ｖ Ｏ Ｆ 領 域 ４ ７ １ と デ ー タ 領 域 ４ ７ ０ の 境 界 部 に プ リ シ ン ク 領
域 ４ ７ ７ を 配 置 す る 代 わ り に 、 Ｖ Ｏ Ｆ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ の 途 中 に プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７
を 配 置 す る 。 こ の 他 の 実 施 形 態 で は デ ー タ ブ ロ ッ ク ４ ７ ０ の 先 頭 位 置 に 配 置 さ れ る “ Ｓ Ｙ
０ ” の シ ン ク コ ー ド と プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７ と の 間 の 距 離 を 離 す こ と で 距 離 相 関 を 大 き く
取 り 、 プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７ を 仮 Ｓ ｙ ｎ ｃ と し て 設 定 し 、 本 物 の Ｓ ｙ ｎ ｃ 位 置 の 距 離 相 関
情 報 （ 他 の Ｓ ｙ ｎ ｃ 間 距 離 と は 異 な る が ） と し て 利 用 す る 。 も し 本 物 の Ｓ ｙ ｎ ｃ が 検 出 で
き な け れ ば 、 仮 Ｓ ｙ ｎ ｃ か ら 生 成 し た 本 物 が 検 出 さ れ る で あ ろ う 位 置 で Ｓ ｙ ｎ ｃ を 挿 入 す
る 。 こ の よ う に し て プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７ を 本 物 シ ン ク （ “ Ｓ Ｙ ０ ” ） と 多 少 の 距 離 を 取
る 所 に 他 の 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。 プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７ を Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ の
始 め に 配 置 す る と 、 読 み 取 り ク ロ ッ ク の Ｐ Ｌ Ｌ が ロ ッ ク し て い な い 為 プ リ シ ン ク の 役 目 が
弱 く な る 。 し た が っ て 、 プ リ シ ン ク 領 域 ４ ７ ７ を Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ４ ７ １ 、 ４ ７ ２ の 中 間 位 置 に
配 置 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ３ ８ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 記 録 形 （ 書 替 え 形 あ る い は 追 記 形 ） 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ア ド レ ス 情 報
は ウ ォ ブ ル 変 調 を 用 い て あ ら か じ め 記 録 さ れ て い る 。 ウ ォ ブ ル 変 調 方 式 と し て ± ９ ０ 度 （
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１ ８ ０ 度 ） の 位 相 変 調 を 用 い る と 共 に Ｎ Ｒ Ｚ （ Non Returen to Zero） 方 法 を 採 用 し て 情
報 記 憶 媒 体 に 対 し て ア ド レ ス 情 報 を 事 前 に 記 録 す る （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト 〔 Ｊ 〕 ） 所 に 本
実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。 図 ６ ４ を 用 い て 具 体 的 な 説 明 を 行 う 。 本 実 施 形 態 で は ア ド レ ス 情
報 に 関 し て は １ ア ド レ ス ビ ッ ト （ ア ド レ ス シ ン ボ ル と も 呼 ぶ ） 領 域 ５ １ １ 内 を ４ ウ ォ ブ ル
周 期 で 表 現 し 、 １ ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 ５ １ １ 内 は 至 る 所 周 波 数 お よ び 振 幅 と 位 相 は 一 致 し
て い る 。 ア ド レ ス ビ ッ ト の 値 と し て 同 じ 値 が 連 続 す る 場 合 に は 各 １ ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 ５
１ １ の 境 界 部 （ 図 ６ ４ の 黒 三 角 印 を 付 け た 部 分 ） で 同 位 相 が 継 続 し 、 ア ド レ ス ビ ッ ト が 反
転 す る 場 合 に は ウ ォ ブ ル パ タ ー ン の 反 転 （ 位 相 の １ ８ ０ 度 シ フ ト ） が 起 き る 。 図 １ に 示 し
た 情 報 記 録 再 生 装 置 の ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ 内 で は ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 ５ １ １ の 境 界
位 置 （ 図 ６ ４ の 黒 三 角 印 を 付 け た 場 所 ） と １ ウ ォ ブ ル 周 期 の 境 界 位 置 で あ る ス ロ ッ ト 位 置
４ １ ２ を 同 時 に 検 出 し て い る 。 ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ 内 で は 図 示 し て な い が Ｐ Ｌ Ｌ （
Phase Lock Loop） 回 路 が 内 蔵 さ れ 、 ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 ５ １ １ の 境 界 位 置 と ス ロ ッ ト 位
置 ４ １ ２ の 両 方 に 同 期 し て Ｐ Ｌ Ｌ が 掛 か る 。 ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 ５ １ １ の 境 界 位 置 ま た は
ス ロ ッ ト 位 置 ４ １ ２ が ず れ る と 、 ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ で は 同 期 が 外 れ て 正 確 な ウ ォ
ブ ル 信 号 の 再 生 （ 判 読 ） が 不 可 能 と な る 。 隣 接 す る ス ロ ッ ト 位 置 ４ １ ２ 間 の 間 隔 を ス ロ ッ
ト 間 隔 ５ １ ３ と 呼 び 、 ス ロ ッ ト 間 隔 ５ １ ３ が 物 理 的 に 短 い 程 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の 同 期 が 取 り 易 く
、 安 定 に ウ ォ ブ ル 信 号 の 再 生 （ 情 報 内 容 の 解 読 ） が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ８ ４ 】
　 図 ６ ４ か ら 明 ら か な よ う に １ ８ ０ 度 ま た は ０ 度 に シ フ ト す る １ ８ ０ 度 の 位 相 変 調 方 式 を
採 用 す る と 、 ス ロ ッ ト 間 隔 ５ １ ３ は １ ウ ォ ブ ル 周 期 と 一 致 す る 。 ウ ォ ブ ル の 変 調 方 法 と し
て ウ ォ ブ ル 振 幅 を 変 化 さ せ る Ａ Ｍ （ Amplitude Modulation） 方 式 で は 情 報 記 憶 媒 体 表 面 に
付 着 し た ゴ ミ や 傷 の 影 響 を 受 け 易 い が 、 位 相 変 調 で は 信 号 振 幅 で は 無 く 位 相 の 変 化 を 検 出
す る た め 、 比 較 的 情 報 記 憶 媒 体 表 面 の ゴ ミ や 傷 の 影 響 を 受 け 辛 い 。 ま た 、 他 の 変 調 方 式 と
し て 周 波 数 を 変 化 さ せ る Ｆ Ｓ Ｋ （ Frequency Shift Keying） 方 式 で は ウ ォ ブ ル 周 期 に 対 し
て ス ロ ッ ト 間 隔 ５ １ ３ が 長 く 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の 同 期 が 相 対 的 に 取 り 辛 い 。 し た が っ て 、 本 実
施 形 態 の よ う に ウ ォ ブ ル の 位 相 変 調 に よ り ア ド レ ス 情 報 を 記 録 す る と ス ロ ッ ト 間 隔 が 狭 く
、 ウ ォ ブ ル 信 号 の 同 期 が 取 り 易 い と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ３ ８ ５ 】
　 図 ６ ４ に 示 す よ う に １ ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 ５ １ １ に は そ れ ぞ れ “ １ ” か “ ０ ” か の バ イ
ナ リ デ ー タ が 割 り 振 ら れ る が 、 本 実 施 形 態 に お け る ビ ッ ト の 割 り 振 り 方 法 を 図 ６ ５ に 示 す
。 図 ６ ５ の 左 側 に 示 す よ う に １ ウ ォ ブ ル の 開 始 位 置 か ら 最 初 に 外 周 側 に 蛇 行 す る ウ ォ ブ ル
パ タ ー ン を ノ ー マ ル 位 相 ウ ォ ブ ル Ｎ Ｐ Ｗ （ Normal Phase Wobble） と 呼 び 、 “ ０ ” の デ ー
タ を 割 り 当 て る 。 ま た 右 側 に 示 す よ う に １ ウ ォ ブ ル の 開 始 位 置 か ら 最 初 に 内 周 側 に 蛇 行 す
る ウ ォ ブ ル パ タ ー ン を 反 転 位 相 ウ ォ ブ ル Ｉ Ｐ Ｗ （ Invert Phase Wobble） と 呼 び 、 “ １ ”
の デ ー タ を 割 り 当 て る 。
【 ０ ３ ８ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル 配 置 と 記 録
場 所 の 比 較 を 図 ６ ６ と 図 ６ ７ を 用 い て 概 説 す る 。 図 ６ ７ の （ ａ ） は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に
お け る ウ ォ ブ ル 配 置 と 記 録 マ ー ク １ ０ ７ の 形 成 場 所 を 示 し 、 図 ６ ７ の （ ｂ ） と （ ｃ ） は 書
替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル 配 置 と 記 録 マ ー ク １ ０ ７ の 形 成 場 所 を 示 し て い る 。
図 ６ ７ で は 実 際 の 拡 大 図 に 比 べ て 横 方 向 を 縮 小 さ せ 、 縦 方 向 を 引 き 延 ば し て 表 示 し て い る
。 図 ６ ６ と 図 ６ ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は Ｃ Ｌ Ｖ （ Constant Linea
r Velocity） 法 を 採 用 し て お り 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の ス ロ ッ ト 位 置 や ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域
の 境 界 位 置 （ 図 ６ ７ の 一 点 鎖 線 で 示 し た 部 分 ） が ず れ る （ 場 所 が あ る ） 。 記 録 マ ー ク １ ０
７ は グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ の 上 に 形 成 す る 。 こ の 場 合 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の ウ ォ ブ
ル 位 置 が 非 同 期 な た め に 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の ウ ォ ブ ル 信 号 の 干 渉 が 生 じ る 。 そ の 結 果 、
図 １ 内 の ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ で ウ ォ ブ ル 信 号 か ら 検 出 さ れ た ス ロ ッ ト 位 置 の 位 置 ず
れ や ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 の 境 界 位 置 ず れ が 発 生 し 易 い 。 そ の 技 術 的 難 易 点 を 克 服 す る た め
、 本 実 施 形 態 で は 後 述 す る よ う に 変 調 領 域 の 占 有 率 を 下 げ （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ２ ）
） 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の 変 調 領 域 を ず ら し て （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５ ） ） い る 。
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【 ０ ３ ８ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 図 ６ ６ と 図 ６ ７ の （ ｂ ） に 示 す よ う に ラ ン ド
領 域 ５ ０ ３ と グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ の 両 方 に 記 録 マ ー ク １ ０ ７ を 形 成 す る “ ラ ン ド
／ グ ル ー ブ 記 録 法 ” を 採 用 し 、 図 １ ２ に 示 す よ う に デ ー タ 領 域 内 を “ ０ ” か ら “ １ ８ ” ま
で の １ ９ ゾ ー ン に 分 割 し て 同 一 ゾ ー ン 内 で の 隣 接 ト ラ ッ ク 間 の ウ ォ ブ ル を 同 期 さ せ る ゾ ー
ン 記 録 方 法 で あ る ゾ ー ン ド Ｃ Ａ Ｖ （ zoned Constant Angular Velocity） を 採 用 し て い る
。 本 実 施 形 態 の 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て “ ラ ン ド ／ グ ル ー ブ 記 録 法 ” を 採 用 す る と
共 に 、 ウ ォ ブ ル 変 調 で ア ド レ ス 情 報 を 事 前 記 録 す る 所 に 特 徴 （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ４
） ） が あ る 。 図 ６ ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ の み に 記 録 マ ー
ク １ ０ ７ を 記 録 す る “ グ ル ー ブ 記 録 法 ” を 採 用 し た 場 合 、 隣 接 間 の グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、
５ ０ ２ 間 の 距 離 で あ る ト ラ ッ ク ピ ッ チ を 詰 め て 記 録 す る と 、 一 方 の グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 上
に 記 録 し た 記 録 マ ー ク １ ０ ７ か ら の 再 生 信 号 に 隣 の グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ ２ 上 に 記 録 さ れ た 記
録 マ ー ク １ ０ ７ か ら の 影 響 （ 隣 接 ト ラ ッ ク 間 の ク ロ ス ト ー ク ） が 現 れ る 。 そ の た め ト ラ ッ
ク ピ ッ チ を 余 り 詰 め ら れ ず 、 記 録 密 度 に 限 界 が 有 っ た 。 そ れ に 比 べ て 図 ６ ７ の （ ｂ ） に 示
す よ う に 、 グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ と ラ ン ド 領 域 ５ ０ ３ の 両 方 に 記 録 マ ー ク １ ０ ７ を
記 録 し た 場 合 に は 、 グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ と ラ ン ド 領 域 ５ ０ ３ の 段 差 を λ ／ （ ５ ｎ
） ～ λ ／ （ ６ ｎ ） （ λ ： 再 生 に 利 用 す る 光 学 ヘ ッ ド 光 源 の 波 長 、 ｎ ： 前 記 波 長 に お け る 情
報 記 憶 媒 体 の 透 明 基 板 の 屈 折 率 ） に 設 定 す る と 、 ト ラ ッ ク ピ ッ チ を 詰 め て も 隣 接 間 （ ラ ン
ド と グ ル ー ブ 間 ） の ク ロ ス ト ー ク が 相 殺 さ れ る 現 象 が あ る 。 こ の 現 象 を 利 用 す る と 、 “ ラ
ン ド ／ グ ル ー ブ 記 録 法 ” で は 、 “ グ ル ー ブ 記 録 法 ” よ り も ト ラ ッ ク ピ ッ チ を 詰 め る 事 が で
き 、 情 報 記 憶 媒 体 と し て の 記 録 容 量 を 増 加 で き る 。
【 ０ ３ ８ ８ 】
　 未 記 録 状 態 （ 記 録 マ ー ク １ ０ ７ が 記 録 さ れ る 前 の 状 態 ） で 情 報 記 憶 媒 体 上 の 所 定 位 置 に
精 度 良 く ア ク セ ス し よ う と す る と 、 情 報 記 憶 媒 体 上 に 予 め ア ド レ ス 情 報 を 事 前 記 録 し て お
く 必 要 が あ る 。 こ の ア ド レ ス 情 報 を エ ン ボ ス ピ ッ ト の 形 で 事 前 記 録 し て お く と 、 こ の エ ン
ボ ス ピ ッ ト 領 域 を 避 け て 記 録 マ ー ク を 形 成 す る 必 要 が あ り 、 エ ン ボ ス ピ ッ ト 領 域 の 分 だ け
記 録 容 量 が 減 る 。 こ れ に 比 べ て 本 実 施 形 態 の 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の よ う に ウ ォ ブ ル 変 調
に よ り ア ド レ ス 情 報 を 記 録 し て お く （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ４ ） ） と 、 ウ ォ ブ ル 変 調 さ
れ た 領 域 の 上 に も 記 録 マ ー ク １ ０ ７ を 形 成 で き る の で 記 録 効 率 が 高 く 、 記 録 容 量 が 増 加 す
る 。
【 ０ ３ ８ ９ 】
　 こ の よ う に “ ラ ン ド ／ グ ル ー ブ 記 録 法 ” を 採 用 す る と 共 に 、 ウ ォ ブ ル 変 調 で ア ド レ ス 情
報 を 事 前 記 録 す る こ と に よ り 、 最 も 効 率 良 く 記 録 マ ー ク １ ０ ７ を 記 録 す る こ と が 出 来 、 情
報 記 憶 媒 体 と し て の 記 録 容 量 を 高 め ら れ る 。 な お 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 は 再 生 専 用 形 情 報
記 憶 媒 体 と 記 録 容 量 を 一 致 さ せ て 欲 し い と い う ユ ー ザ 要 求 に 従 い 、 図 １ ３ と 図 １ ４ の “ ユ
ー ザ 使 用 可 能 な 記 録 容 量 ” の 欄 を 比 較 し て 分 か る よ う に 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 再 生 専 用
形 情 報 記 憶 媒 体 と 記 録 容 量 を 一 致 さ せ て い る 。 し た が っ て 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 程 の 大
容 量 が 必 要 で 無 い の で 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 は 図 ６ ７ の （ ａ ） に 示 す よ う に “ グ ル ー ブ 記
録 法 ” を 採 用 し て い る 。
【 ０ ３ ９ ０ 】
　 図 ６ ７ の （ ｂ ） に 示 す 方 法 で は 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の ス ロ ッ ト 位 置 や ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域
の 境 界 位 置 （ 図 ６ ７ の 一 点 鎖 線 で 示 し た 部 分 ） が 全 て 一 致 す る の で 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の ウ
ォ ブ ル 信 号 の 干 渉 は 発 生 し な い 。 そ の 代 わ り 不 定 ビ ッ ト 領 域 ５ ０ ４ が 発 生 す る 。 図 ６ ７ の
（ ｃ ） に お い て 、 上 側 の グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ で ウ ォ ブ ル 変 調 に よ り “ ０ １ １ ０ ” の ア ド レ
ス 情 報 を 記 録 し た 場 合 を 考 え る 。 次 に 、 下 側 の グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ ２ で ウ ォ ブ ル 変 調 に よ り
“ ０ ０ １ ０ ” の ア ド レ ス 情 報 を 記 録 す る と 、 図 ６ ７ の （ ｃ ） に 示 し た ラ ン ド 内 不 定 ビ ッ ト
領 域 ５ ０ ４ が 発 生 す る 。 ラ ン ド 内 不 定 ビ ッ ト 領 域 ５ ０ ４ の 中 で は ラ ン ド 内 の 幅 が 変 化 し 、
こ こ か ら は ウ ォ ブ ル 検 出 信 号 が 得 ら れ な い 状 態 に な る 。 こ の 技 術 的 難 易 点 を 解 消 す る た め
、 本 実 施 形 態 で は 後 述 す る よ う に グ レ イ コ ー ド （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ４ β ） ） を 採 用
し 、 グ ル ー ブ 領 域 の 幅 を 局 所 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 グ ル ー ブ 領 域 内 に も 不 定 ビ ッ ト
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領 域 を 形 成 （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ４ γ ） ） し て 、 ラ ン ド 領 域 と グ ル ー ブ 領 域 の 両 方 に
不 定 ビ ッ ト を 分 散 配 置 さ せ （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ４ δ ） ） て い る 。
【 ０ ３ ９ １ 】
　 上 記 の 不 定 ビ ッ ト 領 域 ５ ０ ４ の 発 生 を 考 慮 し 、 “ ラ ン ド ／ グ ル ー ブ 記 録 法 ” を 用 い る と
共 に ア ド レ ス 情 報 を 記 録 す る ウ ォ ブ ル 変 調 に １ ８ ０ 度 （ ± ９ ０ 度 ） の ウ ォ ブ ル 位 相 変 調 を
組 み 合 わ せ た 所 に 本 実 施 形 態 の ポ イ ン ト （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ４ α ） ） が あ る 。 “ Ｌ
／ Ｇ 記 録 ＋ グ ル ー ブ の ウ ォ ブ ル 変 調 ” に お い て グ ル ー ブ の ト ラ ッ ク 番 号 が 変 わ る 事 に よ る
ラ ン ド 上 で 不 定 ビ ッ ト が 発 生 す る と 、 そ の 上 に 記 録 さ れ た 記 録 マ ー ク か ら の 再 生 信 号 の 全
体 レ ベ ル が 変 化 し 、 そ こ で の 記 録 マ ー ク か ら の 再 生 信 号 の エ ラ ー 率 が 局 所 的 に 悪 化 す る と
言 う 問 題 が あ る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 の よ う に グ ル ー ブ に 対 す る ウ ォ ブ ル 変 調 を １ ８ ０ 度
（ ± ９ ０ 度 ） の 位 相 変 調 に す る こ と に よ り 、 ラ ン ド 上 で の 不 定 ビ ッ ト 位 置 で は ラ ン ド 幅 が
左 右 対 称 で か つ 正 弦 波 の 形 で 変 化 す る た め 、 記 録 マ ー ク か ら の 再 生 信 号 の 全 体 レ ベ ル 変 化
が 正 弦 波 形 状 に 近 い 非 常 に 素 直 な 形 に な る 。 更 に 安 定 に ト ラ ッ キ ン グ が 掛 か っ て い る 場 合
に は 、 事 前 に ラ ン ド 上 で の 不 定 ビ ッ ト 位 置 が 予 想 で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ
ば 記 録 マ ー ク か ら の 再 生 信 号 に 対 し て 回 路 的 に 補 正 処 理 を 掛 け て 再 生 信 号 品 質 を 改 善 し 易
い 構 造 を 実 現 で き る 。
【 ０ ３ ９ ２ 】
　 図 ６ ６ と 図 ６ ８ を 用 い て 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル
変 調 を 用 い て 事 前 に 記 録 さ れ た ア ド レ ス 情 報 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ ８ の （ ａ ） は 追 記 形
情 報 記 憶 媒 体 に お け る ア ド レ ス 情 報 内 容 と そ の ア ド レ ス の 設 定 方 法 を 示 し 、 図 ６ ８ の （ ｂ
） は 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ア ド レ ス 情 報 内 容 と そ の ア ド レ ス の 設 定 方 法 を 示 し て
い る 。 詳 細 内 容 は 後 述 す る よ う に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 い ず れ に お
い て も 、 情 報 記 憶 媒 体 上 の 物 理 的 な 記 録 場 所 単 位 を “ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ” と 呼 び 、
そ こ に 記 録 さ れ る （ チ ャ ネ ル ビ ッ ト 列 と し て の ） デ ー タ の 単 位 を “ デ ー タ セ グ メ ン ト ” と
呼 ん で い る 。 １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 長 の 領 域 に １ デ ー タ セ グ メ ン ト の デ ー タ が 記 録 さ
れ る （ １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 物 理 的 長 さ と 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ た 時 の １ デ ー
タ セ グ メ ン ト 長 は 一 致 す る ） 。 １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク は ７ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト か ら 構
成 さ れ る 。 １ デ ー タ セ グ メ ン ト 内 に は 図 ３ ４ に 示 し た １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 分 の ユ ー ザ デ ー タ
が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ３ ９ ３ 】
　 図 ６ ６ に 示 す よ う に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は Ｃ Ｌ Ｖ で “ グ ル ー ブ 記 録 法 ” を 採 用 し て い
る た め 、 情 報 記 憶 媒 体 上 の ア ド レ ス 情 報 と し て 図 ６ ８ の （ ａ ） に 示 す よ う に デ ー タ セ グ メ
ン ト ア ド レ ス 番 号 Ｄ ａ を 利 用 し て い る 。 こ の デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス を Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク
ア ド レ ス （ 番 号 ） 、 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス （ 番 号 ） と 呼 ん で も 良 い 。 更 に 同 一
デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス Ｄ ａ の 中 で の 細 か い 位 置 情 報 を 得 る た め に 物 理 セ グ メ ン ト 順 番
Ｐ ｈ も ア ド レ ス 情 報 と し て 持 っ て い る 。 す な わ ち 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 の 各 物 理 セ グ メ
ン ト 位 置 は デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス Ｄ ａ と 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 Ｐ ｈ で 規 定 さ れ る 。 デ ー
タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス Ｄ ａ は 内 周 側 か ら グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ 、 ５ ０ ７ 、 ５ ０ ５ に
沿 っ て 昇 順 で 番 号 が 振 ら れ 、 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 Ｐ ｈ は 内 周 側 か ら 外 周 へ 向 か っ て “ ０ ”
か ら “ ６ ” ま で の 番 号 が 繰 り 返 し 設 定 さ れ る 。
【 ０ ３ ９ ４ 】
　 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は デ ー タ 領 域 内 が 図 １ ２ に 示 す よ う に １ ９ の ゾ ー ン に 分 か れ て
い る 。 グ ル ー ブ は ス パ イ ラ ル 状 に つ な が っ て い る た め 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の １ 周 の 長 さ は
隣 接 ト ラ ッ ク 間 で ず れ る が 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で の ず れ の 長 さ は チ ャ ネ ル ビ ッ ト 間 隔 Ｔ の 長
さ を 至 る 所 等 し く し た 場 合 の ± ４ チ ャ ネ ル ビ ッ ト 以 下 に な る よ う に 各 ゾ ー ン 毎 に 設 定 さ れ
て い る 。 同 一 ゾ ー ン 内 で の 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で は 物 理 セ グ メ ン ト ま た は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ
ッ ク の 境 界 位 置 が 一 致 （ 同 期 ） し て い る 。 し た が っ て 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で の 位 置 情
報 は 図 ６ ６ と 図 ６ ８ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ゾ ー ン ア ド レ ス （ 番 号 ） Ｚ ｏ と ト ラ ッ ク ア ド
レ ス （ 番 号 ） Ｔ ｒ 、 物 理 セ グ メ ン ト ア ド レ ス （ 番 号 ） Ｐ ｈ で 与 え ら れ る 。 ト ラ ッ ク ア ド レ
ス Ｔ ｒ は 同 一 ゾ ー ン 内 で の 内 周 か ら 外 周 へ 向 か っ た ト ラ ッ ク 番 号 を 表 し 、 隣 接 す る ラ ン ド
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領 域 と グ ル ー ブ 領 域 の 組 （ 例 え ば ラ ン ド 領 域 ５ ０ ３ と グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ ２ の 組 、 ラ ン ド 領
域 ５ ０ ７ と グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ ５ の 組 ） で 同 じ ト ラ ッ ク ア ド レ ス 番 号 Ｔ ｒ が 設 定 さ れ る 。 図
６ ８ の （ ｂ ） の ラ ン ド 領 域 ５ ０ ７ の “ Ｐ ｈ ＝ ０ ” と “ Ｐ ｈ ＝ １ ” の 部 分 は 不 定 ビ ッ ト 領 域
５ ０ ４ が 頻 繁 に 現 れ る の で ト ラ ッ ク ア ド レ ス Ｔ ｒ の 解 読 が 不 可 能 と な る の で 、 こ の 領 域 へ
の 記 録 マ ー ク １ ０ ７ の 記 録 は 禁 止 さ れ て い る 。 物 理 セ グ メ ン ト ア ド レ ス （ 番 号 ） Ｐ ｈ は 同
一 ト ラ ッ ク の １ 周 内 の 相 対 的 な 物 理 セ グ メ ン ト 番 号 を 表 し 、 円 周 方 向 で の ゾ ー ン の 切 り 替
わ り 位 置 を 基 準 と し て 物 理 セ グ メ ン ト ア ド レ ス Ｐ ｈ の 番 号 が 振 ら れ る 。 す な わ ち 、 図 ６ ８
の （ ｂ ） に 示 す よ う に 物 理 セ グ メ ン ト ア ド レ ス Ｐ ｈ の 開 始 番 号 を “ ０ ” に 設 定 し て い る 。
【 ０ ３ ９ ５ 】
　 図 ６ ９ を 用 い て 本 発 明 記 録 可 能 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル 変 調 を 用 い た ア ド レ ス
情 報 の 記 録 形 式 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に お け る ウ ォ ブ ル 変 調 を 用 い た ア ド レ ス 情
報 設 定 方 法 で は 図 ６ １ に 示 し た “ シ ン ク フ レ ー ム 長 ４ ３ ３ を 単 位 と し て 割 り 振 り を 行 っ て
い る ” 所 に 特 徴 が あ る 。 図 ３ ７ に 示 す よ う に 、 １ セ ク タ は ２ ６ シ ン ク フ レ ー ム か ら 構 成 さ
れ 、 図 ３ １ か ら 分 か る よ う に 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は ３ ２ 物 理 セ ク タ か ら 成 り 立 っ て い る の
で 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は ２ ６ × ３ ２ ＝ ８ ３ ２ 個 の シ ン ク フ レ ー ム か ら 構 成 さ れ る 。 図 ６ １
に 示 す よ う に 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ４ １ １ ～ ４ １ ８ 間 に 存 在 す る ガ ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ６ ８ の
長 さ は １ シ ン ク フ レ ー ム 長 ４ ３ ３ に 一 致 す る の で 、 １ 個 の ガ ー ド 領 域 ４ ６ ２ と １ 個 の Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク ４ １ １ を 足 し た 長 さ は ８ ３ ２ ＋ １ ＝ ８ ３ ３ 個 の シ ン ク フ レ ー ム か ら 構 成 さ れ る
。 と こ ろ で 、 ８ ３ ３ は
　 ８ ３ ３ ＝ ７ × １ ７ × ７ 　 （ １ ）
に 素 因 数 分 解 で き る の で 、 こ の 特 徴 を 生 か し た 構 造 配 置 に し て い る 。 す な わ ち 、 図 ６ ９ の
（ ａ ） に 示 す よ う に １ 個 の ガ ー ド 領 域 と １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 足 し た 領 域 の 長 さ に 等 し
い 領 域 を 書 き 替 え 可 能 な デ ー タ の 基 本 単 位 と し て デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ と 定 義 （ 図 ６ ３
に 示 し た デ ー タ セ グ メ ン ト ４ ９ ０ 内 の 構 造 は 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶
媒 体 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 の 別 に 依 ら ず 全 て 一 致 し て い る ） し 、 １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト
５ ３ １ の 物 理 的 な 長 さ と 同 じ 長 さ の 領 域 を “ ７ 個 ” の 物 理 セ グ メ ン ト  ＃ ０  ５ ５ ０ ～ ＃ ６
 ５ ５ ６ に 分 割 （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ ε ） ） し 、 各 物 理 セ グ メ ン ト  ＃ ０  ５ ５ ０ ～
＃ ６  ５ ５ ６ 毎 に ウ ォ ブ ル 変 調 の 形 で ア ド レ ス 情 報 を 事 前 に 記 録 し て お く 。 図 ６ ９ に 示 す
よ う に 、 デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ の 境 界 位 置 と 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ の 境 界 位 置 は 一 致 せ
ず に 後 述 す る 量 だ け ず れ て い る 。 さ ら に 、 図 ６ ９ に 示 す よ う に 、 各 物 理 セ グ メ ン ト  ＃ ０  
５ ５ ０ ～ ＃ ６  ５ ５ ６ 毎 に そ れ ぞ れ １ ７ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト （ Ｗ Ｄ Ｕ ： Wobble Da
ta Unit） ＃ ０  ５ ６ ０ ～ ＃ １ ６  ５ ７ ６ に 分 割 す る （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ １ ） ） 。 （
１ ） 式 か ら １ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃ ０  ５ ６ ０ ～ ＃ １ ６  ５ ７ ６ の 長 さ に は そ れ
ぞ れ ７ 個 の シ ン ク フ レ ー ム 分 が 割 り 当 て ら れ る 事 が 分 か る 。 こ の よ う に １ ７ ウ ォ ブ ル デ ー
タ ユ ニ ッ ト で 物 理 セ グ メ ン ト を 構 成 し （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ １ ） ） 、 ７ 物 理 セ グ メ ン
ト 長 を デ ー タ セ グ メ ン ト 長 に 合 わ せ る （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ ε ） ） こ と に よ り 、 ガ
ー ド 領 域 ４ ４ ２ ～ ４ ６ ８ を 跨 っ た 範 囲 で シ ン ク フ レ ー ム 境 界 を 確 保 し シ ン ク コ ー ド ４ ３ １
（ 図 ６ ０ ） の 検 出 を 容 易 に し て い る 。
【 ０ ３ ９ ６ 】
　 特 に 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 不 定 ビ ッ ト 領 域 ５ ０ ４ （ 図 ６ ７ ） の 場 所 で 記 録 マ ー ク
か ら の 再 生 信 号 の エ ラ ー が 発 生 し 易 い が 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 を 構 成 す る 物 理 セ ク タ 数 ３ ２
と 物 理 セ グ メ ン ト 数 ７ と が 互 い に 割 り 切 れ な い 関 係 （ 非 倍 数 の 関 係 ） に あ る た め 、 図 ３ ４
に 示 し た Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に お い て 不 定 ビ ッ ト 領 域 ５ ０ ４ に 記 録 さ れ る デ ー タ が 直 線 上 に 並
ぶ の を 防 止 し 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 で の エ ラ ー 訂 正 能 力 低 下 を 防 止 す る 事 が 出 来 る と 言 う 効
果 も あ る 。
【 ０ ３ ９ ７ 】
　 各 ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃ ０  ５ ６ ０ ～ ＃ １ ６  ５ ７ ６ の 中 は 図 ６ ９ の （ ｄ ） に 示 す
よ う に 、 １ ６ ウ ォ ブ ル 分 の 変 調 領 域 と ６ ８ ウ ォ ブ ル 分 の 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ か ら 構
成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 変 調 領 域 に 対 す る 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ の 占 有 比 を 大 幅 に
大 き く し て い る 所 に 特 徴 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ２ ） ） が あ る 。 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５
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９ １ は 常 に 一 定 周 波 数 で グ ル ー ブ 領 域 ま た は ラ ン ド 領 域 が ウ ォ ブ ル し て い る た め 、 無 変 調
領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ を 利 用 し て Ｐ Ｌ Ｌ （ Phase Locked Loop） を 掛 け 、 情 報 記 憶 媒 体 に 記
録 さ れ た 記 録 マ ー ク を 再 生 す る 時 の 基 準 ク ロ ッ ク ま た は 新 た に 記 録 す る 時 に 使 用 す る 記 録
用 基 準 ク ロ ッ ク を 安 定 に 抽 出 （ 生 成 ） す る 事 が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ９ ８ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に お い て 変 調 領 域 に 対 す る 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ の 占 有 比 を
大 幅 に 大 き く す る こ と に よ り 、 再 生 用 基 準 ク ロ ッ ク の 抽 出 （ 生 成 ） ま た は 記 録 用 基 準 ク ロ
ッ ク の 抽 出 （ 生 成 ） の 精 度 と 抽 出 （ 生 成 ） 安 定 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る 事 が 出 来 る 。 す な わ
ち 、 ウ ォ ブ ル で の 位 相 変 調 を 行 っ た 場 合 、 波 形 整 形 の た め に 再 生 信 号 を バ ン ド パ ス フ ィ ル
タ に 通 過 さ せ る と 位 相 変 化 位 置 前 後 で 整 形 後 の 検 出 信 号 波 形 振 幅 が 小 さ く な る 現 象 が 現 れ
る 。 し た が っ て 、 位 相 変 調 に よ る 位 相 変 化 点 の 頻 度 が 多 く な る と 波 形 振 幅 変 動 が 多 く な っ
て 上 記 の ク ロ ッ ク 抽 出 精 度 が 落 ち 、 逆 に 変 調 領 域 内 で 位 相 変 化 点 の 頻 度 が 低 い と ウ ォ ブ ル
ア ド レ ス 情 報 検 出 時 の ビ ッ ト シ フ ト が 発 生 し や す く な る と 言 う 問 題 点 が 生 じ る 。 そ の た め
、 本 実 施 形 態 で は 位 相 変 調 に よ る 変 調 領 域 と 無 変 調 領 域 を 構 成 し 、 無 変 調 領 域 の 占 有 率 を
高 く す る こ と に よ り 、 上 記 の ク ロ ッ ク 抽 出 精 度 を 向 上 さ せ る 効 果 が あ る 。 ま た 、 本 実 施 形
態 で は 変 調 領 域 と 無 変 調 領 域 の 切 り 替 わ り 位 置 が 予 め 予 想 で き る の で 、 上 記 の ク ロ ッ ク 抽
出 に 対 し て は 無 変 調 領 域 に ゲ ー ト を 掛 け て 無 変 調 領 域 の み の 信 号 を 検 出 し 、 そ の 検 出 信 号
か ら 上 記 ク ロ ッ ク 抽 出 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ９ ９ 】
　 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ か ら 変 調 領 域 に 移 る 時 に は ４ ウ ォ ブ ル 分 を 使 っ て 変 調 開 始 マ
ー ク ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ を 設 定 し 、 変 調 開 始 マ ー ク ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ を 検 出 直 後 に ウ ォ ブ ル 変 調
さ れ た ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ が 来 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 実 際 に ウ ォ ブ
ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ を 抽 出 す る に は 、 図 ６ ９ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 各 物 理 セ グ メ ン ト  
＃ ０  ５ ５ ０ ～ ＃ ６  ５ ５ ６ 内 で の 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ と 変 調 開 始 マ ー ク ５ ８ １ 、 ５
８ ２ を 除 い た ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ と 各 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ を 集 め
て 図 ６ ９ の （ ｅ ） に 示 す よ う に 再 配 置 す る 。
【 ０ ４ ０ ０ 】
　 図 ６ ９ の （ ｄ ） に 示 す よ う に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ で は １ ２ ウ ォ ブ ル で
３ ア ド レ ス ビ ッ ト を 設 定 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ２ α ） ） し て い る 。 つ ま り 、 連 続 す る
４ ウ ォ ブ ル で １ ア ド レ ス ビ ッ ト を 構 成 し て い る 。 こ の よ う に 本 実 施 形 態 で は ア ド レ ス 情 報
を ３ ア ド レ ス ビ ッ ト 毎 に 分 散 配 置 さ せ た 構 造 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ２ α ） ） を 取 っ て
い る 。 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ を 情 報 記 憶 媒 体 内 の 一 箇 所 に 集 中 記 録 す る と 、 表 面 の
ゴ ミ や 傷 が 付 い た 時 に 全 て の 情 報 が 検 出 困 難 に な る 。 図 ６ ９ の （ ｄ ） に 示 す よ う に 本 実 施
形 態 の よ う に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ を １ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ５ ６ ０ ～ ５ ７
６ に 含 ま れ る ３ ア ド レ ス ピ ッ ト （ １ ２ ウ ォ ブ ル ） 毎 に 分 散 配 置 し 、 ３ ア ド レ ス ビ ッ ト の 整
数 倍 ア ド レ ス ビ ッ ト 毎 に ま と ま っ た 情 報 を 記 録 し 、 ゴ ミ や 傷 の 影 響 で 一 箇 所 の 情 報 検 出 が
困 難 な 場 合 で も 他 の 情 報 の 情 報 検 出 を 可 能 に 出 来 る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ４ ０ １ 】
　 上 記 の よ う に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ を 分 散 配 置 さ せ る と 共 に １ 物 理 セ グ メ ン ト ５
５ ０ ～ ５ ５ ７ 毎 に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ を 完 結 的 に 配 置 さ せ る （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン
ト （ Ｊ １ α ） ） こ と に よ り 、 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ ～ ５ ５ ７ 毎 に ア ド レ ス 情 報 が 分 か る の
で 、 情 報 記 録 再 生 装 置 が ア ク セ ス し た 時 に 物 理 セ グ メ ン ト 単 位 で の 現 在 位 置 を 知 る 事 が で
き る 。
【 ０ ４ ０ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 図 ６ ４ に 示 す よ う に Ｎ Ｒ Ｚ 法 を 採 用 し て い る の で 、 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領
域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ 内 で は 連 続 す る ４ ウ ォ ブ ル 内 で 位 相 が 変 化 す る 事 は 無 い 。 こ の 特 徴 を 利
用 し て ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ を 設 定 し て い る 。 す な わ ち 、 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １
０ 内 で は 発 生 し 得 無 い ウ ォ ブ ル パ タ ー ン を ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ に 対 し て 設 定 す る （
図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ３ ） ） こ と に よ り 、 ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 配 置 位 置 識 別 を
容 易 に し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 連 続 す る ４ ウ ォ ブ ル で １ ア ド レ ス ビ ッ ト を 構 成 す る ウ ォ
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ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ に 対 し て ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ 位 置 で は １ ア ド レ ス
ビ ッ ト 長 を ４ ウ ォ ブ ル 以 外 の 長 さ に 設 定 し て い る 所 に 特 徴 が あ る 。 す な わ ち 、 ウ ォ ブ ル シ
ン ク 領 域 ５ ８ ０ で は ウ ォ ブ ル ビ ッ ト が “ １ ” に な る 領 域 を ４ ウ ォ ブ ル と は 異 な る “ ６ ウ ォ
ブ ル → ４ ウ ォ ブ ル → ６ ウ ォ ブ ル ” と 言 う ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ 内 で は 起 こ
り 得 な い ウ ォ ブ ル パ タ ー ン 変 化 を 設 定 し て い る 。 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ 内
で は 発 生 し 得 無 い ウ ォ ブ ル パ タ ー ン を ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ に 対 し て 設 定 す る 具 体 的
な 方 法 と し て 上 述 し た よ う に ウ ォ ブ ル 周 期 を 変 え る 方 法 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ３ α ）
） を 利 用 す る と
　 （ １ ） 図 １ の ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ 内 で 行 っ て い る ウ ォ ブ ル の ス ロ ッ ト 位 置 ５ １ ２
（ 図 ６ ４ ） に 関 す る Ｐ Ｌ Ｌ が 崩 れ る 事 無 く 安 定 に ウ ォ ブ ル 検 出 （ ウ ォ ブ ル 信 号 の 判 定 ） を
継 続 で き る 、
　 （ ２ ） 図 １ の ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ 内 で 行 っ て い る ア ド レ ス ビ ッ ト 境 界 位 置 の ず れ
に よ り 容 易 に ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ と 変 調 開 始 マ ー ク ５ ６ １ 、 ５ ８ ２ の 検 出 が 行 え る
、
　 と 言 う 効 果 が 生 ま れ る 。 ま た 、 図 ６ ９ の （ ｄ ） に 示 す よ う に ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０
を １ ２ ウ ォ ブ ル 周 期 で 形 成 し て ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 長 さ を ３ ア ド レ ス ビ ッ ト 長 に
一 致 さ せ て い る （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ３ β ） ） 所 に も 本 実 施 形 態 の 特 徴 が あ る 。 こ れ
に よ り 、 １ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃ ０  ５ ６ ０ 内 で の 変 調 領 域 （ １ ６ ウ ォ ブ ル 分 ）
全 て を ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ に 割 り 当 て る こ と に よ り 、 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０
の 開 始 位 置 （ ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 配 置 位 置 ） の 検 出 容 易 性 を 向 上 さ せ て い る 。
【 ０ ４ ０ ３ 】
　 図 ６ ９ の （ ｃ ） に 示 す よ う に ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ は 物 理 セ グ メ ン ト ＃ ０  ５ ５ ０
内 の 最 初 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ＃ ０  ５ ６ ０ に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に ウ ォ ブ ル
シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ を 物 理 セ グ メ ン ト ＃ ０  ５ ５ ０ 内 の 先 頭 位 置 に 配 置 す る （ 図 １ ２ ９ の ポ
イ ン ト （ Ｊ ３ γ ） ） こ と に よ り 、 ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 位 置 を 検 出 す る だ け で 容 易
に 物 理 セ グ メ ン ト の 境 界 位 置 を 抽 出 で き る と 言 う 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ４ ０ ４ 】
　 ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ＃ １  ５ ６ １ 、 ＃ ２  ５ ６ ２ 内 で は ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６
、 ５ ８ ７ に 先 行 し 、 先 頭 位 置 に 変 調 開 始 マ ー ク ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ が 配 置 さ れ 、 図 ６ ５ で 示 し
た 反 転 位 相 ウ ォ ブ ル Ｉ Ｐ Ｗ の 波 形 が 設 定 さ れ て い る 。 そ れ に 先 行 し た 位 置 に 配 置 さ れ て い
る 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ で は 連 続 的 に ノ ー マ ル 位 相 ウ ォ ブ ル Ｎ Ｐ Ｗ の 波 形 に な っ て い
る の で 、 図 １ に 示 し た ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ で は Ｎ Ｐ Ｗ か ら Ｉ Ｐ Ｗ へ の 切 り 替 わ り 目
を 検 出 し て 変 調 開 始 マ ー ク ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ の 位 置 を 抽 出 す る 。
【 ０ ４ ０ ５ 】
　 図 ６ ９ の （ ｅ ） に 示 す よ う に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ の 中 身 は
　 （ １ ） ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ６ 、 ６ ０ ７
　 　 … ゾ ー ン 内 の ト ラ ッ ク 番 号 を 意 味 し 、 グ ル ー ブ 領 域 上 で ア ド レ ス が 確 定 す る （ 不 定 ビ
ッ ト を 含 ま な い → ラ ン ド 上 で 不 定 ビ ッ ト が 発 生 す る ） グ ル ー ブ ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ６ と
ラ ン ド 上 で ア ド レ ス が 確 定 す る （ 不 定 ビ ッ ト を 含 ま な い → グ ル ー ブ 上 で 不 定 ビ ッ ト が 発 生
す る ） ラ ン ド ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ７ が 交 互 に 記 録 さ れ て い る 。 ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ６
、 ６ ０ ７ に 関 し て の み ト ラ ッ ク 番 号 情 報 が 図 ７ ０ で 示 す グ レ イ コ ー ド で 記 録 さ れ て い る （
詳 細 は 後 述 ） 。
【 ０ ４ ０ ６ 】
　 （ ２ ） 物 理 セ グ メ ン ト ア ド レ ス ６ ０ １
　 　 … ト ラ ッ ク 内 （ 情 報 記 憶 媒 体 ２ ２ １ 内 で の １ 周 内 ） で の 物 理 セ グ メ ン ト 番 号 を 示 す 情
報 。 同 一 ト ラ ッ ク 内 で の 物 理 セ グ メ ン ト 数 は 図 １ ２ の “ ト ラ ッ ク 当 た り の 物 理 セ グ メ ン ト
数 ” で 示 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 各 ゾ ー ン 内 で の 物 理 セ グ メ ン ト ア ド レ ス ６ ０ １ の 最 大
値 は 図 １ ２ で 示 さ れ た 数 で 規 定 さ れ る 。
【 ０ ４ ０ ７ 】
　 （ ３ ） ゾ ー ン ア ド レ ス ６ ０ ２
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　 　 … 情 報 記 憶 媒 体 ２ ２ １ 内 の ゾ ー ン 番 号 を 示 し 、 図 １ ２ に 示 し た “ ゾ ー ン （ ｎ ） ” の “
ｎ ” の 値 が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ４ ０ ８ 】
　 （ ４ ） パ リ テ ィ 情 報 ６ ０ ５
　 　 … ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ か ら の 再 生 時 の エ ラ ー 検 出 用 に 設 定 さ れ た 物 で 、 予 約
情 報 ６ ０ ４ か ら ゾ ー ン ア ド レ ス ６ ０ ２ ま で の １ ４ ア ド レ ス ビ ッ ト を 各 ア ド レ ス ビ ッ ト 単 位
で 個 々 に 加 算 し 、 加 算 結 果 が 偶 数 か 奇 数 か の 表 示 を 行 う 情 報 で 、 ア ド レ ス パ リ テ ィ 情 報 ６
０ ５ の １ ア ド レ ス ビ ッ ト も 含 め た 合 計 １ ５ ア ド レ ス ビ ッ ト に 対 し て 各 ア ド レ ス ビ ッ ト 単 位
で 排 他 的 Ｏ Ｒ （ Exclusive OR） を 取 っ た 結 果 が “ １ ” に な る よ う に パ リ テ ィ 情 報 ６ ０ ５ の
値 を 設 定 す る 。
【 ０ ４ ０ ９ 】
　 （ ５ ） ユ ニ テ ィ 領 域 ６ ０ ８
　 　 … 前 述 し た よ う に 各 ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃ ０  ５ ６ ０ ～ ＃ １ ６  ５ ７ ６ の 中 は １
６ ウ ォ ブ ル 分 の 変 調 領 域 と ６ ８ ウ ォ ブ ル 分 の 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ か ら 構 成 さ れ よ う
に 設 定 し 、 変 調 領 域 に 対 す る 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ の 占 有 比 を 大 幅 に 大 き く し て い る
。 更 に 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ の 占 有 比 を 広 げ て 再 生 用 基 準 ク ロ ッ ク ま た は 記 録 用 基 準
ク ロ ッ ク の 抽 出 （ 生 成 ） の 精 度 と 安 定 性 を よ り 向 上 さ せ て い る 。 図 ６ ９ の （ ｅ ） に 示 し た
ユ ニ テ ィ 領 域 ６ ０ ８ が 含 ま れ る 場 所 は 図 ６ ９ の （ ｃ ） の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃ １ ６  
５ ７ ６ と 図 示 し て 無 い が そ の 直 前 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃ １ ５ 内 が そ っ く り そ の ま
ま 該 当 す る 。 モ ノ ト ー ン 情 報 ６ ０ ８ は ６ ア ド レ ス ビ ッ ト 全 て が “ ０ ” に な っ て い る 。 し た
が っ て 、 こ の 全 て が Ｎ Ｐ Ｗ と な る モ ノ ト ー ン 情 報 が 含 ま れ る ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃
１ ６  ５ ７ ６ と 、 図 示 し て 無 い 直 前 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト  ＃ １ ５ 内 に は 変 調 開 始 マ ー
ク ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ を 設 定 せ ず 、 全 て 均 一 位 相 の 無 変 調 領 域 に な っ て い る 。
【 ０ ４ １ ０ 】
　 上 記 各 情 報 に 割 り 当 て た ア ド レ ス ビ ッ ト 数 を 図 ６ ９ の （ ｅ ） に 示 し た 。 上 述 し た よ う に
ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ 内 は そ れ ぞ れ ３ ア ド レ ス ビ ッ ト 毎 に 分 離 さ れ て 各 ウ ォ ブ ル デ
ー タ ユ ニ ッ ト ５ ６ ０ ～ ５ ７ ６ 内 に 分 散 配 置 さ れ る 。 情 報 記 憶 媒 体 表 面 の ゴ ミ や 傷 に よ り バ
ー ス ト エ ラ ー が 発 生 し て も 異 な る 各 ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ５ ６ ０ ～ ５ ７ ６ を 跨 っ て エ ラ
ー が 広 が っ て い る 確 率 は 非 常 に 低 い 。 し た が っ て 、 同 一 情 報 が 記 録 さ れ る 場 所 と し て 異 な
る ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 間 を 跨 る 回 数 を 極 力 減 ら し 、 各 情 報 の 切 れ 目 と ウ ォ ブ ル デ ー タ
ユ ニ ッ ト ５ ６ ０ ～ ５ ７ ６ の 境 界 位 置 を 一 致 さ せ る よ う に 工 夫 し て い る 。 こ れ に よ り 、 仮 に
情 報 記 憶 媒 体 表 面 の ゴ ミ や 傷 に よ り バ ー ス ト エ ラ ー が 発 生 し て 特 定 の 情 報 が 読 め な く て も
、 他 の 各 ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ５ ６ ０ ～ ５ ７ ６ 内 に 記 録 さ れ た 他 の 情 報 が 読 め る よ う に
し て ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 の 再 生 信 頼 性 を 向 上 さ せ て い る 。 具 体 的 に は 図 ６ ９ の （ ｅ ） に
示 す よ う に ユ ニ テ ィ 領 域 ６ ０ ８ に ９ ア ド レ ス ビ ッ ト を 割 り 付 け て ユ ニ テ ィ 領 域 ６ ０ ８ と そ
の 直 前 の ラ ン ド ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ７ 間 の 境 界 位 置 と ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト の 境 界 位
置 を 一 致 さ せ （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ３ δ ） ） て い る 。 ま た 、 同 様 な 理 由 か ら ５ ア ド レ
ス ビ ッ ト で 表 現 さ れ る ゾ ー ン ア ド レ ス ６ ０ ５ と １ ア ド レ ス ビ ッ ト で 表 現 さ れ る パ リ テ ィ 情
報 ６ ０ ５ を 隣 接 さ せ （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ４ ε ） ） て 、 両 方 の ア ド レ ス ビ ッ ト の 合 計
値 を ６ ア ド レ ス ビ ッ ト （ ２ ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 分 ） と し て い る 。
【 ０ ４ １ １ 】
　 図 ６ ９ の （ ｅ ） に 示 す よ う に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ 内 で ユ ニ テ ィ 領 域 ６ ０ ８ を 最
後 に 配 置 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ３ ε ） ） し た 所 も 本 実 施 形 態 の 特 徴 と な っ て い る 。 上
述 し た よ う に ユ ニ テ ィ 領 域 ６ ０ ８ で は ウ ォ ブ ル 波 形 は Ｎ Ｐ Ｗ と な っ て い る の で 、 実 質 的 に
３ 個 も の 連 続 し た ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ５ ７ ６ 内 で 連 続 し て Ｎ Ｐ Ｗ が 続 く 。 こ の 特 徴 を
利 用 し て 図 １ の ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ で は ３ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ５ ７ ６ 分 の
長 さ で 連 続 し て Ｎ Ｐ Ｗ が 続 く 場 所 を 探 す こ と に よ り 、 容 易 に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０
の 最 後 に 配 置 さ れ た ユ ニ テ ィ 領 域 ６ ０ ８ の 位 置 が 抽 出 で き 、 そ の 位 置 情 報 を 利 用 し て ウ ォ
ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ の 開 始 位 置 を 検 出 で き る 効 果 が 生 ま れ る 。
【 ０ ４ １ ２ 】
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　 図 ６ ９ ま た は 図 ６ ８ の （ ｂ ） 、 図 ６ ６ に 示 し た 各 種 ア ド レ ス 情 報 の 内 、 物 理 セ グ メ ン ト
ア ド レ ス ６ ０ １ と ゾ ー ン ア ド レ ス ６ ０ ２ は 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で 同 じ 値 を 示 し て い る の に 対 し
、 グ ル ー ブ ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ６ と ラ ン ド ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ７ は 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で
値 が 変 わ る 。 し た が っ て 、 グ ル ー ブ ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ６ と ラ ン ド ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６
０ ７ が 記 録 さ れ る 領 域 に は 、 図 ６ ７ の （ ｃ ） に 示 す 不 定 ビ ッ ト 領 域 ５ ０ ４ が 現 れ る 。 こ の
不 定 ビ ッ ト 頻 度 を 低 減 さ せ る た め 、 本 実 施 形 態 で は グ ル ー ブ ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ６ と ラ
ン ド ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ７ に 関 し て は 図 ７ ０ に 例 を 示 す グ レ イ コ ー ド を 用 い て ア ド レ ス
（ 番 号 ） を 表 示 し て い る 。 グ レ イ コ ー ド と は 図 ７ ０ の よ う に 元 の 値 が “ １ ” 変 化 し た 時 の
変 換 後 の コ ー ド が 何 処 で も “ １ ビ ッ ト ” だ け し か 変 化 し な い コ ー ド を 意 味 し て い る 。 こ れ
に よ り 不 定 ビ ッ ト 頻 度 を 低 減 さ せ て ウ ォ ブ ル 検 出 信 号 の み な ら ず 記 録 マ ー ク か ら の 再 生 信
号 も 信 号 検 出 安 定 化 が 図 れ る 。
【 ０ ４ １ ３ 】
　 図 ７ ０ に 示 し た グ レ イ コ ー ド 変 換 を 具 体 的 に 実 現 す る た め の ア ル ゴ リ ズ ム を 図 ７ １ に 示
す 。 元 の バ イ ナ リ コ ー ド に 対 し て 最 上 位 の １ １ ビ ッ ト 目 は そ の ま ま グ レ イ コ ー ド の １ １ ビ
ッ ト 目 に 一 致 さ せ 、 そ れ 以 下 の 下 位 コ ー ド に 関 し て は “ ｍ ビ ッ ト 目 ” の バ イ ナ リ コ ー ド と
そ れ よ り １ ビ ッ ト 上 位 に あ る “ ｍ ＋ １ ビ ッ ト 目 ” の バ イ ナ リ コ ー ド の 加 算 し た （ Exclusiv
e ORを 取 っ た ） 結 果 を “ ｍ ビ ッ ト 目 ” の グ レ イ コ ー ド と し て 変 換 し て い る 。
【 ０ ４ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 で は グ ル ー ブ 領 域 に も 不 定 ビ ッ ト 領 域 を 分 散 配 置 さ せ る （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン
ト （ Ｊ ４ γ ） ） と い う 工 夫 を 行 っ て い る 。 具 体 的 に は 図 ７ ２ に よ り グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、
５ ０ １ 内 の 幅 を 一 部 変 化 さ せ る こ と で 、 挟 ま れ た ラ ン ド 領 域 ５ ０ ３ の 幅 を 一 定 に し て い る
。 情 報 記 憶 媒 体 の 原 盤 記 録 装 置 で グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ ２ を 作 成 す る 時 点 で 露 光 さ せ
る レ ー ザ 光 の 光 量 を 局 所 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ １ 内 の 幅
を 変 化 さ せ る 事 が 出 来 る 。 こ れ に よ り 、 ラ ン ド 領 域 で も 不 定 ビ ッ ト が 入 ら ず に ト ラ ッ ク ア
ド レ ス が 確 定 す る 領 域 を 持 た せ る こ と に よ り 、 ラ ン ド 領 域 に お い て も 精 度 の 良 い ア ド レ ス
検 出 が 可 能 と な る 。 具 体 的 に は 図 ６ ９ の （ ｅ ） の ラ ン ド ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ７ の 情 報 が
記 録 さ れ る ラ ン ド 領 域 内 の 場 所 は 上 記 の 方 法 を 用 い て ラ ン ド 幅 を 一 定 に し て い る 。 こ れ に
よ り 、 ラ ン ド 領 域 内 の ラ ン ド ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ７ に 関 し て は 不 定 ビ ッ ト が 混 入 す る 事
無 く 安 定 に ア ド レ ス 情 報 を 検 出 で き る 。
【 ０ ４ １ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は ラ ン ド 領 域 と グ ル ー ブ 領 域 の 両 方 に 不 定 ビ ッ ト を 分 散 配 置 （ 図 １ ３ ０ の
ポ イ ン ト （ Ｊ ４ δ ） ） さ せ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ７ ２ の 最 も 右 側 は グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １
、 ５ ０ １ 内 の 幅 を 変 化 さ せ て ラ ン ド 領 域 ５ ０ ３ の 幅 を 一 定 に し 、 図 ７ ２ の 中 央 か ら 若 干 左
側 で は グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ １ 、 ５ ０ １ の 幅 が 一 定 に 保 た れ て い る 代 わ り に ラ ン ド 領 域 ５ ０ ３
の 幅 が 局 所 的 に 変 化 し て い る 。 こ の 方 法 を 利 用 し て 図 ６ ９ の （ ｅ ） の グ ル ー ブ ト ラ ッ ク ア
ド レ ス ６ ０ ６ の 情 報 が 記 録 さ れ る グ ル ー ブ 領 域 内 の 場 所 は グ ル ー ブ 幅 を 一 定 に し て 、 グ ル
ー ブ 領 域 内 の グ ル ー ブ ト ラ ッ ク ア ド レ ス ６ ０ ６ に 関 し て は 不 定 ビ ッ ト が 混 入 す る 事 無 く 安
定 に ア ド レ ス 情 報 を 検 出 で き る よ う に し て い る 。 ラ ン ド 領 域 ま た は グ ル ー ブ 領 域 の ど ち ら
か 一 方 に 不 定 ビ ッ ト を 集 中 配 置 す る と 、 不 定 ビ ッ ト が 集 中 配 置 さ れ た 部 分 で の ア ド レ ス 情
報 再 生 時 に 誤 検 知 が 発 生 す る 頻 度 が 非 常 に 高 く な る 。 不 定 ビ ッ ト を ラ ン ド 領 域 と グ ル ー ブ
領 域 に 分 配 配 置 す る こ と に よ り 、 誤 検 知 の リ ス ク を 分 散 し 、 ト ー タ ル と し て 安 定 に ア ド レ
ス 情 報 を 検 出 し 易 い シ ス テ ム を 提 供 で き る 。 こ の よ う に ラ ン ド 領 域 と グ ル ー ブ 領 域 の 両 方
に 不 定 ビ ッ ト を 分 散 配 置 さ せ る こ と に よ り 、 ラ ン ド 領 域 、 グ ル ー ブ 領 域 そ れ ぞ れ 不 定 ビ ッ
ト が 入 ら ず に ト ラ ッ ク ア ド レ ス が 確 定 す る 領 域 を 事 前 に 予 想 で き る の で ト ラ ッ ク ア ド レ ス
検 出 精 度 が 上 が る 。
【 ０ ４ １ ６ 】
　 図 ６ ６ を 用 い て 既 に 説 明 し た よ う に 本 実 施 形 態 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は グ ル ー ブ 領 域
の 上 に 記 録 マ ー ク を 形 成 し 、 Ｃ Ｌ Ｖ 記 録 方 式 を 採 用 し て い る 。 こ の 場 合 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間
で の ウ ォ ブ ル ス ロ ッ ト 位 置 が ず れ る た め 、 ウ ォ ブ ル 再 生 信 号 に 隣 接 ウ ォ ブ ル 間 の 干 渉 が 乗
り 易 い 事 を 説 明 し た 。 こ の 影 響 を 除 去 す る た め 、 本 実 施 形 態 で は 変 調 領 域 が 隣 接 ト ラ ッ ク
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間 で 互 い に 重 な ら な い よ う に 変 調 領 域 を ず ら す （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５ ） ） 工 夫 を し
て い る 。 具 体 的 に は 図 ７ ３ に 示 す よ う に 変 調 領 域 の 配 置 場 所 に １ 次 配 置 場 所 （ Primary Po
sition） ７ ０ １ と ２ 次 配 置 場 所 ７ ０ ２ （ Secondary Position） を 設 定 可 能 と す る 。 基 本 的
に は 、 配 置 場 所 と し て 仮 に 全 て １ 次 配 置 場 所 で 配 置 を 行 い 、 隣 接 ト ラ ッ ク 間 で 変 調 領 域 が
一 部 重 な る 場 所 が 生 じ た ら 部 分 的 に ２ 次 配 置 場 所 に ず ら す 方 法 を 取 る 。 例 え ば 、 図 ７ ３ に
お い て グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ ５ の 変 調 領 域 を １ 次 配 置 場 所 に 設 定 す る と 、 隣 接 す る グ ル ー ブ 領
域 ５ ０ ２ の 変 調 領 域 と グ ル ー ブ 領 域 ５ ０ ６ の 変 調 領 域 と が 一 部 重 な っ て し ま う の で 、 グ ル
ー ブ 領 域 ５ ０ ５ の 変 調 領 域 を ２ 次 配 置 場 所 に ず ら す 。 こ れ に よ り 、 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス か ら
の 再 生 信 号 に お け る 隣 接 ト ラ ッ ク の 変 調 領 域 間 の 干 渉 を 防 止 し 、 安 定 に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス
を 再 生 で き る 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ４ １ ７ 】
　 変 調 領 域 に 関 す る 具 体 的 な １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 は 同 一 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ
ト 内 配 置 場 所 の 切 り 替 え に よ り 設 定 す る 。 本 実 施 形 態 で は 変 調 領 域 よ り 無 変 調 領 域 の 占 有
率 を 高 く 設 定 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ２ ） ） し て い る の で 、 同 一 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ
ッ ト 内 で の 配 置 変 更 の み で １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 の 切 り 替 え が 行 え る 。 こ れ に よ り
、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て も 図 ６ ９ の （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 し た 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体
と 同 様 の 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ ～ ５ ５ ７ 配 置 と ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ５ ６ ０ ～ ５ ７ ６ の
配 置 が 可 能 と な り 、 媒 体 種 別 間 の 互 換 性 を 高 く で き る 。 具 体 的 に は １ 次 配 置 場 所 （ Primar
y Position） ７ ０ １ で は 図 ７ ４ の （ ａ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に １ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ
ッ ト ５ ６ ０ ～ ５ ７ １ 内 の 先 頭 位 置 に 変 調 領 域 ５ ９ ８ を 配 置 し 、 ２ 次 配 置 場 所 ７ ０ ２ （ Seco
ndary Position） で は 図 ７ ４ の （ ｂ ） 、 （ ｄ ） に 示 す よ う に １ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ
ト ５ ６ ０ ～ ５ ７ １ 内 の 後 半 位 置 に 変 調 領 域 ５ ９ ８ を 配 置 す る 。
【 ０ ４ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で も 図 ６ ９ の （ ｅ ） に 示 す 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 同
様 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ の 最 初 の ３ ア ド レ ス ビ ッ ト を ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ に
利 用 し て お り 、 各 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ ～ ５ ５ ６ で の 最 初 に 配 置 さ れ た ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ
ニ ッ ト  ＃ ０  ５ ６ ０ 内 に 記 録 さ れ て い る 。 図 ７ ４ の （ ａ ） と （ ｂ ） に 示 し た 変 調 領 域 ５ ９
８ が ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ を 示 し て い る 。 図 ７ ４ の （ ｃ ） と （ ｄ ） の 変 調 領 域 ５ ９ ８
内 の 最 初 の Ｉ Ｐ Ｗ 領 域 が 図 ６ ９ の （ ｄ ） に 示 し た 変 調 開 始 マ ー ク ５ ８ １ 、 ５ ８ ２ に 対 応 し
、 図 ７ ４ の （ ｃ ） と （ ｄ ） の 変 調 領 域 ５ ９ ８ 内 の ア ド レ ス ビ ッ ト ＃ ２ ～ ＃ ０ が 図 ６ ９ の （
ｄ ） に 示 し た ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 、 ５ ８ ７ に 対 応 す る 。
【 ０ ４ １ ９ 】
　 １ 次 配 置 場 所 （ Primary Position） ７ ０ １ と ２ 次 配 置 場 所 ７ ０ ２ （ Secondary Position
） で ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 内 の ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン を 変 化 さ せ て い る 所 に 本 実 施 形 態 の
特 徴 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５ β ） ） が あ る 。 図 ７ ４ の （ ａ ） で は 変 調 領 域 ５ ９ ８ で あ
る ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン と し て Ｉ Ｐ Ｗ に そ れ ぞ れ ６ ウ ォ ブ
ル （ 周 期 ） を 割 り 当 て て Ｎ Ｐ Ｗ に 対 し て は ４ ウ ォ ブ ル （ 周 期 ） を 割 り 当 て て い る の に 対 し
、 図 ７ ４ の （ ｂ ） の 変 調 領 域 ５ ９ ８ 内 で は そ れ ぞ れ の Ｉ Ｐ Ｗ に 割 り 当 て て い る ウ ォ ブ ル 数
（ ウ ォ ブ ル 周 期 ） を ４ と す る 代 わ り に Ｎ Ｐ Ｗ に ６ ウ ォ ブ ル （ 周 期 ） を 割 り 当 て て い る 。 図
１ の ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ で は 粗 ア ク セ ス 直 後 に こ の ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン の 違 い
を 検 出 す る だ け で 変 調 領 域 の 配 置 場 所 （ １ 次 配 置 場 所 ７ ０ １ か ２ 次 配 置 場 所 ７ ０ ２ か の 違
い ） が 分 か り 、 次 に 検 出 さ れ る 変 調 領 域 の 場 所 が 事 前 に 予 想 が 付 き 易 い 。 そ の た め 、 次 に
来 る 変 調 領 域 検 出 の 事 前 準 備 が 出 来 る の で 、 変 調 領 域 で の 信 号 検 出 （ 判 別 ） 精 度 を 上 げ る
事 が で き る 。
【 ０ ４ ２ ０ 】
　 変 調 領 域 の 配 置 場 所 と ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン の 関 係 に つ い て 図 ７ ４ の （ ａ ） 、 （ ｂ ）
に 示 し た 実 施 形 態 以 外 の 他 の 実 施 形 態 を 図 ７ ５ の （ ｂ ） 、 （ ｄ ） に 示 す 。 比 較 の た め に 、
図 ７ ４ の （ ａ ） の 実 施 形 態 を 図 ７ ５ の （ ａ ） に 、 図 ７ ４ の （ ｂ ） に 示 し た 実 施 形 態 を 図 ７
５ の （ ｃ ） に 示 し た 。 図 ７ ５ の （ ｂ ） 、 （ ｄ ） で は 変 調 領 域 ５ ９ ８ 内 の Ｉ Ｐ Ｗ と Ｎ Ｐ Ｗ に
割 り 当 て る ウ ォ ブ ル 数 を 図 ７ ５ の （ ａ ） 、 （ ｃ ） と は 逆 （ Ｉ Ｐ Ｗ に ４ ウ ォ ブ ル 割 り 当 て 、
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Ｎ Ｐ Ｗ に ６ ウ ォ ブ ル 割 り 当 て る ） に し て い る 。
【 ０ ４ ２ １ 】
　 図 ７ ４ と 図 ７ ５ で 示 し た １ 次 配 置 場 所 （ Primary Position） ７ ０ １ と ２ 次 配 置 場 所 ７ ０
２ （ Secondary Position） の 適 応 範 囲 、 す な わ ち 、 １ 次 配 置 場 所 ま た は ２ 次 配 置 場 所 が 連
続 的 に 続 く 範 囲 を 本 実 施 形 態 で は 物 理 セ グ メ ン ト の 範 囲 に 規 定 し て い る 。 す な わ ち 、 図 ７
６ に 示 す よ う に 同 一 物 理 セ グ メ ン ト 内 で の 変 調 領 域 の 配 置 パ タ ー ン を （ ｂ ） か ら （ ｄ ） ま
で の ３ 種 類 （ 複 数 種 類 ） 持 た せ （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５ α ） ） 、 上 述 し た よ う に ウ ォ
ブ ル シ ン ク パ タ ー ン ま た は 後 述 す る 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ の 情 報 か ら 物
理 セ グ メ ン ト 内 で の 変 調 領 域 の 配 置 パ タ ー ン を 図 １ の ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ が 識 別 す
る と 、 同 一 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 他 の 変 調 領 域 ５ ９ ８ の 配 置 場 所 が 事 前 に 予 測 で き る 。 そ の
結 果 、 次 に 来 る 変 調 領 域 検 出 の 事 前 準 備 が 出 来 る の で 変 調 領 域 で の 信 号 検 出 （ 判 別 ） 精 度
を 上 げ る 事 が で き る と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ４ ２ ２ 】
　 図 ７ ６ の （ ａ ） の ２ 段 目 は 物 理 セ グ メ ン ト 内 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト の 配 置 を 示 し 、
２ 段 目 の 各 枠 内 に 記 述 さ れ た 番 号 “ ０ ” ～ “ １ ６ ” は 同 一 物 理 セ グ メ ン ト 内 の ウ ォ ブ ル デ
ー タ ユ ニ ッ ト 番 号 を 示 す 。 ０ 番 目 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト は １ 段 目 に 示 す よ う に シ ン ク
フ ィ ー ル ド ７ １ １ と 呼 び 、 こ の シ ン ク フ ィ ー ル ド 内 の 変 調 領 域 に ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 が 存
在 し て い る 。 １ 番 目 か ら １ １ 番 目 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト を ア ド レ ス フ ィ ー ル ド ７ １ ２
と 呼 び 、 ア ド レ ス フ ィ ー ル ド ７ １ ２ 内 の 変 調 領 域 に ア ド レ ス 情 報 が 記 録 さ れ る 。 １ ２ 番 目
か ら １ ６ 番 目 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 は ウ ォ ブ ル パ タ ー ン が 全 て Ｎ Ｐ Ｗ の ユ ニ テ ィ フ
ィ ー ル ド ７ １ ３ に な っ て い る 。
【 ０ ４ ２ ３ 】
　 図 ７ ６ の （ ｂ ） ～ （ ｄ ） に 記 載 さ れ た “ Ｐ ” の マ ー ク は ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 で 変
調 領 域 が １ 次 配 置 場 所 に な っ て い る 事 を 示 し 、 “ Ｓ ” の マ ー ク は ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト
内 で 変 調 領 域 が ２ 次 配 置 場 所 に な っ て い る 事 を 示 し て い る 。 “ Ｕ ” の マ ー ク は ウ ォ ブ ル デ
ー タ ユ ニ ッ ト が ユ ニ テ ィ フ ィ ー ル ド ７ １ ３ に 含 ま れ 、 変 調 領 域 が 存 在 し な い 事 を 示 し て い
る 。 図 ７ ６ の （ ｂ ） に 示 し た 変 調 領 域 の 配 置 パ タ ー ン は 物 理 セ グ メ ン ト 内 全 て が １ 次 配 置
場 所 （ Primary Position） に な っ て い る 事 を 示 し 、 図 ７ ６ の （ ｃ ） に 示 し た 変 調 領 域 の 配
置 パ タ ー ン は 物 理 セ グ メ ン ト 内 全 て が ２ 次 配 置 場 所 （ Secondary Position） に な っ て い る
事 を 示 す 。 図 ７ ６ の （ ｄ ） は 同 一 物 理 セ グ メ ン ト 内 で １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 が 混 合
さ れ て お り 、 ０ 番 目 か ら ５ 番 目 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 で 変 調 領 域 が １ 次 配 置 場 所 に
な り 、 ６ 番 目 か ら １ １ 番 目 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 で 変 調 領 域 が ２ 次 配 置 場 所 に な る
。 図 ７ ６ の （ ｃ ） の よ う に シ ン ク フ ィ ー ル ド ７ １ １ と ア ド レ ス フ ィ ー ル ド ７ １ ２ を 合 わ せ
た 領 域 に 対 し て １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 を 半 々 に す る こ と に よ り 、 細 か く 隣 接 ト ラ ッ
ク 間 で の 変 調 領 域 の 重 な り を 防 止 す る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ４ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で の ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 内 の
デ ー タ 構 造 の 比 較 を 図 ７ ７ に 示 す 。 図 ７ ７ の （ ａ ） は 図 ６ ９ の （ ｅ ） に 示 し た 書 替 え 形 情
報 記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ 内 の デ ー タ 構 造 を 転 記 し た 物 で 有 り 、 追
記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ 内 の デ ー タ 構 造 を 図 ７ ７ の （ ｂ ）
に 示 す 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て も 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 同 様 に ウ ォ ブ ル シ ン ク 領
域 ６ ８ ０ を 物 理 セ グ メ ン ト 先 頭 位 置 に 配 置 （ 図 １ ２ ９ の ポ イ ン ト （ Ｊ ３ γ ） ） し 、 物 理 セ
グ メ ン ト の 先 頭 位 置 あ る い は 隣 接 す る 物 理 セ グ メ ン ト 間 の 境 界 位 置 の 検 出 を 容 易 に し て い
る 。 図 ７ ７ の （ ｂ ） に 示 し た 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ は 上 述 し た ウ ォ ブ ル
シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ 内 の ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン と 同 様 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 変 調 領 域 の 配 置
位 置 を 示 す （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５ γ ） ） こ と に よ り 、 同 一 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 他 の
変 調 領 域 ５ ９ ８ の 配 置 場 所 が 事 前 に 予 測 で き 、 次 に 来 る 変 調 領 域 検 出 の 事 前 準 備 が 出 来 る
の で 変 調 領 域 で の 信 号 検 出 （ 判 別 ） 精 度 を 上 げ る 事 が で き る と 言 う 効 果 が あ る 。 具 体 的 に
は
　 ・ 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ が “ ０ ” の 時 は 図 ７ ６ の （ ｂ ） に 示 す 物 理 セ
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グ メ ン ト 内 全 て が １ 次 配 列 場 所 （ Primary Position） に な っ て い る か 、 あ る い は 図 ７ ６ の
（ ｄ ） に 示 す １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 の 混 合 状 態 を 表 し 、
　 ・ 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ が “ １ ” の 時 は 図 ７ ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 物
理 セ グ メ ン ト 内 全 て が ２ 次 配 置 場 所 （ Secondary Position） に な っ て い る 事 を 示 す 。
【 ０ ４ ２ ５ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 に 対 す る 他 の 実 施 形 態 と し て ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン と 物 理 セ グ メ ン ト
の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ の 組 み 合 わ せ に よ り 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 変 調 領 域 の 配 置 場 所 を 示
す （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５ δ ） ） 事 も 出 来 る 。 前 記 ２ 種 類 の 情 報 を 組 み 合 わ せ る こ と
に よ り 、 図 ７ ６ の （ ｂ ） か ら （ ｄ ） に 示 し た ３ 種 類 以 上 の 変 調 領 域 の 配 置 パ タ ー ン を 表 現
で き 、 変 調 領 域 の 配 置 パ タ ー ン を 複 数 持 た せ る 事 が 可 能 と な る 。 図 ７ ８ に 他 の 実 施 形 態 に
お け る ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン と 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 と の 組 み 合 わ せ 方 法 と
変 調 領 域 の 配 置 パ タ ー ン と の 関 係 を 示 す 。 図 ７ ８ に お い て 《 Ａ 》 は 上 述 し た 組 み 合 わ せ を
示 し 、 ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン で １ 次 配 置 場 所 か ２ 次 配 置 場 所 を 示 し 、 物 理 セ グ メ ン ト の
タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ で 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 全 て が ２ 次 配 置 場 所 か 否 か （ 全 て ２ 次 配 列 の
場 合 に は “ １ ” 、 そ れ 以 外 は “ ０ ” ） を 示 し て い る 。 な お 《 Ａ 》 の 場 合 、 混 合 の 場 合 に は
１ 次 配 置 場 所 の 所 で は 図 ７ ５ の （ ｂ ） 、 ２ 次 配 置 場 所 の 所 で は 図 ７ ５ の （ ｄ ） の そ れ ぞ れ
ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン が 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ４ ２ ６ 】
　 こ れ に 対 し て 《 Ｂ 》 の 実 施 形 態 で は 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ で 物 理 セ グ
メ ン ト 内 全 て の 配 置 場 所 が 一 致 し て い る か 混 合 か （ 全 て の 配 列 が 一 致 し た 場 合 に は “ １ ”
、 混 合 の 場 合 に は “ ０ ” ） を 示 す 。
【 ０ ４ ２ ７ 】
　 ま た 《 Ｃ 》 の 実 施 形 態 で は ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン に よ り 物 理 セ グ メ ン ト 内 全 て の 配 置
場 所 が 一 致 し て い る か 混 合 か を 示 し 、 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ で 物 理 セ グ
メ ン ト 内 に ２ 次 配 置 場 所 か 存 在 す る か 否 か （ 部 分 的 で も ２ 次 配 列 が 存 在 す る 場 合 に は “ １
” 、 そ れ 以 外 は “ ０ ” ） を 示 し て い る 。
【 ０ ４ ２ ８ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 で は ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ と 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２
１ が 含 ま れ て い る 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 変 調 領 域 の 配 置 場 所 を 示 し て い る が 、 本 発 明 で は そ
れ に 限 ら ず 例 え ば 他 の 実 施 形 態 と し て ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ と 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ
プ 識 別 情 報 ７ ２ １ は 次 に 来 る 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 変 調 領 域 の 配 置 場 所 を 示 し て も 良 い 。 そ
う す る と グ ル ー ブ 領 域 に 沿 っ て 連 続 的 に ト ラ ッ キ ン グ し て い る 場 合 に 次 の 物 理 セ グ メ ン ト
内 の 変 調 領 域 の 配 置 場 所 が 事 前 に 分 か り 、 変 調 領 域 検 出 の 準 備 時 間 が 長 く 取 れ る と 言 う 効
果 が あ る 。
【 ０ ４ ２ ９ 】
　 図 ７ ７ の （ ｂ ） に 示 し た 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 層 番 号 情 報 ７ ２ ２ と は 片 面 １ 記 録
層 か 片 面 ２ 記 録 層 の 場 合 の ど ち ら の 記 録 層 を 示 し て い る か を 表 し 、
　 ・ “ ０ ” の 時 に は 片 面 １ 記 録 層 媒 体 か 片 面 ２ 記 録 層 の 場 合 の “ Ｌ ０ 層 ” （ レ ー ザ 光 入 射
側 の 手 前 層 ）
　 ・ “ １ ” の 時 に は 片 面 ２ 記 録 層 の “ Ｌ １ 層 ” （ レ ー ザ 光 入 射 側 の 奥 側 の 層 ）
　 を 意 味 す る 。
【 ０ ４ ３ ０ 】
　 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 情 報 ７ ２ ４ は 図 ６ ６ と 図 ６ ８ で 説 明 し た よ う に 同 一 物 理 セ グ メ ン ト
ブ ロ ッ ク 内 の 相 対 的 な 物 理 セ グ メ ン ト の 配 置 順 を 示 し て い る 。 図 ７ ７ の （ ａ ） と 比 較 し て
明 ら か な よ う に ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ 内 で の 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 情 報 ７ ２ ４ の 先 頭
位 置 は 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 物 理 セ グ メ ン ト ア ド レ ス ６ ０ １ の 先 頭 位 置 に 一 致 し
て い る 。 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 情 報 位 置 を 書 替 え 形 に 合 わ せ る （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５
ε ） ） こ と に よ り 、 媒 体 種 別 間 の 互 換 性 を 高 め 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶
媒 体 の 両 方 が 使 え る 情 報 記 録 再 生 装 置 で の ウ ォ ブ ル 信 号 を 用 い た ア ド レ ス 検 出 用 制 御 プ ロ
グ ラ ム の 共 有 化 よ 簡 素 化 が 図 れ る 。
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【 ０ ４ ３ １ 】
　 図 ６ ６ と 図 ６ ８ で 説 明 し た よ う に 、 デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス ７ ２ ５ は デ ー タ セ グ メ ン
ト の ア ド レ ス 情 報 を 番 号 で 記 述 す る 。 既 に 説 明 し た よ う に 本 実 施 形 態 で は ３ ２ セ ク タ で １
Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る 。 し た が っ て 、 特 定 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の 先 頭 に 配 置 さ れ た セ
ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 の 下 位 ５ ビ ッ ト は 隣 接 す る Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の 先 頭 位 置 に 配 置 さ れ
た セ ク タ の セ ク タ 番 号 と 一 致 す る 。 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の 先 頭 に 配 置 さ れ た セ ク タ の 物 理 セ
ク タ 番 号 の 下 位 ５ ビ ッ ト が “ ０ ０ ０ ０ ０ ” に な る よ う に 物 理 セ ク タ 番 号 を 設 定 し た 場 合 に
は 、 同 一 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 存 在 す る 全 て の セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 の 下 位 ６ ビ ッ ト 目 以
上 の 値 が 一 致 す る 。 し た が っ て 、 上 記 同 一 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 存 在 す る セ ク タ の 物 理 セ ク
タ 番 号 の 下 位 ５ ビ ッ ト デ ー タ を 除 去 し 、 下 位 ６ ビ ッ ト 目 以 上 の デ ー タ の み を 抽 出 し た ア ド
レ ス 情 報 を Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス （ ま た は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス 番 号 ） と す る 。 ウ ォ
ブ ル 変 調 に よ り 予 め 記 録 さ れ た デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス ７ ２ ５ （ ま た は 物 理 セ グ メ ン ト
ブ ロ ッ ク 番 号 情 報 ） は 上 記 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク ア ド レ ス と 一 致 す る の で 、 ウ ォ ブ ル 変 調 に よ る
物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 位 置 情 報 を デ ー タ セ グ メ ン ト ア ド レ ス で 表 示 す る と 、 物 理 セ ク
タ 番 号 で 表 示 す る の と 比 べ て ５ ビ ッ ト ず つ デ ー タ 量 が 減 り 、 ア ク セ ス 時 の 現 在 位 置 検 出 が
簡 単 に な る と 言 う 効 果 が 生 ま れ る 。
【 ０ ４ ３ ２ 】
　 Ｃ Ｒ Ｃ コ ー ド ７ ２ ６ は 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ か ら デ ー タ セ グ メ ン ト ア
ド レ ス ７ ２ ５ ま で の ２ ４ ア ド レ ス ビ ッ ト に 対 す る Ｃ Ｒ Ｃ コ ー ド （ エ ラ ー 訂 正 コ ー ド ） で 部
分 的 に ウ ォ ブ ル 変 調 信 号 を 誤 っ て 判 読 し て も Ｃ Ｒ Ｃ コ ー ド ７ ２ ６ に よ り 部 分 的 に 修 正 で き
る 。
【 ０ ４ ３ ３ 】
　 そ れ ぞ れ の 情 報 内 容 を 記 載 す る の に 図 ７ ７ の （ ｂ ） の 最 下 段 に 示 し た 各 ア ド レ ス ビ ッ ト
を 使 用 す る 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 残 り の １ ５ ア ド レ ス ビ ッ ト 分 に 相 当 す る 領 域 は ユ ニ
テ ィ 領 域 ６ ０ ９ に 割 り 当 て ら れ 、 １ ２ 番 目 か ら １ ６ 番 目 ま で の ５ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ
ッ ト 内 は 全 て Ｎ Ｐ Ｗ に な っ て い る （ 変 調 領 域 ５ ９ ８ が 存 在 し な い ） 。
【 ０ ４ ３ ４ 】
　 図 ７ ７ に 示 し た 実 施 形 態 に 対 す る 応 用 例 と し て 図 １ ２ ４ の （ ｃ ） 、 （ ｄ ） に 追 記 形 情 報
記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル ア ド レ ス の デ ー タ 構 造 に 関 す る 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 図 １ ２ ４
の （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 図 ７ ７ の （ ａ ） 、 （ ｂ ） と 同 じ で あ る 。 図 １ ２ ４ の （ ｃ ） に お け る 物
理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス ７ ２ ８ と は ７ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト か ら １ 個 の ユ ニ ッ ト を 構
成 す る 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 毎 に 設 定 さ れ る ア ド レ ス で あ り 、 デ ー タ リ ー ド イ ン Ｄ Ｔ Ｒ
Ｄ Ｉ 内 の 最 初 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に 対 す る 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス を “ １
３ ５ ８ ｈ ” に 設 定 す る 。 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ を 含 め 、 デ ー タ リ ー ド イ ン Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 最 初
の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク か ら デ ー タ リ ー ド ア ウ ト Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 の 最 後 の 物 理 セ グ メ ン ト
ブ ロ ッ ク ま で 順 次 こ の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス の 値 が １ ず つ 加 算 さ れ て 行 く 。
【 ０ ４ ３ ５ 】
　 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 情 報 ７ ２ ４ は 図 ７ ７ と 同 様 に １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 内 で の
各 物 理 セ グ メ ン ト の 順 番 を 表 し 、 最 初 の 物 理 セ グ メ ン ト に 対 し て “ ０ ” 、 最 後 の 物 理 セ グ
メ ン ト に 対 し て “ ６ ” を 設 定 す る 。
【 ０ ４ ３ ６ 】
　 図 ７ ７ の 実 施 形 態 に お い て 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 情 報 ７ ２ ４ よ り 先 行 し た 位 置 に 物 理 セ グ
メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス を 配 置 （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ６ ） ） 所 に 特 徴 が あ る 。 例 え ば
、 図 １ ２ ３ に 示 し た Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ の よ う に 、 ア ド レ ス 情 報 を こ の 物 理 セ グ メ ン ト ブ
ロ ッ ク ア ド レ ス で 管 理 す る 場 合 が 多 い 。 こ れ ら の 管 理 情 報 に 従 っ て 所 定 の 物 理 セ グ メ ン ト
ブ ロ ッ ク ア ド レ ス に ア ク セ ス す る 場 合 、 図 １ に 示 し た ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ 内 で は ま
ず 始 め に 図 １ ２ ４ の （ ｃ ） に 示 し た ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 場 所 を 検 出 し 、 そ の 後 ウ
ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 直 後 に 記 録 さ れ た 情 報 か ら 順 次 解 読 し て い く 。 物 理 セ グ メ ン ト
順 番 情 報 ７ ２ ４ よ り 先 行 し た 位 置 に 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス が あ る 場 合 に は 、 先
に 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス を 解 読 し 、 物 理 セ グ メ ン ト 順 番 情 報 ７ ２ ４ を 解 読 せ ず
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に 所 定 の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ア ド レ ス か 否 か を 判 定 で き る た め 、 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス を
用 い た ア ク セ ス 性 が 向 上 す る と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ４ ３ ７ 】
　 セ グ メ ン ト 情 報 ７ ２ ７ は タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ と 予 約 領 域 ７ ２ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。
タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ は 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 変 調 領 域 の 配 置 場 所 を 表 し 、 タ イ プ 識 別 情 報
７ ２ １ の 値 が
　 　 “ ０ ｂ ” の 場 合 は 図 ７ ６ の （ ａ ） の 状 態 を 表 し 、
　 　 “ １ ｂ ” の 場 合 に は 図 ７ ６ の （ ｂ ） ま た は （ ｃ ） の 状 態 を 表 し て い る 。
【 ０ ４ ３ ８ 】
　 図 １ ２ ４ あ る い は 図 ７ ７ の （ ｂ ） に お い て ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 直 後 に タ イ プ 識
別 情 報 ７ ２ １ を 配 置 （ 図 １ ３ ０ の ポ イ ン ト （ Ｊ ５ ζ ） ） さ れ て い る 所 に 特 徴 が あ る 。 上 述
し た よ う に 図 １ に 示 し た ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ 内 で は 、 ま ず 始 め に 図 １ ２ ４ の （ ｃ ）
に 示 し た ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 場 所 を 検 出 し 、 そ の 後 ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の
直 後 に 記 録 さ れ た 情 報 か ら 順 次 解 読 し て い く 。 し た が っ て 、 ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の
直 後 に タ イ プ 識 別 情 報 ７ ２ １ を 配 置 す る こ と に よ り 、 即 座 に 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 変 調 領 域
の 配 置 場 所 確 認 が 行 え る た め 、 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス を 用 い た ア ク セ ス 処 理 の 高 速 化 が 実 現 で
き る 。
【 ０ ４ ３ ９ 】
　 以 上 説 明 し た ウ ォ ブ ル 変 調 に よ り ア ド レ ス 情 報 が 事 前 に 記 録 さ れ て い る 物 理 セ グ メ ン ト
も し く は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に 対 し て 前 述 し た デ ー タ セ グ メ ン ト デ ー タ を 記 録 す る 方
法 に つ い て 説 明 す る 。 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 及 び 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 い ず れ も 連 続 し て デ
ー タ を 記 録 す る 単 位 と し て レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 単 位 で デ ー タ を 記 録 す る 。 図 ７ ９ に こ
の レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 内 の レ イ ア ウ ト を 示 す 。 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、 ５ ４
２ 内 は 図 ６ ９ の （ ａ ） に 示 し た デ ー タ 構 造 を 持 つ デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ が １ 個 以 上 （ 整
数 個 ） 連 続 し て 繋 が り 、 そ の 始 め か 終 わ り に 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ 、 ５ ２ ９ が 設 定
さ れ て い る 。 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、 ５ ４ ２ 単 位 で 新 た に デ ー タ を 追 記 、 ま た は
書 き 替 え し た 時 に 隣 接 し た レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ と の 間 に 隙 間 が 出 来 な い よ う に 、 隣 接
し た レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ と の 間 に 物 理 的 に オ ー バ ー ラ ッ プ さ せ て 一 部 重 ね 書 き さ せ る
た め に 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ 、 ５ ２ ９ が レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、 ５ ４ ２ 内
に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ４ ４ ０ 】
　 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、 ５ ４ ２ 内 に 設 定 さ れ る 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ 、
５ ２ ９ の 位 置 と し て 図 ７ ９ の （ ａ ） の 実 施 形 態 で は レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ の 最 後
に 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ を 配 置 （ 図 ４ （ Ｋ ３ γ ） ） し て い る 。 こ の 方 法 を 用 い た 場
合 に は 図 ６ ９ の （ ａ ） に 示 す ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ５ ２ ６ の 後 ろ に 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５
２ ８ が 来 る の で 、 特 に 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は 書 替 え 時 に 誤 っ て ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ５
２ ６ を 破 壊 す る 事 は 無 く 、 書 替 え 時 の ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ５ ２ ６ の 保 護 が 行 え 、 デ ー タ 再
生 時 の ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ５ ２ ６ を 用 い た 位 置 検 出 の 信 頼 性 が 確 保 で き る 。
【 ０ ４ ４ １ 】
　 他 の 実 施 形 態 と し て 図 ７ ９ の （ ｂ ） の よ う に レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ２ の 最 初 に 拡
張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ９ を 配 置 （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ δ ） ） す る 事 も 出 来 る 。 こ
の 場 合 に は 図 ７ ９ の （ ｂ ） と 図 ６ ９ の （ ａ ） を 組 み 合 わ せ て 分 か る よ う に 、 Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５
２ ２ の 直 前 に 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ９ が 来 る の で 、 書 替 え ま た は 追 記 し た 時 に Ｖ Ｆ Ｏ
領 域 ５ ２ ２ を 充 分 長 く 取 る 事 が 出 来 る た め 、 デ ー タ フ ィ ー ル ド ５ ２ ５ 再 生 時 の 基 準 ク ロ ッ
ク に 関 す る Ｐ Ｌ Ｌ 引 き 込 み 時 間 を 長 く 取 れ 、 デ ー タ フ ィ ー ル ド ５ ２ ５ 内 に 記 録 さ れ た デ ー
タ の 再 生 信 頼 性 を 向 上 さ せ る 事 が 出 来 る 。 こ の よ う に 書 き 替 え 単 位 を 表 す レ コ ー デ ィ ン グ
ク ラ ス タ が １ 個 以 上 の デ ー タ セ グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ る （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ α ）
） 構 造 に す る こ と に よ り 、 少 な い デ ー タ 量 を 何 度 も 書 き 替 え る 事 の 多 い Ｐ Ｃ デ ー タ （ Ｐ Ｃ
フ ァ イ ル ） と 多 量 の デ ー タ を 一 度 に 連 続 し て 記 録 す る Ａ Ｖ デ ー タ （ Ａ Ｖ フ ァ イ ル ） の 同 一
情 報 記 憶 媒 体 へ の 混 在 記 録 処 理 を 容 易 に 出 来 る と 言 う 効 果 が 生 ま れ る 。 す な わ ち 、 パ ー ソ
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ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） 用 に 使 わ れ る デ ー タ は 比 較 的 少 量 の デ ー タ を 何 度 も 書 き 替 え る
場 合 が 多 い 。 し た が っ て 、 書 替 え 又 は 追 記 の デ ー タ 単 位 を 極 力 小 さ く 設 定 す る と Ｐ Ｃ デ ー
タ に 適 し た 記 録 方 法 に な る 。 本 実 施 形 態 で は 図 ３ １ に 示 す よ う に ３ ２ 物 理 セ ク タ か ら Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク が 構 成 さ れ の で 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を １ 個 の み 含 む デ ー タ セ グ メ ン ト 単 位 で 書 き
替 え 又 は 追 記 を 行 う こ と が 効 率 良 く 書 替 え 又 は 追 記 を 行 う 最 小 の 単 位 と な る 。 し た が っ て
、 書 替 え 単 位 ま た は 追 記 単 位 を 表 す 記 録 用 ク ラ ス タ 内 に １ 個 以 上 の デ ー タ セ グ メ ン ト が 含
ま れ る 本 実 施 形 態 に お け る 構 造 が Ｐ Ｃ デ ー タ （ Ｐ Ｃ フ ァ イ ル ） に 適 し た 記 録 構 造 と な る 。
【 ０ ４ ４ ２ 】
　 オ ー デ ィ オ ビ デ オ Ａ Ｖ （ Audio Video） デ ー タ で は 非 常 に 多 量 な 映 像 情 報 や 音 声 情 報 が
途 中 で 途 切 れ る 事 無 く 連 続 的 に 記 録 さ れ る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 連 続 的 に 記 録 さ れ る デ
ー タ は １ 個 の レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ と し て ま と め て 記 録 さ れ る 。 Ａ Ｖ デ ー タ 記 録 時 に １
個 の レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ を 構 成 す る デ ー タ セ グ メ ン ト 毎 に ラ ン ダ ム シ フ ト 量 や デ ー タ
セ グ メ ン ト 内 の 構 造 、 デ ー タ セ グ メ ン ト の 属 性 な ど を 切 り 替 え る と 、 切 り 替 わ り 処 理 の 時
間 が 掛 か り 、 連 続 記 録 処 理 が 難 し く な る 。 本 実 施 形 態 で は 図 ７ ９ に 示 す よ う に 同 一 形 式 （
属 性 や ラ ン ダ ム シ フ ト 量 を 変 え ず 、 デ ー タ セ グ メ ン ト 間 に 特 定 情 報 を 挿 入 す る 事 無 く ） の
デ ー タ セ グ メ ン ト を 連 続 し て 並 べ て レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ を 構 成 す る こ と に よ り 、 多 量
の デ ー タ を 連 続 し て 記 録 す る Ａ Ｖ デ ー タ 記 録 に 適 し た 記 録 フ ォ ー マ ッ ト を 提 供 で き る だ け
で な く 、 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 内 の 構 造 の 簡 素 化 を 果 た し て 記 録 制 御 回 路 と 再 生 検 出 回
路 の 簡 素 化 を 達 成 し て 情 報 記 録 再 生 装 置 ま た は 情 報 再 生 装 置 の 低 価 格 化 を 可 能 と す る 。
【 ０ ４ ４ ３ 】
　 図 ７ ９ に 示 さ れ た レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 内 の （ 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ を
除 い た ） デ ー タ セ グ メ ン ト が 連 続 し て 並 ん だ デ ー タ 構 造 は 図 ６ １ の （ ｂ ） に 示 し た 再 生 専
用 情 報 記 憶 媒 体 及 び 図 ６ １ の （ ｃ ） に 示 し た 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 全 く 同 じ 構 造 を し て い
る 。 こ の よ う に 再 生 専 用 形 ／ 追 記 形 ／ 書 替 え 形 に 依 ら ず 全 て の 情 報 記 憶 媒 体 で 共 通 の デ ー
タ 構 造 に な っ て い る た め 、 媒 体 の 互 換 性 が 確 保 さ れ 、 互 換 性 が 確 保 さ れ た 情 報 記 録 再 生 装
置 ま た は 情 報 再 生 装 置 の 検 出 回 路 の 兼 用 化 が 図 れ 、 高 い 再 生 信 頼 性 が 確 保 で き る と 共 に 低
価 格 化 の 実 現 が 可 能 と な る 。
【 ０ ４ ４ ４ 】
　 図 ７ ９ の 構 造 を 取 る こ と に よ り 、 必 然 的 に 同 一 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 内 で は 全 て の デ
ー タ セ グ メ ン ト の ラ ン ダ ム シ フ ト 量 が 一 致 （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ β ） ） す る 。 後 述
す る よ う に 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で は ラ ン ダ ム シ フ ト さ せ て レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ を 記
録 す る 。 本 実 施 形 態 で は 同 一 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 内 で は 全 て の デ ー タ セ グ メ ン
ト の ラ ン ダ ム シ フ ト 量 が 一 致 し て い る の で 、 同 一 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 内 で 異 な
る デ ー タ セ グ メ ン ト を 跨 っ て 再 生 し た 場 合 に Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 （ 図 ６ ９ の ５ ２ ２ ） で の 同 期 合 わ
せ （ 位 相 の 設 定 し 直 し ） が 不 要 と な り 連 続 再 生 時 の 再 生 検 出 回 路 の 簡 素 化 と 再 生 検 出 の 高
い 信 頼 性 確 保 が 可 能 と な る 。
【 ０ ４ ４ ５ 】
　 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に 記 録 す る 書 替 え 可 能 な デ ー タ 記 録 方 法 を 図 ８ ０ に 示 す 。 本 実 施
形 態 の 書 替 え 情 報 記 憶 媒 体 に お け る レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 内 の レ イ ア ウ ト は 図 ７ ９ の （
ａ ） の レ イ ア ウ ト を 取 る 例 を 使 っ て 説 明 す る が 、 本 発 明 に お い て は そ れ に 限 ら ず 書 替 え 形
情 報 記 憶 媒 体 に 対 し て 図 ７ ９ の （ ｂ ） に 示 し た レ イ ア ウ ト を 採 用 し て も 良 い 。 図 ８ ０ の （
ａ ） は 前 述 し た 図 ６ １ の （ ｄ ） と 同 じ 内 容 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 書 替 え 可 能 な デ
ー タ に 関 す る 書 替 え は 図 ８ ０ の （ ｂ ） 及 び （ ｅ ） に 示 す レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、
５ ４ １ 単 位 で 行 わ れ る 。 １ 個 の 記 録 用 ク ラ ス タ は 後 述 す る よ う に １ 個 以 上 の デ ー タ セ グ メ
ン ト ５ ２ ９ ～ ５ ３ １ と 、 最 後 に 配 置 さ れ る 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ か ら 構 成 さ れ る 。
す な わ ち 、 １ 個 の 記 録 用 ク ラ ス タ ５ ３ １ の 開 始 は デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ の 開 始 位 置 に 一
致 し 、 Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ か ら 始 ま る 。
【 ０ ４ ４ ６ 】
　 複 数 の デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ２ ９ 、 ５ ３ ０ を 連 続 し て 記 録 す る 場 合 に は 、 図 ８ ０ の （ ｂ ）
， （ ｃ ） に 示 す よ う に 同 一 の レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ３ １ 内 に 複 数 の デ ー タ セ グ メ ン ト
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５ ２ ９ 、 ５ ３ ０ が 連 続 し て 配 置 さ れ る と 共 に 、 デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ２ ９ の 最 後 に 存 在 す る
バ ッ フ ァ 領 域 ５ ４ ７ と 次 の デ ー タ セ グ メ ン ト の 最 初 に 存 在 す る Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ３ ２ が 連 続 し
て つ な が っ て い る た め 両 者 間 の （ 記 録 時 の 記 録 用 基 準 ク ロ ッ ク の ） 位 相 が 一 致 し て い る 。
連 続 記 録 が 終 了 し た 時 に は レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ の 最 後 位 置 に 拡 張 ガ ー ド 領 域 ５
２ ８ を 配 置 す る 。 拡 張 ガ ー ド 領 域 ５ ２ ８ の デ ー タ サ イ ズ は 変 調 前 の デ ー タ と し て ２ ４ デ ー
タ バ イ ト 分 の サ イ ズ を 持 っ て い る 。
【 ０ ４ ４ ７ 】
　 図 ８ ０ の （ ａ ） と 図 ８ ０ の （ ｃ ） の 対 応 か ら 分 か る よ う に 書 替 え 形 の ガ ー ド 領 域 ４ ６ １
、 ４ ６ ２ の 中 に ポ ス ト ア ン ブ ル 領 域 ５ ４ ６ 、 ５ ３ ６ 、 エ キ ス ト ラ 領 域 ５ ４ ４ 、 ５ ３ ４ 、 バ
ッ フ ァ 領 域 ５ ４ ７ 、 ５ ３ ７ 、 Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ３ ２ 、 ５ ２ ２ 、 プ リ シ ン ク 領 域 ５ ３ ３ 、 ５ ２ ３
が 含 ま れ 、 連 続 記 録 終 了 場 所 に 限 り 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ４ ４ ８ 】
　 書 替 え 単 位 の 物 理 的 範 囲 の 比 較 を す る た め 、 図 ８ ０ の （ ｃ ） に 情 報 の 書 替 え 単 位 で あ る
レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ の 一 部 と 、 図 ８ ０ の （ ｄ ） に 次 に 書 替 え る 単 位 で あ る レ コ
ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ １ の 一 部 を 示 し て い る 。 書 替 え 時 の 重 複 箇 所 ５ ４ １ で 拡 張 ガ ー ド
領 域 ５ ２ ８ と 後 側 の Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ が 一 部 重 複 す る よ う に 書 き 換 え を 行 う 所 に 本 実 施 形
態 の 特 徴 が あ る （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ ） ） 。 そ の よ う に 一 部 重 複 さ せ て 書 替 え す る
こ と に よ り 、 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ ０ 、 ５ ４ １ 間 に 隙 間 （ 記 録 マ ー ク が 形 成 さ れ な
い 領 域 ） の 発 生 を 防 止 し 、 片 面 ２ 記 録 層 の 記 録 可 能 な 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 層 間 ク ロ ス ト
ー ク を 除 去 す る こ と に よ り 、 安 定 し た 再 生 信 号 を 検 出 で き る 。
【 ０ ４ ４ ９ 】
　 図 ６ ９ の （ ａ ） か ら 分 か る よ う に 本 実 施 形 態 に お け る １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト 内 の 書 替
え 可 能 な デ ー タ サ イ ズ は
　 ６ ７ ＋ ４ ＋ ７ ７ ３ ７ ６ ＋ ２ ＋ ４ ＋ １ ６ ＝ ７ ７ ４ ６ ９ デ ー タ バ イ ト 　 　 （ ２ ）
と な る 。 ま た 図 ６ ９ の （ ｃ ） ， （ ｄ ） か ら 分 か る よ う に １ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト ５
６ ０ は
　 ６ ＋ ４ ＋ ６ ＋ ６ ８ ＝ ８ ４ ウ ォ ブ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
で 構 成 さ れ て お り 、 １ ７ 個 の ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト で １ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ を 構
成 し 、 ７ 個 の 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ ～ ５ ５ ６ の 長 さ が １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ の 長
さ に 一 致 し て い る の で １ 個 の デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ の 長 さ 内 に は
　 ８ ４ × １ ７ × ７ ＝ ９ ９ ９ ６ ウ ォ ブ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ）
が 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 （ ２ ） 式 と （ ４ ） 式 か ら １ 個 の ウ ォ ブ ル に 対 し て
　 ７ ７ ４ ９ ６ ÷ ９ ９ ９ ６ ＝ ７ .７ ５ デ ー タ バ イ ト ／ ウ ォ ブ ル 　 　 　 　 　 （ ５ ）
が 対 応 す る 。
【 ０ ４ ５ ０ 】
　 図 ８ １ に 示 す よ う に 物 理 セ グ メ ン ト の 先 頭 位 置 か ら ２ ４ ウ ォ ブ ル 以 降 に 次 の Ｖ Ｆ Ｏ 領 域
５ ２ ２ と 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ の 重 な り 部 分 が 来 る が 、 図 ６ ９ の （ ｄ ） か ら 分 か る
よ う に 物 理 セ グ メ ン ト ５ ５ ０ の 先 頭 か ら １ ６ ウ ォ ブ ル ま で は ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ と
な る が 、 そ れ 以 降 ６ ８ ウ ォ ブ ル 分 は 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 内 に な る 。 し た が っ て 、 ２ ４ ウ ォ ブ
ル 以 降 の 次 の Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ と 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ が 重 な る 部 分 は 無 変 調 領 域
５ ９ ０ 内 と な る 。 こ の よ う に 物 理 セ グ メ ン ト の 先 頭 位 置 ２ ４ ウ ォ ブ ル 以 降 に デ ー タ セ グ メ
ン ト の 先 頭 位 置 が 来 る （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ５ ） ） よ う に す る こ と に よ り 、 重 複 箇 所
が 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 内 に な る だ け で な く ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 検 出 時 間 と 記 録 処 理
の 準 備 時 間 が 相 応 に 取 れ る の で 、 安 定 で か つ 精 度 の 良 い 記 録 処 理 を 保 証 で き る 。
【 ０ ４ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の 記 録 膜 は 相 変 化 形 記 録 膜 を 用 い て い る 。 相
変 化 形 記 録 膜 で は 書 き 替 え 開 始 ／ 終 了 位 置 近 傍 で 記 録 膜 の 劣 化 が 始 ま る の で 、 同 じ 位 置 で
の 記 録 開 始 ／ 記 録 終 了 を 繰 り 返 す と 記 録 膜 の 劣 化 に よ る 書 き 替 え 回 数 の 制 限 が 発 生 す る 。
本 実 施 形 態 で は 上 記 問 題 を 軽 減 す る た め 、 書 き 替 え 時 に は 図 ８ １ に 示 す よ う に （ Ｊ m+1／
１ ２ ） デ ー タ バ イ ト 分 ず ら し 、 ラ ン ダ ム に 記 録 開 始 位 置 を ず ら し て い る 。  
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　 図 ８ ０ の （ ｃ ） ， （ ｄ ） で は 基 本 概 念 を 説 明 す る た め 、 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ の
先 頭 位 置 と Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ の 先 頭 位 置 が 一 致 し て い る が 、 本 実 施 形 態 で は 厳 密 に 言 う と
図 ８ １ の よ う に Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ の 先 頭 位 置 が ラ ン ダ ム に ず れ て い る 。
【 ０ ４ ５ ２ 】
　 現 行 の 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 で あ る Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ａ Ｍ デ イ ス ク で も 記 録 膜 と し て 相 変 化 形
記 録 膜 を 使 用 し 、 書 替 え 回 数 向 上 の た め に ラ ン ダ ム に 記 録 開 始 ／ 終 了 位 置 を ず ら し て い る
。 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ａ Ｍ デ ィ ス ク で の ラ ン ダ ム な ず ら し を 行 っ た 時 の 最 大 ず ら し 量 範 囲 は
８ デ ー タ バ イ ト に 設 定 し て あ る 。 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ａ Ｍ デ ィ ス ク で の （ デ ィ ス ク に 記 録 さ
れ る 変 調 後 の デ ー タ と し て ） チ ャ ネ ル ビ ッ ト 長 は 平 均 ０ .１ ４ ３ μ ｍ に 設 定 さ れ て い る 。
本 実 施 形 態 の 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 実 施 形 態 で は チ ャ ネ ル ビ ッ ト の 平 均 長 さ は 図 １ ５ か ら
　 （ ０ .０ ８ ７ ＋ ０ .０ ９ ３ ） ÷ ２ ＝ ０ .０ ９ ０ μ ｍ 　 　 　 　 　 　 　 （ ６ ）
と な る 。 物 理 的 な ず ら し 範 囲 の 長 さ を 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ａ Ｍ デ ィ ス ク に 合 わ せ た 場 合 に は
、 本 実 施 形 態 で の ラ ン ダ ム な ず ら し 範 囲 と し て 最 低 限 必 要 な 長 さ は 上 記 の 値 を 利 用 し て
　 ８ バ イ ト × （ ０ .１ ４ ３ μ ｍ ÷ ０ .０ ９ ０ μ ｍ ） ＝ １ ２ .７ バ イ ト 　 （ ７ ）
と な る 。 本 実 施 形 態 で は 再 生 信 号 検 出 処 理 の 容 易 性 を 確 保 す る た め 、 ラ ン ダ ム な ず ら し 量
の 単 位 を 変 調 後 の “ チ ャ ネ ル ビ ッ ト ” に 合 わ せ た 。 本 実 施 形 態 で は 変 調 に ８ ビ ッ ト を １ ２
ビ ッ ト に 変 換 す る Ｅ Ｔ Ｍ 変 調 （ Eight to Twelve modulation） を 用 い て い る の で 、 ラ ン ダ
ム な ず ら し 量 を 表 す 数 式 表 現 と し て デ ー タ バ イ ト を 基 準 と し て
　 Ｊ ｍ ／ １ ２ 　 デ ー タ バ イ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ８ ）
で 表 す 。 Ｊ ｍ の 取 り 得 る 値 と し て は （ ７ ） 式 の 値 を 用 い て
　 １ ２ .７ × １ ２ ＝ １ ５ ２ .４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ９ ）
な の で 、 Ｊ ｍ は ０ か ら １ ５ ２ と な る 。 以 上 の 理 由 か ら （ ９ ） 式 を 満 足 す る 範 囲 で 有 れ ば ラ
ン ダ ム な ず ら し の 範 囲 長 さ は 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ａ Ｍ デ ィ ス ク と 一 致 し 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ａ Ｍ デ
ィ ス ク と 同 様 な 書 き 替 え 回 数 を 保 証 で き る 。 本 実 施 形 態 で は 現 行 以 上 の 書 き 替 え 回 数 を 確
保 す る た め （ ７ ） 式 の 値 に 対 し て わ ず か に マ ー ジ ン を 持 た せ 、
　 ラ ン ダ ム な ず ら し 範 囲 の 長 さ を １ ４ デ ー タ バ イ ト 　 　 　 （ １ ０ ）
に 設 定 し た 。 （ １ ０ ） 式 の 値 を （ ８ ） 式 に 代 入 す る と 、 １ ４ × １ ２ ＝ １ ６ ８ な の で
　 Ｊ ｍ の 取 り 得 る 値 は ０ ～ １ ６ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ １ ）
と 設 定 し た 。 上 記 の よ う に ラ ン ダ ム シ フ ト 量 を Ｊ m／ １ ２ （ ０ ≦ Ｊ m≦ １ ５ ４ ） よ り 大 き な
範 囲 と す る （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ４ ） ） こ と に よ り 、 （ ９ ） 式 を 満 足 し 、 ラ ン ダ ム シ
フ ト 量 に 対 す る 物 理 的 な 範 囲 の 長 さ が 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ Ａ Ｍ と 一 致 す る た め 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ -Ｒ
Ａ Ｍ と 同 様 な 繰 り 返 し 記 録 回 数 を 保 証 で き る と 言 う 効 果 が あ る 。
【 ０ ４ ５ ３ 】
　 図 ８ ０ に お い て 記 録 用 ク ラ ス タ ５ ４ ０ 内 で の バ ッ フ ァ 領 域 ５ ４ ７ と Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ３ ２ の
長 さ は 一 定 と な っ て い る 。 図 ７ ９ の （ ａ ） か ら も 明 ら か な よ う に 、 同 一 の 記 録 用 ク ラ ス タ
５ ４ ０ 内 で は 全 て の デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ２ ９ 、 ５ ３ ０ の ラ ン ダ ム ず ら し 量 Ｊ ｍ は 至 る 所 同
じ 値 に な っ て い る 。 内 部 に 多 量 の デ ー タ セ グ メ ン ト を 含 む １ 個 の 記 録 用 ク ラ ス タ ５ ４ ０ を
連 続 し て 記 録 す る 場 合 に は 、 記 録 位 置 を ウ ォ ブ ル か ら モ ニ タ ー し て い る 。 す な わ ち 、 図 ６
９ に 示 す ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 位 置 検 出 を し た り 、 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 、 ５ ９ １ 内 で
は ウ ォ ブ ル の 数 を 数 え な が ら 情 報 記 憶 媒 体 上 の 記 録 位 置 の 確 認 を 記 録 と 同 時 に 行 う 。 こ の
時 に ウ ォ ブ ル の カ ウ ン ト ミ ス や 情 報 記 憶 媒 体 を 回 転 さ せ て い る 回 転 モ ー タ （ 例 え ば 図 １ の
Motor） の 回 転 ム ラ に よ り ウ ォ ブ ル ス リ ッ プ （ １ ウ ォ ブ ル 周 期 分 ず れ た 位 置 に 記 録 す る 事
） が 生 じ 、 情 報 記 憶 媒 体 上 の 記 録 位 置 が ず れ る 事 が 希 に あ る 。 本 実 施 形 態 の 情 報 記 憶 媒 体
で は 上 記 の よ う に 生 じ た 記 録 位 置 ず れ が 検 出 さ れ た 場 合 に は 、 図 ８ ０ の 書 替 え 形 の ガ ー ド
領 域 ４ ６ １ 内 、 あ る い は 図 ６ １ に 示 し た 追 記 形 ガ ー ド 領 域 ４ ５ ２ で 調 整 を 行 い 、 記 録 タ イ
ミ ン グ の 修 正 を 行 う （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ ） ） 所 に 特 徴 が あ る 。 図 ８ ０ に お い て ポ
ス ト ア ン ブ ル 領 域 ５ ４ ６ 、 エ キ ス ト ラ 領 域 ５ ４ ４ 、 プ リ シ ン ク 領 域 ５ ３ ３ で は ビ ッ ト 欠 落
や ビ ッ ト 重 複 が 許 容 で き な い 重 要 な 情 報 が 記 録 さ れ る が 、 バ ッ フ ァ 領 域 ５ ４ ７ 、 Ｖ Ｆ Ｏ 領
域 ５ ３ ２ で は 特 定 パ タ ー ン の 繰 り 返 し に な っ て い る た め 、 こ の 繰 り 返 し 境 界 位 置 を 確 保 し
て い る 限 り で は １ パ タ ー ン の み の 欠 落 や 重 複 が 許 容 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は
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ガ ー ド 領 域 ４ ６ １ の 中 で 特 に バ ッ フ ァ 領 域 ５ ４ ７ ま た は Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ３ ２ で 調 整 を 行 い 、
記 録 タ イ ミ ン グ の 修 正 を 行 う 。
【 ０ ４ ５ ４ 】
　 図 ８ １ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 で は 位 置 設 定 の 基 準 と な る 実 際 の ス タ ー ト ポ イ ン ト 位 置
は ウ ォ ブ ル 振 幅 “ ０ ” の （ ウ ォ ブ ル の 中 心 ） 位 置 と 一 致 す る よ う に 設 定 さ れ る 。 し か し 、
ウ ォ ブ ル の 位 置 検 出 精 度 は 低 い の で 本 実 施 形 態 で は 図 ８ １ 内 の “ ± １  max ” と 記 載 さ れ
て い る よ う に 、 実 際 の ス タ ー ト ポ イ ン ト 位 置 は 最 大
　 ± １ デ ー タ バ イ ト ” ま で の ず れ 量 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ２ ）
を 許 容 し て い る 。
【 ０ ４ ５ ５ 】
　 図 ８ ０ お よ び 図 ８ １ に お い て デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ ０ で の ラ ン ダ ム シ フ ト 量 を Ｊ ｍ と し
（ 上 述 し た よ う に 記 録 用 ク ラ ス タ ５ ４ ０ 内 は 全 て の デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ２ ９ の ラ ン ダ ム シ
フ ト 量 は 一 致 す る ） 、 そ の 後 に 追 記 す る デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ の ラ ン ダ ム シ フ ト 量 を Ｊ
m+1と す る 。 （ １ １ ） 式 に 示 す Ｊ ｍ と Ｊ m+1の 取 り 得 る 値 と し て 例 え ば 中 間 値 を 取 り 、 Ｊ ｍ
＝ Ｊ m+1＝ ８ ４ で あ り 、 実 際 の ス タ ー ト ポ イ ン ト の 位 置 精 度 が 充 分 高 い 場 合 に は 、 図 ８ ０
に 示 す よ う に 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ の 開 始 位 置 と Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ の 開 始 位 置 が 一
致 す る 。
【 ０ ４ ５ ６ 】
　 こ れ に 対 し て デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ ０ が 最 大 限 後 位 置 に 記 録 さ れ 、 後 で 追 記 ま た は 書 き
替 え ら れ る デ ー タ セ グ メ ン ト ５ ３ １ が 最 大 限 前 位 置 に 記 録 さ れ た 場 合 に は （ １ ０ ） 式 に 明
示 し た 値 と （ １ ２ ） 式 の 値 か ら Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ の 先 頭 位 置 が バ ッ フ ァ 領 域 ５ ３ ７ 内 へ 最
大 １ ５ デ ー タ バ イ ト ま で 入 り 込 む 事 が あ る 。 バ ッ フ ァ 領 域 ５ ３ ７ の 直 前 の エ キ ス ト ラ 領 域
５ ３ ４ に は 特 定 の 重 要 情 報 が 記 録 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に お い て
　 バ ッ フ ァ 領 域 ５ ３ ７ の 長 さ は １ ５ デ ー タ バ イ ト 以 上 　 　 　 　 　 （ １ ３ ）
必 要 と な る 。 図 ８ ０ に 示 し た 実 施 形 態 で は １ デ ー タ バ イ ト の 余 裕 を 加 味 し 、 バ ッ フ ァ 領 域
５ ３ ７ の デ ー タ サ イ ズ を １ ６ デ ー タ バ イ ト に 設 定 し て い る 。
【 ０ ４ ５ ７ 】
　 ラ ン ダ ム シ フ ト の 結 果 、 拡 張 ガ ー ド 領 域 ５ ２ ８ と Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ の 間 に 隙 間 が 生 じ る
と 、 片 面 ２ 記 録 層 構 造 を 採 用 し た 場 合 に 、 そ の 隙 間 に よ る 再 生 時 の 層 間 ク ロ ス ト ー ク が 発
生 す る 。 そ の た め 、 ラ ン ダ ム シ フ ト を 行 っ て も 必 ず 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ と Ｖ Ｆ Ｏ
領 域 ５ ２ ２ の 一 部 が 重 な り 、 隙 間 が 発 生 し な い 工 夫 （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ Ｋ ３ ） ） が さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に お い て （ １ ３ ） 式 の 同 様 な 理 由 か ら 拡 張 ガ ー ド フ ィ
ー ル ド ５ ２ ８ の 長 さ は １ ５ デ ー タ バ イ ト 以 上 に 設 定 す る 必 要 が あ る 。 後 続 す る Ｖ Ｆ Ｏ 領 域
５ ２ ２ は ７ １ デ ー タ バ イ ト と 充 分 に 長 く 取 っ て あ る の で 、 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ と
Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ の 重 な り 領 域 が 多 少 広 く な っ て も 信 号 再 生 時 に は 支 障 が 無 い （ 重 な ら な
い Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 ５ ２ ２ で 再 生 用 基 準 ク ロ ッ ク の 同 期 を 取 る 時 間 が 充 分 確 保 さ れ る た め ） 。 し
た が っ て 、 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ は １ ５ デ ー タ バ イ ト よ り も よ り 大 き な 値 に 設 定 す
る 事 が 可 能 で あ る 。 連 続 記 録 時 に 希 に ウ ォ ブ ル ス リ ッ プ が 発 生 し 、 １ ウ ォ ブ ル 周 期 分 記 録
位 置 が ず れ る 場 合 が あ る 事 を 既 に 説 明 し た 。 （ ５ ） 式 に 示 す よ う に １ ウ ォ ブ ル 周 期 は ７ .
７ ５ （ 約 ８ ） デ ー タ バ イ ト に 相 当 す る の で （ １ ３ ） 式 に こ の 値 も 考 慮 し て 本 実 施 形 態 で は
　 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ の 長 さ を （ １ ５ ＋ ８ ＝ ） ２ ３ デ ー タ バ イ ト 以 上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ４ ）
に 設 定 し て い る 。 図 ８ ０ に 示 し た 実 施 形 態 で は バ ッ フ ァ 領 域 ５ ３ ７ と 同 様 に １ デ ー タ バ イ
ト の 余 裕 を 加 味 し 、 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ の 長 さ を ２ ４ デ ー タ バ イ ト に 設 定 し て い
る 。
【 ０ ４ ５ ８ 】
　 図 ８ ０ の （ ｅ ） に お い て 記 録 用 ク ラ ス タ ５ ４ １ の 記 録 開 始 位 置 を 正 確 に 設 定 す る 必 要 が
あ る 。 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 で は 書 替 え 形 ま た は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 予 め 記 録
さ れ た ウ ォ ブ ル 信 号 を 用 い て こ の 記 録 開 始 位 置 を 検 出 す る 。 図 ６ ９ の （ ｄ ） か ら 分 か る よ
う に ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ 以 外 は 全 て ４ ウ ォ ブ ル 単 位 で パ タ ー ン が Ｎ Ｐ Ｗ か ら Ｉ Ｐ Ｗ
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に 変 化 し て い る 。 そ れ に 比 べ て ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ で は ウ ォ ブ ル の 切 り 替 わ り 単 位
が 部 分 的 に ４ ウ ォ ブ ル か ら ず れ て い る た め 、 ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ が 最 も 位 置 検 出 し
易 い 。 そ の た め 、 本 実 施 形 態 の 情 報 記 録 再 生 装 置 で は ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ 位 置 を 検
出 後 、 記 録 処 理 の 準 備 を 行 い 、 記 録 を 開 始 す る 。 そ の た め レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ １
の 開 始 位 置 は ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 直 後 の 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ の 中 に 来 る 必 要 が あ る
。 図 ８ １ で は そ の 内 容 を 示 し て い る 。 物 理 セ グ メ ン ト （ Physical segment） の 切 り 替 わ り
直 後 に ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 図 ６ ９ の （ ｄ ） に 示 す よ う に ウ ォ ブ
ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ の 長 さ は １ ６ ウ ォ ブ ル 周 期 分 に な っ て い る 。 そ の ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域
５ ８ ０ を 検 出 後 、 記 録 処 理 の 準 備 に マ ー ジ ン を 見 越 し て ８ ウ ォ ブ ル 周 期 分 必 要 と な る 。 し
た が っ て 、 図 ８ １ に 示 す よ う に レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ ５ ４ １ の 先 頭 位 置 に 存 在 す る Ｖ Ｆ
Ｏ 領 域 ５ ２ ２ の 先 頭 位 置 が ラ ン ダ ム シ フ ト を 考 慮 し て い も 物 理 セ グ メ ン ト の 切 り 替 わ り 目
位 置 か ら ２ ４ ウ ォ ブ ル 以 上 後 方 に 配 置 さ れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ４ ５ ９ 】
　 図 ８ ０ に 示 す よ う に 書 替 え 時 の 重 複 箇 所 ５ ４ １ で は 何 度 も 記 録 処 理 が 行 わ れ る 。 書 替 え
を 繰 り 返 す と ウ ォ ブ ル グ ル ー ブ ま た は ウ ォ ブ ル ラ ン ド の 物 理 的 な 形 状 が 変 化 （ 劣 化 ） し 、
そ こ か ら の ウ ォ ブ ル 再 生 信 号 品 質 が 低 下 す る 。 本 実 施 形 態 で は 図 ８ ０ の （ ｆ ） ま た は 図 ６
９ の （ ａ ） ， （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 書 替 え 時 あ る い は 追 記 時 の 重 複 箇 所 ５ ４ １ が ウ ォ ブ ル
シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ や ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 内 に 来 る の を 避 け 、 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 内
に 記 録 さ れ る よ う に 工 夫 （ 図 １ ３ １ の ポ イ ン ト （ ３ Ｋ ζ ） ） し て い る 。 無 変 調 領 域 ５ ９ ０
は 一 定 の ウ ォ ブ ル パ タ ー ン （ Ｎ Ｐ Ｗ ） が 繰 り 返 さ れ る だ け な の で 、 部 分 的 に ウ ォ ブ ル 再 生
信 号 品 質 が 劣 化 し て も 前 後 の ウ ォ ブ ル 再 生 信 号 を 利 用 し て 補 間 で き る 。 こ の よ う に 書 替 え
時 あ る い は 追 記 時 の 重 複 箇 所 ５ ４ １ 位 置 を 無 変 調 領 域 ５ ９ ０ 内 に 来 る よ う に 設 定 し た た め
、 ウ ォ ブ ル シ ン ク 領 域 ５ ８ ０ ま た は ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 領 域 ５ ８ ６ 内 で の 形 状 劣 化 に よ る ウ
ォ ブ ル 再 生 信 号 品 質 の 劣 化 を 防 止 し 、 ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 ６ １ ０ か ら の 安 定 な ウ ォ ブ ル
検 出 信 号 を 保 証 で き る と 言 う 効 果 が 生 じ る 。
【 ０ ４ ６ ０ 】
　 次 に 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 追 記 形 デ ー タ の 追 記 方 法 の 実 施 形 態 を 図 ８ ２
に 示 す 。 本 実 施 例 で は 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に 対 し て は レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 内 の レ イ ア
ウ ト を 図 ７ ９ の （ ｂ ） の 方 式 を 採 用 す る が 、 そ れ に 限 ら す 図 ７ ９ の （ ａ ） の 方 式 を 採 用 し
て も 良 い 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て は １ 回 の み の 記 録 に な る の で 、 上 記 に 説 明 し た ラ
ン ダ ム シ フ ト を 必 要 と し な い 。 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て も 図 ８ １ に 示 し た よ う に 物 理
セ グ メ ン ト の 先 頭 位 置 ２ ４ ウ ォ ブ ル 以 降 に デ ー タ セ グ メ ン ト の 先 頭 位 置 が 来 る （ 図 １ ３ １
の ポ イ ン ト （ Ｋ ５ ） ） よ う に 設 定 し 、 重 ね 書 き の 場 所 が ウ ォ ブ ル の 無 変 調 領 域 に 来 る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ４ ６ １ 】
　 図 ２ ３ の １ ９ ２ バ イ ト 目 “ 記 録 マ ー ク の 極 性 （ “ Ｈ → Ｌ ” か “ Ｌ → Ｈ ” か の 識 別 ） 情 報
” で 既 に 説 明 し た よ う に 本 実 施 形 態 で は “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 と “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 両 方 の 使
用 を 許 容 し て い る 。 本 実 施 形 態 で 規 定 し て い る “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 と “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 光
反 射 率 範 囲 を 図 ８ ３ に 示 す 。 本 実 施 形 態 で は “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 の 非 記 録 部 で の 反 射 率 下 限
値 が “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 非 記 録 部 で の 上 限 値 よ り 高 く な る よ う に 規 定 （ 図 １ ３ ５ の ポ イ ン
ト 〔 Ｍ 〕 ） し て い る 所 に 特 徴 が あ る 。 情 報 記 録 再 生 装 置 あ る い は 情 報 再 生 装 置 に 上 記 情 報
記 憶 媒 体 を 装 着 し た 時 、 図 １ の ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 部 １ ３ ２ 、 ま た は Ｐ Ｒ 等 化 回 路 １ ３ ０
で 非 記 録 部 の 光 反 射 率 を 測 定 し 、 瞬 時 に “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 か “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 判 別 が 出
来 る の で 、 記 録 膜 の 種 別 判 別 が 非 常 に 容 易 に な る 。 多 く の 製 造 条 件 を 変 え て 作 成 し た “ Ｈ
→ Ｌ ” 記 録 膜 と “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 を 作 成 し て 測 定 し た 結 果 、 “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 の 非 記 録 部
で の 反 射 率 下 限 値 と “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 非 記 録 部 で の 上 限 値 の 間 の 光 反 射 率 α を ３ ６ ％ に
す る （ 図 １ ３ ５ の ポ イ ン ト （ Ｍ １ ） ） と 記 録 膜 の 製 造 性 が 高 く 、 媒 体 の 低 価 格 化 が 容 易 で
あ る 事 が 分 か っ た 。 “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 非 記 録 部 （ “ Ｌ ” 部 ） の 光 反 射 率 範 囲 ８ ０ １ を 再
生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 片 面 ２ 記 録 層 の 光 反 射 率 範 囲 ８ ０ ３ に 一 致 さ せ （ 図 １ ３ ５
の ポ イ ン ト （ Ｍ ３ ） ） 、 “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 の 非 記 録 部 （ “ Ｈ ” 部 ） の 光 反 射 率 範 囲 ８ ０ ２
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を 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 片 面 単 層 の 光 反 射 率 範 囲 ８ ０ ４ に 一 致 さ せ る （ 図 １ ３
５ の ポ イ ン ト （ Ｍ ２ ） ） と 、 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 と の 互 換 性 が 良 く 、 情 報 再 生 装 置 の
再 生 回 路 を 兼 用 化 出 来 る の で 情 報 再 生 装 置 を 安 価 に 作 る こ と が で き る 。 多 く の 製 造 条 件 を
変 え て 作 成 し た “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 と “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 を 測 定 し た 結 果 、 記 録 膜 の 製 造 性 を
高 め て 媒 体 の 低 価 格 化 を 容 易 に す る た め に 、 本 実 施 形 態 で は “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 非 記 録 部
（ “ Ｌ ” 部 ） の 光 反 射 率 の 下 限 値 β を １ ８ ％ 、 上 限 値 γ を ３ ２ ％ と し 、 “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜
の 非 記 録 部 （ “ Ｈ ” 部 ） の 光 反 射 率 下 限 値 δ を ４ ０ ％ 、 上 限 値 ε を ７ ０ ％ に し た 。
【 ０ ４ ６ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 各 種 記 録 膜 で の 非 記 録 位 置 と 既 記 録 位 置 で の 反 射 率 を 図 １ １ ４ 、 図
１ １ ５ に 示 す 。 図 ８ ３ の よ う に 非 記 録 部 で の 光 反 射 率 範 囲 を 規 定 す る こ と に よ り 、 グ ル ー
ブ レ ベ ル を 基 準 と し て “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 で は エ ン ボ ス 領 域 （ シ ス テ ム リ ー ド イ ン Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ
Ｉ な ど ） と 記 録 マ ー ク 領 域 （ デ ー タ リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 、 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ や デ ー タ
領 域 Ｄ Ｔ Ａ ） で 同 じ 方 向 に 信 号 が 現 れ る 。 同 様 に 、 “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 で は グ ル ー ブ レ ベ ル
を 基 準 と し て エ ン ボ ス 領 域 （ シ ス テ ム リ ー ド イ ン Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ な ど ） と 記 録 マ ー ク 領 域 （ デ
ー タ リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 、 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ や デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ ） で 反 対 方 向 に 信 号
が 現 れ る 。 こ の 現 象 を 利 用 し 、 “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 と “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 間 で の 記 録 膜 識 別 に
使 え る だ け で な く 、 “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 と “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 に 対 応 し た 検 出 回 路 設 計 が 容 易
と な る 。
【 ０ ４ ６ ３ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 示 さ れ た 作 用 効 果 を ま と め る と 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ４ ６ ４ 】
　 図 １ ２ ５ ～ 図 １ ３ ５ に 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト を 纏 め て 記 載 す る 。 そ れ ぞ れ の ポ イ ン
ト を 組 み 合 わ せ た 時 の 効 果 を 図 １ ２ ５ ～ 図 １ ３ ５ の 列 で 示 し 、 各 効 果 の 寄 与 率 の 最 も 高 い
部 分 に ☆ の 印 を 示 し 、 寄 与 率 の 高 い 順 に 二 重 丸 （ ◎ ） 、 丸 （ ○ ） 、 三 角 （ △ ） の 印 を 付 加
し た 。 そ れ ぞ れ の ポ イ ン ト を 組 み 合 わ せ た 時 の 効 果 を 概 説 す る と
　 効 果 １ ． 最 適 記 録 条 件 割 り 出 し ： 安 定 に バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ を 検 出 後 、 ス
ラ イ ス レ ベ ル 検 出 で 安 定 に 読 み 取 っ た リ ム イ ン テ ン シ テ ィ の 値 で 推 奨 記 録 条 件 情 報 が 使 え
る か 否 か 判 断 し 、 使 え な い と 判 断 し た 場 合 に は ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン で 記 録 条 件 の 丁 寧 な
割 り 出 し が 必 要 と な る の で 、 テ ス ト ゾ ー ン の 拡 張 と そ の 位 置 管 理 が 必 要 と な る 。 こ の 効 果
に 寄 与 す る ポ イ ン ト は 、 （ Ｅ ２ ） 、 （ Ｇ ３ ） ； （ Ａ １ ） 、 〔 Ｂ 〕 、 （ Ｂ １ ） 、 （ Ｅ ３ ） 、
（ Ｅ ４ ） 、 （ Ｅ ６ ） 、 〔 Ｇ 〕 、 （ Ｇ ２ ） ； 〔 Ａ 〕 、 （ Ｂ ４ ） 、 （ Ｇ １ ） 、 （ Ｇ １ α ） ； （
Ｂ ２ ） 、 （ Ｂ ３ ） 、 〔 Ｅ 〕 、 （ Ｅ １ ） の 順 で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与 率 の 高 い ポ イ ン ト は （
Ｅ ２ ） ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン の 拡 張 を 可 能 と す る （ 図 １ ８ ） こ と に よ り 、 試 し 書 き 回 数 を
増 や し て 記 録 精 度 を 上 げ ら れ る こ と と 、 （ Ｇ ３ ） 記 録 条 件 の 先 行 位 置 に 光 学 系 条 件 情 報 を
配 置 （ 図 ２ ３ ） こ と に よ り 、 直 後 配 置 の 記 録 条 件 の 適 合 可 否 を 高 速 に 判 定 可 能 で あ る こ と
で あ る 。
【 ０ ４ ６ ５ 】
　 効 果 ２ ． 再 生 回 路 設 定 方 法 ： 安 定 に バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 検 出 後 、 ス ラ イ ス
レ ベ ル 検 出 で 安 定 に 読 み 取 っ た “ Ｈ → Ｌ ” 、 あ る い は “ Ｌ → Ｈ ” の 識 別 情 報 を 高 速 に 読 み
出 し 、 参 照 コ ー ド を 利 用 し て Ｐ Ｒ （ １ ， ２ ， ２ ， ２ ， １ ） に 合 わ せ た 最 適 な 回 路 調 整 を 行
う 。 こ の 効 果 に 寄 与 す る ポ イ ン ト は 、 （ Ａ ３ ） 、 （ Ｇ ２ ） ； （ Ａ １ ） 、 （ Ａ ２ ） 、 〔 Ｂ 〕
、 （ Ｂ １ ） 、 〔 Ｇ 〕 ； 〔 Ａ 〕 （ Ｂ ４ ） ； （ Ｂ ２ ） 、 （ Ｂ ３ ） の 順 で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与
率 の 高 い ポ イ ン ト は （ Ａ ３ ） 参 照 コ ー ド パ タ ー ン は “ ３ Ｔ ３ Ｔ ６ Ｔ ” 繰 り 返 し （ 図 １ ６ ）
こ と に よ り 、 Ｅ Ｔ Ｍ ＆ Ｒ Ｌ Ｌ （ １ ， １ ０ ） と Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ に 最 適 化 す る こ と と 、 （ Ｇ ２ ） 記 録
マ ー ク の 極 性 情 報 を 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 、 も し く は Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 内 に 持 つ （
図 ２ ３ ） こ と に よ り 、 Ｈ → Ｌ 形 と Ｌ → Ｈ 形 記 録 膜 の 両 方 を 許 容 し て 、 記 録 膜 の 選 択 範 囲 を
広 げ 高 速 記 録 や 低 価 格 化 に 対 応 す る こ と で あ る 。
【 ０ ４ ６ ６ 】
　 効 果 ３ ． ユ ー ザ 記 録 情 報 再 生 時 の 高 い 信 頼 性 を 確 保 ： 安 定 に バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域
Ｂ Ｃ Ａ 検 出 後 、 ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 で シ ス テ ム リ ー ド イ ン 情 報 を 再 生 後 、 Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 法 を 用
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い て ユ ー ザ 記 録 情 報 を 再 生 す る 。 欠 陥 場 所 の 代 替 え 処 理 に よ り 記 録 情 報 の 信 頼 性 を 確 保 す
る 。 再 生 時 の サ ー ボ の 安 定 化 で あ る 。 こ の 効 果 に 寄 与 す る ポ イ ン ト は 、 〔 Ａ 〕 、 （ Ａ １ ）
、 〔 Ｈ 〕 、 （ Ｈ １ ） 、 （ Ｈ ２ ） 、 （ Ｈ ３ ） 、 （ Ｈ ４ ） 、 （ Ｈ ５ ） ； （ Ｃ ３ α ） 、 （ Ｃ ３ β
） 、 （ Ｃ ６ ） 、 （ Ｃ ７ ） 、 （ Ｇ ２ ） 、 〔 Ｉ 〕 （ Ｊ １ ） 、 〔 Ｋ 〕 、 （ Ｌ １ ０ ） 、 （ Ｌ １ ０ β
） 、 （ Ｌ １ １ ） ； （ Ａ ２ ） 、 〔 Ｂ 〕 、 （ Ｇ １ ） 、 （ Ｋ １ ） 、 （ Ｋ ２ ） 、 （ Ｋ ３ ） 、 （ Ｋ ３
） 、 （ Ｌ ３ ） 、 （ Ｌ ６ α ） 、 （ Ｌ ７ ） 、 （ Ｌ １ ０ α ） ； （ Ｂ １ ） 、 （ Ｂ ２ ） 、 （ Ｂ ４ ） 、
（ Ｃ ３ ） 、 （ Ｃ ４ α ） 、 （ Ｃ ８ α ） 、 〔 Ｆ 〕 、 （ Ｋ ３ α ） 、 （ Ｋ ３ β ） 、 （ Ｋ ３ γ ） 、 （
Ｋ ３ δ ） 、 （ Ｋ ３ ε ） 、 （ Ｋ ３ ζ ） 、 （ Ｋ ４ ） 、 （ Ｋ ５ ） 、 （ Ｌ １ ） 、 （ Ｌ １ α ） 、 （ Ｌ
１ β ） 、 （ Ｌ ２ ） 、 （ Ｌ １ １ α ） 、 〔 Ｍ 〕 （ Ｍ １ ） 、 （ Ｍ ２ ） 、 （ Ｍ ３ ） 、 〔 Ｎ 〕 、 （ Ｎ
１ ） 、 （ Ｎ １ α ） 、 （ Ｎ ２ ） 、 （ Ｎ ３ ） 、 （ Ｎ ４ ） で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与 率 の 高 い ポ イ
ン ト は 〔 Ａ 〕 デ ー タ 領 域 、 デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 で は 再 生 に Ｐ
Ｒ Ｍ Ｌ を 使 う （ 図 ５ 、 図 ９ ） こ と に よ り 、 情 報 記 憶 媒 体 の 高 密 度 化 、 特 に 線 密 度 が 向 上 す
る 、 （ Ａ １ ） Ｐ Ｒ （ １ ， ２ ， ２ ， ２ ， １ ） を 利 用 す る （ 図 ７ ） こ と に よ り 、 高 密 度 化 ＋ 再
生 信 号 の 信 頼 性 が 向 上 す る 、 〔 Ｈ 〕 同 一 の デ ー タ フ レ ー ム 内 を 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に
分 散 配 置 す る （ 図 ３ ５ ） こ と に よ り 、 エ ラ ー 訂 正 能 力 を 向 上 さ せ る 事 に よ り 記 録 デ ー タ の
信 頼 性 が 向 上 す る こ と 、 （ Ｈ １ ） 同 一 の 物 理 セ ク タ ー 内 を ２ 個 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 交
互 に 所 属 さ せ る （ 図 ３ ５ 、 図 ３ ７ ） こ と に よ り 、 バ ー ス ト エ ラ ー に 強 い 構 造 を 提 供 で き る
、 （ Ｈ ２ ） ３ ２ 物 理 セ ク タ ー で 一 つ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 （ 図 ３ １ ） こ と に よ り 、 エ ラ
ー 訂 正 可 能 な 媒 体 表 面 傷 の 許 容 長 を 拡 大 、 （ Ｈ ３ ） 偶 数 セ ク タ ー と 奇 数 セ ク タ ー で 物 理 セ
ク タ ー 内 の デ ー タ 構 造 が 異 な る （ 図 ３ ７ ） こ と に よ り 、 Ｐ Ｏ 挿 入 方 法 が 簡 単 で 、 エ ラ ー 訂
正 後 の 情 報 抽 出 容 易 で 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 築 処 理 の 簡 素 化 が 図 れ る 、 （ Ｈ ４ ） レ コ ー デ ィ
ン グ ・ フ レ ー ム の 偶 数 と 奇 数 で Ｐ Ｏ の 挿 入 場 所 が 違 う （ 図 ３ ７ ） こ と に よ り 、 物 理 セ ク タ
ー の 先 頭 に デ ー タ Ｉ Ｄ が 配 置 で き る 、 （ Ｈ ５ ） レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム の 奇 数 と 偶 数 で
デ ー タ Ｉ Ｄ が 含 ま れ る 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 異 な る （ 交 互 に 配 置 さ れ る ） （ 図 ８ ４ ） こ と に
よ り 、 デ ー タ Ｉ Ｄ の 再 生 信 頼 性 を 向 上 さ せ 、 ア ク セ ス の 信 頼 性 が 高 ま る こ と で あ る 。
【 ０ ４ ６ ７ 】
　 効 果 ４ ． 記 録 （ 書 替 え ま た は 追 記 ） 場 所 へ の ア ク セ ス 時 間 の 短 縮 化 ： 欠 陥 管 理 情 報 に よ
り 記 録 （ 書 替 え ま た は 追 記 ） 場 所 を 事 前 に 確 認 。 ア ド レ ス 情 報 再 生 時 の 信 頼 性 向 上 で あ る
。 こ の 効 果 に 寄 与 す る ポ イ ン ト は 、 〔 Ｊ 〕 、 （ Ｋ ３ ） 、 〔 Ｌ 〕 、 （ Ｌ ６ ） ； （ Ｈ ５ ） 、 （
Ｈ ６ ） 、 （ Ｊ ２ ） 、 （ Ｊ ３ ） 、 （ Ｊ ４ ） 、 （ Ｊ ５ ） 、 （ Ｌ ５ α ） ； （ Ｃ ３ α ） 、 （ Ｃ ３ β
） 、 〔 Ｅ 〕 、 （ Ｅ １ ） 、 （ Ｅ ２ ） 、 （ Ｅ ３ ） 、 （ Ｅ ４ ） 、 （ Ｅ ５ ） 、 （ Ｅ ６ ） 、 （ Ｅ ７ ）
、 〔 Ｈ 〕 、 （ Ｈ １ ） 、 （ Ｈ ２ ） 、 （ Ｊ １ ） 、 （ Ｊ １ α ） 、 （ Ｊ ２ α ） 、 （ Ｊ ２ β ） 、 （ Ｊ
３ α ） 、 （ Ｊ ３ β ） 、 （ Ｊ ３ γ ） 、 （ Ｊ ３ δ ） 、 （ Ｊ ３ ε ） 、 （ Ｊ ４ α ） 、 （ Ｊ ４ β ） 、
（ Ｊ ４ γ ） 、 （ Ｊ ４ δ ） 、 （ Ｊ ４ ε ） 、 （ Ｊ ５ α ） 、 （ Ｊ ５ β ） 、 （ Ｊ ５ γ ） 、 （ Ｊ ５ δ
） 、 （ Ｊ ５ ε ） 、 （ Ｊ ５ ζ ） 、 （ Ｊ ６ ） ； （ Ｈ ３ ） 、 〔 Ｎ 〕 、 （ Ｎ １ ） 、 （ Ｎ １ α ） 、 （
Ｎ ２ ） 、 （ Ｎ ３ ） 、 （ Ｎ ４ ） で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与 率 の 高 い ポ イ ン ト は 〔 Ｊ 〕 ウ ォ ブ ル
の 位 相 変 調 に よ り ア ド レ ス 情 報 を 事 前 記 録 （ 図 ６ ４ ） こ と に よ り 、 ス ロ ッ ト 間 隔 が 狭 く 、
ウ ォ ブ ル 信 号 の 同 期 が 容 易 、 （ Ｋ ３ ） 記 録 位 置 ず れ 発 生 時 に ガ ー ド 領 域 内 で 位 置 調 整 を す
る （ 図 ８ ０ ） こ と に よ り 、 記 録 時 の 位 置 ず れ に 対 す る 記 録 タ イ ミ ン グ が 修 正 で き る 、 〔 Ｌ
〕 再 生 時 に 最 新 の Ｒ Ｍ Ｄ を 再 生 し 、 追 記 後 に 更 新 さ れ た Ｒ Ｍ Ｄ を Ｒ Ｍ Ｚ 内 に 追 記 す る （ 図
８ ７ 、 図 ９ ０ 、 図 ９ １ ） こ と に よ り 、 最 後 の 状 態 で の 記 録 位 置 管 理 情 報 Ｒ Ｍ Ｄ の 追 記 ／ 再
生 で 追 記 回 数 の 増 加 と 再 生 時 の 高 速 ア ク セ ス 可 、 （ Ｌ ６ ） Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー
ン Ｒ Ｄ Ｚ を 再 生 し た 後 に 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 位 置 を 検 索 す る （ 図 １ ０
８ ） こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ を 用 い た 粗 検 索 と 最 終 ボ ー ダ ー
内 密 検 索 に よ る 検 索 の 容 易 性 で あ る 。
【 ０ ４ ６ ８ 】
　 効 果 ５ ． 安 定 か つ 精 度 の 良 い 記 録 マ ー ク の 記 録 ： 安 定 な ト ラ ッ キ ン グ と 記 録 場 所 の 確 認
と 、 記 録 速 度 情 報 に 基 づ き 最 適 な 速 度 で 記 録 す る こ と で あ る 。 こ の 効 果 に 寄 与 す る ポ イ ン
ト は 、 （ Ｇ １ ） 、 （ Ｇ １ α ） 、 （ Ｇ ３ ） 、 （ Ｋ ３ ） ； 〔 Ｅ 〕 、 （ Ｅ １ ） 、 （ Ｅ ２ ） 、 （ Ｅ
３ ） 、 （ Ｅ ４ ） 、 （ Ｅ ５ ） 、 （ Ｅ ６ ） 、 （ Ｅ ７ ） 、 〔 Ｊ 〕 、 （ Ｊ ２ ） 、 （ Ｊ ３ ） 、 （ Ｊ ４
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） 、 （ Ｊ ５ ） 、 〔 Ｋ 〕 、 （ Ｋ ３ α ） 、 （ Ｋ ３ β ） 、 （ Ｋ ３ γ ） 、 （ Ｋ ３ δ ） 、 （ Ｋ ３ ε ）
、 （ Ｋ ３ ζ ） 、 （ Ｋ ４ ） 、 （ Ｋ ５ ） ； 〔 Ａ 〕 、 （ Ａ １ ） 、 （ Ａ ２ ） 、 （ Ａ ３ ） 、 （ Ｊ ２ α
） 、 （ Ｊ ２ β ） 、 （ Ｊ ３ α ） 、 （ Ｊ ３ β ） 、 （ Ｊ ３ γ ） 、 （ Ｊ ３ δ ） 、 （ Ｊ ３ ε ） 、 （ Ｊ
４ α ） 、 （ Ｊ ４ β ） 、 （ Ｊ ４ γ ） 、 （ Ｊ ４ δ ） 、 （ Ｊ ４ ε ） 、 （ Ｊ ５ α ） 、 （ Ｊ ５ β ） 、
（ Ｊ ５ γ ） 、 （ Ｊ ５ δ ） 、 （ Ｊ ５ ε ） 、 （ Ｊ ５ ζ ） 、 （ Ｊ ６ ） 、 （ Ｋ １ ） 、 （ Ｋ ２ ） 、 （
Ｋ ３ ） で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与 率 の 高 い ポ イ ン ト は （ Ｇ １ ） 記 録 速 度 に 応 じ た リ ビ ジ ョ ン
情 報 を 持 た せ る （ 図 ２ ３ ） こ と に よ り 、 将 来 の 高 速 記 録 対 応 の 媒 体 へ の 拡 張 機 能 を 保 証 、
リ ビ ジ ョ ン と 言 う 簡 単 な 方 法 で 規 格 を 対 応 で き る 、 （ Ｇ １ α ） 記 録 速 度 の 最 高 値 と 最 低 値
で リ ビ ジ ョ ン 番 号 を 別 に 設 定 可 能 と す る （ 図 ２ ３ ） こ と に よ り 、 開 発 可 能 記 録 膜 の 選 択 範
囲 を 広 げ る 事 で よ り 高 速 記 録 が 可 能 な 媒 体 や 、 よ り 低 価 格 な 媒 体 が 供 給 可 能 、 （ Ｇ ３ ） 記
録 条 件 の 先 行 位 置 に 光 学 系 条 件 情 報 を 配 置 （ 図 ２ ３ ） こ と に よ り 、 直 後 配 置 の 記 録 条 件 の
適 合 可 否 を 高 速 に 判 定 可 能 、 （ Ｋ ３ ） 記 録 位 置 ず れ 発 生 時 に ガ ー ド 領 域 内 で 位 置 調 整 を す
る （ 図 ８ ０ ） こ と に よ り 、 記 録 時 の 位 置 ず れ に 対 す る 記 録 タ イ ミ ン グ が 修 正 で き る こ と で
あ る 。
【 ０ ４ ６ ９ 】
　 効 果 ６ ． “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 と “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 の 両 方 に 対 応 し 、 回 路 の 共 通 化 を 図 り 制
御 の 簡 素 化 を 実 現 す る 。 こ の 効 果 に 寄 与 す る ポ イ ン ト は 、 （ Ｂ ３ ） 、 （ Ｇ ２ ） 、 〔 Ｍ 〕 、
（ Ｍ １ ） ； 〔 Ａ 〕 、 （ Ａ １ ） ； （ Ｍ ２ ） 、 （ Ｍ ３ ） ； （ Ａ ２ ） 、 （ Ａ ３ ） 、 〔 Ｂ 〕 、 （ Ｂ
１ ） 、 （ Ｂ ２ ） で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与 率 の 高 い ポ イ ン ト は （ Ｂ ３ ） Ｌ → Ｈ 膜 で バ ー ス ト
カ ッ テ ィ ン グ 領 域 に 微 細 凹 凸 を 形 成 す る （ 図 ９ ） こ と に よ り 、 Ｂ Ｃ Ａ と Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ で 検 出
レ ベ ル が 一 致 （ 処 理 が 楽 ） と 、 （ Ｇ ２ ） 記 録 マ ー ク の 極 性 情 報 を 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 、
も し く は Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 内 に 持 つ （ 図 ２ ３ ） こ と に よ り 、 “ Ｈ → Ｌ ” 形 と “ Ｌ →
Ｈ ” 形 記 録 膜 の 両 方 を 許 容 し て 、 記 録 膜 の 選 択 範 囲 を 広 げ 高 速 記 録 や 低 価 格 化 に 対 応 と 、
〔 Ｍ 〕 “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 反 射 率 下 限 値 が “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 上 限 値 よ り 高 い （ 図 ８ ３ ） こ
と に よ り 、 反 射 率 測 定 の み で 記 録 膜 の 種 別 判 別 が 非 常 に 容 易 と 、 （ Ｍ １ ） “ Ｈ → Ｌ ” の 下
限 値 と “ Ｌ → Ｈ ” 上 限 値 の 間 の 反 射 率 ３ ６ ％ （ 図 ８ ３ ） こ と に よ り 、 記 録 膜 の 製 造 性 が 高
く 低 価 格 化 が 容 易 と い う こ と で あ る 。
【 ０ ４ ７ ０ 】
　 効 果 ７ ． デ ー タ 構 造 に 拡 張 性 を 持 た せ て 管 理 方 法 の 柔 軟 性 を 拡 大 す る ： 記 録 位 置 管 理 ゾ
ー ン （ Ｒ Ｍ Ｚ ） や テ ス ト ゾ ー ン （ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ ） の 領 域 に 拡 張 性 を 持 た せ る こ と で 追 記 可 能 回
数 の 上 限 値 や 試 し 書 き 回 数 の 上 限 値 が 向 上 す る 。 拡 張 領 域 設 定 に よ り ア ク セ ス 頻 度 が 上 昇
す る が 、 ア ド レ ス 情 報 や 記 録 情 報 の 信 頼 性 を 向 上 す る 事 で 、 ア ク セ ス 時 の 信 頼 性 を 向 上 さ
せ て ア ク セ ス 時 の 装 置 制 御 負 担 （ ア ク セ ス 時 の エ ラ ー 処 理 に よ る 負 担 ） を 軽 減 す る 。 こ の
効 果 に 寄 与 す る ポ イ ン ト は 、 〔 Ｃ 〕 、 （ Ｃ １ ） 、 （ Ｃ ３ ） 、 （ Ｃ ４ ） 、 （ Ｃ ８ ） 、 （ Ｇ １
） 、 （ Ｌ ６ α ） 、 （ Ｌ ７ ） 、 （ Ｌ ８ ） 、 （ Ｌ １ １ α ） ； （ Ｃ ３ α ） 、 （ Ｊ ５ ） 、 （ Ｊ ５ ζ
） 、 （ Ｌ ４ ） 、 （ Ｌ ６ ） 、 （ Ｌ １ ３ ） 、 （ Ｌ １ ４ ） ； （ Ｃ ３ β ） 、 （ Ｃ ６ ） 、 （ Ｃ ７ ） 、
（ Ｃ ８ α ） 、 〔 Ｅ 〕 、 （ Ｅ １ ） 、 （ Ｅ ２ ） 、 （ Ｅ ３ ） 、 （ Ｅ ４ ） 、 （ Ｅ ５ ） 、 （ Ｅ ６ ） 、
（ Ｅ ７ ） 、 〔 Ｈ 〕 、 （ Ｈ １ ） 、 （ Ｈ ２ ） 、 （ Ｈ ３ ） 、 （ Ｈ ４ ） 、 （ Ｈ ５ ） 、 （ Ｈ ６ ） 、 （
Ｊ ２ ） 、 （ Ｊ ２ β ） 、 （ Ｊ ３ ） 、 （ Ｊ ５ α ） 、 〔 Ｋ 〕 （ Ｋ ３ ） 、 〔 Ｌ 〕 （ Ｌ １ ） 、 （ Ｌ １
α ） 、 （ Ｌ １ β ） 、 （ Ｌ ２ ） 、 （ Ｌ ３ ） 、 （ Ｌ ４ β ） 、 （ Ｌ ４ β ） 、 （ Ｌ ５ ） 、 （ Ｌ ５ α
） 、 （ Ｌ ９ ） 、 （ Ｌ ９ α ） 、 （ Ｌ １ ０ ） 、 （ Ｌ １ ０ α ） 、 （ Ｌ １ ０ β ） 、 （ Ｌ １ １ ） 、 （
Ｌ １ ２ ） 、 （ Ｌ １ ２ α ） 、 （ Ｌ １ ２ β ） 、 （ Ｌ １ ２ γ ） 、 （ Ｌ １ ３ α ） 、 （ Ｌ １ ３ β ） 、
（ Ｌ １ ４ α ） 、 〔 Ｍ 〕 、 〔 Ｎ 〕 、 （ Ｎ １ ） 、 （ Ｎ １ α ） 、 （ Ｎ ２ ） 、 （ Ｎ ３ ） 、 （ Ｎ ４ ）
； （ Ｃ ２ ） 、 （ Ｃ ４ α ） 、 （ Ｃ ５ ） 、 （ Ｊ ２ α ） 、 （ Ｊ ５ β ） 、 （ Ｊ ５ γ ） 、 （ Ｊ ５ δ ）
、 （ Ｍ １ ） 、 （ Ｍ ２ ） 、 （ Ｍ ３ ） で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与 率 の 高 い ポ イ ン ト は 〔 Ｃ 〕 記 録
位 置 管 理 ゾ ー ン を 拡 張 可 能 に す る （ 図 ９ ２ 、 図 ９ ３ ） こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｄ 記 録 領 域 拡 張 で
き 、 追 記 可 能 上 限 回 数 増 大 と 、 （ Ｃ １ ） ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 毎 に 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン が
設 定 可 能 （ 図 ８ ６ ） こ と に よ り 、 ボ ー ダ ー 内 領 域 の 追 記 回 数 を 大 幅 に 増 や せ る と 、 （ Ｃ ２
） 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ ＃ １ の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン を デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ
Ｌ Ｄ Ｉ 内 に 配 置 す る （ 図 １ ６ ） こ と に よ り 、 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 の ボ ー ダ ー イ ン を デ ー
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タ リ ー ド イ ン と 兼 用 す る 事 で デ ー タ 領 域 の 有 効 活 用 が 可 能 と 、 （ Ｃ ３ ） デ ー タ リ ー ド イ ン
領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 に Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ を 配 置 す る （ 図 １ ６ ） こ と に
よ り 、 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を 一 部 重 複 し て 持 つ 事 で 欠 陥 等 に よ り 再 生 不 能 時 の 復 元
を 可 能 に す る 、 （ Ｃ ３ α ） ボ ー ダ ー 内 領 域 に 関 係 し た 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ を
Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 記 録 （ 図 １ ６ ） こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ
ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 を 有 効 活 用 し て 追 記 可 能 回 数 を 向 上 で き る 、 （ Ｃ ３ β ） 新 た な Ｒ
Ｍ Ｚ が 作 ら れ る 毎 に Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に 最 後 の Ｒ Ｍ Ｄ が 記 録 さ れ
る （ 図 １ ７ ） こ と に よ り 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 へ の 追 記 可 能 回 数 を 大 幅 増 大 、 最 新 の Ｒ Ｍ
Ｄ 位 置 検 索 が 容 易 で 、 Ｒ Ｍ Ｄ 信 頼 性 向 上 と 、 （ Ｃ ４ ） デ ー タ リ ー ド イ ン 領 域 内 に Ｒ Ｄ Ｚ リ
ー ド イ ン を 記 録 す る （ 図 １ ７ ） こ と に よ り 、 製 造 直 後 か １ 回 で も 使 用 し た か の 識 別 が 可 能
と 、 （ Ｃ ４ α ） Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ 内 に Ｒ Ｄ Ｚ リ ー ド イ ン Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ
配 置 （ 図 １ ７ ） こ と に よ り 、 必 要 情 報 収 集 に 必 要 な 時 間 の 短 縮 化 が 図 れ る 、 （ Ｃ ５ ） Ｒ Ｄ
Ｚ Ｌ Ｉ サ イ ズ ま た は Ｒ Ｍ Ｄ サ イ ズ を ６ ４ Ｋ Ｂ に す る （ 図 １ ７ ） こ と に よ り 、 Ｒ Ｄ Ｚ Ｌ Ｉ ま
た は Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 効 率 低 下 防 止 可 能 と 、 （ Ｃ ６ ） Ｒ Ｍ Ｄ の コ ピ ー Ｃ Ｒ Ｍ Ｄ が 多 重 書 き さ れ
る （ 図 ８ ６ ） こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｄ の コ ピ ー Ｃ Ｒ Ｍ Ｄ の 信 頼 性 向 上 と 、 （ Ｃ ７ ） ア ッ プ デ ー
ト さ れ た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 が 多 重 書 き （ 図 ８ ６ ） こ と に よ り 、 ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物
理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 の 信 頼 性 向 上 と 、 （ Ｃ ８ ） Ｒ ゾ ー ン を 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ
に 使 用 す る （ 図 １ ０ ３ ） こ と に よ り 、 同 一 ボ ー ダ ー 内 領 域 の 追 記 回 数 を 大 幅 に 増 や せ る と
、 （ Ｇ １ ） 記 録 速 度 に 応 じ た リ ビ ジ ョ ン 情 報 を 持 た せ る （ 図 ２ ３ ） こ と に よ り 、 将 来 の 高
速 記 録 対 応 の 媒 体 へ の 拡 張 機 能 を 保 証 、 リ ビ ジ ョ ン と 言 う 簡 単 な 方 法 で 規 格 を 対 応 で き る
と 、 （ Ｌ ６ α ） Ｒ Ｍ Ｄ で Ｒ Ｍ Ｚ 位 置 の 管 理 に 利 用 す る （ 図 ９ ２ ） こ と に よ り 、 Ｒ Ｄ Ｚ に よ
る Ｒ Ｍ Ｚ 位 置 検 索 が 容 易 と な る と 、 （ Ｌ ７ ） 初 期 化 時 か 、 Ｒ ゾ ー ン 予 約 ・ Ｒ ゾ ー ン の ク ロ
ー ズ 時 か 、 ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 時 か 記 録 中 断 時 に Ｒ Ｍ Ｄ の 更 新 を 行 う （ 図 ８ ９ 、 図 １ ０ １ ）
こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｄ 更 新 に よ り 再 生 時 の 検 索 制 御 簡 素 化 や 追 記 時 の 記 録 可 能 領 域 の 検 索 容
易 性 を 確 保 と 、 （ Ｌ ８ ） Ｒ Ｍ Ｚ 内 が 満 杯 に な る か Ｒ Ｍ Ｚ 内 の 残 り の 予 約 領 域 が 少 な く な っ
た 時 に は 新 た な Ｒ Ｍ Ｚ の 作 成 を 行 う （ 図 ９ １ ） こ と に よ り 、 Ｒ Ｍ Ｚ 内 が 満 杯 に な り 更 新 さ
れ た Ｒ Ｍ Ｄ の 追 記 不 可 能 で 追 記 処 理 が 不 能 に な る の を 防 ぐ と 、 （ Ｌ １ １ α ） 拡 張 ド ラ イ ブ
テ ス ト ゾ ー ン Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ も 新 た な デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｎ Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｏ 内 に 含 め る （ 図 １
１ ９ 、 図 １ ２ ０ 、 図 １ ８ ） こ と に よ り 、 再 生 専 用 装 置 が 誤 っ て 拡 張 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン
Ｅ Ｄ Ｒ Ｔ Ｚ 内 に ア ク セ ス す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ４ ７ １ 】
　 効 果 ８ ． 異 な る 種 類 の 媒 体 間 の 互 換 性 を 確 保 し 、 情 報 再 生 装 置 ／ 情 報 記 録 再 生 装 置 の 簡
素 化 を 図 る ： 新 た な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン （ Ｒ Ｍ Ｚ ） の 設 定 時 や ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 時 に デ ー
タ の 隙 間 を 特 定 デ ー タ で 埋 め る 事 で 情 報 再 生 装 置 で の Ｄ Ｐ Ｄ 方 式 を 利 用 し た 安 定 し た ト ラ
ッ キ ン グ を 保 証 す る 。 バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ 領 域 Ｂ Ｃ Ａ 情 報 や 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 な ど
の 各 種 媒 体 間 の 互 換 性 を 確 保 す る 事 で 、 制 御 回 路 の 共 通 化 に よ る 情 報 再 生 装 置 ／ 情 報 記 録
再 生 装 置 の 簡 素 化 と 低 価 格 化 を 実 現 で き る 。 同 時 に 、 そ こ に 記 録 さ れ て い る 情 報 に 対 す る
再 生 時 の 安 定 化 を 確 保 す る 事 で 情 報 再 生 装 置 ／ 情 報 記 録 再 生 装 置 の 一 層 の 簡 素 化 と 低 価 格
化 が 推 進 可 能 と な る 。 こ の 効 果 に 寄 与 す る ポ イ ン ト は 、 〔 Ａ 〕 、 〔 Ｂ 〕 、 （ Ｂ １ ） 、 〔 Ｇ
〕 、 〔 Ｈ 〕 、 （ Ｌ ２ ） 、 （ Ｌ １ ０ ） 、 （ Ｌ １ ０ β ） 、 （ Ｌ １ １ α ） 、 〔 Ｎ 〕 ； （ Ａ １ ） 、
（ Ａ ２ ） 、 （ Ａ ３ ） 、 （ Ｂ ２ ） 、 （ Ｂ ４ ） 、 〔 Ｆ 〕 、 （ Ｈ １ ） 、 （ Ｈ ２ ） 、 （ Ｈ ３ ） 、 （
Ｈ ４ ） 、 （ Ｈ ５ ） 、 （ Ｈ ６ ） 、 （ Ｊ ５ ε ） 、 （ Ｌ ３ ） ； 〔 Ｌ 〕 、 （ Ｌ １ ） 、 （ Ｌ １ α ） 、
（ Ｌ １ β ） ； （ Ｂ ３ ） で あ る 。 す な わ ち 、 寄 与 率 の 高 い ポ イ ン ト は 〔 Ａ 〕 デ ー タ 領 域 、 デ
ー タ リ ー ド イ ン 領 域 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 で は 再 生 に Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ を 使 う （ 図 ５ 、 図 ９ ）
こ と に よ り 、 情 報 記 憶 媒 体 の 高 密 度 化 、 特 に 線 密 度 が 向 上 す る と 、 〔 Ｂ 〕 シ ス テ ム リ ー ド
イ ン 領 域 、 シ ス テ ム リ ー ド ア ウ ト 領 域 で は 再 生 に ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 方 式 を 使 う （ 図 ３ 、
図 ９ ） こ と に よ り 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ と の 互 換 性 確 保 と 再 生 の 安 定 化 と 、 （ Ｂ １ ） シ ス テ ム リ ー
ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 の 密 度 を デ ー タ リ ー ド イ ン ／ ア ウ ト 領 域 よ り も 低 く す る （ 図 １ ３ ～ 図
１ ５ ） こ と に よ り 、 現 行 Ｄ Ｖ Ｄ と の 互 換 性 確 保 と 再 生 の 安 定 化 と 、 〔 Ｇ 〕 物 理 フ ォ ー マ ッ
ト の 情 報 配 置 位 置 を 共 通 化 （ 図 ２ ２ ） こ と に よ り 、 装 置 の 情 報 再 生 処 理 の 共 通 化 と 簡 素 化
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が 図 れ る と 、 〔 Ｈ 〕 同 一 の デ ー タ フ レ ー ム 内 を 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 分 散 配 置 す る （
図 ３ ５ ） こ と に よ り 、 エ ラ ー 訂 正 能 力 を 向 上 さ せ る 事 に よ り 記 録 デ ー タ の 信 頼 性 が 向 上 す
る と 、 （ Ｌ ２ ） 対 応 ボ ー ダ ー 内 領 域 ク ロ ー ズ 時 ま た は フ ァ イ ナ ラ イ ズ 時 に 予 約 領 域 を 最 後
の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ で 全 て 埋 め る （ 図 １ ７ 、 図 ８ ５ ） こ と に よ り 、 Ｄ Ｐ Ｄ に よ る
ト ラ ッ キ ン グ の 安 定 性 確 保 、 最 後 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 信 頼 性 確 報 と 、 （ Ｌ １ ０
） ボ ー ダ ー ク ロ ー ス 時 に は Ｒ Ｍ Ｚ を 埋 め る 、 Ｐ Ｆ Ｉ の 記 録 、 ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 記
録 が 行 わ れ る （ 図 ９ ４ ） こ と に よ り 、 再 生 専 用 装 置 で の 安 定 し た ト ラ ッ キ ン グ と 記 録 情 報
の ア ク セ ス 処 理 を 保 証 す る と 、 （ Ｌ １ ０ β ） ボ ー ダ ー ク ロ ー ズ 時 に は Ｒ ゾ ー ン 内 を 埋 め る
（ 図 ９ ７ ） こ と に よ り 、 Ｄ Ｐ Ｄ に よ る Ｒ ゾ ー ン 内 の ト ラ ッ ク 外 れ 防 止 と 、 （ Ｌ １ １ α ） ２
番 目 以 降 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ を ク ロ ー ズ す る 時 に は Ｒ Ｄ Ｚ 内 へ の 最 新 Ｒ Ｍ Ｄ の コ ピ
ー 処 理 を 行 う （ 図 ９ ５ ） こ と に よ り 、 ２ 番 目 以 降 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の Ｒ Ｍ Ｚ 位 置
検 索 が 容 易 と な り 、 ア ク セ ス 制 御 が 容 易 ・ 信 頼 化 と 、 〔 Ｎ 〕 デ ー タ Ｉ Ｄ 内 領 域 タ イ プ 情 報
９ ３ ５ に よ り デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 位 置 の 識 別 情 報 を 設 定 す る （ 図 １ １ ８ 、 図 １ １ ９ 、 図 １
２ ０ ） こ と に よ り 、 ア ク セ ス 直 後 に デ ー タ Ｉ Ｄ か ら 容 易 に デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 位 置 が 分 か
り ア ク セ ス 制 御 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ４ ７ ２ 】
　 さ ら に 図 １ ３ ６ 、 図 １ ３ ７ に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る デ ー
タ 領 域 内 の グ ル ー プ 構 造 を 示 し て い る 。 図 １ ３ ８ に は 、 ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 で の 変
調 領 域 の １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 に 関 す る 変 調 領 域 配 置 で あ っ て 、 他 の 実 施 形 態 を 示
し て い る 。 ま た 図 １ ３ ９ に は 、 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 追 記 形 デ ー タ の 追 記 方
法 に 関 す る 他 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 さ ら に 図 １ ４ ０ に は 制 御 デ ー タ ゾ ー ン 内 の デ ー タ
構 造 に 関 す る 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 １ ４ １ に は 、 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 と Ｒ 物 理 フ ォ ー
マ ッ ト 情 報 に 関 す る 他 の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ４ ７ ３ 】
　 図 １ ２ に 示 し た 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る デ ー タ ー 領 域 内 の グ ル ー プ 構 造 を 図 １ ３
６ 、 図 １ ３ ７ に 示 す 。
【 ０ ４ ７ ４ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 物 理 セ ク タ ー 番 号 を ラ ン ド （ Ｌ ） 側 を 若 い 番 号 に 設 定 し て い る 。 図
１ ８ に 示 す 代 替 え 領 域 Ｓ Ｐ Ａ が 図 １ ３ ６ 、 図 １ ３ ７ の Spare area に 対 応 し 、 代 替 え 領 域
Ｓ Ｐ Ａ は デ ー タ ー 領 域 Ｄ Ｔ Ａ 内 の 最 内 周 の ラ ン ド 領 域 （ 物 理 セ ク タ ー 番 号 "３ ０ ０ ０ ０ ｈ "
か ら "４ １ Ｆ ７ Ｆ "の 領 域 ） に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ４ ７ ５ 】
　 図 ７ ４ （ ｂ ） に 対 す る 他 の 実 施 例 を 図 １ ３ ８ （ ｂ ） に 示 す 。 図 １ ３ ８ に お い て （ ａ ） 、
（ ｃ ） 、 （ ｄ ） は 図 ７ ４ の （ ａ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） と 一 致 す る 。 図 ７ ４ （ ｂ ） で は  Ｉ Ｐ
Ｗ  領 域 に ４ ウ ォ ブ ル 、 Ｉ Ｐ Ｗ  領 域 に 囲 ま れ た  Ｎ Ｐ Ｗ  領 域 に ６ ウ ォ ブ ル を 割 り 当 て て い
る が 、 そ れ に 限 ら ず 図 １ ３ ８ （ ｂ ） の よ う に  Ｉ Ｐ Ｗ  領 域 に ６ ウ ォ ブ ル 、 Ｉ Ｐ Ｗ  領 域 に
囲 ま れ た  Ｎ Ｐ Ｗ  領 域 に ４ ウ ォ ブ ル を 割 り 当 て て も 良 い 。
【 ０ ４ ７ ６ 】
　 図 ８ ２ に 示 し た 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 へ の 追 記 方 法 に 関 す る 他 の 実 施 例 を 図 １ ３ ９ に 示 す
。
【 ０ ４ ７ ７ 】
　 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 境 界 位 置 か ら ２ ４ ウ ォ ブ ル 後 方 の 位 置 が 書 き 込 み 開 始 ポ イ ン
ト に な っ て い る 。 こ こ か ら 新 た に 追 記 さ れ る デ ー タ ー は ７ １ デ ー タ ー バ イ ト 分 の Ｖ Ｆ Ｏ 領
域 を 形 成 し た 後 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 の デ ー タ ー 領 域 （ デ ー タ ー フ ィ ー ル ド ） が 記 録 さ れ る
。 こ の 書 き 込 み 開 始 ポ イ ン ト と 直 前 に 記 録 し た 記 録 デ ー タ ー の バ ッ フ ァ ー 領 域 ５ ３ ７ の 終
了 位 置 が 一 致 し 、 そ れ よ り ８ デ ー タ ー バ イ ト 分 の 長 さ だ け 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ８ が
形 成 さ れ た 後 ろ が 追 記 デ ー タ ー の 記 録 終 了 位 置 （ 書 き 込 み 終 了 ポ イ ン ト ） に な る 。 従 っ て
デ ー タ ー を 追 記 し た 場 合 に は 、 直 前 に 記 録 さ れ て い る 拡 張 ガ ー ド フ ィ ー ル ド ５ ２ ９ と 新 た
に 追 記 す る Ｖ Ｆ Ｏ 領 域 の 部 分 で ８ デ ー タ ー バ イ ト 分 だ け 重 複 記 録 さ れ る 。
【 ０ ４ ７ ８ 】
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　 図 ２ ２ に 示 し た 制 御 デ ー タ ー ゾ ー ン 内 の デ ー タ ー 構 造 に 関 す る 他 の 実 施 例 を 図 １ ４ ０ に
示 す 。
【 ０ ４ ７ ９ 】
　 図 １ ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 制 御 デ ー タ ー ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ は エ ン ボ ス ピ ッ ト 領 域 ２ １ １ の 一
部 と し て 構 成 さ れ て い る 。 こ の 制 御 デ ー タ ー ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ は 物 理 セ ク タ ー 番 号 １ ５ １ ２ ９
６ （ ０ ２  ４ Ｆ  ０ ０  ｈ ） で 始 ま る １ ９ ２ 個 の デ ー タ ー セ グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ て い る 。
図 １ ４ ０ の 実 施 例 で は 制 御 デ ー タ ー ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ 内 は １ ６ デ ー タ ー セ グ メ ン ト で 構 成 さ れ
る 制 御 デ ー タ ー セ ク シ ョ ン Ｃ Ｔ Ｄ Ｓ と １ ６ デ ー タ ー セ グ メ ン ト で 構 成 さ れ る コ ピ ー ラ イ ト
デ ー タ ー セ ク シ ョ ン Ｃ Ｐ Ｄ Ｓ が そ れ ぞ れ ２ 箇 所 ず つ 配 置 さ れ 、 そ の 間 に は リ ザ ー ブ 領 域 Ｒ
Ｓ Ｖ が 設 定 さ れ て い る 。 ２ 箇 所 ず つ 配 置 す る こ と で 記 録 情 報 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る と 共 に
間 に リ ザ ー ブ 領 域 Ｒ Ｓ Ｖ を 配 置 す る こ と で ２ 箇 所 間 の 物 理 的 な 距 離 を 広 げ 、 情 報 記 憶 媒 体
表 面 の 傷 な ど に よ り 発 生 す る バ ー ス ト エ ラ ー に 対 す る 影 響 を 軽 減 し て い る 。
【 ０ ４ ８ ０ 】
　 １ 個 の 制 御 デ ー タ ー セ ク シ ョ ン Ｃ Ｔ Ｄ Ｓ の 中 は 図 １ ４ ０ （ ｃ ） に 示 す よ う に 相 対 的 な 物
理 セ ク タ ー 番 号 が "０ "か ら "２ "ま で の 最 初 の ３ 個 の 物 理 セ ク タ ー 情 報 が １ ６ 回 繰 り 返 し て
記 録 さ れ て い る 。 こ の よ う に １ ６ 回 多 重 書 き す る 事 で 、 記 録 情 報 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ て い
る 。 相 対 的 な 物 理 セ ク タ ー 番 号 が "０ "で あ る デ ー タ ー セ グ メ ン ト 内 の 最 初 の 物 理 セ ク タ ー
に は 図 ２ ３ ま た は 図 １ ４ １ に 記 載 さ れ た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ が 記 録 さ れ る 。 ま た
相 対 的 な 物 理 セ ク タ ー 番 号 が "１ "で あ る デ ー タ ー セ グ メ ン ト 内 の ２ 番 目 の 物 理 セ ク タ ー に
は 媒 体 製 造 関 連 情 報 Ｄ Ｍ Ｉ が 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ４ ８ １ 】
　 更 に 相 対 的 な 物 理 セ ク タ ー 番 号 が "２ "で あ る デ ー タ ー セ グ メ ン ト 内 の ３ 番 目 の 物 理 セ ク
タ ー に は コ ピ ー ラ イ ト プ ロ テ ク シ ョ ン 情 報 Ｃ Ｐ Ｉ が 記 録 さ れ る 。 相 対 的 な 物 理 セ ク タ ー 番
号 が "３ "か ら "３ １ "ま で の リ ザ ー ブ 領 域 Ｒ Ｓ Ｖ に は シ ス テ ム で 使 用 で き る よ う に リ ザ ー ブ
さ れ て い る 。
【 ０ ４ ８ ２ 】
　 上 記 の 媒 体 製 造 関 連 情 報 Ｄ Ｍ Ｉ の 中 身 と し て は ０ バ イ ト 目 か ら １ ２ ７ バ イ ト 目 ま で の １
２ ８ バ イ ト に 媒 体 製 造 社 名 （  Disc Manufacturer's name ） が 記 録 さ れ 、 １ ２ ８ バ イ ト 目
か ら ２ ５ ５ バ イ ト 目 ま で の １ ２ ８ バ イ ト に 媒 体 製 造 者 が 存 在 す る 場 所 情 報 （ 何 処 で こ の 媒
体 が 製 造 さ れ た か を 示 す 情 報 ） が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ４ ８ ３ 】
　 上 記 媒 体 製 造 社 名 は Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ コ ー ド で 記 載 さ れ る 。 但 し 、 媒 体 製 造 者 名 と し て 使 用 可
能 な Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ コ ー ド は "０ Ｄ ｈ "ま で と "２ ０ ｈ "か ら "７ Ｅ ｈ "ま で に 限 ら れ て い る 。 こ の
領 域 内 の 最 初 の １ バ イ ト 目 か ら 媒 体 製 造 者 名 が 記 載 さ れ 、 こ の 領 域 内 の 余 っ た 部 分 に は "
０ Ｄ ｈ "の デ ー タ ー で 埋 め ら れ る （ タ ー ミ ネ ー ト さ れ る ） 。 あ る い は 他 の 記 載 方 法 と し て
媒 体 製 造 者 名 と し て 記 載 可 能 サ イ ズ を
最 初 か ら "０ Ｄ ｈ "ま で の 範 囲 と し 、 そ れ よ り も 媒 体 製 造 者 名 が 長 い 場 合 に は "０ Ｄ ｈ "ま で
で 打 ち 切 り 、 "０ Ｄ ｈ "よ り 後 は "２ ０ ｈ "の デ ー タ ー で 埋 め て も 良 い 。
【 ０ ４ ８ ４ 】
　 ま た ど こ で こ の 媒 体 が 製 造 さ れ た か を 示 す 上 記 の 媒 体 製 造 者 が 存 在 す る 場 所 情 報 は 該 当
す る 国 名 （  country ） ま た は 地 域 （ region ） を Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ コ ー ド で 記 載 す る 。 こ こ の 領
域 も 媒 体 製 造 者 名 と 同 様 に 使 用 可 能 な Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ コ ー ド は "０ Ｄ ｈ "ま で と "２ ０ ｈ "か ら "
７ Ｅ ｈ "ま で に 限 ら れ て い る 。 こ の 領 域 内 の 最 初 の １ バ イ ト 目 か ら 媒 体 製 造 者 が 存 在 す る
場 所 情 報 が 記 載 さ れ 、 こ の 領 域 内 の 余 っ た 部 分 に は "０ Ｄ ｈ "の デ ー タ ー で 埋 め ら れ る （ タ
ー ミ ネ ー ト さ れ る ） 。 あ る い は 他 の 記 載 方 法 と し て 媒 体 製 造 者 が 存 在 す る 場 所 情 報 と し て
記 載 可 能 サ イ ズ を 最 初 か ら "０ Ｄ ｈ "ま で の 範 囲 と し 、 そ れ よ り も 媒 体 製 造 者 が 存 在 す る 場
所 情 報 が 長 い 場 合 に は "０ Ｄ ｈ "ま で で 打 ち 切 り 、 "０ Ｄ ｈ "よ り 後 は "２ ０ ｈ "の デ ー タ ー で
埋 め て も 良 い 。
【 ０ ４ ８ ５ 】
　 ま た 、 図 １ ４ ０ （ ｃ ） の リ ザ ー ブ 領 域 Ｒ Ｓ Ｖ 内 は 全 て "０ ０ ｈ "の デ ー タ ー で 埋 め ら れ る
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。
【 ０ ４ ８ ６ 】
　 図 ２ ３ に 示 し た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 と Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 内 の デ ー タ ー 構 造 に 関
す る 他 の 実 施 例 を 図 １ ４ １ に 示 す 。 図 １ ４ １ で は 更 に "ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物 理 フ ォ ー マ
ッ ト 情 報 "に 付 い て も 比 較 記 載 し た 。 図 １ ４ １ に お い て ０ バ イ ト 目 か ら ３ １ バ イ ト 目 ま で
を Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー 内 の 共 通 情 報 ２ ６ ９ の 記 録 領 域 と し て 利 用 し 、 ３ ２ バ イ ト 目 以 降 を 各
規 格 書 用 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ４ ８ ７ 】
　 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お い て 、 図 １ ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に デ ー タ ー リ ー ド イ ン 領 域 Ｄ Ｔ
Ｌ Ｄ Ｉ 内 の Ｒ 物 理 情 報 ゾ ー ン Ｒ Ｉ Ｚ 内 に 記 録 さ れ た Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 （ R-physical
 format information） は 図 ８ ８ の 所 で 説 明 し た よ う に 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ （ Ｈ
Ｄ _Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー の 共 通 情 報 の コ ピ ー ） に ボ ー ダ ー ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 （ First bor
der の 最 外 周 ア ド レ ス ） が 付 加 さ れ て 記 録 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２ １ （ ｄ ） ま た は 図 ８ ６
（ ｄ ） に 示 す ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ 内 の ア ッ プ デ ー ト さ れ た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｕ _Ｐ
Ｆ Ｉ 内 に は 図 ８ ８ の 所 で 説 明 し た よ う に 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ （ Ｈ Ｄ _Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ
ミ リ ー の 共 通 情 報 の コ ピ ー ） に ア ッ プ デ ー ト さ れ た 開 始 位 置 情 報 （ 自 己 borderの 最 外 周 ア
ド レ ス ） が 付 加 さ れ て 記 録 さ れ て い る 。 図 ２ ３ で は こ の ボ ー ダ ー ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 が
１ ９ ７ バ イ ト 目 か ら ２ ０ ４ バ イ ト 目 ま で に 配 置 さ れ て い る の に 対 し て 、 図 １ ４ １ に 示 し た
実 施 例 で は ピ ー ク パ ワ ー や バ イ ア ス パ ワ ー １ な ど 記 録 条 件 に 関 す る 情 報 （ 各 リ ビ ジ ョ ン 毎
に 固 有 に 設 定 で き る 情 報 内 容 ２ ６ ４ ） よ り も 先 行 し た 位 置 で 有 り 、 か つ Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー
内 の 共 通 情 報 ２ ６ ９ よ り も 後 の 位 置 で あ る １ ３ ３ バ イ ト 目 か ら １ ４ ０ バ イ ト 目 に 配 置 さ れ
る 所 に 特 徴 が 有 る 。
【 ０ ４ ８ ８ 】
　 ま た ア ッ プ デ ー ト さ れ た 開 始 位 置 情 報 も ボ ー ダ ー ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 と 同 様 に ピ ー ク
パ ワ ー や バ イ ア ス パ ワ ー １ な ど 記 録 条 件 に 関 す る 情 報 （ 各 リ ビ ジ ョ ン 毎 に 固 有 に 設 定 で き
る 情 報 内 容 ２ ６ ４ ） よ り も 先 行 し た 位 置 で 有 り 、 か つ Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー 内 の 共 通 情 報 ２ ６
９ よ り も 後 の 位 置 で あ る １ ３ ３ バ イ ト 目 か ら １ ４ ０ バ イ ト 目 に 配 置 さ れ る 。 将 来 リ ビ ジ ョ
ン 番 号 が ア ッ プ し て よ り 精 度 の 高 い 記 録 条 件 が 求 め ら れ た 結 果 、 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 の
記 録 条 件 情 報 と し て １ ９ ７ バ イ ト 目 か ら ２ ０ ７ バ イ ト 目 ま で を 使 用 す る 可 能 性 が 有 る 。 こ
の 場 合 に は 図 ２ ３ の 実 施 例 の よ う に 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 内 に 記 録 さ れ る Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ
ト 情 報 の ボ ー ダ ー ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報 を １ ９ ７ バ イ ト 目 か ら ２ ０ ４ バ イ ト 目 に 配 置 す る
と 、 記 録 条 件 の 配 置 位 置 に 関 す る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 間 で の 対 応
（ 互 換 性 ） が 崩 れ る 危 険 性 が あ る 。 図 １ ４ １ に 示 す よ う に ボ ー ダ ー ゾ ー ン の 開 始 位 置 情 報
と ア ッ プ デ ー ト さ れ た 開 始 位 置 情 報 を １ ３ ３ バ イ ト 目 か ら １ ４ ０ バ イ ト 目 に 配 置 す る 事 で
将 来 記 録 条 件 に 関 す る 情 報 量 が 増 加 し て も 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 間
で の 各 種 情 報 間 の 記 録 位 置 の 対 応 （ 互 換 性 ） が 確 保 で き る と 言 う 効 果 が 有 る 。 ボ ー ダ ー ゾ
ー ン の 開 始 位 置 情 報 に 関 す る 具 体 的 な 情 報 内 容 は １ ３ ３ バ イ ト 目 か ら １ ３ ６ バ イ ト 目 に 現
在 使 用 し て い る （ カ レ ン ト の ） ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 外 側 に あ る ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ
Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 情 報 が 物 理 セ ク タ ー 番 号 （ Ｐ Ｓ Ｎ ： Physical Sector Number ） で 記 載 さ
れ 、 １ ３ ７ バ イ ト 目 か ら １ ４ ０ バ イ ト 目 に は 次 に 使 用 さ れ る ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ に 関
す る ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ の 開 始 位 置 情 報 が 物 理 セ ク タ ー 番 号 （ Ｐ Ｓ Ｎ ） で 記 載 さ れ て い
る 。
【 ０ ４ ８ ９ 】
　 ま た 、 ア ッ プ デ ー ト さ れ た 開 始 位 置 情 報 に 関 す る 具 体 的 な 情 報 内 容 は ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ
Ｒ Ｄ Ａ が 新 た に 設 定 さ れ た 場 合 の 最 新 の ボ ー ダ ー ゾ ー ン 位 置 情 報 を 示 し 、 １ ３ ３ バ イ ト 目
か ら １ ３ ６ バ イ ト 目 に 現 在 使 用 し て い る （ カ レ ン ト の ） ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ の 外 側 に
あ る ボ ー ダ ー ア ウ ト Ｂ Ｒ Ｄ Ｏ の 開 始 位 置 情 報 が 物 理 セ ク タ ー 番 号 （ Ｐ Ｓ Ｎ ： Physical Sec
tor Number ） で 記 載 さ れ 、 １ ３ ７ バ イ ト 目 か ら １ ４ ０ バ イ ト 目 に は 次 に 使 用 さ れ る ボ ー
ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ に 関 す る ボ ー ダ ー イ ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｉ の 開 始 位 置 情 報 が 物 理 セ ク タ ー 番 号 （
Ｐ Ｓ Ｎ ） で 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 次 の ボ ー ダ ー 内 領 域 Ｂ Ｒ Ｄ Ａ が 記 録 不 可 能 な 場 合 に は
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、 こ こ （ １ ３ ７ バ イ ト 目 か ら １ ４ ０ バ イ ト 目 ） は 全 て "０ ０ ｈ "で 埋 め ら れ る 。
【 ０ ４ ９ ０ 】
　 ま た 、 図 ２ ３ に 示 し た 実 施 例 に 比 べ て 図 １ ４ １ の 実 施 例 で は "媒 体 製 造 メ ー カ ー 名 情 報 "
と "媒 体 製 造 メ ー カ ー か ら の 付 加 情 報 "が 削 除 さ れ 、 １ ２ ８ バ イ ト 目 か ら 記 録 マ ー ク の 極 性
（ Ｈ → Ｌ か Ｌ → Ｈ か の 識 別 ） 情 報 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ４ ９ １ 】
　 次 に 欠 陥 管 理 に お け る 特 徴 的 な 部 分 の 実 施 の 形 態 に つ い て さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ４ ９ ２ 】
　 ま ず 、 図 １ ４ ２ ～ 図 １ ５ ５ を 参 照 し て 、 第 １ の 欠 陥 管 理 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ４
２ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 記 憶 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク ） の デ ー タ 構 造 の 概 略 を
示 す 図 で あ る 。 図 １ ４ ２ に 示 す よ う に 、 情 報 記 憶 媒 体 は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 間 に ス ペ ア エ リ ア Ｓ Ａ
及 び ユ ー ザ エ リ ア Ｕ Ａ を 備 え た デ ー タ 構 造 を 有 す る 。 な お 、 図 １ ４ ２ に 示 す デ ー タ 構 造 は
、 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー タ 構 造 の 一 例 に 過 ぎ ず 、 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 の デ ー
タ 構 造 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ４ ９ ３ 】
　 ユ ー ザ エ リ ア Ｕ Ａ は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 格 納 す る た め の エ リ ア で あ る 。 ス ペ ア エ リ ア Ｓ Ａ
は 、 ユ ー ザ エ リ ア 上 に 存 在 す る 欠 陥 エ リ ア に 記 録 さ れ る べ き デ ー タ が 交 替 記 録 さ れ る エ リ
ア で あ る 。 欠 陥 エ リ ア は 、 Ｅ Ｃ Ｃ （ Error Correction Code） ブ ロ ッ ク 単 位 の エ リ ア で あ
る 。 つ ま り 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 単 位 の デ ー タ が 、 ス ペ ア エ リ ア Ｓ Ａ に 交 替 記 録 さ れ る こ と
に な る 。 後 述 す る が 、 Ｄ Ｍ Ａ は 、 Ｄ Ｍ Ａ  counter（ オ ー バ ー ラ イ ト 管 理 エ リ ア ） を 備 え る
よ う に 構 成 し て も よ い 。 そ の 場 合 、 こ の Ｄ Ｍ Ａ  counterの カ ウ ン ト 値 に は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 対 す
る オ ー バ ー ラ イ ト 回 数 が 反 映 さ れ る 。
【 ０ ４ ９ ４ 】
　 図 １ ４ ３ は 、 交 替 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ４ ３ に 示 す よ う に 、 ユ ー ザ エ
リ ア 中 に 発 生 し た 欠 陥 エ リ ア に 記 録 さ れ る べ き デ ー タ は ス ペ ア エ リ ア Ｓ Ａ に 交 替 記 録 さ れ
る （ Ｓ Ｔ Ｔ １ ） 。 そ の 上 、 交 替 元 （ 欠 陥 エ リ ア ） と 交 替 先 （ ス ペ ア エ リ ア Ｓ Ａ の 所 定 エ リ
ア ） の 先 頭 ア ド レ ス が 、 Ｄ Ｍ Ａ 内 の Ｓ Ｄ Ｌ （ Secondly Defect List） に 登 録 さ れ る 。 Ｄ Ｍ
Ａ は 、 例 え ば 図 １ ４ ２ に 示 す よ う に 、 情 報 記 録 媒 体 の 内 周 及 び 外 周 に 配 置 さ れ て お り 、 両
Ｄ Ｍ Ａ の Ｓ Ｄ Ｌ に は 同 一 の デ ー タ が 登 録 さ れ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ に 対 し て 情 報 が 登 録 さ れ る と 、 Ｓ
Ｄ Ｌ の ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ が イ ン ク リ メ ン ト （ ＋ １ ） さ れ る （ Ｓ Ｔ Ｔ ２ ） 。
【 ０ ４ ９ ５ 】
　 従 来 、 Ｄ Ｍ Ａ は 媒 体 上 の 固 定 物 理 ア ド レ ス エ リ ア に 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 Ｄ Ｍ Ａ に
対 す る 耐 障 害 性 を 高 め る た め に 、 同 一 の 内 容 が 格 納 さ れ た Ｄ Ｍ Ａ が 媒 体 上 の 複 数 箇 所 に 配
置 さ れ て い る 。 例 え ば 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の 場 合 は 、 Ｄ Ｍ Ａ は 最 内 周 に ２ カ 所 、 最 外 周 に ２
カ 所 、 合 計 ４ カ 所 に Ｄ Ｍ Ａ が 配 置 さ れ て お り 、 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ に は 同 一 の 内 容 が 記 録 さ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ４ ９ ６ 】
　 図 １ ４ ４ は 、 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 中 に 配 置 さ れ る Ｄ Ｍ Ａ の デ ー タ 構 造 の 概 略 を 示 す
図 で あ る 。 図 １ ４ ４ に 示 す よ う に 、 情 報 記 憶 媒 体 は 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ を 持 ち 、 各 Ｄ Ｍ Ａ は Ｄ Ｄ
Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク と Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク に よ り 構 成 さ れ て い る 。 Ｄ Ｄ Ｓ (Disc Definition S
tructure)は デ ィ ス ク 定 義 構 成 で あ り 、 １ 物 理 セ ク タ の 長 さ で あ り 、 デ ィ ス ク の フ ォ ー マ
ッ ト さ れ た 構 成 を 特 定 し て い る 。 Ｐ Ｄ Ｌ は 、 Primarily Defect Listの 略 で あ る 。 Ｄ Ｄ Ｓ
／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク も Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク も 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク （ ＝ ３ ２ Ｋ Ｂ ） で あ る 。 な お 、
こ こ で は 、 一 例 と し て 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が ３ ２ Ｋ Ｂ の ケ ー ス に つ い て 説 明 す る が 、 １ Ｅ
Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を ６ ４ Ｋ Ｂ で 構 成 す る こ と も で き る 。 ６ ４ Ｋ Ｂ で 構 成 さ れ る Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク
に つ い て は 、 後 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ４ ９ ７ 】
　 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 耐 障 害 性 を 高 め る た め に 、 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ が 弱 く
な っ た 時 点 で 、 こ の Ｄ Ｍ Ａ に 格 納 さ れ た 欠 陥 管 理 情 報 を 、 新 た な Ｄ Ｍ Ａ に 推 移 す る よ う に
定 義 さ れ て い る 。 Ｄ Ｍ Ａ が 弱 く な っ た 場 合 と は 、 こ の Ｄ Ｍ Ａ に 対 す る オ ー バ ー ラ イ ト 回 数
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が こ の Ｄ Ｍ Ａ を 持 つ 媒 体 の オ ー バ ー ラ イ ト 許 容 回 数 に 迫 っ て き た 場 合 、 又 は こ の Ｄ Ｍ Ａ 上
で 欠 陥 が 増 加 し て エ ラ ー 訂 正 が で き な く な る 可 能 性 が 出 て き た 場 合 で あ る 。
【 ０ ４ ９ ８ 】
　 各 Ｄ Ｍ Ａ は ド ラ イ ブ 内 の 真 の 記 録 単 位 で あ る Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 整 数 倍 の サ イ ズ で 構 成 さ
れ る 。 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ で は １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は １ ６ セ ク タ で 構 成 さ れ て お り 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク の サ イ ズ は ３ ２ Ｋ Ｂ で あ る 。 Ｐ Ｄ Ｌ は 初 期 欠 陥 登 録 用 の リ ス ト で あ り 、 Ｓ Ｄ Ｌ は ２
次 欠 陥 登 録 用 リ ス ト で あ る 。 Ｐ Ｄ Ｌ に は 、 媒 体 を フ ォ ー マ ッ ト す る 時 に 実 行 さ れ る サ ー テ
ィ フ ァ イ に お い て 見 つ け ら れ た 欠 陥 、 即 ち 初 期 欠 陥 に 関 す る 欠 陥 管 理 情 報 が 登 録 さ れ る 。
こ れ に 対 し て 、 Ｓ Ｄ Ｌ に は 、 通 常 の 記 録 時 （ 例 え ば ユ ー ザ デ ー タ 記 録 時 ） に お い て 見 つ け
ら れ た 欠 陥 、 即 ち ２ 次 欠 陥 に 関 す る 欠 陥 管 理 情 報 が 登 録 さ れ る 。 欠 陥 管 理 情 報 に は 、 交 替
元 の ア ド レ ス と 交 替 先 の ア ド レ ス が 含 ま れ て い る 。 こ れ ら の リ ス ト の サ イ ズ が 大 き く な れ
ば 登 録 可 能 な 欠 陥 数 が 増 え る 。 Ｄ Ｍ Ａ ０ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｎ は シ ー ケ ン シ ャ ル に 配 置 さ れ て お り 、
Ｄ Ｍ Ａ ０ か ら 順 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ４ ９ ９ 】
　 図 １ ４ ５ は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の 先 頭 セ ク タ 内 に 記 述 さ れ る コ
ン テ ン ツ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の 所 定 の エ リ ア に は 、 ４ バ イ ト
の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counter、 及 び ４ バ イ ト の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1な ど が 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ５ ０ ０ 】
　 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の 内 容 が 更 新 さ れ る 度 に 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counterが
イ ン ク リ メ ン ト （ ＋ １ ） さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1は Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク が 、 書
き 換 え ら れ た 時 に カ ウ ン ト ア ッ プ さ れ る カ ウ ン タ で あ る 。 媒 体 の 初 期 化 （ 初 回 ） の 時 点 で
、 全 て の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1に は ゼ ロ が セ ッ ト さ れ る 。 こ の counterの 使 い 方 に つ い て
は 後 記 す る 。
【 ０ ５ ０ １ 】
　 図 １ ４ ６ は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク に 記 述 さ れ る コ ン テ ン ツ の 一 例 を 示 す 図
で あ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の 所 定 の エ リ ア に は 、 ４ バ イ ト の Ｓ Ｄ Ｌ  update counter、 ４ バ
イ ト の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 2、 及 び 複 数 の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ な ど が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ５ ０ ２ 】
　 即 ち 、 Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク は 、 バ イ ト ポ ジ シ ョ ン （ Ｂ Ｐ ） ０ － １ に 、 Ｓ Ｄ Ｌ 識 別 子 が 記 述 さ
れ 、 バ イ ト ポ ジ シ ョ ン （ Ｂ Ｐ ） ４ － ７ に 、 Ｓ Ｄ Ｌ 　 update counter、 バ イ ト ポ ジ シ ョ ン （
Ｂ Ｐ ） ４ － ７ に 、 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 2が 記 述 さ れ る 。
【 ０ ５ ０ ３ 】
　 Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク も Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク と 同 様 に 、 Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の 内 容 が 更 新 さ れ
る 度 に 、 Ｓ Ｄ Ｌ  update counterが イ ン ク リ メ ン ト （ ＋ １ ） さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の カ
ウ ン タ で は 、 Ｓ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 更 新 動 作 の ト ー タ ル 数 が 特 定 さ れ る 。 補 足
用 予 備 領 域 の 開 始 物 理 セ ク タ 番 号 （ Start Physical sector number of Supplementary sp
are area)で は 、 最 初 、 予 備 領 域 が ア ロ ケ イ ト さ れ て い な い と き は 、 オ ー ル ゼ ロ が セ ッ ト
さ れ る 。 こ の 予 備 領 域 は 、 物 理 セ グ メ ン ト の 第 1の 物 理 セ ク タ か ら 開 始 さ れ る 。  論 理 セ ク
タ の 総 数 （ Total number of Logical sectors)は 、 ユ ー ザ エ リ ア 内 の 論 理 セ ク タ の 総 数 を
示 す 。
【 ０ ５ ０ ４ 】
　 Ｄ Ｄ Ｓ /Ｐ Ｄ Ｌ update counterは 、 Ｄ Ｄ Ｓ /Ｐ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の ア ッ プ デ ー
ト 及 び 書 き 換 え の 総 数 を 示 す 。 予 備 領 域 フ ル フ ラ ッ グ （ Spare area full flags)は 、 対 応
す る 予 備 領 域 の 予 備 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 利 用 可 能 性 を 示 し て い る 。 こ れ が 装 置 に 判
断 さ れ る こ と で 、 円 滑 な 処 理 が 可 能 で あ る 。 こ の フ ラ ッ グ は 、 予 備 領 域 が ア ロ ケ イ ト さ れ
て な い と き 、 あ る い は 使 い 尽 く さ れ て い る と き は 、 “ １ ” に セ ッ ト さ れ る 。 ま た 予 備 領 域
が ア ロ ケ イ ト さ れ た と き あ る い は 拡 張 さ れ た と き に は 、 “ ０ ” と な る 。 Ｓ Ｄ Ｌ 内 の エ ン ト
リ 数 （ Number of entries in the SDL)は 、 こ の Ｓ Ｄ Ｌ 内 の エ ン ト リ 数 を 示 し て い る 。
【 ０ ５ ０ ５ 】
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　 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 2は Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク が 、 更 新 あ る い は 書 き 換 え ら れ た 時 に カ ウ ン ト
ア ッ プ さ れ る カ ウ ン タ で あ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ に は ２ 次 欠 陥 に 関 す る 管 理 情 報 が 記 述 さ れ る 。 媒 体
の 初 期 化 （ 初 回 ） の 時 点 で 、 全 て の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 2に は ゼ ロ が セ ッ ト さ れ る 。 こ の
counterの 使 い 方 に つ い て は 後 記 す る 。
【 ０ ５ ０ ６ 】
　 図 １ ４ ７ は 、 Ｓ Ｄ Ｌ に 含 ま れ る 複 数 の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の う ち の 一 つ の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の
デ ー タ 構 造 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 一 つ の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ は 、 例 え ば ８ バ イ ト で 構 成 さ れ
て い る 。 一 つ の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ に は 、 交 替 元 の ア ド レ ス の ア ド レ ス を 記 述 す る た め の ３ バ
イ ト の フ ィ ー ル ド 、 及 び 交 替 先 の ア ド レ ス の ア ド レ ス を 記 述 す る た め の ３ バ イ ト の フ ィ ー
ル ド が 配 置 さ れ て い る 。 交 替 は 、 例 え ば Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 単 位 で 行 わ れ る 。 交 替 元 の ア ド レ
ス の フ ィ ー ル ド 及 び 交 替 先 の ア ド レ ス の フ ィ ー ル ド に は 、 そ れ ぞ れ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 含
ま れ る 先 頭 セ ク タ の ア ド レ ス が 登 録 さ れ る 。 図 １ ４ ７ に 示 す デ ー タ 構 造 の 例 で は 、 ア ド レ
ス 指 定 用 に ３ バ イ ト の フ ィ ー ル ド が 割 り 当 て ら れ て い る が 、 媒 体 が よ り 大 容 量 に な れ ば （
ア ド レ ス 空 間 が 大 き く な れ ば ） 、 ア ド レ ス 指 定 用 の フ ィ ー ル ド の サ イ ズ も 大 き く な る 。
【 ０ ５ ０ ７ 】
　 図 １ ４ ８ は 、 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 使 用 方 法 を 説 明 す る た め の 状 態 遷 移 図 で あ る 。 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 は
、 Ｄ Ｍ Ａ ０ ～ ｎ ま で の （ ｎ ＋ １ ） 個 の Ｄ Ｍ Ａ を 備 え て い る 。 Ｄ Ｍ Ａ ０ を 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ
Ａ と す る と 、 Ｄ Ｍ Ａ １ ～ ｎ ま で の Ｄ Ｍ Ａ は 予 備 の Ｄ Ｍ Ａ と 言 え る 。
【 ０ ５ ０ ８ 】
Ｄ Ｍ Ａ 系 列 に 含 ま れ る 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ は 、 Ｄ Ｍ Ａ ０ か ら 順 番 に 使 用 さ れ る 。 初 期 状 態 で は Ｄ
Ｍ Ａ ０ が 使 用 さ れ 、 Ｄ Ｍ Ａ １ 以 降 は 未 使 用 状 態 で あ る 。 Ｄ Ｍ Ａ ０ に 欠 陥 が 増 え た り 、 オ ー
バ ー ラ イ ト 数 が 規 定 数 を 超 え た り し た 場 合 に は 、 Ｄ Ｍ Ａ ０ は 使 用 済 み エ リ ア と な り 、 Ｄ Ｍ
Ａ ０ に 格 納 さ れ て い た 欠 陥 管 理 情 報 は Ｄ Ｍ Ａ １ に 交 替 記 録 さ れ る 。 以 降 同 様 に Ｄ Ｍ Ａ を 順
番 に 使 用 す る こ と で 、 Ｄ Ｍ Ａ に お い て 欠 陥 や オ ー バ ー ラ イ ト ダ メ ー ジ が 生 じ て も 、 シ ス テ
ム と し て 破 綻 さ せ る こ と な く 媒 体 を 使 用 し 続 け る こ と が で き る 。
【 ０ ５ ０ ９ 】
　 図 １ ４ ９ は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 配 置 さ れ た 各 カ ウ ン タ の 状 態 と Ｄ Ｍ Ａ の 推 移 と の 関 係 「 そ の １ 」
を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 示 す Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counter及 び Ｓ Ｄ Ｌ  update counter
は 、 Ｄ Ｍ Ａ が 遷 移 し て も （ Ｄ Ｍ Ａ ０ → Ｄ Ｍ Ａ １ に 遷 移 し て も ） 、 累 積 し て カ ウ ン ト す る 累
積 カ ウ ン タ で あ る 。
【 ０ ５ １ ０ 】
　 図 １ ４ ９ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｍ Ａ の 所 定 エ リ ア に は Ｄ Ｍ Ａ  counterが 配 置 さ れ て い る 。 こ
の Ｄ Ｍ Ａ  counterは 、 Ｄ Ｍ Ａ が 書 き 換 え ら れ た 場 合 に イ ン ク リ メ ン ト さ れ る カ ウ ン タ で あ
る 。 即 ち 、 Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1の カ ウ ン ト
値 、 及 び Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 2の カ ウ ン ト 値 の う ち の
、 大 き い 方 の 値 が 、 Ｄ Ｍ Ａ  counterの カ ウ ン ト 値 で あ る 。
【 ０ ５ １ １ 】
　 つ ま り 、 こ の Ｄ Ｍ Ａ  counterの カ ウ ン ト 値 を チ ェ ッ ク す る こ と で 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ
に 対 し て 何 回 オ ー バ ー ラ イ ト が 実 行 さ れ た か を 知 る こ と が で き る 。 言 い 換 え る と 、 こ の Ｄ
Ｍ Ａ  counterの カ ウ ン ト 値 は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 対 す る オ ー バ ー ラ イ ト に 伴 い Ｄ Ｍ Ａ が 受 け て い る
ダ メ ー ジ を 示 し て い る 値 と 言 え る 。
【 ０ ５ １ ２ 】
　 こ の 媒 体 に 対 し て 情 報 を 記 録 す る 情 報 記 録 再 生 装 置 は 、 媒 体 の 特 性 に 応 じ て あ ら か じ め
決 め ら れ た オ ー バ ー ラ イ ト 可 能 回 数 （ Nov） を 超 え な い 範 囲 で 、 現 行 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例
え ば Ｄ Ｍ Ａ ０ ） を 予 備 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） に 移 行 さ せ る 。 も ち ろ ん 現 在 使 用 中 の
Ｄ Ｍ Ａ を 最 大 限 有 効 に 使 用 す る た め に 、 Ｄ Ｍ Ａ カ ウ ン タ の 最 大 値 （ Nov-1） ま で 使 用 す る
こ と が 望 ま し い 。 情 報 記 録 再 生 装 置 は 、 Ｄ Ｍ Ａ カ ウ ン タ が 最 大 値 に 達 し て い な い 場 合 で も
、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 上 に 欠 陥 が 増 え て き た こ と を 検 出 す る と 、 現 行 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 予
備 の Ｄ Ｍ Ａ に 移 行 さ せ る 。 各 Ｄ Ｍ Ａ に は 使 用 開 始 さ れ て は じ め て 値 が 入 力 さ れ る 。 即 ち 、
未 使 用 の Ｄ Ｍ Ａ に は 値 が 入 力 さ れ て い な い 。 情 報 記 録 再 生 装 置 に 対 し て 媒 体 が 装 填 さ れ た
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時 に 、 情 報 記 録 再 生 装 置 は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ の 位 置 を 知 る た め に 、 Ｄ Ｍ Ａ  rec-count
er 1,2の カ ウ ン ト 値 が 共 に ０ の Ｄ Ｍ Ａ を 探 す 。 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1,2の カ ウ ン ト 値 が 共
に ０ の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ ２ ） が 見 つ か っ た ら 、 見 つ け た Ｄ Ｍ Ａ の 一 つ 前 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例
え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） を 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ と し て 認 識 す る 。 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1,2の カ ウ ン
ト 値 が 共 に ０ の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ ２ ） が 見 つ か ら な け れ ば 、 最 終 Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ
Ａ ｎ ） を 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ と し て 認 識 す る 。
【 ０ ５ １ ３ 】
　 図 １ ５ ０ は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 配 置 さ れ た 各 カ ウ ン タ の 状 態 と Ｄ Ｍ Ａ の 推 移 と の 関 係 「 そ の ２ 」
を 示 す 図 で あ る 。 上 記 に お い て 図 １ ４ ９ を 参 照 し て 、 Ｄ Ｍ Ａ が 遷 移 し て も 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ
Ｌ  update counter及 び Ｓ Ｄ Ｌ  update counterが 累 積 し て カ ウ ン ト す る ケ ー ス に つ い て 説
明 し た 。 こ れ に 対 し て 、 図 １ ５ ０ で は 、 Ｄ Ｍ Ａ が 遷 移 す る と （ Ｄ Ｍ Ａ ０ → Ｄ Ｍ Ａ １ に 遷 移
す る と ） 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counter及 び Ｓ Ｄ Ｌ  update counterの カ ウ ン ト 値 が リ
セ ッ ト さ れ る ケ ー ス に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ５ １ ４ 】
　 図 １ ５ ０ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｍ Ａ の 所 定 エ リ ア に は Ｄ Ｍ Ａ  counterが 配 置 さ れ て い る 。 こ
の Ｄ Ｍ Ａ  counterは 、 Ｄ Ｍ Ａ が 書 き 換 え ら れ た 場 合 に イ ン ク リ メ ン ト さ れ る カ ウ ン タ で あ
る 。 即 ち 、 Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counter
（ DMA rec-counter 1） の カ ウ ン ト 値 、 及 び Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の Ｓ Ｄ Ｌ  up
date counter（ DMA rec-counter 2） の カ
　 図 １ ５ ０ に 示 す ケ ー ス で は 、 Ｄ Ｍ Ａ が 移 動 さ れ る た び に 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update coun
ter及 び Ｓ Ｄ Ｌ  update counterが リ セ ッ ト さ れ る 。 こ の た め 、 こ の ケ ー ス で は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／
Ｐ Ｄ Ｌ  update counterは DMA rec-counter 1と 同 等 の 働 き を な し 、 Ｓ Ｄ Ｌ  update counte
rは DMA rec-counter 2と 同 等 の 働 き を な す 。 従 っ て 、 図 １ ５ ０ に 示 す ケ ー ス で は 、 DMA co
unter 1, 2を 省 略 す る こ と も で き る 。
【 ０ ５ １ ５ 】
　 図 １ ５ １ は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 検 索 す る 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 現 在 使
用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 検 索 す る 検 索 処 理 は 、 図 １ ５ ６ に 示 す 情 報 記 録 再 生 装 置 の 主 制 御 部 ２ ０ に
よ り 実 行 さ れ る 。 上 記 し た よ う に 、 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 は オ ー バ ー ラ イ ト 等 に 伴 い Ｄ
Ｍ Ａ が 推 移 す る よ う に 定 義 さ れ て い る 。 従 っ て 、 情 報 記 録 再 生 装 置 に 対 し て デ ィ ス ク が 装
填 さ れ た と き に 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 検 索 す る 必 要 が あ る 。 媒 体 上 の 各 Ｄ Ｍ Ａ （ Ｄ Ｍ Ａ
０ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｎ ） に は 、 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1, 2が 配 置 さ れ て い る 。 媒 体 が 初 期 化 さ れ た
時 点 で は 各 Ｄ Ｍ Ａ の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1, 2の カ ウ ン ト 値 は ゼ ロ に セ ッ ト さ れ て い る 。
媒 体 の 使 用 が 開 始 さ れ る と 、 Ｄ Ｍ Ａ １ の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1, 2の カ ウ ン ト 値 が カ ウ ン
ト ア ッ プ さ れ 、 さ ら に 使 用 が 続 け ら れ る と 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1, 2の カ ウ
ン ト 値 が カ ウ ン ト ア ッ プ さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ ０ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｎ の 使 用 順 は 予 め 定 め ら れ て い る 。 Ｄ
Ｍ Ａ ０ → Ｄ Ｍ Ａ １ → Ｄ Ｍ Ａ ２ → … → Ｄ Ｍ Ａ ｎ の 順 で 使 用 さ れ る 。 よ っ て 、 Ｄ Ｍ Ａ ０ ～ Ｄ Ｍ
Ａ ｎ の Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1, 2の カ ウ ン ト 値 を 調 べ る こ と で 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 見
つ け だ す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ５ １ ６ 】
　 図 １ ５ １ に 示 す よ う に 、 情 報 記 録 再 生 装 置 に 対 し て 媒 体 が 装 填 さ れ た 時 に 、 情 報 記 録 再
生 装 置 は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ の 位 置 を 知 る た め に 、 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1,2の カ ウ ン ト
値 が 共 に ０ の Ｄ Ｍ Ａ を 探 す （ Ｓ Ｔ Ｔ ２ １ ） 。 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1,2の カ ウ ン ト 値 が 共 に
０ の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ ２ ） が 見 つ か っ た ら （ Ｓ Ｔ Ｔ ２ ２ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 見 つ け た Ｄ Ｍ Ａ
の 一 つ 前 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） を 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ と し て 認 識 す る （ Ｓ Ｔ Ｔ ２ ４
） 。 Ｄ Ｍ Ａ  rec-counter 1,2の カ ウ ン ト 値 が 共 に ０ の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ ２ ） が 見 つ か
ら な け れ ば （ Ｓ Ｔ Ｔ ２ ２ 、 Ｎ Ｏ ） 、 最 終 Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ ｎ ） を 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ
と し て 認 識 す る （ Ｓ Ｔ Ｔ ２ ３ ） 。
【 ０ ５ １ ７ 】
　 図 １ ５ ２ は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 登 録 及 び 更 新 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 Ｄ Ｍ
Ａ の 登 録 及 び 更 新 処 理 は 、 図 １ ５ ６ に 情 報 記 録 再 生 装 置 の 主 制 御 部 ２ ０ に よ り 実 行 さ れ る
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。 主 制 御 部 ２ ０ は 、 Ｄ Ｍ Ａ の Ｄ Ｍ Ａ  counterの カ ウ ン ト 値 に 基 づ き 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ
の 書 き 換 え 回 数 が 規 定 数 を 超 え た か ど う か を 判 断 す る （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ １ ） 。 規 定 数 を 超 え て い
る こ と が 判 明 し た ら （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ １ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ に 格 納 さ れ た 欠 陥 情 報
を 移 動 可 能 か ど う か （ 予 備 の Ｄ Ｍ Ａ が あ る か ） 確 認 す る 。 移 動 可 能 で あ れ ば （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ４
、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 次 の 移 動 先 に 定 め ら れ て い る Ｄ Ｍ Ａ に 対 し て 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ に 格 納 さ
れ た 欠 陥 情 報 を 移 動 す る （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ５ ） 。 こ の と き 、 必 要 な 値 を 引 き 継 ぐ 。 例 え ば 、 図 １
４ ９ 示 す ケ ー ス で は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counter及 び Ｓ Ｄ Ｌ  update counterの 値 が
引 き 継 が れ る 。
【 ０ ５ １ ８ 】
　 書 き 換 え 回 数 が 規 定 数 以 下 の 場 合 で も （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ １ 、 Ｎ Ｏ ） 、 主 制 御 部 ２ ０ に よ り Ｄ Ｍ
Ａ に 欠 陥 が 多 発 し て い る こ と が 検 出 さ れ た 場 合 に は （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ２ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 現 在 使 用 中
の Ｄ Ｍ Ａ に 格 納 さ れ た 欠 陥 情 報 を 移 動 可 能 か ど う か （ 予 備 の Ｄ Ｍ Ａ が あ る か ） 確 認 す る 。
移 動 可 能 で あ れ ば （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ４ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 次 の 移 動 先 に 定 め ら れ て い る Ｄ Ｍ Ａ に 対 し て
、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ に 格 納 さ れ た 欠 陥 情 報 を 移 動 す る （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ５ ） 。 移 動 不 能 で あ れ
ば （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ４ 、 Ｎ Ｏ ） 、 こ の 処 理 は 異 常 終 了 す る 。
【 ０ ５ １ ９ 】
　 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ の 書 き 換 え 回 数 が 規 定 数 以 下 で あ り （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ １ 、 Ｎ Ｏ ） 、 現 在 使
用 中 の Ｄ Ｍ Ａ に 欠 陥 が 多 発 す る こ と も 無 い 場 合 に は （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ２ 、 Ｎ Ｏ ） 、 現 在 使 用 中 の
Ｄ Ｍ Ａ が 必 要 に 応 じ て 更 新 さ れ る （ Ｓ Ｔ Ｔ ３ ３ ） 。
【 ０ ５ ２ ０ 】
　 図 １ ５ ３ は 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 使 用 方 法 を 説 明 す る た め の 状 態 遷 移 図 で あ る 。 図 １ ４
８ に 示 す よ う に 、 こ れ ま で は 、 単 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 使 用 に つ い て 説 明 し て き た 。 つ ま り 、
一 つ の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 が Ｄ Ｍ Ａ ０ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｎ を 含 む ケ ー ス に つ い て 説 明 し て き た 。 こ こ で は 、
図 １ ５ ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 使 用 に つ い て 説 明 す る 。 つ ま り 、 複 数 の Ｄ Ｍ
Ａ 系 列 夫 々 が Ｄ Ｍ Ａ ０ ～ ｎ を 含 む ケ ー ス に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ５ ２ １ 】
　 　 図 １ ５ ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 を 備 え た 情 報 記 憶 媒 体 に つ い て 説
明 す る 。 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 は 、 夫 々 、 異 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 １ 、
２ は 媒 体 の 最 内 周 に 配 置 さ れ 、 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 ３ 、 ４ は 媒 体 の 最 外 周 に 配 置 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ 系
列 １ ～ ４ の 中 で 、 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ 系 列 ３ に 欠 陥 が 多 発 し て い る こ と が 検 知 さ れ た と す る （ 図
１ ５ ３ の 初 期 状 態 ） 。 図 １ ５ ６ に 示 す 情 報 記 録 再 生 装 置 の 主 制 御 部 が 、 欠 陥 の 多 発 を 検 知
す る 。 こ の 欠 陥 検 知 に 伴 い 、 全 て の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 に お け る 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ
Ａ ０ ） の 欠 陥 管 理 情 報 は 、 次 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） に 移 行 （ 交 替 記 録 ） さ れ る （ 図
１ ５ ３ の 第 ２ 状 態 ） 。 図 １ ５ ６ に 示 す 情 報 記 録 再 生 装 置 の 主 制 御 部 が 、 欠 陥 管 理 情 報 を 移
行 （ 交 替 記 録 ） す る 。
【 ０ ５ ２ ２ 】
図 １ ５ ４ は 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 が 配 置 さ れ る リ ー ド イ ン エ リ ア 及 び リ ー ド ア ウ ト エ リ ア を
説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 １ ５ ４ に 示 す よ う に 、 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク ） １ は 、 最 内 周 に リ
ー ド イ ン エ リ ア Ａ １ を 備 え 、 最 外 周 に リ ー ド ア ウ ト エ リ ア Ａ ３ を 備 え る 。 ま た 、 媒 体 １ は
、 リ ー ド イ ン エ リ ア Ａ １ と リ ー ド ア ウ ト エ リ ア Ａ ３ の
間 に デ ー タ エ リ ア Ａ ２ を 備 え る 。 デ ー タ エ リ ア Ａ ２ は 、 ユ ー ザ エ リ ア Ｕ Ａ と ス ペ ア エ リ ア
Ｓ Ａ を 備 え る 。
【 ０ ５ ２ ３ 】
　 最 内 周 の リ ー ド イ ン エ リ ア Ａ １ は 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 （ Ｄ Ｍ Ａ 系 列 １ 、 ２ ） を 備 え 、 最 外
周 の リ ー ド ア ウ ト エ リ ア Ａ ３ は 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 （ Ｄ Ｍ Ａ 系 列 ３ 、 ４ ） を 備 え る 。 こ の よ
う に 、 最 内 周 と 最 外 周 に Ｄ Ｍ Ａ 系 列 を 配 置 す る こ と で 、 物 理 的 に 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 が 離 れ
て 配 置 さ れ る こ と に な る 。 結 果 的 に 、 Ｄ Ｍ Ａ が 障 害 に 対 し て よ り 強 く な る 。
【 ０ ５ ２ ４ 】
　 図 １ ５ ５ は 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 が 配 置 さ れ た 媒 体 の 再 生 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。 図 １ ５ ６ に 示 す 情 報 記 録 再 生 装 置 に 媒 体 が 装 填 さ れ る と 、 装 置 は 全 て の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の
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中 か ら 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 探 し 出 し 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ か ら 欠 陥 管 理 情 報 を 読 み 出 す
（ Ｓ Ｔ ４ １ ） 。 つ ま り 、 図 １ ５ ３ に 示 す ケ ー ス に あ て は め る と 、 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 １ の 中 か ら 現
在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） を 探 し 出 し 、 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 ２ の 中 か ら も 現 在 使 用 中 の
Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） を 探 し 出 し 、 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 ３ の 中 か ら も 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例
え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） を 探 し 出 し 、 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 ４ の 中 か ら も 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ
１ ） を 探 し 出 す 。 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 探 し 出 す 処 理 は 、 図 １ ５ １ に 示 し た 通 り で あ る 。
【 ０ ５ ２ ５ 】
　 障 害 な ど の 影 響 で 、 ど の Ｄ Ｍ Ａ か ら も 欠 陥 管 理 情 報 が 読 み 出 せ な い 場 合 は （ Ｓ Ｔ ４ ２ 、
Ｎ Ｏ ） 、 こ の 処 理 は 異 常 終 了 す る 。 Ｄ Ｍ Ａ か ら 欠 陥 管 理 情 報 が 読 み 出 せ た 場 合 は 、 Ｄ Ｍ Ａ
の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counter及 び Ｓ Ｄ Ｌ  update counterの カ ウ ン ト 値 を チ ェ ッ ク す
る 。 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 中 の 現 在 使 用 中 の 各 Ｄ Ｍ Ａ に は 、 同 一 の 情 報 が 記 録 さ れ て い る は
ず で あ る 。 従 っ て 、 各 Ｄ Ｍ Ａ の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counter及 び Ｓ Ｄ Ｌ  update count
erの カ ウ ン ト 値 は 一 致 す る は ず で あ る 。 し か し 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 中 の 各 Ｄ Ｍ Ａ に 対 し
て 順 番 に 情 報 を 記 録 し て い る 途 中 で 何 ら か の 障 害 が 発 生 す る と 、 い く つ か の Ｄ Ｍ Ａ が 更 新
さ れ て い な 状 態 が 発 生 す る こ と が あ る 。 そ こ で 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 中 の 現 在 使 用 中 の 各
Ｄ Ｍ Ａ の Update counterの カ ウ ン ト 値 が 異 な る 場 合 は （ Ｓ Ｔ ４ ３ 、 Ｎ Ｏ ） 、 最 新 の カ ウ ン
ト 値 を 持 つ Ｄ Ｍ Ａ に 他 の Ｄ Ｍ Ａ を 一 致 さ せ る （ Ｓ Ｔ ４ ４ ） 。 こ れ で 記 録 再 生 の 準 備 が 完 了
す る 。
【 ０ ５ ２ ６ 】
　 図 １ ５ ６ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 記 録 再 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ
る 。 こ の 情 報 記 録 再 生 装 置 は 、 上 記 説 明 し た 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク ） １ に 対 し て ユ ー ザ デ ー タ
を 記 録 し た り 、 媒 体 １ に 記 録 さ れ た ユ ー ザ デ ー タ を 再 生 し た り す る 。 ま た 、 こ の 情 報 記 録
再 生 装 置 は 、 必 要 に 応 じ て 交 替 処 理 も 実 行 す る 。
【 ０ ５ ２ ７ 】
　 図 １ ５ ６ に 示 す よ う に 、 情 報 記 録 再 生 装 置 は 、 変 調 回 路 ２ 、 レ ー ザ 制 御 回 路 ３ 、 レ ー ザ
４ 、 コ リ メ ー ト レ ン ズ ５ 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ （ 以 下 Ｐ Ｂ Ｓ ） ６ 、 ４ 分 の １ 波 長 板 ７ 、
対 物 レ ン ズ ８ 、 集 光 レ ン ズ ９ 、 光 検 出 器 １ ０ 、 信 号 処 理 回 路 １ １ 、 復 調 回 路 １ ２ 、 フ ォ ー
カ ス エ ラ ー 信 号 生 成 回 路 １ ３ 、 ト ラ ッ キ ン グ エ ラ ー 信 号 生 成 回 路 １ ４ 、 フ ォ ー カ ス 制 御 回
路 １ ６ 、 ト ラ ッ キ ン グ 制 御 回 路 １ ７ 、 主 制 御 部 ２ ０ を 備 え て い る 。
【 ０ ５ ２ ８ 】
　 主 制 御 部 ２ ０ は 、 ド ラ イ ブ 部 を 制 御 す る も の で あ る 。 ド ラ イ ブ 部 は 、 変 調 回 路 ２ 、 レ ー
ザ 制 御 回 路 ３ 、 レ ー ザ ４ 、 コ リ メ ー ト レ ン ズ ５ 、 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ （ 以 下 Ｐ Ｂ Ｓ ） ６
、 ４ 分 の １ 波 長 板 ７ 、 対 物 レ ン ズ ８ 、 集 光 レ ン ズ ９ 、 光 検 出 器 １ ０ 、 信 号 処 理 回 路 １ １ 、
復 調 回 路 １ ２ 、 フ ォ ー カ ス エ ラ ー 信 号 生 成 回 路 １ ３ 、 ト ラ ッ キ ン グ エ ラ ー 信 号 生 成 回 路 １
４ 、 フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 １ ６ 、 及 び ト ラ ッ キ ン グ 制 御 回 路 １ ７ を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ５ ２ ９ 】
　 ま ず 、 こ の 情 報 記 録 再 生 装 置 に よ る デ ー タ の 記 録 に つ い て 説 明 す る 。 デ ー タ の 記 録 は 、
主 制 御 部 ２ ０ に よ り 制 御 さ れ る 。 記 録 デ ー タ （ デ ー タ シ ン ボ ル ） は 、 変 調 回 路 ２ に よ り 所
定 の チ ャ ネ ル ビ ッ ト 系 列 に 変 調 さ れ る 。 記 録 デ ー タ に 対 応 し た チ ャ ネ ル ビ ッ ト 系 列 は 、 レ
ー ザ 制 御 回 路 ３ に よ り レ ー ザ 駆 動 波 形 に 変 換 さ れ る 。 レ ー ザ 制 御 回 路 ３ は 、 レ ー ザ ４ を パ
ル ス 駆 動 し 、 所 望 の ビ ッ ト 系 列 に 対 応 し た デ ー タ を 媒 体 １ 上 に 記 録 す る 。 レ ー ザ ４ か ら 放
射 さ れ た 記 録 用 の 光 ビ ー ム は 、 コ リ メ ー ト レ ン ズ ５ で 平 行 光 と な り 、 Ｐ Ｂ Ｓ ６ に 入 射 し 、
透 過 す る 。 Ｐ Ｂ Ｓ ６ を 透 過 し た ビ ー ム は ４ 分 の １ 波 長 板 ７ を 透 過 し 、 対 物 レ ン ズ ８ に よ り
媒 体 １ の 情 報 記 録 面 に 集 光 さ れ る 。 集 光 さ れ た ビ ー ム は 、 フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 １ ６ に よ る
フ ォ ー カ ス 制 御 及 び ト ラ ッ キ ン グ 制 御 回 路 １ ７ に よ る ト ラ ッ キ ン グ 制 御 に よ り 、 記 録 面 上
に 最 良 の 微 小 ス ポ ッ ト が 得 ら れ る 状 態 で 維 持 さ れ る 。
【 ０ ５ ３ ０ 】
　 続 い て 、 こ の 情 報 記 録 再 生 装 置 に よ る デ ー タ の 再 生 に つ い て 説 明 す る 。 デ ー タ の 再 生 は
、 主 制 御 部 ２ ０ に よ り 制 御 さ れ る 。 主 制 御 部 ２ ０ か ら の デ ー タ 再 生 指 示 に 基 づ き 、 レ ー ザ
４ は 再 生 用 の 光 ビ ー ム を 放 射 す る 。 レ ー ザ ４ か ら 放 射 さ れ た 再 生 用 の 光 ビ ー ム は 、 コ リ メ

10

20

30

40

50

(100) JP 2007-18563 A 2007.1.25



ー ト レ ン ズ ５ で 平 行 光 と な り 、 Ｐ Ｂ Ｓ ６ に 入 射 し 、 透 過 す る 。 Ｐ Ｂ Ｓ ６ を 透 過 し た 光 ビ ー
ム は ４ 分 の １ 波 長 板 ７ を 透 過 し 、 対 物 レ ン ズ ８ に よ り 媒 体 １ の 情 報 記 録 面 に 集 光 さ れ る 。
集 光 さ れ た ビ ー ム は 、 フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 １ ６ に よ る フ ォ ー カ ス 制 御 及 び ト ラ ッ キ ン グ 制
御 回 路 １ ７ に よ る ト ラ ッ キ ン グ 制 御 に よ り 、 記 録 面 上 に 最 良 の 微 小 ス ポ ッ ト が 得 ら れ る 状
態 で 維 持 さ れ る 。 こ の と き 、 媒 体 １ 上 に 照 射 さ れ た 再 生 用 の 光 ビ ー ム は 、 情 報 記 録 面 内 の
反 射 膜 あ る い は 反 射 性 記 録 膜 に よ り 反 射 さ れ る 。 反 射 光 は 対 物 レ ン ズ ８ を 逆 方 向 に 透 過 し
、 再 度 平 行 光 と な る 。 反 射 光 は ４ 分 の １ 波 長 板 ７ を 透 過 し 、 入 射 光 に 対 し て 垂 直 な 偏 光 を
持 ち 、 Ｐ Ｂ Ｓ ６ で は 反 射 さ れ る 。 Ｐ Ｂ Ｓ ６ で 反 射 さ れ た ビ ー ム は 集 光 レ ン ズ ９ に よ り 収 束
光 と な り 、 光 検 出 器 １ ０ に 入 射 さ れ る 。 光 検 出 器 １ ０ は 、 例 え ば 、 ４ 分 割 の フ ォ ト デ ィ テ
ク タ か ら 構 成 さ れ て い る 。 光 検 出 器 １ ０ に 入 射 し た 光 束 は 光 電 変 換 さ れ て 電 気 信 号 と な り
増 幅 さ れ る 。 増 幅 さ れ た 信 号 は 信 号 処 理 回 路 １ １ に て 等 化 さ れ ２ 値 化 さ れ 、 復 調 回 路 １ ２
に 送 ら れ る 。 復 調 回 路 １ ２ で は 所 定 の 変 調 方 式 に 対 応 し た 復 調 動 作 を 施 さ れ て 、 再 生 デ ー
タ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ５ ３ １ 】
　 ま た 、 光 検 出 器 １ ０ か ら 出 力 さ れ る 電 気 信 号 の 一 部 に 基 づ き 、 フ ォ ー カ ス エ ラ ー 信 号 生
成 回 路 １ ３ に よ り フ ォ ー カ ス エ ラ ー 信 号 が 生 成 さ れ る 。 同 様 に 、 光 検 出 器 １ ０ か ら 出 力 さ
れ る 電 気 信 号 の 一 部 に 基 づ き 、 ト ラ ッ キ ン グ エ ラ ー 信 号 生 成 回 路 １ ４ に よ り ト ラ ッ キ ン グ
エ ラ ー 信 号 が 生 成 さ れ る 。 フ ォ ー カ ス 制 御 回 路 １ ６ は 、 フ ォ ー カ ス エ ラ ー 信 号 に 基 づ き ビ
ー ム ス ポ ッ ト の フ ォ ー カ ス を 制 御 す る 。 ト ラ ッ キ ン グ 制 御 回 路 １ ７ は 、 ト ラ ッ キ ン グ エ ラ
ー 信 号 に 基 づ き ビ ー ム ス ポ ッ ト の ト ラ ッ キ ン グ を 制 御 す る 。
【 ０ ５ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 主 制 御 部 ２ ０ に よ る 交 替 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 媒 体 を フ ォ ー マ ッ ト す る 時 に
は 、 サ ー テ ィ フ ァ イ が 実 行 さ れ る 。 こ の と き 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 媒 体 上 の 欠 陥 を 検 出 す る
。 こ の と き 検 出 さ れ た 欠 陥 、 即 ち 初 期 欠 陥 に 関 す る 欠 陥 管 理 情 報 は 、 主 制 御 部 ２ ０ に よ り
媒 体 の Ｄ Ｍ Ａ の 中 の Ｐ Ｄ Ｌ に 記 録 さ れ る 。 欠 陥 管 理 情 報 は 、 交 替 元 の セ ク タ の ア ド レ ス と
交 替 先 の セ ク タ の ア ド レ ス と を 含 む 。 通 常 の 記 録 時 に も 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 媒 体 上 の 欠 陥
を 検 出 す る 。 こ の と き 検 出 さ れ た 欠 陥 、 即 ち ２ 次 欠 陥 に 関 す る 欠 陥 管 理 情 報 は 、 主 制 御 部
２ ０ に よ り 媒 体 の Ｄ Ｍ Ａ の 中 の Ｓ Ｄ Ｌ に 記 録 さ れ る 。 欠 陥 管 理 情 報 は 、 交 替 元 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ
ロ ッ ク の 先 頭 セ ク タ の ア ド レ ス と 交 替 先 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 先 頭 セ ク タ の ア ド レ ス と を 含
む 。 Ｐ Ｄ Ｌ 及 び Ｓ Ｄ Ｌ に 基 づ き 、 交 替 元 に 対 す る ア ク セ ス は 、 交 替 先 に 対 す る ア ク セ ス と
見 な さ れ る 。 ま た 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 図 １ ５ １ に 示 し た 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ の 検 索 処 理 、
図 １ ５ ２ に 示 し た Ｄ Ｍ Ａ の 登 録 及 び 更 新 処 理 、 図 １ ５ ５ に 示 し た 再 生 処 理 等 を 制 御 す る 。
【 ０ ５ ３ ３ 】
　 次 に 、 図 １ ５ ７ ～ 図 １ ７ ６ 参 照 し て 、 第 ２ の 欠 陥 管 理 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 第 ２
の 欠 陥 管 理 方 法 は 、 図 １ ５ ３ に 示 す 欠 陥 管 理 を 踏 襲 し 、 さ ら に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ を 利 用 す
る 欠 陥 管 理 で あ る 。 こ の 第 ２ の 欠 陥 管 理 方 法 の 説 明 に お い て 、 図 １ ４ ２ ～ 図 １ ５ ６ に 示 す
第 １ の 欠 陥 管 理 方 法 と 重 複 す る 部 分 に つ い て は 、 適 宜 、 説 明 済 み の 図 面 を 参 照 す る 。
【 ０ ５ ３ ４ 】
　 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 は 、 書 き 換 え 可 能 な エ リ ア を 備 え 、 こ の 書 き 換 え 可 能 な エ リ ア
は 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 、 複 数 の マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア 、 ユ ー ザ エ リ ア を 備 え る 。 図 １ ５ ４ に 示
す 媒 体 上 に お い て 、 書 き 換 え 可 能 な エ リ ア は 、 リ ー ド イ ン エ リ ア Ａ １ 、 デ ー タ エ リ ア Ａ ２
、 リ ー ド ア ウ ト エ リ ア Ａ ３ に 含 ま れ る 。 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ に は 、 同 一 の 欠 陥 管 理 情 報 が 格 納 さ
れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｄ Ｍ Ａ に 対 す る 耐 障 害 性 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ５ ３ ５ 】
　 図 １ ５ ７ 及 び 図 １ ５ ８ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 情 報 記 憶 媒 体 は 、 Ｄ Ｍ Ａ １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ 、
Ｄ Ｍ Ａ ３ 、 Ｄ Ｍ Ａ ４ を 備 え る 。 さ ら に 詳 し く 言 う と 、 図 １ ５ ４ に 示 す 情 報 記 憶 媒 体 の 最 内
周 に 配 置 さ れ る リ ー ド イ ン エ リ ア Ａ １ （ 図 １ ５ ８ に 示 す リ ー ド イ ン エ リ ア Ｌ Ｉ ） に Ｄ Ｍ Ａ
１ 及 び Ｄ Ｍ Ａ ２ が 配 置 さ れ 、 情 報 記 憶 媒 体 の 最 外 周 に 配 置 さ れ る リ ー ド ア ウ ト エ リ ア Ａ ３
（ 図 １ ５ ８ に 示 す リ ー ド ア ウ ト エ リ ア Ｌ Ｏ ） に Ｄ Ｍ Ａ ３ 及 び Ｄ Ｍ Ａ ４ が 配 置 さ れ る 。 各 Ｄ
Ｍ Ａ （ Ｄ Ｍ Ａ １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ３ 、 及 び Ｄ Ｍ Ａ ４ ） は 、 夫 々 が 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ
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ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ ～ ＃ １ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － １ ～ ＃ ２ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ
＃ ３ － １ ～ ＃ ３ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ～ ＃ ４ － Ｎ ） を 備 え る 。 初 期 状 態 で は 、 各 Ｄ
Ｍ Ａ に 含 ま れ る 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － １
、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） に 、 現 在 （ 最 新 ） の 欠 陥 管 理 情 報 が 格
納 さ れ る 。 あ る Ｄ Ｍ Ａ （ 例 え ば Ｄ Ｍ Ａ １ ） に 含 ま れ る 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ 例 え ば Ｄ
Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ ） が 欠 陥 エ リ ア に 該 当 し て し ま っ た 場 合 は 、 全 て の Ｄ Ｍ Ａ （ Ｄ Ｍ Ａ １
～ ４ ） の 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － １ 、 Ｄ Ｍ
Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） に 格 納 さ れ た 欠 陥 管 理 情 報 が 、 全 て の Ｄ Ｍ Ａ
（ Ｄ Ｍ Ａ １ ～ ４ ） の 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２
－ ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － ２ ） に 遷 移 （ transition） さ れ る 。
【 ０ ５ ３ ６ 】
　 上 記 し た よ う に 、 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 上 で は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 遷
移 す る 。 こ れ に 伴 い 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 中 か ら 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を
短 時 間 で 検 索 す る た め に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ を 導 入 す る 。 つ ま り 、 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体
は 、 図 １ ５ ８ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ を 格 納 す る マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ
１ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） を 備 え て い る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の ア
ド レ ス を 管 理 す る 。 言 い 換 え る と 、 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ
リ ア の 位 置 情 報 を 格 納 す る 位 置 情 報 エ リ ア で あ る 。
【 ０ ５ ３ ７ 】
　 図 １ ５ ７ は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ に よ る 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の ア ド レ ス 管 理 を
示 す 図 で あ る 。 Ｄ Ｍ Ａ １ は 、 Ｎ 個 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｓ
ｅ ｔ ＃ １ － Ｎ ） を 備 え て い る 。 同 様 に 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ は 、 Ｎ 個 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ
ｅ ｔ ＃ ２ － １ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － Ｎ ） を 備 え て い る 。 同 様 に 、 Ｄ Ｍ Ａ ３ は 、 Ｎ 個 の Ｄ Ｍ
Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － １ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － Ｎ ） を 備 え て い る 。 同 様 に 、
Ｄ Ｍ Ａ ４ は 、 Ｎ 個 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ～ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － Ｎ ）
を 備 え て い る 。
【 ０ ５ ３ ８ 】
　 例 え ば 、 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － １ 、 Ｄ
Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） が 現 在 使 用 中 で あ る と す る 。 こ の 場 合 、 Ｄ
Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ は 、 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ  ｓ ｅ ｔ  ＃
２ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ  ｓ ｅ ｔ  ＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） の 位 置 （ 例 え ば 先 頭 位 置 ） を
示 す 位 置 情 報 （ ア ド レ ス ） を 持 つ 。
【 ０ ５ ３ ９ 】
　 図 １ ５ ８ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） は 、 リ
ー ド イ ン エ リ ア 及 び リ ー ド ア ウ ト エ リ ア に 配 置 さ れ る 。 リ ー ド イ ン エ リ ア に 配 置 さ れ る マ
ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ ） と リ ー ド ア ウ ト エ リ ア に 配 置 さ れ る マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ
ア （ Ｍ ａ ｎ ２ ） は 、 同 一 の 情 報 を 格 納 す る 。
【 ０ ５ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） は 、 夫 々 が 複 数 の マ ネ ー ジ ャ 予
約 エ リ ア を 備 え て い る 。 こ れ は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 欠 陥 対 策 で あ る 。 図 １ ５ ８ に 示 す よ
う に 、 例 え ば 、 一 つ の マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ ） は 、 １ ０ 個 の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ
リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ ～ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ ０ ） を 備 え て い る 。 同 様 に 、 マ ネ ー ジ ャ
格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ ２ ） も 、 １ ０ 個 の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ ～ Ｄ Ｍ
Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ ０ ） を 備 え て い る 。
【 ０ ５ ４ １ 】
　 例 え ば 、 初 期 段 階 で は 、 各 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） に 含 ま れ る 第
１ の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ ） に 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を
示 す 位 置 情 報 が 格 納 さ れ る 。 オ ー バ ー ラ イ ト に 伴 い 、 あ る マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ
１ ） に 含 ま れ る 第 １ の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ ） が 欠 陥 エ リ ア に 該 当
し て し ま っ た 場 合 は 、 全 て の マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） の 第 １ の マ ネ
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ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ ） に 格 納 さ れ た 位 置 情 報 が 、 全 て の マ ネ ー ジ ャ 格
納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） の 第 ２ の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ ２ ）
に 遷 移 さ れ る （ 書 き 移 さ れ る ） 。
【 ０ ５ ４ ２ 】
　 但 し 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ は Ｄ Ｍ Ａ に 比 べ て 書 き 換 え 頻 度 が 低 い 。 こ の た め 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ
ー ジ ャ を 格 納 す る マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） 、 つ ま り マ ネ ー ジ ャ 予 約
エ リ ア は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 比 べ て オ ー バ ー ラ イ ト に よ っ て 欠 陥 に な る 可 能 性 は 低 い 。 し か し 傷 や
指 紋 な ど で 、 マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア か ら Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ が 読 み 出 せ な く な る こ と は あ る
。 そ こ で 、 一 つ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 内 に 、 同 一 内 容 （ 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ の 位 置 情 報 ） を
複 数 個 持 た せ る 。 つ ま り 、 マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア 内 に 、 同 一 内 容 を 多 重 書 き す る 。 こ れ に
よ り 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク と し て エ ラ ー 訂 正 で き な い 場 合 に で も デ ー タ （ 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ
の 位 置 情 報 ） を 読 み 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ５ ４ ３ 】
　 一 つ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ は 、 一 つ の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア に 格 納 さ れ る 。 マ ネ ー ジ ャ 予
約 エ リ ア は 、 １ つ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る 。 マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア を 構 成 す る １ つ
の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 、 同 一 内 容 が ６ ４ バ イ ト 単 位 （ ２ つ の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 単 位
） で 多 重 書 き さ れ る 。 例 え ば 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 位 置 情 報 が ６ ４ バ イ ト 単
位 で 多 重 書 き さ れ る 。 一 つ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 、 ３ ２ セ ク タ で 構 成 さ れ て い る と す る 。 ま
た 、 １ セ ク タ は 、 ２ ０ ４ ８ バ イ ト で あ る と す る 。 つ ま り 、 一 つ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の サ イ ズ
は 、 ２ ０ ４ ８ バ イ ト ＊ ３ ２ セ ク タ で あ る と す る 。 こ の 場 合 に は 、 各 セ ク タ に ３ ２ 個 の 同 一
内 容 が 記 録 さ れ る 。 即 ち 、 一 つ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に は 、 ３ ２ ＊ ３ ２ 個 の 同 一 内 容 が 繰 り 返
し 記 録 さ れ る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク と し て は 全 く 訂 正 で き な い ほ ど 欠
陥 が 多 い 場 合 で も 、 部 分 的 に Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 訂 正 で き さ え す れ ば か な り の 確 率 で 正 し い
情 報 （ 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ の 位 置 情 報 ） を 読 み 出 す こ と が で き る 。 な お 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク
に つ い て は 、 図 ３ ４ ～ 図 ３ ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ５ ４ ４ 】
　 こ こ で は 、 ６ ４ バ イ ト 単 位 の 多 重 書 き に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 図 ３ ４ ～ 図 ３ ８ に 示 す よ う に 、 １ Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 中 の １ つ の デ ー タ ラ イ
ン は １ ７ ２ バ イ ト で あ る 。 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 全 体 と し て エ ラ ー 訂 正 で き な く な っ て も 、 １ ７
２ バ イ ト の デ ー タ ラ イ ン の 単 位 で の エ ラ ー 訂 正 が 可 能 な 場 合 が あ る 。 こ の 点 に 着 目 し て 、
１ ７ ２ バ イ ト よ り 十 分 に 小 さ い デ ー タ サ イ ズ （ 例 え ば ６ ４ バ イ ト ） の 単 位 で 同 一 情 報 を 多
重 書 き し て お く こ と に よ り 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 全 体 と し て エ ラ ー 訂 正 で き な く な っ て も 、 デ
ー タ ラ イ ン の 単 位 で の エ ラ ー 訂 正 に よ り 正 し い デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ５ ４ ５ 】
　 図 １ ５ ９ は 、 図 １ ５ ８ で 示 し た Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ５ ９ に 示
す よ う に 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ は 、 現 在 使 用 中 の ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ の ア ド レ ス を 管 理 し て い る 。
例 え ば 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ
ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ の ア ド レ ス を 管 理 し て い る 。 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ の 位 置 を 一 意 に 特 定 で き
れ ば 、 ア ド レ ス で な く エ リ ア 番 号 を 記 述 す る よ う に し て も よ い 。 図 １ ５ ９ の 例 で は 、 現 在
使 用 中 （ Current） の Ｄ Ｍ Ａ の 最 初 の Ｐ Ｓ Ｎ （ 物 理 セ ク タ 番 号 ） を 管 理 し て い る 。  
　 図 １ ６ ０ は 、 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ （ Ｄ Ｍ Ａ １ ～ ４ ） の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ６ １ は 、 Ｄ Ｍ
Ａ と Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ６ ０ に 示 す よ う に 、 一 つ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ
リ ア は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク 、 Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク 、 Ｒ Ｓ Ｖ （ ｒ ｅ ｓ ｅ ｒ ｖ ｅ ｄ ） ブ ロ ッ
ク を 含 ん で い る 。 Ｒ Ｓ Ｖ ブ ロ ッ ク は 、 連 続 す る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 物 理 的 距 離 を 離 し て 欠
陥 の 連 鎖 を 避 け る た め の ブ ロ ッ ク で あ る 。 つ ま り 、 実 際 に は 、 図 １ ６ １ に 示 す よ う に 、 Ｄ
Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク 、 Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク が 格 納 さ れ る 。
【 ０ ５ ４ ６ 】
　 図 １ ７ １ は 、 Ｐ Ｄ Ｌ の コ ン テ ン ツ を 示 す 図 で あ る 。 ０ － １ バ イ ト ポ ジ シ ョ ン の Ｐ Ｄ Ｌ 識
別 情 報 （ Ｐ Ｄ Ｌ  Identifier)は ０ ０ ０ １ ｈ に セ ッ ト さ れ る 。 ２ － ３ の バ イ ト ポ ジ シ ョ ン に
は 、 Ｐ Ｄ Ｌ 内 の エ ン ト リ 数 が 記 述 さ れ る 。 Ｐ Ｄ Ｌ エ ン ト リ は 、 ４ バ イ ト か ら な り 、 ビ ッ ト
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ｂ ０ － ｂ ２ ３ に 欠 陥 物 理 セ ク タ 番 号 が 記 述 さ れ 、 ビ ッ ト ｂ ３ ０ － ｂ ３ １ に は 、 エ ン ト リ タ
イ プ が 記 述 さ れ る 。 エ ン ト リ タ イ プ （ Entry type)は 、 ０ ０ ｂ が プ ラ イ マ リ ー デ ィ フ ェ ク
ト リ ス ト で あ る こ と を 示 す 。 Ｐ Ｄ Ｌ は 、 最 大 １ ５ ８ ７ １ 個 エ ン ト リ 可 能 で あ る （ （ ２ ０ ４
８ ＊ ３ １ － ４ ） ／ ４ ＝ １ ５ ８ ７ １ ） 。
【 ０ ５ ４ ７ 】
　 こ の Ｐ Ｄ Ｌ は 、 各 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 内 に 、 例 え そ れ が 空 で あ っ て
も 常 に 記 述 さ れ な け れ ば な ら な い 。 Ｐ Ｄ Ｌ は 、 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ の と き 示 さ れ た 、 全 欠
陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の エ ン ト リ を 含 む 。 各 エ ン ト リ は エ ン ト リ タ イ プ 、 欠 陥 物 理 セ
グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 １ の 物 理 セ ク タ 番 号 を 示 す 。 物 理 セ ク タ 番 号 は 、 昇 順 に リ ス ト さ れ
る 。 Ｐ Ｄ Ｌ は 、 必 要 な 物 理 セ ク タ の 最 小 の 数 内 で 記 述 さ れ 、 そ し て 、 Ｐ Ｄ Ｌ の 最 初 の 物 理
セ ク タ の バ イ ト ポ ジ シ ョ ン ０ で 始 ま る 。 Ｐ Ｄ Ｌ の 使 用 さ れ て い な い 最 後 の 物 理 セ ク タ は 、
Ｆ Ｆ ｈ が セ ッ ト さ れ る 。 ま た 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 内 の 未 使 用 の 物 理
セ ク タ は 、 Ｆ Ｆ ｈ で 埋 め ら れ る 。 エ ン ト リ は 、 エ ン ト リ タ イ プ と 欠 陥 物 理 セ ク タ 番 号 を 有
す る 。 エ ン ト リ タ イ プ は 、 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 起 源 を 示 す 。 ０ ０ ｂ で あ れ ば P-
list、 10bで あ れ ば G1-list, 11bで あ れ ば G2-listで あ る 。 P-listは 、 デ ィ ス ク 製 造 者 に よ
っ て 定 義 さ れ て い る 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の リ ス ト で あ り 、 G1-listは 、 検 証 （ 認
証 ） プ ロ セ ス の と き に 見 つ か っ た 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の リ ス ト 、 G2-listは 、 検
証 プ ロ セ ス な し で 、 Ｓ Ｄ Ｌ か ら 転 送 さ れ て き た 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の リ ス ト で あ
る 。
【 ０ ５ ４ ８ 】
　 図 １ ７ ２ （ Ａ ） は 、 Ｓ Ｄ Ｌ （ Secondary Defect List） の コ ン テ ン ツ を 示 す 図 で あ る 。
こ の Ｓ Ｄ Ｌ は 、 各 Ｓ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 内 に 、 例 え そ れ が 空 で あ っ て も 常 に 記 述
さ れ な け れ ば な ら な い 。 Ｓ Ｄ Ｌ は 、 エ ン ト リ を 含 み 、 こ の エ ン ト リ は 、 欠 陥 物 理 セ グ メ ン
ト ブ ロ ッ ク （ defective Physical segment blocks） の 第 １ の 物 理 セ ク タ (first Physical
 sector)の 物 理 セ ク タ 番 号 (Physical sector number)を 含 む 、 と と も に 、 ま た 、 交 替 す る
（ replace ） た め の 予 備 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク (Spare Physical segment blocks)の 第
１ の 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 を 含 む 。 Ｓ Ｄ Ｌ の 各 エ ン ト リ は 、 ８ バ イ ト か ら な り 、 ３
バ イ ト が 、 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク （ defective Physical segment blocks） の 第 １
の 物 理 セ ク タ (first Physical sector)の 物 理 セ ク タ 番 号 (Physical sector number)の た
め に 使 用 さ れ 、 別 の ３ バ イ ト が 、 交 替 す る （ replace ） た め の 予 備 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ
ク (Spare Physical segment blocks)の 第 １ の 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 の た め に 使 用
さ れ 、 １ バ イ ト の う ち 、 １ ビ ッ ト が Ｓ Ｌ Ｒ の た め に 利 用 さ れ 、 残 り の ７ ビ ッ ト と 残 り の １
バ イ ト が 予 約 の た め に 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ５ ４ ９ 】
　 先 の 物 理 セ ク タ 番 号 は 、 昇 順 に リ ス ト さ れ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ は 、 必 要 な 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ
ク の 最 小 の 数 内 に 記 述 さ れ る 。
【 ０ ５ ５ ０ 】
　 も し Ｓ Ｄ Ｌ 内 に リ ス ト さ れ た 交 替 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク が 、 後 で 、 欠 陥 で あ る こ と が
発 見 さ れ た な ら ば 、 Ｓ Ｄ Ｌ 内 の 情 報 登 録 た め に ダ イ レ ク ト ポ イ ン タ ー 方 法 が 適 用 さ れ る 。
こ の 方 法 で は 、 欠 陥 交 替 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク が 登 録 さ れ て い る Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ に お い
て 、 欠 陥 交 替 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 １ の 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 が 、 新 し い 交
替 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 １ の 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 に 変 更 さ れ る こ と に よ り
、 当 該 Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ が 修 整 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 Ｓ Ｄ Ｌ 内 の エ ン ト リ 数 は 、 劣 化 し た 物 理
セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク が あ っ て も 、 変 化 す る こ と は な い 。
【 ０ ５ ５ １ 】
 Ｓ Ｄ Ｌ は 、 最 大 ８ １ ８ ９ 個 エ ン ト リ 可 能 で あ る （ （ ２ ０ ４ ８ ＊ ３ １ － ２ ４ ） ／ ８ ＝ ８ １
８ ９ ） 。
【 ０ ５ ５ ２ 】
　 図 １ ７ ２ （ Ｂ ） は 、 Ｓ Ｄ Ｌ に 含 ま れ る 複 数 の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の う ち の 一 つ の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン
ト リ の デ ー タ 構 造 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ （ Ｓ Ｄ Ｌ  entry)は 、 各 ８ バ
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イ ト セ ッ ト で あ る 。 ６ ２ ビ ッ ト 目 に は 、 “ ０ ” 又 は “ １ ” が 記 述 さ れ る も の で 、 “ ０ ” の
と き は 、 予 備 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク を 伴 っ て 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク が 交 替 処 理 （
リ プ レ イ ス ） さ れ て い る こ と を 意 味 し 、 “ １ ” の と き は 、 交 替 処 理 は さ れ て い な い こ と を
意 味 す る 。 ３ ２ － ５ ５ ビ ッ ト に は 、 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 1の 物 理 セ ク タ の 物
理 セ ク タ 番 号 （ Physical sector number of the first Physical sector in　 the defect
ive Physical segment block） が 記 述 さ れ て い る 。 ０ － ２ ３ ビ ッ ト に は 、 リ プ レ イ ス す る
物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 1の 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 （ Physical sector number 
of the　 first physical sector in the replacement Physical segment block)が 記 述 さ
れ て い る 。
【 ０ ５ ５ ３ 】
　 各 Ｄ Ｍ Ａ （ Ｄ Ｍ Ａ １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ３ 、 及 び Ｄ Ｍ Ａ ４ ） は 、 例 え ば １ ０ ０ 個 の Ｄ Ｍ
Ａ 予 約 エ リ ア を 備 え る 。 つ ま り 、 ト ー タ ル で ４ ０ ０ 個 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 確 保 さ れ て い
る 。 一 つ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 上 記 し た よ う に ３ ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ て い る 。 よ っ て 、
ト ー タ ル で １ ２ ０ ０ 個 の ブ ロ ッ ク が 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ５ ５ ４ 】
　 上 記 説 明 し た よ う に 、 Ｄ Ｍ Ａ １ と Ｄ Ｍ Ａ ２ は 、 リ ー ド イ ン エ リ ア に 配 置 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ
１ に 含 ま れ る 第 ｋ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア と 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 第 ｋ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約
エ リ ア に は 、 同 一 の 欠 陥 管 理 情 報 が 記 録 さ れ る 。 つ ま り 、 Ｄ Ｍ Ａ １ に 含 ま れ る 第 ｋ 番 目 の
Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア と 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 第 ｋ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 同 時 に 使 用 さ
れ る 。 即 ち 、 Ｄ Ｍ Ａ １ に 含 ま れ る 第 ｋ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア と 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 第
ｋ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 物 理 的 に 距 離 が 近 い 方 が 、 効 率 良 く 両 者 に ア ク セ ス で き る
。 そ こ で 、 Ｄ Ｍ Ａ １ に 含 ま れ る 第 ｋ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア と 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 第 ｋ
番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 距 離 が 近 く な る よ う な 物 理 的 配 置 を 採 用 す る 。
【 ０ ５ ５ ５ 】
　 例 え ば 、 図 １ ６ ０ 及 び 図 １ ６ ８ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｍ Ａ １ に 含 ま れ る 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ
リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ ） → Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ
ｅ ｔ ＃ ２ － １ ） → Ｄ Ｍ Ａ １ に 含 ま れ る 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － ２ ）
→ Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － ２ ） → … → Ｄ Ｍ Ａ １
に 含 ま れ る 第 Ｎ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － Ｎ ） → Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 第 Ｎ
の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － Ｎ ） の 順 に 配 置 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｄ Ｍ Ａ １ 及
び Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア か ら の 欠 陥 管 理 情 報 の 読 み 出 し 時 間
を 短 縮 す る こ と が で き 、 さ ら に は Ｄ Ｍ Ａ １ 及 び Ｄ Ｍ Ａ ２ に 含 ま れ る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア 対 す
る 欠 陥 管 理 情 報 の 遷 移 処 理 （ 書 き 移 し 処 理 ） も 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ５ ５ ６ 】
　 リ ー ド ア ウ ト エ リ ア に 配 置 さ れ る Ｄ Ｍ Ａ ３ 及 び Ｄ Ｍ Ａ ４ に つ い て も 、 同 様 で あ る 。 つ ま
り 、 図 １ ６ ０ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｍ Ａ ３ に 含 ま れ る 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ
＃ ３ － １ ） → Ｄ Ｍ Ａ ４ に 含 ま れ る 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） → Ｄ
Ｍ Ａ ３ に 含 ま れ る 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － ２ ） → Ｄ Ｍ Ａ ４ に 含 ま れ
る 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － ２ ） → … → Ｄ Ｍ Ａ ３ に 含 ま れ る 第 Ｎ の Ｄ
Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － Ｎ ） → Ｄ Ｍ Ａ ４ に 含 ま れ る 第 Ｎ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア
（ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － Ｎ ） の 順 に 配 置 す る 。
【 ０ ５ ５ ７ 】
　 但 し 、 ア ク セ ス 速 度 を 重 要 視 し な い 場 合 に は 、 各 Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 物 理 的 に 離 し て 配
置 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 傷 や 指 紋 な ど の 欠 陥 要 因 に 強 い Ｄ Ｍ Ａ を 構 築 す る
こ と も で き る 。 ア ク セ ス 速 度 と 信 頼 性 と の バ ラ ン ス に よ っ て 、 Ｄ Ｍ Ａ １ ～ ４ の 物 理 配 置 を
決 め る こ と が で き る 。
【 ０ ５ ５ ８ 】
　 図 １ ６ ２ 及 び 図 １ ６ ９ は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ と Ｄ Ｍ Ａ の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ
ネ ー ジ ャ は 、 リ ー ド イ ン エ リ ア の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ 　 Ｍ ａ ｎ ａ ｇ ｅ ｒ １ － １
～ １ － １ ０ ） と リ ー ド ア ウ ト エ リ ア の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ 　 Ｍ ａ ｎ ａ ｇ ｅ ｒ ２
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－ １ ～ ２ － １ ０ ） に 格 納 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ は 、 リ ー ド イ ン エ リ ア に 二 つ （ Ｄ Ｍ Ａ １ 、 Ｄ Ｍ Ａ
２ ） 、 リ ー ド ア ウ ト エ リ ア に 二 つ （ Ｄ Ｍ Ａ ３ 、 Ｄ Ｍ Ａ ４ ） 配 置 さ れ る 。
【 ０ ５ ５ ９ 】
　 １ ０ ０ 個 の Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が あ る 。 そ れ ぞ れ の Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 Ｄ Ｍ Ａ １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ ， Ｄ
Ｍ Ａ ３ そ し て Ｄ Ｍ Ａ ４ で 構 成 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト で は 、 Ｄ Ｍ Ａ ＃ １ か ら ＃ １ ０ ０ が 使 用
さ れ る 。 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト （ current DMA set） が 欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト （ defective
 DMA set)と し て 検 出 さ れ た な ら ば 、 当 該 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 次 の Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト に 交 替 さ れ る
。 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ で 示 さ れ て い る 。 １ ０ 個 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ
ー ジ ャ セ ッ ト が あ る 。 そ れ ぞ れ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ １ と Ｄ Ｍ
Ａ マ ネ ー ジ ャ ２ で 構 成 さ れ る 。 各 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト で は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
＃ １ か ら ＃ １ ０ が 使 用 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト も 、 現 在 使 用 中 の セ ッ ト の ど れ か
の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ で 欠 陥 が 検 出 さ れ た な ら ば 、 当 該 セ ッ ト は 次 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ
ト に 交 替 さ れ る 。
【 ０ ５ ６ ０ 】
　 Ｄ Ｍ Ａ １ と Ｄ Ｍ Ａ ２ は 、 予 約 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク で あ る ２ つ の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ
ッ ク に よ っ て フ ォ ロ ー さ れ て い る 。 Ｄ Ｍ Ａ ３ と Ｄ Ｍ Ａ ４ も 同 様 で あ る 。
【 ０ ５ ６ １ 】
　 各 Ｄ Ｍ Ａ の 第 １ の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク
と 称 さ れ 、 デ ィ ス ク 定 義 構 成 （ Disc Definition Structure： Ｄ Ｄ Ｓ ） と 一 次 欠 陥 リ ス ト
（ Ｐ Ｄ Ｌ ） を 含 む 。 そ し て 第 ２ の 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク が Ｓ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ
ク と 称 さ れ 、 二 次 欠 陥 リ ス ト （ Ｓ Ｄ Ｌ ） を 含 む 。 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ の 内 容 は 同 じ で あ る 。
【 ０ ５ ６ ２ 】
　 初 期 化 さ れ た 後 の デ ィ ス ク に お い て 各 Ｄ Ｍ Ａ は 次 の よ う な 内 容 を 含 む 。 各 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ
Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 １ の 物 理 セ ク タ は 、 Ｄ Ｄ Ｓ を 含 む 。 Ｄ Ｄ Ｓ に つ い て は 後 述
す る 。 ま た 各 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 ２ の 物 理 セ ク タ は 、 Ｐ Ｄ Ｌ の 第
１ の 物 理 セ ク タ で あ る 。 各 Ｓ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 第 １ の 物 理 セ ク タ は 、 Ｓ Ｄ Ｌ
の 第 １ の 物 理 セ ク タ で あ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ 及 び Ｐ Ｄ Ｌ の 長 さ は 、 各 リ ス ト に 含 ま れ る エ ン ト リ の
数 に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ５ ６ ３ 】
　 図 １ ６ ３ は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 遷 移 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ６ ３ に 示 す よ う に 、 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ は 同
時 に 遷 移 す る 。 夫 々 の Ｄ Ｍ Ａ が 単 独 に 遷 移 す る 場 合 に 比 べ 、 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ を 同 時 に 遷 移 さ
せ る こ と に よ り 、 Ｄ Ｍ Ａ 間 の 物 理 的 距 離 を 広 げ ず に す む 。 こ れ に よ り 、 ア ク セ ス 性 能 を 劣
化 さ せ ず に す む 。 ま た 、 シ ス テ ム 障 害 発 生 時 の リ カ バ リ ー が 容 易 に な る 。
【 ０ ５ ６ ４ 】
　 初 期 状 態 （ ｉ ｎ ｉ ｔ ｉ ａ ｌ 　 ｓ ｔ ａ ｔ ｅ ） で は 、 各 Ｄ Ｍ Ａ （ Ｄ Ｍ Ａ １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ２ 、 Ｄ Ｍ
Ａ ３ 、 Ｄ Ｍ Ａ ４ ） の 先 頭 （ 第 １ ） の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ
ｅ ｔ ＃ ２ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） が 使 わ れ る 。 各 Ｄ Ｍ Ａ の
先 頭 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ
＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） の 中 の １ 個 以 上 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ ア に 該
当 し て し ま っ た 場 合 は 、 各 Ｄ Ｍ Ａ の ２ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － ２ 、
Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － ２ ） に 欠 陥 管 理 情 報
が 遷 移 さ れ る 。 以 下 同 様 に 欠 陥 管 理 情 報 が 遷 移 さ れ 、 各 Ｄ Ｍ Ａ の Ｎ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ
ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ
ｔ ＃ ４ － Ｎ ） に 欠 陥 管 理 情 報 が 遷 移 さ れ る と 、 記 録 動 作 が 禁 止 さ れ る 。 そ の 後 、 媒 体 は 、
再 生 専 用 の 媒 体 と し て 扱 わ れ る 。
【 ０ ５ ６ ５ 】
　 図 １ ６ ４ は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 遷 移 を 示 す 図 で あ る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ に つ い て も 、
Ｄ Ｍ Ａ と 同 様 に 遷 移 す る 。 つ ま り 、 初 期 状 態 （ ｉ ｎ ｉ ｔ ｉ ａ ｌ 　 ｓ ｔ ａ ｔ ｅ ） で は 、 各 マ
ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア （ Ｍ ａ ｎ １ 、 Ｍ ａ ｎ ２ ） の 先 頭 （ 第 １ ） の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ
Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ ２ － １ ） に 、 最 新 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ が 格 納 さ
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れ る 。 各 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア の 先 頭 （ 第 １ ） の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ
＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ ２ － １ ） の 中 の １ 個 以 上 の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ
ア に 該 当 し て し ま っ た 場 合 は 、 各 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア の ２ 番 目 の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア
（ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ － ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ ２ － ２ ） に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ が 遷 移 さ れ る
。 以 下 同 様 に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ が 遷 移 さ れ 、 各 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア の Ｎ 番 目 の マ ネ ー ジ
ャ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ １ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ＿ Ｍ ａ ｎ ＃ ２ － Ｎ ） に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ
が 遷 移 さ れ る と 、 記 録 動 作 が 禁 止 さ れ る 。
【 ０ ５ ６ ６ 】
　 図 １ ６ ５ は 、 各 Ｄ Ｍ Ａ の コ ン デ ィ シ ョ ン を 示 す 図 で あ る 。 一 旦 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る と
判 定 さ れ て し ま っ た Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 通 常 、 そ の 後 も 継 続 し て 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る
は ず で あ る 。 し か し 、 た ま た ま ゴ ミ な ど の 付 着 に よ り 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る と 判 定 さ れ て
し ま っ た Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 そ の 後 、 欠 陥 エ リ ア に 該 当 し な い と 判 定 さ れ て し ま う こ と
が あ る 。 つ ま り 、 一 旦 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る と 判 定 さ れ て し ま っ た Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア で あ
っ て も 、 そ の 後 、 デ ー タ が 正 し く 読 み 出 せ る よ う に な る こ と が あ る 。
【 ０ ５ ６ ７ 】
　 ま た 、 通 常 は 、 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る 場 合 は 、 こ の 第 １ の Ｄ
Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 次 の 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に 欠 陥 管 理 情 報 が 遷 移 さ れ る は ず で あ る 。
し か し 、 な ん ら か の 要 因 で 、 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る 場 合 に 、 第
３ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア 又 は 第 ４ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア 等 に 欠 陥 管 理 情 報 が 遷 移 さ れ て し ま う
こ と も あ る 。 こ の 場 合 、 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 Ｒ ｅ ｓ ｅ ｒ ｖ ｅ ｄ の 状 態 と な る 。 つ
ま り 、 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 ブ ラ ン ク と 判 定 さ れ て し ま う 。 つ ま り 、 ノ ー マ ル な 状
態 で は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア か ら は 、 欠 陥 管 理 情 報 が 正 し く 読 み 出 せ る 。 し か
し な が ら 、 ア ブ ノ ー マ ル な 状 態 で は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ ア に 該 当
し て し ま っ た り 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が ブ ラ ン ク で あ っ た り し て し ま う こ と が
あ る 。 欠 陥 エ リ ア の 誤 判 定 は 、 Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 無 用 な 推 移 を 招 く こ と に な る 。 つ ま り
、 単 純 に 読 み 出 し の 状 態 だ け で 、 Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 状 態 を 判 定 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ５ ６ ８ 】
　 図 １ ６ ６ は 、 ノ ー マ ル な Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ６ ６ に 示 す よ う
に 、 例 え ば 、 ケ ー ス １ ～ ５ が 考 え ら れ る 。 上 記 し た よ う に Ｄ Ｍ Ａ は 、 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ
リ ア を 備 え て い る 。 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 中 の 先 頭 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ
ｔ ＃ １ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － １ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － １ ） を
” ｈ ｅ ａ ｄ ” 、 最 後 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ １ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ２ － Ｎ
、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ３ － Ｎ 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ ｅ ｔ ＃ ４ － Ｎ を ” ｔ ａ ｉ ｌ ” 、 先 頭 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ
ア と 最 後 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア と の 間 の い く つ か の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を ” ｂ ｏ ｄ ｙ ” と 称 す
る 。
【 ０ ５ ６ ９ 】
　 ケ ー ス １ は 、 ア ン フ ォ ー マ ッ ト な 状 態 の 情 報 記 憶 媒 体 で あ る 。 つ ま り 、 ” ｈ ｅ ａ ｄ ” 、
” ｂ ｏ ｄ ｙ ” 、 ” ｔ ａ ｉ ｌ ” に 該 当 す る 全 て の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 、 リ ザ ー ブ 状 態 で あ る
。
【 ０ ５ ７ ０ 】
　 ケ ー ス ２ は 、 初 期 化 さ れ た 状 態 の 情 報 記 憶 媒 体 で あ る 。 つ ま り 、 ” ｈ ｅ ａ ｄ ” に 該 当 す
る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 現 在 使 用 中 で あ り 、 ” ｂ ｏ ｄ ｙ ” 、 ” ｔ ａ ｉ ｌ ” に 該 当 す る Ｄ Ｍ Ａ
予 約 エ リ ア は リ ザ ー ブ 状 態 で あ る 。
【 ０ ５ ７ １ 】
　 ケ ー ス ３ は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 遷 移 が 発 生 し た 状 態 の 情 報 記 憶 媒 体 で あ る 。 つ ま り 、 ” ｈ ｅ ａ ｄ
” に 該 当 す る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 欠 陥 エ リ ア で あ り 、 ” ｂ ｏ ｄ ｙ ” に 該 当 す る い く つ か の
Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の う ち の 所 定 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 現 在 使 用 中 の エ リ ア と な り 、 こ の 現
在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア よ り 後 ろ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は リ ザ ー ブ 状 態 で あ る 。
【 ０ ５ ７ ２ 】
　 ケ ー ス ４ は 、 最 終 段 階 の 情 報 記 憶 媒 体 で あ る 。 つ ま り 、 ” ｈ ｅ ａ ｄ ” 、 ” ｂ ｏ ｄ ｙ ” に
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該 当 す る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア は 欠 陥 エ リ ア で あ り 、 ” ｔ ａ ｉ ｌ ” に 該 当 す る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ
ア が 現 在 使 用 中 の エ リ ア で あ る 。
【 ０ ５ ７ ３ 】
　 ケ ー ス ５ は 、 全 く 使 用 で き な く な っ た 状 態 の 情 報 記 憶 媒 体 で あ る 。 つ ま り 、 つ ま り 、 ”
ｈ ｅ ａ ｄ ” 、 ” ｂ ｏ ｄ ｙ ” 、 ” ｔ ａ ｉ ｌ ” に 該 当 す る 全 て の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ
ア で あ る 。
【 ０ ５ ７ ４ 】
　 な お 、 リ ザ ー ブ 状 態 を 簡 単 に 識 別 す る こ と が で き る よ う に 、 リ ザ ー ブ 状 態 の エ リ ア に リ
ザ ー ブ 状 態 で あ る こ と を 示 す 識 別 子 を 格 納 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ５ ７ ５ 】
　 図 １ ５ ６ に 示 す こ の 発 明 の 情 報 記 録 再 生 装 置 （ 主 制 御 部 ２ ０ ） は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ
を 探 し 出 す 方 式 と し て 、 テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ （ Ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 ｌ ｏ ｏ ｋ ｕ ｐ ） 方 式 及 び イ
ン ク リ メ ン タ ル （ Ｉ ｎ ｃ ｒ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ａ ｌ ） 方 式 の 両 方 を サ ポ ー ト す る 。 つ ま り 、 こ の 発
明 の 情 報 記 憶 媒 体 は 、 テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ 方 式 及 び イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 の 両 方 を 適 用
可 能 な ハ イ ブ リ ッ ト サ ー チ フ ォ ー マ ッ ト （ Ｈ Ｓ Ｆ ） で あ る 。 通 常 は 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 テ
ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ 方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 探 し 出 す 。 テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ 方
式 と は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ に 基 づ き 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 探 し 出 す 方 式 で あ る 。 万 一 、
Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ が 読 み 出 せ な い 場 合 に は 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 に よ
り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 探 し 出 す 。 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 と は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る 全 て の
Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 順 に チ ェ ッ ク し 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 探 し 出 す 方 式 で あ る 。 つ ま り
、 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 は 、 テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ 方 式 の リ カ バ リ ー と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ５ ７ ６ 】
　 図 １ ６ ５ で 説 明 し た よ う に 、 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 だ け に 頼 り 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予
約 エ リ ア を サ ー チ す る と 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 誤 判 定 し て し ま う こ と が あ る
。 図 １ ６ ７ は 、 ア ブ ノ ー マ ル な 状 態 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 誤 判 定 の 一 例 を 説 明 す る 図 で あ
る 。 例 え ば 、 第 １ （ 先 頭 ） の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に 格 納 さ れ て い る 欠 陥 管 理 情 報 が 、 第 ２ の
Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア よ り も 後 続 の 第 ２ ＋ α の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に 遷 移 さ せ ら れ て し ま う こ と
が あ る 。 本 来 な ら 、 第 １ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に 格 納 さ れ て い る 欠 陥 管 理 情 報 は 、 第 ２ の Ｄ
Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に 遷 移 さ せ ら れ る べ き で あ る 。 し か し 、 こ の 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の ア
ド レ ス エ ラ ー 等 の 障 害 に よ り 、 こ の 第 ２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 使 用 で き な い 場 合 に は 、 第
２ の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア よ り も 後 続 の 第 ２ ＋ α の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 使 用 さ れ る こ と に な る
。 し か し 、 こ の 遷 移 の 後 に 、 例 え ば 第 １ （ 先 頭 ） の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア か ら 欠 陥 管 理 情 報 が
読 み 出 せ て し ま う と 、 こ の 第 １ （ 先 頭 ） の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 現 在 使 用 中 で あ る と 誤 判 定
し て し ま う 。 こ の よ う な 誤 判 定 を 防 ぐ た め に 、 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 で サ ー チ す る 場 合 に
は 、 十 分 な 窓 幅 で 判 定 す る こ と が 必 要 で あ り 、 判 定 に 時 間 が か か る 。 そ こ で 、 こ の 発 明 の
情 報 記 録 再 生 装 置 は 、 高 速 サ ー チ が 可 能 な テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ 方 式 を 優 先 的 に 利 用 し 、
テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ 方 式 で 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 見 つ け る こ と が で き な い 場
合 に 限 り 、 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 で サ ー チ す る 。
【 ０ ５ ７ ７ 】
　 図 １ ７ ０ は 、 交 替 処 理 に 伴 い 書 き 換 え る 必 要 の あ る エ リ ア を 示 す 図 で あ る 。 例 え ば 、 ユ
ー ザ エ リ ア 上 の 所 定 の エ リ ア が 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る こ と が 判 明 す る と 、 こ の 所 定 の エ リ
ア に 記 録 さ れ る は ず の 情 報 は ス ペ ア エ リ ア に 交 替 記 録 さ れ る 。 こ れ に 伴 い 、 こ の 所 定 の エ
リ ア （ 交 替 元 ） の ア ド レ ス と ス ペ ア エ リ ア （ 交 替 先 ） の ア ド レ ス と が 欠 陥 管 理 情 報 と し て
、 各 Ｄ Ｍ Ａ （ Ｄ Ｍ Ａ １ ～ ４ ） の 第 ｋ 番 目 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に 記 録 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 推 移 が 発 生 し た 場 合 に 書 き 換 え ら れ る 。 従 っ て 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 書
き 換 え の 頻 度 は 低 い 。
【 ０ ５ ７ ８ 】
　 図 １ ７ ３ は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 更 新 処 理 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ７ ３ に 示 す よ
う に 、 ま ず 、 図 １ ５ ６ に 示 す 情 報 記 録 再 生 装 置 の 主 制 御 部 ２ ０ は 、 テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ
方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を サ ー チ す る （ Ｓ Ｔ １ ０ １ ） 。 つ ま り 、 最 新 の
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Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ か ら 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 示 す 位 置 情 報 が 読 み 出 せ れ ば 、 現
在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 見 つ け 出 す こ と が で き る （ Ｓ Ｔ １ ０ ２ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 。 テ ー ブ
ル ル ッ ク ア ッ プ 方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 見 つ け 出 す こ と が で き な け れ
ば （ Ｓ Ｔ １ ０ ２ 、 Ｎ Ｏ ） 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ
Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を サ ー チ す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ３ ） 。 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の
Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 見 つ け 出 す こ と が で き な け れ ば （ Ｓ Ｔ １ ０ ４ 、 Ｎ Ｏ ） 、 Ｄ Ｍ Ａ 更 新 処
理 は 失 敗 と な る （ Ｓ Ｔ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ５ ７ ９ 】
　 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 見 つ か れ ば （ Ｓ Ｔ １ ０ ２ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） （ Ｓ Ｔ １ ０ ４ 、 Ｙ
Ｅ Ｓ ） 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 こ の 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 遷 移 が 必 要 か 否 か を 判 断
す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ６ ） 。 こ の 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ ア に 該 当 す る 場 合 に
は 、 こ の 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 遷 移 が 必 要 と 判 断 す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ６ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ）
。
【 ０ ５ ８ ０ 】
　 遷 移 が 不 要 な 場 合 は （ Ｓ Ｔ １ ０ ６ 、 Ｎ Ｏ ） 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 こ の 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ
予 約 エ リ ア に 格 納 さ れ て い る 欠 陥 管 理 情 報 を 、 交 替 処 理 に 伴 い 更 新 す る （ Ｓ Ｔ １ ０ ８ ） 。
遷 移 が 必 要 な 場 合 は （ Ｓ Ｔ １ ０ ６ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約
エ リ ア に 格 納 さ れ て い る 欠 陥 管 理 情 報 を 、 新 た な Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア （ 次 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ
ア ） に 書 き 移 し （ Ｓ Ｔ １ ０ ７ ） 、 さ ら に 欠 陥 管 理 情 報 を 交 替 処 理 に 伴 い 更 新 す る （ Ｓ Ｔ １
０ ８ ） 。
【 ０ ５ ８ １ 】
　 図 １ ７ ４ は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 更 新 処 理 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、
主 制 御 部 ２ ０ は 、 現 在 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 遷 移 が 必 要 か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ Ｔ １ １ １ ）
。 こ の 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ を 格 納 し た マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア が 欠 陥 エ リ ア に 該
当 す る 場 合 に は 、 こ の 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 遷 移 が 必 要 と 判 断 す る （ Ｓ Ｔ １ １
１ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 。 遷 移 が 必 要 な 場 合 は （ Ｓ Ｔ １ １ １ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 現 在 使 用
中 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ を 、 新 た な マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア （ 次 の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア ） に
書 き 移 す （ Ｓ Ｔ １ １ ２ ） 。 ま た 、 Ｄ Ｍ Ａ の 遷 移 が あ っ た 場 合 に は （ Ｓ Ｔ １ １ ３ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ）
、 主 制 御 部 ２ ０ は 、 Ｄ Ｍ Ａ の 遷 移 に 伴 い Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ を 更 新 す る （ Ｓ Ｔ １ １ ４ ） 。
【 ０ ５ ８ ２ 】
　 図 １ ７ ５ は 、 Ｄ Ｍ Ａ に 基 づ く 再 生 処 理 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ７ ５ に
示 す よ う に 、 ま ず 、 図 １ ５ ６ に 示 す 情 報 記 録 再 生 装 置 の 主 制 御 部 ２ ０ は 、 テ ー ブ ル ル ッ ク
ア ッ プ 方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を サ ー チ す る （ Ｓ Ｔ １ ２ １ ） 。 つ ま り 、
最 新 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ か ら 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 示 す 位 置 情 報 が 読 み 出 せ れ
ば 、 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 見 つ け 出 す こ と が で き る （ Ｓ Ｔ １ ２ ２ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） 。
テ ー ブ ル ル ッ ク ア ッ プ 方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 見 つ け 出 す こ と が で き
な け れ ば （ Ｓ Ｔ １ ２ ２ 、 Ｎ Ｏ ） 、 情 報 記 録 再 生 装 置 の 主 制 御 部 ２ ０ は 、 イ ン ク リ メ ン タ ル
方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を サ ー チ す る （ Ｓ Ｔ １ ２ ３ ） 。 イ ン ク リ メ ン タ
ル 方 式 に よ り 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 見 つ け 出 す こ と が で き な け れ ば （ Ｓ Ｔ １ ２
４ 、 Ｎ Ｏ ） 、 再 生 処 理 は 失 敗 と な る （ Ｓ Ｔ １ ２ ５ ） 。
【 ０ ５ ８ ３ 】
　 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 見 つ か れ ば （ Ｓ Ｔ １ ２ ２ 、 Ｙ Ｅ Ｓ ） （ Ｓ Ｔ １ ２ ４ 、 Ｙ
Ｅ Ｓ ） 、 主 制 御 部 ２ ０ の 再 生 制 御 に よ り 、 こ の 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア か ら 欠 陥 管
理 情 報 が 読 み 出 さ れ る （ Ｓ Ｔ １ ２ ６ ） 。 読 み 出 さ れ た 欠 陥 管 理 情 報 に 基 づ き 、 ユ ー ザ エ リ
ア に 記 録 さ れ た ユ ー ザ デ ー タ が 再 生 さ れ る （ Ｓ Ｔ １ ２ ７ ） 。
【 ０ ５ ８ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ３ ４ ～ 図 ３ ８ を 参 照 し て ６ ４ Ｋ Ｂ で 構 成 さ れ る Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に つ い て 説 明
を 加 え る 。 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ に 記 録 さ れ る 一 つ の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 、 ３ ２ Ｋ Ｂ で 構 成
さ れ て い る 。 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ よ り も さ ら な る 高 密 度 記 録 を 実 現 す る た め に 、 こ こ で
は ６ ４ Ｋ Ｂ で 構 成 さ れ る Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ５ ８ ５ 】
　 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 、 連 続 す る ３ ２ 個 の ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム か ら 形 成 さ れ て い る 。 縦
方 向 に １ ９ ２ 行 ＋ １ ６ 行 、 横 方 向 に （ １ ７ ２ ＋ １ ０ ） × ２ 列 が 配 置 さ れ て い る 。 Ｂ ０ 、 ０
、 Ｂ １ 、 ０ 、 … は そ れ ぞ れ １ バ イ ト で あ る 。 Ｐ Ｏ 及 び Ｐ Ｉ は 、 エ ラ ー 訂 正 コ ー ド で あ り 、
Ｐ Ｏ は ア ウ タ ー パ リ テ ィ 、 Ｐ Ｉ は イ ン ナ ー パ リ テ ィ で あ る 。
【 ０ ５ ８ ６ 】
　 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 、 （ ６ 行 × １ ７ ２ バ イ ト ） 単 位 が １ ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム と し て 扱
わ れ る 。 つ ま り 連 続 す る ３ ２ 個 の ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム か ら な る 。 さ ら に 、 （ ブ ロ ッ ク
１ ８ ２ バ イ ト × ２ ０ ７ バ イ ト ） が ペ ア と し て 扱 わ れ る 。 左 側 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 各 ス ク ラ
ン ブ ル ド フ レ ー ム の 番 号 に Ｌ を 付 け 、 右 側 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 各 ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム
の 番 号 に Ｒ を 付 け て 示 す こ と が で き る 。 す る と 、 左 側 の ブ ロ ッ ク に 左 と 右 の ス ク ラ ン ブ ル
ド フ レ ー ム が 交 互 に 存 在 し 、 ま た 右 側 の ブ ロ ッ ク に も 左 と 右 の ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム が
交 互 に 存 在 す る 。
【 ０ ５ ８ ７ 】
　 つ ま り 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 、 ３ ２ 個 の 連 続 ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム か ら 形 成 さ れ る 。 奇
数 セ ク タ の 左 半 分 の 各 行 は 、 右 半 分 の 行 と 交 換 さ れ て い る 。 １ ７ ２ × ２ バ イ ト × １ ９ ２ 行
は １ ７ ２ バ イ ト × １ ２ 行 × ３ ２ ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム に 等 し く 、 情 報 フ ィ ー ル ド と な る
。 １ ６ バ イ ト の Ｐ Ｏ が 、 各 １ ７ ２ × ２ 列 に Ｒ Ｓ （ ２ ０ ８ ， １ ９ ２ ， １ ７ ） の ア ウ タ ー コ ー
ド を 形 成 す る た め に 付 加 さ れ る 。 ま た １ ０ バ イ ト の Ｐ Ｉ （ Ｒ Ｓ （ １ ８ ２ ， １ ７ ２ ， １ １ ）
） が 、 左 右 の ブ ロ ッ ク の 各 ２ ０ ８ × ２ 行 に 付 加 さ れ る 。 Ｐ Ｉ は 、 Ｐ Ｏ の 行 に も 付 加 さ れ る
。
【 ０ ５ ８ ８ 】
　 フ レ ー ム 内 の 数 字 は 、 ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム 番 号 を 示 し 、 サ フ ィ ッ ク ス の Ｒ ， Ｌ は 、
ス ク ラ ン ブ ル ド フ レ ー ム の 右 側 半 分 と 、 左 側 半 分 を 意 味 す る 。 Ｐ Ｏ ， Ｐ Ｉ の 生 成 は 以 下 の
よ う な 手 順 で 行 な わ れ る 。
【 ０ ５ ８ ９ 】
　 先 ず 、 列 ｊ （ ｊ ＝ ０ ～ １ ７ １ と 、 ｊ ＝ １ ８ ２ ～ ３ ５ ３ ） に 対 し て 、 １ ６ バ イ ト の Ｂ i,j(
ｉ ＝ １ ９ ２ ～ ２ ０ ７ )が 付 加 さ れ る 。 こ の Ｂ i,jは 、 多 項 式 Ｒ j(X)に よ り 定 義 さ れ て お り 、
こ の 多 項 式 は 、 ア ウ タ ー コ ー ド Ｒ Ｓ （ ２ ０ ８ ， １ ９ ２ ， １ ７ ） を 各 １ ７ ２ × ２ 列 に 形 成 す
る も の で あ る 。
【 ０ ５ ９ ０ 】
　 次 に 、 行 i（ i＝ ０ ～ ２ ０ ７ ） に 対 し て 、 １ ０ バ イ ト の Ｂ i,j(j＝ １ ７ ２ ～ １ ８ １ 、 j＝ ３
５ ４ ～ ３ ６ ３ )が 付 加 さ れ る 。 こ の Ｂ i,jは 、 多 項 式 Ｒ i(X)に よ り 定 義 さ れ て お り 、 こ の 多
項 式 は 、 イ ン ナ ー コ ー ド Ｒ Ｓ （ １ ８ ２ ， １ ７ ２ ， １ １ ） を （ ２ ０ ８ × ２ ） ／ ２ の 各 行 に 形
成 す る も の で あ る 。
【 ０ ５ ９ １ 】
　 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に お い て 、 ア ウ タ ー パ リ テ ィ ー （ Ｐ Ｏ ） が 、 左 側 ブ ロ ッ ク 、 右 側 ブ ロ ッ
ク に そ れ ぞ れ イ ン タ ー リ ー ブ さ れ た 様 子 を 示 す 。 各 Ｂ マ ト リ ッ ク ス の 要 素 で あ る Ｂ i,jは
、 ２ ０ ８ 行 × １ ８ ２ × ２ 列 を 構 成 し て い る 。 こ の Ｂ マ ト リ ッ ク ス は 、 Ｂ i,jが Ｂ ｍ ,ｎ で 再
配 置 さ れ る よ う に 、 行 間 に お い て イ ン タ ー リ ー ブ さ れ て い る 。
【 ０ ５ ９ ２ 】
　 こ の 結 果 、 １ ６ の パ リ テ ィ 行 は 、 １ 行 ず つ 分 散 さ れ る 。 つ ま り 、 １ ６ の パ リ テ ィ 行 は 、
２ つ の 記 録 フ レ ー ム 置 き に 対 し て 、 １ 行 ず つ 配 置 さ れ る 。 し た が っ て 、 １ ２ 行 か ら な る 記
録 フ レ ー ム は 、 １ ２ 行 ＋ １ 行 と な る 。 こ の 行 イ ン タ ー リ ー ブ が 行 な わ れ た 後 、 １ ３ 行 × １
８ ２ バ イ ト は 、 記 録 フ レ ー ム と し て 参 照 さ れ る 。 し た が っ て 、 行 イ ン タ ー リ ー ブ が 行 な わ
れ た 後 の 、 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 、 ３ ２ 個 の 記 録 フ レ ー ム で あ る 。 １ つ の 記 録 フ レ ー ム 内 に は
、 右 側 と 、 左 側 の ブ ロ ッ ク の 行 が ６ 行 ず つ 存 在 す る 。 ま た 、 Ｐ Ｏ は 、 左 の ブ ロ ッ ク （ １ ８
２ × ２ ０ ８ バ イ ト ） と 、 右 の ブ ロ ッ ク （ １ ８ ２ × ２ ０ ８ バ イ ト ） 間 で は 、 異 な る 行 に 位 置
す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 図 で は 、 １ つ の 完 結 型 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク と し て 示 し て い る 。
し か し 、 実 際 の デ ー タ 再 生 時 に は 、 こ の よ う な Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 連 続 し て エ ラ ー 訂 正 処 理
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部 に 到 来 す る 。 こ の よ う な エ ラ ー 訂 正 処 理 の 訂 正 能 力 を 向 上 す る た め に 、 イ ン タ ー リ ー ブ
方 式 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ５ ９ ３ 】
　 記 録 さ れ た デ ー タ フ ィ ー ル ド （ 偶 数 フ ィ ー ル ド と 奇 数 フ ィ ー ル ド ） に お い て 、 Even Rec
orded data field及 び Odd Recorded data fieldの い ず れ も 最 後 の ２ シ ン ク フ レ ー ム （ す
な わ ち 最 後 の “ SYNC codeが Ｓ Ｙ ３ ” の 部 分 と そ の 直 後 の “ シ ン ク デ ー タ ” 及 び “ SYNC co
deが Ｓ Ｙ １ ” の 部 分 と そ の 直 後 の “ シ ン ク デ ー タ ” が 並 ん だ 部 分 ） 内 の シ ン ク デ ー タ 領 域
に Ｐ Ｏ （ Parity Out） の 情 報 が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ５ ９ ４ 】
　 す な わ ち 、 Even Recorded data field内 の 最 後 の ２ シ ン ク フ レ ー ム 箇 所 に は “ 左 側 の Ｐ
Ｏ の 一 部 ” が 挿 入 さ れ 、 Odd Recorded data field内 の 最 後 の ２ シ ン ク フ レ ー ム 箇 所 に は
“ 右 側 の Ｐ Ｏ の 一 部 ” が 挿 入 さ れ る 。 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は そ れ ぞ れ 左 右 の “ 小 Ｅ Ｃ Ｃ
ブ ロ ッ ク ” か ら 構 成 さ れ 、 セ ク タ 毎 に 交 互 に 異 な る Ｐ Ｏ グ ル ー プ （ 左 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク
に 属 す る Ｐ Ｏ か 、 右 の 左 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク に 属 す る Ｐ Ｏ か ） の デ ー タ が 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ５ ９ ５ 】
　 図 １ ７ ６ （ Ａ ） に は 、 Ｄ Ｄ Ｓ の 構 成 を 示 し て い る 。 Ｄ Ｄ Ｓ は １ 物 理 セ ク タ の 長 さ の テ ー
ブ ル で あ る 。 Ｄ Ｄ Ｓ は デ ィ ス ク の フ ォ ー マ ッ ト さ れ た 構 成 を 示 し て い る 。 Ｄ Ｄ Ｓ は 、 フ ォ
ー マ ッ ト の 最 終 段 階 で 、 各 Ｄ Ｍ Ａ の 第 １ の 物 理 セ ク タ 内 に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ５ ９ ６ 】
　 こ の Ｄ Ｄ Ｓ は 、 Ｄ Ｄ Ｓ 識 別 子 、 デ ィ ス ク サ ー テ ィ フ ィ ケ イ シ ョ ン フ ラ グ 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ
Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ （ update counter)、 グ ル ー プ 番 号 、 ゾ ー ン 番 号 、 １ 次 予 備 エ リ
ア の ロ ケ ー シ ョ ン （ Location of Primary spare area） 、 Ｌ Ｓ Ｎ ０ の ロ ケ ー シ ョ ン 、 各 ゾ
ー ン の 開 始 Ｌ Ｓ Ｎ （ 論 理 セ ク タ 番 号 ） な ど 、 を 含 む 。 デ ィ ス ク サ ー テ ィ フ ィ ケ イ シ ョ ン フ
ラ グ （ Disc certification flag） に は 、 In-progress flag、 User certification flag, 
Disc manufacturer certification flagが 含 ま れ る 。 In-progress flagが “ ０ ” で あ れ ば
、 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ が 完 了 し た こ と で あ り 、 “ １ ” で あ れ ば フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ が In-p
rogress（ 進 行 中 ） で あ る こ と を 示 す 。 User certification flagが “ ０ ” の と き は 、 ユ ー
ザ に よ り ま だ こ の デ ィ ス ク が 検 証 さ れ て い な い こ と で あ り 、 “ １ ” の と き は ユ ー ザ に よ り
少 な く と も １ 回 は 検 証 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。 Disc manufacturer certificationが
“ ０ ” の と き は 、 製 造 者 に よ る 検 証 が す ん で な い こ と で あ り 、 “ １ ” の と き は 少 な く と も
１ 回 は 検 証 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ５ ９ ７ 】
　 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counterは 、 こ の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 更
新 及 び 再 書 き 込 み 動 作 の 総 回 数 を カ ウ ン ト し て い る 。 こ の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ  update counte
rは 初 期 値 ０ と さ れ 、 再 書 き 込 み 、 あ る い は 更 新 が 行 わ れ る 毎 に ＋ １ と さ れ る 。 Ｄ Ｄ Ｓ ／
Ｐ Ｄ Ｌ 及 び Ｓ Ｄ Ｌ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の カ ウ ン タ は 、 フ ォ ー マ ッ ト が 完 了 し た と き は
、 同 じ カ ウ ン ト 値 で あ る 。 グ ル ー プ 番 号 は ０ ０ ０ ｈ に セ ッ ト さ れ る 。 ま た ゾ ー ン 番 号 は 、
０ ０ １ ３ ｈ （ １ ９ ゾ ー ン ） に セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ５ ９ ８ 】
 １ 次 予 備 エ リ ア の ロ ケ ー シ ョ ン （ Location of Primary spare area） は 図 １ ７ ６ （ Ｂ ）
に 示 す よ う な 形 式 で あ る 。 一 次 予 備 エ リ ア の 第 １ の 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 が ｂ ３ ２
－ ｂ ５ ５ に 記 述 さ れ る 。 ま た 一 次 予 備 エ リ ア の 最 後 の 物 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 が ｂ ０
－ ｂ ２ ３ に 記 述 さ れ る 。
【 ０ ５ ９ ９ 】
　 Ｌ Ｓ Ｎ ０ の ロ ケ ー シ ョ ン の フ ィ ー ル ド で は 、 第 １ の 論 理 セ ク タ の 物 理 セ ク タ 番 号 が 記 述
さ れ る 。 各 ゾ ー ン の 開 始 Ｌ Ｓ Ｎ （ 論 理 セ ク タ 番 号 ） の フ ィ ー ル ド で は 、 ４ バ イ ト で 各 ゾ ー
ン の ス タ ー ト 論 理 セ ク タ 番 号 が 記 述 さ れ る 。
【 ０ ６ ０ ０ 】
　 次 に 、 欠 陥 管 理 に お け る 予 備 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に つ い て 説 明 す る 。 デ ー タ エ リ ア
に お け る 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク は 、 欠 陥 管 理 に 従 っ て 、 正 常 な 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ
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ッ ク に 交 替 さ れ な け れ ば な ら な い 。 デ ィ ス ク は 、 ゾ ー ン ０ の 中 に １ つ の 一 次 予 備 エ リ ア を
有 し 、 ま た ゾ ー ン １ ８ 内 に １ つ の 拡 張 可 能 な 補 足 予 備 エ リ ア を も っ て も よ い 。 一 次 予 備 エ
リ ア 内 の 予 備 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 数 は 、 　 ２ ３ ０ ０ で あ る 。 補 足 予 備 エ リ ア 内 の 予
備 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 数 は 、 最 大 ７ １ ０ ４ で あ る 。 補 足 予 備 エ リ ア 内 の 予 備 物 理 セ
グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 数 は 、 ３ ２ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク の 倍 数 で あ る 。 補 足 予 備 エ リ ア は
デ ー タ エ リ ア の 先 頭 に 向 か っ て 拡 張 可 能 で あ る 。
【 ０ ６ ０ １ 】
　 欠 陥 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク は 、 ス リ ッ ピ ン グ 交 替 ア ル ゴ リ ズ ム 、 リ ニ ア 交 替 ア ル ゴ リ
ズ ム 、 あ る い は 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク ス キ ッ ピ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム に よ っ て 取 り 扱 わ れ る
。 Ｐ Ｄ Ｌ と Ｓ Ｄ Ｌ に リ ス ト さ れ る エ ン ト リ の 総 数 は 、 以 下 の 要 求 を 満 た す 必 要 が あ る 。
【 ０ ６ ０ ２ 】
　 １ ≦ Ｓ Ｐ Ｄ Ｌ ≦ ３ １ 、 １ ≦ Ｓ Ｓ Ｄ Ｌ ≦ ３ １
Ｓ Ｐ Ｄ Ｌ ＝ ［ （ （ Ｅ Ｐ Ｄ Ｌ × ４ ＋ ４ ） ＋ ２ ０ ４ ７ ） ） ／ ２ ０ ４ ８ ]
Ｓ Ｓ Ｄ Ｌ ＝ ［ （ （ Ｅ Ｓ Ｄ Ｌ × ８ ＋ ２ ４ ） ＋ ２ ０ ４ ７ ） ） ／ ２ ０ ４ ８ ]
但 し
Ｓ Ｐ Ｄ Ｌ は Ｐ Ｄ Ｌ エ ン ト リ を 保 持 す る た め に 使 用 さ れ た 物 理 セ ク タ の 数
Ｓ Ｓ Ｄ Ｌ は Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ を 保 持 す る た め に 使 用 さ れ た 物 理 セ ク タ の 数
Ｅ Ｐ Ｄ Ｌ は Ｐ Ｄ Ｌ 内 の エ ン ト リ の 数
Ｅ Ｓ Ｄ Ｌ は Ｓ Ｄ Ｌ 内 の エ ン ト リ の 数
［ Ｐ ］ は こ こ で は Ｐ よ り も 大 き く な い 最 大 整 数 を 表 す 意 味 と し て 用 い た 。
【 ０ ６ ０ ３ 】
　 以 下 、 上 記 説 明 し た 第 ２ の 欠 陥 管 理 方 法 に よ る 作 用 ・ 効 果 に つ い て ま と め る 。
【 ０ ６ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 こ の 発 明 の 情 報 記 憶 媒 体 が 、 １ ０ ０ ０ 回 の オ ー バ ー ラ イ ト ま で 可 能 で あ る と す
る 。 こ の 情 報 記 憶 媒 体 に お い て 、 １ ０ ０ ０ ０ 件 の 欠 陥 管 理 情 報 の 登 録 を 実 現 す る 。 こ の 場
合 、 Ｄ Ｍ Ａ を １ ０ ０ ０ 回 ご と に 遷 移 さ せ れ ば 、 １ ０ 回 （ ＝ １ ０ ０ ０ ０ ／ １ ０ ０ ０ ） の 遷 移
で 、 計 算 上 は １ ０ ０ ０ ０ 件 の 欠 陥 管 理 情 報 の 登 録 に 耐 え ら れ る こ と と な る 。 つ ま り 、 Ｄ Ｍ
Ａ を 交 替 で き る よ う に す る こ と で 、 オ ー バ ー ラ イ ト 特 性 の 悪 さ を 克 服 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 ０ ６ ０ ５ 】
　 従 来 は 、 Ｄ Ｍ Ａ 自 身 が 欠 陥 管 理 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 繰 り 返 し 記 録 可 能 な 回 数 よ り
も 、 欠 陥 管 理 情 報 の 書 き 換 え 回 数 が 多 く な る と 、 事 実 上 十 分 な 欠 陥 管 理 が で き な い と い う
問 題 が あ っ た 。 た と え ば 、 １ ０ ０ ０ 回 程 度 し か オ ー バ ー ラ イ ト で き な い 情 報 記 憶 媒 体 の 場
合 に は 、 １ ０ ０ ０ 回 を 超 え る 欠 陥 管 理 情 報 の 書 き 換 え に よ り 、 Ｄ Ｍ Ａ 自 体 が 欠 陥 に な っ て
し ま う 可 能 性 が あ っ た 。 市 場 に 出 回 る 情 報 記 憶 媒 体 の 中 に は 品 質 が 悪 い も の も あ り 、 こ の
よ う な 媒 体 の 場 合 に は １ ０ ０ 回 程 度 の オ ー バ ー ラ イ ト に よ り 欠 陥 ブ ロ ッ ク に な っ て し ま う
こ と も あ る 。 こ の よ う な 粗 悪 な 媒 体 で は 、 一 部 の 欠 陥 の た め に 媒 体 全 体 が 使 え な く な っ て
し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ６ ０ ６ 】
　 以 下 に ま と め た よ う な こ の 第 ２ の 欠 陥 管 理 方 法 に よ り 、 １ ０ ０ ０ 回 程 度 し か オ ー バ ー ラ
イ ト で き な い 情 報 記 憶 媒 体 の 性 能 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ６ ０ ７ 】
・ Target
　 Maximum OW times:100,000
・ Presupposition
　 OW limitation of single DMA : 1,000
・ Solution
　 Plural DMAs with transition
　 　 Number of DMA: 100,000/1,000 = 100 set
　 Four identical DMAs

10

20

30

40

50

(112) JP 2007-18563 A 2007.1.25



　 こ の 発 明 の 欠 陥 管 理 に よ れ ば 、 １ ０ ０ ０ 回 程 度 の オ ー バ ー ラ イ ト し か で き な い 媒 体 の 見
か け 上 の オ ー バ ー ラ イ ト 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 １ ０ 万 回 程 度 の オ ー バ
ー ラ イ ト が 可 能 と な る 。 こ れ は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の オ ー バ ー ラ イ ト 回 数 と 同 等 の 値 で あ る 。
１ ０ ０ ０ 回 の オ ー バ ー ラ イ ト さ れ た エ リ ア を 、 新 し い エ リ ア に 交 替 さ せ る 。 計 算 上 は 、 １
０ ０ ０ ０ ０ ／ １ ０ ０ ０ ＝ １ ０ ０ セ ッ ト の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア が 用 意 さ れ て い れ ば よ い 。 媒 体
が 、 １ ０ ０ セ ッ ト の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 持 つ こ と で 、 １ ０ ０ ０ 回 程 度 の オ ー バ ー ラ イ ト し
か で き な い 媒 体 で あ っ て も 、 １ ０ 万 回 程 度 の オ ー バ ー ラ イ ト が 可 能 な 媒 体 と 同 等 の 性 能 を
持 つ こ と が で き る 。 ま た 、 媒 体 が 、 同 じ 内 容 の Ｄ Ｍ Ａ を 、 例 え ば リ ー ド イ ン エ リ ア に ２ つ
、 リ ー ド ア ウ ト エ リ ア に ２ つ 、 合 計 ４ つ 持 つ 。 こ れ に よ り 、 あ る Ｄ Ｍ Ａ か ら 情 報 が 読 み 出
せ な く な っ て も 他 の Ｄ Ｍ Ａ か ら 情 報 が 読 み 出 せ れ ば 、 正 し い 欠 陥 管 理 が 継 続 で き る 。 つ ま
り 、 同 時 に 使 え る Ｄ Ｍ Ａ を 複 数 持 つ と 同 時 に 、 個 々 の Ｄ Ｍ Ａ が 劣 化 し た 場 合 に 、 新 し い Ｄ
Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア に 欠 陥 管 理 情 報 を 移 す 。 こ れ に よ り 、 Ｄ Ｍ Ａ 自 体 を 障 害 か ら 守 る 能 力 を 高
め る こ と が 可 能 と な る 。 例 え ば 、 媒 体 上 に 、 同 時 に ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ を 配 置 す る 構 成 の 場 合 に
は 、 各 Ｄ Ｍ Ａ が Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を １ ０ ０ 個 ず つ 持 つ 。 つ ま り 、 媒 体 上 に 、 ト ー タ ル ４ ０
０ 個 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア を 用 意 し て お け ば よ い 。
【 ０ ６ ０ ８ 】
　 上 記 し た こ の 発 明 は 、 ２ 層 構 造 の 光 デ ィ ス ク に 適 用 で き る 。 ２ 層 構 造 の 場 合 は 、 現 行 の
Ｄ Ｖ Ｄ － Ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ を 第 １ 層 又 は 第 ２ 層 に 記 録 し 、 第 ２ 層 ま た は 第 １ 層 に 高 密 度 の ハ イ デ
ン テ ィ シ ー （ High Density） Ｄ Ｖ Ｄ － Ｖ ｉ ｄ ｅ ｏ （ 以 下 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ ） を 記 録 す る こ と が
可 能 と な る 。 こ の よ う に 各 レ イ ヤ ー で 異 な る フ ォ ー マ ッ ト を 有 す る タ イ プ の デ ィ ス ク は 、
ツ イ ン フ ォ ー マ ッ ト デ ィ ス ク （ Twin format disc)と 称 さ れ る 。
【 ０ ６ ０ ９ 】
　 図 １ ７ ７ に は 、 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ の バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ エ リ ア の フ ォ ー マ ッ ト を 示 し て い
る 。 こ こ で ブ ッ ク タ イ プ 及 び デ ィ ス ク タ イ プ （ Book type and Disc type)の エ リ ア の 特 に
デ ィ ス ク タ イ プ に は 、 ツ イ ン フ ォ ー マ ッ ト デ ィ ス ク フ ラ グ （ Twin format flag） が 記 述 さ
れ る 。
【 ０ ６ １ ０ 】
　 ブ ッ ク タ イ プ は 、 Ｈ Ｄ 　 リ ラ イ タ ブ ル （ Rewitable） デ ィ ス ク の 場 合 、 ０ １ ０ １ ｂ が 記
述 さ れ て い る 。 ま た ツ イ ン フ ォ ー マ ッ ト デ ィ ス ク フ ラ グ は 、 ツ イ ン フ ォ ー マ ッ ト で な い 場
合 に ０ ｂ が 記 述 さ れ て い る 。
【 ０ ６ １ １ 】
　 ま た 上 記 の 説 明 に お い て 、 Ｄ Ｍ Ａ に 関 し て は 、 Ｄ Ｍ Ａ １ ＆ Ｄ Ｍ Ａ ２ ， Ｄ Ｍ Ａ ３ ＆ Ｄ Ｍ Ａ
４ が あ り Defect Management Areasと 称 し た が 、 Defect Management Zonesと 称 し て も よ い
。 即 ち 、 図 １ ２ の Ｄ Ｍ Ａ １ ＆ Ｄ Ｍ Ａ ２ ， Ｄ Ｍ Ａ ３ ＆ Ｄ Ｍ Ａ ４ の エ リ ア を そ れ ぞ れ 欠 陥 管 理
ゾ ー ン （ Defect Management Zone） と 称 す る の で あ る 。
【 ０ ６ １ ２ 】
　 「 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ に つ い て さ ら に 説 明 す る 」
　 図 １ ７ ８ に は 、 欠 陥 管 理 ゾ ー ン の 全 体 像 を 示 し て い る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ
セ ッ ト の 位 置 を 示 す 情 報 で あ る 。 ま た Ｄ Ｍ Ａ に は 、 一 次 欠 陥 リ ス ト （ Primary defect lis
t） 、 二 次 欠 陥 リ ス ト （ Secondary defect list） な ど が 含 ま れ る 。
【 ０ ６ １ ３ 】
　 図 １ ７ ９ に は 、 デ ー タ リ ー ド ン エ リ ア に お い て 特 に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 構 成 を 詳 し く 示
し て い る 。
【 ０ ６ １ ４ 】
　 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ は Ｄ Ｍ Ａ ｓ の た め の 情 報 を 含 む も の で 、 例 え ば 現 Ｄ Ｍ Ａ ｓ （ current 
DMAs） の 位 置 な ど で あ る 。 各 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 長 さ は １ つ の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク で あ る 。 図 １
５ ９ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ に 比 べ て Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ （ DMA Manager 
update counter） の 領 域 が 確 保 さ れ て い る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ は 、
Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 更 新 処 理 が 行 わ れ た 総 数 を 特 定 す る 。 初 期 化 時 に は 、 こ の フ ィ ー ル ド
は ” ０ ” に セ ッ ト さ れ る 。 そ し て こ の カ ウ ン タ は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ が 更 新 さ れ る ご と に
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１ 増 大 さ れ る 。
【 ０ ６ １ ５ 】
Ｄ Ｍ Ａ ｓ と Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 境 界 は 先 の 図 １ ６ ２ に 示 し た と お り で あ る 。
【 ０ ６ １ ６ 】
　 各 Ｄ Ｍ Ａ の 最 初 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク と 称 さ れ 、 デ ィ ス ク
定 義 構 成 （ Disc Definition Structure） と 一 次 欠 陥 リ ス ト （ Primary Defect List） を 含
む 。 各 Ｄ Ｍ Ａ の 第 ２ の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク と 称 さ れ 、 二 次 欠 陥 リ ス ト
（ Ｓ Ｄ Ｌ ） を 含 む 。 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ ｓ の 内 容 は 、 同 等 で あ る 。
【 ０ ６ １ ７ 】
　 デ ィ ス ク の 初 期 化 後 の 各 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 次 の よ う な ス テ ー タ ス と な っ て い
る 。
【 ０ ６ １ ８ 】
　 最 初 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 １ ０ ２ ４ 個 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ ユ ニ ッ ト を 、
各 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 中 に 有 し 、 そ れ は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト （ Current DMA set
） と 称 さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ ユ ニ ッ ト は 、 識 別 子 を 有 し 、 ま た ０ に セ ッ ト さ れ る べ き
Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 更 新 カ ウ ン タ を 有 し 、 ま た 、 現 Ｄ Ｍ Ａ ｓ （ 図 １ ７ ９ の Ｄ Ｍ Ａ １ ， Ｄ Ｍ Ａ
２ ， Ｄ Ｍ Ａ ３ 、 Ｄ Ｍ Ａ ４ ） の 各 第 １ の Ｐ Ｓ Ｎ を 有 す る 。
【 ０ ６ １ ９ 】
　 他 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ” Ｆ Ｆ ｈ ” で 満 た さ れ る 。 ま た
欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ” Ａ Ａ ｈ ” で 満 た さ れ る か 又 は 何 も 記 録
さ れ な い 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ６ ２ ０ 】
　 図 １ ８ ０ に は 、 デ ィ ス ク を 初 期 化 し た 場 合 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト に 関 す る 処 理 例 、
ケ ー ス １ の 例 と 、 ケ ー ス ２ の 例 を 示 し て い る 。 物 理 セ ク タ ブ ロ ッ ク の 単 位 で 欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ マ
ネ ー ジ ャ が 、 置 換 え ら れ た 例 を 示 し て い る 。 ケ ー ス ２ の 場 合 は 、 す で に 欠 陥 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ
ク が 初 期 化 時 に 存 在 し て い る 例 を 示 し て い る 。 こ の よ う な 場 合 、 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク を 早 い
時 期 に 検 出 で き る の で 、 初 期 化 作 業 時 間 の 無 駄 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ６ ２ １ 】
　 デ ィ ス ク の 初 期 化 後 の 各 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 次 の よ う な ス テ ー タ ス と な っ て い る 。
【 ０ ６ ２ ２ 】
　 最 初 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク と 、 Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ
ク を 持 た な け れ ば な ら な い 。 こ の Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト と 称 さ れ 、 そ の 番 号 は
、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ に よ っ て 指 し 示 さ れ て い る 。
【 ０ ６ ２ ３ 】
　 他 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ” Ｆ Ｆ ｈ ” で 満 た さ れ る 。 ま た 置 換 え ら れ
た Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 除 く 欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ” Ａ Ａ ｈ ” で 満 た さ れ る か 又
は 何 も 記 録 さ れ な い 状 態 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ６ ２ ４ 】
　 図 １ ８ １ に は 、 デ ィ ス ク を 初 期 化 し た 場 合 、 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト に 関 す る 処 理 例 を 示 し て い る
。 物 理 セ ク タ ブ ロ ッ ク の 単 位 で 欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ が 、 交 替 さ れ た （ 置 換 え ら れ た ） 例 を 示 し て い
る 。 す で に 欠 陥 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 初 期 化 時 に 存 在 し て い る 例 を 示 し て い る 。 こ の よ う な 場
合 、 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク を 早 い 時 期 に 検 出 で き る の で 、 初 期 化 作 業 時 間 に 無 駄 が 軽 減 さ れ る
。 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 存 在 し た た め に 、 そ の 位 置 が 置 換 え ら れ た 場 合 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ も
現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 位 置 情 報 を 変 更 さ れ る 。
【 ０ ６ ２ ５ 】
　 デ ィ ス ク の 初 期 化 後 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 内 の Ｄ Ｍ Ａ は 、 次 の よ う な 内 容 と な っ て い る 。 即
ち 各 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 第 １ の 物 理 セ ク タ は 、 Ｄ Ｄ Ｓ （ デ ィ ス ク 定 義 構 成 の
情 報 ） を 含 む 。 ま た 、 各 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 第 ２ の 物 理 セ ク タ は 、 Ｐ Ｄ Ｌ の
た め の 第 １ の 物 理 セ ク タ で あ る 。 ま た 各 Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 最 初 の 物 理 セ ク タ は 、 Ｓ
Ｄ Ｌ の た め の 第 １ の 物 理 セ ク タ で あ る 。
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【 ０ ６ ２ ６ 】
　 Ｐ Ｄ Ｌ 及 び Ｓ Ｄ Ｌ の 長 さ は 、 各 リ ス ト の エ ン ト リ 数 に よ り 決 ま る 。 Ｄ Ｍ Ａ ｓ の 中 で 未 使
用 の 物 理 セ ク タ は 、 ” Ｆ Ｆ ｈ ” で 満 た さ れ る 。 そ し て 全 て の 予 約 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ” ０ ０
ｈ ” で 満 た さ れ る 。
【 ０ ６ ２ ７ 】
　 リ プ レ イ ス メ ン ト （ replacement） 後 、 各 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 次 の よ う な 状 態 で あ る 。 即
ち 、 置 換 え ら れ た Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 内 に お い て 、 Ｐ Ｄ Ｌ の 最 後 の 物 理 セ ク タ の 未 使 用 バ イ ト と
、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 未 使 用 物 理 セ ク タ は 、 全 て ” Ａ Ａ ｈ ” で 満 た さ れ る 。
ま た 、 新 し く 割 り 当 て ら れ た 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 内 に お い て 、 Ｐ Ｄ Ｌ の 最 後 の 物 理 セ ク タ の 未
使 用 バ イ ト と 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 未 使 用 物 理 セ ク タ は 、 全 て ” Ｆ Ｆ ｈ ” で
満 た さ れ る 。
【 ０ ６ ２ ８ 】
　 「 欠 陥 管 理 」 に お い て 、 ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク に つ い て さ ら に 追 加 説 明 す る 。
【 ０ ６ ２ ９ 】
　 デ ー タ エ リ ア 内 の 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 後 述 す る 欠 陥 管 理 方 法 に よ っ て 、 良 好 な Ｐ Ｓ ブ
ロ ッ ク に よ っ て 交 替 さ れ る 。 デ ィ ス ク は 使 用 前 に フ ォ ー マ ッ ト 化 さ れ る 。 フ ォ ー マ ッ テ ィ
ン グ ン は 、 検 証 を 伴 っ て い て も 、 逆 に 検 証 無 し で も 構 わ な い 。 デ ィ ス ク は 、 ラ ン ド の ゾ ー
ン ０ に １ つ の 一 次 ス ペ ア エ リ ア を 有 す る 、 そ し て 、 グ ル ー ブ の ゾ ー ン １ ８ に １ つ の 拡 張 可
能 な サ プ リ メ ン タ リ ー ス ペ ア 領 域 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ６ ３ ０ 】
　 一 次 ス ペ ア エ リ ア の ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 数 は ２ ３ ０ ０ で あ る 。 サ プ リ メ ン タ リ ー ス ペ
ア エ リ ア の ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 最 大 数 は ７ １ ４ ０ で あ る 。 サ プ リ メ ン タ リ ー ス ペ ア エ リ
ア の 最 大 ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ３ ２ 個 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 倍 数 で あ る 。 サ プ リ メ ン タ リ ー
ス ペ ア 領 域 は 、 デ ー タ エ リ ア の ト ッ プ （ 先 頭 ） の 方 向 に 向 か っ て 拡 張 可 能 で あ る 。
【 ０ ６ ３ １ 】
　 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ス リ ッ ピ ン グ リ プ レ イ ス メ ン ト ア ル ゴ リ ズ ム に よ り 取 り 扱 わ れ る
。 こ の ア ル ゴ リ ズ ム と し て は リ ニ ア リ プ レ イ ス メ ン ト ア ル ゴ リ ズ ム 、 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク ス キ ッ
ピ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム が あ る 。 Ｐ Ｄ Ｌ と Ｓ Ｄ Ｌ の エ ン ト リ ー リ ス ト の 総 数 は 、 次 の 式 を 満 足
し て い る 。
【 ０ ６ ３ ２ 】
　 ０  　 Ｅ PDL　  ２ ３ ０ ０
　 １  　 Ｓ SDL　  ３ ２
Ｓ SDL＝ 　 └ ｛ （ 　 Ｅ PDL　 × ８ ＋ ２ ４ ） ＋ ２ ０ ４ ７ ｝ ／ ２ ０ ４ ８ 　 ┘

Ｅ PDLは 、 Ｐ Ｄ Ｌ 内 の エ ン ト リ 数 　
Ｓ SDLは 、 Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ を 保 持 す る の に 必 要 な 物 理 セ ク タ 数

└ 　 Ｐ 　 ┘ は ｐ よ り も 大 き く な い 最 大 整 数 を 表 す 。
【 ０ ６ ３ ３ 】
　 　 　 「 デ ィ ス ク フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 」 に つ い て 、 さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ６ ３ ４ 】
　 使 用 前 に デ ィ ス ク は フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ さ れ る 。 も し フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 処 理 前 に デ ィ
ス ク に Ｄ Ｍ Ａ が 記 録 さ れ て い な か っ た ら 、 処 理 は 初 期 化 と み な さ れ る 。 も し フ ォ ー マ ッ テ
ィ ン グ 処 理 前 に デ ィ ス ク に Ｄ Ｍ Ａ が 記 録 さ れ て い た ら 、 処 理 は 再 初 期 化 と み な さ れ る 。
【 ０ ６ ３ ５ 】
　 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 後 に 上 述 し た 欠 陥 管 理 ゾ ー ン が 記 録 さ れ る 。 デ ー タ 領 域 は 、 シ ン グ
ル グ ル ー プ で 構 成 さ れ る 。 グ ル ー プ は 、 ユ ー ザ エ リ ア 、 ス ペ ア エ リ ア を 含 む 。 ス ペ ア エ リ
ア の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の た め の 置 換 え （ リ プ レ イ ス メ ン ト ） と し て 使 用
す る こ と が で き る 。 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ は 、 初 期 化 又 は 再 初 期 化 の い ず れ で も 行 な わ れ る
。 こ れ ら の 処 理 は 、 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 識 別 さ れ ス キ ッ プ さ れ て い る か を 検 証 す る 処 理 を
含 ん で も よ い 。
【 ０ ６ ３ ６ 】
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　 全 て の Ｄ Ｄ Ｓ パ ラ メ ー タ が ４ つ の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク に 記 述 さ れ る 。 Ｐ Ｄ Ｌ
及 び Ｓ Ｄ Ｌ は 、 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ 内 に 記 録 さ れ る 。 各 Ｄ Ｍ Ａ に 続 く 予 約 さ れ た Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は
、 ” ０ ０ ｈ ” で 満 た さ れ る 。
【 ０ ６ ３ ７ 】
　 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 後 、 ス リ ッ ピ ン グ リ プ レ イ ス メ ン ト の 結 果 と し て 配 置 さ れ た ど の Ｐ
Ｓ ブ ロ ッ ク 或 い は ど の ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク も 、 以 下 の 状 態 の １ つ を 取 る 。
【 ０ ６ ３ ８ 】
（ ａ ） Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 或 い は ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 構 成 す る ３ ２ 個 の デ ー
タ フ レ ー ム の セ ッ ト を 含 む 。 デ ー タ フ レ ー ム は 再 初 期 化 前 に 書 か れ て い て も よ い 。
【 ０ ６ ３ ９ 】
（ ｂ ） Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 或 い は ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は な に も 書 か れ て い な い 、 全 て が 物 理 セ ク
タ で あ る 。
【 ０ ６ ４ ０ 】
（ ｃ ） Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 或 い は ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 検 証 処 理 の 間 に 書 き 込 ま れ た ０ ０ ０ ０
０ ０ ｈ か ら ０ ０ ０ ０ １ Ｆ ｈ の デ ー タ フ レ ー ム 番 号 を 含 む 。
【 ０ ６ ４ １ 】
　 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 後 は 、 Ｐ Ｄ Ｌ の 中 に は 、 エ ン ト リ の ３ つ の タ イ プ が 存 在 す る 、 つ ま
り Ｐ － ｌ ｉ ｓ ｔ ， Ｇ １ － ｌ ｉ ｓ ｔ ， Ｇ ２ － ｌ ｉ ｓ ｔ 、 で あ る 。 こ の タ イ プ は 、 各 エ ン ト リ
の エ ン ト リ タ イ プ に よ り 識 別 さ れ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ も エ ン ト リ を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ６ ４ ２ 】
　 デ ィ ス ク が 検 証 さ れ る と き 、 検 証 は 、 ユ ー ザ 領 域 、 ス ペ ア 領 域 の 全 て の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク に
適 用 さ れ る 。 検 証 に お い て 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 見 つ か っ た ら 、 Ｐ Ｄ Ｌ の Ｇ １ － ｌ ｉ ｓ ｔ に
リ ス ト さ れ 、 そ し て 、 ス リ ッ ピ ン グ リ プ レ イ ス メ ン ト ア ル ゴ リ ズ ム に よ っ て 取 り 扱 わ れ る
。
【 ０ ６ ４ ３ 】
　 も し 、 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 処 理 が 、 検 証 を 含 む 或 い は 他 の デ ー タ 書 き 込 み 処 理 を 含 む な
ら ば 、 デ ー タ フ レ ー ム 番 号 は ０ ０ ０ ０ ０ ０ ｈ か ら ０ ０ ０ ０ １ Ｆ ｈ の 間 で 無 け れ ば な ら な い
。 デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ の 中 の イ ン プ ロ グ レ ス フ ィ ー ル ド （ in-progress filed)は 検 証 処 理
の 間 　 １ ｂ 　 に セ ッ ト さ れ る 。 こ の 手 続 は 、 シ ス テ ム 対 し て 、 以 前 の フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ
の 間 に 生 じ た 失 敗 の 発 生 を 検 出 す る こ と を 許 容 す る 。
【 ０ ６ ４ ４ 】
　 　 　 「 初 期 化 」 に つ い て 、 さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ６ ４ ５ 】
　 も し 、 デ ィ ス ク に 記 録 さ れ た Ｄ Ｍ Ａ ｓ が 無 け れ ば 、 デ ィ ス ク は 初 期 化 を 要 求 さ れ る 。 初
期 化 の 間 、 最 初 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と し て 用
い ら れ る 。 そ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ は ０ に セ ッ ト さ れ る 。 他 の 有 効
な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト に お い て 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ” Ｆ Ｆ ｈ ” で
満 た さ れ る 。 書 き 込 み 前 に 欠 陥 と し て 検 出 さ れ た Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 ど の よ う な
デ ー タ も 書 き 込 ま れ な い 。 書 き 込 み 後 に 欠 陥 と し て 検 出 さ れ た Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は
、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 に ” Ａ Ａ ｈ ” が 再 書 込 み さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ６ ４ ６ 】
　 最 初 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と し て 用 い ら れ る
。 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ 及 び Ｓ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ は 、 ０ に セ ッ ト
さ れ る 。 デ ィ ス ク 製 造 元 で 初 期 化 の と き に 見 つ か っ た 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 Ｐ Ｄ Ｌ の Ｐ －
ｌ ｉ ｓ ｔ に リ ス ト さ れ る 。 デ ィ ス ク 製 造 元 で は な い 他 の 誰 か に よ る 初 期 化 の と き に 見 つ か
っ た 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 Ｐ Ｄ Ｌ の Ｇ １ － ｌ ｉ ｓ ｔ に リ ス ト さ れ る 。 こ の 両 方 の ケ ー ス に
お い て は 、 ユ ー ザ 領 域 の 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク だ け で な く ス ペ ア 領 域 の 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク も ま
た Ｐ Ｄ Ｌ に リ ス ト さ れ る 。
【 ０ ６ ４ ７ 】
　 他 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 内 に お い て 、 ４ つ の Ｄ Ｍ Ａ ｓ 内 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 ” Ｆ Ｆ ｈ ”
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で 満 た さ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ６ ４ ８ 】
　 検 証 処 理 は 、 初 期 化 時 に 行 わ れ て も よ い 。 も し 検 証 処 理 が 製 造 元 に よ っ て 適 用 さ れ た 場
合 、 デ ィ ス ク 検 証 フ ラ ッ グ 内 の デ ィ ス ク 製 造 元 検 証 フ ィ ー ル ド は 、 １ ｂ 　 に セ ッ ト さ れ る
。 も し 検 証 処 理 が デ ィ ス ク 製 造 元 と は 異 な る 他 の 誰 か に よ っ て 適 用 さ れ た 場 合 、 デ ィ ス ク
検 証 フ ラ ッ グ 内 の ユ ー ザ 検 証 フ ィ ー ル ド は 、 １ ｂ 　 に セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ６ ４ ９ 】
　 検 証 中 に お い て 、 Ｐ Ｄ Ｌ に 登 録 す べ き 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 数 が 、 あ る 数 を 越 え た 場 合 は
、 Ｐ Ｄ Ｌ に 記 録 さ れ な か っ た 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 分 は Ｓ Ｄ Ｌ に 登 録 さ れ る 。 初 期 化 時 に 、
も し 、 プ ラ イ マ リ ー ス ペ ア エ リ ア に ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 残 っ て い な か っ た 場 合 、 プ ラ イ
マ リ ー ス ペ ア エ リ ア フ ル フ ラ ッ グ が １ に セ ッ ト さ れ る 。 検 証 中 に 有 効 な ス ペ ア Ｐ Ｓ ブ ロ ッ
ク が 存 在 し な く な っ た 場 合 は 、 初 期 化 は エ ラ ー と し て み な さ れ る 。
【 ０ ６ ５ ０ 】
　 「 再 初 期 化 」 に つ い て さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ６ ５ １ 】
　 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 前 に デ ィ ス ク 上 に 既 に Ｄ Ｍ Ａ ｓ が 記 録 さ れ て い る 場 合 は 、 フ ォ ー マ
ッ テ ィ ン グ は 、 再 初 期 化 で あ る と み な さ れ る 。 再 初 期 化 処 理 の た め に 、 Ｐ － ｌ ｉ ｓ ｔ ， Ｄ
Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ 、 そ し て Ｓ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ が 保 護 さ れ る
。
【 ０ ６ ５ ２ 】
　 再 初 期 化 処 理 に お い て は 、 次 の よ う な ス テ ッ プ が 含 ま れ る ：
（ １ ） Ｐ Ｄ Ｌ か ら Ｇ １ － ｌ ｉ ｓ ｔ を 排 斥 す る た め の 検 証 の 適 用 、 及 び 又 は 、 検 証 中 に Ｐ Ｄ
Ｌ の Ｇ １ － ｌ ｓ ｉ ｔ の 中 に 見 つ か っ た 新 し い Ｐ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の 登 録 に 対 す る 検 証 の 適 用
（ ２ ） Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ を 、 Ｐ Ｄ Ｌ の Ｇ １ － ｌ ｉ ｓ ｔ へ 変 換
（ ３ ） Ｐ Ｄ Ｌ か ら Ｇ ２ － ｌ ｉ ｓ ｔ の 排 斥 及 び Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の 排 斥 。
【 ０ ６ ５ ３ 】
処 理 １ に お い て 、 Ｐ Ｄ Ｌ の Ｇ ２ － ｌ ｉ ｓ ｔ は 、 常 に 排 斥 さ れ る 。 検 証 中 に 見 つ か っ た 結 果
Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 Ｐ Ｄ Ｌ の Ｇ １ － ｌ ｉ ｓ ｔ に 登 録 さ れ る 。 こ の 処 理 は 、 書 き 込 み 動 作 を 伴
っ た デ ィ ス ク 検 証 に お い て 常 に 要 求 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ６ ５ ４ 】
　 図 １ ８ ２ （ Ａ ） に は 、 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト エ リ ア 内 に お け る 欠 陥 管 理 ゾ ー ン （ Defect M
anagement zone） の 位 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ６ ５ ５ 】
　 欠 陥 管 理 ゾ ー ン は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ ｙ ２ 、 Ｄ Ｍ Ａ ３ ， Ｄ Ｍ Ａ ４ ， そ し て 予 約 Ｐ Ｓ ブ ロ
ッ ク か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ６ ５ ６ 】
　 図 １ ８ ２ （ Ｂ ） に は 、 デ ー タ リ ー ド イ ン エ リ ア 内 の デ ィ ス ク 識 別 ゾ ー ン （ Disc identif
ication zone)の 例 を 示 し て い る 。 デ ィ ス ク 識 別 ゾ ー ン は ド ラ イ ブ 情 報 と 予 約 エ リ ア を 有
す る 。 ド ラ イ ブ 情 報 は 、 ラ ン ド ト ラ ッ ク の ２ つ Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク に 構 成 さ れ て お り 、 ラ ン ド ト
ラ ッ ク の 物 理 セ ク タ 番 号 ０ ２ Ｃ Ｄ ０ ０ ｈ か ら 開 始 し て い る 。 各 ド ラ イ ブ 情 報 の １ Ｐ Ｓ ブ ロ
ッ ク の 内 容 は 等 し い 。 ド ラ イ ブ 情 報 は 物 理 セ ク タ 番 号 （ Ｐ Ｓ Ｎ ） の 昇 順 に 読 取 或 い は 記 録
さ れ る 。
【 ０ ６ ５ ７ 】
　 「 デ ー タ エ リ ア に お け る Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク リ プ レ イ ス メ ン ト の ガ イ ド ラ イ ン 」
　 今 、 仮 に Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 欠 陥 あ り 、 ガ ー ド エ リ ア を 除 い た デ ー タ エ リ ア の 中 で 、 欠 陥 管
理 に よ り 、 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が リ プ レ イ ス さ れ る も の と す る 。 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク リ プ レ イ ス メ ン ト
の 基 準 （ criteria） は 、 記 録 さ れ る デ ー タ の タ イ プ に 依 存 し て 決 ま る 。 以 下 は 欠 陥 管 理 に
適 用 さ れ る 基 準 の 「 例 」 で あ る 。 ど の よ う な 基 準 が 用 い ら れ る か は 、 良 好 な Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク
が 識 別 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ６ ５ ８ 】
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「 例 」
　 Ｗ Ａ Ｐ エ ラ ー ： 　 Ｗ Ａ Ｐ エ ラ ー は 、 パ リ テ ィ ー チ ェ ッ ク 或 い は 物 理 セ グ メ ン ト 番 号 の 連
続 し た 状 態 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ６ ５ ９ 】
　 内 部 コ ー ド エ ラ ー （ Inner code error):　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク に お い て 、 左 右 半 分 の 内 部 コ ー
ド の 中 に （ an inner code of left/right half in the PS block） 、 ４ 又 は そ れ 以 上 の エ
ラ ー バ イ ト が あ る 。
【 ０ ６ ６ ０ 】
　 「 ス リ ッ ピ ン グ レ プ レ イ ス メ ン ト ア ル ゴ リ ズ ム 」
　 も し Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 、 Ｗ Ａ Ｐ エ ラ ー を 伴 う ４ 或 い は そ れ 以 上 の 物 理 セ グ メ ン ト を 持 つ 場
合 に は 、 次 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 置 換 え ら れ る べ き で あ る 。 も し Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 左 右 半 分 が ８
又 は そ れ 以 上 の 内 部 コ ー ド エ ラ ー を 含 む 場 合 は 、 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 置 換 え ら れ る べ き で あ る
。
【 ０ ６ ６ １ 】
　 「 欠 陥 管 理 ゾ ー ン に お け る Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の リ プ レ イ ス メ ン ト の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」
　 い ま 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 欠 陥 が あ り 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ
ャ セ ッ ト 又 は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 、 欠 陥 マ ネ ジ メ ン ト エ リ ア の 次 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ
セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト に よ り 交 替 （ 置 換 え ） さ れ る も の と す る 。
【 ０ ６ ６ ２ 】
　 以 下 は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 置 換 え に 適 用 可 能 な 基 準 （ criter
ia） の 例 で あ る 。
【 ０ ６ ６ ３ 】
　 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト が 欠 陥 で あ る と み な さ れ た と き 、 次 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ
ャ セ ッ ト に よ っ て 置 換 え ら れ る べ き で あ る 。 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 欠 陥 で あ る と み な さ れ た と
き 、 次 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ ャ セ ッ ト に よ っ て 置 換 え ら れ る べ き で あ る 。 置 き 換 わ っ た Ｄ Ｍ Ａ セ
ッ ト は 、 再 記 録 さ れ る 、 そ し て そ の Ｐ Ｄ Ｌ の 最 後 の 物 理 セ ク タ の 未 使 用 の バ イ ト 及 び 、 Ｄ
Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の 未 使 用 の 物 理 セ ク タ は 、 ” Ａ Ａ ｈ ” で 満 た さ れ る べ き で
あ る 。 置 き 換 わ っ た Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト と は 、 以 後 は 、 旧 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト と し て 認 識 さ れ る 。
【 ０ ６ ６ ４ 】
　 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト そ し て 欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 以 下 の よ う
に 定 義 さ れ る 。
【 ０ ６ ６ ５ 】
　 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト ： 　 ２ つ の 種 類 の 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が あ る 。 最 初 の 記 録 の 直 後 に 、 仮 に 、 あ る Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ
セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 、 少 な く と も ２ つ の 訂 正 可 能 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ ｓ
含 む な ら ば 、 そ れ は 有 効 と み な さ れ る 。 ま た ２ 回 或 い は そ れ 以 上 の 記 録 の 後 に 、 仮 に 、 あ
る Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 、 少 な く と も ２ つ の 信 頼 で き る 或 い は ２ つ
の 訂 正 可 能 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ ｓ 含 む な ら ば 、 そ れ は 有 効 と み な さ れ る 。
【 ０ ６ ６ ６ 】
　 欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト ： 　 欠 陥 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ
Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 有 効 で な い Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト で あ る 。 仮 に Ｄ Ｍ Ａ
マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 全 て の バ イ ト が ” Ａ Ａ ｈ ” で 満 た さ れ て い る な ら 、
又 は 何 も か か れ て い な い な ら ば 、 そ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 又 は Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 欠 陥 と
み な さ れ る 。
【 ０ ６ ６ ７ 】
　 信 頼 で き る Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ と 訂 正 可 能 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ は 以
下 の よ う に 定 義 さ れ る 。
【 ０ ６ ６ ８ 】
　 信 頼 で き る Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ ： 　 仮 に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ の Ｐ Ｓ ブ
ロ ッ ク に お い て 、 左 右 半 分 中 で は 、 ７ つ ま た は そ れ よ り 少 な い 内 部 コ ー ド エ ラ ー で あ る 、
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そ し て 以 前 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が Ｗ Ａ Ｐ エ ラ ー を 伴 い ３ つ 或 い は そ れ 以 下 の 物 理 セ グ メ ン ト を
含 む 場 合 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ は 信 頼 で き る 。
【 ０ ６ ６ ９ 】
　 訂 正 可 能 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ ： 　 仮 に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ に 記 録 さ
れ て い る デ ー タ が 、 Ｅ Ｃ Ｃ シ ス テ ム よ り 訂 正 可 能 で あ り 、 以 前 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が ア ク セ ス
可 能 で あ れ ば 、 そ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 又 は Ｄ Ｍ Ａ は 訂 正 可 能 と み な さ れ る 。
【 ０ ６ ７ ０ 】
　 「 欠 陥 管 理 手 続 」 に つ い て 、 さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ６ ７ １ 】
　 制 御 部 を 含 め た ド ラ イ ブ 装 置 に よ り 、 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の リ プ レ イ ス メ ン ト が 行 な わ れ 、 ま
た 欠 陥 管 理 ゾ ー ン が 利 用 さ れ る 。
【 ０ ６ ７ ２ 】
「 デ ィ ス ク の 判 定 」
　 デ ィ ス ク が 良 い デ ィ ス ク か 良 く な い デ ィ ス ク か は 次 の よ う な ア イ テ ム が ベ ー ス と な る 。
【 ０ ６ ７ ３ 】
（ １ ） 書 き 込 み 禁 止 デ ィ ス ク
（ ２ ） コ ン ト ロ ー ル デ ー タ 情 報
（ ３ ） Ｄ Ｍ Ａ ｓ 内 に お け る エ ラ ー Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 数 及 び 並 び
（ ４ ） Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新 禁 止
（ ５ ） デ ー タ エ リ ア の 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 数
（ ６ ） Ｄ Ｄ Ｓ 情 報
（ ７ ） ケ ー ス 有 り 又 は ケ ー ス な し デ ィ ス ク
デ ィ ス ク 判 断 の 方 法 及 び 基 準 は 、 ２ つ の ケ ー ス に よ り 異 な っ て も 良 い 。 ２ つ の ケ ー ス と は
、 ケ ー ス Ａ は 、 デ ィ ス ク の フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ の と き で あ る （ 初 期 化 或 い は 再 初 期 化 ） 。
ケ ー ス Ｂ は 、 デ ー タ エ リ ア に 対 し て 情 報 を 書 き 込 む 或 い は 情 報 を 読 み 出 す と き で あ る 。
【 ０ ６ ７ ４ 】
　 上 記 し た （ １ ） 書 き 込 み 禁 止 デ ィ ス ク に 基 づ く 処 理 の 場 合 、 書 き 込 み 禁 止 穴 が ド ラ イ ブ
装 置 に よ り 検 出 さ れ て 書 き 込 み 禁 止 が 実 現 さ れ る 。 ケ ー ス Ａ の 場 合 ド ラ イ ブ 装 置 は フ ォ ー
マ ッ ト を 行 な わ な い 。 ケ ー ス Ｂ の 場 合 、 ド ラ イ ブ 装 置 は 、 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン に デ ー タ
を 書 き 込 ん で も よ い 。 ド ラ イ ブ 装 置 は Ｓ Ｄ Ｌ を 更 新 す る こ と 無 し で 、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ を 変 更 し な
い 。
【 ０ ６ ７ ５ 】
　 上 記 し た （ ２ ） コ ン ト ロ ー ル デ ー タ 情 報 に 基 づ く 処 理 で は 、 ド ラ イ ブ 装 置 は 、 コ ン ト ロ
ー ル デ ー タ セ ク シ ョ ン に 記 録 さ れ た 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 の 少 な く と も ブ ロ ッ ク ポ ジ シ ョ
ン （ Ｂ Ｐ ） ０ － Ｂ Ｐ ３ ２ を チ ェ ッ ク す る 。
【 ０ ６ ７ ６ 】
　 上 記 し た （ ３ ） Ｄ Ｍ Ａ ｓ 内 に お け る エ ラ ー Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 数 及 び 並 び に 基 づ く 処 理 で は
、 Ｄ Ｍ Ａ ｓ 内 に お け る エ ラ ー Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 数 及 び 並 び が チ ェ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ６ ７ ７ 】
　 ［ フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 前 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の チ ェ ッ ク ］
（ ３ － １ ） ド ラ イ 装 置 は 、 少 な く と も Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク と Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ
ッ ク の 良 好 な 組 が １ つ で も あ る か を チ ェ ッ ク す る 。 １ つ の Ｄ Ｍ Ａ か ら Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ
Ｓ ブ ロ ッ ク と 、 他 の Ｄ Ｍ Ａ か ら の Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 良 好 な 組 を 形 成 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ６ ７ ８ 】
　 仮 に 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 最 大
値 が 、 Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 最 大 値 に 等 し く
な い 場 合 、 良 好 な ペ ア （ 組 ） は 存 在 し な い 。 良 好 な ペ ア （ 組 ） が 存 在 し な い 場 合 は 、 フ ォ
ー マ ッ テ ィ ン グ は 初 期 化 と し て み な さ れ る 。
【 ０ ６ ７ ９ 】
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　 以 下 の 全 て の 条 件 が 見 た さ れ る と き は 、 良 好 な ペ ア （ 組 ） が 存 在 す る と み な さ れ る 。
【 ０ ６ ８ ０ 】
　 ａ ） 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 全 て の デ ー タ が Ｅ Ｃ Ｃ に 基 づ い て 訂 正 可 能 で あ る
　 ｂ ） Ｄ Ｄ Ｓ 識 別 子 が ０ Ａ ０ Ａ ｈ で あ る
　 ｃ ） 各 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 値 が 等 し い 。
【 ０ ６ ８ １ 】
（ ３ － ２ ） 上 記 の 良 好 な 組 が ２ つ あ る い は そ れ 以 上 存 在 し 、 コ ン テ ン ツ が 互 い に 不 一 致 の
場 合 は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ に 最 大 値 を 持 つ 良 好 な 組 は 使 用 さ れ る べ き
で あ る 。
【 ０ ６ ８ ２ 】
（ ３ － ３ ） Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ に 同 じ 値 を 有 す る が 、 Ｓ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー
ト カ ウ ン タ の 値 は 互 い に 異 な り 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 及 び Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ
ク の 良 好 な 組 が 、 ２ つ あ る い は そ れ 以 上 存 在 す る 場 合 、 Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の Ｓ Ｄ Ｌ
ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 最 大 値 を 持 つ 組 は 、 良 好 な 組 と し て 使 用 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ６ ８ ３ 】
（ ３ － ４ ） ド ラ イ ブ 装 置 は 、 良 好 な Ｄ Ｄ Ｓ の 中 の デ ィ ス ク 検 証 フ ラ ッ グ の イ ン プ ロ グ レ ス
フ ィ ー ル ド が ０ ｂ で あ る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 。 フ ラ ッ グ が １ ｂ で あ れ ば 、 検 証 を 伴 う
フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ が 実 行 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ６ ８ ４ 】
　 ［ フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ 後 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の チ ェ ッ ク ］
（ ３ － ５ ） ド ラ イ ブ 装 置 は 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 少 な く と も ２ つ の 良 好 な Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ
Ｓ ブ ロ ッ ク 及 び ２ つ の 良 好 な Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が あ る と い う 基 準 を 満 足 す る か ど う か
を チ ェ ッ ク す べ き で あ る 。 Ｄ Ｍ Ａ ｓ を 記 録 す る た め に 用 い ら れ る ド ラ イ ブ メ モ リ 内 の 情 報
が 、 Ｄ Ｄ Ｓ ， Ｐ Ｄ Ｌ そ し て Ｓ Ｄ Ｌ の デ ー タ と 一 致 す る な ら ば 、 Ｄ Ｍ Ａ は 良 好 な Ｄ Ｍ Ａ で あ
る 。 も し そ う で な い な ら ば Ｄ Ｍ Ａ は 良 く な い Ｄ Ｍ Ａ で あ る 。
【 ０ ６ ８ ５ 】
（ ３ － ６ ） 加 え て 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 及 び Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 で 未 使 用
の 物 理 セ ク タ は 、 ” Ｆ Ｆ ｈ ” が 記 述 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ６ ８ ６ 】
　 ［ デ ー タ エ リ ア に デ ー タ を 書 き 込 む 或 い は デ ー タ を 読 み 出 す 前 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の チ ェ
ッ ク ］
（ ３ － ８ ） 　 ド ラ イ 装 置 は 、 少 な く と も Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク と Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ
ロ ッ ク の 良 好 な 組 が １ つ で も あ る か を チ ェ ッ ク す る 。 １ つ の Ｄ Ｍ Ａ か ら Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　
Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク と 、 他 の Ｄ Ｍ Ａ か ら の Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 良 好 な 組 を 形 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ６ ８ ７ 】
　 仮 に 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 最 大
値 が 、 Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 最 大 値 に 等 し く
な い 場 合 、 良 好 な ペ ア （ 組 ） は 存 在 し な い 。 良 好 な ペ ア （ 組 ） が 存 在 し な い 場 合 は 、 デ ィ
ス ク が 良 く な い （ Ｎ Ｇ ） デ ィ ス ク で あ る 。
【 ０ ６ ８ ８ 】
　 以 下 の 全 て の 条 件 が 見 た さ れ る と き は 、 良 好 な ペ ア （ 組 ） が 存 在 す る と み な さ れ る 。
【 ０ ６ ８ ９ 】
　 ａ ） 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 全 て の デ ー タ が Ｅ Ｃ Ｃ に 基 づ い て 訂 正 可 能 で あ る
　 ｂ ） Ｄ Ｄ Ｓ 識 別 子 が ０ Ａ ０ Ａ ｈ で あ る
　 ｃ ） 各 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 値 が 等 し い 。
【 ０ ６ ９ ０ 】
仮 に 、 良 好 な Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が な い 場 合 は 、 そ の デ ィ ス ク は Ｎ Ｇ で あ る 。
【 ０ ６ ９ １ 】
（ ３ － ９ ） 上 記 の 良 好 な 組 が ２ つ あ る い は そ れ 以 上 存 在 し 、 コ ン テ ン ツ が 互 い に 不 一 致 の
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場 合 は 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ に 最 大 値 を 持 つ 良 好 な 組 は 使 用 さ れ る べ き
で あ る 。
【 ０ ６ ９ ２ 】
（ ３ － １ ０ ） Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ に 同 じ 値 を 有 す る が 、 Ｓ Ｄ Ｌ ア ッ プ デ
ー ト カ ウ ン タ の 値 は 互 い に 異 な り 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 及 び Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ
ッ ク の 良 好 な 組 が 、 ２ つ あ る い は そ れ 以 上 存 在 す る 場 合 、 Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の Ｓ Ｄ
Ｌ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ の 最 大 値 を 持 つ 組 は 、 良 好 な 組 と し て 使 用 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ６ ９ ３ 】
（ ３ － １ １ ） ド ラ イ ブ 装 置 は 、 良 好 な Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の デ ィ ス ク 検 証 フ
ラ ッ グ の イ ン プ ロ グ レ ス フ ィ ー ル ド を チ ェ ッ ク す る 。 フ ラ ッ グ が １ ｂ で あ れ ば 、 デ ィ ス ク
Ｎ Ｇ で あ り 、 フ ォ ー マ ッ テ ィ ン グ が 必 要 で あ る 。
【 ０ ６ ９ ４ 】
　 ［ Ｓ Ｄ Ｌ の ア ッ プ デ ー ト 後 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の チ ェ ッ ク ］
（ ３ － １ ２ ） ド ラ イ ブ 装 置 は 、 １ つ あ る い は そ れ 以 上 の 良 好 な Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が あ
る か ど う か チ ェ ッ ク す る 。 仮 に 良 好 な Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が な い 場 合 に は Ｓ Ｄ Ｌ は 不 良
で あ る 。
【 ０ ６ ９ ５ 】
（ ３ － １ ３ ） 加 え て 、 Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 及 び Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク 内 の 未 使
用 の 物 理 セ ク タ が チ ェ ッ ク さ れ て も よ い 。
【 ０ ６ ９ ６ 】
　 上 記 し た （ ４ ） Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新 禁 止 で は 、 以 下 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ６ ９ ７ 】
（ ４ － １ ） ド ラ イ ブ 装 置 は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新 の 前 に Ｄ Ｍ Ａ が 更 新 禁 止 さ れ て い る か
否 か を チ ェ ッ ク す る 。 仮 に あ る Ｄ Ｍ Ａ ブ ロ ッ ク に 良 好 な Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が
無 く ま た 、 他 の Ｄ Ｍ Ａ ブ ロ ッ ク に も 良 好 な Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 無 い 場 合 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ
ッ ト は ア ッ プ デ ー ト さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ６ ９ ８ 】
　 欠 陥 管 理 ゾ ー ン の 中 で 、 少 な く と も ３ つ の 訂 正 可 能 な Ｄ Ｍ Ａ ｓ を 持 つ 未 使 用 の Ｄ Ｍ Ａ セ
ッ ト が 無 い 場 合 は 、 更 新 の た め に は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 少 な く と も ３ つ 以 上 の Ｄ Ｄ Ｓ ／
Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク と Ｓ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の ペ ア を 持 た な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ６ ９ ９ 】
　 欠 陥 管 理 ゾ ー ン の 中 で 、 少 な く と も ３ つ の 訂 正 可 能 な Ｄ Ｍ Ａ ｓ を 持 つ 未 使 用 の Ｄ Ｍ Ａ セ
ッ ト が あ る 場 合 は 、 更 新 の た め に は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 先 に 述 べ た 条 件 （ ３ － ８ ） － （
３ － １ １ ） を 満 た し て い な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ７ ０ ０ 】
　 上 記 し た （ ５ ） の デ ー タ エ リ ア の 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 数 に 基 づ く 処 理 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ７ ０ １ 】
　 ド ラ イ ブ 装 置 は 、 Ｐ Ｄ Ｌ と Ｓ Ｄ Ｌ に リ ス ト さ れ た ト ー タ ル エ ン ト リ ー 数 が 所 定 の 要 件 を
満 足 し て い る か ど う か の 事 情 に 応 じ て 、 デ ィ ス ク の Ｎ Ｇ を 判 定 す る 。
【 ０ ７ ０ ２ 】
　 上 記 し た （ ６ ） の Ｄ Ｄ Ｓ 情 報 に 基 づ く 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 ド ラ イ ブ 装 置 は 、 Ｄ Ｄ Ｓ
識 別 子 が ０ Ａ ０ Ａ ｈ で 無 い 場 合 は 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ あ る い は 制 御
部 に リ タ ー ン す る 。 こ れ に よ り 制 御 部 は エ ラ ー 状 態 を デ ィ ス プ レ イ に 表 示 す る 。
【 ０ ７ ０ ３ 】
　 「 次 に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ 及 び Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 扱 い 方 に つ い て 説 明 す る 」
　 （ ａ ） Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の リ プ レ イ ス メ ン ト の 基 準 と し て は 以 下
の よ う に な る 。 即 ち 、 仮 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 番 号 を 得 る た め に 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
が サ ー チ さ れ る （ こ の サ ー チ 手 順 は 図 １ ８ ３ に 示 さ れ る ） 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ の 状
態 と し て 、 以 下 の よ う な ３ つ の ス テ ー タ ス が あ る 。
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【 ０ ７ ０ ４ 】
　 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ ： 識 別 子 ま で も 全 て の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト デ ー タ が
” Ｆ Ｆ ｈ ” で あ る と き は 、 未 使 用 で あ る と 認 識 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ａ １ ， Ｓ Ａ ２ 、 Ｓ Ａ ３
、 Ｓ Ａ ４ ） 。 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ デ ー タ を 伴 っ て 記 録 さ れ て い る Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 未
使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と 命 名 さ れ る 。
【 ０ ７ ０ ５ 】
　 有 効 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ ： 　 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト が 、 識 別 子 ” ０ ０ １ ０ ｈ ” を
も つ １ つ の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ と 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ と そ し て
現 Ｄ Ｍ Ａ ｓ の ４ つ Ｄ Ｍ Ａ の 各 最 初 の Ｐ Ｓ Ｎ を 持 つ 場 合 は 、 デ ー タ は 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ
ャ デ ー タ と し て 認 識 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ａ ６ で の 判 定 ） 。
【 ０ ７ ０ ６ 】
　 ま た Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト が 、 ２ つ の 良 好 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ を 持 ち 、 そ し て
そ れ ら の 内 容 が 同 じ な ら ば 、 デ ー タ は 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ と し て 認 識 さ れ る 。
【 ０ ７ ０ ７ 】
　 ま た Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト が 、 ２ つ の 良 好 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ を 持 ち 、 そ し て
そ れ ら の ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ 値 が 等 し く な い （ 異 な る ） な ら ば 、 最 大 ア ッ プ デ ー ト カ ウ
ン タ 値 を 含 む デ ー タ が 、 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ と し て 認 識 さ れ る 。
【 ０ ７ ０ ８ 】
　 非 有 効 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ ： 　 非 有 効 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ は 、 使 用 さ れ な い し
、 ま た 有 効 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ で も な い 。
【 ０ ７ ０ ９ 】
　 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 少 な く と も 有 効 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ を 含 む 現 Ｄ Ｍ Ａ
マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と し て 認 識 さ れ る べ き で あ る 。 有 効 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ が 見 つ か ら
な い 場 合 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 以 下 の よ う に 決 定 さ れ 更 新 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ７ １ ０ 】
　 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 番 号 が 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の そ れ よ り も 小
さ い 場 合 は 、 最 新 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト が 有 効 な 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と し て み
な さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ａ ６ 、 Ｓ Ａ ７ ） 。 非 有 効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 番 号 が 未 使 用
Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の そ れ よ り も 小 さ い 場 合 は 、 最 初 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ
ト が 有 効 な 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と し て み な さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ａ ６ 、 Ｓ Ａ ７ ） 。
【 ０ ７ １ １ 】
　 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト が 見 つ か ら な い 場 合 は 、 最 新 の Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
が 有 効 な 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト と し て み な さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ Ａ ６ 、 Ｓ Ａ ８ ） 。
【 ０ ７ １ ２ 】
　 図 １ ８ ３ に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ Ａ ３ 、 Ｓ Ａ ４ 、 Ｓ Ａ ５ 、 Ｓ Ａ ９ の ル ー プ は Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ の １ 番 目 か ら １ ０ 番 目 ま で (#x-10)を チ ェ ッ ク さ せ る た め の ル ー チ ン で あ る 。 ス テ ッ
プ Ｓ Ａ ４ 又 は Ｓ Ａ ５ か ら ス テ ッ プ Ｓ Ａ ６ に 移 行 し た 場 合 は 、 有 効 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
の 検 出 が 行 わ れ る 。
【 ０ ７ １ ３ 】
　 （ ｂ ） 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の サ ー チ 処 理 は 以 下 の よ う に な る 。 即 ち 、 図 １ ８ ４ に 示 す 手 続 で
現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が サ ー チ さ れ る 。 こ の サ ー チ 処 理 は 、 先 の 制 御 部 を 含 む ド ラ イ ブ 装 置 が 実
行 す る 。 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト と し て は 、 以 下 の ３ つ の 状 態 が あ る 。 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 、 使 用 Ｄ
Ｍ Ａ セ ッ ト 、 旧 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト で あ る 。
【 ０ ７ １ ４ 】
　 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト ： 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 少 な く と も 訂 正 可 能 （ 修 復 可 能 ） な 少 な
く と も １ つ の Ｄ Ｍ Ａ を 含 む 、 ま た 全 て の 訂 正 可 能 な Ｄ Ｍ Ａ ｓ は そ の Ｄ Ｄ Ｓ 識 別 子 、 Ｐ Ｄ Ｌ
識 別 子 、 Ｓ Ｄ Ｌ 識 別 子 ま で も が “ Ｆ Ｆ ｈ ” で 満 た さ れ る 。
【 ０ ７ １ ５ 】
　 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト ： 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 訂 正 可 能 な 少 な く と も １ つ の Ｄ Ｍ Ａ を 含 み 、
ま た こ れ が 所 属 す る Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト で は な い 。
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【 ０ ７ １ ６ 】
　 旧 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト ： 旧 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 類 で あ る 。 そ し て Ｐ Ｄ Ｌ の 最 後
の 物 理 セ ク タ の 未 使 用 バ イ ト 及 び Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ 　 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 未 使 用 物 理 セ ク タ は “
Ａ Ａ ｈ ” で 満 た さ れ て い る 。
【 ０ ７ １ ７ 】
　 図 １ ８ ４ に 示 す よ う に 、 仮 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト か ら Ｄ Ｍ Ａ デ ー タ が 読 み 取 ら れ て チ ェ ッ ク
さ れ る (Read and cash DMA data from temporally current DMA set and check its stat
us)。 こ の チ ェ ッ ク 結 果 で 、 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 、 未 使 用 か 使 用 済 み で あ る の か が 判 定 さ れ る
（ DMA set is unused or not?） 。 使 用 済 み で あ れ ば 、 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の サ ー チ が 行
な わ れ る （ Search forward to #y-100 for unused DMA set） 。 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 見
つ か っ た （ found） 場 合 は 、 サ ー チ が 停 止 さ れ る （ Stop searching） 。 次 に 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ
ッ ト が 存 在 す る か ど う か の 判 定 が 行 な わ れ 、 存 在 （ exist） し た 場 合 に は 、 最 新 の 使 用 Ｄ
Ｍ Ａ セ ッ ト が 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト と し て 設 定 さ れ 、 存 在 し な い （ not exist） 場 合 は 、 Ｎ Ｇ で
あ る 。
【 ０ ７ １ ８ 】
　 先 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の サ ー チ に お い て 、 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 見 つ か ら な か っ た （
not found） 場 合 は 、 次 の Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ７ １ ９ 】
　 ま た 最 初 に Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 使 用 済 み か 、 未 使 用 （ Unused） か を 判 定 し た が 、 未 使 用 の 場
合 に は 、 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 番 号 が チ ェ ッ ク さ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 番 号 が ０ （ Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が
無 い こ と ） で あ れ ば Ｎ Ｇ で あ る が 、 ０ で な け れ ば 、 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 存 在 す る か ど う か
遡 っ て サ ー チ さ れ る 。 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 見 つ か っ た 場 合 に は 、 最 初 に 見 つ か っ た 使 用 Ｄ
Ｍ Ａ セ ッ ト が 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト で あ る も の と 設 定 さ れ 、 見 つ か ら な け れ ば Ｎ Ｇ と さ れ る 。
【 ０ ７ ２ ０ 】
　 （ ｃ ） 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 更 新 処 理 。 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 更 新 処 理 は
、 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 交 替 さ れ た と き に 行 わ れ る 。 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ ア ッ プ デ ー ト カ ウ ン タ は
、 各 ア ッ プ デ ー ト （ 更 新 ） 処 理 が あ る と イ ン ク リ メ ン ト さ れ る 。
【 ０ ７ ２ １ 】
　 図 １ ８ ５ に は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 更 新 の 手 続 を 示 し て い る 。 こ の 処 理 は 、 先 の 制
御 部 を 含 む ド ラ イ ブ 装 置 で 実 行 さ れ る 内 容 で あ る 。 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト （ Current 
DMA manager set） の 更 新 が 行 な わ れ る と き は 、 記 録 さ れ て い る 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ
ト （ Recorded current DMA manager set） の 読 取 が 行 な わ れ 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト
は 、 有 効 な も の で あ る か ど う か （ available or not available） の 判 定 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ７ ２ ２ 】
　 有 効 で あ る 場 合 に は 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ デ ー タ の チ ェ ッ ク が 行 な わ れ 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ セ ッ ト の デ ー タ が 、 記 録 さ れ て い る 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の デ ー タ と 等 し い か ど
う か の チ ェ ッ ク が 行 な わ れ る 。 こ こ で 等 し い （ identical)で あ れ ば 処 理 は 終 了 す る が 、 不
一 致 で あ れ ば 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 更 新 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ７ ２ ３ 】
　 ま た 先 に 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト は 、 有 効 な も の で あ る か ど う か （ available or not
 available） の 判 定 が 行 な わ れ た 。 こ の ス テ ッ プ で 非 有 効 で あ る と 判 定 さ れ 場 合 に は 、 有
効 な Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト が 残 っ て い る か ど う か （ remain or not remain） の 判 定 が 行
な わ れ る 。 残 っ て い る 場 合 に は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 交 替 処 理 が 行 わ れ 、 現 Ｄ Ｍ
Ａ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 更 新 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ７ ２ ４ 】
　 （ ｄ ） 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新 処 理 は 以 下 の よ う に な る 。 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新 処 理 は 、
再 初 期 化 、 Ｓ Ｄ Ｌ 更 新 処 理 又 は Ｄ Ｍ Ｓ セ ッ ト の 交 替 処 理 が 実 行 さ れ た と き に 行 な わ れ る 。
再 初 期 化 な し で Ｄ Ａ Ｍ セ ッ ト の 更 新 処 理 が 行 わ れ る 前 に 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 更 新 が 許 可 さ
れ て い る か ど う か の チ ェ ッ ク が 行 な わ れ る 。 更 新 処 理 は 、 図 １ ８ ６ に 示 す 基 準 を 満 た す よ
う に 実 行 さ れ る 。 こ の 処 理 は 制 御 部 を 含 む ド ラ イ ブ 装 置 で 実 行 さ れ る 内 容 で あ る 。

10

20

30

40

50

(123) JP 2007-18563 A 2007.1.25



【 ０ ７ ２ ５ 】
　 図 １ ８ ６ に お い て 、 ま ず 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 更 新 が 禁 止 さ れ て い る か ど う か の 判 定 が 行
な わ れ る 。 禁 止 さ れ て い る 場 合 (inhibit)に は Ｎ Ｇ で あ り 、 禁 止 さ れ て い な い 場 合 （ not i
nhibit） は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新 処 理 が 行 わ れ る 。 記 録 さ れ て い る 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト が 読
み 出 さ れ る 。
【 ０ ７ ２ ６ 】
　 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト は 、 有 効 な も の で あ る か ど う か （ available or not available） の 判 定
が 行 な わ れ る 。 有 効 で あ る 場 合 に は 、 Ｄ Ｍ Ａ デ ー タ の チ ェ ッ ク が 行 な わ れ 、 現 Ｄ Ｍ Ａ デ ー
タ が 、 基 準 を 満 た し て い る か ど う か の チ ェ ッ ク が 行 な わ れ る 。 こ の 基 準 (criteria)に つ い
て は 、 先 に 説 明 し た 通 り で あ る 。 基 準 を 満 た し て い な い 場 合 に は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新
処 理 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ７ ２ ７ 】
　 先 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 有 効 ・ 非 有 効 の 判 断 に お い て 、 非 有 効 で あ っ た 場 合 は 、 有 効 な Ｄ
Ｍ Ａ セ ッ ト が 残 っ て い る か ど う か （ remain or not remain） の 判 定 が 行 な わ れ る 。 残 っ て
い る 場 合 に は 、 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 交 替 処 理 が 行 わ れ 、 現 Ｄ Ｍ Ａ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ
ッ ト の 更 新 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ７ ２ ８ 】
　 「 次 に 初 期 化 後 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 内 の 各 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 内 容 に つ い て 説 明 す る 」
　 初 期 化 後 の 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 内 の 各 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 内 容 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ７ ２ ９ 】
（ １ ） Ｐ Ｄ Ｌ を も つ 。 こ の Ｐ Ｄ Ｌ は 、 Ｐ Ｂ （ ブ ロ ッ ク 位 置 ） ０ 　 － 　 Ｐ Ｂ 　 ３ に ヘ ッ ダ を
有 し 、 ま た 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 情 報 を 有 す る 。 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が 無 い 場 合 に は 情 報 は 記
録 さ れ ず 、 Ｐ Ｂ 　 ４ 　 － 　 Ｐ Ｂ 　 ２ ０ ４ ７ は 、 “ Ｆ Ｆ ｈ ” に セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ７ ３ ０ 】
（ ２ ） Ｄ Ｄ Ｓ ， Ｐ Ｄ Ｌ 、 Ｄ Ｍ Ａ の 最 初 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 物 理 セ ク タ の ３ ２ 番 目 ま で 、 以 外
の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 “ Ｆ Ｆ ｈ ” が 記 録 さ れ て も よ い 。
【 ０ ７ ３ １ 】
（ ３ ） Ｓ Ｄ Ｌ を も つ 。 Ｓ Ｄ Ｌ は 、 Ｐ Ｂ 　 ０ 　 － 　 Ｐ Ｂ 　 ２ ３ の ヘ ッ ダ 、 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク
の 情 報 、 そ れ ら の 交 替 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 情 報 を 持 つ 。 全 て の 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク が Ｐ Ｄ Ｌ に 登
録 で き な い と き の み 、 欠 陥 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 Ｓ Ｄ Ｌ に リ ス ト さ れ る 。 Ｓ Ｄ Ｌ の 中 に 欠 陥 Ｐ
Ｓ ブ ロ ッ ク が 無 い 場 合 、 情 報 は 何 も 記 録 さ れ ず 、 Ｐ Ｂ 　 ２ ４ 　 － 　 Ｐ Ｂ 　 ２ ０ ４ ７ に は 、
“ Ｆ Ｆ ｈ ” が セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ７ ３ ２ 】
（ ４ ） Ｓ Ｄ Ｌ 、 Ｄ Ａ Ｍ Ａ の 第 ２ の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 物 理 セ ク タ の ３ ２ 番 目 ま で 、 以 外 の Ｐ Ｓ
ブ ロ ッ ク は 、 “ Ｆ Ｆ ｈ ” が 記 録 さ れ て も よ い 。
【 ０ ７ ３ ３ 】
（ ５ ） 後 の 各 Ｄ Ｍ Ａ の 予 約 Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク は 、 “ ０ ０ ｈ ” が 記 述 さ れ る 。
【 ０ ７ ３ ４ 】
　 Ｐ － ｌ ｓ ｉ ｔ は 、 荷 造 り 前 に デ ィ ス ク 製 造 元 に よ り 決 定 さ れ る 。 Ｐ － ｌ ｉ ｓ ｔ は 、 変 更
無 く 残 る 、 し か し 、 Ｐ － ｌ ｉ ｓ ｔ が 加 え ら れ る か 或 い は 削 除 さ れ る 以 外 は 、 エ ン ト リ の 順
序 は 変 わ っ て も よ い 。
【 ０ ７ ３ ５ 】
　 次 に 、 ス リ ッ ピ ン グ 交 替 処 理 の ア ル ゴ リ ズ ム （ algorism of slipping replacement） に
つ い て 説 明 す る 。 Ｐ Ｄ Ｌ に 登 録 さ れ た 欠 陥 部 地 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク は 、 第 １ の 良 好 な 物
理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク に 交 替 処 理 さ れ な け れ ば な ら ず 、 こ の と き は 、 デ ー タ エ リ ア の 先 頭
の 方 へ １ 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク 分 の ス リ ッ プ が 生 じ る 。 こ の と き は 、 物 理 セ ク タ に 対 す
る 論 理 セ ク タ 番 号 （ Ｌ Ｓ Ｎ ） の 割 り 当 て も 変 換 す る 。 物 理 セ グ メ ン ト ブ ロ ッ ク は 、 ３ ２ 個
の 物 理 セ ク タ を 含 み 、 各 物 理 セ ク タ が 物 理 セ ク タ 番 号 を 持 つ 。 よ っ て 、 物 理 セ ク タ 数 ＝ 物
理 セ ク タ ブ ロ ッ ク 数 × ３ ２ （ ｋ ＝ ０ ， １ ， ２ 、 … 、 ３ １ ） の 関 係 に あ る 。
【 ０ ７ ３ ６ 】
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　 図 １ ８ ７ に は ゾ ー ン 内 の 使 用 す る 最 初 の Ｌ Ｓ Ｎ の 計 算 と 、 Ｌ Ｓ Ｎ ＝ ０ の 物 理 セ ク タ 番 号
の 計 算 手 順 の 例 を 示 し て い る 。 ゾ ー ン 内 の 最 後 の Ｌ Ｓ Ｎ を Ｘ ， ガ ー ド エ リ ア を 除 く ゾ ー ン
内 の Ｐ Ｓ ブ ロ ッ ク の 総 数 を Ｙ 、 ゾ ー ン に 属 す る Ｐ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の 数 を Ｚ と し て い る 。 Ｘ ＋
（ － Ｙ ＋ Ｚ ） × ３ ２ ＋ １ に よ り ゾ ー ン 内 の 使 用 す る 最 初 の Ｌ Ｓ Ｎ が 分 か る 。 ま た Ｌ Ｓ Ｎ ＝
０ の 物 理 セ ク タ 番 号 は 、 Ｐ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の 総 数 を Ｘ と す る と 　 （ ０ ４ 　 １ Ｆ ８ ０ ｈ － Ｘ ×
３ ２ ） が Ｐ Ｓ Ｎ と な る 。
【 ０ ７ ３ ７ 】
　 次 に バ イ ナ リ コ ー ド と グ レ イ コ ー ド の 相 互 関 係 、 グ レ イ コ ー ド の 変 化 ビ ッ ト 位 置 と グ ル
ー ブ に つ い て 、 追 加 説 明 す る 。
【 ０ ７ ３ ８ 】
　 Ｎ と Ｎ ＋ １ 番 目 の グ レ イ コ ー ド 間 、 あ る い は Ｎ と Ｎ － １ 番 目 の グ レ イ コ ー ド 間 で は １ ビ
ッ ト の 相 違 が あ る 。 Ｎ は 自 然 数 で あ る 。 こ の 相 違 ビ ッ ト は 変 化 ビ ッ ト （ a changed bit)と
称 さ れ る 。 変 化 ビ ッ ト 位 置 （ a changed bit position） は 、 以 下 の よ う に 得 る こ と が で き
る 。
【 ０ ７ ３ ９ 】
　 今 、 図 １ ８ ８ 、 図 １ ８ ９ 、 図 １ ９ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ こ で ｂ ｍ は 、 バ イ ナ リ に お
い て 、 Ｌ Ｓ Ｂ か ら ｍ 番 目 の ビ ッ ト で あ り 、 ｇ ｍ は 、 グ レ イ コ ー ド に お い て Ｌ Ｓ Ｂ か ら ｍ 番
目 の ビ ッ ト と す る 。
【 ０ ７ ４ ０ 】
　 ｂ ｍ が グ ル ー ブ ト ラ ッ ク 内 に お い て Ｌ Ｓ Ｂ １ ｂ で あ る と き は 、 ラ ン ド ト ラ ッ ク の ｇ ｍ は
Ｎ と Ｎ ＋ １ 番 目 の グ レ イ コ ー ド 間 で の 変 化 ビ ッ ト で あ る （ 図 １ ８ ９ で は 、 × 印 が 示 さ れ て
い る ） 。 ま た ｂ ｍ が ラ ン ド ト ラ ッ ク 内 に お い て Ｌ Ｓ Ｂ ０ ｂ で あ る と き は 、 グ ル ー ブ ト ラ ッ
ク の ｇ ｍ は Ｎ と Ｎ － １ 番 目 の グ レ イ コ ー ド 間 で の 変 化 ビ ッ ト で あ る （ 図 １ ８ ９ で は 、 × 印
が 示 さ れ て い る ） 。
【 ０ ７ ４ １ 】
　 図 １ ９ ０ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に は 、 変 化 ビ ッ ト （ 不 定 ビ ッ ト ） 位 置 で グ ル ー ブ の 幅 が ど の よ
う に 物 理 的 に 変 化 し て い る か を 示 し て い る 。 グ ル ー ブ の カ ッ ト の と き は 、 変 化 ビ ッ ト 位 置
で は 、 ウ ォ ブ リ ン グ が 不 規 則 と な る 。 こ れ は グ ル ー ブ 壁 の 両 サ イ ド で ウ ォ ブ ル 位 相 が 異 な
る か ら で あ る 。 グ ル ー ブ 幅 は 、 変 化 ビ ッ ト 位 置 で 変 調 さ れ て い る 。 グ ル ー ブ 幅 は 、 Ｎ Ｐ Ｗ
か ら Ｉ Ｐ Ｗ に 向 か う 途 中 で 、 狭 い 状 態 か ら 広 い 状 態 に 変 化 す る 。 ま た Ｉ Ｐ Ｗ か ら Ｎ Ｐ Ｗ に
向 か う 途 中 で グ ル ー ブ 幅 は 、 広 い 状 態 か ら 狭 い 上 体 に 変 化 す る 。
【 ０ ７ ４ ２ 】
　 図 １ ９ １ は 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 と Ｒ Ｗ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト に 関 す る 実 施 形 態 の 例 を 示 し
て い る 。 バ イ ト 位 置 （ Ｂ Ｐ ） 　 ０ か ら バ イ ト 位 置 （ Ｂ Ｐ ） 　 ５ １ ９ は 、 図 １ ４ １ で 説 明 し
た 内 容 と 同 じ で あ る が 不 足 し て い る 部 分 或 い は 変 更 し て も よ い 部 分 も あ る の で 追 加 説 明 す
る 。 ま た 具 体 的 な 数 値 と と も に Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ０ 以 降 が 図 面 の 都 合 で 省 略 さ れ て い る の で 、 追
加 説 明 す る 。
【 ０ ７ ４ ３ 】
　 バ イ ト ポ ジ シ ョ ン （ Ｂ Ｐ ） ３ ２ で は 、 こ の デ ィ ス ク で 許 さ れ る 最 大 読 取 速 度 の 実 際 の 数
が 記 述 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｂ Ｐ 　 １ ３ ３ か ら Ｂ Ｐ 　 １ ４ ８ に は 、 そ れ ぞ れ 第 １ の 記 録 速 度
の 実 際 の 数 か ら 第 １ ６ の 記 録 速 度 の 実 際 の 数 が そ れ ぞ れ 記 述 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｂ Ｐ 　 １
４ ９ に は 、 デ ー タ エ リ ア の 反 射 率 が 記 述 さ れ 、 Ｂ Ｐ 　 １ ５ ０ に は 、 プ ッ シ ュ プ ル 信 号 値 、
Ｂ Ｐ 　 １ ５ １ に は 、 ラ ン ド ト ラ ッ ク の ト ラ ッ ク 信 号 値 が 記 録 さ れ る 。 こ の 場 合 、 Ｂ Ｐ 　 １
５ ２ に は 、 グ ル ー ブ ト ラ ッ ク の ト ラ ッ ク 信 号 値 、 が 記 述 さ れ る 。 ま た 、 図 で は Ｂ Ｐ 　 １ ４
１ － １ ５ ０ に Ｐ Ｓ Ｎ 情 報 が 記 述 さ れ て い る が 、 こ の 記 述 は 、 Ｂ Ｐ 　 ２ ５ ６ － １ ６ ３ の 位 置
に 記 述 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ７ ４ ４ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ３ ２ で は 、 例 え ば ０ ０ ０ １ ０ １ ０ ｂ が 、 １ ｘ に 対 応 す る 。 １ ｘ は 、 ６ ４ ． ８ Ｍ ｂ
ｐ ｓ の チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト レ ー ト で あ る 。 実 際 の 最 大 読 取 速 度 （ Actual maximum reading s
peed )＝ Value × （ 1/10） で 計 算 さ れ る 。
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【 ０ ７ ４ ５ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ３ ３ 　 で は レ イ ヤ ー （ 層 ） フ ォ ー マ ッ ト の テ ー ブ ル が 記 述 さ れ る 。 ｂ ０ － ｂ ２ に
は 、 レ イ ヤ ー ０ の 情 報 の 領 域 と し て 用 い ら れ 、 ｂ ３ － ｂ ５ は レ イ ヤ ー １ の 情 報 の 領 域 と し
て 用 い ら れ る 。 ｂ ６ － ｂ ７ は リ ザ ー ブ 領 域 で あ る 。 レ イ ヤ ー ０ の 領 域 に ０ ０ ０ ｂ が 記 述 さ
れ て い る と き は 、 こ の 層 は 、 Ｈ Ｄ 　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ の フ ォ ー マ ッ ト で あ る こ と を 示 し て い る
。 ま た レ イ ヤ ー １ の 領 域 に ０ ０ ０ ｂ が 記 述 さ れ て い る と き は こ の 層 は Ｈ Ｄ 　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ
の フ ォ ー マ ッ ト で あ る こ と を 示 し て い る 。 他 の 内 容 が 記 述 さ れ て い る と き は 、 リ ザ ー ブ で
あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ７ ４ ６ 】
　 Ｂ Ｐ 　 １ ３ ３ － １ ４ ８ で は 、 記 録 ス ピ ー ド の 値 が 記 述 さ れ て い る が 、 　 Ｂ Ｐ 　 １ ３ ３ に
記 録 さ れ て い る 値 が 、 最 低 の 記 録 速 度 の 値 で あ る 。 第 １ か ら 第 １ ６ の 領 域 ま で 用 意 さ れ て
い る が 、 全 て が 記 述 さ れ て い な く て も よ い 。 例 え ば 00000000bが 記 述 さ れ て い る と き は 、
リ ザ ー ブ を 意 味 す る 。 第 i番 目 の 記 録 ス ピ ー ド は 、 Value ×  (1/10)で 計 算 さ れ る 。
【 ０ ７ ４ ７ 】
　 Ｂ Ｐ 　 １ ４ ９ に お い て は 、 例 え ば 00001110bが ７ ． ０ ％ を 意 味 す る 。 実 際 の 反 射 率 は 、 V
alue ×  (1/2)(％ )で 計 算 さ れ る 。
【 ０ ７ ４ ８ 】
Ｂ Ｐ 　 １ ５ ０ で は 、 記 述 デ ー タ 01100100bが 1.00に 対 応 す る 。 プ ッ シ ュ プ ル 信 号 の 実 際 の
振 幅 値 は 、 Value × （ 1/100） で 計 算 さ れ る 。
【 ０ ７ ４ ９ 】
Ｂ Ｐ 　 １ ５ １ で は 、 記 述 デ ー タ 01000110bが ０ ． ７ ０ を 示 す 。 実 際 の ラ ン ド オ ン ト ラ ッ ク
信 号 の 振 幅 値 は 、 Value × （ 1/100） で 計 算 さ れ る 。 Ｂ Ｐ 　 １ ５ ２ で は 、 記 述 デ ー タ 01000
110bが ０ ． ７ ０ を 示 す 。 こ こ で も 実 際 の グ ル ー ブ オ ン ト ラ ッ ク 信 号 の 振 幅 値 は 、 Value ×
（ 1/100） で 計 算 さ れ る 。
【 ０ ７ ５ ０ 】
　 な お 上 記 の Valueは 、 例 え ば 図 １ ３ － 図 １ ５ 、 図 １ ９ 、 図 ２ ０ な ど で 示 し た よ う に 、 所
定 の デ ィ ス ク の 規 格 の 中 か ら 選 択 さ れ た 値 で あ る 。
【 ０ ７ ５ １ 】
　 続 い て Ｂ Ｐ 　 ５ １ ４ 以 降 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ７ ５ ２ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ １ ４ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク に お け る リ ー ド ア ウ ト 面 で の バ イ ア ス パ ワ ー ２ を 特 定 し
て お り 、 例 え ば 0000 0001bが 記 述 さ れ 、 ０ ． １ ｍ Ｗ を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ５ ３ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ １ ５ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク で の バ イ ア ス パ ワ ー ３ で あ り 、 例 え ば 0000 0001bが 記 述
さ れ 、 ０ ． １ ｍ Ｗ を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ５ ４ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ １ ６ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 第 １ パ ル ス 終 了 時 間 （ Ｔ EPF） で あ り 、 例 え ば 0011 00
00bが 記 述 さ れ 23.1ns(48T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ５ ５ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ １ ７ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の マ ル チ パ ル ス 間 隔 （ Ｔ MP） で あ り 、 例 え ば 000 0000b
が 記 述 さ れ て い る と き は 7.7ns(0.5T)で あ る 。
【 ０ ７ ５ ６ 】
　 ま た こ こ で は 、 レ ー ザ ス ポ ッ ト の ス キ ャ ン 方 向 に 関 す る 情 報 も 記 述 さ れ 、 一 方 の ス キ ャ
ン 方 向 と 同 じ 方 向 の 場 合 0bが 、 そ の 逆 方 向 の 場 合 1bが 記 述 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス キ
ャ ン 方 向 に よ っ て 、 マ ル チ パ ル ス 間 隔 は 修 正 し て 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ７ ５ ７ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ １ ８ ： 　 ラ ン ド ト ラ ッ ク の レ ー ザ パ ル ス 開 始 時 間 （ Ｔ SLP） で あ り 、 例 え ば 000
 0000bが 記 述 さ れ て お り 、 0nsを 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ５ ８ 】
　 こ こ で も 、 レ ー ザ ス ポ ッ ト の ス キ ャ ン 方 向 に 関 す る 情 報 も 記 述 さ れ 、 一 方 の ス キ ャ ン 方
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向 と 同 じ 方 向 の 場 合 0bが 、 そ の 逆 方 向 の 場 合 1bが 記 述 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス キ ャ ン
方 向 に よ っ て 、 開 始 時 間 は 修 正 し て 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ７ ５ ９ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ １ ９ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク で の バ イ ア ス パ ワ ー ２ の 間 隔 （ Ｔ LC） ， ２ Ｔ マ ー ク 用 で
あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7ns(16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ６ ０ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ０ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク で の バ イ ア ス パ ワ ー ２ の 間 隔 （ Ｔ LC） ， ３ Ｔ マ ー ク 用 で
あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7ns(16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ６ １ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ １ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク で の バ イ ア ス パ ワ ー ２ の 間 隔 （ Ｔ LC） ， ４ Ｔ マ ー ク 用
で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7ns(16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ６ ２ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ２ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ２ Ｔ マ ー ク
用 、 リ ー デ ィ ン グ ２ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32)
を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ６ ３ 】
　 こ こ で も 、 レ ー ザ ス ポ ッ ト の ス キ ャ ン 方 向 に 関 す る 情 報 も 記 述 さ れ 、 一 方 の ス キ ャ ン 方
向 と 同 じ 方 向 の 場 合 0bが 、 そ の 逆 方 向 の 場 合 1bが 記 述 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス キ ャ ン
方 向 に よ っ て 、 開 始 時 間 は 修 正 し て 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ７ ６ ４ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ３ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ３ Ｔ マ ー ク
用 、 リ ー デ ィ ン グ ２ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32)
を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ６ ５ 】
　 こ こ で も 、 レ ー ザ ス ポ ッ ト の ス キ ャ ン 方 向 に 関 す る 情 報 も 記 述 さ れ 、 一 方 の ス キ ャ ン 方
向 と 同 じ 方 向 の 場 合 0bが 、 そ の 逆 方 向 の 場 合 1bが 記 述 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス キ ャ ン
方 向 に よ っ て 、 開 始 時 間 は 修 正 し て 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ７ ６ ６ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ４ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ４ Ｔ マ ー
ク 用 、 リ ー デ ィ ン グ ２ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32
)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ６ ７ 】
　 こ こ で も 、 レ ー ザ ス ポ ッ ト の ス キ ャ ン 方 向 に 関 す る 情 報 も 記 述 さ れ 、 一 方 の ス キ ャ ン 方
向 と 同 じ 方 向 の 場 合 0bが 、 そ の 逆 方 向 の 場 合 1bが 記 述 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス キ ャ ン
方 向 に よ っ て 、 開 始 時 間 は 修 正 し て 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ７ ６ ８ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ５ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ２ Ｔ マ ー ク
用 、 リ ー デ ィ ン グ ３ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32)
を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ６ ９ 】
　 こ こ で も 、 レ ー ザ ス ポ ッ ト の ス キ ャ ン 方 向 に 関 す る 情 報 も 記 述 さ れ 、 一 方 の ス キ ャ ン 方
向 と 同 じ 方 向 の 場 合 0bが 、 そ の 逆 方 向 の 場 合 1bが 記 述 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス キ ャ ン
方 向 に よ っ て 、 開 始 時 間 は 修 正 し て 用 い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ７ ７ ０ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ６ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ３ Ｔ マ ー ク
用 、 リ ー デ ィ ン グ ３ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32)
を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ １ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ７ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ４ Ｔ マ ー
ク 用 、 リ ー デ ィ ン グ ３ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32
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)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ ２ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ８ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ２ Ｔ マ ー ク
用 、 リ ー デ ィ ン グ ４ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32
)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ ３ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ２ ９ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ３ Ｔ マ ー ク
用 、 リ ー デ ィ ン グ ４ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/32
)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ ４ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ０ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 初 の パ ル ス の ス タ ー ト 時 間 （ Ｔ SFP） 、 ４ Ｔ マ ー
ク 用 、 リ ー デ ィ ン グ ４ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 010 0000bが 記 述 さ れ 、 15.4ns(32T/
32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ ５ 】
　 上 記 し た 各 時 間 に 関 す る ブ ロ ッ ク に お い て も 、 レ ー ザ ス ポ ッ ト の ス キ ャ ン 方 向 に 関 す る
情 報 も 記 述 さ れ 、 一 方 の ス キ ャ ン 方 向 と 同 じ 方 向 の 場 合 0bが 、 そ の 逆 方 向 の 場 合 1bが 記 述
さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス キ ャ ン 方 向 に よ っ て 、 開 始 時 間 は 修 正 し て 用 い る 必 要 が あ る
。
【 ０ ７ ７ ６ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ １ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ２ Ｔ マ ー ク 用 、
ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ２ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7ns(
16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ ７ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ２ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ３ Ｔ マ ー ク 用 、
ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ２ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7ns(
16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ ８ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ３ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ４ Ｔ マ ー ク 用
、 ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ２ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7n
s(16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ７ ９ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ４ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ２ Ｔ マ ー ク 用 、
ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ３ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7ns(
16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ８ ０ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ５ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ３ Ｔ マ ー ク 用 、
ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ３ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7ns(
16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ８ １ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ６ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ４ Ｔ マ ー ク 用
、 ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ３ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7n
s(16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ８ ２ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ７ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ２ Ｔ マ ー ク 用 、
ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ４ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7n
s(16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ８ ３ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ８ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ３ Ｔ マ ー ク 用 、
ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ４ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.7n
s(16T/32)を 指 示 し て い る 。
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【 ０ ７ ８ ４ 】
　 Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ９ ： ラ ン ド ト ラ ッ ク の 最 後 の パ ル ス の 終 了 時 間 （ Ｔ ELP） 、 ４ Ｔ マ ー ク 用
、 ト レ イ リ ン グ （ Trailing） ４ Ｔ ス ペ ー ス 用 で あ り 、 例 え ば 0001 0000bが 記 述 さ れ 、 7.
7ns(16T/32)を 指 示 し て い る 。
【 ０ ７ ８ ５ 】
　 以 下 ブ ロ ッ ク ポ ジ シ ョ ン （ Ｂ Ｐ ） 　 ５ ４ ２ か ら Ｂ Ｐ 　 ５ ６ ７ に は 、 上 記 し た ラ ン ド ト ラ
ッ ク 用 の 情 報 （ Ｂ Ｐ 　 ５ １ ４ か ら Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ９ ） に 対 応 し て グ ル ー ブ ト ラ ッ ク 用 の 情 報 が
記 述 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 Ｂ Ｐ 　 ５ １ ４ か ら Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ９ に 記 述 さ れ た 「 ラ ン ド ト ラ
ッ ク 」 を 「 グ ル ー ブ ト ラ ッ ク 」 に 読 み 替 え れ ば Ｂ Ｐ 　 ５ １ ４ か ら Ｂ Ｐ 　 ５ ３ ９ に 記 述 さ れ
た 情 報 が 得 ら れ る 。
【 ０ ７ ８ ６ 】
　 上 記 し た 本 発 明 で は 、 記 録 媒 体 が ユ ー ザ デ ー タ を 記 録 す る デ ー タ 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 領
域 に 発 生 す る 欠 陥 に 備 え て 確 保 さ れ る デ ー タ 代 替 え 領 域 と 、 前 記 デ ー タ 代 替 え 領 域 を 利 用
し た 交 替 処 理 が 行 わ れ た こ と を 示 す 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す る た め の 現 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ Ｍ
Ａ ） セ ッ ト 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト を 代 替 え す る た め の 複 数 の 未 使 用
Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト 領 域 を 利 用 し た 代 替 え 処 理 が 行 な わ
れ た こ と を 示 す 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 記 録 す る た め の 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領
域 、 及 び 欠 陥 発 生 に 備 え て 前 記 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 を 代 替 え す る た め の 複 数 の
未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 領 域 と 、 前 記 複 数 の 未 使 用 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の 中 で
、 未 使 用 を 示 す た め に “ Ｆ Ｆ ｈ ” を 記 述 し た マ ネ ー ジ ャ デ ー タ 領 域 と 、 前 記 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー
ジ ャ セ ッ ト の 中 で 、 有 効 マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト を 示 す た め に “ ０ ０ １ ０ ｈ ” を 記 述 し た 識 別 子
領 域 と を 有 す る 。 こ の た め に 欠 陥 管 理 が デ ー タ 及 び 管 理 情 報 共 に 的 確 に 行 な わ れ る 。
【 ０ ７ ８ ７ 】
　 さ ら に 上 記 の 識 別 子 、 未 使 用 領 域 の 記 述 デ ー タ に よ り 、 未 使 用 領 域 、 有 効 領 域 の サ ー チ
が 正 確 で 高 速 で 得 ら れ る 。
【 ０ ７ ８ ８ 】
　 ま た 本 実 施 形 態 で は 、 次 の よ う な 特 徴 点 を 有 す る 。
【 ０ ７ ８ ９ 】
　 （ Ｄ １ ） 本 発 明 の 一 態 様 に よ る 情 報 記 憶 媒 体 は 、 デ ー タ Ｉ Ｄ 情 報 を 含 む 複 数 の レ コ ー デ
ィ ン グ ・ フ レ ー ム か ら Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 構 成 さ れ 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 複 数 の 小 Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク か ら 構 成 さ れ 、 同 一 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム は 前 記 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ
ク 内 に 分 散 配 置 さ れ 、 偶 数 番 目 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ と 奇 数 番 目 の
レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ は そ れ ぞ れ 異 な る 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 分 散 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ７ ９ ０ 】
　 （ Ｄ ２ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 再 生 装 置 は 、 デ ー タ Ｉ Ｄ 情 報 を 含 む 複 数 の レ コ ー
デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム か ら Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 構 成 さ れ 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 複 数 の 小 Ｅ
Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク か ら 構 成 さ れ 、 同 一 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム は 前 記 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ
ッ ク 内 に 分 散 配 置 さ れ 、 偶 数 番 目 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ と 奇 数 番 目
の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ は そ れ ぞ れ 異 な る 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 分 散
配 置 さ れ て い る 情 報 記 憶 媒 体 を 用 い 、 前 記 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 再 生 し 、 誤 り 訂 正 処 理 を 行 う
手 段 を 具 備 す る 。
【 ０ ７ ９ １ 】
　 （ Ｄ ３ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 記 録 方 法 は 、 デ ー タ Ｉ Ｄ 情 報 を 含 む 複 数 の レ コ ー
デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム か ら Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 構 成 さ れ 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 複 数 の 小 Ｅ
Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク か ら 構 成 さ れ る 情 報 記 憶 媒 体 を 用 い 、 同 一 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム を 前
記 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 分 散 配 置 し 、 偶 数 番 目 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ
ー タ Ｉ Ｄ と 奇 数 番 目 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ を そ れ ぞ れ 異 な る 小 Ｅ Ｃ
Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 分 散 配 置 す る 。
【 ０ ７ ９ ２ 】
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　 （ Ｄ ４ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 再 生 方 法 は 、 デ ー タ Ｉ Ｄ 情 報 を 含 む 複 数 の レ コ ー
デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム か ら Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク が 構 成 さ れ 、 １ 個 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク は 複 数 の 小 Ｅ
Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク か ら 構 成 さ れ 、 同 一 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム は 前 記 複 数 の 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ
ッ ク 内 に 分 散 配 置 さ れ 、 偶 数 番 目 の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ と 奇 数 番 目
の レ コ ー デ ィ ン グ ・ フ レ ー ム 内 の デ ー タ Ｉ Ｄ は そ れ ぞ れ 異 な る 小 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 内 に 分 散
配 置 さ れ て い る 情 報 記 憶 媒 体 を 用 い 、 前 記 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク を 再 生 し 、 誤 り 訂 正 処 理 を 行 う
ス テ ッ プ を 具 備 す る 。
【 ０ ７ ９ ３ 】
　 （ Ｄ ５ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 記 憶 媒 体 は 、 デ ー タ 領 域 と リ ー ド イ ン 領 域 と を 有
し 、 デ ー タ 領 域 内 に 拡 張 可 能 な 記 録 管 理 情 報 領 域 が 設 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ７ ９ ４ 】
　 （ Ｄ ６ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 記 録 再 生 装 置 は 、 デ ー タ 領 域 と リ ー ド イ ン 領 域 と
を 有 し 、 デ ー タ 領 域 内 に 拡 張 可 能 な 記 録 管 理 情 報 領 域 が 設 定 可 能 で あ る 情 報 記 憶 媒 体 を 用
い 、 現 在 設 定 さ れ て い る 記 録 管 理 情 報 領 域 の 空 き 容 量 が 所 定 量 以 下 に な る と 、 デ ー タ 領 域
内 に 新 規 の 記 録 管 理 情 報 領 域 を 設 定 す る 手 段 を 具 備 す る 。
【 ０ ７ ９ ５ 】
　 （ Ｄ ７ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 再 生 装 置 は 、 デ ー タ 領 域 と リ ー ド イ ン 領 域 と を 有
し 、 デ ー タ 領 域 内 に 拡 張 可 能 な 記 録 管 理 情 報 領 域 が 設 定 可 能 で あ る 情 報 記 憶 媒 体 を 用 い 、
複 数 の 記 録 管 理 情 報 領 域 を 順 次 検 索 し て 最 新 の 記 録 管 理 情 報 を 再 生 す る 手 段 を 具 備 す る 。
【 ０ ７ ９ ６ 】
　 （ Ｄ ８ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 記 録 方 法 は 、 デ ー タ 領 域 と リ ー ド イ ン 領 域 と を 有
し 、 デ ー タ 領 域 内 に 拡 張 可 能 な 記 録 管 理 情 報 領 域 が 設 定 可 能 で あ る 情 報 記 憶 媒 体 を 用 い 、
現 在 設 定 さ れ て い る 記 録 管 理 情 報 領 域 の 空 き 容 量 が 所 定 量 以 下 に な る と 、 デ ー タ 領 域 内 に
新 規 の 記 録 管 理 情 報 領 域 を 設 定 す る ス テ ッ プ を 具 備 す る 。
【 ０ ７ ９ ７ 】
　 （ Ｄ ９ ） 本 発 明 の 他 の 態 様 に よ る 情 報 再 生 方 法 は 、 デ ー タ 領 域 と リ ー ド イ ン 領 域 と を 有
し 、 デ ー タ 領 域 内 に 拡 張 可 能 な 記 録 管 理 情 報 領 域 が 設 定 可 能 で あ る 情 報 記 憶 媒 体 を 用 い 、
複 数 の 記 録 管 理 情 報 領 域 を 順 次 検 索 し て 最 新 の 記 録 管 理 情 報 を 再 生 す る ス テ ッ プ を 具 備 す
る 。
【 ０ ７ ９ ８ 】
　 （ Ｄ １ ０ ） 書 き 換 え 可 能 エ リ ア を 備 え た 情 報 記 憶 媒 体 で あ っ て 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ
ア は 、 ユ ー ザ デ ー タ を 格 納 す る た め の ユ ー ザ エ リ ア と 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア 上 の 欠 陥
エ リ ア を 管 理 す る 欠 陥 管 理 情 報 を 格 納 す る た め の 欠 陥 管 理 エ リ ア と を 備 え 、 前 記 欠 陥 管 理
エ リ ア は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 欠 陥 管 理 予 約 エ リ ア を 備 え 、 前 記 第 １ の 欠 陥 管 理 予 約 エ リ ア は
、 初 期 状 態 で 前 記 欠 陥 管 理 情 報 を 格 納 す る た め の エ リ ア で あ り 、 前 記 第 ２ の 欠 陥 管 理 予 約
エ リ ア は 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 遷 移 さ れ る 前 記 欠 陥 管 理 情 報 を 格 納 す る た め の エ リ ア で あ
る 。
【 ０ ７ ９ ９ 】
　 （ Ｄ １ １ ） 書 き 換 え 可 能 エ リ ア を 備 え た 情 報 記 憶 媒 体 か ら 情 報 を 再 生 す る 情 報 再 生 装 置
で あ っ て 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア 上 の 欠 陥 管 理 エ リ ア に 含 ま れ る 複 数 の 欠 陥 管 理 予 約 エ
リ ア の 中 の 一 つ の エ リ ア か ら 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア 上 の 欠 陥 エ リ ア を 管 理 す る 最 新 の
欠 陥 管 理 情 報 を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 前 記 最 新 の 欠 陥 管 理 情 報 に 基 づ き 、 前 記 書 き 換 え 可
能 エ リ ア 上 の ユ ー ザ エ リ ア か ら 、 ユ ー ザ デ ー タ を 再 生 す る 再 生 手 段 と を 備 え て い る 。
【 ０ ８ ０ ０ 】
　 （ Ｄ １ ２ ） 書 き 換 え 可 能 エ リ ア を 備 え た 情 報 記 憶 媒 体 か ら 情 報 を 再 生 す る 情 報 再 生 方 法
で あ っ て 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア 上 の 欠 陥 管 理 エ リ ア に 含 ま れ る 複 数 の 欠 陥 管 理 予 約 エ
リ ア の 中 の 一 つ の エ リ ア か ら 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア 上 の 欠 陥 エ リ ア を 管 理 す る 最 新 の
欠 陥 管 理 情 報 を 取 得 し 、 前 記 最 新 の 欠 陥 管 理 情 報 に 基 づ き 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア 上 の
ユ ー ザ エ リ ア か ら 、 ユ ー ザ デ ー タ を 再 生 す る 。
【 ０ ８ ０ １ 】
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　 （ Ｄ １ ３ ） 書 き 換 え 可 能 エ リ ア を 備 え た 情 報 記 憶 媒 体 に 対 し て 情 報 を 記 録 す る 情 報 記 録
方 法 で あ っ て 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア は 、 前 記 書 き 換 え 可 能 エ リ ア 上 の 欠 陥 エ リ ア を 管
理 す る 欠 陥 管 理 情 報 を 格 納 す る た め の 欠 陥 管 理 エ リ ア を 備 え 、 前 記 欠 陥 管 理 エ リ ア は 、 第
１ 及 び 第 ２ の 欠 陥 管 理 予 約 エ リ ア を 備 え 、 初 期 状 態 で 、 前 記 第 １ の 欠 陥 管 理 予 約 エ リ ア に
対 し て 前 記 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 し 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 、 前 記 第 ２ の 欠 陥 管 理 予 約 エ リ ア
に 対 し て 前 記 欠 陥 管 理 情 報 を 遷 移 す る 。
【 ０ ８ ０ ２ 】
　 な お 、 本 願 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 に 変 形 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 各 実 施 形 態 は 可 能 な 限 り 適 宜
組 み 合 わ せ て 実 施 し て も よ く 、 そ の 場 合 組 み 合 わ せ た 効 果 が 得 ら れ る 。 更 に 、 上 記 実 施 形
態 に は 種 々 の 段 階 の 発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 当 な 組 み
合 わ せ に よ り 種 々 の 発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら い
く つ か の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決
で き 、 発 明 の 効 果 の 欄 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得 ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ
れ た 構 成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ８ ０ ３ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 オ ー バ ー ラ イ ト に 対 す る 耐 久 性 が 比 較 的 低 い 媒 体 で あ っ て も 、 信 頼
性 の 高 い 欠 陥 管 理 が 可 能 な 情 報 記 憶 媒 体 を 提 供 で き る 。 ま た 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 信 頼 性
の 高 い 欠 陥 管 理 情 報 に 基 づ き 情 報 を 再 生 す る こ と が 可 能 な 情 報 再 生 装 置 及 び 情 報 再 生 方 法
を 提 供 で き る 。 さ ら に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 信 頼 性 の 高 い 欠 陥 管 理 情 報 を 記 録 す る こ と が
可 能 な 情 報 記 録 方 法 を 提 供 で き る 。
【 ０ ８ ０ ４ 】
　 な お 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ
の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示
さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 更 に 、 異 な る 実 施
形 態 に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。
【 ０ ８ ０ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 （ ａ ） ゴ ミ 、 傷 に 強 い 情 報 記 憶 媒 体 、 及 び そ れ を
用 い た 情 報 記 録 再 生 装 置 、 情 報 再 生 装 置 、 情 報 記 録 方 法 、 情 報 再 生 方 法 、 （ ｂ ） 記 録 中 断
回 数 が 実 質 的 に 無 制 限 で あ る 情 報 記 憶 媒 体 、 及 び そ れ を 用 い た 情 報 記 録 再 生 装 置 、 情 報 再
生 装 置 、 情 報 記 録 方 法 、 情 報 再 生 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ８ ０ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 情 報 記 録 再 生 装 置 の 一 実 施 形 態 の 構 造 説 明 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 同 期 コ ー ド 位 置 抽 出 部 １ ４ ５ を 含 む 周 辺 部 の 詳 細 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 ス ラ イ ス レ ベ ル 検 出 方 式 を 用 い た 信 号 処 理 回 路 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ス ラ イ サ ３ １ ０ 内 の 詳 細 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 Ｐ Ｒ Ｍ Ｌ 検 出 法 を 用 い た 信 号 処 理 回 路 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 図 １ ま た は 図 ５ に 示 し た ビ タ ビ 復 号 器 １ ５ ６ 内 の 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 Ｐ Ｒ （ １ ， ２ ， ２ ， ２ ， １ ） ク ラ ス に お け る 状 態 遷 移 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 重 ね 書 き 処 理 に よ る “ 次 の ボ ー ダ ー を 示 す 目 印 Ｎ Ｂ Ｍ ” の 作 成 方 法 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト 。
【 図 ９ 】 本 実 施 形 態 に お け る 情 報 記 憶 媒 体 の 構 造 及 び 寸 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 ま た は １ 層 構 造 を 有 す る 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る
物 理 セ ク タ 番 号 の 設 定 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 ２ 層 構 造 を 持 っ た 再 生 専 用 情 報 記 憶 媒 体 の 物 理 セ ク タ 番 号 設 定 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 物 理 セ ク タ 番 号 設 定 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 再 生 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 一 般 パ ラ メ ー タ の 値 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 一 般 パ ラ メ ー タ の 値 を 示 す 図 。
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【 図 １ ５ 】 書 替 え 専 用 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る 一 般 パ ラ メ ー タ の 値 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ 】 各 種 情 報 記 憶 媒 体 に お け る シ ス テ ム リ ー ド イ ン 領 域 Ｓ Ｙ Ｌ Ｄ Ｉ と デ ー タ リ ー ド
イ ン 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ Ｄ Ｉ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 比 較 す る 図 。
【 図 １ ７ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 内 に あ る Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ ー ン Ｒ Ｄ Ｚ と 記 録 位
置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ 内 の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ８ 】 各 種 情 報 記 憶 媒 体 に お け る デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ と デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 Ｄ Ｔ Ｌ
Ｄ Ｏ 内 の デ ー タ 構 造 の 比 較 を 示 す 図 。
【 図 １ ９ 】 ド ラ イ ブ テ ス ト ゾ ー ン に 試 し 書 き を 行 う 記 録 パ ル ス の 波 形 （ ラ イ ト ス ト ラ テ ジ
） を 示 す 図 。
【 図 ２ ０ 】 記 録 パ ル ス 形 状 の 定 義 を 示 す 図 。
【 図 ２ １ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ボ ー ダ ー 領 域 の 構 造 に つ い て の 説 明 図 。
【 図 ２ ２ 】 制 御 デ ー タ ゾ ー ン Ｃ Ｄ Ｚ と Ｒ 物 理 情 報 ゾ ー ン Ｒ Ｉ Ｚ 内 の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ２ ３ 】 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｐ Ｆ Ｉ と Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 Ｒ _Ｐ Ｆ Ｉ 内 の 具 体 的
な 情 報 内 容 を 示 す 図 。
【 図 ２ ４ 】 デ ー タ 領 域 Ｄ Ｔ Ａ の 配 置 場 所 情 報 内 に 記 録 さ れ る 詳 細 な 情 報 の 内 容 比 較 を 示 す
図 。
【 図 ２ ５ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ２ ６ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ２ ７ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ２ ８ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ２ ９ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ３ ０ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の 詳 細 な デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ３ １ 】 物 理 セ ク タ 構 造 を 構 成 す る ま で の 変 換 手 順 の 概 略 を 示 す 図 。
【 図 ３ ２ 】 デ ー タ フ レ ー ム 内 の 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ３ ３ 】 ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム を 作 成 す る 時 の シ フ ト レ ジ ス タ に 与 え る 初 期 値 と フ
ィ ー ド バ ッ ク シ フ ト レ ジ ス タ の 回 路 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ３ ４ 】 Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク 構 造 の 説 明 図 。
【 図 ３ ５ 】 ス ク ラ ン ブ ル 後 の フ レ ー ム 配 列 の 説 明 図 。
【 図 ３ ６ 】 Ｐ Ｏ の イ ン タ ー リ ー ブ 方 法 の 説 明 図 。
【 図 ３ ７ 】 物 理 セ ク タ ー 内 の 構 造 の 説 明 図 。
【 図 ３ ８ 】 同 期 コ ー ド パ タ ー ン 内 容 の 説 明 図 。
【 図 ３ ９ 】 変 調 ブ ロ ッ ク の 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ４ ０ 】 コ ー ド ワ ー ド の た め の 連 結 ル ー ル を 示 す 図 。
【 図 ４ １ 】 コ ー ド ワ ー ド と シ ン ク コ ー ド の 連 結 を 示 す 図 。
【 図 ４ ２ 】 コ ー ド ワ ー ド の 再 生 の た め の 分 離 ル ー ル を 示 す 図 。
【 図 ４ ３ 】 変 調 方 式 に お け る 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ４ ４ 】 変 調 方 式 に お け る 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ４ ５ 】 変 調 方 式 に お け る 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ４ ６ 】 変 調 方 式 に お け る 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ４ ７ 】 変 調 方 式 に お け る 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ４ ８ 】 変 調 方 式 に お け る 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ４ ９ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ０ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ １ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ２ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ３ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ４ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ５ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ６ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ７ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
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【 図 ５ ８ 】 復 調 用 テ ー ブ ル を 示 す 図 。
【 図 ５ ９ 】 参 照 コ ー ド パ タ ー ン の 説 明 図 。
【 図 ６ ０ 】 情 報 記 憶 媒 体 上 で の 記 録 デ ー タ の デ ー タ 単 位 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ６ １ 】 各 種 情 報 記 憶 媒 体 毎 の デ ー タ 記 録 形 式 （ フ ォ ー マ ッ ト ） の 比 較 を 示 す 図 。
【 図 ６ ２ 】 各 種 情 報 記 憶 媒 体 に お け る デ ー タ 構 造 の 従 来 例 と の 比 較 説 明 図 。
【 図 ６ ３ 】 各 種 情 報 記 憶 媒 体 に お け る デ ー タ 構 造 の 従 来 例 と の 比 較 説 明 図 。
【 図 ６ ４ 】 ウ ォ ブ ル 変 調 に お け る １ ８ ０ 度 位 相 変 調 と Ｎ Ｒ Ｚ 法 の 説 明 図 。
【 図 ６ ５ 】 ア ド レ ス ビ ッ ト 領 域 内 で の ウ ォ ブ ル 形 状 と ア ド レ ス ビ ッ ト の 関 係 説 明 図 。
【 図 ６ ６ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ウ ォ ブ ル 配 置 と 記 録 場 所
の 比 較 を 示 す 図 。
【 図 ６ ７ 】 追 記 形 と 書 替 え 形 に お け る ウ ォ ブ ル 配 置 と 記 録 場 所 の 比 較 説 明 図 。
【 図 ６ ８ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 と 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ア ド レ ス 定 義 方 法 の 説 明
図 。
【 図 ６ ９ 】 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に お け る ウ ォ ブ ル 変 調 を 用 い た ア ド レ ス 情 報 の 記 録 形
式 に つ い て の 説 明 図 。
【 図 ７ ０ 】 グ レ イ コ ー ド を 示 す 図 。
【 図 ７ １ 】 グ レ イ コ ー ド 変 換 を 具 体 的 に 実 現 す る た め の ア ル ゴ リ ズ ム を 示 す 図 。
【 図 ７ ２ 】 グ ル ー ブ 領 域 に 不 定 ビ ッ ト 領 域 を 形 成 す る 例 を 示 し た 説 明 図 。
【 図 ７ ３ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に お け る 変 調 領 域 の 配 置 場 所 を 示 す 図 。
【 図 ７ ４ 】 変 調 領 域 の １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 に 関 す る ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 の
配 置 を 示 す 図 。
【 図 ７ ５ 】 ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン と ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 の は 位 置 関 係 の 比 較 説 明
図 。
【 図 ７ ６ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に お け る 物 理 セ グ メ ン ト 内 の 変 調 領 域 配 置 場 所 を 示 す 図
。
【 図 ７ ７ 】 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 と 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で の ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 内 の デ
ー タ 構 造 の 比 較 を 示 す 図 。
【 図 ７ ８ 】 ウ ォ ブ ル シ ン ク パ タ ー ン と 物 理 セ グ メ ン ト の タ イ プ 識 別 情 報 と の 組 み 合 わ せ 方
法 と 変 調 領 域 の 配 置 パ タ ー ン と の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 ７ ９ 】 レ コ ー デ ィ ン グ ク ラ ス タ 内 の レ イ ア ウ ト を 示 す 図 。
【 図 ８ ０ 】 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 書 替 え 可 能 デ ー タ の デ ー タ 記 録 方 法 を 示
す 図 。
【 図 ８ １ 】 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 書 替 え 可 能 デ ー タ の デ ー タ ラ ン ダ ム シ フ
ト 説 明 図 。
【 図 ８ ２ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 追 記 形 デ ー タ の 追 記 方 法 の 説 明 図 。
【 図 ８ ３ 】 “ Ｈ → Ｌ ” 記 録 膜 と “ Ｌ → Ｈ ” 記 録 膜 の 光 反 射 率 範 囲 を 示 す 図 。
【 図 ８ ４ 】 図 ３ ６ に 示 し た Ｐ Ｏ イ ン タ ー リ ー ブ 後 の Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 詳 細 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ８ ５ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ８ ６ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る ボ ー ダ ー 領 域 の 構 造 に 関 す る 図 ２ １ と は 異 な る 他
の 実 施 形 態 を 示 す 図 。
【 図 ８ ７ 】 本 実 施 形 態 と 現 行 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ と の 比 較 を 示 す 図 。
【 図 ８ ８ 】 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 の 説 明 図 。
【 図 ８ ９ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 基 本 概 念 の 説 明 図 。
【 図 ９ ０ 】 情 報 再 生 装 置 も し く は 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る 情 報 記 憶 媒 体 装 着 直 後 の 処 理
手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ９ １ 】 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 へ の 情 報 の 追 記 方 法 を 説 明 す る
た め の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ９ ２ 】 拡 張 可 能 な 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ の 設 定 方 法 の 概 念 を 示 す 図 。
【 図 ９ ３ 】 図 ９ ２ の 詳 細 を 示 す 図 。
【 図 ９ ４ 】 ボ ー ダ ー ゾ ー ン に つ い て の 説 明 図 。
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【 図 ９ ５ 】 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る ２ 番 目 以 降 の ボ ー ダ ー 内 領 域 の ク ロ ー ズ 処 理 を 示 す
図 。
【 図 ９ ６ 】 情 報 記 録 再 生 装 置 に お い て ボ ー ダ ー 内 領 域 を 一 旦 ク ロ ー ズ し た 後 に 終 了 処 理 （
フ ァ イ ナ ラ イ ズ ） す る 場 合 の 処 理 方 法 を 示 す 図 。
【 図 ９ ７ 】 ボ ー ダ ー イ ン 内 に 記 録 す る 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ の 原 理 を 示 す
図 。
【 図 ９ ８ 】 Ｒ ゾ ー ン に つ い て の 説 明 図 。
【 図 ９ ９ 】 Ｒ ゾ ー ン を 用 い た 複 数 箇 所 同 時 追 記 可 能 方 式 に つ い て の 概 念 説 明 図 。
【 図 １ ０ ０ 】 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る Ｒ ゾ ー ン の 設 定 方 法 と 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ
と の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ １ 】 最 初 の ボ ー ダ ー 内 領 域 を ク ロ ー ズ し た 時 の Ｒ ゾ ー ン と 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ
Ｍ Ｄ と の 関 連 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ ２ 】 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る 終 了 処 理 （ フ ァ イ ナ ラ イ ズ ） 手 順 の 説 明 図 。
【 図 １ ０ ３ 】 Ｒ ゾ ー ン を 利 用 し た 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ の 設 定 に つ い て の
原 理 説 明 図 。
【 図 １ ０ ４ 】 Ｒ ゾ ー ン を 利 用 し た 拡 張 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｅ Ｘ ． Ｒ Ｍ Ｚ の 新 規 設 定 と 記 録
位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ と の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ ５ 】 同 一 ボ ー ダ ー 内 領 域 に お い て 既 存 の 記 録 位 置 管 理 ゾ ー ン Ｒ Ｍ Ｚ が 満 杯 に な っ
た 時 の 処 理 方 法 の 概 念 説 明 図 。
【 図 １ ０ ６ 】 テ ス ト ゾ ー ン の 拡 張 に つ い て の 概 念 説 明 図 。
【 図 １ ０ ７ 】 テ ス ト ゾ ー ン の 拡 張 に つ い て の 概 念 説 明 図 。
【 図 １ ０ ８ 】 情 報 再 生 装 置 ま た は 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る Ｒ Ｍ Ｄ デ ィ プ リ ケ ー シ ョ ン ゾ
ー ン Ｒ Ｄ Ｚ を 用 い た 最 新 の 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ の 記 録 位 置 検 索 方 法 の 説 明 図 。
【 図 １ ０ ９ 】 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ の 詳 細 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ １ ０ 】 情 報 記 録 再 生 装 置 に お け る ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 １ ３ ５ の 動 作 を 説 明 す る た め
の 信 号 波 形 図 。
【 図 １ １ １ 】 位 相 ロ ッ ク ル ー プ 回 路 ３ ５ ６ の 動 作 原 理 を 説 明 す る た め の 信 号 波 形 図 。
【 図 １ １ ２ 】 位 相 検 出 器 ３ ５ ８ に 含 ま れ る ビ ー ト キ ャ ン セ ラ の 動 作 原 理 を 説 明 す る た め の
回 路 図 。
【 図 １ １ ３ 】 マ ー ク 長 ／ 先 行 ス ペ ー ス 長 の 関 数 と し て 表 さ れ る 記 録 条 件 パ ラ メ ー タ を 示 す
図 。
【 図 １ １ ４ 】 各 種 記 録 膜 で の 非 記 録 位 置 と 既 記 録 位 置 で の 反 射 率 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 １ １ ５ 】 各 種 記 録 膜 で の 領 域 毎 の 反 射 率 を 比 較 し て 示 す 図 。
【 図 １ １ ６ 】 ボ ー ダ ー ゾ ー ン Ｂ Ｒ Ｄ Ｚ の サ イ ズ を 示 す 図 。
【 図 １ １ ７ 】 タ ー ミ ネ ー タ ー の サ イ ズ を 示 す 図 。
【 図 １ １ ８ 】 デ ー タ Ｉ Ｄ 内 の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ １ ９ 】 フ ァ イ ナ ラ イ ズ 処 理 後 の 各 種 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 設 定 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ ０ 】 フ ァ イ ナ ラ イ ズ 処 理 後 の 各 種 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト 領 域 設 定 方 法 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ １ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の デ ー タ 構 造 に 対 す る 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る
た め の 図 。
【 図 １ ２ ２ 】 記 録 位 置 管 理 デ ー タ Ｒ Ｍ Ｄ 内 の デ ー タ 構 造 に 対 す る 他 の 実 施 形 態 を 説 明 す る
た め の 図 。
【 図 １ ２ ３ 】 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ 内 の 他 の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ ４ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 で の ウ ォ ブ ル ア ド レ ス 情 報 内 の デ ー タ 構 造 に 関 す る 他 の
実 施 形 態 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 １ ２ ５ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ ６ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ ７ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ ８ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ ９ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
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【 図 １ ３ ０ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ １ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ ２ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ ３ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ ４ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ ５ 】 本 実 施 形 態 に 関 す る ポ イ ン ト と 効 果 の 一 覧 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ ６ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 書 替 え 形 情 報 記 憶 媒 体 に お け る デ ー タ 領 域 内 の グ ル ー プ 構
造 説 明 図 。
【 図 １ ３ ７ 】 図 １ ３ ６ の 続 き を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ３ ８ 】 ウ ォ ブ ル デ ー タ ユ ニ ッ ト 内 で の 変 調 領 域 の １ 次 配 置 場 所 と ２ 次 配 置 場 所 に 関
す る 変 調 領 域 配 置 で あ っ て 、 他 の 実 施 形 態 の 説 明 図 。
【 図 １ ３ ９ 】 追 記 形 情 報 記 憶 媒 体 上 に 記 録 さ れ る 追 記 形 デ ー タ の 追 記 方 法 に 関 す る 他 の 実
施 形 態 の 説 明 図 。
【 図 １ ４ ０ 】 制 御 デ ー タ ゾ ー ン 内 の デ ー タ 構 造 に 関 す る 他 の 実 施 形 態 の 説 明 図 。
【 図 １ ４ １ 】 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 と Ｒ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 に 関 す る 他 の 実 施 形 態 の 説
明 図 。
【 図 １ ４ ２ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 記 憶 媒 体 （ 光 デ ィ ス ク ） の デ ー タ 構 造 の
概 略 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ ３ 】 交 替 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ４ ４ 】 情 報 記 憶 媒 体 中 に 配 置 さ れ る Ｄ Ｍ Ａ の デ ー タ 構 造 の 概 略 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ ５ 】 Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｄ Ｄ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク の 先 頭 セ ク タ 内 に 記 述 さ れ る コ ン
テ ン ツ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ ６ 】 Ｄ Ｍ Ａ に 含 ま れ る Ｓ Ｄ Ｌ ブ ロ ッ ク に 記 述 さ れ る コ ン テ ン ツ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ ７ 】 Ｓ Ｄ Ｌ に 含 ま れ る 複 数 の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の う ち の 一 つ の Ｓ Ｄ Ｌ エ ン ト リ の デ
ー タ 構 造 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ４ ８ 】 Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 使 用 方 法 を 説 明 す る た め の 状 態 遷 移 図 。
【 図 １ ４ ９ 】 Ｄ Ｍ Ａ に 配 置 さ れ た 各 カ ウ ン タ の 状 態 と Ｄ Ｍ Ａ の 推 移 と の 関 係 そ の １ を 示 す
図 。
【 図 １ ５ ０ 】 Ｄ Ｍ Ａ に 配 置 さ れ た 各 カ ウ ン タ の 状 態 と Ｄ Ｍ Ａ の 推 移 と の 関 係 そ の ２ を 示 す
図 。
【 図 １ ５ １ 】 現 在 使 用 中 の Ｄ Ｍ Ａ を 検 索 す る 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ５ ２ 】 Ｄ Ｍ Ａ の 登 録 及 び 更 新 処 理 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ５ ３ 】 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 の 使 用 方 法 を 説 明 す る た め の 状 態 遷 移 図 。
【 図 １ ５ ４ 】 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 が 配 置 さ れ る リ ー ド イ ン エ リ ア 及 び リ ー ド ア ウ ト エ リ ア を
説 明 す る た め の 図 。
【 図 １ ５ ５ 】 複 数 の Ｄ Ｍ Ａ 系 列 が 配 置 さ れ た 媒 体 の 再 生 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ５ ６ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 情 報 記 録 再 生 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 。
【 図 １ ５ ７ 】 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ に よ る Ｄ Ｍ Ａ 管 理 の イ メ ー ジ 図 。
【 図 １ ５ ８ 】 媒 体 上 に お け る Ｄ Ｍ Ａ 及 び マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア の 配 置 、 並 び に マ ネ ー ジ ャ
格 納 エ リ ア 内 の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ５ ９ 】 マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア 内 の 一 つ の マ ネ ー ジ ャ 予 約 エ リ ア に 格 納 さ れ る Ｄ Ｍ Ａ
マ ネ ー ジ ャ の デ ー タ 構 造 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ０ 】 Ｄ Ｍ Ａ １ ～ ４ に 含 ま れ る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 配 列 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ １ 】 Ｄ Ｍ Ａ と Ｅ Ｃ Ｃ ブ ロ ッ ク の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ２ 】 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ と Ｄ Ｍ Ａ の 配 置 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ３ 】 Ｄ Ｍ Ａ の 遷 移 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ４ 】 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 遷 移 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ５ 】 Ｄ Ｍ Ａ の コ ン デ ィ シ ョ ン を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ６ 】 Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の コ ン デ ィ シ ョ ン を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ７ 】 ア ブ ノ ー マ ル な 状 態 の Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 誤 判 定 の 一 例 を 説 明 す る 図 。
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【 図 １ ６ ８ 】 媒 体 上 に お け る Ｄ Ｍ Ａ 及 び マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア の 配 置 、 並 び に Ｄ Ｍ Ａ に 含
ま れ る Ｄ Ｍ Ａ 予 約 エ リ ア の 配 列 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ ９ 】 リ ー ド イ ン エ リ ア 及 び リ ー ド ア ウ ト エ リ ア 上 の マ ネ ー ジ ャ 格 納 エ リ ア 及 び Ｄ
Ｍ Ａ の 物 理 配 置 を 示 す 図 。
【 図 １ ７ ０ 】 交 替 処 理 に 伴 い 書 き 換 え る 必 要 の あ る エ リ ア を 示 す 図 。
【 図 １ ７ １ 】 Ｐ Ｄ Ｌ の コ ン テ ン ツ を 示 す 図 。
【 図 １ ７ ２ 】 Ｓ Ｄ Ｌ の コ ン テ ン ツ を 示 す 図 。
【 図 １ ７ ３ 】 Ｄ Ｍ Ａ の 更 新 処 理 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ７ ４ 】 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 更 新 処 理 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ７ ５ 】 Ｄ Ｍ Ａ に 基 づ く 再 生 処 理 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ７ ６ 】 Ｄ Ｄ Ｓ に お け る バ イ ト 割 り 当 て 構 成 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ７ ７ 】 Ｈ Ｄ － Ｄ Ｖ Ｄ の バ ー ス ト カ ッ テ ィ ン グ エ リ ア の フ ォ ー マ ッ ト を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 １ ７ ８ 】 欠 陥 管 理 ゾ ー ン の 全 体 像 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ ９ 】 デ ー タ リ ー ド ン エ リ ア に お い て 特 に Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ の 構 成 を 詳 し く 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ ０ 】 デ ィ ス ク を 初 期 化 し た 場 合 、 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト に 関 す る 処 理 例 、 ケ ー
ス １ の 例 と ケ ー ス ２ の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ １ 】 デ ィ ス ク を 初 期 化 し た 場 合 、 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト に 関 す る 処 理 例 を 示 す 説 明 図 で あ
る 。
【 図 １ ８ ２ 】 デ ー タ リ ー ド ア ウ ト エ リ ア 内 に お け る 欠 陥 管 理 ゾ ー ン （ Defect Management 
zone） の 位 置 を 示 す 図 （ Ａ ） と デ ー タ リ ー ド イ ン エ リ ア 内 の デ ィ ス ク 識 別 ゾ ー ン （ Disc i
dentification zone)の 例 を 示 す 図 （ Ｂ ） で あ る 。
【 図 １ ８ ３ 】 現 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト の サ ー チ 処 理 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ ４ 】 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の サ ー チ 処 理 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ ５ 】 Ｄ Ｍ Ａ マ ネ ー ジ ャ セ ッ ト 更 新 の 手 続 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ ６ 】 制 御 部 を 含 む ド ラ イ ブ 装 置 で 実 行 さ れ る 内 容 で あ り 、 現 Ｄ Ｍ Ａ セ ッ ト の 更 新
処 理 の 手 順 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ ７ 】 ゾ ー ン 内 の 使 用 す る 最 初 の Ｌ Ｓ Ｎ の 計 算 と 、 Ｌ Ｓ Ｎ ＝ ０ の 物 理 セ ク タ 番 号 の
計 算 手 順 の 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ ８ 】 バ イ ナ リ 数 と グ レ イ コ ー ド の 対 応 関 係 の 一 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ８ ９ 】 ラ ン ド ト ラ ッ ク と グ ル ー ブ ト ラ ッ ク の 変 化 ビ ッ ト 位 置 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ９ ０ 】 デ ィ ス ク 上 の 物 理 ア ド レ ス を 得 る 変 化 ビ ッ ト （ 不 定 ビ ッ ト ） 位 置 で グ ル ー ブ
の 幅 が ど の よ う に 変 化 し て い る か を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ９ １ 】 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 情 報 と Ｒ Ｗ 物 理 フ ォ ー マ ッ ト に 関 す る 実 施 形 態 の 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ８ ０ ７ 】
１ ３ ５ … ウ ォ ブ ル 信 号 検 出 部 、 １ ４ １ … 情 報 記 録 再 生 部 、 １ ４ ３ … 制 御 部 、 １ ５ １ … 変 調
回 路 、 １ ５ ２ … 復 調 回 路 、 １ ５ ６ … ビ タ ビ 復 号 器 、 １ ５ ９ … デ ス ク ラ ン ブ ル 回 路 、 １ ６ １
… Ｅ Ｃ Ｃ エ ン コ ー デ ィ ン グ 回 路 、 １ ６ ２ … Ｅ Ｃ Ｃ デ コ ー デ ィ ン グ 回 路 、 １ ７ １ … デ ー タ Ｉ
Ｄ 部 と Ｉ Ｅ Ｄ 部 抽 出 部 、 １ ７ ２ … デ ー タ Ｉ Ｄ 部 の エ ラ ー チ ェ ッ ク 部 、 １ ７ ４ … Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】

(145) JP 2007-18563 A 2007.1.25



【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】
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【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】 【 図 ４ ６ 】
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【 図 ４ ７ 】 【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】
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【 図 ５ １ 】 【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】 【 図 ５ ４ 】
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【 図 ５ ５ 】 【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】 【 図 ５ ８ 】
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【 図 ５ ９ 】 【 図 ６ ０ 】

【 図 ６ １ 】 【 図 ６ ２ 】
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【 図 ６ ３ 】 【 図 ６ ４ 】

【 図 ６ ５ 】 【 図 ６ ６ 】
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【 図 ６ ７ 】 【 図 ６ ８ 】

【 図 ６ ９ 】 【 図 ７ ０ 】
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【 図 ７ １ 】 【 図 ７ ２ 】

【 図 ７ ３ 】 【 図 ７ ４ 】
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【 図 ７ ５ 】 【 図 ７ ６ 】

【 図 ７ ７ 】 【 図 ７ ８ 】
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【 図 ７ ９ 】 【 図 ８ ０ 】

【 図 ８ １ 】 【 図 ８ ２ 】
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【 図 ８ ３ 】 【 図 ８ ４ 】

【 図 ８ ５ 】 【 図 ８ ６ 】
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【 図 ８ ７ 】 【 図 ８ ８ 】

【 図 ８ ９ 】 【 図 ９ ０ 】
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【 図 ９ １ 】 【 図 ９ ２ 】

【 図 ９ ３ 】 【 図 ９ ４ 】
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【 図 ９ ５ 】 【 図 ９ ６ 】

【 図 ９ ７ 】 【 図 ９ ８ 】
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【 図 ９ ９ 】 【 図 １ ０ ０ 】

【 図 １ ０ １ 】 【 図 １ ０ ２ 】
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【 図 １ ０ ３ 】 【 図 １ ０ ４ 】

【 図 １ ０ ５ 】 【 図 １ ０ ６ 】
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【 図 １ ０ ７ 】 【 図 １ ０ ８ 】

【 図 １ ０ ９ 】 【 図 １ １ ０ 】
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【 図 １ １ １ 】 【 図 １ １ ２ 】

【 図 １ １ ３ 】 【 図 １ １ ４ 】
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【 図 １ １ ５ 】 【 図 １ １ ６ 】

【 図 １ １ ７ 】 【 図 １ １ ８ 】
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【 図 １ １ ９ 】 【 図 １ ２ ０ 】

【 図 １ ２ １ 】 【 図 １ ２ ２ 】
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【 図 １ ２ ３ 】 【 図 １ ２ ４ 】

【 図 １ ２ ５ 】 【 図 １ ２ ６ 】
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【 図 １ ２ ７ 】 【 図 １ ２ ８ 】

【 図 １ ２ ９ 】 【 図 １ ３ ０ 】
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【 図 １ ３ １ 】 【 図 １ ３ ２ 】

【 図 １ ３ ３ 】 【 図 １ ３ ４ 】
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【 図 １ ３ ５ 】 【 図 １ ３ ６ 】

【 図 １ ３ ７ 】 【 図 １ ３ ８ 】
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【 図 １ ３ ９ 】 【 図 １ ４ ０ 】

【 図 １ ４ １ 】 【 図 １ ４ ２ 】
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【 図 １ ４ ３ 】 【 図 １ ４ ４ 】

【 図 １ ４ ５ 】 【 図 １ ４ ６ 】
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【 図 １ ４ ７ 】 【 図 １ ４ ８ 】

【 図 １ ４ ９ 】 【 図 １ ５ ０ 】
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【 図 １ ５ １ 】 【 図 １ ５ ２ 】

【 図 １ ５ ３ 】 【 図 １ ５ ４ 】
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【 図 １ ５ ５ 】 【 図 １ ５ ６ 】

【 図 １ ５ ７ 】 【 図 １ ５ ８ 】
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